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ま

え

が

き
 

本
書
は
ゝ
ソ
連
に
打
け
る
現
行
社
会
保
障
制
度
が
成
立
す
る
ま
で
の
歴
史
を
革
命
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ 

る
。

そ
の
な
か
で
と
く
に
、

社
会
保
障
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
今
日
に
至
る
ま
で
経
て
き
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

現
行
制
度
を
そ
の
成
立
の
背
景
を
含
め
、

よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。

現
在
の
私
の
研
究
の
主
要
な
課
題
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
に
再
け
る
社
会
保
障
と
同
時
に
ソ
連
を
中
心
と
し
た
社
会
主 

義
国
の
社
会
保
障
の
研
究
で
あ
る
。

社
会
保
障
、

と
く
に
そ
の
本
質
の
究
明
に
と
っ
て
、
資
本
主
義
体
制
下
の
社
会
保
障
と
あ
わ
せ
、
 

現
実
に
存
在
し
独
自
に
発
展
し
て
い
る
社
会
主
義
国
に
拧
け
る
社
会
保
障
の
理
解
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

ま
た
社
会
主
義
に
関
心
を 

も
つ
人
び
と
に
と
っ
て
社
会
主
義
国
の
社
会
保
障
の
実
情
を
知
る
こ
と
は
社
会
主
義
制
度
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
う
え
で
も
き
わ
め 

て
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
社
会
主
義
国
に
お
け
る
社
会
保
障
の
研
究
を
ま
と
め
た
書
物
は
、
 

わ
が
国
で
は
最
近
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近
い
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
。

大
学
で
現
在
、

社
会
保
障
論
の
講
義
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担
当
し 

て
い
る
が
、

私
は
大
学
生
で
あ
っ
た
頃
か
ら
社
会
主
義
に
関
心
を
も
ち
、

社
会
主
義
国
の
労
働
者
の
状
態
を
知
り
、

そ
れ
を
通
し
て 

社
会
主
義
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
考
え
、

ま
ず
大
学
院
で
社
会
主
義
国
の
賃
金
制
度
を
学
び
、

さ
ら
に
社
会
保
障
の
領
域
に
テ
ー
マ 

を
移
し
そ
の
研
究
を
現
在
ま
で
続
け
て
き
て
い
る
。

わ
が
国
で
い
ま
、

社

会

主
義

国

に
拧
け
る
社
会
保
障
を
研
究
す
る
者
の
少
な
い 

こ
と
を
知
り
、

現
在
こ
の
研
究
と
そ
の
発
表
は
私
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
私
は
研
究
が
必
ず
し 

も
ま
だ
充
分
と
は
い
え
な
い
段
階
と
考
え
な
が
ら
も
、

い
ま
ま
で
に
す
で
に
い
く
つ
か
の
つ
た
な
い
関
係
論
文
、
翻
訳
書
を
発
表
し 

て
き
た
。

私
は
い
ま
の
社
会
主
義
国
に
挣
け
る
社
会
保
障
を
本
質
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
ゝ
ソ
連
で
の
社
会
主
義
革
命
に
至
るt
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で
の
時
期
、

そ
れ
と
革
命
後
、

ど
の
よ
う
な
具
体
的
条
件
の
も
と
で
社
会
保
障
制
度
が
形
成
さ
れ
て
き
た
か
、

現
在
の
到
達
点
を
ど 

う
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
研
究
の
発
展
に
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
考
え
本
書
を
ま
と
め
た
。

現
在
ま
で 

に
集
め
え
ら
れ
た
限
り
の
資
料
を
使
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
全
体
を
構
成
し
て
み
た
。

私
の
こ
の
研
究
は
、1

だ
ー
次
資
料
を
整
理
で 

き
た
と
い
う
段
階
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
詳
し
い
評
価
を
加
え
る
こ
と
は
な
拧
充
分
に
は
で
き
て
い
な
い
。

し
か
し
、
事 

実
を
歴
史
的
に
な
ら
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
流
れ
て
い
る
本
質
が
あ
る
程
度
、

把
握
で
き
る
筈
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
判
断 

し
、

短
期
間
に
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
ま
と
め
た
。

で
き
る
限
り
早
く
発
表
す
る
こ
と
が
現
在
の
諸
状
況
か
ら
と
く
に
要
求
さ
れ
、

か 

つ
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ

の

論

文

の

大

部

分
は

日

本

福

祉

大
学

「
研
究
紀
要
」

に
六
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た
も 

の
で
あ
る
。
幸
い
私
の
先
輩
で
あ
る
草
鹿
外
吉
氏
が
そ
れ
を
出
版
す
る
た
め
に
努
力
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
結
果
、

今
回
、

文
化
書 

房
博
文
社
に
よ
っ
て
出
版
が
心
よ
く
引
き
受
け
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
現
行
制
度
と
年
表
を
さ
ら
に
つ
け
加
え
、

歴
史 

と
制
度
を
よ
り
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
こ
で
草
鹿
氏
と
出
版
社
、

そ
し
て
直
接
に
仕
事
を
担
当
さ
れ
た
小
谷
涼
風
氏
に
厚
く
拧
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

今
後
も
私
は
社
会
主
義
の
社
会
保
障
を
研
究
し
続
け
る
つ
も
り
で
い
る
が
、

本
書
は
い
わ
ば
こ
の
面

1С
お
け
る
私
の
研
究
過
程
の 

一
里
塚
と
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
が
社
会
保
障
の
研
究
と
社
会
主
義
の
理
解
に
少
し
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
、
私
に
と
っ
て 

の
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
十
二
月

柴

田

嘉

彥
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はじめに

第
一
部
十
月
革
命
以
前
に
お
け
る
生
活
保
障

は

じ

め

に

 

第
一
部
は

、

社

会

主

義

国V

連
に
お
け
る
社
会
保
障
の
形
成
、
発
展
過
程
を
研
究
し
、
社
会
主
義
国
で
も
社
会
保
障
が
形
成
期
に 

あ
っ
て
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
社
会
保
障
の
本
質
を
一
定
程
度
、
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。 

こ
の
目
的
に
と
っ
て
、
十
月
社
会
主
義
革
命
以
前
の
帝
政
ロ
シ
ア
の
労
働
者
の
生
活
保
障
の
諸
形
態
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が
き
わ
め
て 

重
要
で
あ
る
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
国
の
一
つ
と
し
て
の
ソ
連
の
社
会
保
障
の
成
立
過
程
、
現
行
制 

度
に
あ
る
ソ
連
の
特
殊
性
と
、
社
会
主
義
の
社
会
保
障
に
共
通
す
る
一
般
的
な
原
則
を
よ
り
明
確
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
の
私 

に
は
革
命
前
の
生
活
保
障
に
つ
い
て
十
分
な
資
料
を
集
め
、
分
析
す
る
準
備
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

し
か
し
、
革
命
後
の
社
会
保
障 

の
形
成
に
つ
な
ぐ
革
命
前
の
歴
史
を
不
十
分
で
も
早
急
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
、
社
会
主
義
の
社
会
保
障
の
今
後
の
研
究
に
と
っ
て 

重
要
だ
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
資
料
と
し
て
は
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
諸
業
績
、

と
り
わ
け
、
荒
又
重
雄
教
授
の 

「
ロ
シ
ア
労
働
政
策
史
」(

恒
星
社
厚
生
閣)

、
“
そ
れ
と 

バ
ー

ニ
スQ
 •

マ

ジ
ソ
ン

著
「
ソ
連
の
社
会
福
祉
」(

光
信
降
夫
、
湯

沢

雍

7



第1部 十月革命以前に耗ける生活保障

彦
訳
、
光
生
館)

、S

.

経
済
、
労

働

運

動

に

つ

い

て

は

「
ソ

連

邦

共

党

史

」(

大

月

書

店

「
国
民
文
庫
」)

を
多
く
利
用
さ
せ
て 

頂
い
た
。

資
本
主
義
の
も
と
で
の
社
会
保
障
は
、
貧
困
化
の
拡
大
、
深
化
と
そ
れ
に
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
闘
い
の
な
か
で
発
展
を
み
て
お 

り
、

一
般
に
、
資
本
の
原
始
的
蓄
積
期
に
救
貧
法
、
産
業
資
本
主
義
段
階
に
労
働
者
の
自
主
的
共
済
組
合
ゝ
そ
し
て
、
独
占
資
本
主
義
の 

段
階
に
社
会
保
険
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
社
会
保
障
の
成
立
と
い
う
歩
み
が
み
ら
れ
る
。
革
命
前
の
ロ
シ
ア
は
、
他
の
ヨ
ー 

ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
べ
、
政
治
的
、
経
済
的
、
そ
し
て
社
会
的
に
遅
れ
て
お
り
、
種
々
の
面
で
特
殊
性
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、

口 

シ
ア
の
経
済
史
の
研
究
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ア
で
の
資
本
主
義
の
発
展
段
階
は
複
雑
で
、
そ
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
説
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
小

林

良

正

「
ロ
シ
ア
社
会
経
済
史
」(

八
雲
書
店)

で
は
、

ほ
ぼ
ー
九
六
〇
〜
ハ
〇
年
代
を
資
本
の
原
始
的
蓄
積
期
、

一
八 

九
〇
年
代
に
産
業
資
本
主
義
の
確
立
、
そ
し
て
、

一
九
〇
〇
〜
ハ
年
の
恐
慌
、
不
況
期
を
経
て
、

一
九
〇
九
〜
一
四
年
に
独
占
資
本
主 

義
の
時
代
に
な
り
、
そ
の
後
、

一
九
一
四
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
は
い
り
、

一
九
一
七
年
に
没
落
す
る
と
い
う
過
程
に
分
け
て
い 

る
。

ソ
連
で
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
の
論
争
は
「
ロ
シ
ア
史
の
時
代
区
分
」
上
•

下
(

田

中

陽

児•

米
川
哲
夫
訳
編
、
有
斐
閣)

で
紹 

介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
でк
•

バ

ジ

レ

ヴ

ィ

チ

「
ソ
同
盟
封
建
時
代
史
の
時
代
区
分
の
試
み
」
は
、
封
建
時
代
を
三
つ
の
部
分
に 

分
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
封
建
的
諸
関
係
の
発
生
を
九
世
紀
、

キ
ー

エ
フ
国
家
の
時
代
と
し
、
現

物

経

済

の

支

配(

労
働
お
よ
び
生 

産
物
地
代)
(

九
世
紀!

!

一
五
世
紀
の
お
わ
り)

、
商

品
•

貨

幣

関

係

の

発

生

と

そ

の

発

展(

貨
幣
地
代)
(

一
五
世
紀
お
わ
り!
—

 

一
八
世
紀
な
か
ば)

、
封
建
経
済
の
分
解
と
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
発
生(

一
八
世
紀
な
か
ば
—
!

一
九
世
紀
な
か
ば)

で
あ
る
。

な 

お
、
第
一
の
区
分
は
、
封

建

諸

関

係

の

発

生(

キ
ー
エ
フ
国
家)

と

封

建

的

細

分

状

態(

封
建
的
半
国
家
制
度)

を
含
み
、
第
二
の
区 

分
け
は
、

ロ
シ
ア
の
中
央
集
権
的
多
民
族
国
家
の
形
成
と
発
展(

一
五
世
紀
お
わ
り!

!

一
七
世
紀
お
わ
り)

と
絶
対
主
義
国
家
の
形 

成
(

一
七
世
紀
お
わ
り!

!

一
八
世
紀
な
か
ば)

の
二
つ
の
時
代
に
分
か
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、Н

・
ド
ル
ジ
ー

ニ

ン

は

「
ロ
シ

8



第1章封建・農奴制の時代

ア
に
お
け
る
資
本
主
義
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
歴
史
の
初
期(

一
七
六
〇
年
代!

!

一
七
八
九
年)

、
資
本
主
義
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
発
展
の 

時

期
(

一
七
九
〇
年!

一
八
二
五
年)

、
封

建

社

会

の

最

後
の
危
機
の
時
期(

一
八
二
六
年!

!

一
八
六
一
年)

、

そ
し
て
、
資
本
主 

義

的

構

成

体

の

初

期(

一
ハ
六
一
年!

!

一
八
ハ
二
年)

、
成
熟
し
た
独
占
前
の
資
本
主
義
の
時
期(

一
八
ハ
三
年i

一
九
〇
〇
年)

、
 

帝

国

主

義

時

代(

一
九
〇
一
年!

!

一
九
一
七
年)

と
し
て
い
る
。

こ

れ

ら

の

文

献

と

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」(

大
月
書
店
「
国
民
文 

庫
」)

の
時
代
区
分
を
参
考
と
し
、

こ
の
小
論
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
一
応
の
時
代
区
分
を
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ー
、
封

建
•

農

奴

制

の

時

代(

九
世
紀
以
降)

二
、 
農
奴
制
の
廃
止
か
ら
産
業
資
本
主
義
の
確
立
ま
で(

一
八
六
一
〜
一
九
世
紀
末)

三
、 
帝
国
主
義
の
段
階

⑴

革

命

運

動

の

高

揚(

一
九
〇
一
〜
四
年)

⑵

日

露
戦

争
と

第
一
次
ロ
シ
ア
革
命(

一
九
〇
四
〜
七
年)

⑶

革

命

敗

北

後(

一
九
〇
八
〜
ー
二
年)

⑷

第
一
次
大
戦

前
の
労

働
運

動

の

高

揚(

一
九
一
ニ
〜
一
四
年)

⑸

第
一
次
大
戦
と
第
二
次
ロ
シ
ア
—
!

二
月
——
—

革

命

の

時

期(

一
九
一
四
〜
一
七
年
ニ
ー
三
月)

⑹

十
月
革
命

の

準

備
と

実

行

の

時

期(

一
九
一
七
年
四
月
〜
一
〇
月)

第

一

章

封

建•

農
奴
制
の
時
代

一
般
に
ロ
シ
ア
の
建
国
は
、

ワ
リ
ヤ
ー
グ
“

ル
ス
族
の
リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
奠
都
し
た
八
六
一
一
年
と
い
わ
れ
る
。

こ
の 

リ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
死
後
、

オ
レ
ー
グ
が
ハ
八
二
年
、

キ
ー
エ
フ
国
家
を
建
て
た
が
、
彼
は
、
そ
の
最
初
の
公
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ

9



第1部 十月革命以前に為ける生活保障

の
キ
ー
エ
フ
国
家
の
時
代
、
九
世
紀
か
ら
、

一
九
六
一
年
の
農
奴
解
放
ま
で
を
ロ
シ
ア
の
封
建
制
の
時
代
と
す
る
こ
と
に
は
と
く
に
異 

論
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
お
け
る
、
社
会
保
障
の
歴
史
に
関
係
の
あ
る
制
度
の
動
き
を
み
る
と
、
ま
ず
、

ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル 

一

世(

九
七
八
年
頃
〜
一
〇
一
五
年)

は
、

ロ
シ
ア
を
キ
リ
ス
ト
教
文
明
に
参
加
さ
せ
、
九
九
一
年
、

一
〇
〇
〇
年
、

一
〇
〇
一
年
に 

П
1

マ
と
大
使
を
交
換
す
る
な
ど
し
、
後
に
ニ
ー
一
世
紀
に
教
会
に
よ
っ
て
聖
者
に
列
せ
ら
れ
た
が
、

こ
の
治
世
の
九
九
六
年
に
一
〇
分 

の
ー
税
こ
よ
る
救
貧
法
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
に
も
と
づ
い
て
、
貧
民
、
病
人
、
老
人
、
心
身
障
害
者
な
ど
の
保
護
が
教
会
の
責 

任
と
さ
れ
、
彼
ら
の
た
め
の
救
貧
院
、
病
院
な
ど
が
一
〇
分
の
一
税
で
設
立
さ
れ
た
。
「
中
世
で
は
、
貧
民
の
救
済
は
、
す
べ
て

の
キ

(4)

リ
ス
ト
教
国
を
通
じ
て
、
教
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
」

が
、

ロ
シ
ア
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
で
は 

九
——

ー
ー 

世
紀
の
あ
い
だ
に
、
封
建
化
の
過
程
が
は
げ
し
く
進
展
し
、
大
量
の
貧
民
が
発
生
し
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、

「
こ
の
時
期
の
階
級
闘
争 

は
、
封
建
的
な
隸
属
的
共
同
体
員
お
よ
び
自
由
農
民
大
衆
の
、
貢
税
に
よ
る
搾
取
に
た
い
す
る
…
…
あ
る
い
は
、
経
済
外
的
強
制
と
経 

済
的
隸
属
化
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
を
私
的
な
封
建
的
隸
属
者
に
変
え
る
と
い
う
傾
向
の
拡
大
に
た
い
す
る
、
反
抗
の
か
た
ち
を
と
っ
て 

あ
ら
わ
れ
た
」

の
で
あ
る
。
中
世
封
建
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
貧
民
救
済
は
、
「
慈
善
と
愛
」

と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に 

よ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の

背

後

に

は

「
封
建
的
搾
取
を
支
え
る
も
の
と
し
て
正
統
な
教
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
人
民
の
貧
困
へ
の
忍
従 

を
説
く
必
要
が
あ
っ
た
。

慈
善
は
そ
の
代
償
と
し
て
の
緩
和
剤
で
も
あ
っ
た
」
点
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト 

教
的
立
場
か
ら
の
教
会
に
よ
る
救
済
が
ロ
シ
ア
で
は
一
七
世
紀
末
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。

ー
ー
ー!

!

一
五
世
紀
の
ハ
〇
年
代
の
封
建
的
細
分
状
態
を
経
て
、

一
七
世
紀
は
じ
め
ま
で
中
央
集
権
国
家
が
支
配
し
た
。

こ
の
時
期 

に
農
奴
制
は
強
化
さ
れ
、

ロ
シ
ア
人
そ
の
他
の
諸
民
族
の
農
民
蜂
起
、
下
層
の
都
市
商
工
階
級
の
蜂
起
、
さ
い
ご
に
異
端
の
発
達
と
と 

も
に
農
民
戦
争
の
諸
前
提
が
成
長
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、

た
と
え
ば

イ

ヴ

ァ
ン

四

世(

一
五
三
三-
-

ハ
四
年) 

は
多
く
の
市
に
救
貧
院
を
建
て
、
ポ

リ

ス•

ゴ

ド

ノ

フ

皇

帝(

一
五
九
八!

!

一
六
〇
五
年)

は
、
即

位

の

宣

誓

で

「
余
は
帝
国
よ
り

10



第1章封建•展奴制の時代

貧
困
を
絶
滅
す
る
」

と
誓
い
、
ま
た
失
業
救
済
を
目
的
に
都
市
に
石
造
建
築
を
お
こ
し
た
り
し
た
。

一
七
世
紀
は
じ
め
か
ら
は
、
封
建 

的
な
経
済
制
度
の
内
部
で
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
諸
関
係
が
発
展
し
増
大
す
る
。

そ
し
て
、
農

民

戦

争(

ラ
ー
ジ
ン
、

プ
ガ
チ
ョ
フ)

、
 

被
圧
迫
諸
民
族
の
農
民
運
動
、
勤
労
者
の
蜂
起
、
都
市
の
運
動
な
ど
が
活
発
化
し
た
。

国
家
体
制
と
し
て
は
絶
対
主
義
が
確
立
す
る
。 

具
体
的
に
み
る
と
、

た
と
え
ば
、

ア
レ
ク
セ
イ•

ミ

ハ

イ

ロ

ヴ

ィ

ナ

皇

帝(

一
六
四
五
——

七
六
年)

は
、

一
六
四
五
年
に
初
め
て
、
 

印

刷

さ

れ

た

「
法
典
」
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
よ
り
農
奴
制
を
確
立
す
る
が
、
こ
の
頃
、
農
民
の
困
窮
は
は
げ
し
く
、
農
民
叛
乱
も
盛
ん
に 

な
り
、

一
亠
ハ
六
九!

1

七
〇
年
の
ス
テ
パ
ン•

ラ
ー
ジ
ン
の
反
乱
は
そ
の
代
表
的
な
例
と
な
っ
た
。

こ
の
ア
レ
ク
セ
イ
は
、
障
害
退
職 

軍
人
お
よ
び
老
齢
退
職
軍
入
の
た
め
に
特
別
な
救
貧
院
を
建
立
し
て
い
る
。

そ
の
後
、

フ
ヨ
ー

ド

ル

三

世(

一
六
七
六!
!

ハ
二
年) 

は
、
勅
令
に
よ
っ
て
、
貧
民
救
済
を
国
家
の
義
務
と
認
め
、
基
準
を
設
け
て
貧
民
を
分
類
す
る
な
ど
し
、
労
働
を
拒
否
す
る
可
働
貧
民 

と
そ
の
子
供
を
貧
民
感
化
院
に
収
容
し
、
も
し
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
鞭
打
ち
の
う
え
、
シ
ベ
リ
ア
に
追
放
す
る
刑
に
処
す
る
こ

(9)

と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
欧
諸
国
で
、
絶
対
主
義
の
も
と
で

行
わ
れ
た
「
血
の
立
法
」
、
「
救
貧
法
」

に 

も
と
づ
く
諸
政
策
と
類
似
し
て
い
る
点
も
み
ら
れ
る
。
ピ

ョ

ー

ト

ル

大

帝(

一
七
〇
〇!

二
五
年)

の
時
代
に
ッ
ア
ー
リ
ズ
ム
は
口 

シ
ア
の
絶
対
主
義
と
し
て
確
立
し
、

ロ
シ
ア
帝
国
が
成
立
す
る
。
絶
対
主
義
の
特
徴
は
、

一
般
に
官
僚
主
義
的
行
政
制
度
、
恒
常
的
か 

つ
単
一
な
租
税
制
度
、
常
備
軍
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ピ

ョ

ー
ト

ル

ー

世(

大
帝)

は
、
官
僚
政
治
の
完
成
、
人
頭
税
の
実
施
、
陸
海 

軍
の
改
編"

近
代
化
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
を
急
速
に
成
長
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。

同
時
に
、
彼
は
、

シ
ベ 

リ
ア
、
中
国
な
ど
へ
の
封
建
的
侵
略
を
行
い
、
地
主
の
擁
護
政
策
を
と
り
、
農
奴
に
た
い
し
て
は
暴
君
に
等
し
か
っ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル 

一
世
は
、
ま
た
、
慈
善
救
済
施
設
を
国
の
責
任
で
設
け
、
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
貧
困
を
犯
罪
と
同
一
視
し
、
「
怠

惰

な

」

(U)

乞
食
の
絶
減
を
唱
え
、
彼
ら
を
逮
捕
し
、
処
罰
す
る
な
ど
き
び
し
い
政
策
を
と
つ
だ
。

し
か
し
、

こ
の
政
策
は
、
成
果
を
あ
げ
な
か
つ 

Л
 

た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
は
、
封
建
的
侵
略
主
義
の
野
心
を
充
た
す
た
め
軍
事
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、
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教
会
に
退
役
軍
人
の
生
活
費
を
支
給
さ
せ
、
ま
た
、
退
役
軍
人
の
た
め
国
立
養
老
院
を
建
て
る
な
ど
し
た
。

そ
し
て
、

一
七
一
七
年
に 

は
、
退
役
の
士
官
の
た
め
の
擬
似
的
年
金
制
度
を
採
用
し
、
さ
ら
に
、
全
階
級
退
役
軍
人
の
た
め
の
無
料
診
療
所
を
つ
く
っ
た
。
ピ
ヨ 

—
ト
ル
ー
世
は
工
業
を
奨
励
し
た
が
、
当
時
の
工
業
企
業
で
は
苛
酷
な
労
働
条
件
に
よ
る
強
制
労
働
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う 

な
条
件
の
も
と
で
、

一
七
四
一
年
に
事
業
主
へ
の
労
働
者
用
病
院
設
置
命
令
が
出
さ
れ
、
事
業
主
に
労

働

者

の

た

め

の

病

院
を

つ

く 

り
、
無
料
で
医
療
給
付
を
す
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
実
効
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
農
奴
制
度
は
、
そ
の
後
、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
ニ
世 

(

一
七
六
二!

!

九
六
年)

の
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
時
代
に
爛
熟
期
に
達
し
た
。

彼

女

は

ピ

ョ

ー

ト

ル

大

帝(

一
世)

に
も
ま
し
て
封 

建
的
侵
略
に
熱
意
を
も
ち
、

ま
た
、
農
奴
制
度
の
最
後
の
完
成
を
仕
遂
げ
た
。

こ
の
な
か
で
、

一
七
六
三
年
に
は
、
救
貧
院
、
収
容
保 

護
施
設
、
退
役
軍
人
ホ
ー
ム
の
管
理
責
任
を
王
室
財
政
部
に
移
し
、

一
七
七
五
年
に
は
各
県
に
慈
恵
院

(
п
р
и
к
а
з

 

о
б
щ
е
с
т
в
е
н
н
о
е

 

г
о

 

п
р
и
з
р
е
н
и
е
)

を
設
置
し
た
。
ま
た
、

一
七
八
〇
年
に
は
、

ス
モ
ー
ル
ヌ
イ
、

モ
ス
ク
ワ
、

セ
ン
ト
ベ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
心
身
障
害 

お
よ
び
貧
困
の
元
下
士
官
や
元
志
願
兵
お
よ
び
元
軍
人
の
遺
族(

寡
婦)

を
対
象
と
す
る
国
営
ホ
—Л

を
建
設
し
た
。

さ
ら
に
、
元
高 

級
士
官
の
心
身
に
障
害
あ
る
も
の
に
た
い
し
て
、
過
去
の
俸
給
と
現
在
の
窮
乏
状
態
に
お
う
じ
た
特
別
な
年
金
制
度
を
実
施
し
、

つ
ぎ 

に
、
元

士

官

お

よ
び

元

兵

士

の

遺

族(

寡
婦
と
遺
児)

に
た
い
す
る
年
金
制
度
も
採
用
し
た
が
、
そ
の
額
は
年
に
二
—
!

三
ル
ー
ブ
ル

(8)

と
き
わ
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ

の

頃
(

一
ハ
世
紀
末)

に
な
る
と
、

ラ
ー
ジ
ン
の
叛
乱
の
失
敗
後
百
年
を
経
て
、
農
民
運
動
は 

ふ
た
た
び
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

そ

の

代
表
的
な

例
と

し
て

「
プ
ガ
チ
ョ
フ
の
叛
乱
」(

一
七
七
三!
!

七
四
年)

が
あ
る
。

こ

れ

を 

境
に
、
封

建
•

農
奴
制
の
危
機
が
増
大
す
る
。

一

九
世
紀
に
は
い
り
、

ア
レ
ク

サ
ン

ド

ル
ー

世(

一
八
〇
一
—
!

二
五
年)

は
、

一
八 

〇
二
年
に
各
庁
を
省
に
統
合
し
、

内
務
省
に
貧
困
者
対
策
の
業
務
を
担
当
さ
せ
た
。

そ
の
後
、

一
ハ
〇
六
年
に
は
、
鉱

山

お

よ

び

そ 

の
付
属
工
場
に
病
院
設
置
を
義
務
づ
け
る
法
律
が
で
き
る
が
こ
れ
も
半
ば
空
文
に
終
っ
て
い
る
。

農
奴
の
状
態
は
い
っ
そ
う
凄
惨
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
「
救
済
同
盟(с

о
ю
з

 

с
п
а
с
е
н
н
)」

(

一
八
一
六!

1

七
年)

、
「
福
祉
同
盟(

с
о
ю
з

12



第1章封建・農奴制の時代

б
л
а
г
о
с
о
т
о
н
н
н
х
)」

(

一
八
一
ハ
年)

、
「
ー
二
月
党
員
の
乱
」
(

一
ハ
一
ー
五
年)

な
ど
の
運
動
が
起
き
、

一
ハ
四
〇
年
代
末
よ
り
小
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
革
命
運
動
で
あ
る
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
運
動
、
そ
し
て
農
民
運
動
も
ま
す
ま
す
活
発
化
し
た
。

こ
の
間
、
 

ニ
コ
ラ

イ
ー

世(

一
八
二
五
—
!

五
五
年)

の
治
世
が
あ
る
。
当
時
、
勤
労
者
は
、
老
齢
の
と
き
と
労
働
不
能
の
場
合
に
は
餓
死
あ
る 

い
は
乞
食
の
よ
う
な
生
活
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

ロ
シ
ア
帝
政
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
時
代
か
ら
高
官
と 

軍
人
に
つ
い
て
は
配
慮
す
る
多
く
の
法
令
を
だ
し
て
い
た
。

そ
し
て
、

こ
の
ニ
コ
ラ
イ
ー
世
の
一
八
二
七
年
に
壮
高
官
と
軍
人
に
た
い 

す
る
年
金
と
一
時
金
に
関
す
る
法
規
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
皇
帝
の
決
定
で
金
額
が
定
め
ら
れ
る
年
金
が
裁
定
さ
れ
、
そ
の 

最
高
額
は
年
一
ニ
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
に
も
達
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
官
吏
は
勤
務
状
態
に
応
じ
て
年
額
三
〇
〇
〜
四
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ 

ル
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
警
察
官
と
そ
の
家
族
も
年
金
と
手
当
に
よ
る
保
障
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
、

ニ
コ
ラ
イ
ー
世
の
治
世
に
は
、
 

一
八
三
二
年
に
ロ
シ
ア
法
大
全
、
そ
し
て
、

一
八
三
五
年
に
ロ
シ
ア
帝
国
法
典
が
発
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
典
は
一
九
一
七
年
ま
で
帝
国 

の
法
律
上
の
基
礎
と
さ
れ
た
が
、

こ
の
第
六
ハ
四
条
に
、
生
産
に
よ
る
障
害
と
関
連
し
た
損
失
に
た
い
す
る
企
業
主
の
責
任
が
規
定
さ 

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
個
条
の
内
容
の
不
明
瞭
な
定
式
化
、
労
働
者
の
無
知
識
、
多
額
な
裁
判
費
用
、
訴
訟
手
続
の
官
僚
主
義
、
裁
判 

の
階
級
的
性
格
な
ど
か
ら
、
裁
判
に
よ
る
労
働
者
へ
の
有
利
な
解
決
は
ほ
と
ん
ご
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
あ
る
。 

一
九
世
紀
後
半
に
ロ
シ
ア
で
は
商
品"

資
本
主
義
的
諸
関
係
が
発
展
し
、
農
奴
制
の
廃
止
を
う
な
が
し
た
が
農
奴
主
的
地
主
は
こ
れ 

に
強
力
に
抵
抗
し
た
。

し
か
し
、
経
済
必
然
性
と
農
民
自
身
の
解
放
を
要
求
す
る
力
に
よ
っ
て
、

ツ
ア
リ
ー
政
府
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル 

二
世
の
提
唱
で
一
八
六
一
年
、
農
奴
制
を
つ
い
に
廃
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
さ
れ
た
。

注

(1) 

ピ
エ
ー
片•

パ
ス
カ
ル
「
ロ
シ
ア
史
」
、
山
本
俊
朗
訳
、
白
水
社
、

一
四
—
五
頁
。

(2) 

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
「
ソ
連
の
社
会
福
祉
」
、
光
信
隆
夫•

湯

沢

書

共

訳

、
光
生
館
一
ー
頁
。
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(3) 

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書'

ー
ー
頁
。

(4) 

小
山
路
男
「
西
洋
社
会
事
業
史
論
」
、
光
生
館
、

一
頁
。

(5) 

田
中
陽
児•

米
川
哲
夫
訳
編
「
ロ
シ
ア
史
の
時
代
区
分
」(

下)

、
有
斐
閣
、
三
七
ハ
頁
。

(6)
(7)

(8)
(9)

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書'

ー
ー
頁
。 

吉
田
久
一 
•

高
島
進
「
社
会
事
業
の
歴
史
」
、
誠
信
書
房
、
四
〇
頁
。 

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書'

ー
ー
頁
。
 

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、
­

ニ
頁
。

(
10)

パ
ー
ー
ー
スQ •
マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、

一
四
頁
。

П)

パ
ー
ー
ー
スQ •
マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、

一
四
頁
。

(
12) 

梅
浦
健
吉
「
ソ
ウ
ェ
ー
ト•

ロ
シ
ア
の
社
会
保
険
」
、
巌
松
堂
書
店
、
七
頁
。

(
13)

パ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、

一
七
頁
。

14)

バ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、

一
ハ
頁
。

(
15) 
梅
浦
健
吉
、
前
掲
書
、
七
—
ハ
頁
。

(
16) в

.
р

А
н

д
р

е
е

в  

в
п

р
а

в
о  COUHa.TbHoro  

о
б

е
с

л
е

ч
е

н
м

н  

в  

С
С

С
Р  J

《
ю

р
и

д
и

ч
е

с
к

а
я  

х
н

т
е

р
а

т
у

р
а

у  

М
о

с
к

в
е

—1974 • 
А
О

頁
。

(
17) 

Т
а

м  ж
р

с
т

р
・

76・

第
二
章
農
奴
制
の
廃
止
か
ら
産
業
資
本
主
義
の
確
立
ま
で

(

一
ハ
六-

年
〜
一
九
世
紀
末)

ロ
シ
ア
で
の
資
本
の
原
始
的
蓄
積
の
過
程
は
、
農
奴
制
の
廃
止
よ
り
、

か
な
り
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

一
八
六
一
年
の
「
農
民 

改
革
」

が
、
そ
の
頂
点
で
あ
っ
た
。

こ

の

「
農
民
改
革
」

は
、
農
奴
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
改
革
で
あ
っ
て
、

ロ
シ
ア
が

14



第2章 屣奴制の廃止から産業資本主義の確立まで

封
建
的
君
主
制
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
君
主
制
に
転
化
し
て
い
く
途
上
の
一
歩
で
あ
っ
た
。

こ
の
改
革
は
、
蜂
起
し
た
人
民
の
手
に
よ
る
も 

の
で
な
か
っ
た
た
め
、
農
民
は
、
「
ま
る
は
だ
か
の
貧
乏
に
お
と
さ
れ
て

『
自
由
』

の
身
と
な
り
、
地
主
の
奴
隸
か
ら
、
お
な

じ

地

主 

と
そ
の
子
分
の
債
務
奴
隸
」

と
な
り
、
そ

の

状

態

は

「
農

民

が

『
解
放
』
後
に
も
、

ロ
シ
ア
で
味
わ
っ
た
ほ
ど
零
落
、
貧
困
、
卑
下
、

(2) 

_
 

侮
辱
を
味
わ
っ
た
国
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
」

と
い
う
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
農
奴
制
の
崩
壊
後
に
「
農
奴
制
ロ
シ
ア
に

(3)

か
わ
っ
て
資
本
主
義
ロ
シ
ア
」

が
現
わ
れ
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
は
き
わ
め
て
急
速
に
す
す
み
、
そ

の

早

さ

は

「
ヨ
ー

(4) 

ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
古
い
国
々
で
は
幾
世
紀
も
か
か
っ
た
転
化
が
、
数
十
年
で
お
こ
な
わ
れ
た
ほ
ど
」

で
あ
っ
た
。
大
規
模
な
資
本 

主
義
的
工
業
生
産
も
発
展
し
は
じ
め
、
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
も
生
み
だ
さ
れ
、

し
だ
い
に
増
加
し
た
。

た
だ
し
、

ロ
シ
ア
は
一
九 

世
紀
末
で
も
人
口
の
約
六
分
の
五
は
農
業
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
依
然
と
し
て
経
済
的
に
遅
れ
た
農
業
国
で
あ
っ
た
。

そ
し 

て
、

ロ
シ
ア
は
専
政
君
主
国
で
、
人
民
は
ど
ん
な
政
治
的
権
利
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
労
働
者
は
、
資
本
家
と
ッ
ア
リ
ー
の
も
と
で 

農
民
と
同
じ
く
、
き
び
し
い
、
劣

悪

な

労

働•

生
活
状
態
に
置
か
れ
た
。

低
賃
金
と
労
働
強
化
は
、
労
働
災
害
、
疾
病
、
貧
困
を
急
速 

に
増
大
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
略
奪
的
な
搾
取
と
ま
っ
た
く
の
政
治
的
無
権
利
に
た
い
す
る
労
働
者
の
抗
議
は
、
は
や
く
も
六
〇
年
代 

に
騒
擾
や
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
六
一
年
二
月
の
「
農
民
改
革
」

の
勅
令
後
、

工
場
に
緊
縛
さ
れ
、
農
奴
的
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
労
働
者
の
解
放
も
じ
ょ
じ 

よ
に
す
す
め
ら
れ
た
。
官
営
鉱
業
所
に
も
三
月
ハ
日
付
で
そ
の
よ
う
な
内
容
の
法
律
が
で
る
が
、
ま
た
、

こ
の
法
律
に
よ
り
、
官
営
鉱 

共

済

組

合

山
工
場
相
互
扶
助
金
庫

(
к
а
с
с
а

 

в
з
а
и
м
о
п
о
м
о
щ
ь
) (

づ
づ
い
て
、
鉱
山

保

障

組

合

т
о
в
а
р
ш
ц
е
с
т
в
о
)  

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。

そ
の
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
帝
国
の
鉱
山
疾
病
金
庫
、
製

造

所•

工
場
労
働
者
の
一
部
の
相
互
扶
助
金
庫
も
で
き
た
が
、

こ
れ
ら 

は
、
加
入
者
の
少
な
い
こ
と
、
労
働
者
自
身
の
払
込
金
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
き
な
意
義
を
も
た
な
か
っ
た
。

六
一
年
の 

法
律
で
、

ウ
ラ
ル
地
方
の
各
鉱
山
お
よ
び
そ
の
付
属
工
場
に
組
織
さ
れ
た
特
別
な
鉱
山
工
場
組
合
备
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
組
合
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第1部 十月革命以前における生活保障

は
、
事
業
主
側
の
工
場
幹
部
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
労
働
者
も
こ
れ
に
参
加
し
、
組
合
員
の
傷
病
者
に
手
当
を
交
付
し
、
火
災
盗
難
の 

災
厄
に
遭
っ
た
場
合
に
も
臨
時
補
助
金
を
支
給
し
、
さ
ら
に
、
老
衰
者
、
孤
児
、
寡
婦
お
よ
び
永
年
勤
続
者
な
ど
に
扶
助
年
金
を
支
給 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

具
体
的
な
給
付
水
準
は
、
傷
病
に
よ
る
労
働
不
能
の
場
合
、
手
当
は
、
独

身

者

が

賃

金

の

三

分

の 

ー
、
子
供
の
な
い
有
妻
者
は
二
分
の
一
、
妻
子
あ
る
者
が
同
三
分
の
二
で
あ
り
、
勤
続
年
金
は
、
勤
続
三
五
年
以
上
の
場
合
、
賃
金
の 

二
分
の
一
、

二
〇
年
以
上
が
同
四
分
の
一
、

一
五
年
以
上
は
同
五
分
の
一
、

一
〇
年
以
上
が
同
六
分
の
ー
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
組 

合
費
は
、
事
業
主
と
労
働
者
が
等
分
に
負
担
し
、
労
働
者
は
賃
金
の
二!

!

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
鉱
山 

工
場
組
合
は
そ
の
後
か
な
り
普
及
し
て
い
っ
た
。

一
八
六
四
年
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
階
級
に
自
治
権
を
与
え
る
地
方
自
治
会
が
創
設
さ
れ
、
形

式

的

に

「
全
臣
民
に
平
等
な
」
裁«
 

原
則
を
確
立
す
る
裁
判
制
度
の
改
正
な
ど
一
連
の
改
革
が
、
連
年
継
続
し
て
ロ
シ
ア
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
農
民
暴
動
を
背
景
に 

お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
の
年
に
、

ラ
ザ
レ
フ
の
ペ
ル
ミ
領
で
は
「
老
齢
年
金
お
よ
び
業
務
上
廃
疾
扶
助
金
規
則
」
が
で
て
い
る
。

こ
の
規 

則

は

「
…
…⑵

鉱
坑
、

製
造
所
、
仕
事
場
で
何
ら
か
の
作
業
遂
行
中
に
不
具
と
な
り
、
肉
体
的
労
働
に
対
す
る
能
力
を
失
な
っ
た
も
の 

は
、
鉱
山
主
よ
り
の
終
身
扶
助
金
利
用
の
権
利
を
う
る
。

…
…⑷

不
具
に
な
っ
た
も
の
へ
の
扶
助
金
の
額
は
身
よ
り
が
な
い
か
ど
う 

か
、
扶
養
家
族
の
数
、
勤
続
年
数
な
ど
を
考
慮
の
う
え
決
定
さ
れ
る
。

…
…
御
扶
助
金
は
三
五
年
勤
続
者
の
年
金
額
を
上
ま
わ
ら
ぬ
こ 

と
と
す
る
。

…
…
扶
助
金
利
用
の
権
利
は
、
本
人
の
死
後
…
…
妻
、

一
ニ
歳
未
満
で
自
分
の
糧
を
得
ら
れ
ぬ
子
供
に
う
つ
さ
れ
る
」

と 

定
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
年
金
額
は
三
五
年
勤
続
の
鉱
業
所
上
級
職
工
で
年
額
一
ニ!

!

一
五
ル
ー
ブ
ル
、
普

通

職

工

九

ル

ー

ブ 

ル
、
下
級
職
エ
六
ル
ー
ブ
ル
、
土
工
お
よ
び
労
務
者
四
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
金
額
の
低
い
、
格
差
の
大
き
い
給
付
が
鉱
山 

主
の
恩
恵
的
な
労
務
管
理
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

ー
八
六
六
年
に
は
、

コ
レ
ラ
の
流
行
も
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
工
場
は
、
労
働
者
一
〇
〇
人
に
一
台
の
ベ
ッ
ト
を
備
え
た
病
院
を
設
置
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(8)

し
、
医
療
費
を
労
働
者
か
ら
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

一
七
四
一
年
、

一
ハ
〇
六
年
に
農 

奴
制
的
労
働
基
準
で
だ
さ
れ
た
法
律
と
同
じ
く
、

こ
の
法
律
も
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

た
と
え.
は
、

一
八
ハ
〇
年
代
に
は
い 

っ
て
も
工
場
病
院
は
、

キ
エ
フ
で
は
デ
ミ
エ
フ
カ
の
精
糖
工
場
に
一
つ
で
き
た
の
み
で
、
他
の
工
場
に
は
医
師
も
い
な
い
と
い
う
状
態 

で
あ
り
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
壮
工
場
病
院
や
工
場
付
属
外
来
診
療
所
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
「
一
八 

六
六
年
法
は
慈
恵
的
性
格
を
も
っ
た
、

か
つ
実
効
の
な
い
法
律
の
見
本
の
よ
う
な
も
の
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
八
七
〇
年
代
に
は
、

ス
ト
ラ
イ
キ
や
騒
擾
が
か
な
り
増
加
し
た
。

一
八
七
〇!

1

九
年
の
一
〇
年
間
に
約
三
二
六
件
の
ス
ト
ラ 

(
リ

イ
キ
や
騒
擾
が
起
き
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
労
働
者
の
自
然
発
生
的
な
行
動
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
頃
か
ら
先
進
的
な
労
働
者
の
手
に
ロ
シ 

ア
語
に
飜
訳
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
作
が
と
ど
き
は
じ
め
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
労
働
者
は
自
分
の
闘
争
方
法
を
見 

つ
け
、
独
自
の
組
織
を
つ
く
る
努
力
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
最
初
の
組
織
は
、

一
八
七
五
年
に
オ
デ
ッ
サ
で
結
成
さ
れ
た
「
南
ロ
シ
ア

労
働
者
同
盟
」

で
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
先
進
的
な
労
働
者
た
ち
も
、

一
ハ
七
八
年
に
「
ロ

シ

ア

労

働

者

北

部

同 

盟
」

と
い
う
名
の
組
織
を
結
成
し
た
。

こ
れ
ら
の
組
織
は
・
官
憲
の
弾
圧
に
よ
っ
て
短
期
間
で
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
が
、
多
く
の
先
進
的
な 

労
働
者
の
自
覚
を
た
か
め
、
労
働
者
階
級
は
、

し
だ
い
に
応
汎
な
政
治
的
任
務
を
掲
げ
て
闘
う
よ
う
に
な
る
。

一
八
七
八!

!

ハ
〇
年

に
ロ
シ
ア
に
は
農
民
騒
擾
と
労
働
運
動
が
活
発
化
し
、

ッ
ア
ー
リ
ズ
ム
に
反
対
す
る
革
命
家
た
ち
の
闘
争
が
空
前
の
規
模
に
達
す
る
な

ど
、
革
命
的
情
勢
が
生
じ
た
。

し
か
し
、

ツ
ア
ー
リ
の
専
制
を
打
倒
す
る
ほ
ど
、
ま
だ
力
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、

一
八 

ハ
三
年
に
、

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
を
中
心
に
、

ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
独
自
の
党
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
れ
が
、

ロ
シ
ア
最
初
の
マ
ル
ク
ス
主

義
組
織!

!

「
労
働
解
放
」
団
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
八
八
三
年
は
、
世
界
で
初
め
て
、

ド

イ

ツ

に

社

会

保

険(

疾
病
保
険)

が
成
立I

た
年
で
あ
る
。 

認
可
さ
だ
、

ー
ロ
シ
ア
で
は
、

こ
の
頃
、

一
 Л
Л
 
一
年
に
国
有
財
産
大
臣
に
よ
っ
て
「
官
営
鉱
山
共
済
基
金
に
関
す
る
臨
時
条
令
」

が

17



第1部 十月革命以前における生活保障

(
13-

て
い
る
。

後
者
は
、
労
働
災
害
の
被
災
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
扶
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
額
は
、
 

南
ロ
シ
ア
の
ル
ー
チ
ェ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
鉱
山
会
社
の
事
例
で
は
作
業
中
死
亡
の
葬
祭
に
六
ル
ー
ブ
ル
、
手
を
も
ぎ
と
ら
れ
た
発
破
係
に 

ハ
ル
ー
ブ
ル
な
ど
き
わ
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

一
八
八
三
年
に
は
下
士
と
そ
の
家
族
の
救
済
措
置
に
関
す
る
規
則
が
発
布 

さ
れ
た
。

そ
の
規
則
は
一
九
一
三
年
ま
で
効
力
を
も
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
勤
務
が
で
き
な
い
た
め
免
職
さ
れ
た
身
体
障
害
者 

に
は
、
も
し
そ
の
者
が
ま
っ
た
く
の
労
働
不
能
で
生
活
手
段
を
も
た
な
い
場
合
に
は
、
月
額
三
ル
ー
ブ
ル
の
年
金
を
支
給
す
る
よ
う
に 

な
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
低
い
額
の
年
金
で
は
生
活
で
き
な
い
た
め
、
戦
争
障
害
者
は
乞
食
を
し
な
が
ら
ロ
シ
ア
各
地
を
さ
ま 

よ
い
歩
い
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、

一
八
ハ
六
年
六
月
三
日
付
の
最
初
の
工
場
法
は
、
雇
主
の
行
っ
た
医
療
給
付
に
た
い
す
る
支
払
い
を 

労
働
者
か
ら
徴
集
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
法
律
は
、
医
療
を
与
え
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
は
い
な
か
っ
た
し
、

ま 

た
、
そ
の
適
用
は
ロ
シ
ア
全
地
域
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
ロ
シ
ア
に
も
っ
と
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
雇
主
が
労
働
者
の
賃
金
か
ら
差
引
く
罰
金
が
実
に
多
く
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

わ 

ず
か
な
賃
金
が
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
切
り
と
ら
れ
て
お
り
、
「
と
り
わ
け
、
労
働
者
を
苦
し
め
た
も
の
は
罰
金
で
あ
っ
た
。
罰
金
は
し
ば
し 

ば
賃
金
の
三
分
の
一
、
あ
る
い
は
四
〇％

に
も
達
し
、

し
か
も
あ
ら
ゆ
る
口
実
で
課
せ
ら
れ
」

て
い
た
。

ロ
シ
ア
で
は
、
雇
主
が
こ
の 

罰
金
の
一
部
で
、
労

働
不
能
な
ど

の
場
合
に
労
働
者
に
扶
助
金(

手
当)

を
支
払
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
罰
金
に
た
い
し
て
は
労
働
者 

は
つ
よ
く
反
対
し
た
。

一
八
ハ
五
年
の
モ
ロ
ゾ
フ
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
個
々
の
社
会
主
義
者
も
参
加
し
、

ロ
シ
ア
の
労
働
運
動
の 

重
要
な
道
標
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
組
織
的
な
点
で
と
く
に
き
わ
だ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
要
求
の
一
つ
に
罰
金
の
引
下
げ 

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

武
力
で
弾
圧
さ
れ
た
が
、

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
直
接
的
結
果
と
し
て
、

一
八
ハ
六
年
に
罰
金
の
制
限
も
ふ
く
む 

工
場
法
、

そ
し
て
、

一
八
ハ
〇
年
の
罰
金
法
を
制
定
さ
せ
た
。

さ
ら

に
一
八
九
〇
年
に
は

「
罰
金
基
金
支
出
規
則
」
を
ツ
ア
リ
ー
の
政 

府
は
だ
さ
ざ
る
を
え
な
く
さ
れ
た
。

レ
ー

ニ
ン
は
、

一
八
九
五
年
に
「
工
場
で
労
働
者
か
ら
徵
収
さ
れ
る
罰
金
に
か
ん
す
る
法
律
の
説
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明
」

と
い◎

騙
文
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
八
八.
〇
年
の
罰
金
法
は
、
罰
金
を
と
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
場
合
を
示
し
、
 

罰
金
の
最
高
額
を
規
定
し
、
徴
収
し
た
罰
金
は
工
場
主
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
て
は
な
ら
ず
、
労
働
者
自
身
の
た
め
に
使
用
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。н

場
経
営
者
が
労
働
者
に
罰
金
を
か
け
て
よ
い
落
度
と
し
て
は
、㈠

粗
漏
な
作
業
、㈡

欠
勤
、㈢

規 

律
違
反
で
、
「
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
は
、

い
か
な
る
徴
罰
も
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
法
律
に
は
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
 

労
働
者
か
ら
徴
収
し
た
罰
金
は
、
「
各
工
場
に
お
い
て
工
場
管
理
部
の
管
理
下
に
特
別
の
種
類
の
基
金
を
つ
く
る
た
め
に
も
ち
い
ら
れ 

る
。

こ
の
基
金
は
、
大
蔵
大
臣
が
内
務
大
臣
と
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
発
布
す
る
規
則
に
し
た
が
い
、
監
督
官
の
許
可
を
う
け
て
、
も 

っ
ぱ
ら
労
働
者
自
身
の
必
要
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
定
め
て
い
る
。

一
八
九
〇
年
の
罰
金
基
金
支
出
規
則
に
よ
る 

と
、
罰
金
は
主
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
労
働
者
の
た
め
に
支
出
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
「⑷

永
久
に
労
働
能
力
を
失
い
、
あ

る

い

は

病 

気
の
た
め
一
時
的
に
労
働
の
可
能
性
を
う
ば
わ
れ
た
労
働
者
の
手
当
と
し
て
…
…
口
臨
月
に
た
っ
し
、
産
前
の
二
週
間
作
業
を
中
止
し 

た
婦
人
労
働
者
の
手
当
と
し
て
…
…
。

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
工
場
審
議
会
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

こ
の
給
付
は
、
わ

ず

か

四

週

間(

産
前
二
週 

間
と
産
後
二
週
間)

だ
け
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
額
は
従
来
の
賃
金
の
半
額
以
内
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

…
…
の
火
災
そ
の 

他
の
災
害
の
た
め
に
家
産
を
喪
失
し
、
ま
た
は
家
産
に
損
害
を
う
け
た
ば
あ
い
…
…
。

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
審
議
会
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

こ 

う
い
う
事
情
を
証
拠
だ
て
る
た
め
に
警
察
の
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
手
当
の
額
は
、
半
年
分
の
賃
金
の
三 

分

の

二
を
こ

え

て

は

な

ら

な

い(

す
な
わ
ち
、

四
カ
月
分
の
賃
金
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い)

…
…
〇㈡

葬
祭
料
と
し
て
…
…
〇
サ
ン
ク 

卜
•

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
審
議
会
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

こ
の
手
当
は
、
そ
の
工
場
に
在
勤
中
死
亡
し
た
労
働
者
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
両
親 

お
よ
び
子
に
た
い
し
て
だ
け
支
給
さ
れ
る
。!

手
当
の
額
は
一
〇
ル
ー
ブ
ル
な
い
し
二
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
」

と
。

(2) 

レ
ー
ニ
ン
は
、
「
労
働
者
は
そ
の
ほ
か
の
ば
あ
い
に
も
手
当
を
う
け
と
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

こ

れ

ら

の

手

当

を

「
工 

場
主
の
施
し
物
だ
と
か
お
慈
悲
だ
と
か
見
な
い
で
、
自
分
た
ち
の
賃
金
か
ら
の
控
除
金
で
つ
く
ら
れ
た
労
働
者
自
身
の
金
で
、
自
分
た
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第1部 十月革命以前における生活保障

ち
の
必
要
に
だ
け
支
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、

と
見
る
こ
と
を
ま
な
ぶ
よ
う
に
、

い
ま
で
は
労
働
者
自
身
が
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

-
23) 

い
。
労
働
者
に
は
こ
の
金
の
支
給
を
要
求
す
る
完
全
な
権
利
が
あ
る
」

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま

た

「
罰
金
か
ら
手
当
を
支
給
す
る 

許
可
を
雇
主
に
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

お
ど
ろ
く
べ
き
不
正
で
あ
る
。
労
働
者
は
罰
金
が
罰
金
基
金
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
監
視 

し
、
手
当
の
支
給
に
か
ん
す
る
労
働
者
の
申
請
を
う
け
つ
け
て
審
査
し
、
罰
金
基
金
の
資
産
状
態
と
そ
の
支
出
に
つ
い
て
労
働
者
に
報 

告

す

る

よ

う

な

代

表(

選
出
代
表)

を
選
挙
す
る
権
利
が
、
法
律
に
よ
っ
て
彼
ら
に
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
資
本
家
が
、
労
働
者
か
ら
と
り
あ
げ
た
罰
金
を
基
金
と
し
て
、
労
働
者
が
労
働
不
能
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
労
働 

者
に
手
当
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

レ
ー

ニ
ン
が
、

こ
の
手
当
を
労
働
者
の
権
利
と
し
て
支
給
さ 

せ
、
ま
た
、
そ
の
基
金
を
労
働
者
が
管
理
す
る
必
要
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
の
歴
史
の
う
え
で
興
味
ぶ
か
い
。 

一
八
九
〇
年
代
に
Г1
シ
ア
の
資
本
主
義
は
急
速
な
前
進
を
し
て
、

こ
の
十
年
間
に
生
産
額
と
労
働
者
数
が
倍
増
し
た
。

そ

の

な

か 

で
、

一
八
九
三
年
に
は
、
鉱
山
、
鉄
道
お
よ
び
海
軍
工
場
労
働
者
を
対
象
と
し
た
、
労
務
疾
病
、
障
害
、
死

亡

に

た

い

し
て

「
保
護
」 

す

る

「
共

済
(

ま
た
は
協
同)

組

合

т
о
в
а
р
ш
ц
е
с
т
в
о」

が
法
律
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。

こ
れ
は
使
用
者
と
労
働
者
側
の
同
額
の

(
25) 

拠
出
に
よ
り
、
使
用
者
お
よ
び
労
働
者
と
国
家
代
表
の
三
者
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
た
。 

こ
の
一
八
九
三
年
に
、

レ
ー
ニ
ン
は
革
命
運
動
に
参
加
す
る
た
め
サ
マ
ラ
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
移
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

ペ
テ
ル 

ブ
ル
グ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
諸
サ
ー
ク
ル
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
提
唱
で
単
一
の
社
会
民
主
主
義
的
非
合
法
組
織
に
合
同
し
、

一
八
九
五
年
末 

に

「
労
働
者
階
級
解
放
闘
争
同
盟
」

と
よ
ば
れ
る
組
織
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
年
に
レ
ー
ニ
ン
を
先
頭
と
す
る
指
導
部
、
積
極
的
活
動
家 

は
逮
捕
さ
れ
た
が
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
獄

中

で

「
社
会
民
主
党
綱
領
草
案
」
を
起
草
し
た
。

そ
こ
に
は
、
労
働
者
の
傷
害
に
た
い
す
る
工 

場
主
の
責
任
に
つ
い
て
の
法
律
と
、
労
働
者
に
医
療
上
の
援
助
を
あ
た
え
る
こ
と
を
工
場
主
の
義
務
と
す
る
法
律
を
発
布
す
る
要
求
が
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提
起
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「:

…
」D

、
労
働
者
の
た
め
に
、

ロ
シ
ア
社
会
民
主
党
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

…
…

九
、

労 

働
者
の
傷
害
に
た
い
し
て
工
場
主
に
責
任
を
と
ら
せ
、
労
働
者
が
わ
に
過
失
が
あ
る
こ
と
を
挙
証
す
る
義
務
を
工
場
主
に
課
す
る
法 

律
、
十
、
学
校
を
経
営
し
、
労
働
者
に
医
療
上
の
援
助
を
あ
た
え
る
こ
と
を工

場
主
の
義
務
と
す
る
法
律
」

と
。

こ
の
九
五
年
か
ら
翌
九
六
年
に
か
け
て
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
、
と
く
に
九
六
年
に
は
繊
維
労
働
者
の
ゼ
ネ
ラ
ル 

ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
た
。
労
働
日
短
縮
の
要
求
を
中
心
に
し
た
大
規
模
な
闘
争
は
ツ
ア
リ
ー
政
府
に
九
七
年
、
法
律
で
一
日
の
労
働 

時

間

を-

一
時
間
三
〇
分
に
制
限
さ
せ
る
な
ど
、
「
闘
争
同
盟
」

は
大
き
な
勝
利
を
得
た
。

こ
の
年
に
は
ま
た
、
以
前
の
よ
う
に
士
官 

だ
け
で
な
く
、Ж

症
の
肢
体
不
自
由
で
貧
困
な
下
士
官
に
も
年
金
支
給
が
定
め
ら
れ
た
が
、
月
に
三
ル
ー
ブ
ル
と
い
う
低
い
額
で
あ
っ 

た
。翌

九
八
年
に
は
、

ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
が
結
成
さ
れ
た
。

レ
ー
ニ
ン
は
、

九
九
年
末
に
流
刑
地
で

「
わ
が
党
の
綱
領
草
鄴
」
を 

書
い
た
が
、

こ

こ

で

も

「
…
…
七
、
す
べ
て
の
災
害
事
故
と
工
業
お
よ
び
農
村
労
働
者
の
身
体
障
害
に
た
い
す
る工

場
主
の
責
任
制
を

(
30)

法
律
で
設
定
す
る
こ
と
」
を
要
求
す
る
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
求
は
、
災
害
事
故
、
身
体
障
害
者
の
責
任
は
工
場
主
に 

あ
っ
て
、
労
働
不
能
の
場
合
の
保
障
の
費
用
は
工
場
主
が
収
奪
し
た
剰
余
価
値
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

注

(1) 

レ
ー
ニ
ン
「
農
奴
制
崩
壊
五
十
周
年
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
七
巻
、
七
ハ
頁
。

(2) 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。

(3) 

レ
ー 

ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
七
九
頁
。

4) 

レ
ー
ニ
ン
「
『農
民
改
革
』
と
プ
ロ
レ
タ
リ
アH
農
民
革
命
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
七
巻'

一
ニ
ー
頁
。

(5) 
в

・ 

А
н
д
р
е
е
в

 

в
п
р
а
в
о

 

с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
п
е
ч
е
н
ш
г

 

в  

с
с
с
р
з
х
ю
р
п
х
н
ч
е
с
к
а
н

 

л
и
т
е
р
а
т
у
р
а
.》
・  

М
о
с
к
в
а
—
19

74

•

七
六
頁
。

(6) 

梅
浦
健
吉
「
ソ
ウ
ェ
ー
ト•

ロ
シ
ア
の
社
会
保
険
」
、
巌
松
堂
書
店
、
ハ
—
九
頁
。
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7)
(8)

(9)
(

10) 
(

11) 
⑫(

13)
(

14)
(

15)

荒
又
重
雄
「
ロ
シ
ア
労
働
政
策
史
」
、
恒
星
社
厚
生
閣
、

一
〇
ー
ー
頁
。

梅
浦
健
吉
、
前
掲
書
、
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、

「
ソ

連

産

党

史

」⑴

、
大
月
書
店
、
ニ
ニ
頁
。

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、

w
G

A
E

P
e

c
F

前
掲
書
、
七
九
頁
。

■
"
с
о
в
е
т
с
к
о
е

 

п
е
н
с
и
о
н
н
о
е

 
п
р
а
в
о
"

ハ 

《8Р
М
Д
И

 
占 е

с
к
а
н

 

л
и
т
е
р
а
т
у
р
а
》

 

М
о
с
к
в
а
1
1
9
7
4

•

七
一
頁
。
 

с

・Ан
д
р
е
е
»

前
掲
書
、
七
九
頁
。

七
—

ハ
頁
。 

ー
〇
ニ
頁
。 

ー
〇
三
頁
。 

ー
〇
四
頁
。

一
四
五
頁
。 

一
四
七
頁
。 

一
四
七
頁
。

(
16)㉗ S 〇 Q ㉓ ㉒ ㉑ Е

レ

1
レ

1
ノヾ

1
и
1 1

レ

1
レ

1
レ

1
レ1 レ

1

四

ж 1

頁

一
三
—

五
七
頁
。
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第3章帝国主義の段階

28) 

パ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
、
前
掲
書
、
二
〇
頁
。

29) 

レ
ー
ニ
ン
「
わ
が
党
の
綱
領
草
案
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
四
巻
、
二
四
三
—
ー
 

ー
七
〇
頁
。

(
30)

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
二
五
五
頁
。
 

第

三

章 

帝

国

主

義

の

段

階
(

ー
ー
〇
世
紀)

⑴
 

革

命

運

動

の

高

揚(

一
九
〇
ー
ー
四
年) 

ー
九
〇
〇
—

三
年
に
ロ
シ
ア
を
お
そ
っ
た
恐
慌
に
よ
り
、

工
業
の
集
中
が
す
す
み
、
資
本
家
の
独
占
団
体
が
急
速
に
成
長
し
、

ロ
シ 

ア
の
資
本
主
義
は
帝
国
主
義
の
段
階
に
は
い
っ
た
。

恐
慌
の
な
か
で
、
労
働
者
は
経
済
的
な
闘
争
か
ら
政
治
的
な
闘
争
に
移
り
は
じ
め 

た
。

一
九
〇
一
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
「
専
制
を
た
お
せ/

」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
数
千
人
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、

モ 

ス
ク
ワ
、

ハ
リ
コ
フ
、

キ
エ
フ
で
デ
モ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。

こ
の
一
九
〇
一
年
に
官
営
鉱
山
労
働
者(

業
務
上
障
害)

年

金

臨

時

規

則(

五
月
一
五
日
付)

が
公
布
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
労 

働
力
永
久
完
全
喪
失
に
過
去
三
年
間
の
平
均
賃
金
の
三
分
の
二
の
年
金
、
寡
婦
に
は
そ
の
二
分
の
一
、
半
孤
児
に
は
一
人
六
分
の
ー 

で
、

二
分
の
一
打
切
り
、
完
全
孤
児
に
は
一
人
三
分
の
一
、

三
人
以
上
で
親
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
全
額
、
そ
し
て
、
身
体
障
害

(2) 

に
な
っ
て
軽
作
業
で
低
い
賃
金
の
労
働
に
移
っ
た
場
合
に
は
、
新
旧
賃
金
の
差
額
の
三
分
の
二
を
補
償
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ 

う
し
て
、
災
害
を
受
け
た
労
働
者
へ
の
補
償
は
、
官
営
鉱
山
か
ら
慈
恵
的
立
法
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。 

ー
九
〇
二
年
に
は
、

ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
全
国
に
拡
が
り
、
労
働
運
動
は
も
り
あ
が
っ
た
。

そ
し
て
、

一
九
〇 

三
年
に
な
る
と
労
働
運
動
の
波
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た(

第
一
表)

。

と
く
に
こ
の
年
の
夏
に
は
、
ザ
カ
フ
カ
ー
ス
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど 

南
部
地
方
で
政
治
的
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、

ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、

二
〇
万
人
以
上
の

23



第1部 十月革命以前にisける生活保障

第1表 ロシアのストライキ（1895-1904年）

一

失

働

数

わ

黑

駕

説

は

寫

喪
労
日
仟

ストヲイキ件数

総数
内 訳

経済 政治
スト スト

5
2
6

11
10

5
11

126
2

参加 
労働者 
数
（千人）

31
30
60
43
57
29
32
37
87
25

1895
1896
1897
1898
1899
1900
1901
1902
1903
1904

68 68
118 113
145 143
215 209
189 178
125 115
164 159
123 112
550 424

68 66

（資料）荒又重雄「ロシア労働政策史」198頁

労
働
者
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
運
動
の
発
展 

に
驚
い
た
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
は
、
銃
殺
、
投
獄
、
流
刑
な
ど
あ
ら 

ゆ
る
弾
圧
の
手
段
で
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
と
同 

時
に
、

ツ
ア
ー
リ
政
府
は
労
働
者
の
闘
争
を
革
命
闘
争
に
向
わ 

せ
な
い
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
上
か
ら
共
済
組
合
を
つ 

く
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
政
治
的
闘
争
に
参
加
し
な
け 

れ
ば
ツ
ア
ー
リ
政
府
自
身
が
労
働
者
を
援
助
し
、
そ
の
経
済
的 

要
求
を
充
た
す
か
の
よ
う
に
労
働
者
に
信
じ
さ
せ
よ
う
と
し 

て
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
そ
の
ほ
か
の
都
市
に
労
働
団
体
を
組
織
し 

た
。

一
般
に
こ
の
よ
う
な
政
策
を
「
ズ
バ
ト
フ
主
義
」

と
よ
ん 

で
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、

モ
ス
ク
ワ
保
安
警
察
の
長
官
で
あ

っ
た
ズ
バ
ト
フ
が
一
九
〇
一
ー
四
年
に
革
命
的
に
発
展
し
た
労
働
運
動
に
対
抗
す
る
た
め
、

保
安
警
察
の
統
制
の
も
と
に
ゝ

た
と
之 

ば
、

一
九
〇
一
年
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
「
機
械
産
業
労
働
者
相
互
扶
助
協
会
」
、

一

九

〇

二

年

に

「
繊
維
労
働
者
相
互
扶
助
協
会
」

を
っ 

く
っ
た
。
相
互
扶
助
協
会
の
規
約
に
は
、
組

織

の

目

的

と

し

て

「
積
極
メ
ン
バ
ー
と
彼
ら
の
家
族
に
金
銭
的
援
助
を
与
え
る
こ
と
」
を 

掲
げ
、

た

と

え

ば

「
失
業
に
さ
い
し
て
、
積
極
メ
ン
バ
ー
、

そ
の
家
族
は
金
銭
的
援
助
を
う
け
る
」

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
 

こ
の
組
織
の
機
関
の
委
員
は
会
員
総
会
で
指
名
さ
れ
、

そ
の
リ
ス
ト
は
警
察
総
監
に
送
付
さ
れ
、
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
ズ
バ
ト
フ
主
義 

に
つ
い
て
、
西
島
有
厚
教
授
は
、
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
合
法
的
、
経
済
主
義
的
、
平
和
的
、
体
制
内
的
労
働
組
合
運

動
を
、
当
時
の 

ロ
シ
ア
的
条
件
に
合
わ
せ
て
で
は
あ
る
が
、
警
察
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
組
織
的
に
も
理
論
的
に
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
積
極
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的
に
保
護
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
と
革
命
運
動
の
隔
離
を
実
現
し
よ
う
」

と
し
て
い
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る(

「
ロ
シ
ア 

革
命
前
史
の
研
究
」
、
青
木
書
店
、

ハ
三
頁)

。
し
か
し
、
革
命
運
動
の
成
長
は
、
そ
の
後
、.
ス
バ
ト
フ
主
義
を
一
掃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
間
、

・
一
九
〇
二
年
に
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
草
案
綱
領
」

を
執
筆
し
た
が
、

そ

の

な

か

で

「
…
…

つ
ぎ 

の
こ
と
を
保
障
す
る
民
主
主
義
的
憲
法
に
も
と
づ
く
共
和
制
に
よ
っ
て
こ
れ
を
お
き
か
え
る
こ
と
を
、
そ
の
当
面
の
政
治
的
任
務
と
し 

て
か
か
げ
る
。
…
…

(11)
一
六
歳
ま
で
無
料
の
普
通
義
務
教
育
。

貧
困
児
童
に
は
国
家
負
担
で
食
料
ゝ
衣
服
、
学
用
品
を
支
給
す
る
こ
と
。 

…
…
労
働
者
階
級
を
ま
も
り
、
そ
の
戦
闘
能
力
を
た
か
め
る
た
め
に
、
…
…

つ
ぎ
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

…
…⑺

労
働
者
の
完
全
ま 

た
は
部
分
的
な
労
働
能
力
喪
失
——

災
害
事
故
ま
た
は
有
害
な
生
産
条
件
に
起
因
す
る
——

に
た
い
す
る
雇
用
者
の
民
事
責
任
制
を
法 

律
で
確
立
す
る
こ
と
。

こ
の
喪
失
が
雇
用
者
の
手
落
ち
に
よ
る
こ
と
を
労
働
者
が
挙
証
す
る
義
務
の
免
除
〇:

」…⑼

労
働
能
力
を
失
っ

(5)

た
老
齢
の
労
働
者
に
た
い
す
る
国
家
年
金
の
支
給
。

…
…
」

と
い
う
要
求
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
貧
困
な
児
童
に
た
い
す
る 

国
家
の
費
用
に
よ
る
食
料
、
衣
服
、
学
用
品
の
支
給
、
そ
れ
と
、
災
害
事
故
だ
け
で
な
く
、
初
め
て
、
職
業
病
に
起
因
す
る
労
働
不
能 

の
場
合
に
お
け
る
保
障
と
、
老
齢
の
労
働
者
に
た
い
す
る
国
家
年
金
の
支
給
を
要
求
と
し
て
掲
げ
た
。 

老
齢
の
労
働
者
に
た
い
す
る
国
家
年
金
に
つ
い
て
は
、
翌

一

九

〇

三

年

に

書

い

た

「
貧
農
に
訴
え
る
」

と
い
う
論
文
の
な
か
で
、

レ 

—

ニ

ン

は

「
年
寄
り
の
労
働
者
は
国
家
か
ら
年
金
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
は
、
そ
の
労
働
に
よ
っ
て
金
持
階
級
全
体 

と
国
家
全
体
を
扶
養
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
彼
ら
は
、
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
役
人
た
ち
に
お
と
ら
ず
、
年
金
を
も
ら
う
権
利
を
も
つ

(7)

て
い
る
」

と
、
年

金

の

必

要

性

と

要

求

の

根

拠(

正
当
性)

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
求
は
、

ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
に
つ
よ
く
支
持
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
な
高
揚
し
た
政
治
ゼ
ネ
ス
ト
の
な
か
で
の
主
要
な 

要
求
項
目
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
南
部
で
の
一
九
〇
ニ
ー
三
年
に
展
開
さ
れ
た
大
衆
的
ス
ト
ラ 

イ
キ
の
力
と
、
労
働
災
害
事
故
の
深
刻
さ
を
背
景
と
し
て
、

一
九
〇
三
年
に
ツ
ア
ー
リ
政
府
に
た
い
し
、
六
月
二
日
、
「
災
害
の
結
果
、
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労
働
能
力
を
喪
失
し
た
労
働
者
、
職
員
に
対
す
る
工
業
企
業
の
所
有
者
に
よ
る
補
償
に
関
す
る
」
法

律
(

労
働
災
害
補
償
法)

を
制
定 

せ
ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
た
。

レ
ー

ニ
ン
は
、

こ
の
法
律
を
改
良
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
法
律
の
だ
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
意

識
的Н

階
級
的
な
生
活
に
め
ざ
め
つ
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
す
で
に
か
な
り
ま
之
か
ら
わ
が
国
の
警
察
的
専
制
の
真 

の
敵
、
主
要
な
敵
に
た
い
し
て
は
、

た
と
え
も
っ
と
も
仮
借
な
い
、
も
っ
と
も
組
織
的
な
、
も
っ
と
も
全
面
的
な
暴
力
に
し
て
も
、
暴 

力
だ
け
で
は
と
う
て
い
戦
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
敵
は
、
相
手
方
に
自
分
も
考
慮
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
し
、
譲
歩
を
行
わ
せ
ず
に
は 

お
か
な
い
。

つ
ね
に
不
誠
実
で
つ
ね
に
中
途
半
端
で
、

し
ば
し
ば
ま
っ
た
く
偽
り
で
う
わ
べ
だ
け
の
譲
歩
、

ふ
つ
う
多
か
れ
す
く
な
か 

れ
巧
妙
に
隠
蔽
さ
れ
た
わ
な
を
は
っ
た
譲
歩
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
、

と
も
か
く
も
譲
歩
を
さ
な
が
ら
一
時
代
を
構
成
す
る
い
ろ
い
ろ 

の
改
良
を
、
行
わ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
。

一
部
は
実
施
さ
れ
、

一
部
は
た
ん
に
企
図
さ
れ
た
だ
け
の
ッ
ア
ー
リ
政
府
の
最
近 

の
諸
施
策
は
、
疑
い
も
な
く
、

こ
の
改
良
の
う
ち
に
は
い
る
。

す
な
わ
ち
、
労

働

者

共

済

組

合

法

案(

政
府
か
ら
は
公
表
さ
れ
て
お
ら 

ず
、

た
だ
自
由
主
義
的Н

ブ

ル

ジ

ョ

ア

的

な

『
オ
ス
ヴ
ォ
ボ
ジ
デ
ー

ニ
エ
』

の
報
道
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
る
法
案)

、
身

体

障
害
を
こ

(8) 

う
む
っ
た
労
働
者
に
た
い
す
る
補
償
に
か
ん
す
る
法
律
、

工
場
総
代
に
か
ん
す
る
法
律
が
そ
れ
で
あ
る
」
。 

ま
た
、
同
じ
一
九
〇
三
年
の
九
月
一
日
に
機
関
紙
「
イ
ス
ク
ラ
」

に

公

表

し

た

論

文

「
労
働
者
災
害
補
償
法
」

の
な
か
で
、

こ
の
法 

律
を
深
く
分
析
し
て
八
る
が
、
そ
の
最
初
の
部
分
で
も
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
警
察
国
家
と
の
闘
争
に
か
け
て
は 

す
で
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
つ
ん
で
き
た
西
ヨ
ー 

ロ
ッ
パ
の
民
主
主
義
者
た
ち
は
、
ず
っ
と
ま
え
か
ら
、
警
察
国
家
の
政
治
を
飴 

と
お
・
と
い
う
あ
だ
名
で
よ
ん
で
き
た
。

飴
と
い
う
の
は
革
命
的
諸
階
級
に
た
い
す
る
施
し
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
階
級
の 

な
か
に
反
目
を
も
ち
こ
み
、
そ
の
一
部
分
を
自
分
の
味
方
に
ひ
き
つ
け
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
し
て
誠
実 

が
あ
り
、
親
身
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
経
済
的
譲
歩
で
あ
る
。
笞
と
い
う
の
は
、
自
身
政
府
に
た
い
し
て
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信
頼
を
も
た
な
い
ば
か
り
か
、
不
信
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
に
た
い
す
る
警
察
の
追
求
で
あ
る
。
笞
は
ま
た
、
労
働
者 

階
級
、
そ
。
団
体
、
そ
の
集
会
、
そ
の
新
聞
ヽ
そ
の
政
治
的
施
設
や
機
関
の
完
全
な
自
由
と
独
立
を
め
ざ
す
す
べ
て
の
も
の
の
抑
圧
で
あ
る
。 

…
…
労
働
者
補
償
法
は
、
彼

ら
(

労
働
者
—
引
用
者
注)

の
政
治
的
自
発
性
に
す
こ
し
も
解
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

そ
れ
で
こ
こ
で 

は
、

つ
ま
り
、

い
く
ら
か
気
ま
え
よ
く
し
て
も
よ
い
の
だ
。

こ
こ
で
は
、

よ

り

危

険
す

く
な

く

『
改
良
家
』

の
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が 

で
き
る
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
必
要
な
の
は
、
拡
大
す
る
労
働
運
動
が
ま
す
ま
す
恐
る
べ
き
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る 

か
ら
で
あ
る
」

と
労
働
者
補
償
法
の
で
て
き
た
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
法
律
の
内
容
を
み
る
と
、
第

一

条

に

は

「
企
業
所
有
者
は
災
害
に
際
し
労
働
者
に
、
彼
ら
の
性
、
年
齢
の
い
か
ん
を
問 

わ
ず
、
肉
体
の
損
傷
か
ら
す
る
三
日
以
上
の
労
働
能
力
喪
失
に
対
し
て
補
償
す
る
義
務
を
お
う
。

…
…
も
し
災
害
の
結
果
と
し
て
労
働 

者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
補
償
は
彼
ら
の
家
族
の
成
員
に
与
え
ら
れ
る
」

と
定
め
て
い
る
。
補
償
は
扶
助
金
と
年
金
で
、
扶
助
金
は 

災
害
の
発
生
し
た
日
よ
り
労
働
力
回
復
の
日
あ
る
い
は
労
働
力
永
久
喪
失
の
認
定
さ
れ
た
日
ま
で
賃
金
の
二
分
の
一
、
年
金
は
労
働
力 

永
久
完
全
喪
失
の
さ
い
に
年
俸
の
三
分
の
二
、
不
完
全
喪
失
に
は
そ
の
程
度
に
応
じ
て
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

レ
ー
ニ
ン
は
、
前
述
の
論
文
の
な
か
で
、
党
の
綱
領
草
案
に
あ
る
要
求
と
対
比
し
な
が
ら
、

こ
の
法
律
を
具
体
的
に
批«

し

て

い 

る
。

こ
れ
を
み
る
と
、

ま

ず

「
わ

が

綱

領

草

案(

『
労
働
者
の
部
』
第
七
項)

は
、
雇
い
主
一
般
、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
を
雇
っ
て
い 

る
す
べ
て
の
も
の
、
他
人
の
労
働
力
を
利
用
し
な
が
ら
、
仕

事

の

う

え

で

こ

の

商

品(

労
働
力)

が
こ
う
む
る
災
害
も
し
く
は
損
傷
に 

た
い
し
て
責
任
を
負
わ
ず
に
、

こ
れ
ら
他
人
の
不
払
労
働
か
ら
利
潤
を
引
き
だ
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
市
民
的
責
任(

労
働
者
の 

不
具
化
や
疾
病
に
た
い
す
る)

を
法
律
で
確
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
新
し
い
法
律
は
、
も

っ

ぱ

ら

『
工
場
、
鉱
山 

お
よ
び
鉱
業
所
の
企
業
に
働
く
』
労
働
者
と
職
員
に
し
か
関
係
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
農
業
、
手
工
業
、
建
設
業
、
家
内 

工
業
そ
の
他
等
々
の
労
働
者
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

し
ば
し
ば
い
っ
そ
う
劣
悪
で
危
険
な
条
件
下
に
あ
る
賃
金
労
働
者
、
勤
労
者
の
大
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多
数
が
除
外
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第

二

に

は

「
新
し
い
法
律
は
企
業
の
所
有
者
に
た
い
し
て
『
企
業
の
生
産
に
か
ん 

す
る
労
働
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
そ
う
い
う
労
働
の
結
果
生
じ
た
身
体
損
傷
に
よ
る
』
労
働
能
力
の
喪
失
の
ぱ
あ
い 

だ
け
、
労
働
者
に
補
償
す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
綱
領
は
、
不
慮
の
事
故
に
よ
る
労
働
能
力
の
喪
失
に
た
い
し
て
だ 

け
で
な
く
、
有
害
な
生
産
条
件
の
結
果
と
し
て
の
そ
れ
に
た
い
し
て
も
、
責
任
を
確
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
新

し

い

法

律
 

は
、

し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
も
雇
い
主
の
責
任
を
せ
ば
め
て
い
る
。

ど
ん
な
に
多
く
の
労
働
者
が
、
不
盧
の
事
故
の
た
め
ば
か
り
で
な 

く
、
身
体
損
傷
の
た
め
に
で
な
く
、
有
害
な
生
産
条
件
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
病
気
の
た
め
に
労
働
能
力
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
 

だ
れ
に
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
い
う
、
職
業
病
に
た
い
す
る
企
菜
主
の
責
任
の
抜
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
新
し
い
法

(4) 

律

が

「
労
働
者
か
ら
、
労
働
能
力
の
喪
失
が
資
本
家
の
責
任
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
立
証
す
る
義
務
を
解
除
し
て
い
る
」

こ
と
は
、
 

過
去
と
く
ら
べ
て
一
歩
前
進
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
が
、
「
雇
い
主
に
は
、

そ
の
か
わ
り
に
、
被
災
者
自
身
に
悪
意
が
あ
っ
た
と
い
う 

こ
と
だ
け
で
な
く
、
『
生
産
の
諸
条
件
や
環
境
を
正
当
な
理
由
と
な
し
え
な
い
、
彼
(

被
災
者)

の
作
業
上
の
ひ
ど
い
不
注
意
』

が
あ 

っ
た
こ
と
ま
で
証
明
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る.
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ

の

補

足

が

「
実
際
の
責
任
を
確
定
す
る
こ
と 

を
い
ち
じ
る
し
く
妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、
官
僚
や
出
世
主
義
者
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
半
可
通
か
ら
な
る
わ
が
裁«

所
の
周
知
の
構
成
の
も 

と
で
は
、

こ
の
法
律
の
適
用
を
完
全
に
無
力
化
す
る
お
そ
れ
す
ら
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。 

つ
ぎ
に
、
補
償
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
補
償
額
は
被
災
者
の
年
間
給
与
の
あ
れ
こ
れ
の
割
合
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ 

ち
、
年
金
は
、
被
災
者
の
年
間
給
与
の
三
分
の
二
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

死
亡
ま
た
は
労
働
能
力
の
完
全
喪
失
の
ば
あ
い)

。 

そ
し
て
、
年

間

給

与

は

平

均

日

賃

金(

ま
た
は
雑
役
夫
の
平
均
日
給)

を
も
と
に
、
そ
の
二
六
〇
倍
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

と

こ

ろ 

が
、

こ
の
規
定
は
、
「
そ
の
な
か
に
さ
ら
に
補
償
額
を
削
る
規
定
を
三
つ
、
企
業
の
貪
欲
を
大
目
に
み
る
規
定
を
三
つ
、

ふ
く
ん
で
い 

る
。
第
一
に
、

か
り
に
労
働
者
が
年
に
三
〇
〇
日
働
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
年
間
給
与
は
二
六
〇
日
に
け
ず
ら
れ
る!
!

法
律
が
け
ず
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る
よ
う
命
じ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
は
、
な
ん
の
理
由
も
な
し
に/
 

第
二
に
、

か
り
に
労
働
者
が
雑
役
夫
よ
り
も
よ
い 

賃
金
を
も
ら
っ
て
い
た
と
し
て
も!

!

た
と
え
ば
操
業
が
一
年
じ
ゅ
う
で
な
い
企
業
で
働
く
ば
あ
い!
!

、
算
定
の
基
礎
と
さ
れ
る
の 

は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
雑
役
夫
の
賃
金
な
の
で
あ
る
。

…
…
第
三
に
、
雑
役
夫
の
平
均
日
給
額
は
三
年
ご
と
に
/)
工
場
鉱
業
所
問
題
審

(7) 

{
 

議
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

労
働
者
が
い
っ
さ
い
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」

と
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

こ 

の
法
律
は
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
な
事
故
に
か
ぎ
り
、

た
だ
ち
に
警
察
に
通
報
す
る
よ
う
企
業
の
所
有
者
に
義
務
づ
け
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
「
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
事
故
か?

そ
れ
は
、

三
日
以
上
労
働
能
力
が
失
わ
れ
る
事
故 

で
あ
る
。

し
か
し
、
労
働
者
が
幾
日
だ
け
労
働
能
力
を
鴛
わ
れ
る
か
を
、
事
故
の
直
後
口
い
っ
た
い
だ
れ
が
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う 

か?

こ
の
規
則
は
こ
っ
け
い
な
ま
で
に
不
合
理
で
、

工
場
主
に
抜
け
穴
を
あ
た
え
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
は
た
い
て
い
の
ば 

あ
い
、
各
事
故
に
つ
い
て
当
局
に
通
報
す
る
義
務
か
ら
自
分
を
解
放
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う(

ま
た
裁
利
所
に
よ
っ
て
も
解
放
さ
れ
る
で

(8)

あ
ろ
う)

」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同

時

に

「
法
律
は
、
被
災
者
が
身
体
損
傷
の
ぱ
あ
い
は
無
条
件
に
す
べ
て
に
つ
い
て
、

法
律 

の
適
用
外
に
あ
る
事
故
で
さ
え
、
警
察
へ
の
通
報
を
要
求
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
第

二

〇

条

『
被
災
労
働
者
の
補
償 

に
か
ん
す
る
規
則
』

に
、
直
接
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
，個
条
を
い
つ
で
も
か
な
ら
ず
適
用
す
る
よ
う
全
力
を 

あ
げ
て
扇
動
す
る
こ
と
を
す
べ
て
の
労
働
者
に
根
気
づ
よ
く
忠
告
す
る
。
各
被
災
者
が
つ
ね
に
無
条
件
に
、
第

二

〇

条

に

も

と

づ

い 

て
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
を
工
場
監
督
官
へ
通
報
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
を
、
労
働
者
は
固
執
す
る
が
よ
い
。

こ
う
じ
て
は
じ
め
て
、
事 

故
件
数
の
多
少
と
も
正
確
な
算
定
と
そ
の
原
因
の
研
究
と
が
可
能
に
な
る
」

と
、
労
働
者
に
権
利
の
行
使
を
つ
よ
く
訴
え
て
い
る
。

こ 

の
ほ
か
、
事
故
を
警
察
に
届
け
出
な
い
こ
と
に
た
い
し
て
も
、

一
般
に
新
し
い
法
律
の
規
定
を
順
守
し
な
い
こ
と
に
た
い
し
て
も
、
企 

業
の
所
有
者
は
二
五
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
範
囲
内
の
罰
金
を
課
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
ー
 

生
不
具
に
さ
せ
ら
れ
た
労
働
者
の
生
活
保
障
を
左
右
す
る
本
法
律
の
不
履
行
に
た
い
し
て
、

一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
罰
金
で
百
万
長
者
を
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お
ど
か
そ
う
と
い
う
の
は
労
働
者
を
ば
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
批
判
し
て
い
る
。
法
律
は
ま
た
、
被
災
労
働
者
と
そ
の
家
族 

に
、
彼
ら
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
補
償
の
形
と
額
に
つ
い
て
、
企

業
の
所
有
者
と

協
定
す

る
こ

と
を

任
せ
て

い
る(

第
三
一
条)

。

こ
の 

こ

と

に

つ

い
て

は

「
こ

れ

ら

の

協

が

ほ

と

ん

ど

の

ば

あ

い

、
も
っ
と
も
お
く
れ
た
労
働
者
に
た
い
す
る
組
織
的
な
欺
瞞
で
あ
り
威
し 

で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
に
お
よ
ば
な
い
。

…
…

い
ま
や
ま
す
ま
す
警
察
の
た
ん
な
る
助
手
に
な
り
つ
つ
あ
る
工
場
監
督
官
に
、

『
調
停 

者

』

の
役
割
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
、
最
後
に
、
「
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社

会

民

主 

労
働
党
が
こ
う
し
た
裁
判
で
な
く
、
官
吏
の
調
停
で
は
な
く
、
労
働
者
と
経
営
主
の
同
数
の
代
表
者
か
ら
な
る
産
業
裁
判
所
の
設
立
を 

要
求
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
う
な
が
す
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
裁
¥0
所
だ
け
が
、
国
家
か
ら
政
治
的
に
独
立
し
た
機
構
の 

も
と
で
、
当
事
者
の
権
利
と
義
務
を
説
明
す
る
仕
事
で
、
不
具
者
の
補
償
に
つ
い
て
の
訴
願
と
要
求
を
ま
え
も
っ
て
審
査
す
る
仕
事

(
磐

で
、
多
少
と
も
満
足
す
べ
き
調
停
を
労
働
者
に
あ
た
之
る
こ
と
が
で
き
る
」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
法
律
は
企
業 

主
の
責
任
は
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
が
他
の
人
に
移
っ
た
場
合
に
は
被
災
者
が
補
償
を
受
け
る
保
証
が
な
い
な
ど
多
く
の
不 

充
分
さ
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
法
律
に
よ
っ
て
労
働
者
の
要
求
は
充
た
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
階
級
闘
争
も
和
わ
ら
げ
ら
れ
な
か
っ
た 

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
社
会
保
障
、
社
会
保
険
を
求
め
る
労
働
者
の
闘
い
は
一
層
、
前
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

ー
九
〇
三
年
の
七
月
か
ら
ハ
月
に
か
け
、

ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
二
回
大
会
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た 

が
、

こ
こ
で
は
じ
め
て
党
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
綱
領
の
作
成
で
、

レ
ー 

ー
ー
ン
は
指
導
的
役
割
を
果
し
た
。

こ
の
綱
領
は
、
労
働 

者
階
級
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
要
求
を
全
面
的
に
、
そ
し
て
、
具
体
的
に
か
か
げ
た
。

「
…
…

一
四
、
男
女
を
問
わ
ず
一
六
歳
未
満
の
す
べ
て
の
児
童
に
た
い
す
る
無
料
の
義
務
的
な
普
通
教
育
と
職
業
教
育
。

貧
困
な
児 

童
に
は
国
家
の
負
担
で
食
事
、
衣
服
、
学
用
品
を
支
給
す
る
こ
と
。

…
…

労
働
者
階
級
を
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的
退
化
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

ま
た
彼
ら
の
解
放
闘
争
の
能
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
党
は
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つ
ぎ
の
こ
と
を
要
求
す
る
。.
.

…
…
六
、
婦
人
の
身
体
に
有
害
な
部
門
で
の
婦
人
労
働
は
禁
止
さ
れ
る
。

婦
人
は
産
前
四
週
間
、
産

後

六

週

間

は

就

労

を

免

除

さ 

れ
、
そ
の
全
期
間
ひ
き
つ
づ
き
普
通
の
賃
金
を
受
け
と
る
。

七
、
婦
人
の
働
く
す
べ
て
の工

場
そ
の
他
の
企
業
に
乳
幼
児
の
託
児
所
を
も
う
け
る
こ
と
、
生
児
を
哺
育
中
の
婦
人
は
、

三
時
間
に 

一
回
以
上
、
毎
回
す
く
な
く
と
も
三
〇
分
作
業
を
免
除
さ
れ
る
。

ハ
、
老
齢
な
ら
び
に
完
全
ま
た
は
部
分
的
な
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
た
め
に
、
国
営
の
労
働
者
保
険
を
、
資
本
家
に
た
い
す
る
特 

別
税
を
財
源
と
す
る
特
別
基
金
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
。

…
…

一
三
、
賃
労
働
を
使
用
す
る
い
っ
さ
い
の
企
業
に
た
だ
し
く
組
織
さ
れ
た
衛
生
監
督
制
度
を
も
う
け
る
こ
と
、
そ
の
さ
い
す
べ 

て

の

医

療•

衛
生
施
設
を
企
業
家
か
ら
完
全
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
。

企
業
家
の
負
担
で
労
働
者
に
無
料
の
医
療
援
助
を
あ
た
え
、
病
気 

中
ひ
き
つ
づ
き
賃
金
を
支
払
う
こ
と
。

…
…

一
六
、
す
べ
て
の
生
産
部
門
に
、
地
元
お
よ
び
外
来
の
労
働
者
の
雇
用
の
仲
介
事
務
所(

職
業
紹
介
所)

を
も
う
け
、
労
働
者 

(
23) 

代
表
と
企
業
家
代
表
を
そ
の
管
理
に
参
加
さ
せ
る
義
務
を
、
地
方
自
治
機
関
に
課
す
る
こ
と
。」 

こ
の
綱
領
で
は
、
保
障
を
受
け
る
者
を
本
質
的
に
雇
用
労
働
者
と
し
な
が
ら
も
、
同

時

に

貧

困

な

子

供

も

含

め

て

い

る

。

ま
た
、
 

保
障
の
た
め
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
か
ら
の
費
用
負
担
を
免
除
す
る
と
い
う
原
則
の
う
え
に
た
っ
て
、
国
家
資
金
か
ら
の
保
障 

(

貧

困

な

子

供

へ

の

支

給)

ヽ
資

本

家

に

た

い
す

る

特

別

税

に

よ

る

保

障(

老
齢
と
労
働
不
能
の
と
き
の
保
障)

、
雇
主
の
負
担
に
よ 

る

保

障
(

医
療
援
助
、
疾
病
手
当
な
ど)

を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
障
の
金
額
に

つ

い
て

の

指

示(

妊
娠
と
出
産
の
場
合
の
通
常 

賃
金
の
保
障
、
疾
病
期
間
中
の
給
料
の
保
障)

も
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
保
障
の
あ
た
え
ら
れ
る
事
由
の
範
囲
は
、
老 

齢
、
労
働
能
力
喪
失
、
疾
病
、
妊
娠
と
出
産
、
子
供
に
た
い
す
る
特
別
な
配
慮
の
必
要
性
な
ど
か
な
り
広
範
に
、
そ
し
て
具
体
的
に
あ
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げ
ら
れ
て
い
る
。

保
障
の
形
態
も
、
賃
金
の
保
障
あ
る
い
は
保
険
金
と
い
う
貨
幣
形
態
、
衣
料
、
食
料
、
託
児
所
の
経
営
と
い
う
現
物 

に
よ
る
保
障
、
医
療
援
助
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
に
た
い
す
る
要
求
内
容
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
闘
争 

を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
条
件
と
な
っ
た
。
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•

七
七
頁 

荒
又
重
雄
「
ロ
シ
ア
労
働
政
策
史
」
、
恒
星
社
厚
生
閣
、
二
〇
六
頁
。

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
ニ
ー
四
頁
。

レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
草
案
綱
領
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
六
巻
、

一
三
— 

一
九
頁
。

レ
ー
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、

一
五
—

一
七
頁
。

レ
ー
ニ
ン
「
貧
農
に
訴
え
る
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
六
巻
、
三
六
九
—
四
四
六
頁
。

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
四
一
六
—
七
頁
。

レ
ー
ニ
ン
「
改
良
の
時
代
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
六
巻
、
五
一 
ー
五
—
六
頁
。

レI

ン

「
労
働
者
災
害
補
償
法
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
四
一
巻
、
ハ
三
—
九
〇
頁
。

レ
ー
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
ハ
三
—
四
頁
。
 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
二
〇
七
—
ハ
頁
。

レ
ー
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
ハ
五
頁
。

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
亠
ハ
頁
。
 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
六
頁
。
 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
六
頁
。

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
六
—
七
頁
。

⑯辽⑭⑬211101TTxSIl②①

32



第3章帝国主義の段階

(
17)

レ
「

ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
ハ
七
—
ハ
頁
。

へ18)

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
ハ
頁
。

(
19) 

レ
ー
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
ハ
ハ
頁
。

(
20) 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
九
頁
。

(
21) 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
ハ
九
頁
。

22) 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

㉓

レ
ー
ニ
ン
「
党
綱
領
改
正
資
料
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
二
四
巻
、
五
〇
ニ
ー
五
頁
よ
り
。

24)

ヴ
ェ•

エ
ス•

ア
ン
ド
レ
ー
フ
「
ソ
連
の
社
会
保
障
」
、
柴
田
嘉
彦
訳
、
民
衆
社
、
九
二
頁
。

⑵
 

日
露
戦
争
と
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
の
時
期(

一
九
〇
四
—

七
年)

前
述
の
よ
う
に
、

一
九
〇
〇
—

三
年
の
経
済
恐
慌
を
契
機
と
し
て
ロ
シ
ア
は
帝
国
主
義
の
段
階
に
は
い
っ
た
。

し
か
し
、

ロ
シ
ア
の 

帝
国
主
義
は
特
殊
性
を
も
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
高
度
に
集
中
し
た
大
工
業
で
は
資
本
主
義
的
独
占
体
が
ま
す
ま
す
発
展
し
た
が
、 

そ
の
発
達
し
た
資
本
主
義
が
経
済
や
政
治
構
造
に
あ
る
農
奴
制
の
遺
物
と
か
ら
み
合
い
、

こ
れ
ら
の
遺
物
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
搾 

取
の
と
く
に
残
忍
な
形
態
、
農
民
の
極
貧
、
非
ロ
シ
ア
民
族
の
暴
圧
を
生
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
で
、

一
九
〇
五
—

七 

年

の

革

命
(

第
一
次
ロ
シ
ア
革
命)

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
が
、

こ
の
革
命
前
の
数
年
間
に
労
働
者
の
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
き
わ
め
て
増
大L

た
。 

一
九
〇
四
年
に
ツ
ア
ー
リ
政
府
は
、
労
働
者
の
こ
の
闘
い
を
抑
え
る
政
策
の
一
っ
と
し
て
、
六
月
九
日
付
で
大
砲
製
作
所
関
係
の
労
働 

者
、
職

員

に

労

働

力

喪

失

に

た

い

す

る

年

金

規

則

を

裁

可

ま

た

一

〇

月

に

は

内

務

大

臣

が

相

互

扶

助

協

会

、
貯

蓄
•

貸
付
基
金
、



第1部十月革命以前における生活保障

こ
と
に
な
っ
た
。

同
じ
一
九
〇
四
年
の
ニ
ー
月
に
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
委
員
会
に
指
導
さ
れ
た
パ
ク
ー
油
田
の
労
働
者
の
強
力
な 

ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
労
働
者
の
勝
利
に
お
わ
り
、

ロ
シ
ア
で
初
め
て
労
働
協
約
が
か
ち
と
ら
れ
、
そ
の
な 

か
で
、
額
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
が
、
企

業

主

負

担

に

よ

る

疾

病

手

当

を

獲

得

し

む

ま

た

、
革
命
運
動
が
高
揚
す
る
な
か
で
、

ツ
ア 

1

リ
政
府
は
ー
ニ
月
一
ニ
日
付
で
国
営
労
働
者
保
険
の
実
施
の
検
討
を
指
示
す
る
勅
令
を
だ
し
ゝ
そ
の
た
め
の
委
員
会
が
つ
く
ら
れ̂
)

。 

ー
九
〇
五
年
一
月
に
は
、
前
年
一
ニ
月
中
旬
に
発
生
し
た
プ
チ
ロ
フ
工
場
の
労
働
者
解
雇
事
件
を
契
機
と
し
て
、

三
日
に
プ
チ
ロ
フ 

工
場
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
い
っ
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
拡
が
り
、
七
日
に
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ゼ
ネ
ラ
ル•

ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
っ 

た
。

そ
の
要
求
に
は
、
労
働
条
件
、
権
利
へ
の
要
求
と
な
ら
ん
で
、
最
低
賃
金
、

工
場
内
医
療
の
改
善
、
作
業
の
衛
生
条
件
の
改
善
、 

疾
病
時
の
賃
金
の
半
額
保
障•

医
療
の
工
場
負
担
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

一
九
〇
五
年
に
は
リ
ャ
ザ
ン
鉄
道
労
働
者
は
、
国
家 

社
会
保
険
の
本
格
的
実
現
を
要
求
し
て
闘
っ
て
い
る
。

ツ
ア
ー
リ
政
府
は
、
革
命
運
動
を
抑
え
よ
う
と
、

一
九
〇
四
年
に
僧
侶
ガ
ボ
ン
を
使
い
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
労
働
者
の
あ
い
だ
に
ズ
パ 

ト
フ
組
織
に
似
た
組
織
を
つ
く
っ
て
い
た
。

こ

れ

は

「
ズ
バ
ト
フ
主
義
に
お
け
る
警
察
の
直
接
的
介
入
に
対
す
る
労
働
者
の
批
利
、
お 

よ
び
ズ
パ
ト
フ
主
義
の
経
済
闘
争
に
対
す
る
工
場
主
の
批
判
を
う
け
と
め
、

よ
り
一
層
労
働
者
の
自
主
性
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
活
動

(7)

を

文

化

的•

共
済
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
新
構
想
」

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ガ
ボ
ン
主
義
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
ガ 

ボ
ン
が
、

一
九
〇
五
年
一
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
な
か
で
、

ツ
ア
ー
リ
に
請
願
書
を
手
渡
す
た
め
に
冬
宮
に
む
け
て
労
働
者
の
行
進
を
す 

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
の
請
願
書
の
な
か
に
は
、
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
活
動
に
よ
り
、
社
会
民
主
党
の
綱
領
と
一
致
す
る
一
連
の
要 

求
も
と
り
い
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
は
、
国
営
労
働
者
保
険
の
準
備
に
労
働
者
代
表
を
参
加
さ
せ
よ
、

と

い

う

要

求

も

あ

っ 

た
。

一
月
九
日
の
日
曜
日
に
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
、

一
四
万
名
以
上
の
労
働
者
が
、
教
会
旗
や
聖
像
、

ツ
ア
リ
ー
の
肖
像
を
も
っ
て 

冬
宮
に
向
か
っ
て
平
和
的
に
行
進
を
し
た
。

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
こ
の
よ
う
な
行
動
の
も
つ
危
険
性
を
警
告
し
て
い
た
が
、
そ
の
警
告
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は
的
中
し
、

ツ
ア
リ
ー
の
軍
隊
が
発
砲
し
ー
、
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
び
と
が
射
殺
さ
れ
た
。
衆
知
の
よ
う
に
こ
の
一
月
九
日
は
血
の
日 

曜
日
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、

ロ
シ
ア
の
労
働
者
は
さ
ら
に
政
治
的
に
め
ざ
め
た
。
抗
議
ス
ト
ラ
イ
キ
が
全
国
に 

拡
が
り
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
一
月
一
〇
日
、
労
働
者
と
軍
隊
の
武
装
衝
突
が
つ
づ
き
、

モ
ス
ク
ワ
で
は
ゼ
ネ
ラ
ル•

ス
ト
ラ
イ
キ
が 

開
始
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

一
九
〇
五
年
一
月
だ
け
で
四
四
万
人
の
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
行
し
た
。

こ

う

し
て

革
命
が

始
ま
っ 

た
。
夏
と
秋
に
は
政
治
的
ゼ
ネ
ラ
ル•

ス
ト
ラ
イ
キ
の
準
備
を
す
す
め
、

一
〇
月
六
日
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
モ
ス
ク
ワ
委
員
会
は 

政
治

的

ゼ

ネ
ラ

ル•

ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
施
を
決
定
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
全
ロ
シ
ア
的
な
規
模
に
ま
で
拡
大
し
、
労
働
者
の
強
大
な
政 

治
行
動
に
発
展
し
た
。

こ
の
よ
う
な
革
命
の
成
長
の
な
か
で
ツ
ア
ー
リ
政
府
は
自
分
た
ち
の
支
配
体
制
を
守
る
た
め
、

い
く
つ
か
の
譲 

歩
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ア
ー
リ
は
、

一
〇
月
一
七
日
詔
書
を
発
布
し
、
言
論
、
集
会
、
結
社
の
自
由
、
人
格
の 

不
可
侵
、
国
会
選
挙
権
の
拡
大
な
ど
を
宣
言
し
た
。

詔
書
で
、
「
ロ
シ
ア
議
会
」!
!

立
法
機
能
を
も
つ
国
会!
1

を

開

設

す

る

と

述. 

べ
る
と
と
も
に
、

ツ
ア
ー
リ
は
災
害
、
疾
病
に
関
す
る
労
働
者
保
険
の
準
備
を
命
じ
た
。
革
命
が
高
揚
し
た
こ
の
時
期
に
労
働
者
代
表 

ソ
ビ
エ
ト
も
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、

ス
ト
ラ
イ
キ
は
武
装
蜂
起
に
ま
で
発
展
し
た
が
、

ツ
ア
ー
リ
政
府
に
よ
り
こ
の
蜂
起
は
鎮
圧 

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

な
お
、

一
九
〇
五
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
市
会
に
よ
っ
て
職
業
紹
介
所
が
開
設
さ
れ
、
翌
一
九
〇
六
年
に
は
モ 

ス
ク
ワ
で
失
業
救
済
事
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

注

(1) 

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑴

、
大
月
書
店
、

一
四
頁
。

(2) 

荒
又
重
雄
「
ロ
シ
ア
労
働
政
策
史
」
、
恒
生
社
厚
生
閣
、
ー
ー
〇
ハ
頁
。

(3) 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書'

ー
ニ
三
頁
。

(4) 

尾
形
昭
二
「
ソ
連
の
社
会
保
障
」
、
大
月
書
店
、

一
九
七
頁
。

(5) 

£01щ
а
.л

ь
в
0е

 

с
т
р
а
.
х
о
в
а
л
0
е

 

в

 

С
С
С
Р
:

合Р
о
ф
0
3
=
а
т
》

М
о
с
к
в
а
—
1
9
7
3

ゝ
 

с
т
р
.  

4
3
.
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(6) 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
ニ
ー
ニ
ー
ニ
頁
。

(7) 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書'

一
ニ
ハ
頁
。

(8) 

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
エ
ニ
ニ
頁
。

西
島
有
厚
「
ロ
シ
ア
革
命
前
史
の
研
巻
、
青
木
書
店
、
四
五
四
頁
参
照
。

(9) 

前

掲

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑴

、

ー
ー
七
—
九
頁
。

(
10
荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
ニ
ニ
四
頁
。

3

荒
又
重
雄
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

パ
ー
ニ
スQ
 •

マ
ジ
ソ
ン
「
ソ
連
の
社
会
聲
」
、
光
信
隆
夫•

湯
沢
雍
彦
共
訳
、
光
生
館
、

一
九
頁
。

⑶
 

革

命

敗

北

後

の

反

動

の

時

期(

一
九
〇
八
—

ー
二
年)

革
命
の
敗
北
後
、

一
九
〇
ハ
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
三
年
間
は
、
警
察
の
手
で
つ
く
ら
れ
た
黒
百
人
組
的
地
主
の
反
革
命
が
横
・ 

行
し
、
自
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
裏
切
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
落
胆
し
組
織
を
解
体
す
る
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。
革
命 

に
先
だ
つ
ー
〇
年
間
、
す
な
わ
ち
、

一
八
九
五
——

一
九
〇
四
年
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
の
年
平
均
数
は
約
四
万
三
、
〇
〇
〇 

人
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
一
九
〇
五
年
に
は
二
七
五
万
人
と
激
増
し
、

一
九
〇
六
年
に
は
一
〇
〇
万
人
、
そ
し
て
一
九
〇
七
年
に
は
七
五 

万
人
と
な
っ
て
い
る
。

レ

ー

ニ

ン

は

「
革
命
の
三
年
間
は
、
世
笊
か
£>
コ
ロ
わ
む
かГй4

妇g

乐
よ
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ス
ト 

ラ
イ
キ
闘
争
の
高
揚
し
た
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
」

と
書
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
〇
六
年
と
一
九
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
ス
ト
ラ 

イ
キ
闘
争
の
衰
退
は
一
九
〇
ハ
年
に
は
決
定
的
と
な
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
の
数
が
一
七
万
五
、
〇
〇
〇
人
に
減
っ
た
。

そ
の
後
も 

ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
、

一
九
〇
九
年
に
は
六
万
人
、

一
九
一
〇
年
に
は
五
万
人
に
ま
で
下
が
っ
た
。

こ
の 

よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
ツ
ア
ー
リ
政
府
は
、
労
働
者
保
険
に
つ
い
て
の
約
束
を
ま
っ
た
く
放
棄
し
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
、

一
九
一
〇
年
末
に
情
勢
は
変
わ
り
は
じ
め
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
一
〇
年
の
中
頃
か
ら
産
業
の
繁
栄
の
な
か
で
生
活
費 

は
高
騰
し
、
労
働
者
の
状
態
は
悪
化
し
、
農
民
の
窮
乏
は
深
刻
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
労
働
者
階
級
が
徐 

々
に
攻
勢
に
転
ず
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

た
と
え
ば
一
九
ー
一
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
数
は
一
〇
万
人
に
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
貧 

困
者
は
さ
ら
に
増
大
し
て
い
っ
た
。
当
時
、

こ
の
よ
う
な
貧
困
者
に
た
い
す
る
「
社
会
的
保
護
」

は
私
的
な
慈
善
に
大
き
く
依
存
し
て 

お
り
、
ま
た
保
護
を
受
け
る
個
人
の
権
利
を
保
証
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
保
護
」

は
弾
圧
的
性
格
を
多
く
も
っ
て 

い
た
。

レ
ー
ニ
ン
は
、

サ
ン
ク
ト•

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
の
一
九
一
ー
年
に
お
け
る
「
保
護
」
問
題
に
関
す
る
統
計
か
ら
い
く
つ
か
の
数 

字
を
引
用
し
、
保
護
が
ま
っ
た
く
生
活
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
「
保
護
」

で

さ
え

、

プ 

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す
る
弾
圧
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
。
す
な
わ
ち
、

レ
ー

ニ

ン

は

「
一
六
、
九
六 

〇

人

の

乞

食

を

『
乞
食
調
査
保
護
特
設
署
』

で
取
り
扱
っ
た
。
彼
ら
の
う
ち
、

一
、

七
六
一
人
が
裁
判
に
ま
わ
さ
れ
——

り

つ

ば

な
 

旦
那
を
さ
わ
が
し
て
は
な
ら
ん
ぞ/

——

'

一
、

三
七
一
人
が

故
郷
に
送
り
か
え
さ
れ(

農
村
は
貧
民
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
『
慣
れ 

て
い
る
』)

、

一
、

八
九
二
人
は
保
護
の
た
め
に
特
設
署
の
施
設
に
と
め
お
か
れ
、
九
、
六
九
四
入
は
釈
放
さ
れ
た
。

…
…
同
じ
一
九
一 

一

年

に(

旧
モ
ス
ク
ワ
門
外
地
の)

市
職
業
紹
介
所
に
職
を
も
と
め
て
四
三
、

一
五
六
人
の
労
働
者
が
や
っ
て
き
た
。

職

を

え

た

の
 

は
、
六
、
〇
七
六
人
で
あ
っ
た
。

『
解
放
さ
れ
た
者
』(

乞

食

は

『
保
護
』

か
ら
、
筋
肉
労
働
者
は
仕
事
か
ら)

は
、
街
頭
や
、
木
賃
宿
や
、
割
部
屋
で
泊
っ
て
い
る
」 

(3) 

と
述
べ
、
「
保
護
」

の
実
態
と
と
も
に
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

注

(1) 

レ
ー
ニ
ン
「
革
命
的
高
揚
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
八
巻
、
九
八
頁
。

(2) 

©
с
о
в
е
т
с
к
о
е

 

п
е
н
с
и
о
н
н
о
е

 

п
р
а
в
о
е

■ 

《в
о
р
п
д
п
ч
е
с
к
а
н

 

л
и

т
е

р
а

т
у

р а
》
・
 

9
7
4
・

 

с
т
р
・  

70・

(3) 

レ
ー
ニ
ン
「
あ
る
発
見
に
つ
い
て
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
八
巻
、
五
ハ
五
頁
。
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⑷

第

一

次

大
戦

前

の
労

働
運

動

の

高

揚(

一
九
一
ニ
ー
四
年)

ー
九
一
ニ
年
四
月
四
日
、

シ
ベ
リ
ア
の
レ
ナ
鉱
山
で
は
鉱
山
当
局
と
の
交
渉
に
き
た
労
働
者
の
群
衆
に
軍
隊
が
発
砲
し
、

五
〇
〇
人 

以
上
の
死
傷
者
を
だ
し
た
。

こ
の
レ
ナ
で
の
労
働
者
の
射
殺
事
件
は
、
労
働
者
の
怒
り
に
火
を
つ
け
、
「
大
衆
の
革
命
的
な
気
分
を
大 

衆
の
革
命
的
高
揚
に
転
化
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

の
で
あ
る
。

大
衆
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
、

デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
大
衆
集
会
が 

始
ま
っ
た
。

そ
し
て
メ
ー
デ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
約
四
〇
万
人
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。

な
お
、

四

月

ニ

二

日(

五
月
五
日)

、

ペ 

テ
ル
ブ
ル
グ
で
、

レ
ー
ニ
ン
の
創
刊
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
新
聞
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
第
一
号
も
発
刊
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
と
く
に
つ
よ
く
な
っ
た
労
働
運
動
の
高
揚
の
結
果
、

ツ
ア
ー
リ
政
府
は
、

つ
い
に
六
月
に
、
 

国
会
で
疾
病
の
場
合
と
、
災
害
事
故
に
よ
る
労
働
者
保
険
法
案
を
通
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

労
働
者
保
険
法
の
う
ち
、

一
つ
は
災
害
保
険
、
す
な
わ
ち
、
業

務

上

の

事

由

に

因

り

負

傷(

職
業
病
は
除
外
さ
れ
て
い
た)

も
し
く 

は
死
亡
し
た
場
合
お
よ
び
身
体
障
害
に
な
っ
た
場
合
に
、
医
療
給
付
を
す
る
と
と
も
に
傷
病
手
当
金
、
傷
害
年
金
、
遺
族
年
金
を
支
給 

す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
疾
病
保
険
、
す
な
わ
ち
、
業
務
上
の
事
由
に
因
ら
な
い
一
般
の
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
分
娩
お
よ
び 

死
亡
な
ど
に
た
い
し
て
医
療
給
付
を
し
、
同
時
に
傷
病
手
当
金
、
分
娩
費
、
出
産
手
当
金
お
よ
び
埋
葬
料
な
ど
を
支
給
す
る
と
い
う
も 

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
法
律
の
主
要
な
内
容
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

(

適
用
範
囲)

⑴

機
械
的
動
力
を
使
用
し
二
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
工
場
お
よ
び
鉱
山 

⑵

機
械
的
動
力
を
使
用
し
て
い
な
い
三
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
工
場
お
よ
び
鉱
山
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第3章帝国主義の段階

な
お
、
農
業
労
働
者
、
鉄
道
輸
送
従
業
員
、
建
設
労
働
者
、
海
上
輸
送
従
業
員
、
郵
便
電
信
従
業
員
、
店
員
な
ど
に
は
適
用
さ
れ
な 

か
っ
た
し
、

シ
ベ
リ
ア
・
極
東
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
は
適
用
区
域
外
と
さ
れ
た
。

(

保
険
料)

⑴

業
務
上
の
事
由
に
因
る
災
害
の
場
合
に
お
け
る
保
険
料
は
全
部
事
業
主
の
負
担
で
、
そ
の
料
率
は
当
該
工
場
ま
た
は
鉱
山
事
業
の 

危
険
の
程
度
に
お
う
じ
て
定
め
ら
れ
た
。

⑵

業
務
上
の
事
由
に
因
ら
な
い
一
般
傷
病
、
す
な
わ
ち
疾
病
保
険
に
お
け
る
保
険
料
は
、
事
業
主
お
よ
び
被
保
険
者
が
分
担
し
、
そ 

の
割
合
は
被
保
険
者
が
賃
金
額
の
一
〇
〇
分
の
ニ
な
い
し
三
で
、
事
業
主
は
被
保
険
者
の
負
担
額
の
三
分
の
二
を
負
担
し
た
。

つ
ま 

り
、
全
保
険
料
を
事
業
主
ニ
、
被
保
険
者
三
の
割
合
で
負
担
し
た
。

(

保
険
給
付)

業
務
上
の
事
由
に
因
る
災
厄
の
た
め
労
働
力
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

一
九
〇
三
年
の
保
険
法
と
同
様
に
医
療
給
付
を
す
る
と
と
も
に 

従
来
の
収
入
全
額
に
等
し
い
傷
病
手
当
金
を
給
付
し
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
身
体
障
害
と
な
っ
た
場
合
に
も
一
九
〇
三
年
法
と
同
様
の 

障
害
手
当
金
を
支
給
し
た
。

業
務
上
の
事
由
に
因
ら
な
い
一
般
傷
病
に
因
り
労
働
力
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
医
療
の
給
付
を
す
る
と
と
も
に
傷
病
手
当
金
を
支
給 

し
た
。
傷
病
手
当
金
の
額
は
、
被
保
険
者
が
独
身
者
の
と
き
は
そ
の
と
き
の
実
収
額
の
四
分
の
ー
な
い
し
二
分
の
一
、
妻
子
を
も
つ
者 

は
二
分
の
ー
な
い
し
三
分
の
ー
ー
で
あ
っ
た
。

な
お
医
療
の
給
付
は
傷
病
の
第
一
日
目
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
傷
病
手
当
金
は
第
四
日 

目
よ
り
支
給
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
一
カ
年
に
二
四
週
間
と
限
定
さ
れ
、
再
発
ま
た
は
他
の
傷
病
に
因
る 

場
合
で
は
通
計
一
カ
年
三
〇
週
間
を
超
過
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

出
産
手
当
金
は
、
産
前
に
二
週
間
、
産
後
四
週
間
支
給
し
、
そ
の
額
は
被
保
険
者
の
実
収
入
の
二
分
の
ー
な
い
し
全
額
の
範
囲
内
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第1部 十月革命以前における生活保障

で
、
被
保
険
者
の
境
遇
を
勘
案
し
て
疾
病
金
庫
委
員
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

埋
葬
料
は
死
亡
し
た
被
保
険
者
の
実
収
日
額
の
二
〇
倍 

な
い
し
三
〇
倍
で
あ
っ
た
。

(

保
険
機
関)

災
害
保
険
は
、
新
た
に
組
織
さ
れ
た
保
険
組
合
が
保
険
者
と
な
り
、
そ
の
管
理
は
主
と
し
て
事
業
主
の
選
定
し
た
代
表
者
に
よ
っ
て 

行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
は
災
害
保
険
の
保
険
料
が
事
業
主
の
み
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

疾
病
保
険
は
、
新
た
に
工
場
、
鉱

山

に

組

織

さ

れ

た

疾

病

金

庫(

工
場
、
鉱
山
の
規
模
が
小
さ
い
も
の
は
数
個
連
合
し
て
一
疾
病
金 

庫
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た)

が
保
険
者
と
な
り
、
そ
の
管
理
は
事
業
主
と
被
保
険
者
の
選
挙
し
た
理
事
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ 

た
。
疾
病
保
険
の
保
険
料
は
被
保
険
者
五
分
の
三
、
事
業
主
五
分
の
二
の
割
合
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
理
事
総
数
中
五
分
の
三
は
被
保 

険
者
よ
り
、
他
の
五
分
の
ニ
は
事
業
主
側
よ
り
選
挙
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
災
害
保
険
と
疾
病
保
険
は
と
も
に
、
保
険
料
の
負
担
割
合 

を
基
準
と
し
て
そ
の
管
理
権
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
保
険
組
合
お
よ
び
疾
病
金
庫
を
指
導
、
監
督
す
る
機
関
と
し
て
商
工
大
臣
をВ

長
と
す
る
保
険
問
題
評
議
会
と
各
県
に
知
事 

ま
た
は
部
長
を
主
脳
と
す
る
保
険
局
が
あ
っ
た
。
前
者
の
議
員
総
数
は
ニ
七
名
で
、
そ
の
う
ち
一
ニ
名
は
官
吏
、

一
名
は
事
業
主
、

五 

名
は
被
保
険
者
か
ら
選
出
さ
れ
、
後
者
は
議
員
総
数
一
五
名
の
う
ち
一
三
名
は
官
吏
、
憲
兵
お
よ
ぴ
事
業
主
よ
り
、
他
の
二
名
は
被
保 

険
者
側
よ
り
選
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
法
律
の
提
案
さ
れ
て
い
た
一
九
ー
ー
ー
年
の
一
月
に
、
プ
ラ
ハ
で
は
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
六
回
全
国
協
議
会
が
開
催 

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
会
議
で
レ
ー
ニ
ン
は
、
労
働
者
保
険
に
た
い
す
る
労
働
者
の
要
求
原
則
を
明
確
に
し
、
政
府
の
こ
れ
ら
の
労
働
者 

保
険
法
案
を
全
面
的
に
批
判
し
た
。

ま
ず
、
資
本
主
義
社
会
で
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
実
施
の
必
然
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
た
。
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っ
と
も
切
実
な
生
活
欲
求
を
み
た
す
に
は
と
う
て
い
足
り
な
い
。

こ
う
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
、
傷
害
、
疾
病
、
老
齢
、

廃

疾

の

結
 

果
、
労
働
能
力
を
失
う
ば
あ
い
、
ま
た
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
失
業
の
ば
あ
い
に
そ
な
え
て
、
自
分
の 

賃
金
の
な
か
か
ら
貯
蓄
す
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
の
労
働
者
保
険
は
、
資 

本
主
義
的
発
展
の
進
行
全
体
に
よ
っ
て
い
や
お
う
な
し
に
命
ぜ
ら
れ
る
改
革
で
あ
る
」
。

つ
づ
い
て
レ
ー

ニ
ン
は
、
労
働
者
の
利
益
に
合
致
し
た
保
険
を
つ
く
る
基
礎
と
な
る
べ
き
原
則
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
し
た
。
な 

お
、

こ
こ
で
は
じ
め
て
、
失
業
の
結
果
、
賃
金
を
失
う
場
合
の
保
険
壮
提
起
さ
れ
て

い
る(

当
時
、
世
界
に
は
、
ま
だ
独
立
し
た
失
業 

保
険
制
度
は
な
く
、
た
だ
、

イ
ギ
リ
ス
で
一
九
ー
一
年
に
成
立
し
た
国
民
保
険
法
に
疾
病
保
険
と
と
も
に
失
業
保
険
が
含
ま
れ
て
い
た 

に
す
ぎ
な
か
っ
た)

。

「(

二)

労
働
者
保
険
の
も
っ
と
も
よ
い
形
態
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
基
礎
の
う
え
に
き
ず
か
れ
て
い
る
国
営
労
働
者
保
険
で
あ
る
。 

(

イ)

そ
れ
は
、
労
働
者
が
労
働
能
力
を
失
う
す
べ
て
の
ば
あ
い
に(

傷
害
、
疾
病
、
老
齢
、
廃
疾
、
婦
人
労
働
者
の
ば
あ
い
に
は
そ 

の
う
え
に
、
妊
娠
と
出
産
。

か
せ
ぎ
手
が
死
ん
だ
あ
と
の
寡
婦
と
孤
児
へ
の
扶
助)

、

あ
る
い
は
失
業
の
た
め
に
賃
金
を
失
う
ば
あ
い 

に
、
労
働
者
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

ロ)

保
険
は
賃
労
働
の
当
人
と
そ
の
家
族
と
の
全
部
を
ふ
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

ハ)

す
べ
て
の
被
保
険
者
は
賃
金
全
額
補
償
の
原
則
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
保
険
金
の
全
額
は
企
業 

主
と
国
家
が
負
担
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。(

二)

地
域
別
に
そ
し
て
、
被
保
険
者
の
完
全
な
自
治
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ 

る
統
一
的
な
保
険
組
織
が
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
保
険
を
管
掌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
規
定
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
と
よ
ば
れ
、

ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
の
社
会
保
障
へ
社
会
保
険 

の
闘
争
を
発
展
さ
せ
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
だ
け
で
な
く
、
他
の
資
本
主
義
国
で
の
労
働
者
階
級
に
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
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制
定
と
改
善
の
方
向
を
し
め
し
、
さ
ら
に
、
社
会
主
義
で
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
を
構
成
す
る
基
礎
と
さ
れ
た
。 

っ
づ
い
て
、
政
府
の
法
案
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
批
判
し
た
。

「(

三)

合
理
的
に
構
成
さ
れ
る
保
険
の
こ
れ
ら
す
べ
て
の
基
本
的
要
求
に
根
本
的
に
対
立
し
て
い
る
の
は
、
国
会
の
採
択
し
た
政
府 

の
法
律
案
で
あ
る
。

こ
れ
は
、(

イ)

保
険
の
二
つ
の
種
類!
!

災
害
保
険
と
疾
病
保
険!
1

を
と
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。(

ロ)

こ 

れ
は
、
幾

多

の

地

方(

シ
ベ
リ
ア
、
政
府
案
で
は
カ
フ
カ
ー
ズ
も)

と
、
と
く
に
保
険
を
必
要
と
し
て

い
る
労
働
者
の
幾
多
の
部
類 

(

農
業
労
働
者
、
建
築
労
働
者
、
鉄
道
従
業
員
、
郵
便
電
信
従
業
員
、
店
員
等)

を
保
険
の
枠
外
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ 

ア

ー

ト

の

小

さ

な

部

分(

も
っ
と
も
寛
大
に
計
算
し
て
も
、
六
分
の
一)

を
ふ
く
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
。(

ハ)

そ
れ
は
、
取

る

に 

た
ら

ぬ

補

償

額
を

定

め
て

い

る(

完
全
傷
害
の
ば
あ
い
に
最
大
限
の
補
障
が
賃
金
の
三
分
の
二
、

し
か
も
そ
の
賃
金
は
実
質
賃
金
以
下 

の
基
準
で
計
算
さ
れ
る)

と
同
時
に
保
険
金
の
大
部
分
を
労
働
者
に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
疾
病
保
険
ば

か
り
で

な

く
「
小
」
—
!

実
際 

に
は
こ
れ
が
も
っ
と
も
し
ぱ
し
ば
あ
る
——

傷
害
に
た
い
す
る
保
険
壮
、
労
働
者
が
負
担
す
る
た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
方 

式
は
、
傷
害
補
償
の
義
務
を
も
っ
ぱ
ら
企
業
家
に
お
わ
せ
て
い
る
現
行
法
と
く
ら
べ
て
さ
え
改
悪
で
あ
る
。(

ーー)

こ
の
方
式
は
、

保 

険
機
関
か
ら
い
っ
さ
い
の
独
立
性
を
う
ば
い
、
保
険
機
関
を
、
官

吏
(

「
審
議
会
」

と

「
保
険
問
題
評
議
会
」

の)

、
憲
兵
、
警

察
(

憲 

兵
や
警
察
に
は
、

一
般
的
な
監
督
の
ほ
か
に
、
実
質
上
、
保
険
機
関
の
活
動
を
指
揮
し
、
そ
の
人
的
構
成
に
容
喙
す
る
権
利
な
ど
が
あ 

た
え
ら
れ
て
い
る)

、
経

営

者
(

災
害
を
保
険
す
る
組
合
は
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
疾
病
を
保
険
す
る
疾
病
共
済 

組

合
(

引
用
者
注
——

疾
病
金
庫)

は
工
場
的
な
型
で
あ
り
、
企
業
家
は
、

こ
れ
ら
の
組
合
に
容
喙
す
る
こ
と
を
規
約
に
よ
っ
て
保
障

(5) 

さ
れ
て
い
る
、
等

)々

の
寸
分
の
す
き
も
な
い
監
督
の
も
と
に
お
い
て
い
る
」
。 

こ
の
よ
う
な
内
容
の
法
律
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「(

四)

凶
暴
な
反
動
の
い
ま
の
時
期
、
反
革
命
が
支
配
す
る
時
期
で 

あ
れ
ば
こ
そ
、
政
府
と
資
本
代
表
者
と
の
多
年
に
わ
た
る
予
備
交
渉
と
協
定
の
結
果
、
労
働
者
の
も
っ
と
も
切
実
な
利
益
を
、
も
っ
と
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も
乱
暴
に
愚
弄
す
る
、

こ
の
よ
う
な
法
律
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」

と
、

レ
ー
ニ
ン
は
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
プ
ロ 

レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
利
益
に
ほ
ん
と
う
に
こ
た
え
る
保
険
の
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て
「
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
を
決
定
的
に 

(7) 

打
倒
し
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
由
な
階
級
闘
争
の
条
件
を
獲
得
す
る
こ
と
」
を
強
調
し
て
い
る
。 

ま
た
、
法
案
が
労
働
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
た
場
合
の
闘
争
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
て
い 

る
。

「
も
し
国
会
の
法
案
が
、
自
党
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
協
議
会
は
、
国 

会
法
案
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
る
新
し
い
組
織
形
態(

労
働
者
疾
病
共
済
組
合)

を
利
用
し
て
、

こ
れ
ら
の
組
織
の
細
胞
の
な
か
で
社
会 

民
主
主
義
思
想
を
精
力
的
に
宣
伝
し
、

こ
う
し
て
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
新
し
い
隸
属
化
と
抑
圧
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
こ
の
法
律 

を
も
、
彼
ら
の
階
級
意
識
を
発
達
さ
せ
、
彼
ら
の
組
織
性
を
か
た
め
、
完
全
な
政
治
的
自
由
と
社
会
主
義
の
た
め
の
彼
ら
の
闘
争
を
強 

化
す
る
武
器
に
す
る
よ
う
に
、
同
志
た
ち
に
要
請
す
る
」
。

こ
の
よ
う
な
労
働
者
保
険
に
か
ん
す
る
ツ
ア
ー
リ
の
法
律
は
、
政
府
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
期
待
に
反
し
、
労
働
者
階
級
の
闘
争
を 

静
め
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
党
は
、

こ
の
法
律
が
許
容
す
る
小
さ
な
可
能
性
を
、
法
律
の
改
善
と
革
命
的
闘 

争
の
た
め
に
利
用
し
た
。

第

六

回

「
プ
ラ
ー
グ
」
全
国
協
議
会
で
は
、

ま

た

「
農
民
の
飢
餓
と
の
闘
争
に
お
け
る
社
会
民
主
党
の
任
務
に
つ
い
て
の
決
議
案
」 

も
だ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で

「(

一)

ロ
シ
ア
の
二
千
万
農
民
の
飢
餓
は
、

ッ
ア
ー
リ
ズ
ム
と
農
奴
的
地
主
の
階
級
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
農
民
大
衆
の
、
ま 

っ
た
く
た
え
が
た
い
、
世
界
の
ど
の
文
明
国
家
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
な
い
、

お
し
ひ
し
が
れ
た
状
態
を
、
も
う
一
度
し
め
す
も
の
で 

あ
る
。

……

43



第1部 十月革命以前に:кける生活保障

(

四)

飢
民
救
済
事
業
に
た
い
す
る
政
府
の
妨
害
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
や
、
義
捐
金
募
集
者
や
、
給
食
委
員
会
の
組
織
者
、
そ
の
他
等 

々
に
警
察
が
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
な
か
に
さ
え
非
常
に
広
範
な
不
満
を
呼
び
お
こ
し
、

オ
ク
チ 

ヤ
ブ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
お
く
れ
た
反
革
命
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
あ
い
だ
で
さ
え
、
抗
議
の
声
を
呼
び
お
こ
し
て
い
る
。

…
… 

(

六)

労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
に
は
、
飢
民
と
失
業
者
の
数
が
ふ
え
た
た
め
に
自
階
級
の
経
済
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
と
は
ま 

っ
た
く
か
か
わ
り
な
し
に
、
飢
民
の
た
め
に
醵
金
し
た
り
、
そ
の
他
の
援
助
を
や
ろ
う
と
い
う
自
然
発
生
的
な
意
向
が
う
か
が
わ
れ 

る
。

そ
し
て
社
会
主
義
者
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
民
主
主
義
者
に
も
自
然
に
わ
い
て
く
る
こ
の
意
向
を
、
す
べ
て
の
社
会
民
主 

主
義
者
は
支
持
し
、
階
級
闘
争
の
精
神
を
も
っ
て
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
、
飢
民
に
た
い
す
る
労
働
者
の
自
然
発
生
的 

な
援
助
活
動
を
一
定
程
度
、
評
価
し
、
そ
れ
を
階
級
闘
争
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

ー
九
一
ニ
年
の
秋
汜
は
国
会
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
困
難
な
条
件
の
も
と
で
労
働
者
階
級
の
国
会
代
表
た
ち
は
ハ
時
間
労
働 

日
、
民
族
同
権
と
な
ら
ん
で
社
会
保
険
に
か
ん
す
る
法
案
を
準
備
し
た
。

こ

れ

ら

の

法

案

は

「
プ
ラ
ウ
ダ
」

に
も
発
表
さ
れ
た
が
、
ポ 

リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
派
議
員
は
国
会
内
だ
け
で
な
く
、
国
会
の
外
で
も
大
活
躍
し
た
。

労
働
運
動
は
ひ
き
つ
づ
い
て
発
展
し
た
。

一
九
一
二
年
に
一
〇
〇
万
人
以
上
、

一
九
ニ
ー
一
年
に
は
一
ニ
七
万
二
、
〇
〇
〇
人
の
労
働
者 

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
な
っ
た
。

経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
の
結
合
が
革
命
的
な
大
衆
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
生
み
だ
し
た
。

ロ
シ
ア
は
新

(
リ

し
い
革
命
が
も
り
あ
が
る
時
期
に
は
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
革
命
的
高
揚
、
労
働
組
合
運
動
の
発
展
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
 

ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
は
、
労

働

者

階

級

の

合

法

的

組

織(

こ
れ
に
は
、

一
九
ニ
ー
年
の
法
律
で
つ
く
ら
れ
た
疾
病
金
庫
も
ふ
く
ま
れ
る) 

を
革
命
闘
争
の
拠
点
に
変
化
さ
せ
、

こ
れ
ら
の
合
法
的
な
労
働
者
組
織
を
指
導
し
た
。

労
働
者
保
険
に
関
す
る
プ
ラ
ー
グ
協
議
会
の
決
議
は
、
当
面
す
る
情
勢
に
お
う
じ
て
、
党
中
央
委
員
会
と
党
活
動
家
の
ク
ラ
コ
ウ
会
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関
す
る
決
議
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
、
保
険
闘
争
に
つ
い
て
の
決
議
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

「

保
険
闘
争
に
つ
い
て
、

労
働
者
階
級
と
そ
の
党
が
、
あ
ら
ゆ
る
迫
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
法
施
行
に
関
連
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
利
益
を
固
守
す
る
う
え 

で
、
大
き
な
精
力
を
発
揮
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、1
!

本
会
議
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。

ー
 

労
働
者
に
、
疾
病
共
済
組
合
の
労
働
者
代
表
を
、1
!

労
働
者
集
会
を
ゆ
る
さ
ず
に
—
!

あ
て
ず
つ
ぼ
う
に
選
出
さ
せ
よ
う
と 

す
る
政
府
と
資
本
家
の
試
み
に
た
い
し
て
、
断
固
た
る
、
協
同
一
致
し
た
闘
争
が
必
要
で
あ
る
。

二 

労
働
者
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
自
分
た
ち
に
の
ぞ
ま
し
い
代
表
者
候
補
を
予
選
す
る
集
会
を
、
事
前
許
可
な
し
に
ひ
ら
く
よ
う 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

労

働

者

は

、
保
険
法
の
施
行
に
伴
う
強
制
と
愚
弄
に
抗К

す
る
た
め
の
革
命
的
集
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四 

も
っ
と
も
有
力
な
社
会
民
主
主
義
的
労
働
者
か
ら
成
る
代
表
候
補
労
働
者
名
簿
を
ま
え
も
っ
て
作
成
し
、
ど
ん
な
集
会
を
ひ
ら 

く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
お
な
じ
く
こ
の
名
簿
を
一
斉
に
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
必
要
で
あ
る
。 

五

本

会

議

は

、
代
表
選
出
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の
は
、
目
的
に
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
有
害
で
あ
る
と
み
と
め
る
。

現
在
資
本
家
の 

お
も
な
努
力
は
、

一
定
の
工
場
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
細
胞
—
!

労
働
者
の
疾
病
共
済
組
合
は
こ
う
し
た
細
胞
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
一
を
、
 

労
働
者
に
も
た
せ
ま
い
と
す
る
こ
と
に
、
向
け
ら
れ
て
い
る
。

ボ
イ
コ
ッ
ト
は
現
在
労
働
者
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
家 

の
上
記
の
志
向
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

六 

疾
病
共
済
組
合
代
表
の
正
し
い
選
出
の
た
め
の
闘
争
は
、

一
瞬
も
中
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
、
全
力
を 

あ
げ
て
、
あ
ら
ゆ
る
好
機
を
利
用
し
、
企
業
家
に
、

一
瞬
も
生
産
の
正
常
な
進
行
が
確
実
に
行
わ
れ
る
と
お
も
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
 

労
働
者
の
闘
争
を
拡
大
し
、
発
展
さ
せ
な
が
ら
、!
!

そ
れ
と
同
時
に
、

あ
ら
ゆ
る
障
害
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
民
主
党
の
名
簿
を
通
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過
さ
せ
る
こ
と
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

選
挙
は
闘
争
の
今
後
の
発
展
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
に!

!

し
っ
か
り
し
た 

社
会
民
主
主
義
的
労
働
者
を
代
表
に
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
正
し
い
選
挙
の
た
め
の
今
後
の
闘
争
—

そ
の
闘
争 

で
は
代
表
が
極
力
労
働
者
を
援
助
す
る
で
あ
ろ
う-
-

を
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

七 

選
挙
が
集
会
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
集
会
を
ひ
ら
い
て
選
出
す
る
真
の
自
由
の
原
則
に
立
っ
て
代
表 

を
改
選
す
る
よ
う
に
——

労
働
者
の
利
用
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
ち
い
て
——

煽
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ハ 

社
会
民
主
党
国
会
議
員
団
は
、
労
働
者
の
選
挙
集
会
を
拒
否
し
た
こ
と
に
つ
い
て
新
し
い
質
問
を
た
だ
ち
に
提
出
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

九 

保
険
の
施
行
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
煽
動
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
主
義
的
原
則
と
革
命
的
要
求
を
説
明
し
な
が
ら
、

ツ
ア
ー
リ 

• 

ロ
シ
ア
に
お
け
る
事
態
の
解
明
と
密
接
に
関
連
さ
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

同
様
な
指
示
は
、

一
九
ニ
ー
一
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
と
党
活
動
家
と
の
会
議(

ポ
ロ
ニ
ノ)

で
も
与
え
ら
れ
た
。
す 

な
わ
ち
、

レ
ー

ニ

ン

は

「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
と
党
活
動
家
と
の
一
九
一
三
年
夏
の
会
議
の
諸
決
議
」

の
な
か
で
、
 

た
と
え
ば
、
「
合
法
団
体
内
の
活
動
に
つ
い
て

ー
 

労
働
者
階
級
の
経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
と
が
高
揚
し
て
い
る
現
在
、
す
べ
て

の
合
法

的
労

働

者

団

体(

労
働
組
合
、

ク
ラ
ブ
、
 

傷
病
保
険
組
合
、
協
同
組
合
な
ど)

内
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
と
く
に
必
要
で
あ
る
。

…
… 

四

本

会

議

は

、
保
険
組
合
代
表
の
選
挙
の
さ
い
や
、
労
働
組
合
そ
の
他
の
も
の
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
で
、
運
動
の
完
全
な
統
一
と
多

(
13) 

数
へ
の
少
数
の
服
従
を
ま
も
り
な
が
ら
、
党
の
方
針
を
遂
行
す
る
活
動
、
等
々
の
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。」
な
ど
、
 

傷

病

保

険

組

合(

疾
病
金
庫)

内
で
の
活
動
強
化
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
党
は
、
疾
病
金
庫
の
創
設
と
、
そ
の
指
導
機
関
の
選
挙
に
関
す
る
カ
ン
パ
ニ
ア
を
労
働
者
階
級
の
全
般
的
な
革
命
的
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任
務
と
結
合
さ
せ
、
疾
病
金
庫
で
の
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
活
動
を
方
向
づ
け
、
労
働
者
階
級
の
団
結
の
た
め
に
保
険
施
設
を
利
用
し 

た
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
が
、
す
ば
ら
し
い
、

そ
し
て
協
力
し
た
保
険
組
織
を
組
織
し
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

た
と 

え
ぱ
、
「
ア•

エ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
へ
」

の
手
紙
の
な
か
で
、
「
ピ
ー
テ
ル
で
は
労
働
者
が
す
べ
て
の
合
法
的
な
団
体
で(

保
険
協
会
も 

ヽ
 ヽ

(
14)

ふ
く
め
て)

党
的
に
団
結
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
書
い
て
い
る
。

保
険
カ
ン
パ
ニ
ア
で
は
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
出
版
物
、
な

に

よ

り

も

新

聞

「
プ
ラ
ウ
ダ
」
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

異
な
っ
た
名 

称
で
発
行
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
各
号
で
、
新
聞
は
保
険
法
の
真
の
内
容
と
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
政
府
の
政
策
を
検
討
し
、
保
険
カ
ン

(
15)

パ
ニ
ア
の
進
展
を
解
明
し
、
そ
の
実
施
に
関
す
る
指
示
を
与
え
た
。

ま
た
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
の
は
、

一
九
一
三
年
に
つ
く
ら
れ 

(в
о

п
р

о
с

ы

 

с
т

р
а

х
о

в
а

н
и

н
)  

(
16) 

た
雑
誌 

「

保

険

問

題

」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
時
に
お
け
る
、
唯
一
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
合
法
的
な
機
関
誌
と
な
っ
た
。

こ 

の
雑
誌
は
、

一
九
一
三
年
一
〇
月
か
ら
一
九
一
八
年
三
月
ま
で
中
断
し
な
が
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
発
行
さ
れ
、
労
働
者
保
険
の
実
施
を 

中
心
に
し
た
が
、
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
、
同
時
に
ハ
時
間
労
働
、
地
主
の
土
地
没
収
、
民
主
的
共
和
制
の
た
め
に
も
闘
っ
た
。 

一
九
一
三
年
一
ニ
月
に
レ
ー

ニ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
と
活
動
家
と
の
ポ
ロ 

ーー
 

ノ

会

議 

(

一
九
一
三
年)

に
か
ん
す
る
地
方
で
の
報
告
の
摘
要
」

で
は
、
会
議
の
諸
決
議
、
と
り
わ
け
前
面
に
出
さ
れ
る
の
は
つ
ぎ
の
諸
点
で 

あ
る
と
述
べ
、
そ
の

諸

点

の

一

つ
と

し
て

「
二 

保
険
カ
ハ
パ
ニ
ア
。

雑

誌

『
保
険
問
題
』
を
極
力
普
及
さ
せ
る
こ
と
。
—

す
べ
て 

の
保
険
組
合
と
す
べ
て
の
管
理
機
関
の
内
部
に
お
け
る
党
細
胞
の
結
成
。

管
理
機
関
内
に
自
分
た
ち
の
、
す
な
わ
ち
党
の
、
多
数
派
を 

つ

く

る

こ

と(

労
働
組
合
、

ク
ラ
ブ
等
々
に
お
い
て
も
同
じ)

ご 

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
方
針
か
ら
も
わ
か
る
が
、
具
体
的
に
傷
病
保
険
組
合
の
選
挙
に
も
党
は
、
積
極
的
に
と
り
く
み
、
大
き
な
成
功
を
お
さ
め 

Й
-

そ
し
て
、

た
と
え
ば
、

一
九
一
四
年
三
月
二(

一
五)

日
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
保
険
評
議
会
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
選
挙 

を
め
ぐ
っ
て
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
、
解
党
派
お
よ
び
ナ
ロ
ー
ド
ー
ー
キ
左
派(

エ
ス•

エ
ル)

と
の
あ
い
だ
に
執
拗
な
闘
争
が
お
こ
な
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わ
れ
た
。

し
か
し
、
選
挙
人
集
会
の
参
加
者
の
四
分
の
三
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
要
望
に
賛
成
を
表
明
し
、
解
党
派
と

エ

ス•

エ
ル
と 

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
出
し
た
要
望
を
拒
否
し
た
。

そ

し

て

「
プ
ラ
ウ
ダ
」

の
名
簿
の
候
補
者
は
全
員
当
選
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
保
険
機 

関
の
選
挙
で
も
、
解
党
派
は
失
敗
し
、
代
表
五
七
名
の
う
ち
、
プ
ラ
ウ
ダ
派
は
ハ
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

レ
ー

ニ

ン

は

「
イ
•

エ 

フ
•

ア
ル
マ
ン
ド
へ
」

の
手
紙
の
な
か
で
、

「
保
険
評
議
会
の
選
挙
で
は
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
勝
利
を
お
さ
め
た
こ
と
で
し
ょ
う/
 

み
ご
と
で
す/
 

こ
れ
に
つ
い
て
の
記
事
を
、

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
出
版
物(

か
労
働
組
合
出
版
物)

に
載
せ
る
よ
う
努
力
し
て
く

(9)

だ
さ
い
」

と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
保
険
カ
ン
パ
ニ
ア
を
具
体
的
に
、
精
力
的
に
遂
行
し
た
。

国
会
で
は
、
国
会
の 

演
壇
を
利
用
し
、
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
代
議
士!
!

第
四
国
会
の
議
員!

!

は
保
険
法
を
発
布
す
る
と
き
に
政
府
が
拠
っ
た
真
の
目
的
を 

あ
ば
き
、
党
の
プ
ラ
ー
グ
協
議
会
の
決
議
を
一
般
に
普
及
し
、
政
府
の
反
労
働
者
政
策
、
保
険
活
動
家
の
迫
害
の
事
実
、
集
会
の
禁
止 

を
暴
露
し
た
。

国
会
で
の
質
問
は
、
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ•

代 

議
士
は
保
険
カ
ン
パ
ニ
ア
の
実
行
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
指
示
に
よ
っ
て
、

レ
ー
ニ
ン
の
保
険
綱
領
の
基
本 

的
な
規
定
を
反
映
し
た
労
働
者
社
会
保
険
法
案
を
作
成
し
た
。

作
成
後
、
法
律
の
草
案
は
、
外
国
に
い
た
レ
ー

ー
ー
ン
に
送
ら
れ
、

レ
ー 

ニ
ン
に
よ
る
、
多
数
の
修
正
、
指
示
お
よ
び
注
解
を
つ
け
て
返
送
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
草
案
は
、
正
確
に
、
明
瞭
に
、
あ
ら
ゆ
る
問 

題
を
設
定
し
、

レ
ー

ニ
ン
に
よ
っ
て
大
部
分
が
書
か
れ
、

こ
と
ご
と
く
校
訂
さ
れ
た
。

ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
保
険
の
カ
ン
パ
ニ
ア
の
実
施
を
指
導
し
、
労
働
組
合
を
そ
れ
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
な
が
ら
、
労
働
者
の 

完
全
な
自
主
管
理
と
い
う
原
則
に
も
と
づ
く
、
全
市
と
全
区
域
的
な
疾
病
金
庫
の
組
織
化
、
企
業
主
に
よ
る
費
用
の
支
払
い
を
と
も
な 

う
、
疾
病
金
庫
へ
の
医
療
援
助
の
手
渡
し
、
傷
害
手
当
の
支
給
の
た
め
の
、
疾
病
金
庫
の
企
業
主
に
よ
る
補
償
、
手
当
額
の
引
上
げ
お 

よ
び
家
族
員
へ
の
最
大
限
の
保
障
、
保
険
カ
ン
パ
ニ
ア
と
金
庫
の
全
活
動
の
自
由
、
連
合
へ
の
金
庫
の
統
一
の
自
由
、

と
い
う
よ
う
な
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労
働
者
大
衆
の
身
近
な
要
求
を
提
起
し
て
闘
っ
た
。

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
保
険
カ
ン
パ
ニ
ア
を
合
法
性
の
枠
内
に
限
ろ
う
と
努
め
、
疾

病

金

庫
が

あ
た
か
も

保
険
問
題
だ
け

に
従
事 

し
、
政
治
活
動
、
労
働
者
階
級
の
全
般
的
な
闘
争
に
参
加
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
は
、
こ
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ 

の

「
中
立
性
」
理
論
は
労
働
者
階
級
の
革
命
的
自
覚
を
麻
痺
さ
せ
、.
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
益
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。 

党
は
、
社
会
保
険
は
労
働
者
階
級
の
根
本
的
利
益
の
た
め
の
闘
争
の
手
段
で
あ
り
、

た
だ
ひ
と
つ
の
保
険
法
の
発
布
で
は
、
プ
ロ
レ 

タ
リ
ア
ー
ト
を
資
本
主
義
の
束
縛
か
ら
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
保
障
の
な
い
こ
と
、
赤
貧
、
失
業
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な 

い
こ
と
を
勤
労
者
に
宣
伝
し
た
。

多
く
の
労
働
組
合
と
労
働
者
の
諸
団
体
が
紛
砕
さ
れ
た
第
一
的
世
界
大
戦
の
時
期
に
は
、
疾
病
金
庫
は
、
国
内
で
の
労
働
者
階
級
の 

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
合
法
的
組
織
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
時
期
に
、
疾
病
金
庫
は
、
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
党
の
直
接
的
な
影
響
の
も
と 

で
活
動
し
た
。

そ
れ
は
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
執
拗
な
闘
争
の
な
か
で
、
警
察
の
テ
ロ
、
連
続
的
な
逮
捕
、
活

動

家

の

追

放

と

い 

う
、
も
っ
と
も
き
び
し
い
条
件
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
庫
は
、
革
命
的
闘
争
に
労
働
者
を
統
一
す
る 

武
器
と
し
て
広
く
役
立
ち
、

と
き
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
と
な
っ
た
叱
ロ
シ
ア
の
特
殊
的
な
諸
条
件
、
と
り
わ
け
、
労
働
組
合
、
そ 

の
他
の
労
働
者
組
織
の
非
合
法
化
と
い
う
特
殊
な
条
件
の
も
と
で
、
疾
病
金
庫
は
諸
々
の
役
割
を
担
い
、
革
命
の
手
段
と
し
て
利
用
さ 

れ
る
面
を
つ
よ
く
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
革
命
の
方
針
を
一
貫
し
て
と
る
と
と
も
に
党
は
労
働
者
の
地
位
の
ど
ん
な
さ
さ
い 

な
改
善
で
も
獲
得
す
る
こ
と
を
き
わ
め
て
重
視
し
た
。

レ
ー

ニ

ン

は

「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
無
政
府
主
義
者
と
ち
が
っ
て
、
改
良
の
た
め
の
闘
争
、
す
な
わ
ち
、
権
力
を
こ
れ
ま
で
ど
お 

り
支
配
階
級
の
手
に
の
こ
し
て
お
く
よ
う
な
、
勤
労
者
の
地
位
の
改
善
の
た
め
の
闘
争
を
み
と
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ

れ

と

同

時
 

に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
労
働
者
階
級
の
努
力
と
活
動
を
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
改
良
だ
け
に
限
定
す
る
改
良
主
義
者
に
た
い
し
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て
、
も
っ
と
も
断
固
と
し
て
た
た
か
う
。.
.

資
本
主
義
が
存
続
す
る
ぱ
あ
い
に
は
、
改
良
は
恒
久
的
な
も
の
で
も
重
大
な
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
労
働
者 

は
、
改
善
の
た
め
に
た
た
か
い
、

そ
の
改
善
を
賃
金
奴
隸
制
に
た
い
す
る
い
っ
そ
う
ね
ば
り
づ
よ
い
闘
争
を
つ
づ
け
る
た
め
に
利
用
し 

て
い
る
。

改
良
主
義
者
は
、
施
し
物
で
労
働
者
を
分
裂
さ
せ
、
だ
ま
し
、
彼
ら
を
そ
の
階
級
闘
争
か
ら
そ
ら
せ
よ
う
と
つ
と
め
て
い 

る
。

改
良
主
義
が
い
つ
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
労
働
者
は
、
自
己
の
階
級
闘
争
の
発
展
と
拡
大
の
た
め
に
改
良
を
利
用
す
る
。 

労
働
者
に
た
い
す
る
改
良
主
義
者
の
影
響
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
労
働
者
は
ま
す
ま
す
無
力
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー 

に
従
属
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
ま
す
ま
す
容
易
に
い
ろ
い
ろ
な
奸
計
を
も
ち
い
て
改
良
を
無
効
に
し
て
し
ま
う
。
労
働
運
動
が
自
主 

的
で
奥
深
く
、
そ
の
目
標
が
広
範
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
改
良
主
義
の
狭
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
労
働
者 

は
個
々
の
改
善
を
か
た
め
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
改
良
と

改
良
主
義
の
区
別
を
論
文
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
改
良
主
義
」

の
な 

か
で
述
べ
て
い
る
。

ま
た
レ
ー

ニ
ン
は
、

の
ち
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
改
良
の
闘
い
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
者
階
級
が
彼
ら
の
状
態
を
、

た
と
え
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
現

実

に

改

善(

経

済

上

お

よ

び

政

治 

上)

す
る
の
を
援
助
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ど
ん
な
改
良
も
、
そ
れ
が
大
衆
の
革
命
的
闘
争
方
法
に
よ
っ
て
支 

持
さ
れ
な
け
れ
ば
、
強
固
で
、
真
実
で
、
重
大
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
、

つ
ね
に
付
言
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
改
良
の
た
め
の 

こ
の
闘
争
を
労
働
運
動
の
革
命
的
方
法
と
結
合
し
な
い
社
会
主
義
政
党
は
、
宗
派
に
転
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
大
衆
か
ら
切
り
は
な
さ 

れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
は
、
真
の
革
命
的
社
会
主
義
の
成
功
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
、

つ
ね

(
も

に
お
し
え
て
い
る
」
。

さ
ら
に
、
レ
ー

ー
ー
ン
は
、
改
良
の
闘
い
を
重
視
し
た
具
体
的
な
例
と
し
て
社
会
保
険
の
闘
争
を
あ
げ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
『
プ
ラ
ウ
ダ
派
』

は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
治
を
遂
行
し
な
が
ら
、

ロ
シ
ア
の
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
利
益 

を
主
張
し
て
い
る
。
『
プ
ラ
ウ
ダ
派
』

は
改
良
を
利
用
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か?

こ
れ
に
は
事
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ 

て
容
易
に
こ
た
え
ら
れ
る
。

頭
で
考
え
だ
し
た
改
良
で
な
く
、
本
当
の
改
良
、
す
な
わ
ち
保
険
を
と
っ
て
み
た
ま
え
。

プ
ラ
ウ
ダ
派
が 

解
党
派
よ
り
十
倍
も
し
っ
か
り
と
こ
れ
に
『
し
が
み
つ
い
た
』

こ
と
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
。
『
保
険
問
題
』

と

全
ロ
シ
ア
保
険 

評
議
会
の
選
挙
の
結
果
と
を
見
た
ま
え
。

…
…

か
り
に
改
良
や
部
分
的
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
と
統
合
す
る 

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
有
害
な
、
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
治
で
あ
ろ
う
。

…
… 

プ
ラ
ウ
ダ
派
は
——

ア
ン
の
表
現
を
借
り
る
と
——

『
嵐
ま
た
は
破
壊
へ
の
進
路
を
と
る
』

と
と
も
に
、
本
当
の
改
良
や
部
分
的
改 

善
の
た
だ
一
つ
の
可
能
性
も
、
ど
ん
な
小
さ
な
可
能
性
も
見
の
が
し
て
い
な
い
し
——

こ
れ
は
事
実
が
物
語
っ
て
い
る!
!

、
ま
た
改 

良
主
義
の
ご
ま
か
し
を
大
衆
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
戦
術
が
た
だ
一
つ
正
し
い
、

た
だ
一
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
戦
術
で
あ
る 

の
だ
か
ら
、
全
ロ
シ
ア
の
自
覚
し
た
労
働
者
は
圧
倒
的
多
数
で
、

こ

の
戦
術
を
受
け
い
れ
た
の
で
あ
る(

こ
の
こ
と
は
、
事
実
が
、
労 

働
者
グ
ル
ー
プ
の
数
が
証
明
し
た)

。」
。

こ
う
し
て
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
レ
ー
ニ
ン
の
指
導
に
よ
り
社
会
保
険
闘
争
を
積
極
的
に
組
織
し
、
労
働
者
の
物
質
的
利
益
の
真
の 

擁
護
者
と
し
て
闘
っ
た
。

注

(1) 

レ
ー
ー
ー
ン
「
革
命
的
高
揚
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
八
巻
、
九
九
頁
。

(2) 

梅
浦
健
吉
「
ソ
ウ
ェ
ー
ト•

ロ
シ
ア
の
社
会
保
腔
、
魅
松
堂
書
店
、

ー
ー
—
六
頁
。

(3) 

レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
六
回(

『
プ
ラ
ー
グ
』)

全
国
協
議
会
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
七
巻
、
四
ハ
八
—
九
頁
。

4
)

レ
ー 

ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
四
ハ
九
頁
。
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第1部 十月革命以前における生活保障

ппзцтт?.
レ
ー
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
四
ハ
九
—
四
九
〇
頁
。 

レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
四
九
〇
頁
。
 

レ
ー 

ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
四
九
〇
頁
。 

レ
—
ニ
ン
、
前
掲
書
、
四
九
一
頁
。 

レ
—
ー
ー
ン
、
前
掲
書
、
四
七
ー
丄
一
頁
。 

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑴

、
大
月
書
店
、
二
三
九
頁
。 

前

掲

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑴

、
ニ
四
一
ー
ニ
頁
。

レ
ー
ー
ー
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
と
党
活
動
家
と
の
会
議
の
通
報
と
賭
決
議
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
ハ
養 

四
ハ
九
—
四 

九
〇
頁
。

(
13
レ
ー 

ー
ー
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
と
党
活
動
家
と
の
一
九
一
三
年
夏
の
会
議
の
賭
決
議
」
、

全
集
、

大
月
版
、
第
一
九
巻
、
 

四
四
六
—
四
五
ハ
頁
。

(
14) 
レ
ー 

ー
ー
ン
「
ア•

エ
ム•

ゴ
ー
リ
キ
ー
へ
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
三
六
巻
、
二
九
二
頁
。

(
15) 

占 o
u
n
a
h
b
H
o
e

 

с
т
р
а
х
о
в
а
л
и
е

 

в

 

C
C
C
P
J

 

Н
О
И
У
Щ
.  

в

 

к
а
ч
е
с
т
в
е

 

у

 
占 е

б
.  

п
о
с
о
б
в
н

 

х
м
н

 

с
т
у
д
е
н
т
о
в

 

в
ы
с
п
ш
х

 

ш
к
о
л

 

П
р
о
&н
в
03к

е
н
н
・

 

!т
р
о
&03х

а
л
\  

М
о
с
к
в
а̂

 

1
9
7
3

 

с
т
р
・
4
6
・

S
 

Т
а

л  Я
С

9  

с
т
р
・  46.

(
17) 

レ
ー 

ー
ー
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
と
活
動
家
と
の
ポ
ロ
ニ
ノ
会
議(

一
九
ニ
ー
一
年)

に
か
ん
す
る
地
方
で
の
報
告
の
摘
要
」
、
 

全
集
、
大
月
版
、
第
四
一
巻
、
三
七
一
頁
。

18)

レ
ー 

ー
ー
ン
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
に
お
け
る
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
中
央
委
員
会
の
報
告
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
二
〇
巻
、
五
四
七
頁
。

(
19
レ
ー
ー
ー
ン
「
イ•

エ
フ•

ア
ル
マ
ン
ド
へ
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
四
三
巻
、
四
ハ
ハ
頁
。

(
20) 
前
掲

・ヽ
*
С
о

 
月 и

а
л
ь
н
о
е

 

с
т
р
а
х
о
в
а
н
и
е

 

в  

С
С
С
Р」

с
т
р
・
4
6
・

(
21) 

Т
а

м  

с
т
р
・  47 •

(
22) 

Т
а

м  а
с

®с
т

р
・  47.

(
23) 
レ
ー
ニ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
改
良
主
義
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
一
九
巻
、
三
九
四
—
五
頁
。
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㉔

 

レ
ー
ー
ー
ン
「
『
社
会
主
義
宣
伝
連
盟
』
の
書
記
へ
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
三
一
巻
、
四
三
ハ
頁
。

25) 

レ
ー
ニ
ン
「
二
つ
の
道
に
つ
い
て
」
、
全
集
、
大
月
版
、
第
二
〇
巻
、
三
二
六
—
七
頁
。 

⑸

第
一
次
大
戦
と
第
二
次
ロ
シ
ア-
-

二
月-
-

革

命

の

時

期(

一
九
一
四
— 

一
七
年
三
月) 

革

命

的

高

揚

の

時

期(

一
九
一
ニ
ー
四
年)

は
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
一
時
的
に
中
断
さ
れ
た
。
多
く
の
労
働
組
合
と
労
働
者
の
諸
団 

体
が
弾
圧
さ
れ
た
。

し
か
し
、
や
が
て
国
民
の
な
か
に
戦
争
と
ツ
ア
ー
リ
専
制
の
政
策
に
た
い
す
る
不
満
が
た
か
ま
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ 

の
数
が
増
加
し
は
じ
め
た
。

す
な
わ
ち
、

一
九
一
四
年
に
は
約
七
〇
件
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
約
三
万
七
、
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
の
参
加
に 

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
一
五
年
に
は
少
く
と
も
ー
、
〇
〇
〇
件
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
き
、

五
〇
万
人
以
上
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。 

ー
九
一
六
年
に
は
、

一
、

五
〇
〇
件
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
て
、

一
〇
〇
万
人
以
上
の
労
働
者
、
す
な
わ
ち
前
年
の
二
倍
の
労
働
者
が 

ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
に
労
働
運
動
が
急
速
に
も
り
あ
が
っ
た
。

そ
し
て
、

こ

の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
ゝ

た
と
え 

ば
、

一
九
一
六
年
に
、
全
ロ
シ
ア
保
険
評
議
会
の
う
ち
五
名
の
労
働
者
代
表
お
よ
び
一
〇
名
の
同
代
表
代
理
の
計
一
五
名
の
う
ち
、

ー
 

一
名
が
逮
捕
あ
る
い
は
追
放
さ
れ
た
た
め
専
制
政
府
に
よ
っ
て
そ
の
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
選
挙
で
、

一
月
三
一
日
、
七 

九
の
疾
病
金
庫
か
ら
全
権
が
集
会
し
て
ー
一
名
を
選
出
し
た
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
名
は
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
系
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か 

ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
保
険
闘
争
も
依
然
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。

一
九
一
七
年
に
は
い
る
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
は
さ
ら
に
た
か
ま
っ
た
。

一
月
に
は
二
五
万
人
、

二
月
に
は
四
〇
万
人
以
上
の
労
働 

者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。

二
月
一
七
日
に
は
、

プ
チ
ロ
フ
工
場
で
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
日
は
ー
ー
ー
万
ハ
、
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
が
こ
れ 

に
合
流
し
て
、
「
パ
ン
よ
こ
せ/

」
、
「
戦
争
や
め
ろ/

」
、
「
専
制
を
倒
せ/

」

と
い
う
要
求
を
掲
げ
た
。

つ
ぎ
の
日
に
は
デ
モ
が
さ
ら
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に
拡
が
り
、
首
都
で
は
約
二
〇
万
人
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
、

二
五
日
は
つ
い
に
ゼ
ネ
ラ
ル•

ス
ト
ラ
イ
キ
の
日
と
な
り
、
警
察
隊
と
の 

衝
突
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
し
て
二
六
日
に
は
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
呼
び
か
け
で
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
蜂
起
に
移
り
、

二
七
日
に
蜂
起 

は
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
全
市
を
ま
き
こ
ん
だ
。

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
こ
の
蜂
起
は
勝
利
し
、
全

国
で

労

働
者•

兵
士
代
表
ソ
ビ
エ
ト
が
選

(2)

出
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
二
月
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
で
、

ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
を
な
く
し
た
が
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と 

社
会
革
命
党
員
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
国
の
政
権
を
握
っ
た
。
新
し
く
生
ま
れ
た
臨
時
政
府
は
、
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ 

キ
が
そ
の
ほ
か
の
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
諸
問
題
と
な
ら
ん
で
、
新
た
に
、
労
働
者
保
険
に
関
す
る
要
求
を
提
起
し
た
が
そ
の
具
体
化 

を
ま
っ
た
く
考
え
な
か
っ
た
。

注

(
1
)

荒
又
重
雄
「
ロ
シ
ア
労
働
政
策
史
」
、
恒
星
社
厚
生
閣
、
三
〇
六
頁
。

②

 

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑴

、
大
月
書
店
、
二
九
〇
丄
一
頁
。

⑹

十

月

革

命

の

準

備
と

実

行

の

時

期(

一
九
一
七
年
三
月
——

一
〇
月)

社
会
保
険
の
た
め
の
闘
争
は
、

一
九
一
七
年
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
革
命
の
時
期
に
も
停
止
し
な
か
っ
た
。

こ
の
革
命
後
の
ご
く
初
め 

の
時
期
に
は
、
多
く
の
疾
病
金
庫
は
、
理
事
会
と
総
会
で
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
べ
き
役
職
が
任
命
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
者 

を
革
命
的
手
続
き
で
、
罷
免
し
、
金
庫
の
い
く
つ
か
は
保
険
料
の
払
込
み
を
労
働
者
か
ら
免
除
す
る
要
求
を
提
起
し
た
。 

一
九
一
七
年
三
月
に
は
、
主
要
な
要
求
の
綱
領
を
作
成
し
た
最
初
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
保
険
評
議
会
が
開
か
れ
た
。

こ
れ
に
は
ペ
ト 

ロ
グ
ラ
ー
ド
の
す
べ
て
の
疾
病
金
庫
と
、
疾
病
金
庫
の
な
か
っ
た
大
官
営
工
場
の
代
表
者
が
出
席
し
た
。
会
嚴
の
参
加
者
は
、
多
数
の
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意
見
で
レ
ー
ニ
ン
の
保
険
綱
領
に
賛
成
し
た
。

と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
の
疾
病
金
庫
は
、
な

お>

ン
シ
エ
ヴ
ィ
キ
が
指
導
し
て
お
り
、
彼 

ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
同
調
し
て
労
働
者
の
革
命
的
要
求
を
支
持
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
。

こ
の
年
、

レ
ー
ニ
ン
は
い
わ
ゆ
る
四
月
テ
ー
ゼ
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
党
綱
領
の
改
正
問
題
を
提
起
し
た
が
、
同
じ
四
月
の
ロ
シ 

ア

社

会

民

主

労

働

党(

ボ)

第
七
回
大
会
で
党
綱
領
改
正
が
認
め
ら
れ
た
。

レ
ー 

ー
ー
ン
は
綱
領
の
こ
の
改
正
草
案
を
執
筆
し
た
が
、

こ 

こ
で
は
、
労
働
者
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
に
つ
い
て
の
旧
党
綱
領
の
要
求
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
明
確
に
し
た
。

な
お
、
社
会
保
険 

と
い
う
用
語
を
こ
こ
で
レ
ー
ニ
ン
は
初
め
て
使
用
し
て
い
る
。

一
五
、
す
べ
て
の
生
徒
に
国
家
の
負
担
で
食
事
、
衣
服
、
学
用
品
を
支
給
す
る
こ
と
。

労
働
者
階
級
を
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的
退
化
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
ま
た
彼
ら
の
解
放
闘
争
の
能
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
党
は 

つ
ぎ
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

六
、 
…
…
婦
人
は
産
前
ハ
週
間
、
産
後
八
週
間
は
就
労
を
免
除
さ
れ
、
そ
の
全
期
間
ひ
き
つ
づ
き
賃
金
の
全
額
を
受
け
と
り
、
無
料 

の
医
療
扶
助
を
受
け
る
。

七
、 
婦
人
の
働
く
す
べ
て
の
工
場
そ
の
他
の
企
業
に
、
乳
幼
児
の
た
め
の
託
児
室
を
も
う
け
る
こ
と
。

哺
乳
中
の
婦
人
は
三
時
間
に 

回
以
上
、
毎
回
す
く
な
く
と
も
三
〇
分
、
作
業
を
免
除
さ
れ
る
。

哺
乳
中
の
母
親
は
扶
助
を
受
け
、
そ
の
労
働
日
は
六
時
間
に
短
縮

さ
れ
る
。

ハ
、
労
働
者
の
た
め
の
完
全
な
社
会
保
険
。
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第1部 十月革命以前における生活保障

⑷

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
賃
労
働
者
の
た
め
に
。

何
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
労
働
能
力
喪
失!
!

す
な
わ
ち
、
疾
病
、
災
害
、
廃
疾
、
老
年
、
職
業
病
、
出
産
、
寡
婦
、
孤
児
、
失
業
そ 

の
他
に
よ
る-
-

の
た
め
に
。

は
い
っ
さ
い
の
保
険
施
設
は
被
保
険
者
に
よ
っ
て
自
主
的
に
管
理
さ
れ
る
。

㈡

保
険
料
は
資
本
家
の
負
担
と
す
る
。

闹
無
料
の
医
療
扶
助
。
医
療
施
設
は 

労
働
者
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
自
主
的
に
管
理
さ
れ
る
疾
病
共
済
組
合(

引
用
者
注
、
疾
病
金

庫

В
о
ш
ш
д
н
А
н

 

к
а
с
с
а
)  

の
手
に
引
き
わ
た
さ
れ
る
。

ー
〇
、
賃
労
働
を
使
用
す
る
い
っ
さ
い
の
企
業
に
お
け
る
労
働
の
衛
生
条
件
を
改
善
し
、
労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
保
護
す
る
た
め 

に
衛
生
法
を
公
布
す
る
こ
と
。

そ
し
て
衛
生
施
設
は
、
労
働
者
団
体
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
衛
生
監
督
機
関
の
手
に
引
き
わ
た
さ
れ 

る
。

一
三
、
失
業
者
の
た
め
の
職
業
斡
旋
の
仕
事
を
た
だ
し
く
組
織
す
る
た
め
に
、
職
業
紹
介
所
を
も
う
け
る
こ
と
。
職
業
紹
介
所
は
階 

級

的
•

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず(

け
っ
し
て
、
労
資
同
格
の
組
織
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い)

、
労
働
組
合
そ
の
他 

の
労
働
者
団
体
と
き
わ
め
て
緊
密
な
結
び
つ
き
を
た
も
ち
、

公
共
的
自
治
団
体
の
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
」
。 

い

わ

ゆ

る

「
四
月
危
機
」

の
あ
と
、

五
月
五
日
に
臨
時
政
府
の
新
し
い
内
閣
、
す
な
わ
ち
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
ふ
く
め
た
連
立
内 

閣
が
で
き
た
。

こ
こ
で
は
労
働
省
が
新
し
く
つ
く
ら
れ
、
そ
の
機
構
の
六
つ
の
部
の
一
つ
に
社
会
保
険
部
が
組
織
さ
れ
た
。

六
月
三
— 

二
四
日
に
第
一
回
全
ロ
シ
ア
労
兵
評
議
会
大
会
で
、
労
働
者
代
表
は
、
演
説
し
、
そ
の
な
か
で
、
失
業
防
止
の
た
め
の
職
業
紹
介
所
網
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を
つ
く
る
こ
と
、

一
九
ー
ー
ー
年
社
会
保
険
法
の
改
正
の
法
令
を
制
定
す
る
こ
と
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
。 

七
月
事
件
後
の
七
月
二
四
日
に
成
立
し
た
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
は
、
懸
案
に
な
っ
て
い
た
労
働
立
法
を
い
く
つ
か
制
定
し
た
。 

ま
ず
、
七
月
二
五
日
に
、
社
会
保
険
法
改
正
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
災
害
保
険
に
つ
い
て
は
一
九
二
ー
年
法
を
そ
の
ま
ま
に 

し
た
が
、
疾
病
保
険
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
た
。

⑴

適
用
範
囲
を
五
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
す
べ
て
の
工
場
、
鉱

山

に

拡

張

す

る(

た
だ
し
、
鉄
道
従
業
員
、
農
業
労
働
者
な 

ど
は
依
然
と
し
て
除
外
さ
れ
た
〇

⑵

疾
病
金
庫
は
、
ま
っ
た
く
被
保
険
者
の
管
理
に
移
し
、
各
組
合
は
事
業
主
の
同
意
を
得
な
く
て
も
互
に
合
同
で
き
る
こ
と
に
し 

た
。

⑶

事
業
主
の
保
険
料
負
担
割
合
を
増
し
、
事
業
主
と
労
働
者
の
負
担
を
等
分
に
し
た
。

た
だ
し
、
地
方
平
均
賃
金
の
三
分
の
二
以
下 

の
賃
金
し
か
得
て
い
な
い
下
級
労
働
者
は
そ
の
負
担
を
ま
っ
た
く
免
除
す
る
。

(0) 

⑷

傷
病
手
当
金
の
額
は
、
独
身
者
も
妻
帯
者
も
す
べ
て
、
実
収
賃
金
の
二
分
の
ー
な
い
し
三
分
の
ー
ー
と
し
た
。 

ハ
月
一
九
日
に
は
、•

職
業
紹
介
所
法
も
制
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

一
〇
月
一
ー
日
付
で
だ
さ
れ
た
社
会
保
険
法
付
則
は
、
保
険
問
題 

評
議
会
お
よ
び
保
険
局
の
組
織
な
ら
び
に
議
員
選
出
の
割
合
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
た
。

(

保
険
問
題
評
議
会)

官
吏
代
表
…
…
六
名 

市

町

村

代

表

二

名

医
師
会
代
表
…

一
名 

弁

護

士

代

表

一

名

労
働
者
代
表
…

一

〇

名

事

業

主

代

表

六

名

合
計
一
ニ
ハ
名
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(

保
険
局)

労
働
省
代
表 

二
名 

商
工
省
代
表 

一
名 

司
法
省
代
表 

一
名 

市
自
治
団
体
代
表
一
名 

町
自
治
団
体
代
表
一
名 

労
働
者
代
表 

六
名 

事
業
主
代
表 

六
名

合

計

一

八

名

こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
代
表
の
数
は
増
加
し
た
。

つ
づ
い
て
、
労
働
者
の
つ
よ
い
運
動
を
反
映
し
て
、

一
〇
月
一
七
日
付
で
さ
ら
に
社
会
保
険
法
付
則
が
だ
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
出
産 

手
当
金
支
給
期
間
を
延
長
す
る
内
容
で
、
具
体
的
に
は
、
出
産
手
当
金
を
従
来
は
産
前
二
週
間
、
産
後
四
週
間
、
計
六
週
間
で
あ
っ
た 

も
の
を
、
さ
ら
に
産
前
を
二
週
間
延
長
し
、
計
ハ
週
間
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

臨
時
政
府
は
、

こ
の
よ
う
に
ツ
ア
ー
リ
の
保
険
法
に
い
く
つ
か
の
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
、

こ

の

「
修
正
」

は
、

ツ
ア
ー
リ 

の
法
律
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
変
更
だ
け
に
限
ら
れ
、
勤
労
者
の
共
感
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
労
働
者
の
集
会
と
会
議
は
、
そ 

の
決
議
の
な
か
で
、

こ

れ

ら

の

「
修
正
」

の
あ
ら
ゆ
る
ペ
テ
ン
を
暴
露
し
、

レ
ー

ー
ー
ン
の
保
険
綱
領
の
実
施
を
要
求
し
た
。 

臨

時

政

府

の

保

険

「
改
革
」

は
、
支
配
層
、
協
調
主
義
者
か
ら
は
、
勤
労
者
の
状
態
の
真
の
改
善
を
め
ざ
す
根
本
的
な
行
動
は
期
待 

で
き
な
い
こ
と
を
労
働
者
に
明
ら
か
に
し
た
。

ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
党
は
、
社
会
保
険
問
題
で
の
臨
時
政
府
の
政
策
を
積
極
的
に
暴
露 

し
た
。

そ
の
後
、
ま
も
な
く
、
十
月
社
会
主
義
革
命
と
な
っ
た
。

臨
時
政
府
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
諸
法
律
は
外
見
上
、
労
働
者
へ
の
配
慮 

を
し
め
し
て
い
る
か
に
み
え
た
が
、
国
内
の
そ
の
ほ
か
の
根
本
的
な
政
治
的
お
よ
び
経
済
的
改
革
と
同
様
に
、

レ
ー
ニ
ン
の
労
働
者
保
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第4章まとめ

険
綱
領
も
、

こ
の
十
月
社
会
主
義
革
命
後
で
な
け
れ
ぱ
実
現
し
な
か
っ
た
。
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改
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全
集
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大
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二
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五
〇
一
ー
三
頁
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り
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又
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第

四

章

ま

と

め

十
月
社
会
主
義
革
命
以
前
の
帝
政
ロ
シ
ア
に
お
け
る
生
活
保
障
の
歴
史
を
み
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
資
本
主
義
が
典
型
的
に
発
展
を 

と
げ
た
国
ぐ
に
と
共
通
的
な
諸
点
と
、
経
済
的
に
発
展
の
遅
れ
た
、

そ
し
て
ツ
ア
ー
リ
の
専
制
的
な
支
配
と
、
そ

の

も

と

で

の

労

働 

者

、
農
民
の
過
酷
な
労

働•

生
活
状
態
が
長
く
続
い
た
ロ
シ
ア
の
特
徵
的
な
い
く
つ
か
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
共
通
的
と
い
え
る
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
の
特
異
な
歴
史
的
な
発
展
の
も
と
で
も
、

キ
リ

ス
ト

教
的
「
慈
善
と
愛
」

に

も

と

づ

く

59 

「
救
貧
法
」
的

な

「
救
済
」
、
種
々
の
相
互
扶
助
、
共
済
組
合
、
そ
し
て
社
会
保
険
と
い
う
制
度
の
推
移
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
、
そ

れ

ら
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第1部 十月革命以前における生活保障

の
制
度
が
資
本
主
義
の
発
達
に
と
も
な
う
労
働
者
、
農

民

の

労

働•

生
活
状
態
の
悪
化
の
進
行
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
労
働
者
、
農
民 

の
闘
争
の
発
展
の
も
と
で
、
支

配

者

の

譲

歩(

同
時
に
、
新
た
な
支
配
体
制
の
強
化
を
狙
う)

と

し
て

実
現
し
て

き
て

い
る
点
で

あ 

る
。
社
会
保
険
で
は
、
労
働
災
害
補
償
、
疾
病
保
険
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
ほ
か
の
資
本
主
義
国
と
似
て
い
る
。 

ロ
シ
ア
の
特
徵
と
し
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点
を
列
挙
で
き
る
。

⑴

年
金
が
軍
人
、
官

吏

の

一

部(

高
級
幹
部)

に
の
み
、

か
な
り
早
く
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。

⑵

実
効
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
農
奴
的
労
働
の
も
と
で
工
場
主
に
た
い
し
、
労
働
者
の
た
め
の
病
院
設
置
、
無
料
の
医
療
を 

義
務
づ
け
る
い
く
つ
か
の
法
律
が
早
く
か
ら
発
布
さ
れ
て
い
た
。

⑶

資
本
家
が
、

労
働
者
か
ら
と
り
あ
げ
た
罰
金
を
基
金
と
し
労
働
者
の
労
働
不
能
の
場
合
な
ど
に
手
当
を
支
給
す
る
と
い
う
こ
と 

が
、
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
。

⑷

労
働
者
の
自
主
的
な

共
済
活
動
は

弱
か
っ
た
が(

労
働
組
合
運
動
へ
の
弾
圧
の
き
び
し
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
原
因)

、
資

本

家 

あ
る
い
は
ツ
ア
ー
リ
政
府
、
官
憲
に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
の
発
展
を
お
さ
え
、
弾
圧
す

る
手
段
と

し
て

上

か
ら

共

済

組

合
が

っ

く
ら 

れ
、
育
成
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

⑸

失
業
保
険
、
年
金
保
険
の
制
度
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
も
と
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

⑹

レ
ー 

ー
ー
ン
の
指
導
の
も
と
で
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
要
求
が
明
確
に
さ
れ
、
闘
争
も
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

⑺

ま
た
、
革
命
運
動
、
労
働
運
動
の
な
か
で
、
労
働
者
、
農
民
の
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
諸
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
の 

運
動
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
制
度
の
実
現
、
改
善
の
闘
争
が
闘
わ
れ
た
。

⑻

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
シ
ア
で
は
、
全
般
的
に
制
度
の
成
立
が
遅
れ
、
内
容
も
不
充
分
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

レ
ー

ニ
ン
の 

労
働
者
保
険
綱
領
に
も
と
づ
く
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
抜
本
的
な
改
善
、
実
施
は
、
十
月
社
会
主
義
革
命
以
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。
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第
二
部
十
月
革
命
以
後
に
お
け
る
社
会
保
障
の
形
成
・
発
達

第

一

章 

十

月

革

命

直

後

の

時

期
(

ソ

ピ

エ

ト

政

権

の

樹

立) 

⑴

革
命
後*

九
一
七
年
末
ま
で
の
時
期 

一
九
一
七
年
一
〇
月
二
五
日(

新
暦
一
ー
月
七
日)

に
ロ
シ
ア
の
十
月
社
会
主
義
大
革
命
が
勝
利
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、

ロ
シ 

ア
で
の
社
会
主
義
の
建
設
は
き
わ
め
て
複
雑
で
困
難
な
情
勢
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

「
社

会 

主
義
革
命
が
勝
利
を
お
さ
め
た
の
は
、

一
国
だ
け
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
へ
の
道
が
き
り
ひ
ら
か
れ
る
の
は
史
上
は
じ
め
て
の
こ
と
で 

あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
経
済
的
に
は
比
較
的
お
く
れ
た
国
で
、
農
民
人
口
が
大
多
数
を
占
め
て
い
た
。
戦
争
は
つ
づ
い
て
い
た
。
戦
争
は 

国
を
荒
廃
さ
せ
、
疲
弊
さ
せ
て
い
た
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
な
か
に
は
、
国
家
を
統
治
し
経
済
を
運
営
す
る
準
備
の
で
き
た
基
幹
活 

動
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
打
倒
さ
れ
た
搾
取
者
の
地
主
と
資
本
家
は
、

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

独

裁
(

労
働
者
階
級
の
権
カ
ー
引
用 

者
注)

に
必
死
に
な
っ
て
抵
抗
し
た
。

国
際
資
本
が
、
彼
ら
を
支
持
し
て
い
た
」

の
で
あ
る
。
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ま
た
、
国
際
的
な
社
会
保
障
の
歴
史
を
み
て
も
、

一
九
一
七
年
と
い
う
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
の
初
め
て
の
社
会
保
険
で
あ
る
国
民
保 

険

法
(

疾
病
保
険
と
失
業
保
険)

の
成
立
し
た
一
九
ー
ー
年
か
ら
数
年
し
か
経
て
い
な
い
年
で
あ
っ
て
、
各
国
に
ま
だ
、
社
会
保
険
が 

あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。

し
か
も
社
会
主
義
の
も
と
で
の
社
会
保
障
制
度
の
樹
立
は
、
も
ち
ろ
ん
世
界
で
初
め
て 

の
経
験
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
条
件
の
も
と
で
出
発
し
た
が
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
で
定
式
化
さ
れ
た
社
会
保 

険
の
分
野
で
の
諸
要
求
の
実
現
に
直
ち
に
着
手
し
た
。

(2) 

ま
ず
一
〇
月
二
五
日
か
ら
開
催
し
て
い
た
第
二
回
ソ
ビ
エ
ト
大
会
で
、
第

二

日

目

の

「
平
和
に
つ
い
て
の
」
布
告
、
「
土

地

に

つ

い 

て
の
」
布
告
に.
つ
づ
き
、

三

日

目

の

二

七

日(

ー
ー
月
九
日)

に

「
労
農
政
府
の
構
成
に
つ
い
て
の
」
布
告
を
採
択
し
て
い
る
。

こ
の 

布
告
に
も
と
づ
い
て
、
国
を
管
理
す
る
人
民
委
員
会
議
が
構
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
も
と
に
専
門
別
行
政
機
関
と
し
て
人
民
委
員
部
が
置 

か
れ
、

そ

の

一

つ
と

し
て

労

働
人
民
委
員
部(

人

民

委

員

は

ア

・
ゲ
•

シ
リ
ヤ
プ
ニ
コ
フ)

を
設
け
た
。

こ
の
労
働
人
民
委
員
部
は
、
 

い
く
つ
か
の
専
門
部
を
も
ち
、

そ

こ

に

社

会

保

険

部(

部
長
ヴ
ィ
ノ
ク
ウ
ロ
フ
博
士)

と

労

働

保

護

部(

部

長

ア•

コ
ロ
ン
タ
イ)

も 

含
ま
れ
て
い
た
が
、

主
と
し
て
社
会
保
険
と
労
働
保
護
の
分
野
で
の
仕
事
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は 

最
初
の
措
置
と
法
令
の
一
つ
と
し
て
、

一
〇
月
ニ
九
日
に
労
働
時
間
は
「
一
昼
夜
に
ハ
時
間
お
よ
び
一
週
に
四
八
時
間
を
超
え
て
は
な 

ら
な
い
」

こ
と
を
確
定
し
た
八
時
間
労
働
日
に
関
す
る
決
定
を
だ
し
、

つ
づ
い
て
、

革
命
後
六
日
目
の
ー
ー
月
一
日
に
は
、

一
〇
月 

三

〇

日

付

「
社
会
保
険
に
関
す
る
政
府
通
達
」
を
公
布
し
た
。

こ
の
通
達
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
ロ
シ
ア 

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
自
分
の
旗
に
、
賃
労
働
者
、

そ
し
て
都
市
と
農
村
の
貧
困
者
の
完
全
な
社
会
保
険
を
提
起
す
る
。

地
主
と 

資
本
家
の
政
府
も

連
立•

協
調
主
義
政
府
も
労
働
者
の
保
険
要
求
を
実
施
し
な
か
っ
た
。
労
働
者
、
兵
士
お
よ
び
農
民
の
代
議
員
ソ
ビ 

エ
ト
に
立
脚
し
た
労
農
政
府
は
、
全
ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
お
よ
び
都
市
と
農
村
の
貧
困
者
に
た
い
し
、

こ
の
政
府
が
労
働
者
保
険
ス
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ロ
ー
ガ
ン
に
も
と
づ
く
完
全
な
社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
の
発
布
に
、
即
刻
、
着
手
す
る
こ
と
を
布
告
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 

⑴

例
外
な
く
す
べ
て
の
賃
労
働
者
、
そ
し
て
都
市
と
農
村
の
貧
困
者
に
保
険
を
適
用
す
る
こ
と
。

⑵
 

労
働
能
力
喪
失
の
す
べ
て
の
種
類
、
す
な
わ
ち
、
疾
病
、
傷
害
、
身
体
障
害
、
老
齢
、
母
性
、
寡
婦
と
孤
児
、
そ
れ
と
失
業
の 

場
合
に
保
険
を
適
用
す
る
こ
とС

⑶
 

す
べ
て
の
保
険
費
用
を
こ
と
ご
と
く
企
業
主
に
負
わ
せ
る
こ
と
。

⑷
 

労
働
能
力
の
喪
失
と
失
業
の
場
合
に
、
少
な
く
と
も
稼
得
賃
金
全
額
を
補
償
す
る
こ
と
。

⑸
 

す
べ
て
の
保
険
組
織
で
の
被
保
険
者
の
完
全
な
自
治
」
。

こ
の
通
達
の
内
容
は
、
本
質
に
お
い
て
一
九
一
ニ
年
に
レ
ー
ニ
ン
が
労
働
者
保
険
綱
領
で
定
式
化
し
た
諸
原
則
と
同
じ
で
あ
る
が
、

• 

(7) 

そ
の
後
の
社
会
発
展
の
変
化
と
歴
史
的
過
程
の
特
殊
性
に
よ
る
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
点
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
社
会
保
険
の
適 

用
範
囲
を
賃
金
労
働
者
以
外
に
都
市
と
農
村
の
貧
困
者
と
い
う
よ
う
に
広
く
定
め
て
い
る
こ
と
、
「
少
な
く
と
も

稼
得
賃
金
全
額
」

の 

補
償
と
い
う
よ
う
に
賃
金
全
額
以
上
の
補
償
も
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。 

な
お
、
前

述

の

「
土
地
に
つ
い
て
の
」
布
告
は
、
農
村
社
会
に
、
労
働
不
能
農
民
に
た
い
し
て
、
耕
作
で
援
助
を
与
え
る
義
務
を
負 

わ
せ
た
が
、
同

時

に

「
老
齢
あ
る
い
は
身
体
障
害
の
結
果
、
永
久
に
土
地
を
個
人
で
耕
作
す
る
可
能
性
を
失
っ
た
農
夫
は
、
土
地
を
利 

用
す
る
権
利
を
失
う
が
、
そ
の
代
り
に
国
家
か
ら
年
金
保
障
を
受
け
る
」

と
労
働
不
能
の
農
民
へ
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
宣
言
し
て 

い
る
。

十
月
革
命
が
成
功
し
た
直
後
の
数
ヵ
月
は
、
社
会
主
義
革
命
が
大
き
く
前
進
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
権
力
は
、
平
和
的
建 

設
に
努
力
を
集
中
し
、

こ
の
時
期
に
、
通
達
の
諸
原
則
を
実
現
す
る
た
め
の
一
連
の
法
令
を
採
択
し
た
。

ま
ず
最
初
は
、

一
ー
月
ハ
日
付
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
「
年
金
増
額
に
関
す
る
」
法
令
で
、

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
事
故
に
よ
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る
障
害
者
の
年
金
が
、
企
業
主
の
負
担
で
二
倍
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
法
令
は
、

一
九
ニ
ー
年
の
災
害
事
故
に
よ
る
労 

働
者
保
険
の
法
律
が
根
本
的
に
改
革
さ
れ
る
ま
で
は
労
働
者
保
険
綱
領
の
原
則(

具
体
的
に
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
へ
の
保
険 

の
適
用
、
被
災
者
へ
の
稼
得
賃
金
全
額
の
補
償
、
被
保
険
者
へ
の
自
治
の
委
任
、

お
よ
び
労
働
者
組
織
か
ら
選
出
さ
れ
た
医
師
へ
の
被 

災
者
を
審
査
す
る
業
務
の
移
譲
と
い
う
こ
と)

に
も
と
づ
き
、

一
九
一
七
年
一
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
、
災
害
事
故
で
身
体
障
害
者
と 

な
っ
た
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に
た
い
し
保
険
組
合(

企
業
主)

の
負
担
で
、

た
だ
し
そ
れ
で
不
足
す
る
場
合
に
は
企
業
主
へ
の
追
加 

の
保
険
納
付
金
で
、
年
金
を
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
増
額
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

企
業
主
は
当
然
、

こ
の
よ
う
な
法
令
に
反
対
し
た
。

た
と
え
ば
、

ー
ー
月
一
六
日
、
保

険

組

合
(

企
業
主
の
組
織)

の
委
員
会
は
、
 

ー
ー
月
ハ
日
付
の
こ
の
法
令
に
反
対
す
る
指
令
を
だ
し
、
法

令

が

「
法
的
に
…
…
効
力
を
も
た
な
い
」

と
し
、
そ
れ
を
執
行
し
な
い
よ 

う
に
要
求
し
た
。

そ
の
後
も
企
業
主
は
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
社
会
保
障
に
関
す
る
諸
政
策
に
執
拗
に
反
抗
す
る
行
動
を
と
っ
た
。

し
か 

し
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
着
実
に
自
己
の
社
会
保
障
政
策
を
推
進
し
た
。

す
な
わ
ち
、
人
民
委
員
会
議
は
引
続
い
て
、

ー
ー
月
一
四
日
に
「
疾
病
金
庫
へ
の
企
業
の
す
べ
て
の
治
療
施
設
の
無
償
の
引
渡
し
、 

あ
る
い
は
こ
れ
ら
を
有
し
な
い
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
設
備
に
た
い
す
る
貨
幣
額
の
支
払
い
に
関
す
る
」
法
令
を
決
定
し
た
。

こ
の 

法

令

に

よ

り

「
ー
、
疾
病
金
庫
の
手
に
医
療
援
助
を
引
渡
す
場
合
、
企
業
主
は
、
企
業
の
す
べ
て
の
治
療
施
設
を
、
も
し
疾
病
金
庫
が 

そ
れ
ら
が
用
に
応
え
て
い
る
と
認
め
る
な
ら
、
疾
病
金
庫
に
無
償
で
引
渡
す
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

二
、
企
業
付
属
の
治
療
施
設
が 

医
療
援
助
の
規
準
を
充
た
さ
な
い
場
合
、
も
し
疾
病
金
庫
が
そ
れ
ら
を
引
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
な
ら
、
企
業
は
、
そ
れ
ら
の
治 

療
施
設
を
医
療
援
助
の
規
準
に
合
致
し
た
状
態
に
す
る
た
め
の
追
加
資
金
を
疾
病
金
庫
に
支
払
う
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

三
、
企
業 

が
治
療
施
設
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
存
在
す
る
治
療
施
設
が
用
に
た
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
企
業
主
は
、
治
療
施
設 

(

病
院
、
外
来
患
者
診
療
所
、
産
院
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
救
護
所)

の
設
備
に
た
い
す
る
資
金
を
、
労
働
者
一
〇
〇
人
当
り
一
般
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病
院
ベ
ッ
ト
一
床
と
女
子
労
働
者
二
〇
〇
人
当
り
出
産
ベ
ッ
ト
一
床
の
計
算
に
よ
り
、
実
際
の
そ
れ
ら
の
価
格
を
疾
病
金
庫
に
支
払
う 

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

四
、
企
業
主
に
は
、

こ
の
法
令
の
発
布
ま
で
彼
ら
が
所
有
し
て
い
た
治
療
施
設
、
す
な
わ
ち
、
病
院
、
外
来 

患
者
診
療
所
、
産
院
な
ど
を
閉
鎖
、
譲
渡
あ
る
い
は
縮
小
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
医
療
面
で
、
 

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
ま
ず
、

企
業
の
す
べ
て
の
治
療
施
設
を
無
償
で
疾
病
金
庫
の
手
に
移
し
、
も
し
企
業
に
そ
れ
ら
の
施
設
が
な
い
場 

合

、

あ
る
い
は
そ
れ
が
使
命
に
応
え
て
い
な
い
と
き
に
は
、
企
業
主
に
そ
れ
に
代
る
資
金
を
疾
病
金
庫
へ
支
払
わ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ 

っ
て
、

こ
れ
ら
の
治
療
施
設
を
疾
病
金
庫
の
所
有
と
し
、
そ
の
管
理
の
も
と
で
医
療
を
よ
り
よ
く
保
障
す
る
措
置
を
と
っ
た
。 

ま
た
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
高
級
職
員
と
高
級
官
吏
の
革
命
以
前
か
ら
の
法
外
に
高
い
俸
給
、
年

金

を

削

減

す

る

方

針

を

実

施

し 

た
。

た
と
え
ば
、

ー
ー
月
一
八
日
付
「
人
民
委
員
、
高
級
職
員
お
よ
び
高
級
官
吏
の
報
酬
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会»

決
定
、

一
二
月 

ー
ー
日
付
「
国
の
出
納
面
か
ら
の
、

一
人
あ
る
い
は
家
族
へ
の
一
カ
月
支
給
三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
超
え
る
年
金
の
支
給
停
止
に
関
す
る
」 

人
民
委
員
会
議
布
告
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
政
策
に
よ
り
、
帝
政
時
代
の
元
高
級
官
吏
、
地
方
行
政
長
官
、
郡
警
察
署
長
な
ど
の
法
外 

に
高
い
年
金
額
が
制
限
さ
れ
、

ま
た
そ
の
支
給
停
止
の
措
置
も
実
施
さ
れ
た
。

っ
づ
い
て
ー
ー
月
一
九
日
に
は
、
国

家

保

護

省

と

そ

の

所

属

施

設

に

関

す

る

指

令

「
慈
善
的
施
設
と
身
体
障
害
者
救
済
団
体
の
閉 

(
13)

鎖
に
つ
い
て
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
業
務
と
貨
幣
総
額
の
障
害
兵
士
執
行
委
員
会
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
」

が
決
定
さ
れ
、

こ
れ
以
後
は
慈 

善
的
施
設
と
障
害
兵
士
と
そ
の
家
族
の
救
済
は
国
家
保
護
省
の
も
と
で
国
の
責
任
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お'

ー
ー
月
ー 

二
日
に
人
民
委
員
会
嚴
は
、
国
家
保
護
人
民
委
員
に
ア•

エ
ム•

コ
ロ
ン
タ
イ
を
指
名
し
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
ま
た
、
国
民
の
保
健
、

公
衆
衛
生
に
も
つ
よ
い
関
心
を
払
っ
た
。

と
く
に
、
戦
争
と
経
済
混
乱
、
そ
し
て
そ
れ
に 

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
食
料
不
足
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
保
健
、

公
衆
衛
生
の
改
善
は
、

こ
の
新
し
い
政
権
に
と
っ
て
焦
眉
の
課 

題
で
あ
っ
た
。

こ

の
た
め
ー
二
月
二
日
付
で

「
広
範
な
住
民
大
衆
の
罹
病
率
、
死
亡
率
お
よ
び
非
衛
生
的
生
活
条
件
と
の
闘
い
に
関
す
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(к
о

л
л

 elm
)

 

(
15) 

る
」
内
務
人
民
委
員
部
、
交
通
人
民
委
員
部
お
よ
び
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
協
議
会
か
ら
の
指
令
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
 

合

理

的

な

給

水•

下
水
管
の
設
置
、

お

よ

び

商•

工
業
施
設
と
住
宅
部
屋
へ
の
公
衆
衛
生
監
視
、
罹
病
率
、
死
亡
率
お
よ
び
結
核
病
、
 

梅
毒
、

そ
れ
に
伝
染
病
と
の
闘
い
、
人
民
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
に
関
す
る
公
衆
衛
生
立
法
、
薬
局
の
業
務
変
更
と
そ
れ
の
社
会
的
自
主 

管
理
へ
の
譲
渡
、

こ
れ
ら
の
課
題
の
遂
行
へ
の
住
民
の
参
加
、
そ
の
た
め
の
医
療
ソ
ビ
エ
ト
の
利
用
と
そ
の
民
主
化
、
医
学
問
題
研
究 

の
た
め
の
医
療
職
員
代
表
者
大
会
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
述
べ
、
最
後
に
、
医
師
、
医
師
助
手
、
薬
剤
師
に
た
い
し
労
農
政
府
へ 

の
結
集
を
呼
び
か
け
た
内
容
で
あ
る
。

(

ソ
ピ
エ
ト) 

社
会
保
険
業
務
の
管
理
に
つ
い
て
の
改
革
も
実
施
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち'

ー
ー
月
二
〇
日
付
労
働
人
民
委
員
部
「
保
険
評
議
会
に
関 

(
16) 

(

ソ
ビ
エ
ト) 

す
る
」
指
令
に
よ
り
、
労
働
者
の
保
険
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
業
務
は
、
労
働
人
民
委
員
部
に
属
す
る
保
険
評
議
会
が
管
理
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
。

こ
の
保
険
評
議
会
は
、
被
保
険
者
か
ら
二
四
名
、
全
ロ
シ
ア
労
働
組
合
中
央
評
議
会
か
ら
四
名
、

工
場
委
員
会
お
よ
び
農 

業
労
働
者
委
員
会
の
中
央
評
議
会
か
ら
各
二
名
、
労
働
人
民
委
員
部
か
ら
三
名
、

司
法
人
民
委
員
部
か
ら
一
名
、
雇
主
か
ら
八
名
お
よ 

び
地
方
と
都
市
の
自
治
、
医
師
、
法
律
家
か
ら
各
一
名
で
構
成
さ
れ
た
。

保
険
評
議
会
の
管
轄
に
は
、
現
行
の
指
令
の
範
囲
内
で
の
、
 

労
働
者
保
険
の
す
べ
て
の
種
類
に
関
係
す
る
規
定
、
訓
令
の
発
布
、
地
方
の
保
険
施
設
の
業
務
を
管
掌
す
る
行
為
の
手
続
き
な
ど
を
決 

定
す
る
命
令
の
発
布
そ
の
ほ
か
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、

一
ニ
月
中
に
重
要
な
社
会
保
険
が
二
つ
、
す
な
わ
ち
、
失
業
保
険
と
疾
病
保
険
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

ま
ず
失
業
保
険
で
あ
る
。

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
資
本
主
義
か
ら
引
き
継
い
だ
失
業
者
を
す
ぐ
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ 

の
た
め
、
失
業
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
、
世
界
で
初
め
て
、
企
業
主
の
費
用
負
担
に
よ
る
失
業
保
険
を
実
現
し
た
。

そ
れ
が
、

一
ニ 

月
一
ー
日
付
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
、
人

民

委

員

会

議

決

定

「
失
業
保
険
規
則
」

で
あ
る
。

こ
の
失
業
保
険
は
、
当
該
地
域
で
の 

労
働
者
の
平
均
賃
金
の
三
倍
以
上
の
高
い
稼
得
賃
金
を
得
て
い
る
者
を
除
い
た
す
べ
て
の
雇
用
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
手
当
は
失
業
の
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四
日
目
か
ら
支
給
さ
れ
、
そ
の
額
は
そ
の
地
域
の
労
働
者
の
平
均
日
額
賃
金(

た
だ
し
、
そ
の
失
業
者
の
以
前
の
稼
得
賃
金
額
を
こ
え 

な
い
額)

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
失
業
保
険
の
資
金
は
所
得
、
財
産
お
よ
び
遺
産
に
た
い
す
る
累
進
税
の
一
部
で
形
成
す
る
こ
と
に
な
る 

が
、

こ
の
税
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
雇
主
の
払
込
金
を
こ
れ
に
充
て
る
。

こ
の
払
込
金
は
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
以 

上
(

季
節
労
働
者
に
た
い
し
て
は
五
パ
ー
セ
ン
ト)

と
さ
れ
、
全
ロ
シ
ア
で
統
一
的
に
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
失
業
者
に
手
当
を 

裁
定
し
、
支
給
す
る
た
め
、
労
働
人
民
委
員
部
の
組
織
内
に
地
方
失
業
者
金
庫
を
設
け
た
。

そ
し
て
、

こ
の
地
方
失
業
者
金
庫
の
業
務 

は
労
働
組
合
地
方
評
議
会
の
代
表
四
分
の
三
、
地
方
疾
病
金
庫
の
代
表
四
分
の
一
で
構
成
さ
れ
る
金
庫
委
員
会
が
管
理
し
た
。 

な
お
、
失
業
者
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
規
則
は
、
「
そ
の
者
の
生
計
の
主
要
な
源
泉
が
雇
用
労
働
で
あ
っ
て
、
当

該

労

働

組 

合
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
報
酬
ノ
ル
マ
に
よ
る
労
働
を
見
つ
け
る
可
能
性
を
も
た
な
い
す
べ
て
の
労
働
能
力
を
も
つ
者
で
、
そ
の
労
働 

が
な
い
場
合!
—

職
業
紹
介
所
で
、

そ
し
て
地
方
職
業
紹
介
所
あ
る
い
は
労
働
組
合
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
と
も
疾
病
金
庫
で
そ 

の
労
働
が
な
い
場
合
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
つ
づ
け
て
制
定
さ
れ
た
壮
う
一
つ
の
重
要
な
社
会
保
険
は
、
疾
病
保
険
で
あ
る
。
す
な
わ
ち'

一
二
月
ニ
二
日
に
労
働 

(8)

者
•

兵

士
•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
は
「
疾
病
保
険
に
関
す
る
」

布
告
を
採
択
し
た
。

こ
の
布
告
の
第
一
条
は
「
こ 

の
規
則
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
の
全
地
域
に
、
そ
し
て
、

性
、

年
齢
、

宗
教
、

国
籍
お
よ
び
民
族
の
区
別
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
部
門 

(

す
な
わ
ち
、
製

作

所

・
工
場
、
鉱
業
、
手
工
業
、
建
設
、
商
業
、
輸
送
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
家
内
工
業
、
個
人
サ
ー
ビ
ス
ま
た 

は
自
由
職
業
そ
の
他)

で
雇
用
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、

こ
の
規
則
も
失
業
保
険
と 

同
じ
く
、
当
該
地
域
の
労
働
者
の
平
均
稼
得
賃
金
の
三
倍
を
こ
え
る
稼
得
賃
金
を
受
け
て
い
る
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
疾
病
金
庫
が 

新
た
に
設
立
さ
れ
た
が
、

こ
の
疾
病
金
庫
は
、
労
働
者
に
た
い
し
、
疾
病
、
出
産
、
死
亡
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
一
時
的
労
働
不
能.
手 

当
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
、
埋
葬
手
当
な
ど
の
貨
幣
に
よ
る
手
当
を
支
給
し
、
さ
ら
に
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
医
療
援
助
を
与
え
る
。
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具
体
的
に
給
付
内
容
を
み
る
と
、

ま
ず
疾
病
の
場
合
の
手
当
は
、
労
働
能
力
喪
失
の
最
初
の
日
か
ら
全
快
の
日
ま
で
、
稼
得
賃
金
全
額 

が
支
給
さ
れ
る
。

出

産

の

場

合

の

手

当(

産
前
産
後
各
ハ
週
間
計
二
ハ
週
間)

も
稼
得
賃
金
全
額
で
あ
る
が
、
疾
病
金
庫
の
代
表
会
嚴 

の
決
定
で
、

そ
れ
を
一 
•

五
倍
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

乳
児
に
哺
乳
し
て
い
る
女
子
労
働
者
に
は
、
出
産
の
手
当
の
支
給
が
停 

止
さ
れ
て
か
ら
、
代
表
会
議
の
決
定
に
よ
り
、
出
産
後
九
カ
月
間
、
稼
得
賃
金
の
四
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
未
満
の
額
で
特
別
手
当
を 

支
給
す
る
。

こ
の
ほ
か
哺
乳
し
て
い
る
女
子
労
働
者
に
は
三
時
間
お
き
に
三
〇
分
以
上
の
休
憩
、
養

育
の

た

め

の

特

別
な

部

屋(

託
児 

所)

が
与
え
ら
れ
、
労

働

日

は
(

出
産
後
九
カ
月
間)

、

一
日
六
時
間
以
内
に
制
限
さ
れ
た
。

死
亡
の
場
合
の
手
当
は
、
そ
の
地
域
の 

平
均
一
日
稼
得
賃
金
の
三
〇
倍
と
定
め
て
い
る
。

医
療
援
助
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「
38
、

疾
病
金
庫
は
、
金
庫
加
盟
者
お
よ
び
そ
の
家
族
員
、
そ
れ
と
事
実
上
、
そ
の
よ
う
な
家
族
員
の
状
態
に
あ
る
者
に
た
い
し
て
あ 

ら
ゆ
る
種
類
の
医
療
援
助
を
与
え
る
。

39
、
医
療
援
助
は
、

つ
ぎ
の
種
類
で
利
用
が
許
さ
れ
る
。

a

、 
突
然
の
疾
病
と
災
害
事
故
の
場
合
の
応
急
手
当
、

b

、 
外
来
患
者
診
療
所
治
療
、

C

、
家
で
の
治
療
、

d

、 
助 

産

e

、 
患
者
へ
の
完
全
給
養
を
と
も
な
う

病
院(

入
院)

治
療
、

f

、 
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
療
養
地
治
療
、

医
療
援
助
は
、
無
料
の
医
薬
、
包
帯
材
料
、
改
善
食
料
お
よ
び
す
べ
て
の
必
要
な
医
療
用
品
を
と
も
な
う
ご
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こ

の
よ
う
な
医
療
援
助
は
「
疾
病
の
全
期
間
中
、
許
与
さ
れ
る
。

注
。
身
体
障
害
者
金
庫
の
設
立
の
時
点
か
ら
、
す
べ
て
の
病
人
は 

疾
病
の
開
始
後
六
カ
月
を
経
過
し
て
か
、
同
じ
く
、
も
し
こ
の
期
限
よ
り
も
早
く
、
そ
の
者
が
身
体
障
害
者
と
認
定
さ
れ
る
な
ら
、
疾 

病
金
庫
の
加
盟
者
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
身
体
障
害
者
金
庫
の
経
費
に
移
行
す
る
」

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

疾
病
金
庫
の
資
金
は
、

つ
ぎ
の
も
の
か
ら
形
成
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

「а

雇
主
の
払
込
金

b

金
庫
の
資
産
収
入

C 

補
助
金 

(
п
о
с
о
б
и
е
)

と
寄
付
金

•d 

金
庫
の
理
事
会
が
課
し
た
罰
金

e

延
滞
利
子

f
 

偶
発
的
収
入
」
。

こ
の
よ
う
に
、
疾
病
金
庫
に
た
い
し
て
、
労
働
者
、
職
員
は
保
険
料
の
払
込
み
を
免
除
さ
れ
、
そ
の
資
金
は
主
と
し
て
雇
主
の
義
務 

的
な
払
込
金
で
構
成
さ
れ
た
。

こ
の
雇
主
の
払
込
金
は
、
疾
病
金
庫
の
各
加
盟
者
、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
、
職
員
に
支
払
う
賃
金
の
ー 

〇

パ

ー
セ
ン
ト
と
定
め
ら
れ
た
。

な
お
災
害
事
故
の
場
合
の
手
当
と
医
病
援
助
も
疾
病
金
庫
が
給
付
し
た
が
そ
れ
は
、

ま
だ
残
っ
て
い 

た

保

険

組

合(

雇
主
に
よ
っ
て
構
成)

の
負
担
で
実
施
さ
れ
た
。

疾
病
金
庫
は
、
企
業
主
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
以
前
の
よ
う
な
工
場
ご
と
の
ば
ら
ば
ら
な
形
態
に
代
っ
て
、
大
都
市
に
た
い
す
る
全 

市
の
疾
病
金
庫
と
、
地
方
管
区
に
た
い
す
る
管
区
の
疾
病
金
庫
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
疾
病
金
庫
の
業
務
は
、
代
表 

者
会
議
と
理
事
会
が
管
掌
し
た
。

代
表
者
会
議
は
、
金
庫
の
加
盟
者
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
代
表
委
員(

人
数
は
金
庫
の
定
款
で
定
め 

ら
れ
る)

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
管
掌
の
対
象
に
は
、
理
事
会
の
構
成
員
と
そ
の
代
理
者
の
選
出
、
金
庫
の
業
務
を
審
査
す
る
任
務
と
そ
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の
審
査
手
続
き
の
確
定
、
理
事
会
の
年
間
報
告
書
の
審
議
、
監
査
お
よ
び
承
認
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

理
事
会
の
構
成
員
は
、
代
表 

会
議
で
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
構
成
員
の
人
数
と
任
期
の
期
間
は
金
庫
の
定
款
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

理
事
会
は 

金
庫
の
業
務
の
管
掌
、

と
く
に
加
盟
者
の
稼
得
賃
金
額
の
決
定
、
疾
病
の
事
実
と
そ
の
継
続
期
間
の
確
定
お
よ
び
貨
幣
手
当
の
裁
定
、
 

疾
病
金
庫
の
年
間
活
動
報
告
書
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
う
し
て
、
失
業
保
険
が
初
め
て
設
け
ら
れ
、
疾
病
保
険
も
以
前
の
も
の
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
内
容
を
も
っ
た
制
度
と
し
て
実
施 

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
社
会
保
険
は
基
本
的
に
レ
ー

ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
に
基
づ
き
、
そ
れ
が
具
体
化
さ
れ
た
と 

い
っ
て
よ
い
内
容
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、

た
と
之
ば
、
被
保
険
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
雇
用
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
こ
れ 

ら
に
加
入
し
た
こ
と
、
疾
病
保
険
の
傷
病
手
当
金
、
出
産
手
当
金
の
額
が
稼
得
賃
金
全
額
と
な
り
、
失
業
保
険
の
手
当
は
当
該
地
域
の 

労
働
者
の
平
均
稼
得
賃
金
と
さ
れ
、
ま
た
無
料
の
医
療
が
保
障
さ
れ
る
な
ど
給
付
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
保
険
料
が
全
額
事
業
主
負
担 

と
な
り
、
雇
用
労
働
者
は
何
も
負
担
し
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
社
会
保
険
が
基
本
的
に
労
働
者
の
管
理 

に
移
っ
た
こ
と
な
ど
に
表
わ
れ
て
い
る
。

一
九
一
七
年
の
ー
ー
ー
月
に
は
こ
の
ほ
か
、

一
六
日
に
、
戦
争
に
よ
る
傷
害
者
に
た
い
す
る
年
金
に
パ
ー
セ
ン
ト
比
率
で
の
付
加
金
を 

(9)

支
給
す
る
決
定
を
し
た
。

ま
た
、
同
じ
一
六
日
に
、
各
県
あ
る
い
は
各
州
に
保
険
官
庁

(
с
т
р
а
х
о
ы

 

п
р
и
с
у
т
с
т
в
и
е
)

を
設
立
す
る
こ 

と

に

つ

い

て

「
保
険
官
庁
に
関
す
る
規
定
」

が
労
働
人
民
委
員
部
で
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
官
庁
の
管
轄
に
は
、
労
働
者
保
険
に
関
す
る 

法
律
の
執
行
に
た
い
す
る
監
督
、
保
険
評
議
会
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
る
規
定
、
訓
令
お
よ
び
決
定
の
執
行
に
た
い
す
る
監
督
、
保
険
金 

庫
の
名
簿
の
管
理
、
雇
主
の
払
込
金
額
の
引
上
げ
に
関
す
る
疾
病
金
庫
の
決
定
の
承
認
、
な
ど
が
は
い
っ
た
。

そ
し
て
、

保

険

管

庁
 

は
、
保
険
金
庫
加
盟
者
一
四
名
、
地
方
労
働
組
合
中
央
評
議
会
二
名
、

工
場
委
員
会
お
よ
び
農
業
労
働
者
委
員
会
の
中
央
評
議
会
か
ら 

各
一
名
、
地
方
労
働
委
員
部
二
名
、
地
方
司
法
委
員
部
一
名
、
地
方
と
都
市
の
自
治
か
ら
各
一
名
、
お
よ
び
雇
主
か
ら
の
四
名
の
計
二
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七
名
で
構
成
さ
れ
た
。

こ
の
管
庁
は
、

一
九
一
八
年
九
月
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
活
動
を
続
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
人
民
委
員
会
議
は
、

ー
ー
月
一
九
日
付
国
家
保
護
人
民
委
員
の
指
令
に
よ
り
、
戦
争
障
害
者
臨
時
全
国
お
よ
び
地
方
救 

(с
о

ю
з

)

済
委
員
会
を
閉
鎖
し
、
障
害
兵
士
と
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
救
済
の
す
べ
て
の
業
務
を
障
害
兵
士
全
ロ
シ
ア
同
盟
の
管
理
に
移
譲
す
る 

決
定
を
一
ニ
月
二
九
日
付
で
公
布
し
た
。

国
家
保
護
人
民
委
員
部
は
、
慈
善
的
施
設
を
廃
止
す
る
政
策
を
推
進
し
、

た
と
え
ば
、

ー
ニ 

(с
о

в
е

т
)  

(
22) 

月
一
二
日
、

マ
リ
女
帝
施
設
庁
孤
児
院
評
議
会
、
評
議
会
常
置
委
員
会
、
経
営
委
員
会
、
寄
付
金
募
金
委
員
会
な
ど
を
廃
址
す
る
決
定

(к
о

л
л

е
г

н
н

)  

を
し
た
。

ま
た
、

こ
の
人
民
委
員
部
は
、

ニ
ー
月
三
一
日
付
で
母
性
と
幼
時(

母
子)

の
保
護
と
保
障
に
関
す
る
協
議
会
の
組
織
化
に

(
23)

つ
い
て
の
法
令
を
公
布
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
目
的
は
、
婦
人
の
社
会
的
任
務
と
し
て
の
母
性
の
保
護
と
保
障
に
関
し
て
も
、
国
家
の 

直
接
的
義
務
と
し
て
の
幼
時
の
保
護
に
関
し
て
の
研
究
と
緊
急
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
国

家

保

護

人

民

委

員

の

ア•

エ 

ム
•

コ
ロ
ン
タ
イ
を
は
じ
め
、

エ

ム•

ペ
ー
•

シ
ウ
ヴ
ァ
ロ1

ヴ

ァ

ヽ

エ

フ•

カ
ー
•

ス
キ
ピ
イ
ン
ス
キ
ー
ヽ

カ

ー
•

エ
ヌ•

ミ
ン
ド 

リ
ン
ク
、

エ
リ•

プ
ロ
ホ
ロ
ヴ
ォ
イ
、

エ
ヌ•

デ

ー
•

コ
ロ
レ
ヴ
ァ
の
六
名
が
こ
の
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
。

こ 

の
ほ
か
こ
の
協
議
会
に
た
い
し
て
、
省
の

主

要

的
な

局

の

付

属
で

「
母

性

と

幼

時(

母
子)

保
護
部
」
を
組
織
す
る
こ
と
、

一
ー
コ
ラ
イ 

一
世
婦
人
研
究
所
と
婦
人
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
学
校
の
内
部
に
、
共
和
国
に
お
け
る
母
性
と
幼
時
の
保
護
に
関
す
る
全
ロ
シ
ア
国
家
組
織 

の
中
央
施

設
と

し
て

「
婦
人
宮
殿
」
を
創
設
す
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
母
子
保
護
に
関
す
る
政
策 

に
つ
い
て
も
革
命
後
、
直
ち
に
着
手
し
て
い
る
。

十
月
社
会
主
義
革
命
後
一
九
一
七
年
に
採
択
さ
れ
た
社
会
保
険
そ
の
ほ
か
社
会
保
障
に
関
す
る
諸
法
令
、
規
則
は
、
大

き

な

経

済
 

的
、
政
治
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
は
、
共
産
党
と
ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
勤
労
者
の
生
活
と
労
働
に
も
っ
と
も
配
慮
を
し
て
い
る 

と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
証
明
し
た
。

こ
の
期
間
に
社
会
保
険
そ
の
ほ
か
社
会
保
障
の
基
礎
が
築
か
れ
、
そ
の
結
果
は
、
直
ち
に
勤 

労
者
の
物
質
的
状
態
の
改
善
に
反
映
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

ソ
ビ
エ
ト
の
社
会
保
険
は
、
そ
の
発
生
の
出
発
点
か
ら
労
働
組
合
の
参
加
の

71



第2部 十月革命以後における社会保障の形成•発達

も
と
で
実
施
さ
れ
、
社
会
保
険
機
関
は
ど
こ
で
も
労
働
組
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
特
徵
で
あ
る
。

注

(
1
)

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵
 

大
月
書
店
、
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⑵

一
九
一
八
年
初
め
か
ら
戦
時
共
産
主
義
に
至
る
ま
で
の
時
期

ー
九
一
八
年
一
月
一
八
日
、
第
三
回
全
ロ
シ
ア
労
働
者•

兵

士
•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
大
会
は
「
勤
労
被
搾
取
人
民
の
権
利
の
宣 

言
」
を
採
択
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、

一
七
年
一
〇
月
の
第
二
回
全
ロ
シ
ア
労
働
者
・
兵
士
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
大
会
以
来
の
ソ
ビ
エ
ト
政 

権
の
す
べ
て
の
措
置
を
確
認
し
、

同
時
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
当
面
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
宣
言
の
な
か
で
は
、
「
勤

労 

者
に
完
全
な
全
権
力
を
保
障
し
、
搾
取
者
の
権
力
が
復
活
す
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
な
く
す
」
、
「
今
日
、
搾
取
者
と
の
決
戦
が
行
わ
れ 

て
い
る
時
機
に
、
権
力
機
関
の
一
つ
の
地
位
と
い
え
ど
も
、
搾
取
者
に
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
権
力
は
全
体
と
し
て
勤

(2) 

労
大
衆
と
そ
の
全
権
代
表
、
す
な
わ
ち

労

働

者•

兵
士
お
よ
び
農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
だ
け
に
、
属
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

こ
と
が 

強
調
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
、
社
会
保
障
の
分
野
で
も
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
政
策
は
企
業
主
と
そ
の
組
織
の
猛
烈
な
反
抗
と
闘
い
な 

が
ら
推
進
さ
れ
た
。

資
本
家
は
、

社
会
保
険
、

社
会
保
障
に
関
す
る
ソ
ビ
エ
ト
法
の
実
施
を
妨
害
し
た
。

一
七
年
一 

ー
月
ハ
日
付
法 

令
に
保
険
組
合
の
委
員
会
が
反
対
す
る
指
令
を
だ
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
後
も
資
本
家
は
同
様
な
行
動
を
と
っ
た
。

た 

と
え
ば
、

一
八
年
三
月
四
日
に
も
、

こ
の
委
員
会
は
、
疾
病
保

険

に

関
す

る

法

令
は

「
全
体
的
に
も
部
分
的
に
も
履
行
さ
れ
て
は
な
ら 

な
い
」

と
い
う
指
示
を
だ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
動
に
た
い
し
、

一
ハ
年
一
月
二
〇
日
に
は
、
人
民
委
員
会
議
は
、

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー 

ド
保
険
組
合
理
事
会
が
ソ
ビ
エ
卜
政
権
の
管
理
に
服
従
し
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
組
合
の
財
産
と
基
金
は
共
和
国
の
所
有
物
で
あ
る
と
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の
布
告
を
だ
し
て
い
る
。

ま
た
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
に
反
対
す
る
メ
ン
シ
エ
ヴ
ィ
キ
は
、
保
険
機
関
を
反
対
闘
争
の
拠
点
に
変
え
よ
う
と
し
、
保
険
機
関
を
隠
れ 

家
に
利
用
し
た
。

彼
ら
は
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
の
実
施
を
失
敗
さ 

せ
よ
う
と
試
み
た
。

し
か
し
、
社
会
保
険
機
関
の
な
か
に
隠
れ
場
所
を
見
つ
け
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
そ
の
ほ
か
の
敵
意
を
も
っ
た
分 

子
の
活
動
は
、
広
範
な
労
働
者
大
衆
の
支
持
を
受
け
た
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
党
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
。
労
働
者
は
彼
ら
の
信
用
を
う 

ば
い
疾
病
金
庫
そ
の
ほ
か
の
社
会
保
険
組
織
か
ら
彼
ら
を
放
逐
し
た
。

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
全
敗
を
こ
う
む
っ
た
。 

当
時
の
社
会
主
義
ロ
シ
ア
で
は
、

こ
の
よ
う
な
資
本
家
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
闘
争
の
な
か
で
一
歩
一
歩
、
新
し
い
社
会
保
険
、
 

社
会
保
障
の
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
月
に
は
こ
の
ほ
か
、

二
五
日
付
で
国
家
保
護
人
民
委
員
部
は
、
社
会
的
に
有
害
な
性
質
の
行
為
で
有
罪
と
認
め
ら
れ
る(

非
行) 

未
成
年
者
の
保
護
業
務
を
組
織
す
る
た
め
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
付
属
で
未
成
年
者
保
護
部
を
設
立
し
、
す
べ
て

の

矮

正•

教
育
的

(6) 

孤
児
院
、

コ
ロ
ニ
ー
お
よ
び
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
に
集
中
さ
れ
て
い
る
施
設
を
こ
の
部
の
管
理
に
移
す
決
定
を
公
布
し
た
。 

翌
二
六
日
に
も
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
に
関
し
、
「
未
成
年
と
年
少
の
子
供
の
全
保
護
施
設
の
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
へ

(к
о

л
л

е
г

и
и

)  

(7)

の
移
行
、
お
よ
び
未
成
年
者
保
護
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
」

の
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
子
供
、
未
成
年
者
お 

よ
び
年
少
者
の
た
め
の
す
べ
て
の
孤
児
院
は
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
全
国
家
的
資
金
の
負
担
で
維
持
さ
れ
、
孤
児
院
、

コ
ロ
ー
ー
ー 

そ
の
他
す
べ
て
の
保
護
施
設
が
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
に
移
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
孤
児
院
と
未
成
年
者
保
護
施
設 

を
管
理
す
る
た
め
、
母

性

と

幼

時(

母
子)

部
部
長
、
未
成
年
保
護
部
部
長
お
よ
び
一
般
的
性
格
の
孤
児
院
の
管
理
人
の
三
名
か
ら
成 

る
未
成
年
者
保
護
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
非
行
未
成
年
者
の
施
設
、
孤
児
院
、

コ
ロ
ニ
ー
な
ど
未
成
年
、
年
少
の 

子
供
の
す
べ
て
の
保
護
施
設
が
一
八
年
一
月
に
国
家
の
責
任
で
維
持
、
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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当
時
の
き
び
し
い
政
治
的
、
経
済
的
状
態
の
も
と
で
雇
用•

失
業
問
題
の
解
決
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
課
題 

へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
人
民
委
員
会
議
は
地
方
お
よ
び
州
職
業
紹
介
所
を
設
置
す
る
た
め
、
「
職
業
紹
介
所
に
関
す
る
」
法(
举

を 

一
月
三
一
日
付
で
公
布
し
た
。

こ
の
職
業
紹
介
所
の
目
的
は
、
「а
、
国
民
経
済
の
全
部
門
で
の
労
働
力
の
正
確
な
計
算
と
計
画
的
な 

配
置
、b

、
労
働
の
需
要
と
供
給
の
整
理
、C
、
失
業
保
険
法
に
よ
る
手
当
を
受
給
し
て
い
る
失
業
者
の
統
制
」
と
な
っ
て
い
る
。

地 

方
職
業
紹
介
所
は
、
労
働
組
合
の
代
表
一
名
、
地
方
労
働
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
代
表
二
名
お
よ
び
市
と
地
方
自
治
体
自
治
の
代
表
ー
ー 

名
か
ら
成
る
職
業
紹
介
所
委
員
会
が
管
理
し
、
紹
介
所
の
維
持
の
費
用
は
労
働
人
民
委
員
部
が
定
め
る
額
の
国
の
補
助
金
を
も
っ
て
市 

と
地
方
自
治
体
自
治
が
引
受
け
た
。

そ
し
て
、
以
後
、
労
働
者
と
職
員
の
雇
用
は
職
業
紹
介
所
を
通
じ
て
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。

(с
о

в
е

т

 

в
р

а
л

е
б

н
ы

х

 

к
о

л
л

е
г

и
и

)  

(9) 

医
療
関
係
に
つ
い
て
は
、
労
農
政
府
の
最
高
の
医
療
機
関
と
し
て
の
「
医
療
協
議
会
ソ
ビ
エ
ト
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
法
令
が

(м
е

д
и

ц
и

н
с

к
и

е

 

к
о

л
л

е
г

и
и

)

一
月
三
〇
日
付
で
公
布
さ
れ
た
。

医
療
協
議
会
ソ
ビ
エ
ト
は
、
全
人

民

委

員

部

医

療

協

議

会

に

よ

っ
て

組

織

さ
れ

、
そ
の
代
表
は
医 

療
•

保
健
衛
生
業
務
の
問
題
を
解
決
す
る
場
合
に
は
審
議
権
を
も
っ
て
人
民
委
員
会
議
の
会
議
に
出
席
し
た
。

こ
う
し
て
、

ま
だ
保
健 

人
民
委
員
部
が
存
在
し
て
い
な
い
条
件
の
も
と
で
各
人
民
委
員
部
に
付
属
し
て
、
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
各
医
療
、
あ
る
い
は

医
療
・

(
〇)

保
健
衛
生
部
、
各
医
療
協
議
会
は
統
合
し
た
の
で
あ
る
。

人
民
委
員
会
議
は
、
さ

ら

に

二

月

一

六(

三)

日
、
中

央

医

療•

保
健
衛
生 

ソ
ビ
エ
ト
を
廃
止
し
、
そ
の
業
務
と
財
産
を
医
療
協
議
会
ソ
ビ
エ
ト
の
管
理
に
引
渡
し
、
ま
た
、
医
療
協
議
会
ソ
ビ
エ
ト
付
属
で
、
諮 

問
機
関
と
し
て
、
労

働

者

・
兵
士
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
医
療•

保
健
衛
生
部
の
代
表
と
、
市
お
よ
び
地
方
自
治
体
自
治
医
療•

保
健
衛
生 

ソ
ビ
エ
ト
の
代
表
か
ら
成
る
医
療•

保
健
衛
生
ソ
ビ
エ
ト
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

二

月

一

九(

六)

日
付
で
法
令
と
し
て
公
布 

(П)し
た
。
(

二
月
か
ら
新
暦
法
が
実
施
さ
れ
た
た
め
二
月
以
降
は
新
暦
の
日
付
を
用
い
る
。

カ
ッ
コ
内
は
旧
暦
の
日
付
で
あ
る) 

す
で
に
述
べ
た
疾
病
と
失
業
の
保
険
に
関
す
る
法
令
の
公
布
と
同
時
に
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
年
金
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、

一
般
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的
な
疾
病
の
結
果
、
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
労
働
者
に
た
い
す
る
障
害
年
金
保
険
法
を
発
布
す
る
準
備
を
は
じ
め
た
。

そ
の
第
一
歩
は 

一
八
年
二
月
ニ
ニ(

九)

日

付
で

公

布

さ

れ

た

「
企
業
閉
鎖
の
場
合
に
お
け
る
身
体
障
害•

労
働
者
の
報
酬
に
つ
い
て
」

の
労
働
人
民 

委
員
部
の
決
定
で
あ,
和
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
決
定
に
よ
る
と
、
企
業
の
閉
鎖
の
場
合
、
身
体
検
査
で
身
体
障
害
者
で
あ
る
こ
と
が

¥0
明 

し
た
、
当
該
企
業
に
五
年
以
上
働
い
た
労
働
者
に
た
い
し
て
は
、

ほ
か
に
収
入
が
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
れ
ば
、
多
年
の
勤
務
あ
る
い 

は
労
働
に
た
い
す
る
報
酬
が
年
金
の
形
態
で
支
給
さ
れ
る
。

年
金
の
額
は
、
完
全
な
身
体
障
害
の
場
合
に
は
被
災
者
の
稼
得
賃
金
全
額 

(

た
だ
し
、
彼
の
職
種
の
平
均
年
間
稼
得
賃
金
を
越
え
な
い
額)

、
完
全
で
な
い
身
体
障
害
の
場
合
は
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
に
応 

じ
た
割
合
の
年
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
有
害
な
、
有
毒
の
ガ
ス
、
蒸
気
お
よ
び
ほ
こ
り
の
排
出
と
結
び
つ
い
た
生
産
、

た
と
え
ば
鉛
、
 

燐
な
ど
を
取
扱
う
化
学
工
業
で
は
、
障
害
年
金
は
企
業
で
の
労
働
あ
る
い
は
勤
務
の
期
間
に
関
係
な
く
裁
定
さ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
よ 

う
な
生
産
の
種
類
の
目
録
は
、
労
働
組
合
中
央
評
議
会
と
の
合
意
の
も
と
で
労
働
人
民
委
員
が
定
め
る
。

ま
た
、

五
年
未
満
勤
続
の
身 

体
障
害
者
に
は
新
し
い
障
害
保
険
法
の
公
布
で
報
酬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
規
則
は
、
私
的
な
企
業
に
も
国
営
お
よ
び
集

(у
в

е
ч

н
ы

х
)  

団
経
営
の
企
業
に
も
す
べ
て
適
用
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
労
働
人
民
委
員
部
は
、

二

月

ニ

ニ(

九)

日

付

で

「
身
体
障
害
労
働
者
に
た 

い
す
る
年
金
増
額
に
関
す
る
法
令
へ
の
補
足
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

一
七
年
一 

ー
月
ハ
日
付
法
令
へ
の
補
足
で
あ 

っ
て
、

一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
年
金
増
額
は
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に
、
彼
ら
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
根
拠
の
法
律
、
そ
の
年
金 

を
支
払
っ
て
い
る
者
に
か
か
わ
り
な
く
、
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
内
容
で
あ
る
。

(в
о

и
н

с
к

о
е  M

PscyTCTBUe)  

二
月
に
は
、

こ
の
ほ
か
、

国

家

保

護

人

民

委

員

部

「
軍
役
所
付
属
年
金
支
所
を
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
へ
移
行
す
る
こ
と
に 

関
す
る
」
決®1
が

二

四
(

一
ー)

日
付
で
公
布
さ
れ
、
軍
役
所
付
属
年
金
支
所
が
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
管
理
に
移
さ
れ
、
国
家
の 

統
制
の
も
と
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
、

同
人
民
委
員
部
は
、

一
月
二
三
日
「
労

働

者•

兵

士•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ 

ト

付

属
戦

争•

障
害
者
年
金
裁
定
部
の
設
立
に
関
す
る
」
決

定

を

二

月

二

七(

一
四)

日
付
で
公
布
し
、
戦

争
•

障
害
者
年
金
裁
定
部
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が

労

働

者•

兵

士
•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
付
属
で
設
立
さ
れ
た
。

三
月
三
日
に
は
、

ド
イ
ツ
と
の
講
和
条
約
が
よ
う
や
く
調
印
さ
れ
、
六
日
か
ら
八
日
ま
で
第
七
回
臨
時
党
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大 

会
は
、
党
と
ソ
ビ
エ
ト
権
力
の
対
外
政
策
の
基
本
方
針
を
承
認
し
、
社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
当
面
の
課
題
を
決
定
し
た
。

ブ
レ
ス
ト 

講
和
の
締
結
は
ソ
ビ
エ
ト
権
力
を
強
固
に
し
、
息
つ
ぎ
が
か
ち
と
ら
れ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
は
、
経
済
を
復
興
し
、
社
会
主
義
の
原 

則
に
も
と
づ
い
て
国
の
経
済
生
活
全
体
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
力
を
そ
そ
い
だ
。

し
か
し
、
そ
の
経
済
建
設
は
、
戦
争
と
資
本
家
の
支 

配
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
経
済
的
崩
壊
の
も
と
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
に
お
い
て
も
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
の
改
革
は
、
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。
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о
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с
о

—

 

三
月
亠
ハ
日(

二
月
ニ
ー
日)

、
人

民

委

員

会

議

は

「
社

会

保

障

人

民

ソ

ビ

エ

ト

と

社

会

保

障

計

算

・

貸

付
 

о
в

а
л

ь
н

о
г

о

 о
о

е
с

л
е

ч
е

н
Б

н
)  

-
17)

委

員

会
 

の
設
立
に
関
す
る
」
決
定
を
、

三

月

ハ

日(

二
月
二
三
日)

付
で
公
布
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
に 

た
い
し
年
金
と
手
当
に
関
す
る
す
べ
て
の
諸
問
題
の
計
算
と
調
整
を
管
轄
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
社
会
保
障
人
民
ソ
ビ
エ
ト
を
つ
く

(к
а

л
и

т
а

р
)

る
こ
と
を
委
任
し
た
。

ま
た
、
財
政
人
民
委
員
部
に
す
べ
て
の
年
金
基
金
を
統
一
す
る
、
そ
の
た
め
人
民
銀
行
付
属
の
社
会
保
障
計
算 

•

貸
付
委
員
会
を
つ
く
る
。
労
働
人
民
委
員
部
に
労
働
保
護
業
務
を
引
受
け
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
財
政
人
民
委
員
部
と
労
働 

人
民
委
員
部
は
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
と
協
同
し
て
仕
事
を
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
定
め
た
の
が
、

こ
の
決
定
の
内
容
で
あ
る
。

こ 

の
決
定
に
よ
り
、
年
金
、
手
当
な
ど
の
社
会
保
障
業
務
と
年
金
基
金
の
管
理
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
労
働
保
護
業
務
を
社
会
保
障
業
務 

と
区
別
し
、

労
働
人
民
委
員
部
の
担
当
と
す
る
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
体
采
化
が
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
ら
れ
た
。

ま

た

、

社
会
保
障 

(с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
е

 

о
ъ
е
с
н
е
ч
е
н
м
е
)

と
い
う
用
語
が
ソ
ビ
エ
ト•

ロ
シ
ア
で
、
そ
し
て
世
界
で
も
始
め
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注 

目
さ
れ
る
。

な
お
、
資

本

主

義

国
で

社

会

保

障(
(
s
o
c
i
a
l

 

s
e
c
u
r
i
t
y
)

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
、

ア
メ
リ
カ 

の
社
会
保
障
法
か
ら
で
あ
る
。
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、

四

月

二

〇(

七)

日

付

で

「
労
働
人
民
委
員
部
付
属
保
険
評
議
会
の
構
成
の
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変
更
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
法
令
が
公
布
さ
れ
、
労
働
人
民
委
員
部
付
属
保
険
評
議
会
の
構
成
は
、
保
険
業
務
人
民
委
員
長
の
指 

名
に
よ
る
、
保
険
業
務
人Й

委
員
部
か
ら
の
一
名
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

月

二

六(

一
四)

日
、
社
会
保
障
関
係

(

ソ
ピ
エ
ト) 

(
19) 

の
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
の
も
と
に
、
社
会
保
障
評
議
会
が
つ
く
ら
れ
た
。 

ソ
ビ
エ
ト
社
会
保
障
の
形
龙

で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、
ヴ

ェ
•

イ
•

レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
四
月
二
六
日
人
民
委 

員

会

議

「
国
家
保
護
人
民
委
員
部
を
社
会
保
障
人
民
委
員
部
と
改
称
す
る
こ
と
に
関
す
る
」
決

定

で

あ

る(

四
月
三
〇Л

一
七V

日
付 

公
布)

。

こ
の
法
令
は
、
社
会
保
障
の
本
質
を
定
義
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
家
保
護
人
民
委
員
部
と
い 

う
現
在
の
名
称
は
、
社
会
保
障
の
任
務
の
社
会
主
義
的
理
解
に
合
致
し
な
い
し
、
社
会
的
救
済
が
施
物
と
慈
善
と
い
う
性
質
を
み
っ
て 

い
た
古
い
時
代
の
残
存
物
で
あ
る
」

と
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
国
家
保
護
人
民
委
員
部
を
社
会
保
障
人
民
委
員
部
と
改
称
し
た
。 

こ
う
し
て
、

こ
の
法
令
は
、
社
会
保
障
を
受
け
る
法
律
上
の
権
利
を
布
告
し
、
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、

ソ
ビ
エ
ト•

ロ
シ 

ア
で

世
界
で

初
め
て

「
社
会
保
障
」

と
い
う

Ж-
黛
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

こ
の
言
葉
が
、
以
前
の
慈
善
的
救
済
と 

は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
、
国
民
が
権
利
と
し
て
受
け
る
、
国
家
に
よ
る
生
活
保
障
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
正
し
い
内
容
を
意
味
す
る
も 

の
と
し
て
レ
ー

ニ
ン
の
指
導
の
も
と
で
世
界
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
点
に
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

(
21) 

同

じ

四

月

二

六(

一
三)

日
に
は
、
人

民

委

員

会

議

は

「
障
害
兵
士
の
社
会
保
障
に
関
す
る
」
法
令
を
決
定
し
、

五

月

三

日(

四
月 

二
〇
日)

に
そ
れ
を
公
布
し
て
い
る
。

こ
の
法
令
は
、

一
七
年
一
ニ
月
二
九
日
付
法
令
の
解
説
と
変
更
で
あ
っ
て
、
障
害
兵
士
の
社
会 

保
障
業
務
で
指
導
し
、
方
向
づ
け
る
役
割
は
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
当
該
の
機
関
、
す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
人
民
委
員
部
あ
る
い
は
労
働 

者
•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
付
属
社
会
保
障
部
に
属
す
る
こ
と
と
し
、
す
べ
て
の
資
金
も
こ
れ
ら
の
組
織
を
通
じ
て
障
害
兵
士
同
盟
に 

送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
障
害
兵
士
の
社
会
保
障
業
務
と
国
家
資
金
使
用
で
の
決
定
的
な
発
言
は
国
家
権
力
に
あ
る
こ
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人
民
委
員
会
議
は
、
ま
た
、
勤
労
者
の
休
息
の
権
利
を
確
認
し
、
六

月

一

四
(

一)

日
、
「
休
暇
に
関
す
る
」
決

定

を

公

布

し

た

。 

こ
の
決
定
は
、
労
働
者
、
職
員
に
毎
年
二
週
間
の
有
給
休
暇
を
と
る
権
利
を
保
障
し
、

と
く
に
有
害
な
生
産
に
従
事
す
る
者
に
は
さ
ら 

に
長
い
休
暇
を
定
め
る
権
限
を
労
働
人
民
委
員
部
に
付
与
し
た
。

一
八
年
七
月
四
日
か
ら
、

モ
ス
ク
ワ
で
第
五
回
全
ロ
シ
ア•

ソ
ビ
エ
ト
大
会
が
開
か
れ
、

こ
の
大
会
は
一
〇
日
に
は
、
最
初
の
ソ
ビ

(3)

エ
ト
憲
法
で
あ
る
ロ
シ
ア
社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
憲
法
を
採
択
し
た
。

こ
の
憲
法
に
は
、
当
然
な
が
ら
、

ソ
ビ
エ
ト
権
力
の 

実
現
の
初
期
に
達
成
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
反
映
さ
れ
た
。
社
会
保
障
は
本
質
に
お
い
て
ま
だ
や
っ
と
形
成
段
階
に
は
い
っ
た
と
こ
ろ
で

(
24) 

あ
る
が
、

ソ
ビ
エ
ト
憲
法
は
社
会
保
障
、
保
健
の
分
野
を
独
立
し
た
、
全
国
を
包
含
す
る
管
理
部
門
に
分
離
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。 

す
な
わ
ち
、
憲
法
に
は
一
八
の
人
民
委
員
部
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
労
働
人
民
委
員
部
な
ど
と
と
も
に
七
番
目
に
社
会
保
障 

人
民
委
員
部
、

一
八
番
目
に
保
健
人
民
委
員
部
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
新
し
い
社
会
保
障
、
保
健
制
度
に
憲
法
上
の
根 

拠
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
こ
で
保
健
人
民
委
員
部
の
創
設
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
具
体
的
な
動
き
は
、

一
八
年
六
月
に
労
働
者•

農

民
•

兵

士

代

議

員
 

ソ
ビ
エ
ト
医
療•

保
健
衛
生
部
第
一
回
全
ロ
シ
ア
大
会
が
召
集
さ
れ
、
そ
こ
で
保
健
人
民
委
員
部
の
合
目
的
性
と
そ
の
設
置
に
関
す
る 

特
別
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
七
月
一
一
日
に
、

レ
ー
ニ
ン
が
保
健
人
民
委
員
部
に
関
す
る
法
令
に
署
名 

し
、

セ
マ
シ
コ
が
最
初
の
保
健
人
民
委
員
、

ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
が
そ
の
代
理
と
な
っ
た
。

七
月
一
八
日
に
は
、
人

民

委

員

会

議

は

「
保
健 

人

民

委

員

部

に

関

す

る(

規
則)

」
法
令
を
決
定
し
、
ニ
ー
日
付
で
公
布
し
た
。
こ

の
法
令
は

最
初
に
「
保
健
人
民
委
員
部
は
、

ロ
シ
ア 

社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
す
べ
て
の
医
療•

保
健
衛
生
業
務
を
指
導
す
る
中
央
医
療
機
関
で
あ
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。
具 

体
的
任
務
と
し
て
、
「а
、
医

療
•

保
健
衛
生
業
務
の
分
野
に
お
け
る
立
法
的
規
範
の
作
成
と
準
備
、b

、

こ
れ
ら
の
規
範
の
適
用
に 

た
い
す
る
監
視
と
監
督
お
よ
び
そ
の
確
実
な
実
施
の
た
め
の
措
置
の
採
用
、C
、
医

療
•

保
健
衛
生
の
分
野
に
お
け
る
ロ
シ
ア
社
会
主
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義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
す
べ
て
の
施
設
と
市
民
に
た
い
し
、

一
般
の
義
務
た
る
命
令
と
決
定
の
公
布
、d

、
医

療
•

保
健
衛
生
の 

課
題
の
実
施
で
の
共
和
国
の
す
べ
て
の
施
設
へ
の
協
力
、

e

、
科
学
的
お
よ
び
実
際
的
性
格
を
も
つ
中
央
医
療•

保
健
衛
生
施
設
の
組 

織
と
管
理
、f

、
中
央
、
地

方

の

医

療•

保

健
衛
生
施
設
の
医
療•

保
健
衛
生
活
動
の
分
野
で
の
財
政
の
監
督
と
財
政
的
協
力
、g

、
 

地

方

労

働

者•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
医
療•

保
健
衛
生
活
動
の
統
一
と
調
和
」

が
こ
の
人
民
委
員
部
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

保
健 

人
民
委
員
部
は
、
軍
•

保
健
衛
生
部
、
市
民
医
療
部
、
保
険
医
療
部
、
学

校
•

保

健

衛

生

部(

教

育

人

民

委

員

部

の

管

轄

に

あ

る

教 

育
•

医
療
施
設)

、
交

通

部
(

鉄
道
課
、
水
路
課
、
獣
医
課)

の
各
部
か
ら
成
り
、
各
部
の
責
任
者
で
協В

会
が
構
成
さ
れ
た
。

ま
た
、 

保
健
人
民
委
員
部
の
付
属
で
、
科

学
•

実
際
的
諸
問
題
の
研
究
の
た
め
の
学
術
医
療
評
議
会
、
お
よ
び
労
働
者
組
織
の
代
表
の
参
加
す 

る

中

央

医

療•

保
健
衛
生
評
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
方
に
は
地
方
労
働
者•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
付
属
で 

医

療
•

保
健
衛
生
部
が
組
織
さ
れ
、
保
健
人
民
委
員
会
は
定
期
的
に
こ
の
部
の
大
会
を
招
集
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
保
健
人
民
委
員 

部
の
体
制
は
こ
の
時
期
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。

社

会

保

障

人

民

委

員

部(

人

民

委

員

ア•

ヴ
ィ
ノ
ク
ウ
ロ
フ)

の
活
動
も
着
実
に
進
め
ら
れ
た
。

七
月
一
亠
ハ
日
に
は
、
障
害
兵
士
へ 

の
捉
助
の
任
務
を
も
っ
す
べ
て
の
資
金
を
統
一
す
る
目
的
で
、
社
会
保
障
人
民
委
員
部
は
、
以
前
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
フ
委
員
会
、

ス 

コ
ベ
リ
フ
ス
キ
ー
委
員
会
、

そ
れ
と
廃
止
さ
れ
た
障
害
兵
士
中
央
委
員
会

(
ц
е
к
у
в

巴
の
ー
構
成
部
分
に
は
い
る
各
地
の
戦
争
被
障
害

(
27)

者
援
助
協
会
の
す
べ
て
の
資
産
を
社
会
保
障
人
民
委
員
部
に
引
渡
す
こ
と
を
決
定
し
、

ニ
ー
日
付
で
そ
れ
を
公
布
し
た
。

つ
づ
い
て
社 

会
保
障
人
民
委
員
部
は
、

モ
ス
ク
ワ
補
装
具
委
員
会
お
よ
び
そ
の
付
属
の
補
装
具
工
場
を
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
管
理
に
移
行
す
る

(
28)

決
定
を
七
月
三
一
日
付
で
公
布
し
て
い
る
。

労
働
人
民
委
員
部
関
係
で
は
、

一
八
年
五
月
一
八
日
付
公
布
の
「
労
働
監
督
部
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
法
令
に
よ
っ
て
、
旧
工 

場
監
督
署
が
廃
止
さ
れ
、
労
働
監
督
部
が
設
け
ら
れ
た
。
労
働
監
督
部
は
労
働
人
民
委
員
部
の
管
轄
に
属
し
、
監
督
官
は
労
働
組
合
評
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議
会
と
保
険
金
庫
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

労
働
監
督
部
は
、

い
か
な
る
経
済
的
活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
従 

事
す
る
す
べ
て
の
者
の
生
命
、
健
康
お
よ
び
労
働
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
監
督
官
に
は
労
働
に
関
す
る
法
律
の
違
反
お
よ
び 

勤
労
者
の
生
命
お
よ
び
健
康
の
保
護
に
関
す
る
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
問
う
広
範
な
権
利
が
与
え
ら
れ 

た
。

そ
の
後
、
労
働
人
民
委
員
部
は
、

七

月

三

一

日

付

で

「
労
働
監
督
部
へ
の
命
令
に
関
す
る
」
決
定
を
公
布
し
た
。

こ
の
決
定
に
は 

「
皿
、
社
会
保
険
に
関
す
る
法
律
の
実
施
に
た
い
す
る
監
督
」

の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
「
社
会
保
険
に
関
す
る
法
律
の
執
行
に 

た
い
す
る
監
督
の
実
施
で
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち⑴

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
険
の 

つ
ぎ
の
す
べ
て
の
種
類
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。а
、
疾
病
、b

、
労
働
能
力
の
喪
失
、C
、
失
業
、d

、
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
種
類 

の
保
険
、⑵

地
方
保
険
金
庫
に
払
込
金
が
き
ち
ん
と
払
込
ま
れ
て
い
る
か
。⑶

賃

金
(

賃
金
に
は
住
宅
給
与
、
食
事
お
よ
び
そ
の
ほ
か 

の
現
物
給
与
が
含
ま
れ
る
が)

か
ら
の
控
除
が
正
確
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
は
苛
酷
な
激
し
い
崩
壊
と
食
料
難
、
官
吏
の
サ
ボ
タ
—
ジ
ュ
お
よ
び
資
本
家
の
反
抗
と
い
う
条
件
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
 

こ
の
平
和
な
息
つ
ぎ
の
間
に
ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、

レ
ー

ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
に
も
と
づ
き
、
新
し
い
、

し
か
も
世
界
で
未
曽
有
の 

社
会
保
障
制
度
を
創
設
す
る
た
め
の
大
き
な
仕
事
を
な
し
遂
げ
た
。

た
だ
し
、

こ
の
当
時
に
は
、
ま
だ
そ
れ
を
完
全
に
実
現
す
る
こ
と 

は
で
き
な
か
っ
た
。

注

(
1
)

「
人
権
宣
言
集
」
、
岩
波
文
庫
、

一
ー
七
ハ
頁
。

2
)

前
掲

書

、

二
七
九
頁
。

(3) 
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第
二
章 

戦
時
共
産
主
義
の
時
期

平
和
な
息
つ
ぎ
は
短
期
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
外
国
の
干
渉
と
国
内
の
反
革
命
勢
力
に
よ
っ
て
戦
争
を
む
り
強 

い
さ
れ
、
平
和
な
社
会
主
義
建
設
を
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
さ
れ
た
。

国
の
全
勢
力
、
全
資
源
は
、
干
渉
者
と
反
革
命
勢
力
を
粉
砕
し 

十
月
革
命
の
成
果
を
守
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
国
の
す
べ
て
の
内
部
活
動
を
敵
を
粉
砕
す
る
課
題
に
従
属
せ
ざ 

る
を
え
な
か
っ
た
。

国
の
資
源
は
ひ
ど
く
消
耗
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
経
済
政
策
に
変
更
を
く
わ
え 

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ

の
政
策
が

い
わ

ゆ

る

「
戦
時
共
産
主
義
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
戦
時
共
産
主
義
へ
の
移
行
は
、

一
九 

一
ハ
年
の
夏
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

一
九
一
九
年
春
ま
で
約
一
カ
年
間
徐
じ
ょ
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
れ
は
外
国
の
軍
事
干
渉
と
国
内
の 

経
済
的
崩
壊
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
が
、

一
時
的
な
も
の
で
、
当
時
は
、

こ
の
政
策
が
た
だ
一
つ
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

戦
時
共
産
主
義
の
時
期
の
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
最
も
代
表
的
で
重
要
な
法
令
は
、

一
八
年
一
〇
月
三
一
日
付
人
民
委
員
会
議
布 

告

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」

で
あ
る
が
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
法
令
が
で
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
負
傷
あ
る
い
は
疾
病
の
結
果
、
労
働
能
力
を
完
全
あ
る
い
は
一
部
分
、
喪
失
し
た
赤
軍
兵
士
と
赤
衛
兵
、
そ
し 

て
ま
た
、
扶
養
者
の
死
亡
の
場
合
に
お
け
る
彼
ら
の
家
族
員
へ
の
社
会
保
障
に
、
当
時
の
条
件
の
も
と
で
と
り
わ
け
大
き
な
注
意
を
払 

っ
た
。

そ
の
具
体
的
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
人
民
委
員
会
議
は
、

ハ
月
七
日
、
「
労
農
赤
軍
兵
士
と
そ
の
家
族
の
年
金
保
障
に
関
す
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る
」
法
令
を
決
定
し
、

八
日
付
で
公
布
し
た
。

こ
の
法
令
は
、
軍
務
の
執
行
の
結
果
受
け
た
怪
我•

傷
あ
る
い
は
疾
病
に
よ
り
労
働
能 

力
を
完
全
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
失
っ
た
赤
軍
兵
士
に
た
い
し
、
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
に
応
じ
て
四
つ
の
等
級
に
区
分
し
た
年 

金
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一

等

級
(

労
働
能
力
の
完
全
な
喪
失
の
場
合
— 

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト)

に

よ

る

年

金

は

、
年
に 

三
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
金
額
、
第

二

等

級
(

労
働
能
力
の
著
し
い
低
下
の
場
合
—

七
〇
か
ら
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満)

は
二
、

ー
 

〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
額
、
第

三

等

級
(

労
働
能
力
の
中
位
の
低
下
の
場
合
—

四
〇
か
ら
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満)

は
一
、

二
〇
〇
ル
ー
ブ 

ル

の

額

お

よ
び

第

四

等

級(

労
働
能
力
の
弱
い
低
下
の
場
合
— 

一
五
か
ら
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満)

は
四
五
〇
ル
ー
ブ
ル
の
額
で
裁
定 

さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
殺
害
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
軍
務
に
よ
る
傷
、
怪
我
お
よ
び
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
、
あ
る
い
は
戦
場
で
通
知
な
く 

姿
を
消
し
た
、
赤
軍
兵
士
の
家
族
に
は
、
労
働
不
能
の
場
合
、
労
働
能
力
喪
失
の
第
一
等
級
に
よ
る
俸
給
定
額
か
ら
、

つ
ぎ
の
計
算
で 

年
金
を
保
障
し
た
。
す
な
わ
ち
、⑻

三
人
と
そ
れ
以
上
の
子
供
を
も
つ
寡
婦
へ
は!
—

戸
主
に
定
め
ら
れ
て
い
た
俸
給
定
額
の
四
分
の 

三
、⑹

一
人
あ
る
い
は
二
人
の
子
供
を
有
す
る
寡
婦
へ
は!
!

同
じ
俸
給
定
額
の
三
分
の
二
、©

子
供
の
な
い
寡
婦
へ
は
、
彼
女
が
身 

体
障
害
者
の
場
合
に
の
み!
!

完
全
な
身
体
障
害
の
場
合
に
は
俸
給
定
額
の
二
分
の
一
、

そ
し
て
部
分
的
な
身
体
障
害
の
場
合!
—

相 

当
し
た
一
部
、
な
お
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
低
い
身
体
障
害
は
考
慮
さ
れ
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
出
生
か
ら
一
七
歳
未
満
、
あ 

る
い
は
こ
の
年
齢
に
達
し
て
も
身
体
障
害
で
労
働
不
能
で
恒
常
的
な
世
話
を
必
要
と
す
る
孤
児
は
、

一
人
で
は!
!

戸
主
の
俸
給
定
額 

の
二
分
の
一
の
額
、

二
人
に
た
い
し
て
は!

1

四
分
の
三
の
額
、

三
人
以
上
に
は!
!

戸
主
の
俸
給
定
額
全
額
が
そ
れ
ぞ
れ
年
金
と
し 

て
保
障
さ
れ
る
。

な
お
、

こ
の
法
令
で
は
、
最

低

生

活

費(

地
方
の
労
働
組
合
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
不
熟
練
労
働
者
の
平
均
賃
金) 

よ
り
指
示
さ
れ
た
年
金
の
最
高
額
が
高
い
と
判
明
し
た
地
方
で
は
、
年
金
は
、
地

方

労

働

者•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
命
令
に
よ
り 

最
低
生
活
費
の
水
準
ま
で
低
め
ら
れ
る
こ
と
、
年
金
の
ほ
か
に
最
低
生
活
費
に
達
す
る
他
の
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
年
金
は
ま
っ
た
く 

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
、

こ
の
最
低
生
活
費
に
達
し
な
い
収
入
の
あ
る
場
合
に
は
、
年
金
は
収
入
と
最
低
生
活
費
の
差
額
の
水
準
で
支
給

84



第2章戦時共産主義の時期

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、

つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
戦
時
共
産
主
義
の
時
期
の
き
び
し
い
条
件
が
反
映
し
て
い
た
と
み
る
こ 

と
が
で
き
る
。

そ
れ
後
、

ハ
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
も
、
人
民
委
員
会
議
と
労
働
人
民
委
員
部
か
ら
社
会
保
障
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
決
定
が
公 

布
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、

ハ

月

七

日

付

「
失
業
お
よ
び
疾
病
の
場
合
の
保
険
に
関
す
る
規
則
の
適
用
手
続
に
つ
い
て
」

の
人
民

(8)

委
員
会
議
決
定
で
あ
る
。

こ

こ

で

は

ま

ず

「⑴

あ
ら
ゆ
る
企
業
は
、
そ
の
国
有
化
と
押
収
の
後
、

一
般
的
根
拠
に
も
と
づ
い
て
社
会
保

(с
о

в
е

т
)  

(с
о

в
е

т
)

険
の
当
該
払
込
金
の
払
込
み
を
続
け
る
。⑵

国
民
経
済
最
高
会
議
、
そ
れ
と
区
お
よ
び
州
の
会
嚴
は
、
国
有
化
さ
れ
た
個
々
の
企
業
の 

見
積
の
承
認
の
場
合
、
企
業
の
支
出
の
見
積
に
つ
ぎ
の
金
額
を
含
め
る
。

す
な
わ
ち
、а
、
企
業
の
労
働
者
、
職
員
に
支
払
わ
れ
る
賃 

金
か
ら
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
で
、
疾
病
保
険
に
つ
い
て
疾
病
金
庫
に
支
払
う
べ
き
金
額
、b

、
企
業
に
恒
常
的
に
従
事
す
る
労
働
者
、
 

職
員
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
か
ら
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
季
節
的
に
従
事
す
る
者
に
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
で
失
業
保
険
に
つ
い
て
失
業
者
金 

庫
に
支
払
う
べ
き
金
額
、C
、
地
方
保
険
組
合
の
払
込
金
の
現
行
の
料
率
、
災
害
保
険
金
庫
あ
る
い
は
一
般
保
険
金
庫
の
当
該
の
部
に 

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
全
支
払
賃
金
か
ら
の
一
定
の
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
で
、
災
害
事
故
保
険
に
つ
い
て
払
込
ま
れ
る
べ
き
金
額
」 

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
と
企
業
は
す
べ
て
の
国
家
施
設
と
国
家
企
業
の
職
員
と
労
働
者
を
、
•

疾
病
保 

険
規
則
お
よ
び
失
業
保
険
規
則
に
し
た
が
っ
て
、
す
ぐ
保
険
に
い
れ
る
た
め
、
見
積
り
を
作
成
す
る
場
合
、
支
出
の
見
積
り
に
こ
の
決 

定
の⑵

のa
とb

で
示
し
た
項
目
を
含
め
、
地
方
保
険
金
庫
、
た
だ
し
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
国
庫
、
地

方

労

働

者•

農
民
代
議
員
ソ 

ビ

エ

ト

労

働

部(

労
働
人
民
委
員
部)

の
預
金
に
適
当
な
金
額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

(у
п

р
а

в
л

е
н

и
е

)  

-4) 

つ
づ
い
て
ハ
月
ニ
九
日
に
人
民
委
員
会
議
は
、
「
軍

・
保
健
衛
生
管
理
局
と
保
健
人
民
委
員
部
の
合
同
に
関
す
る(

規
則)

」
決
定
を 

し
、
九
月
一
日
に
公
布
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
中

央

軍•

保
健
衛
生
管
理
局
は
保
健
人
民
委
員
部
の
一
つ
の
部
に
、
別
個
の
独
立
し
た 

部
の
資
格
に
改
革
さ
れ
、

「
軍
•

保
健
衛
生
部
」

と
な
っ
た
。

保
健
衛
生
部
の
一
つ
の
部
に
軍•

保
健
衛
生
部
が
置
か
れ
る
こ
と
は
、
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七

月
一
八
日
人
民
委
員
会
議
「
保

健

人

民

委

員

部

に

関

す

る(

規
則)

」
法
令
で
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

こ

の
決
定
で
具
体
的 

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
食
料
問
題
が
異
常
に
緊
迫
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
人

民

委

員

会

議

は

「
飢
餓
に
悩
む
県
の
住 

民
の
間
で
の
栄
養
の
減
退
を
考
慮
し
、

か
つ
食
物
不
足
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
多
数
の
疾
病
か
ら
子
供
と
青
年
男
女
を
保
護
す
る
こ 

と
を
目
的
」

と
し
、
子
供
給
食
を
ま
ず
第
一
の
課
題
と
認
め
、
九
月
一
四
日
、
「
子
供
給
食
の
強
化
に
関
す
る
」
決
定
を
し
、
す

べ

て 

の
食
料
機
関
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
指
令
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ー
、а
、
勤
労
住
民
に
属
し
、
子
供
に
哺
乳
し
て
い
る
母
親
に
主
な
種
類
の 

割
当
食
料
を
支
給
す
る
、
そ
し
て
階
級
割
当
食
料
が
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
き
つ
い
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
者
と
同
等 

に
追
加
的
な
切
取
式
配
給
券
を
交
付
す
る
、b

、

一
歳
未
満
の
子
供
に
は
一
日
当
た
り
牛
乳
ー
び
ん
、
週
当
た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
の 

小
麦
ひ
き
割
、

月
当
た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
の
砂
糖
の
計
算
に
よ
る
特
別
な
子
供
切
取
式
配
給
券
を
実
施
す
る
、C
、

一
歳
か
ら
五
歳 

未
満
の
子
供
に
は
、
牛
乳
一
日
当
た
り
ー
び
ん
、
小
麦
ひ
き
割
あ
る
い
は
そ
の
他!
!

週
当
た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
、
砂
糖!
—

月
当 

た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
あ
る
い
は
一
フ
ン
ト
の
蜂
蜜
、
卵
——

週
当
た
り
三
個
、
脂
肪
——

月
当
た
り
ー
フ
ン
ト
、

の
追
加
的
割
当
食 

料
を
支
給
す
る
、d

、
す
べ
て
の
学
校
食
堂
に
、
各
生
徒
当
た
り
、

パ
ン!
—

一
日
当
た
り
四
分
の
ー
フ
ン
ト
、
脱
皮
し
た
穀
物
——

(
？)

週
当
た
り
ハ
分
の
三
フ
ン
ト
、
脂
肪!

月
当
た
り
ー
フ
ン
ト
、
砂
糖!
—

月
当
た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
あ
る
い
は
一
フ
ン
ト
の
蜂 

蜜
、

肉
ま
た
は
魚!
!

週
当
た
り
二
分
の
ー
フ
ン
ト
、
卵!
!

週
当
た
り
二
個
を
保
障
す
る
、e
、
登

校

し

て

い

な

い

学

齢(

五
歳
か 

ら
ー
六
歳)

の
子
供
の
た
め
の
給
養
に
同
じ
計
算
に
よ
る
食
料
品
を
保
障
す
る
、

二
、
教
育
人
民
委
員
部
に
は
学
校
付
属
の
食
堂
を
即 

刻
、
組
織
し
、
生
徒
に
温
い
食
料
を
保
障
す
る
よ
う
委
任
す
る
、

三
、
保
健
人
民
委
員
部
に
は
、
学
校
付
属
で
、
そ
れ
が
そ
の
と
き
不 

可
能
な
と
こ
ろ
で
は
学
校
外
に
、

五
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
登
校
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
子
供
の
た
め
の
給
養
場
所
を
即
刻
、
組
織
す 

る
よ
う
委
任
す
る
、

と
い
う
よ
う
に
、
子
供
の
保
護
を
優
先
し
、
具
体
的
に
保
障
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
九
月
ニ
三
日
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に
同
じ
く
子
供
給
食
に
関
係
し
、
人
民
委
員
会
議
は
、
「
子
供
給
食
基
金
に
関
す
る
」
決
定
を
し
、

二
六
日
付
で
公
布
し
た
。

こ

れ

は 

「
子
供
給
食
の
強
化
に
関
す
る
」
法
令
の
補
足
で
、
す

べ
て

の
労

働

者•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
に
た
い
し
、
住
民
へ
の
課
税
に
よ
る 

「
子
供
給
食
基
金
」
を
地
方
に
組
織
す
る
こ
と
を
命
じ
、
国
の
出
納
局
の
資
金
か
ら
、
保
健
人
民
委
員
部
の
命
令
で
、
「
子

供

給
食
の 

強
化
に
関
す
る
」
法
令
の
第
二
項
と
第
三
項
で
指
示
し
た
目
的
に
た
い
し
、
地
方
の
条
件
で
、
課
税
を
至
急
に
行
え
な
い
組
織
に
貸
付 

の
形
で
補
助
金
を
与
え
る
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
を
定
め
た
内
容
で
あ
る
。

(п
р

и
с

у
т

с
т

в
и

е
〉  

(7) 

こ
の
ほ
か
九
月
に
は
、
労

働

人

民

委

員

部
は

一

六

日

「
保
険
官
庁
の
廃
止
に
関
す
る
」
決
定
を
し
、

二

五

日

付

で

こ

れ

を

公

布

し 

た
。

こ
の
法
令
に
よ
り
、
保
険
官
庁
は
廃
止
さ
れ
、

そ
の
権
利
と
義
務
は
労
働
者•

農
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
労
働
部
と
保
険
金
庫
に
負 

わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
労
働
部
の
管
理
に
属
す
る
の
は
、а
、
す
べ
て
の
保
険
と
労
働
保
護
の
仕
事
の
当
面
の
方
針
と 

指
導
、b

、
労
働
者
の
保
険
と
労
働
保
護
に
関
す
る
法
律
、
規
定
お
よ
び
決
定
の
遂
行
に
た
い
す
る
監
視
と
保
険
金
庫
の
活
動
に
た
い 

す
る
監
督
な
ど
ー
ー
項
目
で
あ
る
。

ま
た
、
保
険
金
庫
の
管
理
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、a
、
労
働
者
保
険
と
労
働
保
護
に
関
す
る 

法
律
、
規
定
お
よ
び
決
定
の
実
施
、b

、
被
保
険
者
の
範
囲
の
拡
大
、C
、
強
制
的
決
定
の
作
成
と
そ
れ
の
、
労
農
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト 

労
働
部
へ
の
承
認
の
た
め
の
提
出
、d

、
保
険
規
則
へ
の
違
反
、

そ
れ
と
強
制
的
決
定
の
不
履
行
に
た
い
す
る
罰
金
の
決
定
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
七
年
一
ニ
月
一
六
日
「
保
険
官
庁
に
関
す
る
規
定
」

で
各
県
あ
る
い
は
州
に
設
立
さ
れ
、
労
働
者
保
険
に
関
す 

る
法
律
の
執
行
の
監
視
な
ど
を
主
な
任
務
と
し
て
き
た
保
険
官
庁
が
廃
止
さ
れ
、

そ
の
業
務
が
労
農
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
労
働
部
と
保
険 

金
庫
に
分
け
ら
れ
た
。

ー
〇
月
に
は
い
る
と
、
ま
ず
、

一
〇
日
に
人
民
委
員
会
議
は
、
「
『
労
農
赤
軍
兵
士
と
そ
の
家
族
へ
の
年
金
保
障
に
関
す
る
』
法
令
へ 

の
補
足
に
つ
い
て
」

の
決
定
を
し
、

一
五
日
に
公
布
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
「
労
農
赤
軍
兵
士
と
そ
の
家
族
へ
の
年
金
保
障
に
関
す
る
」 

法
令
の
効
力
を
赤
軍
兵
士
の
直
系
上
位
の
親
族
お
よ
び
彼
ら
の
兄
弟
、
姉
妹
、
孤
児
に
た
い
し
、
赤
軍
兵
士
の
こ
れ
ら
の
家
族
員
が
彼
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の
扶
養
に
あ
り
、
労
働
不
能
で
、
財
産
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
拡
げ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
親
族
に
た
い
し
、
も
し
四
人
以
上 

が
保
障
さ
れ
る
場
合
に
は
死
亡
し
た
赤
軍
兵
士
に
定
め
ら
れ
て
い
た
俸
給
定
額
の
四
分
の
三
、

二
人
あ
る
い
は
三
人
の
親
族
の
場
合
に 

は
同
俸
給
定
額
の
三
分
の
二
、

一
人
の
場
合
に
は
二
分
の
一
の
額
の
年
金
を
裁
定
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

一
八
年
一
〇
月
三
一
日
に
、
人

民

委

員

会

議

布

告

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
規
則
に
よ
り
、
最
初
は
労
働 

者
と
職
員
に
だ
け
実
施
さ
れ
た
社
会
保
険
が
、
後
に
、
国
内
の
全
勤
労
住
民
に
た
い
す
る
社
会
保
障
に
替
え
ら
れ
た
。

こ
の
規
則
に
よ 

っ
て
実
施
さ
れ
た
社
会
保
障
の
主
な
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
社
会
保
障
が
、
す
べ
て
の
労
働
者
と
職
員
、
そ
れ
と
、
他
人
の
労
働
を
搾
取 

し
な
い
手
工
業
者
と
農
民
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
、
保
険
料
が
最
初
は
存
続
し
た
が
、
国
営
工
業
内
部
に
独
立
採
算
業
務
が
存
在
し
て 

い
な
か
っ
た
こ
と
と
関
連
し
、
後

に
(

一
九
一
九
年
四
月)

保
険
料
は
国
家
の
直
接
的
な
資
金
供
給
に
替
え
ら
れ
、
社
会
保
障
の
費
用 

は
国
家
の
支
出
額
で
支
弁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
保
障
内
容
の
点
で
は
、
給
付
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
条
件
づ
け
ら
れ
広
範 

に
現
物
支
給
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

以
下
、
具

体

的

に

こ

の

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」

の
内
容
を
み
る
こ
と
と
す
る
。 

全
体
は
、

つ
ぎ
の
四
つ
の
篇
、
す
な
わ
ち
、
第

一

篇

「
一
般
規
定
」
、
第

二

篇

「
社
会
保
障
の
種
類
」
、
第

三

篇

「
社
会
保
障
の
財
政 

制
度
」

お

よ

び

第

四

篇

「
補
足
規
定
」

か
ら
成
っ
て
お
り
、
第
一
条
か
ら
第
五
六
条
ま
で
で
あ
る
。

第

一

篇

第

一

章

は

「
保
障
の
範
囲
」

で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
ま
ず

第
一
条
「
保
障
の
種
類
」

に

は

「
勤
労
者
社
会
保
障
は
、

つ
ぎ
の 

場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、⑻

医
療
、
医
薬
な
ど
の
援
助
お
よ
び
助
産
の
す
べ
て
の
種
類
を
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の 

者
に
与
え
る
こ
と
、⑹

発

生

の

原

因(

一
般
的
疾
病
、
災
害
な
ど)

に
関
係
な
く
、
労
働
不
能
の
結
果
、
生
存
手
段
の
一
時
的
喪
失
、
 

⑹

災
害
、
疾
病
、
老
齢
な
ど
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
労
働
不
能
の
結
果
、
生

存

手

段

の

恒

久

的

喪

失(

全

部

あ

る

い

は

一

部)

、
(d)
失 

業
者
の
責
任
に
よ
ら
な
い
で
生
じ
た
失
業
の
結
果
、
生
存
手
段
の
喪
失
。

社
会
保
障
の
任
務
に
は
ま
た
、
疾
病
、
災
害
な
ど
に
た
い
す 

る
予
防
策
の
採
用
も
、

そ
れ
ら
の
結
果
の
軽
減
も
含
ま
れ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
第

二

条

「
保
障
に
該
当
す
る
者
の
範
囲
」

で
は
、
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ま

ず

「
保
障
に
該
当
す
る
の
は
、
生
存
の
源
泉
が
他
人
の
労
働
の
搾
取
で
な
く
、
自
分
自
身
の
労
働
だ
け
で
あ
る
す
べ
て
の
者
に
例
外 

な
く
で
あ
る
」

と
規
定
し
、

こ
の
者
は
労
働
の
性
格
と
継
続
期
間
に
関
係
な
く
、

そ
し
て
、
彼
ら
が
国
営
、
国
有
化
、
株
式
、
集
団
経 

営
の
企
業
、
施
設
あ
る
い
は
農
場
で
働
い
て
い
る
か
、
個
人
の
と
こ
ろ
あ
る
い
は
独
立
し
て
働
い
て
い
る
か
に
関
係
な
く
該
当
し
、
ま 

た
、
前
述
の
要
件
を
充
た
す
外
国
の
市
民
も
保
障
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第

二

章

は

「
社
会
保
障
機
関
」

に
つ
い
て
規
定 

し
て
い
る
が
、
第

三

条

「
中
央
機
関
」

で
は
、
「
社
会
保
障
を
指
導
す
る
中
央
機
関
は
、
労
働
人
民
委
員
部
社
会
保
障•

労

働

保

護

部 

で
あ
る
」

と
書
か
れ
、
第

四

条

「
社
会
保
障
の
地
方
機
関
」

は
、
地
方
勤
労
者
代№

員
ソ
ビ
エ
ト
労
働
部
の
社
会
保
障•

労
働
保
護
課 

で
、

こ
の
課
が
地
方
で
社
会
保
障
を
こ
の
規
則
、
中
央
の
訓
令
、
命
令
書
そ
の
他
に
も
と
づ
い
て
実
施
す
る
と
定
め
て
い
る
。 

第

二

篇

「
社
会
保
障
の
種
類
」

は

大

き

く

「
医
療
援
助
」

と

「
貨
幣
手
当
と
年
金
」

の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

ま

ず

「
医
療
援
助 

の
種
類
」(

第
五
条)

に
つ
い
て
は
、
「1

、
地

方
の
社
会
保
障•

労
働
保
護
課
は
、
科
学
的
な
高
度
の
治
療
、
医
薬
剤
、
治
療
手
段
お 

よ
び
包
帯
材
料
、
補
助
食
品
、

そ
れ
と
、
治
療
の
成
功
の
た
め
と
、
疾
病
あ
る
い
は
災
害
の
諸
結
果
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
、
医
学 

用

具

お

よ

び

補

助

手

段(

眼
鏡
、
松
葉
杖
、
支
え
、
補
装
具
そ
の
他)

の
供
給
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
を
包
含
し
た
医
療
援
助
を
与
え
る
」 

と
述
べ
、
医
療
援
助
の
種
類
と
し
て⑻

急
病
の
場
合
の
応
急
手
当
、⑹

あ
ら
ゆ
る
専
門
の
外
来
患
者
診
療
所
、⑹

助
産
、
(d)
病

院
(

入 

院)

治
療
、⑻

療

養

地

・
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
治
療
、⑴

物
療
研
究
所
、⑻

家
庭
で
の
医
療
援
助
を
掲
げ
て
い
る
。
「
医
療
援
助
を
与
え
る 

期
限
」(

第
六
条)

は
、
医
療
援
助
を
必
要
と
す
る
全
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
労
働
能
力
喪
失
の
と
き
、
医

療

援

助

の

利 

用
は
、
労
働
能
力
の
回
復
の
不
可
能
な
場
合
を
除
い
て
義
務
的
で
あ
る
こ
と
、
地
方
社
会
保
障•

労
働
保
護
課
に
は
、
労
働
能
力
を
ま 

だ
失
っ
て
い
な
い
病
人
が
、
そ
れ
を
喪
失
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
病
人
に
医
療
援
助
を
利
用
す
る
よ
う
に
強
制
す 

る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
「
医
療
援
助
の
義
務
性
」(

第
七
条)

を
規
定
し
て
い
る
。

「
貨
幣
手
当
と
年
金
」

で
は
、
「
一
般
規
定
」(

第
二
章)

、
「
一
時
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
手
当
」(

第
三
章)

、
「
恒

久

的

労

働
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能
力
喪
失
の
場
合
の
年
金
」(

第
四
章)

、
「
妊
婦
と
産
婦
の
手
当
」(

第
五
章)

、
「
失
業
の
場
合
の
手
当
」(

第
六
章)

、
「
埋

葬

手

当

」 

(

第
七
章)

、

そ

し

て

「
現
物
に
よ
る
援
助
」(

第
ハ
章)

に
分
か
れ
て
い
る
。

「
一
般
規
定
」

に
つ
い
て
は
、

ま

ず

「
手
当
と
年
金
の
支
給
目
的
」(

第
八
条)

と
し
て
、
「
労
働
能
力
の
喪
失
あ
る
い
は
失
業
の
結 

果
、
稼
得
賃
金
の
大
部
分
あ
る
い
は
一
部
を
失
っ
た
者
に
生
存
手
段
を
提
供
す
る
」

こ
と
と
規
定
し
、

つ
づ
い
て
、

「
手
当
の
規
準
の 

決
定
」(

第
九
条)

で

は

「1

、
最

低

限
(

最
小)

の
手
当
は
、
当
該
の
地
域
に
つ
い
て
労
働
人
民
委
員
部
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
賃 

率
で
許
さ
れ
る
最
低
の
賃
率
額
」
、
「2

、
通
常
の
手
当
は
、
手
当
あ
る
い
は
年
金
の
受
給
者
が
居
住
し
て
い
る
地
域
で
、
人
び
と
に
保 

障
す
べ
き
平
均
稼
得
賃
金
」
、

お

よ

び

「3

、
最

高

限
(

最
大)

の
手
当
は
、
当
該
の
地
域
に
つ
い
て
労
働
人
民
委
員
部
に
よ
っ
て
承 

認
さ
れ
た
賃
率
で
許
さ
れ
る
最
高
の
賃
率
額
」

と
い
う
三
つ
の
規
準
の
種
類
を
定
め
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
人
が
受
給
す
る
手
当
、
年 

金
の
総
額
は
、
稼
得
賃
金
、
俸
給
そ
の
他
の
所
得
と
合
せ
、
最
高
限
の
手
当
を
越
え
ふ
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
、
「
手

当

と

年 

金
の
限
度
」(

第
一
〇
条)

と
し
て
い
る
。

「
一
時
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
手
当
」

は
、
稼
得
賃
金
の
喪
失
を
伴
う
労
働
能
力
の
一
時
的
喪
失
の
場
合
で
、
そ
れ
が
惹
起
さ 

れ
た
原
因
、

た
と
え
ば
疾
病
、
災
害
、
隔

離

そ

の

他

に

関
係
な

く
支
給
さ
れ

る(

第
一 

ー
条)

。

手
当
は
実
際
に
欠
勤
し
た
労
働
日
に 

た
い
し
て
だ
け
支
給
さ
れ
、
第
一 

ー
条
の
事
情
の
発
生
し
た
最
初
の
日
か
ら
、
労
働
能
力
の
回
復
の
日
、
あ
る
い
は
恒
久
的
年
金
の
裁 

定
(

身
体
障
害
の
確
定)

の
日
ま
で
が
手
当
支
給
の
継
続
期
間
で
あ
る(

第
一
三
条)

。

手
当
の
額
は
、
通
常
、
手
当
を
受
け
る
者
の 

稼
得
賃
金
と
な
っ
て
い
る
。

つ

ぎ

に

「
恒
久
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
年
金
」

で
あ
る
が
、

こ

の

年

金

は

「
労

働
能
力
の
喪
失
を
惹
起
し
た
原
因(

疾
病
、
災 

害
、
老
齢
、
職
業
病
そ
の
他)

に
関
係
な
く
、
完
全
な
、
あ
る
い
は
部
分
的
な
労
働
能
力
の
恒
久
的
喪
失
の
場
合
」

に

裁

定

さ

れ(

第 

一
五
条)

、
身
体
障
害
に
つ
い
て
の
届
書
の
提
出
の
日
か
ら(

第

一

六

条

「
年
金
裁
定
の
期
限
」)

、
被
保
険
者
の
死
亡
の
日
ま
で
年
金
は
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支

給

さ

れ

る(

第
一
七
条)

。

年

金

の

額
(

第
一
ハ
条)

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
完
全
な
労
働
能
力
喪
失 

の
場
合
の
年
金
月
額
は
、
年
金
受
給
者
が
居
住
し
て
い
る
地
域
で
支
払
わ
れ
る
通
常
手
当
の
日
額
の
二
五
倍
で
あ
り
、
部
分
的
な
労
働 

能
力
喪
失
の
場
合
の
年
金
額
は
、
労
働
能
力
を
一
五
か
ら
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
失
っ
た
者
に
は
完
全
年
金
の
五
分
の
一
、
労
働
能
力 

を
三
〇
か
ら
四
四.
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
失
っ
た
者
に
は
、
同
二
分
の
一
、
労
働
能
力
を
四
五
か
ら
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
失
っ
た
者
に
は 

同
四
分
の
三
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
失
っ
た
者
に
は
完
全
年
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
特
別
な
世
話
を
必
要
と
す
る
年
金
受
給 

者
に
は
年
金
が
増
額
さ
れ
る
。

年
金
裁
定
の
届
書
は
地
方
社
会
保
障•

労
働
保
護
課
に
提
出
さ
れ
、
課
は
、
提
出
の
日
か
ら
一
カ
月
の 

間
に
届
人
に
身
体
検
査
ビ
ュ
ロ
ー
を
通
じ
検
査
を
受
け
さ
せ
、

そ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
年
金
を
確
定
す
る(

第

一

九

条

〇

年

金

は 

ー
カ
月
間
前
払
い
さ
れ
る
。

ま
た
、
課
は
、
障
害
度
の
変
更
を
決
定
す
る
た
め
一
年
に
二
度
以
内
の
再
検
査
を
し
、
年
金
受
給
者
に
は 

年
に
一
度
以
内
で
再
検
査
を
受
け
る
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
る(

第
二
〇
条)

。

「
妊
婦
と
産
婦
の
手
当
」

は
、
妊
娠
と
分
娩
の
場
合
、
そ
れ
と

子
供
の
哺
乳
期
に
支
給
さ
れ
る(

第
一
ニ
条)

。

手

当

の

支

給

の

継 

続
期
間
は
、⑻

肉
体
労
働
に
従
事
し
て
い
る
妊
婦
に
は
分
娩
前
の
ハ
週
間
、
そ
の
ほ
か
の
妊
婦
に
は
六
週
間
、⑹

肉
体
労
働
に
従
事
し 

て
い
る
産
婦
に
は
分
娩
後
の
ハ
週
間
、

そ
の
ほ
か
の
産
婦
に
は
六
週
間
、⑹

肉
体
労
働
に
従
事
し
て
い
る
哺
乳
す
る
母
親
に
は
、
産
婦 

と
し
て
の
手
当
の
支
給
の
停
止
の
日
か
ら
七
カ
月
間
、

そ
の
ほ
か
の
母
親
に
は
二
分
の
七
カ
月
間
、

た
だ
し
、
産
婦
自
身
が
子
供
を
哺 

乳
し
、
同
時
に
労
働
日
が
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
あ
る(

第
二
三
条)

。

そ
し
て

(а)
と⑹

の
手
当
は
実
際
に
欠
勤
し
た
労 

働

日

に

た

い

し
て

支

給

さ

れ

る(

第
二
三
条)

。

妊
婦
と
産
婦
に
た
い
す
る
手
当
の
額
は
、

一
時
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
と
同
一
額 

で
あ
り
、
哺
乳
す
る
母
親
へ
の
手
当
は
、
産
婦
へ
の
完
全
な
手
当
の
四
分
の
一
の
額
で
支
給
さ
れ
る(

第
二
四
条)

。

な
お
、

こ

れ

ら 

の
手
当
の
ほ
か
、
産
婦
に
は
最
低
限
の
手
当
日
額
の
一
五
倍
の
額
で
、
世
話
を
す
る
用
品
に
た
い
す
る
追
加
手
当
が
支
給
さ
れ
る(

第 

二
五
条
〇
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「
失
業
の
場
合
の
手
当
」

は
、
労
働
部
—
労
働
力
配
置
課
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
企
業
の
閉
鎖
と
い
う
原
因
、

あ
る
い
は
定
員
削
減 

の
た
め
に
生
存
手
段
を
持
た
な
い
、
稼
得
賃
金
を
失
っ
た
失
業
者
に
支
給
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
該
労
働
組
合
の
賃
率
で
定
め
ら
れ
労 

働
人
民
委
員
部
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
支
払
の
た
め
に
提
案
さ
れ
た
職
に
従
事
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
、
あ
る
い
は
相
当
の
理
由
な
く 

労
働
を
や
め
た
失
業
者
、
自
分
の
義
務
に
不
誠
実
な
、

あ
る
い
は
怠
幔
な
態
度
の
た
め
に
解
雇
さ
れ
た
者
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が 

で

き

な

い(

第
二
六
条)

。

そ
し
て
手
当
は
、
失
業
者
が
解
雇
の
と
き
の
精
算
の
稼
得
賃
金
を
受
取
っ
た
日
か
ら
、
就

職

の

日
ま
で

支 

給
さ
れ
、
額
は
、
最
低
限
の
手
当
の
水
準
で
あ
る(

第
二
八
条
、
第
二
九
条)

。

「
埋
葬
手
当
」

は
、
被
保
険
者
の
死
亡
の
場
合
に
、
彼
を
葬
っ
た
者
に
、
最
低
限
の
手
当
の
三
〇
倍
の
額
で
支
給
さ
れ
る(

第
三
一 

条
、
第
三
二
条)

。

「
現
物
に
よ
る
援
助
」

の
章
で
は
、
ま

ず

「
一
時
的
労
働
能
力
の
喪
失
、
母
性
お
よ
び
失
業
の
場
合
」(

三
四
条)

は
、
労

働

人

民 

委

員

部

社

会

保

障•

労
働
保
護
部
に
、

(a)
病
人
、
妊
婦
あ
る
い
は
産
婦
が
病
院
に
滞
在
す
る
、⑹

病
人
、
妊
婦
、
産
婦
お
よ
び
失
業
者 

に
全
部
、
あ

る

い
は

一

部
の
現
物
に
よ
る
給
与(

下
着
、
住
居
、
食
事
そ
の
他)

の

使

用
が

許
さ
れ
て

い
る(

注
。
医
薬
品
、
治
療
用 

品
お
よ
び
補
装
具
の
供
給
は
現
物
給
与
と
み
な
さ
な
い)

と
い
う
と
き
に
、
未
成
年
を
扶
養
し
て
い
る
者
に
は
最
低
限
の
手
当
の
二
分 

の
一
ま
で
、
そ
の
ほ
か
の
者
に
た
い
し
て
は
四
分
の
一
ま
で
手
当
を
削
減
す
る
こ
と
が
委
ね
ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

つ

ぎ

に

「
恒 

久
的
労
働
能
力
の
喪
失
の
場
合
」(

第
三
五
条)

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
地

方

社

会

保

障•

労
働
保
護
課
に
、
貨
幣
に
よ
る
年
金
の 

代
り
に
、
年
金
受
給
者
を
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
せ
る
、
そ
し
て
、
年
金
額
を
低
く
し
な
が
ら
、
給
与
の
若
干
の
種
類
を
彼
ら 

に
供
給
す
る
こ
と
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
死
亡
の
場
合
」(

第
三
六
条)

は
、
地

方

社

会

保

障•

労
働
保
護
課
に
は
埋
葬
手
当
の
支
給
の
代
り
に
、
死
亡
者
の
埋 

葬

・
火
葬
を
引
受
け
る
こ
と
を
委
ね
て
い
る
。
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こ
の
規
則
に
よ
る
社
会
保
障
の
財
政
は
、
第
三
篇
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

ま
ず
、
社
会
保
障
の
資
金
で
あ
る
が 

規
則
で
は
こ
の
資
金
は
つ
ぎ
の
五
つ
の
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
定
め
て
い
る(

第
三
七
条)

。

す
な
わ
ち
、
 

⑻

私
的
の
企
業
、
施
設
お
よ
び
個
々
の
雇
用
主
の
払
込
金

⑹

国
有
化
お
よ
び
国
営
の
企
業
お
よ
び
施
設
の
払
込
金

⑹
 

雇
用
主
の
な
い
場
合
に
お
け
る
保
障
の
該
当
者
の
払
込
金(

協
同
組
合
、
手
工
業
者
、
農
業
経
営
者
、
そ
の
他)

(d)
社
会
保
障
へ
の
支
払
い
の
遅
滞
に
よ
る
延
滞
利
子
お
よ
び
こ
の
規
則
の
違
反
に
た
い
し
て
課
せ
ら
れ
る
罰
金 

⑹
 

社
会
保
障
施
設
の
資
産
と
資
金
か
ら
の
収
入 

で
あ
る
。

フ
ォ
ン
ド 

社
会
保
障
に
入
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
資
金
に
よ
っ
て
統
一
的
な
全
ロ
シ
ア
社
会
保
障
基
金
を
構
成
し
、
労
働
人
民
委
員
部 

社

会

保

障•

労
働
保
護
部
が
こ
れ
を
管
理
し
、
部
の
定
め
た
規
定
と
訓
令
に
し
た
が

っ
て

使
用
す

る
こ

と

に
な

っ
て

い
る(

第

四

九 

条)

。
保
険
払
込
金
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
母
性
と
失
業
者
の
保
障
に
た
い
す
る
払
込
金
は
、
労
働
人
民
委
員
部
社
会
保
障•

労
働
保
護
部

(
с
т
а
в
к
а
)

の
定
め
る
、

ロ
シ
ア
共
和
国
全
土
に
一
致
し
た
レ
ー
ト
の
形
で
、

そ
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
種
類
の
保
障
に
た
い
す
る
払
込
金
は
、
当
該 

の
企
業
、
施
設
あ
る
い
は
農
場
が
関
係
す
る
危
険
の
等
級
ご
と
に
労
働
人
民
委
員
部
社
会
保
障•

労
働
保
護
部
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た 

(
T
8
L
P
0  &

 )

料
率
表
に
も
と
づ
い
て
地
方
社
会
保
障•

労

働

保

護

課

に

よ

っ
て

確

定

さ
れ

る(

第
三
九
条
、
第
四
〇
条)

。

資
本
主
義
国
で

ま
だ
社
会
保
障
の
実
現
し
て
い
な
い
段
階(

ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
法
は
一
九
三
五
年
、

イ
ギ
リ
ス
の
べ
ヴ
ァ
リ
ッ 

ジ
報
告
は
一
九
四
二
年
な
ど)

に
、

こ
の
社
会
保
障
規
則
に
よ
っ
て
社
会
主
義
国
ロ
シ
ア
で
社
会
保
障
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
た
と
い 

う
こ
と
は
、
社
会
主
義
の
社
会
保
障
の
資
本
主
義
の
そ
れ
に
た
い
す
る
優
位
性
を
現
実
に
示
し
た
点
で
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
戦
時
共
産
主
義
と
い
う
き
わ
め
て
き
び
し
い
経
済
、
生
活
条
件
の
も
と
で
あ
っ
た
た
め
必
ず
し
も
理
想
的
と
い
え
る
給
付 

水
準
な
ど
で
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
規
則
は
、

レ
ー

ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
を
発
表
さ 

せ
、
具
体
化
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

そ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、⑷

賃
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
他
人 

の
労
働
を
搾
取
し
な
い
、
生
活
手
段
の
収
入
源
を
も
た
な
い
す
べ
て
の
勤
労
者
の
保
障
、
口
労
働
能
力
喪
失
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
、
失
業 

の
場
合
そ
の
ほ
か
の
不
可
欠
な
場
合
の
保
障
、М

稼

得

賃

金

の

全

額

補

償

の

一

部(

一
時
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
手
当
、
妊
婦
と 

産
婦
の
手
当)

実
施
、
無
料
の
医
療
援
助
、㈡

国
家
と
雇
主
の
資
金
に
よ
る
保
障
、
困
国
家
行
政
と
労
働
組
合
の
諸
機
関
を
通
じ
て
の 

保
障
へ
の
勤
労
者
の
参
加
と
い
う
被
保
障
者
の
自
主
的
管
理
な
ど
が
実
現
さ
れ
た
。

な
お
、
年
金
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

こ
の
規
則
で
は
、
労
働
能
力
の
恒
久
的
喪
失
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
疾
病
、
傷
害
、
老
齢
あ
る
い 

は
職
業
病
の
結
果
に
よ
る
身
体
障
害
の
場
合
、

年
金
を
受
け
る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
こ
で
老
齢
は
、

老
齢
が
労
働
能
力
の
喪 

失
、

同
程
度
の
身
体
障
害
を
伴
う
場
合
に
の
み
、

年
金
裁
定
の
根
拠
と
み
な
さ
れ
、
老
齢
に
よ
る
労
働
能
力
喪
失
と
関
連
し
た
年
金 

は
、

た
と
え
労
働
能
力
の
低
下
が
老
齢
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、

こ
の
時
期
に
は
、
ま

だ

障

害

年

金

と

さ

れ

て

い

た 

(

そ
の
後
、

一
九
一
九
年
六
月
二
〇
日
の
社
会
保
障
人
民
委
員
部
社
会
保
障•

労
働
保
護
部
協
議
会
は
、
「
専
門
家
の
鑑
定
を
行
う
こ 

と
が
明
確
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
六
〇
歳
か
ら
始
ま
る
年
齢
の
勤
労
者
の
保
障
を
急
い
で
実
施
す
る
目
的
で
、
専
門
家
の
鑑
定
な
し
で 

も
、

こ
の
年
齢
の
勤
労
者
に
年
金
を
裁
定
す
る
よ
う
地
方
課
に
命
令
書
で
提
案
す
る
」

こ
と
決
定
し
て
い
る)

。

-
12)

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」
の
内
容
の
一
部
は
、

一
ニ
月
二
日
の
「
労
働
法
典
」
に
規
定
さ
れ
た
。
労
働
法
典
に
は
第
七
八
条
「
勤
労
者 

の
疾
病
の
と
き
、
勤
労
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
報
酬
は
、
疾
病
金
庫
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
手
当
の
形
態
で
支
給
さ
れ
る
。
注
。

手
当 

の
支
給
手
続
き
は
、

こ
れ
に
添
付
さ
れ
て
い
る
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
」
、
第

七

九

条

「
失
業
者
は
、
失
業
者
基
金
か
ら
手 

当
を
受
け
る
。
注
。
失
業
者
と
彼
の
受
け
る
手
当
に
関
す
る
規
定
は
、

こ
れ
に
添
付
さ
れ
て
い
る
」

と
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
付
録
と
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し

て

「
疾
病
時
の
勤
労
者
へ
の
手
当
支
給
規
定
」
、
「
失
業
者
お
よ
び
失
業
者
へ
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
定
」

に

「
勤
労
者
社
会
保
障 

規
則
」

の
内
容
の
一
部
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
一
九
年
に
は
、

ま
ず
一
月
に
第
二
回
全
ロ
シ
ア
労
働
組
合
大
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
大
会
は
、
労
働
組
合
組
織
に
た
い
し
、
社 

会
保
障
機
関
の
創
設
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
た
。

ま
た
、

三
月
に
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
署
名
し
た
特
別 

の
法
令
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
保
養
地
と
療
養
所
を
共
和
国
の
財
産
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
勤
労
者
と
赤
軍
兵
士
の
た
め
に
、
そ
れ 

を
開
放
し
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
四
月
に
レ
ー
ニ
ン
は
、

「
ハ•

ゲ
•

ラ
コ
フ
ス
キ
ー
へ
の
電
報
」

で
、

キ
エ
フ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民 

委
員
会
議
議
長
へ
、
写
し
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
陸
軍
人
民
委
員
へ
と
し
て
、
「
共
和
国
で
療
養
事
業
を
新
た
に
組
織
す
る
こ
と
を
考
え
、
ま 

た
戦
傷
者
と
労
働
傷
害
者
、
北
部
の
疲
れ
き
っ
た
赤
軍
兵
士
と
消
耗
し
た
労
働
者
に
治
療
と
休
息
の
た
め
の
保
養
地
を
提
供
す
る
た
め 

に
、
赤
軍
の
勝
ち
と
っ
た
南
部
の
保
養
地
を
保
全
す
る
措
置
を
至
急
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

至
急
、
南
ロ
シ
ア
と
タ
ヴ
リ
ー
ダ
半
島
で
作
戦
す
る
各
部
隊
長
に
命
令
を
だ
し
て
、
南
ロ
シ
ア
と
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
、

オ
デ
ッ
サ

.ヽ
： 

そ
の
他
の
保
養
地
に
あ
る
治
療
設
備
、
建
物
、
家
具
、
庭
園
、
資

材
•

備
品
を
破
壊
と
略
鸾
か
ら
守
る
も
っ
と
も
厳
重
な
措
置
を
講
じ 

て
も
ら
い
た
い
」

と
命
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

レ
ー

ニ
ン
が
、
当
時
、
赤
軍
兵
士
、
勤
労
者
の
た
め
に
保
養
地
、
療
養
所
を
い
か
に
重 

視
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」
は
、
そ
の
後
、
種
々
の
変
更
を
受
け
た
。

そ
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
変
更
は
、

一
九
年
四
月
一
七
日
付 

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
の
財
政
制
度
に
関
係
す
る
部
分
の
変
更
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
布
告
で
あ
る
。

一
八
年
一
〇
月
三
一
日 

の

「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度
の
資
金
は
、
企
業
お
よ
び
施
設
の
払
込
金(

保
険
料)

を
主
と
し
て
形
成
さ 

れ
、
社
会
保
険
の
原
則
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
一
九
年
四
月
一
七
日
布
告
は
、
保

険

料

の

払

込(

す
べ
て
の
企
業 

と
施
設
に
た
い
す
る)

を

廃

止

し
(

た
だ
し
、
社
会
団
体
、
個
人
企
業
、
個
々
の
雇
用
主
、
手
工
業
者
お
よ
び
農
場
主
に
限
り
、
従
前
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通
り
国
庫
に
保
険
料
を
払
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た)

、
社
会
保
障
を
実
施
す
る
た
め
の
資
金
は
、
国
家
予
算
か
ら
の
直
接
的
な 

支
出
金
に
よ
っ
て
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
社
会
保
険
形
態
か
ら
、
国
家
の
全
額
負
担
に
よ
る
社
会
保
障
形
態
に
変
わ
っ 

た
。

こ
の
形
態
は
、
す
べ
て
の
企
業
が
中
央
集
権
的
方
式
で
自
己
の
全
生
産
物
を
引
渡
し
、
生
産
に
必
要
な
資
金
を
国
家
か
ら
支
給
さ

(6)

れ
た
戦
時
共
産
主
義
の
経
済
制
度
に
対
応
し
た
と
い
え
る(

一
八
年
六
月
に
工
業
企
業
の
全
般
的
国
有
化
の
布
告
、

九
月
に
私
有
鉄
道 

の
国
有
化
、

一

ー

月

に

は

商

業

の

国

有

化

が

布

告

さ

れ

て

い

る

〇

、
 

ノ

(Н
О

Д
Т

Е
)  

社
会
保
障
を
実
施
す
る
た
め
、
労
働
人
民
委
員
部
の
地
方
機
関
に
付
属
す
る
社
会
保
障•

労
働
保
護
課
が
組
織
さ
れ
た
が
、

一
九
一 

九
年
に
は
労
働
人
民
委
員
部
と
社
会
保
障
人
民
委
員
部
は
統
一
さ
れ
労
働•

社
会
保
障
人
民
委
員
部
と
な
り
、

こ
の
課
も
そ
の
付
属
に 

な
っ
た
。

こ
れ
は
、
統
一
し
た
組
織
の
も
と
で
社
会
保
障
に
関
す
る
全
国
を
包
括
す
る
政
策
の
統
一
的
な
実
施
と
活
動
を
保
証
す
る
課 

題
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
一
九
年
三
月
二
七
日
付
「
社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
労
働•

社
会
保
障
人
民 

委
員
部
の
活
動
の
境
界
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
布
告
が
で
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
後
、
統
一
さ
れ
た
機
関
に
種
々
の
機
能
、
す
な
わ
ち
、
労
働
の
組
織
化
、
労
働
力
の
計
算
と
配
分
、
賃
金
な
ど
と
同 

時
に
労
働
不
能
者
と
失
業
者
へ
の
物
質
的
保
障
の
規
定
に
関
す
る
機
能
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
労
働
の
分
野
と
社
会
保
障
の
分
野
に
お 

け
る
そ
の
活
動
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、

一
九
二
〇
年
四
月
に
、

ニ

ー

日

付

「
労

働•

社
会
保
障
人
民
委
員
部
を
一
一 

つ
の
委
員
部
、
 

す
な
わ
ち
、
労
働
人
民
委
員
部
と
社
会
保
障
人
民
委
員
部
に
分
割
す
る
こ
と
に
関
す
る
」
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会

(8)
法
伸
に
よ
っ
て
、
労

働
•

社
会
保
障
人
民
委
員
部
は
、
再
び
、

二
つ
の
人
民
委
員
部
、
す
な
わ
ち
、
労
働
人
民
委
員
部
と
社
会
保
障
人 

民
委
員
部
に
分
割
さ
れ
、
勤
労
者
の
社
会
保
障
の
す
べ
て
の
業
務
は
社
会
保
障
人
民
委
員
部
に
引
渡
さ
れ
た
。 

同
じ
年
に
、
さ
ら
に
、
労
働
人
民
委
員
部
、
保
健
人
民
委
員
部
お
よ
び
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
あ
い
だ
の
機
能
、
施
設
、

ク
レ
ジ 

ッ
ト
お
よ
び
資
金
配
分
に
関
す
る
訓
示
が
発
布
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
人
民
委
員
部
の
管
轄
に
は
、

そ
の
基
本
的
機
能
の
ほ
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か

に

失

業

者

の

保

障
も

属

し(

二
〇
年
末
に
は
社
会
保
障
人
民
委
員
部
に
移
管)

、

保
健
人
民
委
員
部
の
管
轄
に
は
、

労
働
能
力
の
有 

無
と
程
度
の
決
定
、
労
働
能
力
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
補
装
具
の
支
給
、
母
子
の
保
護
が
属
し
、
社
会
保
障
に
関
す
る
残
り
の
す 

べ
て
の
機
能
、
な

に

よ

り

も

年

金

と

手

当(

失
業
手
当
を
除
く)

の
裁
定
が
社
会
保
障
部
に
負
わ
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
以
前
、
社
会 

保
障
人
民
委
員
部
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
母
子
保
護
の
機
能
が
保
健
機
関
に
移
さ
れ
た
こ
と
、
身
体
障
害
の
確
定
と
補
装
具
の
支
給
が
当 

時
は
保
健
機
関
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
社
会
保
障
に
関
す
る
政
策
は
、
国
内
戦
争
と
外
国
の
干
渉
と
い
う
も
っ
と
も
苦
況
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
重 

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
な
か
で
、

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
労
働
者
保
険
綱
領
を
も
と
に
社
会
保
障
政
策
を
誠
実 

に
一
貫
し
て
遂
行
し
た
レ
ー

ニ
ン
の
指
導
で
あ
る
。
社
会
保
障
に
関
す
る
重
要
な
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
布
告
は
、

レ
ー

ニ
ン
の
直
接
の 

署
名
に
よ
っ
て
い
る
。
当
時
、
資
金
不
足
の
た
め
杜
会
保
障
人
民
委
員
部
の
解
散
に
つ
い
て
も
党
内
で
意
見
が
で
た
。

エ
ム•

イ
•

力 

リ
ー

ニ
ン
は
、
そ
の
と
き
の
レ
ー
ニ
ン
の
態
度
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
人
民
委
員
部
を
保
持
す
る 

必

要

性

に

つ

い

て

「
レ
ー
ニ
ン
は
、
わ
が
党
は
こ
れ
ら
の
任
務
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
社
会
保
障
の
必
要
性
の
原Ш

を
ど 

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
理
由
づ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

一
九
年
に
お
け
る
社
会
保
章
人 

民
委
員
部
と
労
働
人
民
委
員
部
の
合
同
に
た
い
し
て
レ
ー

ニ
ン
は
懐
疑
的
態
度
を
表
明
し
て
い
る
鸟
 

こ
れ
ら
の
例
は
社
会
保
障
を
重 

視
す

る
レ
ー

ニ
ン
の
一
貫
し
た
態
度
の
証
明
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
社
会
保
障
は
、
困
難
な
条
件
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
若
干
の
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
着
実
に
前
進
し
て
い 

た
。

一
九
年
三
月
一
八
日
か
ら
二
三
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
た
ロ
シ
ア
共
産
党㈤

第
八
回
大
会
は
新
し
い
共
産
党
綱
領
を
採
択
し
た
。

こ
の 

綱
領
の
な
か
で
、
社

会

保

障

に

関

し

て

「
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、
他
人
の
労
働
を
搾
取
し
な
い
す
べ
て
の
勤
労
者
に
た
い
す
る
、
労
働
能 

カ
喪
失
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
、
お
よ
び!
!

世
界
で
は
じ
め
て!
!

失
業
か
ら
の
、
企
業
と
国
家
の
負
担
に
よ
る
、
保
障
を
受
け
る
人
び
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と
の
完
全
な
自
治
お
よ
び
労
働
組
合
の
広
範
な
参
加
の
も
と
で
の
、
完
全
な
社
会
保
障
を
立
法
制
度
の
な
か
に
実
現
し
た
」
こ
と
を
強 

調
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
十
月
社
会
主
義
革
命
以
後
、
社
会
保
障
分
野
で
獲
得
さ
れ
た
成
果
が
、
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

国
内
戦
争
、
外
国
の
干
渉
、

そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
内
乱
の
時
期
は
、

ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
社
会
保
障
の
分
野
で
計
画
し
て
い
た
こ
と 

を
完
全
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、

レ
ー
ニ
ン
の 

労
働
者
保
険
綱
領
を
具
体
化
し
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
新
た
な
社
会
保
障
制
度
を
創
設
す
る
面
で
多
く
の
成
果
を
達
成
す
る
こ
と
に 

成
功
し
た
。

一
九
二
〇
年
末
に
、

ソ
ビ
エ
ト
国
家
が
勝
利
し
、
外
国
の
干
渉
と
内
戦
は
基
本
的
に
終
了
し
た
。
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第

三

章 

新

経

済

政

策
(

ネ

ッ

プ
)

期
(

一
九
二
〇
—

二
五
年) 

国
内
戦
争
に
勝
利
は
し
た
が
、

ソ

ビ
エ
ト•

ロ
シ
ア
の
国
民
経
済
は
壊
滅
に
ち
か
い
状
態
に
ま
で
破
壊
さ
れ
た
。

国
の
経
済
は
帝
国 

主
義
戦
争
、
内
戦
、
外
国
の
軍
事
干
渉
の
た
め
荒
廃
し
、
大
工
業
の
生
産
高
は
一
九
二
〇
年
に
は
戦
前
の
約
七
分
の
一
と
い
う
低
い
水 

準
に
あ
り
、
農
業
も
同
様
な
状
態
で
、
な
か
で
も
食
料
品
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
国
民
経
済
を
復
興
し
、
社
会
主
義
を
建
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設
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
一
九
ニ
ー
年
三
月
、
ロ
シ
ア
共
産
党(

ボ)

第
一
〇
回
大
会
が
開 

催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
農
産
物
徵
発
を
食
糧
税
に
代
え
る
こ
と
に
関
す
る
決
議
、
国
内
の
社
会
主
義
経
済
の
土
台
を
き
ず
く
こ 

と
を
目
ざ
す
平
和
建
設
の
新
た
な
条
件
と
課
題
に
応
じ
た
新
経
済
政
策(

ネ
ッ
プ)

へ
の
移
行
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
戦
時
共 

産
主
義
政
策
か
ら
新
経
済
政
策
に
転
換
し
た
。

こ
の
政
策
の
目
標
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
農
民
の
同
盟
を
強
固
に
し
、
プ
ロ
レ 

タ

リ

ア

ー

ト

の

独

裁(

権
力!
!

引
用
者
注)

を
強
化
す
る
こ
と
、
社
会
主
義
的
な
方
向
に
国
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア 

国
家
の
手
に
国
民
経
済
の
中
枢
を
確
保
し
な
が
ら
、

一
定
の
範
囲
内
で
資
本
主
義
を
み
と
め
る
こ
と
、
社
会
主
義
的
要
素
に
資
本
主
義 

的
要
素
と
た
た
か
わ
せ
、
社
会
主
義
的
要
素
を
勝
利
さ
せ
、
搾
取
階
級
を
な
く
し
、

ソ
連
邦
に
社
会
主
義
を
建
設
す
る
」

こ
と
で
あ
っ 

た
。
新
経
済
政
策
は
、
戦
時
共
産
主
義
に
く
ら
べ
て
、
あ
る
限
度
ま
で
後
退
を
意
味
し
た
が
、

こ
の
退
却
に
よ
り
勢
力
を
再
編
成
し
、
 

資
本
主
義
に
た
い
す
る
全
勤
労
者
に
よ
る
あ
ら
た
な
断
固
た
る
攻
撃
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
経
済
面
の
特
質
は
、
 

貨
幣
交
換
の
発
展
、
物
質
的
刺
激
の
広
範
な
利
用
、
独
立
採
算
制
で
あ
る
。

国
営
企
業
は
独
立
採
算
制
に
移
り
、
小
規
模
個
人
経
営
の

存
在
も
許
さ
れ
た
。

戦
時
共
産
主
義
か
ら
新
経
済
政
策
へ
の
移
行
は
、
社
会
保
障
の
分
野
に
も
大
き
な
変
化
を
与
え
た
。
そ
の
中
心
は
、
勤
労
者
社
会
保 

障
か
ら
雇
用
従
事
者
社
会
保
険
へ
の
変
更
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
十
分
な
資
金
を
社
会
保
障
へ
の
直
接
的
な
支 

出
に
割
り
当
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
む

し

ろ

「
多
く
の
支
出
を
地
方
予
算
に
移
す
こ
と
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の
存
立
を
直
接

(2)

支
え
る
こ
と
に
関
係
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
支
出
を
国
家
予
算
か
ら
削
る
」

必
要
が
あ
っ
た
。

同
時
に
、
経
済
的
崩
壊
と
い
う
条
件
の
も
と 

で
国
営
大
工
業
を
復
興
し
、
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
労
働
能
力
の
維
持
と
回
復
に 

大

き

な

影

響

を

与

え

る

労

働

者

階

級

仝

業

、
社
会
主
義
の
建
設
者
と
し
て
の)

へ
の
保
障
と
サ
ー
ビ
ス!
!

労
働
不
能
の
労
働
者
、

っ
た
。
過
去
の
寿
期
——

国
内
戦
争
と
外
国
の
干
渉
の
時
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期
に
は
全
勤
労
者
の
社
会
保
障
が
発
展
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
ま
ず
第
一
に
は
、
直
接
的
に
敵
の
粉
砕
に
従
事
し
て
い
た
者!
!

赤 

軍

兵

士•

身
体
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
そ
れ
と
、
援
助
を
早
急
に
必
要
と
し
た
貧
困
、
疾
病
お
よ
び
高
齢
の
勤
労
者
、
孤
児
へ
の
配
慮 

で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

こ
の
時
期
に
基
本
的
な
注
意
が
向
け
ら
れ
た
の
は
労
働
者
、
職
員
の
保
障
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
経
済
政 

策
の
も
と
で
の
経
済
的
刺
激
と
独
立
採
算
制
の
広
範
な
利
用
と
い
う
こ
と
も
新
た
な
条
件
で
あ
っ
た
。 

社
会
保
障
の
具
体
的
な
形
態
は
、

こ
の
よ
う
な
国
の
諸
条
件
、
課
題
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
 

国
の
財
政
力
か
ら
も
、
課
題
に
照
し
て
も
全
額
国
家
予
算
に
よ
る
全
勤
労
者
へ
の
社
会
保
障
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
勤 

労
者
へ
の
社
会
保
障
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
国
家
の
負
担
に
よ
る
全
員
へ
の
社
会
保
障
で
な 

く
、
企
業
の
負
担
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
社
会
保
険
が
そ
の
時
の
諸
条
件
、
課
題
か
ら
み
て
も
っ
と
も
適
切
で
あ
る
と
い 

う
理
由
で
、
社
会
保
険
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

レ
ー
ニ
ン
は
、

こ
の
こ
と
に
関
連
し
、
す
で
に
一
九
ニ
ー
年
一
〇
月
一
〇
日
に
「
社 

会

保

険

に

つ

い
て

の

ロ

シ

ア

共

産

党(

ボ)

中
央
委
員
会
政
治
局
の
決
定
草
案
」
を
執
筆
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
最

高

国

民

経

済

会 

議
、
保
健
人
民
委
員
部
、

お
よ
び
社
会
保
障
人
民
委
員
部
と
協
力
し
て
、
新
経
済
政
策
と
関
連
し
た
労
働
者
保
険
の
問
題
を
検
討
す
る 

こ
と
を
、
全
ロ
シ
ア
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
に
委
任
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
決
定
草
案
は
、
同
日
、
党
政
治
局 

で
採
択
さ
れ
、

一
ー
月
一
五
日
、

人
民
委
員
会
議
は
、
「
賃
労
働
に
従
事
す
る
者
へ
の
社
会
保
険
に
関
す
る
」

法
令
を
発
布
し
た
。

こ 

の

法

令

は

「
一
時
的
お
よ
び
恒
久
的
な
労
働
能
力
喪
失
、
失
業
、
そ
し
て
死
亡
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
社
会
保
険
を
適
用
し
て
、
国
営
、

(х
о

з
я

й
с

т
в

о
)  

協
同
組
合
、
集
団
経
営
、
利
権
許
与
、
賃
貸
お
よ
び
私
的
の
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
経
営
で
賃
労
働
に
従
事
す
る
人
び
と
に
社
会
保
険

(6)

を
実
施
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
保
険
料
は
企
業
と
施
設
に
負
わ
し
、
私
的
部
門
に
は
高
い
保
険
料
を
払
込
ま
せ
る
こ
と
を
定
め
た
。 

さ
ら
に
、
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
ニ
年
九
月
四
日
、

ロ

シ

ア

共

産

党(

ポ)

中

央

委

員

会

は

「
社

会

保

険

に

関

す

る

テ

ー 

ゼ
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
新
た
な
諸
条
件
の
も
と
で
の
社
会
保
険
の
任
務
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

す

な

わ
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ち
、
「
私
的
工
業
の
存
在
、

お
よ
び
国
営
企
業
の
独
立
採
算
へ
の
移
行
は
、
社
会
保
障
の
分
野
に
一
連
の
新
し
い
課
題
を
提
起
し
た
。

過 

ぎ
去
っ
た
時
期
に
お
け
る
社
会
保
障
は
も
っ
ぱ
ら
、
国
家
の
負
担
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
諸
関
係
か
ら
は
、
賃
労
働
に
従
事 

す
る
人
び
と
の
国
家
社
会
保
障
を
、
彼
ら
が
働
い
て
い
る
企
業
の
負
担
に
よ
る
彼
ら
の
社
会
保
険
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い 

う
結
論
に
な
る
」

と
。

な
お
、

こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
保
険
機
関
と
保
健
機
関
の
関
係
に
つ
い
て
も
一
定
の
方
向
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保

険

機

関

は
 

「
被
保
険
者
の
医
廉
援
助
の
組
織
計
画
の
作
成
と
確
立
に
も
、

こ
れ
ら
の
計
画
の
実
現
、

と
く
に
被
保
険
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
治

(8) 

療
施
設
の
仕
事
に
方
向
を
与
え
る
こ
と
、

こ
れ
ら
の
治
療
施
設
の
管
理
に
参
加
す
る
こ
と
に
も
」
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う 

こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
保
健
機
関
は
、
被
保
険
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
治
療
の
施
設
の
仕
事
に
方
向
を
与
え
、

こ
れ
ら
の
治
療
の 

施
設
の
管
理
に
参
加
す
る
。

こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
が
労
働
者
へ
の
医
療
援
助
は
、
社
会
保
険
の
一
種
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
。 

保
険
は
、
地

域

的

保

険

金

庫(

最
初
、

こ
れ
は
社
会
保
障
機
関
の
制
度
に
は
い
っ
て
い
た
が
、
後
に
一
九
二
三
年
初
め
か
ら
労
働
人 

民
委
員
部
の
機
関
に
は
い
っ
た)

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、

こ
の
保
険
金
庫
の
委
員
会
は
、
労
働
組
合
の
会
議
で
選
ば
れ
、
労
働
組 

合
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

な
お
、

テ
ー
ゼ

は

「
保
険
組
織
の
組
織
者
と
思
想
的
指
導
者
と
し
て
の
役
割
は
、
労
働
組
合
に
属 

す

至

と

指

摘

し

て

い

る

が

、
選
挙
に
よ
る
保
険
金
庫
の
組
織
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
当
時
、

メ
ン
シ
エ
ヴ
ィ
キ
は
、
共
産
党
と 

ソ
ビ
エ
ト
政
府
か
ら
の
社
会
保
険
機
関
の
「
独
立
」

と
い
う
理
論
を
提
起
し
て
、
党
と
ソ
ビ
エ
ト
政
権
に
反
対
す
る
闘
争
に
そ
れ
を
利 

用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
社
会
保
険
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
権
力
の
す
べ
て
の
制
度
か
ら
引
離 

さ
れ
た
、
労
働
運
動
の
自
主
的
な
形
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ソ
ビ
エ
ト
社
会
保
険
が
資
本
主
義 

国
の
社
会
保
険
と
な
に
も
異
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
共
産
党
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
権 

力
と
い
う
条
件
の
も
と
で
社
会
保
険
の
問
題
は
ソ
ビ
エ
ト
政
権
と
党
に
無
関
係
で
あ
り
得
な
い
こ
と
を
つ
よ
く
主
張
し
て
闘
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、

ニ
ー
年
一 

ー
月
一
五
日
付
「
賃
労
働
に
従
事
す
る
者
へ
の
社
会
保
険
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
法
令
に
よ
っ 

て
社
会
保
険
が
実
施
さ
れ
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
国
家
予
算
は
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
社
会
保
障
に
た
い
す
る
巨
額
の
支
出
を
免
除
さ
れ 

た
。社

会
保
険
は
実
施
さ
れ
た
が
、
最
初
は
国
の
経
済
的
困
難
な
状
況
の
た
め
、

一
度
に
完
全
な
規
模
で
社
会
保
険
を
実
現
す
る
こ
と
は 

不
可
能
で
あ
っ
た
。

ニ
ニ
年
九
月
四
日
付
の
テ
ー
ゼ
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
の
困
難
な
経
済
状
態
は
、

(
11)

現
在
の
瞬
間
、
社
会
保
険
の
実
現
で
労
農
政
府
に
若
干
の
限
界
を
お
し
つ
け
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

さ

ら

に

「
工
業
の
復
興
、
経 

済
力
の
強
化
に
よ
っ
て
の
み
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
共
和
国
は
、

こ
れ
ら
の
欠
陥
を
除
く
こ
と
に
成
功
す
る
だ
ろ
う
。.
.
.

社
会
保
険
の 

発
展
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
確
か
な
方
法
は
、
国
営
工
業
の
強
化
、
労
働
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
仕
事
で
あ
る
。

同
時
に
、
社
会
保 

険
は
、
仮
病
に
よ
っ
て
ご
ま
か
す
欠
勤
な
ど
と
の
闘
争
に
広
範
な
大
衆
に
直
接
、
関
心
を
も
た
せ
る
の
で
、

工
業
の
改
善
に
と
っ
て
必

(2) 

須
の
条
件
で
あ
る
」

と
。

一
定
の
限
界
の
も
と
で
、
最
初
は
、

一
時
的
労
働
不
能
の
保
障
、
妊
娠
と
出
産
の
保
障
、
追

加

手

当

に

よ

る

保

障(

分
娩
、
埋
葬) 

お

よ

び

失

業

の

保

障(

当
時
存
在
し
た
特
別
な
失
業
者
の
金
庫
を
通
じ)

な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
年
金
保
障
に
つ
い
て
み
る
と
、

ニ
ー 

年
ー 

ー
月
一
五
日
付
法
令
に
よ
っ
て
、

労
働
者
、

職
員
に
た
い
す
る
年
金
は
、

社
会
保
障
機
関
か
ら
漸
次
、

保
険
金
庫
に
移
さ
れ
た 

社
会
保
険
の
資
金
で
実
施
さ
れ
、
軍
勤
務
員
そ
の
ほ
か
の
市
民
へ
の
年
金
保
障
は
国
家
の
そ
の
ほ
か
の
支
出
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ 

た
。

ま
た
、

一
八
年
の
「
勤
労
者
社
会
保
障
規
則
」

で
は
、
年
金
額
は
当
該
地
域
の
平
均
稼
得
賃
金
か
ら
算
定
さ
れ
て
い
た
が
、

ニ
ー 

年
か
ら
始
ま
る
新
規
の
受
給
者
の
年
金
は
、
そ
の
者
の
稼
得
賃
金
全
額
か
ら
算
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
当
時
の 

状
況
の
も
と
で
、
年
金
受
給
者
の
た
め
、
社
会
保
障
の
諸
機
関
に
、
貨
幣
に
よ
る
保
障
の
代
り
に
、
身
体
障
害
者
と
扶
養
者
喪
失
の
家 

族
員
に
い
く
つ
か
の
種
類
の
現
物
給
付
を
給
付
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
貨
幣
に
よ
る
年
金
の
現
物
給
付
化
は
、
労
働
不
能
者
の
物
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質
的
保
障
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
一
時
的
措
置
と
し
て
行
な
わ
れ
た
が
、
組
織
的
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、
恒
久
的
な
性
格
を
も
つ 

た
。

ま
た
、
賃
労
働
で
働
く
者
の
医
療
援
助
の
費
用
の
一
部
も
社
会
保
険
に
負
わ
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
制
度
の
動
き
を
、
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、

一
九
二
ー
年
一
ニ
月
五
日
、
人
民
委
員
会
議
は
、
産
婦
へ
の
追
加
手
当
、
す
な
わ
ち
、
看
護
品
の
た
め
の
一
時
的
手
当
、
乳 

児
へ
の
授
乳
の
た
め
の
手
当
を
定
め
た
。

ま
た
同
時
に
、
被
保
険
者
と
そ
の
家
族
員
に
た
い
す
る
埋
葬
手
当
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

(
17)

っ
た
。

つ
づ
い
て
、
人
民
委
員
会
議
は
、
賃
労
働
で
働
い
て
い
た
者
、
戦
争
あ
る
い
は
軍
務
に
あ
っ
た
時
期
に
受
け
た
傷
害
あ
る
い
は
疾
病 

に
よ
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
た
者
の
軍
と
赤
軍
の
軍
勤
務
者
に
た
い
す
る
身
体
障
害
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
を
実 

現
す
る
た
め
、

一
ニ
月
ハ
日
付
「
身
体
障
害
者
の
社
会
保
障
に
関
す
る
」
法
令
を
発
布
し
、
さ
ら
に
、
扶
養
者
喪
失
の
場
合
に
お
け
る 

勤
労
者
の
家
族
を
保
障
す
る
た
め
、

一
ニ
月
九
日
付
「
扶
養
者
の
死
亡
の
場
合
に
お
け
る
勤
労
者
お
よ
び
軍
勤
務
員
の
家
族
員
の
社
会 

保
障
に
関
す
る
」
法
令
を
定
め
た
。

こ
れ
ら
の
法
令
に
よ
っ
て
、
労
働
災
害
、
職
業
病
あ
る
い
は

そ
の
ほ
か
の
原
因(

一
般
の
疾
病
、 

老
衰)

の
結
果
、
身
体
障
害
と
な
っ
た
す
べ
て
の
労
働
者
お
よ
び
職
員
、
そ
れ
と
同
じ
く
軍
勤
務
員
が
障
害
年
金
を
、
そ
し
て
、

こ
れ 

ら
の
人
び
と
の
家
族
員
が
扶
養
者
喪
失
年
金
を
受
け
る
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、

こ
こ
で
、
老
齢
の
結
果
、
身
体
障
害
者 

と
な
っ
た
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
年
金
に
は
、

八
年
間
の
労
働
勤
務
期
間
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
要
件
は
、

こ 

の
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
勤
労
で
生
活
し
な
か
っ
た
者
か
ら
、
年
金
保
障
を
受
け
る
人
び
と
の
範
囲
を
守
る
こ
と
を 

目
的
と
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
原
因
に
よ
る
身
体
障
害
の
場
合
に
は
、
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
障
害
年
金
が
裁
定
さ
れ
た
。 

同
じ
ー
ニ
月
九
日
付
で
、
「
一
時
的
労
働
不
能
と
母
親
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
障
に
関
す
る
」
法
令
が
発
布
さ
れ
た
が
、

こ

こ

で 

は
、
被
保
険
者
に
た
い
し
、
受
け
て
い
た
実
際
の
稼
得
賃
金
全
額
に
よ
る
手
当
の
支
給
を
定
め
て
い
る
。
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人
民
委
員
会
嚴
は
、

つ
づ
い
て
一
二
月
一
九
日
付
「
疾
病
の
場
合
に
お
け
る
保
険
に
関
す
る
」
法
令
を
決
定
し
た
。

こ
の
法
令
に
よ 

り
疾
病
の
場
合
の
保
障
と
と
も
に
、
被
保
険
者
の
治
療
を
必
要
と
す
る
国
営
、
協
同
組
合
、
集
団
経
営
お
よ
び
私
的
の
、
企
業
、
施
設 

お
よ
び
経
営
か
ら
の
払
込
金
の
徴
集
が
実
施
さ
れ
た
。

(3) 

そ
し
て
、

一
二
年
の
最
後
に
、

一
二
月
二
八
日
、
「
失
業
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
障
に
関
す
る
」
法
令
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、
療
養
地
治
療
は
よ
り
一
層
発
展
し
、
国
家
と
社
会
保
険
資
金
に
よ
っ
て
無
料
で
、
労
働
者
、
職
員
を
給 

養
す
る
、
休
息
の
家
の
組
織
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
保
険
と
な
ら
ん
で
、
特
別
な
功
労
を
も
つ
人
び
と
に
た
い
す
る
個
人 

年
金
に
関
す
る
立
法
が
発
展
し
、
さ
ら
に
、
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者
の
仕
事
場
が
組
織
さ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、­

二

年

に

、
賃
労
働
者
、
元
軍
勤
務
員
お
よ
び
こ
れ
ら
の
家
族
へ
の
全
面
的
な
社
会
保
障
が
確
立
さ
れ
た
。
も 

ち
ろ
ん
、

ニ

ニ

年

の

「
社
会
保
険
に
関
す
る
」

テ
ー
ゼ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
困
難
な
経
済
情
勢
の
も
と
で
社
会
保
険
に
は
限 

界
が
あ
っ
た
。

た
と
之
ば
、
ネ
ッ
プ
の
初
期
に
は
、
季
節
的
、
臨
時
的
従
業
員
、
農
業
経
営
で
雇
わ
れ
て
働
く 

一
部
の
層
に
は
ま
だ
保 

険
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
高
齢
者
へ
の
年
金
は
身
体
障
害
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
だ
け
支
給
さ
れ
た(

一
般
の
場
合
の
老
齢 

年
金
は
一
九
二
八
年
か
ら
実
施
〇
こ

の
ほ
か
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
と
母
親(

産
前
、
産
後)

へ
の
手
当
は
、
稼

得

賃
金
全
額
で 

補
償
さ
れ
た
が
、
年
金
と
失
業
手
当
は
そ
う
で
な
か
っ
た
。

ネ
ッ
プ
の
初
期
に
は
、
補
償
の
水
準
は
基
本
的
に
は
最
低
必
要
欲
求
を
全 

体
的
に
充
足
で
き
る
範
囲
に
お
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
賃
労
働
従
事
者
は
自
分
の
賃
金
か
ら
は
い
か
な
る
払
込
み
も
し
な
い
、
企
業 

主
と
社
会
主
義
的
企
業
、
施
設
の
払
込
み
に
よ
っ
て
社
会
保
険
は
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
国
家
機
関
の
指
導
の
も
と
に
労
働
組
合
が
参
加 

す
る
と
い
う
方
法
で
被
保
険
者
に
よ
る
自
主
的
管
理
と
い
う
原
則
も
貫
い
た
。

医

療

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も
、
経
済
的
可
能
性
は
ほ
と 

ん
ど
な
か
っ
た
が
、
全
勤
労
者
に
た
い
す
る
無
料
の
医
療
と
治
療
と
い
う
基
本
的
原
則
を
保
持
し
た
。

た
だ
し
、
保
健
へ
の
資
金
供
給 

は
、
基
本
的
に
地
方
予
算
に
移
さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
無
料
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
治
療
の
圧
縮
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ら
さ
な
か
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っ
た
。

当
時
、
農
民
の
社
会
保
障
は
、
国
家
が
国
家
の
資
金
に
よ
っ
て
彼
ら
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
は
農
民 

相
互
扶
助
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

貧
困
な
農
民
へ
の
援
助
は
革
命
以
後
す
で
に
存
在
し
、
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
、
深

め

ら

れ

て

い

た 

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
の
す
べ
て
の
必
要
を
充
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
共
産
党
は
、
農
村
住
民
の
社
会
保
障
の
実
施
で
は
、
 

具
体
的
な
状
況
に
も
と
づ
き
、
農

民

自

身

の

自

主

的

活

動
と

創

意(

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ)

を
重
視
し
た
。

こ
の
点
で
大
き
な
役
割
を
果 

し
た
の
は
、

ニ
ー
年
五
月
一
四
日
に
ヴ
ェ•

イ
•

レ
ー

ニ
ン
が
署
名
し
た
「
労
働
者
、

農
民
、
お
よ
び
赤
軍
兵
士
家
族
の
社
会
保
障 

業
務
の
組
織
方
法
改
善
に
関
す
る
」
法
令
で
あ
る
。

こ

こ

に

は

「
相
互
扶
助
の
原
理
に
も
と
づ
き
、
広
範
な
農
民
大
衆
を
こ
の
業
務
に 

参
加
さ
せ
る
必
要
性
を
考
慮
し
、
ま
た
、
さ
ら
に
彼
ら
の
自
主
的
活
動
と
創
意
を
発
展
さ
せ
る
目
的
で
、
農

村

ソ

ビ

エ

ト

お

よ

び

郷 

(к
р

е
с

т
ь

н
н

с
к

п
е

 к
о

м
и

т
е

т
ы

 о
б

щ
е

с
т

в
е

н
н

а

 в
з

а
и

м
о

п
о

м
о

 1
4
0
)
(

28) 

(
в
о
л
о
с
т
ь
)

執
行
委
員
会
の
付
属
で
、
農

民
•

社
会
的
相
互
扶
助
委
員
会
を
形
成
す
る
」

と
書
か
れ
て
い
た
。

農
民
相
互
扶
助
委
員 

会
は
、
内
部
的
な
自
発
的
拠
金
で
、
凶
作
、
火
災
そ
れ
と
、

そ
の
ほ
か
の
天
災
お
よ
び
社
会
的
災
厄
の
場
合
の
相
互
扶
助
を
組
織
し 

た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
委
員
会
は
国
家
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
貨
幣
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
物
質
的
手
段
を
分
配
し
、
農
業
の
仕
事
で
援

(9) 

助
を
切
迫
し
て
必
要
と
し
て
い
る
者
を
助
け
た
。
農
民
相
互
扶
助
は
、
国
家
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
る
共
済
と
い
う
性
格
を
も
つ
が
、
国 

家
が
農
村
住
民
に
広
範
な
医
療
衛
生
お
よ
び
予
防
の
援
助
を
展
開
し
、

い

た

る

と

こ

ろ

で

母

親(

母
性)

と

子

供
(

幼
時)

の
国
家
的 

保
護
制
度
を
導
入
し
、
農
民
に
種
々
の
生
産
的
、
社
会
的
援
助
を
与
え
て
い
た
と
い
う
条
件
の
も
と
で
発
展
し
た
。

そ
し
て
、
農
業
の 

社
会
主
義
的
改
造
に
至
る
ま
で
、
農
村
の
も
っ
と
も
貧
困
な
層
、
戦
争
に
よ
る
身
体
障
害
者
お
よ
び
戦
死
し
た
赤
軍
兵
士
の
家
族
に
組

(
30) 

織
的
援
助
を
与
え
る
と
い
う
課
題
は
、

こ
の
農
民
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た(

一
九
三
二
年
に
、
農
民
相
互
扶
助
組
織
は
、
そ 

の
歴
史
的
使
命
を
果
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
相
互
扶
助
金
庫
八
共
済
組
合V

に
改
組
さ
れ
る
〇 

新
経
済
政
策
は
、
国
の
経
済
の
復
興
に
よ
い
影
響
を
与
え
た
。

一
九
二
ニ
年
三
月
二
七
日!

!

四
月
二
日
に
開
か
れ
た
ロ
シ
ア
共
産
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党
(

ボ)

第
一 

ー
回
大
会
は
新
経
済
政
策
に
も
と
づ
く
社
会
主
義
建
設
の
第
一
年
度
を
総
括
し
た
が
、
中
央
委
員
会
の
政
治
報
告
の
な 

か
で
レ
ー

ニ

ン

は

「
退
却
は
お
わ
っ
た
、
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
、
農
民
経
済
と
の
結
合
は
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト 

と
農
民
の
同
盟
は
強
固
に
な
っ
た
、
経
済
的
成
果
は
現
に
あ
が
っ
て
い
る
」

と
言
明
し
て
い
る
。
新
経
済
政
策
に
も
と
づ
い
て
党
は
、
 

ソ
ビ
エ
ト
の
国
の
経
済
復
興
の
任
務
を
着
々
と
解
決
し
て
い
っ
た
。

経
済
復
興
と
国
の
新
た
な
財
政
的
可
能
性
の
増
大
と
と
も
に
社
会 

保
障
も
拡
充
さ
れ
た
。

す
で
に
一
九
二
ニ
年
九
月
二
亠
ハ
日
付
の
「
年
金
、
同
じ
く
失
業
に
よ
る
補
足
の
手
当
の
規
準
計
算
に
関
す
る
」
社
会
保
障
人
民
委
員 

部
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評№

会
の
決
定
に
よ
っ
て
、
労
働
に
よ
る
身
体
障
害
者
と
扶
養
者
を
喪
失
し
た
勤
労
者
の
家
族
に
た
い
す
る 

年
金
は
、
そ
の
地
域
で
の
当
該
企
業
と
施
設
の
従
業
員
に
定
め
て
あ
る
最
低
賃
金
の
二
倍
か
ら
算
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
三
年 

に
は
地
方
保
険
機
関
に
、
保
険
資
金
の
状
況
に
よ
っ
て
年
金
額
を
引
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ̂

こ
の
ほ
か
、

ソ
ビ
エ
ト
貨
幣
制
度
の 

•
固
定
貨
幣
単
位
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
年
金
の
最
高
額
と
最
低
額
が
導
入
さ
れ
號 

ニ
ニ
年
の
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
第
九
回
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
第
四
会
期
に
お
い
て
歴
史
的
な
新
し
い
「
労
働
法
典
」

が
採 

択
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
典
は
一
ー
月
一
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、

一
九
二
条
、

一
七
章
に
分
か
れ
、

ロ

シ

ア

共

和

国

だ

け

で

な 

く
ゝ
「
本
法
典
の
効
力
は
、

ロ
シ
ア
社
会
主
義
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
、

お
よ
び
す
べ
て
の
連
邦
構
成
共
和
国
、

ソ
ビ
エ
ト
自
治
共
和 

国
な
ら
び
に
自
治
州
の
全
領
域
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。」(

施
行
規
定
第
五
条)

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
事

実

上

は

全

連

邦

法
で

あ

っ 

た
。

こ
の
労
働
法
典
の
主
要
な
内
容
は
、

ハ
時
間
労
働
日
を
確
立
し
、
労
働
の
保
護
と
保
健
に
関
す
る
一
連
の
方
策
を
制
定
し
、

レ
ー 

ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
の
原
則
に
も
と
づ
く
国
家
杜
会
保
険
を
確
立
し
、
労
働
組
合
機
関
の
広
範
な
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
っ 

(
36) 

ヽ

た
。こ

の
労
働
法
典
で
は
、
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
、
第

一

七

章

「
社
会
保
険
」

に
ま
と
め
ら
れ
、
第
一
七
五
条
か
ら
第
一
九
二
条
ま
で
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ー
八
条
よ
り
成
っ
て
い
る
。

全
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
第

一

七

章

社

会

保

険

第

一

七

五

条

社

会

保

険

は

、
国
営
、
集
団
経
営
、
協
同
組
合
、
利
権
許
与
、
租
借
、
合
弁
、
も
し
く
は
個
人
の
企
業
、
施
設
も
し 

く
は
経
営
ま
た
は
私
人
の
も
と
で
雇
用
労
働
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
た
い
し
、
そ
の
労
働
の
性
質
お
よ
び
継
続
期
間
な
ら
び 

に
賃
金
支
払
方
法
に
関
係
な
く
こ
れ
を
適
用
す
る
。

第
一
七
六
条 

社
会
保
険
は
左
に
掲
げ
る
事
項
を
包
含
す
る
。

⑷

医
療
援
助
を
与
え
る
こ
と
。

何

一

時

的

労

働

不

能(

疾
病
、
災
害
、
検
疫
、
妊
娠
、
出
産
、
病
気
の
家
族
員
の
看
護)

の
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

い

追

加

の

手

当
を

支

給

す

る
こ

と(

た
と
え
ば
乳
児
の
養
育
、
埋
葬
に
た
い
す
る)

。

㈡

失
業
の
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

«

身
体
障
害
の
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

N

雇
用
に
よ
る
従
業
員
の
死
亡
も
し
く
は
扶
養
者
の
失
踪
の
場
合
に
ぞ
の
家
族
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

第
一
七
七
条 

社
会
保
険
の
実
施
の
た
め
、
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
一
定
率
の
保
険
料
を
払
込
む
も
の
と
す
る
。
保
険
料
の
率
は
そ
の 

企
業
の
、
健
康
に
有
害
な
こ
と
、

お
よ
び
危
険
の
程
度
に
よ
り
人
民
委
員
会
議
の
決
定
で
こ
れ
を
定
め
る
。

備
考 

保
険
基
金
は
厳
重
に
、
労
働
者
、
職
員
の
保
障
の
た
め
に
の
み
使
用
し
、

い
か
な
る
他
の
必
要
の
た
め
に
も
こ
れ
を
支
出
し 

て
は
な
ら
な
い
。

第
一
七
八
条 

保
険
料
は
、
雇
用
労
働
を
利
用
す
る
企
業
、
施
設
、
経
営
も
し
く
は
個
人
に
よ
っ
て
払
込
ま
れ
る
も
の
と
し
、

こ
れ 

を
被
保
険
者
よ
り
取
立
ま
た
は
賃
金
よ
り
差
引
い
て
は
な
ら
な
い
。
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第
一
七
九
条 

す
べ
て
の
被
保
険
者
は
、
そ
の
原
因
に
関
係
な
く 
(

第
一
七
六
条
の□
)
 

一
時
的
労
働
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
 

手
当
支
給
時
そ
の
企
業
も
じ
く
は
施
設
で
の
相
当
等
級
の
賃
金
率
の
範
囲
に
お
い
て
手
当
を
受
け
る
。

た
だ
し
、

い
か
な
る
場
合
に
も 

右
の
手
当
は
労
働
不
能
と
な
っ
た
当
時
、
本
人
が
実
際
に
受
け
て
い
た
稼
得
賃
金
よ
り
低
く
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
ハ
〇
条
一
時
的
労
働
不
能
に
よ
る
手
当
は
労
働
不
能
と
な
っ
た
日
か
ら
そ
の
回
復
の
日
ま
た
は
身
体
障
害
と
確
定
し
た
日
ま 

で
支
給
す
る
。

第
一
ハ
一
条 

妊
娠
お
よ
び
出
産
に
た
い
す
る
手
当
は
被
保
険
者
に
た
い
し
、
本
法
第
一
三
二
条
お
よ
び
同
条
備
考
に
規
定
し
た
休 

暇
期
間
中
支
給
す
る
。

(

引
用
者
注
。
第
一
三
二
条 

筋
肉
労
働
に
従
事
す
る
女
子
に
た
い
し
て
は
産
前
お
よ
び
産
後
各
ハ
週
間
、

ま
た
事
務
お
よ
び
知
識 

労
働
に
従
事
す
る
女
子
に
た
い
し
て
は
産
前
お
よ
び
産
後
各
六
週
間
労
働
を
免
除
す
る
。

備
考 

特
殊
な
状
況
の
た
め
産
前
産
後
の
休
養
を
各
ハ
週
間
と
定
め
る
事
務
お
よ
び
知
識
労
働
の
職
種
一
覽
表
は
労
働
部
で
作
成
す 

る)第
一
八
二
条 

社
会
保
険
中
央
機
関
は
資
金
が
不
足
し
た
場
合
に
は
、

一
時
的
労
働
不
能
者
に
支
給
す
る
手
当(

第
一
七
九
条)

の 

率
を
一
時
的
に
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
当
該
種
類
の
賃
金
率
の
三
分
の
二
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
ハ
三
条 

嬰
児
出
産
の
場
合
に
は
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
妻
に
た
い
し
、
第
一
八
一
条
に
規
定
し
た
手
当
以
外
に
、
出
生
し
た 

嬰
児
の
分
娩
費
と
し
て
当
該
地
方
に
お
け
る
平
均
一
カ
月
分
の
賃
金
の
範
囲
で
の
一
時
的
追
加
手
当
な
ら
び
に
、
嬰
児
の
哺
育
料
と
し 

て
当
該
地
方
に
お
け
る
平
均
一
カ
月
分
の
賃
金
の
四
分
の
一
の
範
囲
で
の
手
当
を
支
給
す
る
。
養
育
手
当
は
嬰
児
出
生
の
日
か
ら
九
力 

月
間
毎
月
支
給
す
る
。

第
一
ハ
四
条
被
保
険
者
お
よ
び
被
保
険
者
の
扶
養
を
受
け
る
労
働
不
能
の
家
族
の
埋
葬
に
た
い
す
る
手
当
は
通
常
市
民
の
葬
儀
に
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要
す
る
平
均
費
用
の
範
囲
に
お
い
て
定
め
る
。

た
だ
し
当
該
地
方
に
お
け
る
平
均
一
カ
月
の
賃
金
を
越
え
な
い
額
と
す
る
。 

第
一
ハ
五
条 

失
業
手
当
は
、
当
該
地
方
に
お
け
る
平
均
賃
金
の
六
分
の
一
を
下
ま
わ
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
失
業
者
の
属
す
る
部 

類
お
よ
び
失
業
の
時
ま
で
の
雇
用
に
よ
る
労
働
の
行
程
に
応
じ
当
該
機
関
に
お
い
て
定
め
る
。

備
考 

未
成
年
者
の
失
業
手
当
は
、
雇
用
に
よ
る
労
働
の
行
程
に
関
係
な
く
本
人
の
属
す
る
種
類
に
よ
っ
て
定
め
る
。 

第
一
八
六
条 

失
業
手
当
の
支
給
期
間
は
、
労
働
の
種
類
と
行
程
に
よ
り
当
該
機
関
に
お
い
て
定
め
る
。

た
だ
し
、
手
当
支
給
の
最 

低
期
間
は
六
ヵ
月
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
ハ
七
条 

身
体
障
害
の
場
合
に
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
は
、
雇
用
労
働
に
従
事
し
て
い
た
者
で
災
害
、
疾
病
ま
た
は
老
齢
の 

た
め
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
す
べ
て
の
者
が
有
す
る
。

老
齢
に
よ
る
障
害
に
た
い
す
る
手
当
を
受
け
る
権
利
を
生
ぜ
し
め
る
労
働
の
継
続
期
間
は
人
民
委
員
会
議
で
定
め
る
。 

第
一
八
八
条 

身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
扶
助
料
支
給
の
規
準
お
よ
び
形
式
は
、
身
体
障
害
の
性
質
、
程
度
お
よ
び
身
体
障
害
者
の 

財
産
の
状
態
に
応
じ
、
当
該
機
関
が
定
め
る
。

第
一
ハ
九
条
雇
用
に
よ
る
労

働
に
従
事
す

る
者
が

死
亡
も

し
く
は

失
踪
し
、
適
当
な
る
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
確
証
で
き
た
場
合
に 

は
、
充
分
な
る
生
計
の
資
金
を
持
た
な
い
で
、

か
つ
被
保
険
者
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
左
に
掲
げ
る
家
族
は
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利 

を
有
す
る
。

⑷

未
成
年
の
子
、
兄
弟
お
よ
び
姉
妹
は
一
六
歳
に
達
す
る
ま
で

ロ
労
働
不
能
の
両
親
お
よ
び
配
偶
者

い
前
記
の
家
族
員
で
労
働
能
力
を
有
す
る
も
ハ
歳
以
下
の
子
供
を
持
つ
者

第
一
九
〇
条 

被
保
険
者
の
死
亡
ま
た
は
失
踪
の
場
合
に
被
保
険
者
の
家
旅
を
保
障
す
る
規
準
お
よ
び
形
式
は
、
保
障
を
受
け
る
者
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の
年
齢
お
よ
び
財
産
状
態
に
応
じ
当
該
機
関
で
定
め
る
。

第
一
九
一
条 

企
業
、
施
設
、
経
営
お
よ
び
個
人
で
、
そ

の

払

込

み

を

要
す

る

保

険

料(

第
一
七
ハ
条)

を

支

払

わ

な

い

場

合

に 

も
、
雇
用
に
よ
り
そ
の
も
と
で
労
働
す
る
者
は
本
法
第
一
七
六
条
お
よ
び
そ
れ
以
下
に
規
定
し
た
一
切
の
手
当
を
受
け
る
権
利
を
失
わ 

な
い
。

第
一
九
二
条 

本
法
な
ら
び
に
そ
の
他
で
定
め
た
社
会
保
険
に
関
す
る
規
則
に
違
反
し
た
者
は
、
刑
法
の
当
該
条
項
に
よ
り
刑
事
上 

の
責
任
を
負
う
。」

こ
の
よ
う
に
ニ
ニ
年
の
こ
の
法
典
の
も
と
で
疾
病
な
ど
に
よ
る
一
時
的
労
働
不
能
の
場
合
の
手
当
は
、
稼
得
賃
金
全
額
が
一
般
原
則 

と
さ
れ
た
。

女
子
に
つ
い
て
は
、
筋
肉
労
働
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
は
、
妊
娠
の
最
後
の
ハ
週
間
お
よ
び
出
産
後
の
ハ
週
間
は
い
か 

な
る
仕
事
に
も
従
事
し
な
い
こ
と
と
定
め
ら
れ
、

こ
の
前
後
一
六
週
間
に
つ
い
て
は
、
稼
得
賃
金
全
額
に
相
当
す
る
手
当
を
受
け
る
権 

利
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
事
務
そ
の
ほ
か
の
非
筋
肉
労
働
に
従
事
す
る
女
子
は
、
産
前
産
後
そ
れ
ぞ
れ
六
週
間
、

こ
の
手
当
を
受
け
る 

権
利
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
妊
娠
と
出
産
の
手
当
の
ほ
か
、
当
該
地
方
の
平
均
賃
金
に
応
じ
た
約
ー
カ
月
の
収
入
に
相
当
す
る
一
組
の 

嬰

児

産

衣
類
の
購
入
費
と

し
て

「
追
加
」
支
給
を
規
定
し
、
さ
ら
に
授
乳
す
る
母
親
に
た
い
し
九
カ
月
間
、
そ
の
地
方
の
平
均
月
収
の 

二
五％

の

割

合

で

の

「
追
加
」
支
給
を
定
め
て
い
る
。
妊
娠
と
出
産
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
産
婦
自
身
が
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ 

と
を
必
要
と
さ
れ
た
が
、
夫
が
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
そ
の
妻
は
非
保
険
者
で
あ
っ
て
も
「
追
加
」
手
当
は
受
給
で
き
た
。

ま
た
、
 

す
べ
て
の
労
働
者
、
職
員
に
、
「
災
害
、
疾
病
、
ま
た
は
老
齢
」

の
た
め
に
永
久
的
に
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
手
当

受

給

の 

権

利
が

与
え

ら

れ

る
こ

と
を

規
定
し
た(

第
一
八
七
条)

。
こ
の
規
定
は
ま
た
、
死
亡
し
た
労
働
者
、
職
員
の
労
働
能
力
を
も
た
な
い 

遺

族

に

も

適

用

さ

れ

た(

第
一
八
九
条)

。

こ
の
法
典
で
は
死
亡
者
の
両
親
お
よ
び
生
残
っ
た
夫
ま
た
は
妻
、

一
六
歳
以
下
の
子
供
、 

兄
弟
姉
妹
は
い
ず
れ
も
年
金
の
受
給
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
障
害
の
場
合
の
手
当
で
、
老
齢
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
障
害
に
た
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い
す
る
保
険
の
場
合
に
の
み
、
人
民
委
員
会
議
が
手
当(

年
金)

受
給
の
根
拠
を
構
成
す
る
雇
用
の
期
間
を
決
定
す
る
、
と
定
め
ら
れ
た
。 

こ
の
労
働
法
典
の
第
一
七
章
「
社
会
保
険
」
を
基
礎
と
し
て
、

ニ

ニ

年

二

月

一

五

日

付

「
社
会
保
険
法
」

が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の 

法
律
に
よ
る
社
会
保
険
は
、
災
害
、
疾
病
、
出
産
、
障
害
、
失
業
お
よ
び
死
亡
な
ど
の
各
保
険
を
含
み
、

一
つ
の
保
険
機
関
に
よ
っ
て 

統
一
さ
れ
て
い
る
。
被
保
険
者
に
保
険
給
付
を
す
る
の
は
、

つ
ぎ
の
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
 

㈠

一
時
的
労
働
不
能
の
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る(

業
務
上
の
事
由
に
よ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
一
時
的
労
働
不
能
の
す
べ
て
の 

場
合
、
す
な
わ
ち
、
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
に
よ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
検
疫
に
よ
る
隔
離
、
交
通
遮
断
、
病
気
の
家
族
員 

の
看
護
の
た
め
な
ど
の
事
由
に
よ
る
労
働
不
能
の
場
合
に
も
す
べ
て
手
当
を
支
給
す
る)

。

㈡

埋
葬
料
、
分
娩
費
、
嬰

児

哺

育

料

な

ど

を

補

給

す

る(

被
保
険
者
、
失
業
者
お
よ
び
こ
れ
ら
の
者
の
家
族
が
死
亡
し
た
場
合
に
は 

埋
葬
料
を
支
給
し
、
分
娩
の
時
は
そ
の
費
用
を
補
給
し
、
嬰
児
に
た
い
し
て
は
一
定
期
間
、
哺
育
料
を
補
給
す
る)

。

㈢

身
体
障
害
者
お
よ
び
老
衰
者
、
す
な
わ
ち
、
永

久

的
労

働

不
能
者
に
手
当
を

支
給
す

る(

業
務
上
の
事
由
に
因
る
と
否
と
に
関
係 

な
く
雇
用
中
に
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
、
お
よ
び
老
衰
に
よ
り
労
働
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る
。

な
お
障
害
手
当 

金
を
受
け
る
に
は
つ
ぎ
の
資
格
要
件
を
必
要
と
す
る
。⑷

恒
久
的
労
働
能
力
喪
失
者
で
あ
る
こ
と
、
口
障
害
者
と
な
っ
た
原
因
が
雇
用 

労
働
期
間
中
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
は
雇
用
労
働
を
や
め
た
後
一
ー
年
以
内
の
者
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
業
務
上
の
事
由
に
因 

る
障
害
者
は
ー
ー
ー
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
、㈡

老
衰
に
よ
る
障
害
者
は
年
齢
五
〇
歳
以
上
で
、
過
去
ハ
年
間
継
続
し
て
雇
用
労
働
に
従
事 

し
た
者
で
あ
る
こ
と
、
困
自
活
で
き
る
資
財
を
持
た
な
い
者
で
あ
る
こ
と
、

た
だ
し
業
務
上
の
事
由
に
因
り
障
害
者
と
な
っ
た
者
は
こ 

の
限
り
で
な
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
は
、
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
に
よ
り
第
一
等
級
—
労
働
能
力
喪
失
程
度
一
〇
〇％

か
ら
第
六 

等
級
——

同
じ
く 

一
か
ら
二
九％

の
六
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
た
〇

㈣

被
保
険
者
の
死
亡
ま
た
は
失
踪
の
場
合
、
そ
の
遺
族
に
た
い
し
手
当
を

支
給
す

る(

被
保
険
者
が
死
亡
ま
た
は
失
踪
し
、
そ
の
遣
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族
が
労
働
能
力
が
な
く
、

か
つ
生
計
の
資
金
の
な
い
場
合
に
手
当
を
支
給
す
る)

〇

㈤

失

業

の

場

合

に

手

当
を

支

給
す

る(

労
働
能
力
お
よ
び
労
働
の
意
志
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
失
業
し
た
場
合
に
手
当
を 

支
給
す
る)

〇

的

医

療

給

付

を

行

う(

被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
医
療
給
付
を
行
う
。

こ
の
医
療
機
関
は
社
会
保
険
機
関
に
所
属
し
な
い
で
保 

健
人
民
委
員
部
の
管
轄
に
属
し
て
い
る)

。

給
付
内
容
は
ほ
ぼ
労
働
法
典
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
、

一
時
的
労
働
不
能
の
場
合 

の
手
当
は
労
働
能
力
喪
失
の
時
の
稼
得
賃
金
と
同
額
、
支
給
期
間
は
事
故
発
生
の
第
一
日
目
よ
り
回
復
ま
た
は
身
体
障
害
の
確
定
ま
で 

で
あ
る
。
出
産
の
場
合
は
労
働
の
種
類
に
よ
り
産
前
産
後
各
六
週
間
な
い
し
ハ
週
間
で
あ
る
。
埋
葬
料
は
当
該
地
方
の
平
均
賃
金
の
ー 

カ

月

分
(

死
亡
者
が
一
〇
歳
以
下
の
場
合
は
そ
の
半
額)

、
分
娩
費
は
当
該
地
方
の
平
均
賃
金
一
カ
月
の
範
囲
と
さ
れ
た
。
身

体

障

害 

の
手
当
は
、⑴

業
務
上
の
事
由
に
因
る
場
合
、
第
一
等
級!
!

従

来

の

稼

得

賃

金(

障
害
と
な
る
直
前
三
カ
月
間
の
平
均
一
カ
月
稼
得 

賃
金)

全
額
と
同
額
、
第
二
等
級
—
!

従
来
の
稼
得
全
額
の
三
分
の
二
、
第
三
等
級!
—

同
二
分
の
一
、⑵

業
務
上
の
事
由
に
因
ら
な 

い
一
般
の
傷
病
ま
た
は
老
衰
に
因
る
場
合
、
第
一
等
級!
!

従
来
の
稼
得
賃
金
全
額
の
二
分
の
一
、
第
二
等
級!
!

同
三
分
の
ー
、
第 

三
等
級!
!

同
四
分
の
一
で
あ
る
。

失
業
手
当
は
、
第

一

部

類

失

業

者(

有
資
格
者)

の
場
合
は
当
該
地
方
の
平
均
賃
金
の
三
〇％

、 

第

二

部

類

失

業

者(

第
一
部
類
以
外)

の
場
合
は
そ
の
三
分
の
二
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

医
療
給
付
は
保
健
人
民
委
員
部
所
管
の
医
療 

機
関
に
委
託
し
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
医
療
機
関
が
無
料
の
医
療
給
付
を
行
っ
た
が
、
給
付
の
範
囲
は
、⑷

診
察
、
ロ
薬
剤
お
よ
び
治
療 

材
料
の
支
給
、⑴

処
置
、
手
術
そ
の
他
の
治
療
、㈡

看
護
、
的
移
送
、N

義
歯
、
義
眼
、
義
手
足
そ
の
他
の
補
装
具
な
ど
の
支
給
と
な 

っ
て
い
た
。

こ
の
社
会
保
険
法
施
行
の
当
初
は
、
社
会
保
険
の
事
業
は
社
会
保
険
人
民
委
員
部
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、

ニ
ニ
年
一
ニ
月
ニ
ー
日
、

из
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人
民
委
員
部
会
議
の
決
議
に
よ
り
労
働
人
民
委
員
部
に
移
管
さ
れ
た
。
保
険
料
は
ニ
ニ
年
の
人
民
委
員
会
議
の
一
連
の
法
令
で
定
め
ら 

れ
た
。

す
な
わ
ち
、

一
月
二
日
、
疾
病
保
険
お
よ
び
出
産
保
険
を
含
む

(А)
基
金!

保
険
料
率
は
賃
金
の
六
—
九％

、
障
害
保
険
お
よ

び
遺
族
保
険
を
含
む⑻

基
金
—
!

同
七
— 

一
〇％

、

一
月
一
二
日
、

第1表 平均保険料率および保険料徴収率の推移

平均保険料率（賃金にたいする比率） 保険料徴収率

1922年 24.7%

1923年 22.
迅

15. 

月

月

冃

1
 
6

12

1月 39.4%

10 月 5& 3

1924年 15.7 4 月 ?1.3
6 月 87.9

10-12 月 84.9

1925年 1月 15.0

9 月 13.7

1〜3月 93.8
4〜6月 96.6
7〜9月 99.7
1〇〜12 月 94.5

1926^ 1月 13.59
4 月 13.3

1〜3月 96.2 
4〜6月 95.1

失
業
保
険
を
含
む©

基
金!
!

均
一
に
賃
金
の
二•

五％

、

二
月 

六
日
、
病
療
保
護
を
含
む

(D)
基
金1
!

賃
金
の
五
—

七％

と

(
的) 

そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
。

四
つ
の
基
金
に
た
い
す
る
保
険
料 

の
総
合
計
は
支
払
給
与
額
の
二
〇•

五％

な

い

し

二

八

・
五 

%

と
定
め
て
い
た
。

な
お
、⑹

基
金
を
除
い
た
す
べ
て
の
基 

金
に
た
い
す
る
保
険
料
率
は
労
働
の
危
険
率
に
応
じ
て
等
級 

ДХ4О
に

分

類

さ

れ

た(

最
低
の
一
級
〜
最
高
の
四
級
ま
で
〇
当
時 

"

の
経
済
的
困
難
な
状
況
の
も
と
で
実
際
に
は
定
め
ら
れ
た
保 

7

 

険

料

は

払

込

ま

れ

な

か

っ

た(

約

三

分

の

一

程

度

で

あ

っ 

い 

た)

。
経
済
復
興
が
す
す
み
、

一
九
ニ
ー
一
年
末
に
は
労
働
者
、 

е

 

農
民
の
生
活
状
態
は
好
転
し
、
政
治
情
勢
も
安
定
し
て
き
た 

г

 

が
、
企
業
に
と
っ
て
社
会
保
険
料
の
負
担
は
、
ま
だ
か
な
り 

S
 

大
き
か
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
滞
納
が
累
積
す
る
傾
向
に 

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

二
三
年
四
月
一
ニ
日
、
労

働

者•

農
民 

•

赤
軍
兵
士
代
表
ソ
ビ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
は
保
険
料
率 

を
引
下
げ
る
た
め
、
賃
金
支
払
額
の
一
六％
 
(

第
一
級)

か
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ら
ニ
ニ％
 
(

第
四
級)

ま

で

の

「
社
会
保
険
に
た
い
す
る
新
保
険
料
率
」

を
公
布
し
た
。
実
質
的
に
は
、

こ

の

四

つ

の

等

級(

第
一
級 

— 

一
六％

、
第
二
級
— 

一
八％

、
第
三
級
—

二
〇％

、
第
四
級
—

ニ
ニ％
) 

に
加
之
、

二

っ

の

新

し

い

等

級

を

「
一
時
的
に
」
「
割
引 

さ
れ
た
」
率
で
設
け
た
。

そ
れ
に
よ
り
保
険
料
は
賃
金
支
払
額
の
一
ニ
〜
一
六％

に
な
り
、
多
く
の
政
府
直
営
の
作
業
場
、
国
営
企
業 

は
こ
の
割
引
か
れ
た
率
の
保
険
料
を
払
込
ん
だ
。

保
険
料
に
つ
い
て
そ
の
後
の
推
移
を
み
る
と
、

二
四
年
一
〇
月
六
日
、
人
民
委
員
会 

議
の
決
議
で
平
均
保
険
料
率
を
一
四％

に
す
る
命
令
が
だ
さ
れ
た
。

そ
し
て
ー
ー
五
年
二
月
一
ー
六
日
に
は
、

ソ
連
の
労
働
者•

農

民
•

赤 

軍
兵
士
代
表
ソ
ビ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
の
命
令
で
保
険
料
が
さ
ら
に
下
げ
ら
れ
た
。

な
お
こ
の
規
定
は
、
前
述
の⑹

、⑻

お
よ
び©
 

の
三
つ
の
基
金
を
合
併
し
た
。

保
険
料
率
の
引
下
げ
と
経
済
復
興
の
進
行
の
も
と
で
保
険
料
の
徴
集
率
は
漸
次
高
ま
り
、
保
険
料
の
総 

収
入
は
以
前
に
く
ら
べ
て
著
し
く
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た(

第
一
表
参
照)

〇

二
三
年
四
月
一
七
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、

レ
ー
ニ
ン
は
病
気
の
た
め
欠
席
し
た
が
、

ロ

シ

ア

共

産

党(

ボ)

第
一
二
回
大
会
が
開
催 

さ
れ
た
。

大
会
は
、
他
の
重
要
な
諸
問
題
と
と
も
に
、
経
済
面
に
つ
い
て
、
国
民
経
済
で
、
ま
た
労
働
生
産
性
を
た
か
め
る
う
え
で
成 

功
を
お
さ
め
た
こ
と
を
指
摘
し
、

工
業
の
発
展
、
な
に
よ
り
も
社
会
主
義
建
設
の
土
台
と
な
る
重
工
業
の
発
展
に
力
を
集
中
す
る
よ
う 

に
労
働
者
階
級
に
呼
び
か
け
た
。

経
済
の
発
展
と
と
も
に
社
会
保
障
の
拡
充
も
す
す
め
ら
れ
た
。
社
会
保
険
の
適
用
者
の
拡
大
と
い
う
点
で
、
ネ
ッ
プ
の
初
期
に
は
ま 

だ
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
び
と
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
ー
三
年
六
月
ニ
ー
日
付
「
季
節
労
働 

お
よ
び
臨
時
労
働
従
事
者
の
社
会
保
険
に
関
す
る
」
労
働
人
民
委
員
部
命
令
書
に
よ
っ
て
季
節
的
お
よ
び
臨
時
的
労
働
者
に
も
社
会
保 

険
が
適
用
さ
れ
、

二
四
年
に
は
農
業
経
営
に
雇
用
さ
れ
て
働
く
労
働
者
に
も
そ
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
。

二
三
年
に
は
、
ま
た
、
政
治 

そ
の
ほ
か
人
文
の
発
達
、
人
類
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
た
い
し
年
金
あ
る
い
は
一
時
金
を
給
付
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
て

(
44)

い
る
。

医
療
面
で
は
、

二
三
年
一
二
月
一
九
日
付
「
治
療
—
保
健
衛
生
業
務
の
状
態
を
改
善
す
る
措
置
に
関
す
る
」
人
民
委
員
会
議
法
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令
に
よ
っ
て
、
治
療
—
保
健
衛
生
業
務
の
管
理
を
統
一
す
る
原
則
の
確
固
不
動
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
当

面

の

課

題

と

し

て

、
 

「
国
内
の
活
力
あ
る
労
働
資
源
の
維
持
と
全
住
民
の
健
康
改
善
」
、
治
療
援
助
と
保
健
衛
生
援
助
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
よ
る
労
働
者 

へ 

の
も
っ
と
も
よ
い
保
障
、
共
和
国
の
農
村
地
域
と
辺
境
で
の
保
健
の
発
展
が
定
め
ら
れ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
全
勤
労
者
に
治
療
援
助
を
お
こ
な
お
う
と
考
え
た
が
、
財
政
資
金
の
欠
除
と
活
動
家
の
不
足
に
よ
っ
て
、

一
般 

の
医
療
施
設
で
の
市
民
に
た
い
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
順
番
を
確
定
し
、
被
保
険
者
と
家
族
員
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
特
別
に
予 

定
し
た
治
療
施
設
を
拡
充
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
被
保
険
者
に
無
料
の
治
療
援
助
を
す
る
た
め
に
多
額
の
社
会
保
険
資
金
が
分
離
さ 

れ
、
保
健
人
民
委
員
部
の
管
理
に
移
さ
れ
た
。

同
時
に
、
被
保
険
者
を
も
ふ
く
む
す
べ
て
の
市
民
に
た
い
す
る
医
療
援
助
を
、
保
健
の 

予
算
的
資
金
と
、
被
保
険
者
へ
の
こ
の
よ
う
な
援
助
の
改
善
を
め
ざ
す
社
会
保
険
資
金
に
よ
っ
て
提
供
す
る
課
題
も
こ
の
時
期
に
提
起 

さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
農
村
地
域
で
は
、
治
療
施
設
網
が
つ
く
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
無
料
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
び
と
の
範
囲
が
実 

際
的
に
拡
大
さ
れ
た
。

社
会
保
険
の
資
金
は
被
保
険
者
へ
の
医
療
援
助
の
改
善
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
プ
へ
の
移
行
と
と
も
に
療
養 

地
治
療
が
い
っ
そ
う
発
展
し
た
が
、

二
三
年
に
は
社
会
保
険
の
資
金
に
よ
っ
て
労
働
者
と
職
員
に
場
所
が
提
供
さ
れ
る
夜
間
サ
ナ
ト
リ 

ウ
ム
の
仕
事
の
最
初
の
試
み
が
承
認
さ
れ
た
。

保
健
人
民
委
員
部
は
託
児
所
、
母

親

と

子

供(

母
子)

ホ
ー
ム
、
婦
人
相
談
所
の
ネ
ッ
ト
を
そ
の
管
轄
下
に
お
き
、
可
能
な
限
り
そ 

れ
を
拡
大
し
た
。

国
家
資
金
と
社
会
的
資
金
お
よ
び
社
会
保
険
資
金
に
よ
っ
て
身
体
障
害
者
を
給
養
す
る
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
は
従
来 

通
り
、
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
た
。

国
家
保
障
を
受
け
る
権
利
を
も
た
な
い
貧
困
な
身
体s

f

と
き
ど 

き
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
は
ま
た
、
社
会
保
険
と
農
民
相
互
扶
助
の
諸
機
関
に
よ
っ
て
も
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
二
三
年
ハ
月
三
〇
日
付
「
労
働
組
合
と
経
営
機
関
の
文
化
基
金
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
社
会
養
育
施
設
を
教 

育
人
民
委
員
部
へ
引
渡
す
手
続
き
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
し
た
が
い
、
労
働
者
、
職
員
の
子
供
に
サ
ー 

ビ
ス
し
て
い
た
す
べ
て
の
社
会
養
育
施
設
、
学
校
、
子
供
の
家
、
就
学
前
養
育
施
設
な
ど
が
教
育
人
民
委
員
部
の
機
関
に
移
さ
れ
、
基 

本
的
に
こ
れ
ら
の
休
暇
資
金
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
諸
共
和
国
の
ソ
連
邦
へ
の
統
合
へ
の
方
向
は
、
す
で
に
ニ
ニ
年
一
ニ
月
の
第
一
回
ソ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
で
具 

体
化
し
た
。

そ
の
後
、
単
一
の
連
邦
国
家
憲
法
の
作
成
が
は
じ
ま
っ
た
が
、

二
四
年
一
月
三
一
日
、
第
二
回
ソ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
は 

「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
基
本
法(

憲
法)

」

を
承
認
し
た
。

こ
の
憲
法
は
、
第

一

章

ソ

連(

以
下
、

ソ
連
邦
を
ソ
連
と
す 

る)

の
最
高
権
力
諸
機
関
の
管
轄
事
項
、
第

一

条
(

ソ
連
の
管
轄)

で
ソ
連
の
管
轄
に
属
す
る
事
項
の
一
つ
に
「
労
働
に
関
す
る
基
本 

的
法
律
の
制
定
」
、
「
国
民
保
健
の
部
門
の
一
般
的
措
置
の
制
定
」

を
掲
げ
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
構
成
に
労
働
人
民
委
員(

第
三
七 

条)

を
、
そ
し
て
、
共
和
国
人
民
委
員
会
議
に
労
働
人
民
委
員
と
な
ら
び
、
保
健
人
民
委
員
、
社

会

保

障

人

民

委

員(

第
六
七
条)

を 

置
き
、
社
会
保
障
関
係
の
業
務
を
国
家
行
政
の
重
要
な
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

な
お
、

こ
の
年
の
一
月
一
二
日
、
ヴ

ェ•

イ
•

レ 

— 

ー
ー
ン
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

二
四
年
一
月
ー
ー
ー
日
に
は
、

ま
た
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
が
承
認
し
た
大
学•

専
門
学
校
科
学
従
事
者
規
則
第
四
部
、
お
よ 

び
六
月
二
八
日
に
同
じ
く
承
認
し
た
労
働
者
学
部
教
員
規
則
第
四
部
に
し
た
が
っ
て
、
初
め
て
ソ
連
で
科
学
従
事
者
と
労
働
者
大
学
予 

備

校

(
р
а
б
ф
а
к
)

の
教
員
に
永
年
勤
続
年
金
保
障
が
導
入
さ
れ
た
。

一
ー
五
年
に
な
る
と
、
さ
ら
に
、

都
市
と
農
村
の
初
等
学
校
の
教 

師
、
お
よ
び
農
村
地
域
の
文
化
的•

啓
蒙
的
施
設
の
若
干
の
従
業
員
、
す
な
わ
ち
、
農
村
図
書
館
の
指
導
者
、
図
書
館
員
、
子
供
の
家 

の
教
育
家
な
ど
に
も
永
年
勤
続
年
金
が
確
立
さ
れ
た
。

二
五
年
に
は
、

二

月

六

日

付

「
ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
付
属
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
規
則
」
が
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
と
人
民
委
員
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会
議
で
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
社
会
保
険
の
分
野
で
統
一
的
な
全
国
家
的
政
策
の
実
施
と
、

こ
れ
と
関
連
し
た
諸
問
題
の
解
決
で
の 

労
働
組
合
と
経
営
機
関
の
役
割
の
強
化
の
た
め
に
ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
付
属
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
、
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
労 

働
人
民
委
員
部
付
属
共
和
国
社
会
保
険
評
議
会
を
設
立
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
代
表 

者
九
名
で
構
成
さ
れ
、
労
働
人
民
委
員
部
代
表
者
が
議
長
と
な
っ
て
い
た
。

計

九 
名 石 茗

四 
名 名

な
お
、

こ
の
ほ
か
、
各
共
和
国
の
全
権
を
委
任
さ
れ
た
保
健
人
民
委
員
部
代
表
者
も
こ
の
評
議
会
に
参
加
し
、
発
言
権
を
も
っ
た
。 

こ
の
ほ
か
、
財
政
的
経
理
の
調
整
、
統
一
し
た
予
算
の
創
設
な
ど
は
、
全
国
的
規
模
で
の
社
会
保
険
業
務
の
改
善
を
促
進
し
た
。 

年
金
分
野
に
も
新
た
な
方
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
永
年
勤
続
年
金
の
出
現
は
前
述
し
た
が
、
経
済
的
困
難
の
も
と
で
は
不 

可
避
で
あ
っ
た
、
年
金
を
受
け
る
権
利
を
そ
の
必
要
度
に
応
じ
て
決
定
す
る
と
い
う
状
態
は
、
新
し
い
原
則
に
席
を
譲
っ
た
。

た
と
え 

ば

、
恒
久
的
な
労
働
不
能
と
い
う
こ
と
が
年
金
を
受
け
る
権
利
の
発
生
の
一
般
的
な
統
一
的
な
根
拠
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
年
金
は
、
労
働
不
能
の
結
果
失
っ
た
稼
得
賃
金
を
補
償
す
る
、
年
金
額
は
身
体
障
害
の
原
因
、
あ
る
い
は
扶
養
者
喪
失
の
原 

因
に
依
存
し
て
決
定
す
る
と
い
う
政
策
が
よ
り
す
す
め
ら
れ
た
。

こ
の
具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、

二
四
年
一
月
三
日
付
ソ
連
労
働
人 

民
委
員
部
の
決
定
、
お
よ
び
二
五
年
二
月
一
九
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
に
お
け
る
傷
害
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あ
る
い
は
職
業
病
の
結
果
に
よ
る
す
べ
て
の
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
年
金
は
、
そ
の
者
の
実
際
の
稼
得
賃
金
の
一
定
の
パ
ー
セ
ン
ト 

で
算
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら

に

二
六
年
一
月
四
日
付
「
社
会
保
険
手
続
き
で
与
え
ら
れ
る
年
金
規 

ル
マ 

ソ
ビ
エ
ト 

(
57)

準
に
関
す
る
」
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
で
、

一
般
的
な
傷
病
を
原
因
と
す
る
身
体
障
害
者
に
も
実
際
の
一
カ
月
平
均
賃
金
か
ら 

年
金
を
算
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

軍
勤
務
員
に
た
い
す
る
年
金
も
変
更
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
何
ら
の
収
入
も
な
い
場
合
に
の
み
与
え
ら
れ 

る
と
い
う
以
前
の
原
則
は
漸
次
、
意
義
を
失
っ
た
。

た
と
え
ば
、

二
五
年
に
は
年
金
裁
定
の
場
合
に
考
慮
さ
れ
る
最
低
収
入
額
が
定
め 

ら
れ
、
農
業
あ
る
い
は
農
民
の
副
業
で
あ
る
諸
職
業
と
関
係
を
も
つ
、
戦
争
に
よ
る
身
体
障
害
者
と
軍
勤
務
員
家
族
は
国
家
年
金
保
障 

に
移
さ
れ
、
後
者
の
年
金
は
都
市
で
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
額
ま
で
引
上
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
軍
勤
務
員
と
そ
の
家
族
に
た
い
す
る 

年
金
の
裁
定
は
、
生

活

手

段

の

別

の

源

泉(

た
と
え
ば
農
業)

の
あ
る
こ
と
と
す
で
に
基
本
的
に
関
係
が
な
く
な
り
、
農
村
地
域
の
人 

び
と
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

二
ニ
年
に
産
業
協
同
組
合
共
済
組
合
制
度
が
出
現
し
た
が
、

こ
の
制
度
は
漸
次
、
社
会
保
障
の
一
形
態!
!

協
同
組
合 

化
さ
れ
た
家
内
工
業
者
と
手
工
業
者
の
多
く
の
大
衆
を
ふ
く
む
協
同
組
合
保
険!
—

に
転
化
し
て
い
っ
た
。

社
会
保
険
の
そ
の
他
の
分
野
で
は
、

二
四
年
に
、

四

月

一

日

付

「
被
保
険
者
へ
の
補
装
具
お
よ
び
整
形
器
具
供
給
手
続
き
に
関
す 

る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
保
健
人
民
委
員
部
と
労
働
人
民
委
員
部
の
命
令
に
よ
り
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
、

そ
の
家
族
員
、
そ
れ
と
労
働
に 

よ
る
身
体
障
害
者
お
よ
び
社
会
保
険
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
、
そ
の
家
族
員
に
た
い
す
る
無
料
で
補
装
具
と
整
形
手
術
品
の
供
給 

を
受
け
る
権
利
が
定
め
ら
れ
た
。

九

月

二

八

日

付

で

「
農
民
相
互
扶
助
組
合
規
則
」

が
ロ
シ
ア
共
和
国
中
央
執
行
委
員
会
と
人
民
委
員
会
議
で
承
認
さ
れ
た
が
、

こ
れ 

は
、
農
民
相
互
扶
助
の
組
合
に
た
い
し
、
軍
勤
務
員
の
家
族
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
農
村
の
も
っ
と
も
貧
し
い
市
民
へ
の
社
会
保
障
を
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実
施
し
、
「
組
合
の
効
力
範
囲
に
あ
る
、
身
体
障
害
者
の
施
設
、
病
院
、
学
校
、
子
供
の
家
、
児
童
保
護
預
所
、
託
児
所
、
無
料
食
堂
な 

ど
の
設
備
、
維
持
お
よ
び
調
達
で
、
国
家
機
関
に
協
力
し
、
可
能
な
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
を
自
己
の
資
金
で
開
設
し
、
維
持
す
る
よ
う 

に
」
義
務
づ
け
た
。

そ
し
て
、

こ

れ

ら

の

目

的

に

一

部(

少
額
で
あ
っ
た
が)

、
社
会
保
障
機
関
か
ら
資
金
が
導
入
さ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、
社
会
保
険
機
関
は
、

サ
ナ
ト
リ
ウ

ム•

療
養
地
治
療
と
休
息
の
家
の
組
織
化
に
着
手
し
た
。

こ
の
と
き 

ま
で
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
は
、
保
健
機
関
と
労
働
組
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。

ネ
ッ
プ
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
子
供
施
設
で
の
子
供
の
給
養
と
養
育
は
無
料
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
維
持
す
る
試
み
は
、
常
設
の
就 

学
前
と
校
外
の
施
設
の
縮
少
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

こ
れ
ら
す
ペ
て
の
施
設
が
教
育
人
民
委
員
部
の
機 

関
に
引
渡
さ
れ
、
地
方
予
算
に
移
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
就
学
前
年
齢
の
子
供
の
た
め
の
一
回
あ
る
い 

は
二
回
の
食
事
付
の
遊
園
地
網
が
発
達
し
、
託
児
所
の
発
展
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、
と
く
に
農
村
地
域
で
季
節
タ
イ
プ
の
託
児
所
が
っ 

く
ら
れ
た
。

二
五
年
に
保
健
人
民
委
員
部
は
「
乳
児
の
た
め
の
相
談
所
に
た
い
す
る
」
訓
令
を
承
認
し
た
が
、

こ
こ
で
は
、
相
談
所
に 

た
い
し
、
出
生
の
第
一
日
目
か
ら
二
歳
ま
で
、
自
分
の
区
の
子
供
の
監
視
を
無
料
で
引
受
け
、
彼
ら
の
た
め
の
滋
養
の
あ
る
混
合
食
物 

の
支
給
を
組
織
し
、
予
防
活
動
を
実
施
す
る
義
務
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
保
健
人
民
委
員
部
の
機
関
の
体
采
の
な
か
で
機
能
を 

果
し
て
い
た
母
親
と
子
供
の
家
は
、
妊
婦
、
子

供

と

母

親(

ニ
カ
月
以
内
の
期
限
で)

、

お
よ
び
哺
乳
年
齢
の
子
供•

孤
児
の
無
料
の 

給
養
を
、
特
別
委
員
会
の
指
令
に
よ
っ
て
引
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
社
会
保
険
の
財
政
制
度
の
強
化
は
、
文

化
•

日
常
生
活
上
の
措
置
に
資
金
の
一
部
を
ま
わ
し
、
療
養
地
治
療
、

サ
ナ
ト
リ 

ウ
ム
お
よ
び
休
息
の
家
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
広
範
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
は
、
き
び
し
い
経
済
的
困
難
の
な
か
で
社
会
保
障
が
出
発
し
た
が
、
新
経
済
政
策
の
も
と
で 

経
済
復
興
、
社
会
主
義
建
設
が
す
す
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
社
会
保
険
を
主
柱
と
し
て
社
会
保
障
は
着
実
に
拡
充
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さ
れ
て
き
た
。

ま
た
同
時
に
、
社
会
保
険
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
へ
の
保
障
、
生
活
向
上
は
、
経
済
復
興
と
社
会
主
義
建
設
の
た
め
に 

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

>>*4 **"■** х***

6 5 4 3 2 1^―* *4—*- **—*
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ソ
連
邦
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史
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、
大
月
書
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頁
。
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一

著

「
社
会
主
義
法
概
論
」
、
法
律
文
化
社
、

一
九
七
一
年
、
六
二
頁
。

ソ
同
盟
司
法
省
全
同
盟
法
律
学
研
究
所
編
「
ソ
ヴ
ェ
ト
労
働
法
」(

上
巻)

、
山
之
内
一
郎
訳
、
巌
松
堂
書
店
、

一
九
五
四
年
、

一
三
七
頁
。

梅

浦

健

吉

「
ソ
ウ

ェ
ー
ト•

ロ
シ
ア
の
社
会
保
険
」
、
巌
松
堂
、

一
九
二
ハ
年
、

二
〇
九
—

ー
ニ
四
頁
。

前
掲
書
、

三
三
丄
二
五
頁
。

前
掲
書
よ
り
ま
と
め
る
。
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第
四
章 

社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
集
団
化
の
開
始
期(

一
九
二
六
—
三
三
年)

⑴

社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
集
団
化
の
準
備
期(

一
九
二
六
—

二
八
年)

一
九
二
五
年
末(

一
ニ
月
一
八!

!

三
一
日)

に

ソ

連

共

産

党(

ポ)

第
一
四
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
国
民
経
済
復 

興
の
仕
事
を
総
括
し
、
社
会
主
義
建
設
の
新
し
い
段
階
の
課
題
を
規
定
し
た
。

す
な
わ
ち
、
国
民
経
済
復
興
の
課
題
を
成
功
的
に
解
決 

し
た
た
め
、

ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
社
会
主
義
的
再
建
、
社
会
主
義
の
基
礎
建
設
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、

こ
の
大
会
で 

国
の
社
会
主
義
的
工
業
化
と
い
う
路
線
を
確
定
し
た
。

二
六
年
か
ら
ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
社
会
主
義
的
工
業
化
政
策
を
実
施
し
は
じ
め
た
。

こ
の
目
的
は
、

ソ
連
の
強
力
な
工
業
国
へ
の
転 

化

、
社
会
主
義
の
物
質
的Н

技
術
的
土
台
の
創
設
で
あ
っ
た
。

ま
だ
、

こ
の
当
時
の
ソ
連
の
工
業
水
準
は
低
く
、

と
く
に
重
工
業
が
遅 

れ
て
い
た
た
め
、
重
工
業
の
発
展
が
最
重
要
課
題
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

ヴ

ェ•

イ
•

レ
ー 

ー
ー
ン
が
、
す
で
に
ニ
ニ
年
に
、
「
重

工

業 

は
国
家
の
補
助
金
を
必
要
と
す
る
。

国
家
の
補
助
金
を
み
つ
け
だ
さ
な
け
れ
ば
、
文
明
国
家
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
は!
—

社
会
主
義
国 

家
と
し
て
は
も
と
よ
り!
!

減
び
る
」

こ
と
を
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
、
蓄
積
の
問
題
が
社
会
主
義
的
工
業
化
の
も
っ
と
も
困
難
な
課 

題
の
一
つ
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
資
金
は
社
会
主
義
的
工
業
化
、
な
か
で
も
重
工
業
の
発
展
に
向
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
緊
縮
政
策
の
実 

現
、
生
産
合
理
化
の
実
施
、工

業
生
産
物
の
原
価
引
下
げ
と
い
う
三
つ
の
課
題
が
労
働
者
に
提
起
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
労
働
生
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産
性
の
向
上
と
、
労
働
規
律
の
強
化
を
土
台
と
し
て
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。

も
う
一
方
で
、
農
業
の
立
ち
遅
れ
が
深
刻
な
経
済
的
、
政
治
的
困
難
の
原
因
と
な
り
、
社
会
主
義
建
設
全
体
の
発
展
を
阻
む
よ
う
に 

な
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
向
と
し
て
、

二
七
年
ニ
ー
月
に
開
か
れ
た
第
一
五
回
大
会
で
農
業
集
団
化
の
路
線
が
決
定
さ
れ 

た
。

大

会

決

議

「
農
村
で
の
活
動
に
つ
い
て
」

は
、
今

日

に

お

い

て

は

「
小
規
模
個
人
農
経
営
の
大
規
模
集
団
経
営
へ
の
結
合
と
改
造 

の
課
題
が
、
農
村
に
お
け
る
党
の
基
本
的
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
貧
農"

中
農
大
衆
に 

依
拠
し
富
農
へ
の
攻
撃
を
展
開
し
、
そ
れ
を
抑
制
し
、
農
民
経
営
を
よ
り
急
速
な
テ
ン
ポ
で
社
会
主
義
に
導
く
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ 

た
。こ

の
時
期
に
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
と
の
関
連
で
勤
労
者
の
社
会
保
障
も
発
達
し
た
。

社
会
主
義
的
工
業
化
が
社
会
主
義
建
設
の
も
っ
と
も
主
要
な
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
特
別
な
注
意
は
、
従
来
通
り
ま
ず
第
一
に
、
労 

働
者
と
職
員
の
社
会
保
障
に
向
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
、

た
と
え
ば
、

一
ニ
ハ
年
一
月
一
五
日
、

ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
は
、
社 

会
保
険
の
仕
事
に
関
す
る
報
告
を
き
き
、
保
険
政
策
の
全
般
的
な
方
針
、
す
な
わ
ち
、
生
産
に
直
接
に
従
事
し
て
い
る
被
保
険
者
に
も 

っ
と
も
大
き
な
援
助
を
す
る
と
い
う
方
針
を
承
認
し
た
。

一
月
四
日
付
「
社
会
保
険
手
続
で
与
え
ら
れ
る
年
金
規
準
に
関
す
る
」
連
邦

ソ
ビ
エ
ト 

(4)

社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
に
よ
り
、

一
般
的
な
疾
病
に
よ
る
身
体
障
害
者
へ
の
年
金
が
実
際
の
一
カ
月
平
均
賃
金
か
ら
算
出
さ
れ
る
よ 

う
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

労
働
者
、
職
員
へ
の
特
別
な
注
意
と
同
時
に
、
国
家
は
、
軍
勤
務
員
と
そ
の
家
族
に
た
い
し
て
も
特
別
な
配
慮
を
し
た
。

そ
の
こ
と 

は
、
国
の
防
衛
で
の
軍
の
特
別
な
役
割
、
彼
ら
が
祖
国
防
衛
で
の
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
、
戦
時
だ
け
で
な
く
平
時
に
お
い
て
も
兵
役
は 

困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
年
に
も
軍
勤
務
員
の
物
質
的
保
障
の
改
善
に
大
き
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。

た
と 

え
ば
、

二
六
年
三
月
一
九
日
に
は
、
労
農
赤
軍
幹
部
国
家
保
障
規
則
が
採
択
さ
れ
、
軍
勤
務
員
幹
部
へ
の
年
金
保
障
が
防
衛
機
関
に
負
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わ
さ
れ
、

一
〇
月
ー
ー
日
に
は
、
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
と
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
は
軍
務
に
よ
る
身
体
障
害
者
お
よ
び 

そ
の
家
族
、
死
亡
あ
る
い
は
長
期
所
在
不
明
の
軍
勤
務
員
の
家
族
、
労
農
赤
軍
の
隊
伍
に
召
集
さ
れ
た
者
の
家
族
、
そ
れ
と
、
反
革
命 

と
の
闘
争
へ
の
積
極
的
参
加
の
結
果
、
労
働
能
力
を
失
う
か
扶
養
者
を
喪
失
し
た
者
に
た
い
す
る
国
家
保
護
規
則
を
承
認
し
た
。

ま 

た
、

一
二
月
三
一
日
に
、

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
と
人
民
委
員
会
議
は
「
労
農
赤
軍
の
隊
の
常
備
兵
士
と
し
て
現
役
軍
務
に
召
集
さ
れ 

た
市
民
の
家
族
の
保
障
に
関
す
る
」
決
齢
を
採
択
し
、
労
農
赤
軍
に
兵
卒
あ
る
い
は
下
級
幹
部
と
し
て
召
集
さ
れ
た
市
民
の
家
族
員
に 

た
い
し
、
定
め
ら
れ
た
場
合
に
毎
月
手
当
を
支
給
し
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
に
教
育
、
保
健
お
よ
び
社
会
保
障
の
施
設
で
特
典
を
与
え
る 

こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
前
述
の
一
〇
月
一
ー
日
付
規
則
は
、
該
当
す
る
人
び
と
の
年
金
保
障
に
関
し
、
す
で
に
発
布
さ
れ
て
い
た
す
べ 

て
の
法
規
範
を
あ
る
程
度
、
法
典
に
編
纂
し
、

よ
り
精
確
な
表
現
と
保
障
の
よ
り
改
善
と
、
被

保

障

者

の

範

囲

の

よ

り

拡

大

の

た

め

(8) 

に
、

こ
れ
以
前
に
効
力
を
も
っ
て
い
た
法
令
に
一
連
の
追
加
を
お
こ
な
っ
た
点
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
被
保
障
者
の 

人
数
が
拡
大
さ
れ
、
障
害
年
金
と
扶
養
者
喪
失
年
金
の
裁
定
に
よ
り
容
易
な
条
件
が
導
入
さ
れ
た
。 

ま
た
ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
保
健
を
発
展
さ
せ
、
無
料
医
療
援
助
と
治
療
を
受
け
る
市
民
の
権
利
を
実
際
に
保
障
す
る
た
め
の
条
件
を 

っ
く
り
だ
す
努
力
を
し
た
。

た
と
え
ば
、

二
六
年
の
三
月
一
ー
日
付
「
最
初
の
緊
急
医
療
援
助
の
手
続
と
規
則
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共 

和
国
保
健
人
民
委
員
部
、
内
務
人
民
委
員
部
お
よ
び
労
働
人
民
委
員
部
の
訓
令
は
、
災
害
事
故
の
被
害
者
に
た
い
し
最
初
の
緊
急
医
療 

援
助
を
与
え
る
よ
う
す
べ
て
の
治
療
施
設
に
義
務
づ
け
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
場
合
、
家
の
外
で
、
す
べ
て
の
被
災
者
に
た
い
し
、 

医
薬
と
治
療
材
料
の
無
料
の
提
供
を
と
も
な
う
こ
の
よ
う
な
援
助
を
受
け
る
個
人
の
権
利
が
認
め
ら
れ
た
。 

こ
の
ほ
か
、

こ
の
年
に
は
、
就
学
前
施
設
で
の
子
供
の
給
養
に
た
い
す
る
一
部
支
払
い
の
徴
集
が
整
理
さ
れ
、
そ
の
金
額
は
両
親
の 

稼
得
賃
金
に
依
存
し
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

た
と
え
ば

一
月

二

四

日

付

「
教
育
と
養
育
の
施
設
へ
の
支
払
徴
集
に
関
す
る
」

(
10)

全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
と
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議)

。
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二
六
年
六
月
一
六
日
に
は
、
ま
た
、
子
供
の
家
の
三
つ
の
タ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
、
就
学
前
の
子
供
の
家
、
学
齢
の
子
供
の
た
め
の
子 

供
の
家
、

三
——

一
六
歳
の
子
供
の
た
め
の
労
働
コ
ン
ミ
ュ
ー

ン
を
定
め
た
、
子
供
の
家
規
則
が
初
め
て
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
国
家
と
社 

会
的
資
金
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
専
門
化
さ
れ
た
子
供
施
設
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
後
に
、
基
本
的
に
子
供
、
結
核
病
あ 

る
い
は
結
核
病
中
毒
患
者
の
た
め
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

林
間
学
校
、
ま
る
一
年

間

機

能
す

る

「
学
齢
前
児
童
の
た
め
の
林
間
学
校
」
も 

こ
の
時
期
に
出
現
し
た
。

二
六
年
一
〇
月
末
か
ら
ー
ー
月
初
め
に
か
け
て
、
第
一
五
回
共
産
党
全
国
協В

会
は
そ
れ
ま
で
の
一
年
間
の
総
括
を
し
、
国
民
経
済 

が
困
難
を
切
り
ぬ
け
な
が
ら
社
会
主
義
の
道
を
す
す
ん
で
い
る
こ
と
、
国
の
経
済
で
大
工
業
の
指
導
的
地
位
が
固
ま
っ
た
こ
と
、
農
業 

の
振
興
と
農
業
協
同
組
合
の
発
展
で
大
工
業
の
主
導
的
な
役
割
が
一
層
つ
よ
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

一
九
二
七
年
に
は
、

四
月
に
第
四
回
ソ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
が
開
か
れ
た
が
、

こ
の
大
会
は
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
五
カ
年
計
画
の
作
成 

を
指
令
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
国
の
経
済
に
お
け
る
社
会
主
義
部
門
の
拡
大
と
強
化
、
社
会
主
義
工
業
の
指
導
的
役
割
の
強
化
と
と
も 

に
、
長
期
計
画
作
成
の
可
能
性
と
必
要
性
と
が
生
み
だ
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。

国
の
工
業
化
、
農
業
の
集
団
化
の
路
線
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
二
七
年
に
は
、

ま
ず
、

一
月
一
三
日
付
連
邦
社
会
保
険
評»

会
の
決

(
13)

定
に
よ
り
、
従
来
、
嬰
児
の
産
衣
類
の
購
入
費
、
授

乳

手

当
(

「
追
加
手
当
」)

の
受
給
に
被
保
険
者
で
あ
る
妻
ま
た
は
夫
の
雇
用
期
間 

は
要
件
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
改
め
た
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
決
定
に
よ
り
、

こ
の
追
加
手
当
は
出
産
休
暇
を
と
る
前
年
六 

カ
月
間
雇
用
さ
れ
て
い
た
女
子
に
の
み
支
給
さ
れ
、
被
保
険
者
で
な
い
女
子
に
た
い
し
て
は
被
保
険
者
で
あ
る
夫
が
出
産
の
前
年
六
力 

月
間
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
支
給
の
要
件
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
月
一
九
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
は
さ
ら
に
、
 

被
保
険
者
の
所
得
が
疾
病
手
当
支
給
に
た
い
す
る
一
定
最
高
額(

一
ニ
〇!

1

一
八
〇
ル
ー
ブ
ル
の
月
額
収
入)

を
超
過
し
な
か
っ
た 

め 

場
合
に
お
い
て
の
み
、
嬰
児
の
一
揃
い
の
産
衣
お
よ
び
授
乳
手
当
を
支
払
う
こ
と
を
定
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
高
い
賃
金
の
労
働
者
、
職
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員
は
こ
の
手
当
を
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
定
の
制
限
を
設
け
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、

た
と
え
ば
、
七
月 

二

七

日

付

「
労
働
英
雄
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
と
ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
羲
に
よ
り
、
労
働
英
雄
の
祢
号
を
付
与
さ
れ 

て
い
る
勤
労
者
に
は
高
く
さ
れ
た
年
金
保
障
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、

こ
の
二
七
年
は
十
月
革
命
の
一
〇
周
年
に
当
る
が
、
十
月
革
命
一
〇
周
年
記
念
日
の
た
め
の
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
の
宣
言 

は
、
七
時
間
労
働
日
に
移
る
こ
と
、
勤
労
者
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

こ

の

な

か 

フ
ォ
ン
ド

で
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
、
年
金
の
基
金
を
二
倍
に
増
加
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
主
と
し
て
農
村
住
民
の
負
担
で
戦
争
に
よ
る
身
体
障 

害
者
へ
の
年
金
額
を
一
定
程
度
、
高
め
、
被
保
険
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
暫 

工

業
化
の
た
め
の
資
金
蓄
積
、
そ
の
た
め
の
緊
縮
と
い
う
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
も
と
で
前
述
の
よ
う
な
追
加
手
当
へ 

の
一
定
の
制
限
の
導
入
に
つ
づ
い
て
、
他
の
諸
手
当
に
も
同
様
な
措
置
が
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
。

ニ
ニ
年
の
労
働
法
典
に
も
と
づ 

い
て
、

疾
病
手
当
は
賃
金
全
額
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
受
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
一
定
の
限
度
の
賃
金
収
入
が
定
め
ら
れ
、

二
七 

年
に
は
こ
の
最
高
限
度
は
月
一
ニ
〇!

1

一
八
〇
ル
ー
ブ
ル(

地
方
に
よ
っ
て
異
な
る)

で

あ

っ

た(

ニ
七
—

二
八
年
の
全
労
働
者
、
 

職
員
の
一
人
当
た
り
一
カ
月
平
均
収
入
は
、
疾
病
手
当
の
平
均
が
六
三•

五
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
六
三•

ハ
四
ル
ー
ブ 

ル
で
あ
っ
た
し
、
実
際
上
は
団
体
交
渉
に
よ
る
協
約
で
差
額
は
企
業
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

こ
の
制
限
は
こ
の
当
時
、
 

大
き
な
意
味
を
も
た
な
か
っ
た)

。

こ
の
ほ
か
、
長
期
に
疾
病
手
当
を
受
給
す
る
被
保
険
者
は
一
定
期
間
後(

一
般
的
に
ニ
ケ
月
満
了 

後)

、
「
一
時
的
労
働
能
力
喪
失
者
」

と
し
て
再
分
類
さ
れ
、
実
質
的
に
低
い
率
の
手
当
が
支
給
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
〇!

ま
た
、

二
一 

月
二
八
日
付 

「
社
会
保
険
機
関
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当
に
関
す
る
」
労
•

農
•

赤
軍
兵
士
代
表
ソ
ビ
エ
ト
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び 

ソ
連
人
民
委
員
会
羲
の
命
令
は
、
連

邦

社

会

保

険

評

議

会

に

「
利
用
し
得
る
社
会
保
険
基
金
が
十
分
で
な
い
場
合
に
は
、

ソ
連
全
土
ま 

た
は
個
々
の
地
方
あ
る
い
は
ま
た
個
々
の
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
種
類
に
た
い
し
、

三
分
の
一
ま
で
手
当
率
を
減
少
す
る
」
権
限
を
与
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え
た
。

し
か
し
こ
の
規
定
は
実
際
に
は
あ
ま
り
多
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
命
令
は
ま
た
、
出
産
手
当
の
受
給
に
っ 

い
て
、
出
産
休
暇
の
前
年
六
カ
月
間
の
雇
用
者
に
限
る
と
い
う
条
件
を
定
め
た
。

一
九
二
六
年
、

二
七
年
の
二
年
間
の
努
力
の
の
ち
、
最
初
の
成
果
が
現
わ
れ
て
き
た
。

二
七
年
末
、
農
工
業
総
生
産
高
は
、
戦
前
を 

上
回
っ
た
。

三
八/

二
七
経
済
年
度
に
大
工
業
の
生
産
高
は
前
年
度
を
一
八％

上
回
り
、

二
七
年
末
に
工
業
生
産
で
の•
社
会
主
義
部
門 

の
割
合
は
ハ
六％

に
な
っ
て
い
る
。

二
六/

二
七
経
済
年
度
に
国
民
所
得
も
前
年
度
よ
り
一
ー％

増
え
た
。

二
七
年
一
ニ
月
に
第
一
五 

回
党
大
会
が
開
か
れ
た
が
、

工
業
の
発
展
で
は
大
成
功
で
あ
る
が
、
農
業
が
大
幅
に
立
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
大
会
直
前
の 

経
済
情
勢
の
特
徵
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
農
業
集
団
化
の
政
策
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

ま
た
、

こ
の
大
会
は
、
国
民
経
済 

発
展
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
作
成
に
関
す
る
指
令
を
採
択
し
た
。

二
八
年
に
は
い
る
と
、

ま
ず
、

一
月
五
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
決
定
に
よ
り
、
社

会

保

険

に

よ

る

特

別
な

種
類
の
保
障
と

し 

て
、
老
齢
年
金
が
ソ

連
で

初
め
て

実
施
さ
れ

た(

従
来
は
、
老
衰
で
労
働
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
の
み
障
害
年
金
と
し
て
高
齢
労
働
者 

に
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
た)

。
最
初
は
、

こ

の

老

齢

年

金(

労
働
能
力
の
状
態
に
無
関
係)

は
、
繊
維
工
業
の
労
働
者
に
だ
け
導
入 

さ
れ
た
。

受
給
資
格
は
、

男
女
と
も
二
五
年
と
い
う
同
一
の
労
働
勤
務
期
間(

後
述
の
よ
う
に
二
九
年
よ
り
女
子
は
二
〇
年
に
短
縮)

、
 

男
子
六
〇
歳
、
女

子

五

五

歳

と

定

め

ら

れ

た(

な
お
、

こ
の
時
の
決
定
で
は
、
労
働
者
が
繊
維
工
場
に
雇
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
に
の 

み
、
そ
の
申
請
を
考
慮
す
る
と
規
定
し
、
現
実
に
退
職
し
た
申
請
者
に
だ
け
給
付
を
認
め
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
当
時
は
ま
だ
失
業
者 

が
か
な
り
存
在
し
た
た
め
で
、

や
が
て
ニ
九
年
末
に
労
働
力
が
不
足
す
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
、
後
述
の
よ
う
に
こ
の
条
件
は
変
更 

さ
れ
る
〇

老
齢
年
金
以
外
に
も
、

と
く
に
障
害
年
金
に
つ
い
て
の
重
要
な
規
則
が
こ
の
年
に
で
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
月
一
四
日
に
ソ
連
中 

央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
で
承
認
さ
れ
た
規
則
、
そ
れ
と
、

七
月
四
日
、
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
が
承
認
し
た
「
身
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体
障
害
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
の
場
合
に
お
け
る
社
会
保
険
手
続
で
の
保
障
規
則
」

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
身

体

障

害

の

等

級

と

原 

因

、
労
働
勤
務
期
間
、
稼
得
賃
金
の
額
に
応
じ
た
年
金
裁
定
の
条
件
と
年
金
額
の
格
差
づ
け
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的 

に
は
、
障
害
年
金
は
、
労
働
災
害
お
よ
び
職
業
病
に
よ
る
労
働
能
力
の
喪
失(

災
害
障
害)

と
、
そ
の
ほ
か
の
一
般
的
な
原
因
で
の
労 

働

能

力

の

喪

失(

一
般
的
障
害)

に
分
け
、

こ

の
二
つ

の

範

疇
を

「
労
働
能
力
喪
失
の
程
度
」

に
し
た
が
っ
て
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
(

等 

級)

に
分
け
、
年
金
額
が
き
め
ら
れ
た
。

六
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
準
で
区
分
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
 

第
一
等
級
——

完
全
に
労
働
能
力
を
喪
失
し
、

日
々
の
特
別
の
注
意
を
必
要
と
す
る 

第
二
等
級!
!

完
全
に
労
働
能
力
は
喪
失
し
た
が
、

日
々
の
特
別
の
注
意
を
必
要
と
し
な
い 

第
三
等
級!

!

正
規
に
は
労
働
で
き
な
い
が
、
以
前
の
定
期
的
収
入
の
五
〇％

以
下
の
収
入
を
得
る
臨
時
的
ま
た
は
容
易
な
労
働
に 

従
事
で
き
る
。

第
四
等
級
—
!

労
働
能
力
喪
失
に
よ
っ
て
収
入
の
喪
失
三
〇
〜
五
〇％

第
五
等
級
——

囘

一

五

〜

三

〇
％
 

第
六
等
級
——

同
、

一
五％

以
下

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
障
害
の
原
因
、
障

害

の

程

度(

等
級)

に

よ

る

年

金

額(

最
後
の
収
入
に
た
い
す
る
割
合)

は
、
第
二
表
の
よ 

う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
受
給
資
格
と
し
て
、
災
害
障
害
の
場
合
に
は
雇
用
期
間
は
関
係
し
な
い
が
、

一
般
的
障
害
の
場
合
に
は
ー 

〜

ハ

年
(

申
請
時
の
年
齢
に
応
じ
て)

の
雇
用
期
間
の
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

一
般
的
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者 

に
た
い
す
る
年
金
は
、
年
金
総
額
と
稼
得
賃
金
そ
の
ほ
か
の
収
入
が
総
計
で
、
以
前
の
稼
得
賃
金
を
越
え
な
い
額
で
支
給
す
る
こ
と
が 

定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
失
わ
れ
た
稼
得
賃
金
を
補
償
す
る
と
い
う
年
金
の
機
能
を
維
持
し
、
同

時
に
障
害
者
に
労

働
支
払(

賃 

金)

に
よ
る
自
分
の
欲
求
の
満
足
を
保
障
し
な
が
ら
、
自
分
の
力
で
労
働
を
続
け
る
現
実
的
な
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
、

こ
の
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第2表

障害の程度
最後の収入の割合としての障害年金

災害障害 一般的障害

第1等級 1/1（全額） 2/3
第2等級 3/4 4/9
第3等級 1/2 1/3
第4等級 1/3 なし

第5等級 1/6 なし

第6等級 1/10 なし

（資料）S・Мシュワノレツ著,松井七郎訳「ソ連の 

労働者階級及び労働政策」（下）锻松堂,156

規
則
は
、
扶
養
者
喪
失
年
金
に
つ
い
て
、
両

親

お

よ

び

夫(

妻)

の
年
金
請
求
権 

は
、
夫
(

妻)

が

六

〇

歳(

五
五
歳)

に
達
し
て
い
る
場
合
に
は
労
働
能
力
の
な 

い
こ
と
を
証
明
し
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、

一
〇
月
三
一
日
の
付 

加
的
規
則
は
、
死
亡
者
の
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
子
供
た
ち
が
、
も
し
教
育
機
関
に
在 

学
中
の
場
合
に
は
、

一

八

歳(

従
来
は
一
六
歳)

ま
で
扶
養
者
喪
失
年
金
を
受
け 

る
資
格
の
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
年
に
は
老
齢
年
金
が
繊
維
労 

働
者
に
初
め
て
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
も
改
善

さ
れ
た
。

こ
の
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、

五

月

ニ

ニ

日

付

「
女
子
従
業
員
の
子
供
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
託
児
所
を
維
持
す
る
資
金
源
お
よ
び
予
算
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共 

和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
託
児
所
は
、
企
業
の
強
制
的
払
込
金
、t
t

会
保
険
資
金
お
よ
び
地
方
予
算
に
よ
っ
て
資
金
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
人
び
と
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
い
う
面
で
も
、

ハ

月

二

七

日

付

「
国
家
保
障
と
社
会
保
険
に
つ
い

て
の
法
令
の
効
力
を
受
け
な
い
が
、
労
働
者
階
層
に
属
す
る
身
体
障
害
者
の
特
典
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ロ
シ
ア

f
)

共
和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議
ば
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
に
た
い
し
、
身
体
障
害
者
協
同
組
合
に
加
入
す
る
権
利
、
そ
れ
か
ら
社
会
保
険 

人
民
委
員
部
の
職
業
技
術
学
校
に
は
い
る
権
利
を
与
え
た
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治
療
に
つ
い
て
も
、
夜
間
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
包
括
さ
れ
る
勤
労
者
の
数
が
増
え
、
貧
し
い
農
民
の
サ
ナ
ト 

リ

ウ

ム•

療
養
地
治
療
に
よ
り
大
き
な
注
意
が
払
わ
れ
、
未
成
年
者
の
た
め
の
特
別
な
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
区
分
も
始
め
ら
れ
た
。
治
療
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食
は
よ
り
広
範
な
規
模
で
必
要
者
に
提
供
さ
れ
は
じ
め
、
被
保
険
者
の
ほ
か
に
よ
り
広
く
、
勤
労
者
の
別
の
層
に
無
料
の
補
装
具
支
給 

が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
社
会
保
障
全
般
に
わ
た
っ
て
改
善
が
す
す
ん
心
。
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с
и
о
н
н
о
е

 

п
р
а
в
о
е

 

с
т
р
・
7
9
・

(
16
「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵

、
大
月
書
店
、

五
八
七
頁
。

(
17
前
掲、

0
I
T
P
a
B
O
C
O
H
0
a
J
I
b
H
O
I
*
o
o
6
e
c
I
I
e
4
e
H
H
H
B
C
C
C
P

.5CTP・
94・
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㉒㉑⑳迪⑪

前
掲
、
「
ソ
連
の
労
働
階
級
及
び
労
働
政
策
」(

下)

、

一
四
一
—

二
頁
。

前
掲
書
、

一
四
ニ
頁
。

前
掲
書
、

一
四
二
—

三
頁
。 

前
掲
書
、

一
五
一
丄
一
頁
。

前
掲
、
「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵

、

五
九
三
—

四
頁
。

前
掲
、
占

о
в
е
т
с
к
о
е

 

п
е
н
с
и
о
н
н
о
е

 

п
р
а
в
о
*
・

・
 

с
т
р
.  8

〇.

占

〇

月н
а
и
в
н
о
е

 
с
т
р
а
х
о
в
а
н
п
е

 

в

 

C
C
C
P
J

 

Х
О
И
У
1
Ц
・

 

в

 

к
а
ч
е
с
т
в
е

 

п
о
с
о
б
и
в

 

А
н
н

 

с
т
у
д
е
н
т
о
в

 

в
ы
с
щ
и
х

 

ш
к
о
л

 

п
р
о
ф
х
в
в
я
с
е
н
и
н
.  

п
р
о
&
0
3
д
а
т
・

 

М
о
с
к
в
а
-  

1
9
7
3
・

 

с
т
р
・
57
1
8

・

24)

前
掲
 ヽ

в
п
р
а
в
о

 

н
а
.  

п
е
н
с
0
1
0

 

и

 

е
г
о

 

П
ь
р
а
л
т
н
и

.вс
т
р
・
1
7

•

(
25) 
前
掲
、
「
ソ
連
の
労
働
階
級
及
び
労
働
政
策
」(

下)

、

一
六
五
頁
。

(
26) 
前
掲
、
占

о
в
е
т
с
к
о
е

 

п
е
н
с
и
о
н
н
о
е

 
п
р
е
в

〇

.8с
т
р
・

 8

严

(
27) 

Т
а

м  

с
т
р
・  81・

28) 
前
掲
、
「
ソ
連
の
労
働
階
級
及
び
労
働
政
策
」(

下)

、

一
五
五
—

六
頁
。

29) 
前
掲
書
、

一
五
六
—

七
頁
。

(
30) 
前
掲
 ヽ

В
П
Р
А
В
О

 

н
а

 

п
е
н
с
и
ю

 

0

 

е
г
о

 

М
р
а
,
н
т
1
ш

.!хс
т
р
・
1
8
・

(
31) 
前
掲
、
「
ソ
連
の
労
働
階
級
及
び
労
働
政
策
」(

下)

、

ニ
ハ
四
頁
。

(
32) 
前
掲
書
、

一
六
四
頁
。

(
33) 
前
掲
、©

П
р
а
в
о

 

с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
п
е
ч
е
н
а
!  

в

 

с
с
с
р
»
с
т
р
・
з
з
・

(
34) 

Т
а

м  З
К

9  

с
т

р
.  95.

(
35) 

Т
а

м

»
®
с
т
р

・ 96.

(
36) 

Т
а

м  З
К

9  

с
т
р
・  97.
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⑵

第

一

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
二
ハ/

九
年
— 

一
九
三
ニ
ヽ
三
年)

一
九
二
ハ
年
一
〇
月
、

ソ
連
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
に
着
手
し
た
。

翌
二
九
年
の
末
、
資
本
主
義
世
界
で
は
、

か
つ
て
経
験 

し
た
こ
と
の
な
い
深
刻
で
長
期
に
わ
た
る
経
済
恐
慌
が
は
じ
ま
っ
た
。
資
本
主
義
体
制
の
危
機
が
進
行
す
る
な
か
で
、
帝
国
主
義
国
で 

は
戦
争
と
侵
略
へ
の
方
向
が
つ
よ
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、

ソ
連
は
国
防
カ
を
強
化
し
、

か
な
り
の
人
手
と
資
金•

資 

材
を
軍
事
力
を
高
め
る
た
め
に
ふ
り
向
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
資
本
主
義
世
界
が
恐
慌
で
苦
し
ん
で
い
る
と
き
、

ソ
連
で
の
社
会
主
義
経
済
は
困
難
な
条
件
の
な
か
で
も
対
照
的
に
向
上 

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

一
九
二
九
年
は
、
社
会
主
義
建
設
の
す
べ
て
の
戦
線
で
大
転
換
の
お
こ
っ
た
年
と
し
て
、

ソ
連
の
歴
史
で
は
み
ら
れ
て
い
る
。

た
と 

え
ば
、

工
業
で
は
労
働
生
産
性
の
向
上
に
根
本
的
な
転
換
が
生
じ
、

ま
た
、
社
会
主
義
的
蓄
積
の
問
題
も
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
「
農
業
で
は 

農
民
の
大
多
数
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
道
に
転
換
し
た
。

こ
の
二
九
年
に
お
け
る
社
会
保
障
の
動
き
の
な
か
で
ま
ず
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
老
齢
年
金
の
適
用
範
囲
の
拡
大
で

あ
る(

な 

お
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
年
に
、
女
子
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
受
給
に
必
要
な
労
働
勤
務
期
間
は
二
五
年
か
ら
二
〇
年
に
短
縮
さ
れ 

た)

。
す
な
わ
ち
、

二
八
年
か
ら
繊
維
工
業
労
働
者
に
適
用
さ
れ
始
め
た
老
齢
年
金
は
、
ま
ず'

一
 

ー
九
年
五
月
一
五
日
付
「
老

齢

の

場 

合
に
お
け
る
社
会
保
険
手
続
に
よ
る
保
障
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
鉱
業
、
 

金
属
加
工
業
、
電
気
化
学
工
業
、
鉄
道
お
よ
び
水
運
で
働
く
労
働
者
に
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
。

こ
の
決
議
は
ま
た
、
社
会
保
険
評
議
会 

に
た
い
し
、
に
険
な
職
業
に
お
け
る
年
金
受
給
開
始
年
齢
を
引
下
げ
る
権
限
を
付
与
し
た
。

老
齢
年
金
は
、
被
保
険
者
の
前
の
収
入
の 

五
〇％

と
定
め
た
。

な
お
、

こ
の
決
定
で
も
ま
だ
、
年
金
給
付
は
、
現
実
に
退
職
し
た
申
請
者
と
い
う
こ
と
が
基
礎
に
な
っ
て
い
た
。

ソ
ビ
エ
ト 

(3)

こ
の
決
議
に
つ
づ
い
て
五
月
二
三
日
付
で
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
が
規
則
を
承
認
し
た
。

こ
の
規
則
に
よ
っ
て
、
地
下
に
雇
用
さ
れ
て
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い
る
炭
坑
夫
は
、

五
〇
歳
で
老
齢
年
金
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
労
働
勤
務
期
間
二
〇
年
の
う
ち
ー
〇
年
以
上
は
地 

下
で
就
業
し
て
い
た
こ
と
を
条
件
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
規
則
は
、
老
齢
年
金
を
請
求
す
る
者
は
、

一
般
に
退
職
日
の
直
前
少
な 

く
と
も
一
年
間
は
、
保
険
計
画
に
包
含
さ
れ
て
い
る
産
業
の
一
企
業
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
企
業
で
継
続
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と 

を
証
明
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
定
め
た
。

そ
の
後
、
社
会
主
義
化
の
新
し
い
情
勢
に
即
応
す
る
社
会
保
険
の
任
務
を
定
め
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
九
月
二
八
日
付 

「
社
会
保
険
に
関
す
る
」
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
共
産
党(

ボ)

中
央
委
員
会
の
決
定
が
だ
さ
れ
た
。

こ
の
決
定
は
、 

「
ソ
連
の
社
会
保
険
は
、
生
活
と
文
化
の
も
っ
と
も
重
要
な
側
面
を
と
ら
え
て
お
り
、
十
月
革
命
の
勝
利
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
労
働 

者
階
級
の
も
っ
と
も
主
要
な
獲
得
物
の
一
つ
で
あ
る
。

国
民
経
済
の
強
力
な
発
展
と
国
家
の
急
速
な
工
業
化
の
結
果
、
社
会
保
険
は
、

(S) 

労
働
者
階
級
の
生
活
の
改
善
、
そ
の
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
状
態
の
改
善
の
重
要
な
要
素
に
変
化
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
 

決
定
は
、
国
の
工
業
化
の
一
般
的
課
題
か
ら
の
社
会
保
険
の
立
遅
れ
を
指
摘
し
、
社
会
保
険
機
関
の
仕
事
の
根
本
的
改
善
、
社
会
主
義 

建
設
の
課
題
へ
の
社
会
保
険
の
従
属
を
要
求
し
た
。

こ
の
決
定
で
は
、
社

会

保

険
の
主
要
な

任
務
が

「
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
手
段
に
よ
っ 

て
国
家
の
一
般
的
工
業
化
計
画
の
基
礎
の
上
に
労
働
生
産
性
の
増
大
を
よ
り
以
上
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
し
、
同 

時

に

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
主
幹
を
形
成
す
る
集
団
に
た
い
す
る
保
障
規
定
を
改
善
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
い
」

こ
と
を 

強
調
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
基
幹
労
働
要
員
へ
の
最
良
の
保
障
、
労
働
生
産
性
向
上
へ
の
全
面
的
協
力
、
保
険
機
関
と
労
働
者
と
の 

関
係
の
緊
密
化
、
そ
れ
と
社
会
保
障
機
構
の
再
編
成
の
必
要
と
い
う
方
向
が
定
め
ら
れ
が)
。

と
く
に
年
金
に
つ
い
て
、
社
会
主
義
建
設 

期
に
お
け
る
年
金
保
障
の
法
律
的
お
よ
び
組
織
的
な
構
成
形
態
の
詳
細
な
分
析
を
お
こ
な
い
、
老
齢
保
障
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
必
要 

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
老
齢
年
金
保
障
を
す
べ
て
の
生
産
労
働
者
に
漸
次
、
適
用
す
る
と
い
う
課
題
を
提
起
し
、
労 

あ 

働
勤
務
期
間
と
年
金
を
受
け
る
権
利
の
よ
り
密
接
な
結
び
つ
き
を
定
め
る
必
要
を
強
調
し
、
年
金
の
額
は
勤
労
者
が
従
事
し
て
い
る
国
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民
経
済
部
門
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
疾
病
の
休
暇
の
許
可
に
つ
い
て
医
師
お
よ
び 

同

僚

労

働

者

が

「
一
層
厳
格
に
統
制
」

し
、
「
療
養
地
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
休
息
の
家
の
利
用
に
関
し
、
生

産
労

働

者
に
た
い
す 

妙

(
10)

る
優
先
的
取
扱
い
」

を
勧
告
し
て
い
る
。

こ
の
決
定
は
、
社
会
主
義
的Н

業
化
の
も
と
で
の
社
会
保
障
の
そ
の
後
の
方
向
に
大
き
な
影 

響
を
与
え
た
。

ー
〇
月
一
九
日
に
は
、
連

邦

社

会

保

険

評

議

会

は

「
一
時
的
障
害
の
場
合
に
お
け
る
手
当
支
給
を
規
整
す
る
規
則
の
変
更
な
ら
び
に 

(
リ

修
正
に
関
す
る
」
決
定
を
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
手
当
は
、

一
五
日
以
上
の
労
働
能
力
を
喪
失
し
て
い
る
疾
病
の
場
合
に
だ
け
、
完
全 

な
補
償
が
支
給
さ
れ
、

こ
れ
よ
り
短
い
日
数
の
労
働
能
力
の
喪
失
の
場
合
に
は
、
賃
金
全
額
の
補
償
は
、н

業
に
お
け
る
生
産
労
働
者 

お

よ

び

運

輸

労

働

者(

鉄
道
お
よ
び
水
路)

に
た
い
し
て
の
み
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
も
手
当 

の
受
給
者
は
、
少
な
く
と
も
三
年
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
条
件
と
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
手
当
が
初
め
て
雇
用
期 

間
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
被
保
険
者
は
障
害
の
発
生
後
、
初
め
の
五
日
間
は
喪
失
し
た
賃
金
の
七 

五％

、
第
六
日
目
以
後
か
ら
全
額
補
償
を
受
給
で
き
た
。

年
金
関
係
で
は
、

ー
ニ
月
一
二
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
決
定
に
よ
り
、

三
〇
年
一
月
一
日
よ
り
、
老
齢
年
金
は
印
刷
工
業
、
化 

学
工
業
、
煙

草
(

嗅
ぎ
煙
草
を
ふ
く
む)

工
業
、

ガ
ラ
ス
工
業
、
そ
れ
と
陶
磁
器
工
業
の
労
働
者
に
さ
ら
に
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と 

に
な
っ
た
。

ま
た
、
地
下
労
働
お
よ
び
有
害
労
働
条
件
の
労
働
に
従
事
す
る
者
に
は
、
低
い
年
金
受
給
開
始
年
齢
が
定
め
ら
れ
た
。 

な
お
、
す
で
に
労
働
者
に
老
齢
年
金
が
適
用
さ
れ
て
い
る
国
民
経
済
部
門
で
働
い
て
い
る
技
師•

技
術
職
員
に
も
、

一
〇
月
三
一
日 

付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
決
定
、

三
〇
年
五
月
一
三
日
付
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
決
亂(

第

五

項)

、

そ 

れ
と
同
じ
く
三
〇
年
の
九
月
二
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
決
定
に
よ
り
、
老
齢
年
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
16
」
 

〇 

(
18) 

永
年
勤
続
年
金
に
つ
い
て
も
、

二
九
年
七
月
三
日
付
、

同
年
九
月
二
五
日
付
、
そ
し
て
三
〇
年
七
月
二
三
日
付
の
ソ
連
中
央
執
行
委
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員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
医
学
お
よ
び
獣
医
学
の
従
事
者
、
農
業
技
師
に
た
い
し
て
導
入
さ
れ
た
。 

こ
の
ほ
か
、
農
業
集
団
化
の
こ
の
時
期
に
、
農
村
で
の
富
農
と
の
階
級
闘
争
が
激
化
し
た
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、

ソ
連
中
央
執
行

(
Х
0
4
Н
Л
С
Т
В
0

ノ 

委
員
会
と
人
民
委
員
会
議
は
、

二
九
年
一 

ー
月
一
六
日
「
富
農
の
強
圧
で
被
害
を
受
け
た
人
び
と
と
農
場
へ
援
助
す
る
こ
と
に
関
す

(9)

る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
と
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
年
金
保
障
を
、
労
働
災
害
の
と
き
の
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
と 

革
命
と
の
闘
争
に
積
極
的
に
参
加
し
た
結
果
、
被
災
し
た
人
び
と
の
よ
う
な
そ
の
ほ
か
の
市
民
に
実
施
す
る
、
富
農
の
強
圧
で
被
災
し 

た
す
べ
て
の
市
民
に
、
被
保
険
労
働
者
と
同
等
に
医
療
援
助
を
提
供
す
る
、
彼
ら
の
子
供
は
、
子
供
の
家
、

コ
ロ
ー
ー
ー
お
よ
び
そ
の
ほ 

か
の
施
設
に
最
優
先
的
に
収
容
す
る\

被
災
者
に
は
返
還
す
る
義
務
の
な
い
一
時
的
手
当
を
支
給
す
る
な
ど
の
内
容
で
あ
る
。 

農
村
で
は
、
ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
の
子
供
の
施
設
の
発
展
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。

こ
の
二
九
年
に
、

四

月
二
七
日
付
で

「
コ

(
总

Р
К
У
Л
Н
Р
)

处)

ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
就
学
前
施
設
の
組
織
化
に
関
す
る
」
教
育
人
民
委
員
部
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
本
部
の
命
令
書
が
だ
さ
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ 

に
た
い
し
、
自
己
の
負
担
で
幼
稚
園
、
児
童
保
護
預
所
お
よ
び
子
供
の
家
を
つ
く
る
こ
と
を
勧
吿
し
て
い
る
。

な
お
、

こ
こ
で
の
教
育 

職
員
は
、
教
育
予
算
で
給
養
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
、

三
〇
年
の
農
業
協
同
組
合
模
範
定
款
は
、
高
齢
と
労
働
不
能
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
へ
の
託
児
所
、
子
供
遊
園
地
の 

維
持
の
た
め
の
基
金
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
内
に
つ
く
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

三
〇
年
の
初
め
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
建
設
の
五
カ
年
計
画
は
犬
体
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
た
。

三
〇
年
に
ソ
連
の
歴
史
で
は
じ
め
て
、
国
民 

経

済

の

な

か

で(

価
格
の
表
示
で)

鉱
工
業
、の
比
重
が
農
業
の
比
重
を
上
ま
わ
っ
た
。
社
会
主
義
工
業
の
高
い
発
展
速
度
が
資
本
主
義 

経
済
制
度
に
た
い
す
る
社
会
主
義
経
済
制
度
の
優
越
性
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
。

と
は
い
え
、

ソ
連
は
、
鉱
工
業
生
産
の
水
準
で
先
進 

資
本
主
義
国
よ
り
は
る
か
に
立
遅
れ
て
い
た
。

二
九
年
で
、
粗
鋼
の
生
産
で
は
世
界
で
第
五
位
、
銃
鉄
の
生
産
と
石
炭
の
産
出
で
は
第 

六
位
、
電
力
の
生
産
で
は
第
九
位
と
い
う
水
準
で
あ
っ
た
。

重
工
業
を
発
展
さ
せ
る
、

と
く
に
、
鉄
鋼
業
の
立
遅
れ
を
克
服
す
る
な
ど
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国
の
生
産
力
を
さ
ら
に
急
速
に
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

国
は
ま
だ
貧
し
く
、
国
民
、
な
に
よ
り
も
労
働
者
は
、
国
を
工
業
大 

国
に
す
る
た
め
に
犠
牲
と
厳
重
な
節
約
の
必
要
か
ら
、
多
く
の
困
苦
欠
乏
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
の 

時
期
の
ソ
連
で
の
社
会
保
障
政
策
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

三
〇
年
に
は
、
ま

ず

一

月

三

一

日

付

「
農
村
住
民
へ
の
医
療
援
助
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員 

会
議
の
決
»2

が
だ
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
村
地
域
で
の
医
療
援
助
は
ま
ず
第
一
に
被
保
険
者
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
提
供
さ
れ
た
。 

社
会
主
義
的
工
業
化
、
農
業
の
集
団
化
と
い
う
課
題
の
成
功
的
な
解
決
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
勤
労
者
の
よ
り
広
瀧
ヵ
階
層
が
被
卷

(о
б

с
л

у
й

с
и

в
а

н
и

е
)  

険
者
と
等
し
い
根
拠
に
も
と
づ
い
て
医
療
援
助
に
よ
る
保
障
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、

こ
の
種
類
の
サ
ー
ビ
ス

(у
с

л
у

г
а

)

が
普
遍
的
な
無
料
の
奉
仕
に
変
え
ら
れ
る
現
実
的
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

一
月
三
一
日
付
決
議
は
、

そ

の

一

例

で

あ

っ
 

た
。こ

の
時
期
の
高
い
工
業
化
テ
ン
ポ
は
、

ソ
連
の
失
業
者
を
な
く
し
、
失
業
問
題
を
労
働
力
不
足
の
問
題
に
変
え
て
い
っ
た
。

こ
の
よ 

う
な
条
件
の
も
と
で
、

二
月
一
一
日
に
発
布
さ
れ
た
規
則
に
よ
り
、
老
齢
年
金
は
、
従
来
は
申
請
者
が
退
職
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
て 

い
た
が
、
そ
れ
を
退
職
す
る
か
、
「
同
一
雇
用
の
場
所
に
お
い
て
収
入
の
低
い
仕
事
に
転
職
」

し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と 

に
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
は

熟
練•

ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
を
保
持
し
て
い
く
と
い
う
政
策
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

二
月
一
三
日
、

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
人
民
委
員
会
議
は
、
「
社
会
保
険
に
よ
る
年
金
お
よ
び
手
当
規
則
」
を
承
認
し
た
。 

こ
の
規
則
は
、

い
わ
ゆ
る
小
法
典
編
纂
の
形
態
に
よ
る
、
年
金
立
法
の
規
範
の
統
合
で
あ
り
、
障
害
年
金
保
障
と
扶
養
者
喪
失
年
金
保 

障
の
分
野
に
一
連
の
新
し
い
規
定
を
導
入
し
た
。

と
く
に
年
金
保
障
で
、
職
員
と
そ
の
家
族
と
く
ら
べ
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
年
金 

を
受
け
る
権
利
に
若
干
の
特
典
を
定
め
た
。

三
〇
年
六
月
—

七
月
に
ソ
連
共
産
党(

ポ)

第
一
六
回
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
こ
の
大
会
は
、
社
会
主
義
的
工
業
化
の
テ
ン
ポ
を
早
め
る
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こ
と
を
確
認
し
、

「
今
後
も
社
会
主
義
建
設
に
戦
闘
的
な
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
ふ
さ
わ
し
い
速
度
を
確
保
し
、

於
ヵ
窄
氷
画
朴
卧
カ
年 

で
実
際
に
遂
行
し
と
げ
る
よ
う
」
中
央
委
員
会
に
委
任
し
た
。

こ
の
大
会
は
ま
た
、
「
再
建
期
に
お
け
る
労
働
組
合
の
任
務
に
つ
い
て
」 

を
決
定
し
、
そ
の
な
か
で
、
社
会
保
険
の
重
要
な
意
義
を
指
摘
し
な
が
ら
、
「
…
…
労
働
組
合
は
、
保
険
金
庫
の
仕
事
の
系
統
的
な
改 

善
を
は
か
り
つ
つ
、
社
会
保
険
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
巨
大
な
額
の
合
理
的
利
用
の
問
題
で
最
重
要
な
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
8
)
 

と
述
べ
、
社
会
保
険
の
諸
問
題
の
解
決
へ
の
労
働
組
合
の
参
加
を
強
化
す
る
必
要
性
を
強
調
し
だ
。

こ
の
後
、
労
働
組
合
は
社
会
保
険 

の
分
野
で
積
極
的
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
。

三
〇
年
末
に
、

ソ
連
で
は
、
失
業
者
が
完
全
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
九
年
一
〇
月
に
は
一
三
六
万
五
、
〇
〇
〇
人
も
失
業 

者
が
職
業
紹
介
所
に
登
録
さ
れ
て
い
た
が
、

三
〇
年
一
〇
月
に
は
そ
れ
が
一
四
万
人
に
激
減
し
、
職
業
紹
介
所
は
労
働
力
の
需
要
を
み 

た
せ
な
く
な
っ
た
。

一
〇
月
二
〇
日
の
ソ
連
共
産
党(

ボ)

中
央
委
員
会
決
定
は
、
「
国
の
社
会
主
義
的
工
業
化
の
大
成
功
と
、
コ
ル
ホ
ー 

ズ
•

ソ
フ
ホ
ー
ズ
建
設
の
急
速
な
テ
ン
ポ
は
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
失
業
の
完
全
な
一
掃
を
も
た
ら
し
た
」

と
宣
言
し
だ
。

そ
し
て
、

こ 

の
一
〇
月
、

ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
は
、
「
失
業
者
を
労
働
に
直
ち
に
派
遣
す
る
に
と
お
よ
び
失
業
手
当
の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
に 

関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
、

ま
た
、
失
業
者
を
扱
う
職
業
紹
介
所
を
秋
に
停
止
し
だ
。
当
時
資
本
主
義
世
界
で
は
、

二
九
年
か
ら
の
大 

恐
慌
の
た
め
失
業
者
は
史
上
最
高
、

三
、
〇
〇
〇
万
か
ら
五
、
〇
〇
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
が
、
社

会

主

義

ソ

連

で 

は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
失
業
問
題
は
基
本
的
に
解
決
さ
れ
た
。

こ
れ
以
後
、
失

業

手

当

と

い

う

保

障(

失
業
保
険)

は
、
 

ソ
連
に
は
存
在
し
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
多
額
の
社
会
保
険
の
資
金
は
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
休
息
の
家
の
ネ

(
1
)
 

ッ
ト
の
一
層
の
拡
大
、
労
働
者
と
職
員
の
子
供
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
つ
扫
。 

ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
は
ま
た
、

二

月

二

六

日

、
す
べ
て
の
企
業
管
理
者
に
た
い
し
、
「
障
害
労
働
者
に
軽
易
な
作
業
の
割
当
が 

で
き
る
よ
う
な
方
法
に
作
業
時
間
割
を
訂
正
す
る
」

こ
と
を
命
令
す
る
指
令
を
発
し
た
。

こ
れ
に
は
、
障

害

労

働

者

が

「
優
先
的
」

に
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雇
用
さ
れ
る
詳
し
い
、
仕
事
の
一
覽
表
が
付
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
労
働
人
民
委
員
部
は
、
「
社
会
主
義
建
設
の
急
速
な
テ
ン
ポ
と
、
 

ソ
連
に
お
け
る
失
業
の
完
全
な
一
掃
と
は
、
国
民
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
熟
練
労
働
者
の
追
加
的
雇
用
を
必
要
と
し
て
い
る
」

と
述 

べ
、
労
働
能
力
を
失
っ
た
労
働
者
の
雇
用
は
「
労
働
力
の
訓
練
お
よ
び
再
訓
練
」

に
と
っ
て
特
別
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
と
指
摘
し 

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
ー
一
月
に
は
、
第
七
回
労

働
機

関

全
ソ

大

会
は

「
社
会
保
険
の
現
段
階
と
当
面
の
任
務
」
を
扱
っ
た
長
文
の
文
書
を
採
択 

し
た
が
、
そ
の
な
か
で
今
後
の
社
会
保
険
を
指
導
す
る
基
本
原
則
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
社
会
保
険
機
関
は
、 

そ
の
実
践
的
運
営
を
通
じ
て
、
高
度
に
杜
会
主
義
建
設
の
完
遂
と
労
働
の
訓
練
の
改
善
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
自
ら
を
再
調
整
し
、
 

そ
の
仕
事
を
再
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。

こ
の
月
の
労
働
機
関
会
議
は
ま
た
、
疾
病
手
当
に
消

費

さ
れ

た

「
巨
大
な
金
額
」 

を
指
摘
し
、
そ
の
国
民
経
済

に

お

よ
ぼ
す

「
大
き
な
弊
害
」
を
述
べ
、
さ

ら

に

「
労
働
者
の
生
産
増
大
」

の
必
要
、
な
ら
び
に
党
が
衛 

生
の
改
善
お
よ
び
疾
病
の
防
止
な
ら
び
に
病
人
の
要
求
に
た
い
す
る
厳
格
な
抑
制
を
求
め
て
い
る
と
い
う
特
別
な
勧
告
を
し
て
い
る
。 

社
会
保
障
の
そ
の
ほ
か
の
分
野
で
は
、

た
と
え
ば
、

三
〇
年
に
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
シ
ペ
リ
ア
補
装
具
研
究
所
を
ふ
く
む
補
装 

具
の
企
業
と
工
作
所
が
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
管
轄
に
移
さ
れ
、

ま
た
、

モ
ス
ク
ワ
に
労
働
能
力
鑑
定
科
学
セ
ン
タ
ー

(
Ш
1
Ф
Т
)

 

と
身
体
障
害
者
就
職
斡
旋
科
学
セ
ン
タ
ー
(

Ц
0
Т
Н
Н
)  

が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
身
体
障
害
者
の
た
め
の
特
別
な
職
業
技
術
学
校
と
中
等 

職
業
学
校
が
組
織
さ
れ
、

こ
こ
に
は
い
る
権
利
を
も
つ
人
び
と
の
範
囲
も
拡
大
さ
れ
た
。

と
く
に
こ
の
よ
う
な
権
利
は
、
社
会
保
険
機 

関
の
保
障
の
も
と
に
あ
る
、
兵
役
と
労
働
に
よ
る
身
体
障
害
者
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
う
ち
、
出
生
の
場
合
と
生
れ
た
と
き
か
ら
の
身
体 

障
害
者
に
認
め
ら
れ
た
。

三
〇
年
に
、

こ
れ
ら
の
学
校
は
九
校
が
機
能
し
て
い
た(

三
二
年
に
は
一
五
万
人
以
上
の
身
体
障
害
者
が
社 

会
主
義
建
設
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た)

。

当
時
、
国
の
工
業
化
の
一
般
的
課
題
か
ら
の
社
会
保
険
の
立
遅
れ
が
党
に
よ
っ
て
つ
よ
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
党
中
央
委
員
会
が
社
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会
保
険
機
関
の
仕
事
の
根
本
的
改
善
、
社
会
主
義
建
設
の
課
題
へ
の
社
会
保
険
の
従
属
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
は
二
九
年
九
月
二
八
日 

付
決
議
で
す
で
に
述
べ
た
。
「
復
興
期
間
中
社
会
保
険
は
、
労
働
者
階
級
の
福
祉
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
今
日
の
社
会
主
義
の 

段
階
に
お
い
て
は
、
『
保
障
』

以
上
の
も
の
が
社
会
保
険
に
要
求
さ
れ
て
い
る
。
今
や
社
会
保
険
は
、
社
会
主
義
的
攻
擊
の
目
的
に
奉 

仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
遂
行
を
可
能
に
さ
せ
る
た
め
に
は
「
社
会
保
険
は
古
い
時
代
の
痕
跡
か
ら 

自
ら
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、

日
和
見
主
義
的
理
論
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
再
建
期
の
社
会
保 

険
の
役
割
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
保
険
機
関
が
労
働
者
の
社
会
諸
団
体
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
そ
の
仕
事
の
す
べ
て
が 

労
働
組
合
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
労
働
者
の
統
制
の
も
と
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
、

こ
の
た
め
に
大
衆
的
な
保
険
教
育
を
発
展
さ
せ
、
広 

範
な
保
険
活
動
家
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
緊
急
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
政
策
が
強
調
さ
れ
た
背
景 

と
し
て
、
社
会
保
険
の
立
遅
れ
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
現
象
と
し
て
表
わ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
失
業
が
完
全
に
消
滅
し
て
い
る 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
機
関
は
、
「
失
業
手
当
」

の
名
目
で
数
百
万
ル
ー
ブ
ル
も
支
給
さ
れ
て
い
た
。

保
険
金
庫
は
、
階

級

的 

に
無
関
係
な
分
子
を
し
ば
し
ば
年
金
で
保
障
し
て
い
た
。

ま
た
、
社
会
保
険
資
金
が
度
た
び
社
会
主
義
建
設
の
利
益
を
考
慮
し
な
い
で 

支
出
さ
れ
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
す
闘
い
の
要
素
と
し
て
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
社
会
保
険
の
機
関
は
、
企
業
お
よ 

び
労
働
者
の
社
会
諸
団
体
と
密
接
に
結
び
つ
か
ず
、
生
産
部
面
に
保
険
活
動
家
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
い
な
か 

っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
現
実
に
起
き
て
い
る
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
党
と
政
府
の
社
会
保
険
に
た
い
す 

る
政
策
に
意
識
的
に
反
対
す
る
活
動
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
人
民
委
員
部
と
労
働
組
合
に
い
た
一
部
の
「
右
翼
日 

和
見
主
義
者
」

は
、
保
険
機
関
の
活
動
を
手
当
と
年
金
の
枠
内
に
限
る
よ
う
努
力
し
、
労
働
規
律
の
違
反
者
を
支
持
し
な
が
ら
、

「
小 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
均
等
化
」

を
定
着
さ
せ
、
社
会
保
険
に
保
障
に
よ
る
格
差
を
導
入
す
る
こ
と
を
失
敗
さ
せ
る
た
め
に
運
動
し
た
。 

共

産

党
(

ボ)

は
、
重
要
な
生
産
要
員
は
、
保
障
で
特
典
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
社
会
保
険
は
労
働
生
産
性
の
全
面
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的
な
向
上
と
、
社
会
主
義
競
争
の
発
展
を
積
極
的
に
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

ー
九
三
一
年
一
月
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
第
五
回
総.
会
は
、
党
の
指
示
の
方
向
に
沿
っ
て
、
「
生
産
を
注
視
し
た
」
社

会

保 

険
の
再
編
成
に
関
す
る
決
定
、
国
民
経
済
発
展
へ
の
全
面
的
協
力
の
た
め
、
主
要
な
、
指
導
的
な
工
業
部
門
の
労
働
者
に
た
い
し
社
会 

保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
で
特
典
を
定
め
る
必
要
に
関
す
る
決
定
を
採
択
し
た
。
総
会
は
ま
た
、
「
上
か
ら
下
ま
で
の
社
会
保
険
網
の
根 

本
的
改
善
、
そ
の
仕
事
の
再
編
成
、

工
場
、
製
作
所
お
よ
ぴ
大
国
営
農
場
へ
の
接
近
、
社
会
保
険
従
業
員
の
基
幹
要
員
の
改
善
、
社
会 

保
険
機
関
の
実
地
の
仕
事
に
お
け
る
官
僚
主
義
の
決
定
的
な
根
絶
」
を
要
求
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
計
画
が
定 

め
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
社
会
保
険
に
よ
る
手
当
が
、
申
請
者
の
労
働
者
、
職
員
と
し
て
の
全
雇
用
期
間
だ
け
で
な
く
、
そ
の
者
の
最 

後
の
雇
用
場
所
に
お
け
る
勤
続
期
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
規
則
を
規
定
し
た
。

こ
れ
は
、
労

働

力

の

「
流
動
」
を 

防
ぎ
、
労
働
者
、
職
員
を
生
産
に
定
着
さ
せ
、
生
産
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
疾
病
の
手
当
に
つ
い 

て
、
疾
病
の
第
一
日
目
か
ら
の
賃
金
全
額
補
償
は
、

三
カ
年
以
上
雇
用
さ
れ
、

か
つ
現
在
の
仕
事
に
二
カ
月
以
上
働
い
て
い
る
こ
と
を 

証
明
で
き
る
労
働
組
合
員
に
だ
け
支
給
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
組
合
員
は
、
障
害
発
生
後
、
最
初
の
二 

〇
日
間
は
稼
得
賃
金
の
六
六
・
七

〜

七

五•

〇％

の
手
当
、
ま
た
、
現
在
の
仕
事
に
一
年
未
満
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
は
、
障
害
の
全
期 

間
を
通
じ
、

賃

金

の

六

六•

七％

の
手
当
を
受
け
た
。

非
労
働
組
合
員
は
、

障
害
の
最
初
の
一
カ
月
は
、

賃

金

の

二

分

の

一(

五
〇 

%
)

相
当
額'

一
カ
月
後
か
ら
賃
金
の
六
六•

七％

の
手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
療
養
地
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム 

お
よ
び
快
復
期
患
者
の
療
養
の
家
に
は
い
る
こ
と
に
雇
用
期
間
が
基
準
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
は
、
新
し
い
組
織
体
系
に
つ
い
て
も
計
画
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
重

工

業
(

炭
鉱
、
鉄
鉱
、
冶
金
、
機
械
製
作
、
化
学) 

フ
ォ
ン
ド

お
よ
び
鉄
道
輸
送
な
ど
主
な
部
門
に
た
い
し
て
」
そ
れ
ぞ
れ
特
別
保
険
基
金
を
創
設
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
別
保
険
機
関
は
、
地
域
的
に 

組
織
さ
れ
て
い
た
保
険
制
度
と
は
別
個
に
存
在
さ
せ
る
こ
と
を
予
定
し
た
。

こ
の
主
な
目
的
は
、
国
民
経
済
計
画
の
も
と
で
、
も
っ
と
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も
重
要
な
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
、
職
員
を
扱
う
保
険
機
関
に
た
い
し
、
優
先
的
に
金
融
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

三

一

年 

に
、

七

つ

の

特

別

保

険

基

金(

前
述
の
六
つ
の
部
門
に
水
路
輸
送
部
門
を
加
え
た)

が
設
置
さ
れ
た
。

労
働
力
不
足
が
続
き
、
労

働

力
(

と
く
に
熟
練
労
働
力)

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
連
邦
社
会
保 

ソ
ビ
エ
ト 

(
43) 

険
評
議
会
は
、

一
月
二
〇
日
、
「
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
者
で
労
働
を
継
続
す
る
者
に
関
す
る
」
決
定
を
し
た
。

こ
れ
は
、
「
老
齢
年
金 

給
付
は
、
被
保
険
者
が
給
付
を
申
請
す
る
直
前
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
仕
事
を
、
退
職
し
た
か
否
か
に
関
係
な
く
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ 

る
」

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
老
齢
年
金
受
給
者
が
労
働
に
引
き
続
き
参
加
で
き
易
い
条
件
を
つ
く
っ
た
。

た
だ
し
、

こ 

の
場
合
、
年
金
と
賃
金
の
総
計
は
一
定
限
度
額
を
超
過
で
き
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、

三
一
年
六
月
二
三
日
、

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
人
民
委
員
会
議
は
、
「
社
会
保
険
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
だ
。 

こ
の
決
議
は
、
生
産
の
重
要
度
、
労
働
勤
務
期
間
、
労
働
に
た
い
す
る
態
度
を
考
慮
し
た
新
し
い
保
障
手
続
き
を
定
め
た
内
容
で
あ 

る
。

す
な
わ
ち
、

以
前
の
均
等
的
な
規
準
の
代
り
に
、
総
合
計
と
し
て
の
、
お
よ
び
継
続
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
勤
務
期
間
の
長 

さ
、
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
、
生
産
の
突
撃
作
業
班
員
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
と
生
産
部
門
に
依
存
し
て
、
手
当
と
年
金
に
格 

差
の
つ
い
た
規
準
を
導
入
し
、
ま
た
、
先
進
的
労
働
者
に
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
の
利
用
券
の
利
用
で
特
典
が
定
め
ら
れ
た
。

手 

当
は
、
稼
得
賃
金
の
半
額
か
ら
全
額
ま
で
格
差
が
つ
い
た
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
社
会
保
険
の
分
野
に
お
け
る
均
等
化
と
闘
い
、
基
幹 

的
労
働
者
要
員
、

と
く
に
突
撃
作
業
班
員
の
奨
励
、
労
働
力
の
流
動
の
防
止
、
主
要
部
門
の
労
働
者
の
保
護
の
改
善
を
目
的
と
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、

こ
の
決
議
に
は
、
「
と

く

に

重

要

な

産

業(

石
炭
、
金
属
、
化
学
な
ど)

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
た
い
す
る
障 

害
、
老
齢
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
の
場
合
の
保
険
を
改
善
す
る
た
め
に
、
社
会
保
険
評
議
会
は
一
カ
月
以
内
に
障
害
、
老
齢
お
よ
び
扶
養 

者
喪
失
の
場
合
の
保
険
に
た
い
す
る
規
則
を
改
正
し
、⑻

困
難
か
つ
危
険
な
仕
事
に
従
事
す
る
労
働
者
に
た
い
し
て
高
率
の
手
当
お
よ 

び
雇
用
期
間
条
件
の
短
縮
、⑹

一
つ
の
特
定
産
業
に
お
け
る
雇
用
期
間
に
応
じ
た
手
当
の
増
額
、⑹

賃
労
働
の
仕
事
を
継
続
し
て
い
る
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保
険
金
受
給
者
に
た
い
す
る
優
先
的
取
扱
い
な
ど
を
規
定
す
る
指
令
を
受
け
た
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
新
し
い
規
則
は
、
社
会 

保
険
評
議
会
に
よ
っ
て
、
後
述
の
よ
う
に
一
カ
月
で
な
く
七
カ
月
後
の
三
一
ー
年
二
月
二
九
日
に
発
布
さ
れ
て
い
る
。 

同
時
に
、

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
と
人
民
委
員
会
議
は
、
保
険
金
庫
の
再
編
成
、
そ
の
作
業
改
善
の
一
連
の
措
置
を
決
定
し
た
。

す 

(г
а

в
н

о
е

 

у
п

р
а

в
л

е
н

и
е

 

С
О

Н
М

ЕОХ
0Н

Ы
М

 

с
т

а
х

о
в

а
н

п
е

м
)  

(м
е

з
к

с  О
Б

О
З

Н
Ы

Е

 

с
ь

е
з

н
)  

な
わ
ち
、
社

会

保

険

本

部

は

解

散

さ

れ

、

そ
の
代
り
に
共
和
国
社
会
保
険
金
庫
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
委
員
会
は
諸
組
合
間
の
大
会
で 

選
挙
さ
れ
た
。

ま
た
、
も
っ
と
も
重
要
な
工
業
部
門
と
輸
送
で
は
、
労
働
組
合
の
直
接
的
な
指
導
の
も
と
で
活
動
す
る
、
産
業
部
門
別 

中
央
社
会
保
険
金
庫
が
組
織
さ
れ
た
。

こ

の
産
業
部
門
別
中
央
社
会
保
険
金
庫(

機
械
製
作
、
冶
金
、
基
礎
化
学
、
鉄

道

と

水

運

な

(ц
е

н
т

р
а

л
ь

н
о

е

 

у
п

р
а

в
л

е
н

и
е

 CONBaJIbHoro  CTDaxoBaHUH)  

ど)

は
、
共
和
国
地
域
金
庫
と
同
じ
く
、

ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
社
会
保
険
中
央
管
理
局
に
所
属
さ
れ
た
が
、
そ
の
す
べ
て
の
仕
事
は
当 

該
労
働
組
合
中
央
委
員
会
の
直
接
的
な
統
制
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
の
金
庫
の
委
員
会
は
、
労
働
組
合
大
会
で
選
挙
さ
れ
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
保
険
組
織
と
労
働
組
合
の
関
係
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
た
め
の
重
要
な
一
歩
で
あ
っ
た
。
産
業
部
門
別
保
険
金
庫
、

と 

く
に
地
方
で
の
そ
の
機
関
は
、
実
際
に
は
労
働
人
民
委
員
部
の
制
度
と
よ
り
も
労
働
組
合
と
よ
り
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
基
本
的 

に
は
す
で
に
、
労
働
組
合
の
機
関
に
な
っ
た
。

産
業
部
門
別
金
庫
の
創
設
は
、
社
会
保
険
の
資
金
を
、

ま
ず
第
一
に
基
幹
的
な
産
業
部 

門
に
向
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

(в
ы

п
л

а
т

н
ы

е

 

さ
ら
に
、
産
業
部
門
別
保
険
金
庫
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
企
業
、
そ
れ
と
地
域
網
の
大
規
模
と
中
規
模
の
企
業
に
は
、
支
払 

п
у

н
к

т
)

所
が
組
織
さ
れ
た
。

こ
の
所
長
は
、
労

働
組
合
の
製
作
所•

工
場
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
で
あ
っ
た
。
支
払
所
は
、
そ
の
活
動
と
し
て
、
 

労
働
者
の
社
会
諸
団
体
に
立
脚
し
な
が
ら
、
手
当
を
裁
定
し
、
支
給
し
た
。
産
業
部
門
別
金
庫
の
組
織
さ
れ
て
い
る
産
業
部
門
の
支
払 

所
は
、
中
央
あ
る
い
は
州
の
産
業
部
門
別
金
庫
に
属
し
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
の
産
業
部
門
で
は
、
支

払

所

は

地

方(

州)

地
域
保
険
金 

庫
に
直
接
、
属
し
た
。

六

月

二

三

日

付

「
社
会
保
険
に
関
す
る
」
決
議
は
ま
た
、
手
当
支
給
の
一
定
最
高
額
へ
の
制
限
を
事
実
上
無
意
味
な
も
の
と
し
た
。
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そ
し
て
、
七
月
二
〇
日
、
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
は
、
国
民
経
済
の
社
会
的
部
門
に
お
け
る
筋
肉
労
働
者
お
よ
び
技
術
従
業
員
に
た 

い
し
て
手
当
の
支
給
制
限
を
廃
止
し
た
。

そ
し
て
、

そ

の

ほ

か
の
す
べ
て

の
被
保
険
者(

大
部
分
は
非
筋
肉
従
業
員)

に
た
い
し
て
支 

給
さ
れ
る
手
当
の
一
定
最
高
額
は
、

月
額
三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
ハ
月
一
ー
日
付
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定 

は
、
嬰
児
の
一
揃
い
の
産
衣
類
の
購
入
費
、
授

乳

手

当
(

「
追
加
」
手
当)

に
た
い
す
る
受
給
資
格
を
、
所
得
が

月
額
三
〇
〇
ル!

ブ 

ル
を
越
え
な
い
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
拡
張
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
年
に
、
文
学
と
芸
術
の
重
大
な
意
義
を
考
慮
し
、

ー
ー
月
三
〇
日
付
「
造
型
芸
術
家
年
金
規
則
」(

全

ロ

シ

ア

中 

央
執
行
委
員
会
と
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議)

で
、
作
家
と
造
型
芸
術
家
に
特
別
な
年
金
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。 

こ
の
時
期
に
お
け
る
農
業
の
全
面
的
集
団
化
へ
の
移
行
は
、
賃
労
働
の
消
滅
と
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
の
新
し
い
形
態
を
生
み 

だ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

と
く
に
、
農
民
相
互
扶
助
組
織
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
相
互
扶
助
金
庫(

農

民

相

互

扶

助

金

庫

の

権

利

義

務

を

継 

承)

に
改
組
さ
れ
、

こ
の
金
庫
が
発
展
し
た
。

三
一
年
三
月
一
三
日
、
全
ロ
シ
ア
共
和
国
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ロ
シ
ア
共
和
国
人 

民
委
員
会
議
は
、
「
男
女
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
相
互
扶
助
金
庫
規
則
」
を
採
択
し
た
。

こ
の
規
則
は
、
高
齢
者
、
労

働

不

能

者

な

ど

、
 

自
分
の
労
働
に
よ
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
仕
事
に
参
加
で
き
な
い
男
女
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
援
助
を
与
え
る
、
託
児
所
、
老
人
ホ
ー
ム
を
組 

織
す
る
と
い
う
職
務
を
金
庫
に
負
わ
せ
た
。

な
お
、
相
互
扶
助
金
庫
に
関
す
る
全
連
邦
的
な
標
準
的
法
令
は
、

三
二
年
二
月
一
日
に
採 

択

さ

れ

る
(

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
社
会
相
互
扶
助
金
庫
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
幹
部
会
決
定
〇 

低
い
金
額
で
あ
っ
た
が
、
社

会

保

険
機
関
は

独
立
労

働
の
人
び
と(

協
同
組
合
に
参
加
し
て
い
な
い
家
内
工
業
者)

に
保
障
を
与
え 

て
い
た
。

し
か
し
、

こ
の
形
態
は
十
分
に
発
達
し
な
か
っ
た
し
、
協
同
組
合
化
の
過
程
で
、
そ
の
必
要
性
は
消
え
て
い
っ
た
。

三
一
年

(о
б

щ
е

с
т

в
о

)  

四
月
二
〇
日
、
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
と
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
は
、
「
独
立
労
働
の
人
び
と
の
相
互
扶
助(

金
庫)

組
合 

の
主
要
な
定
員
は
相
互
保
険
金
庫
と
産
業
協
同
組
合
相
互
扶
助
金
庫
に
引
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
考
盧
し
て
、
独
立
労
働
の
人
び
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と

の

相

互

扶

助(

金
庫)

を
よ
り
一
層
、
実
施
す
る
こ
と
は
目
的
に
適
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
」

こ
と
を
決
定
し
た
。 

こ
の
年
の
一
ニ
月
一
〇
日
に
、
全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
と
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
は
ま
た
、
農
業
と
関
連
を
も
た
な
い 

で
、
農
業
に
従
事
す
る
人
び
と
に
定
め
た
規
範
に
よ
っ
て
社
会
保
障
機
関
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
び
と
に
、

つ
ぎ
の
追
加
手
当
、

(
53) 

す
な
わ
ち
、⑻

嬰
児
の
看
護
品
の
た
め
、⑹

乳
児
の
哺
乳
の
た
め
、⑹

埋
葬
の
た
め
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
実
施
し
た
。 

三
一
年
の
工
業
生
産
実
績
は
、

五
カ
年
計
画
を
四
カ
年
で
遂
行
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
。

そ
の
た
め
、

三
二
年
一
月
末
か
ら
二
月
初 

め
に
か
け
て
開
か
れ
た
ソ
連
共
産
党(

ポ)

第
一
七
回
協В

会
で
は
第
二
次
五
カ
年
計
画
を
作
成
す
る
課
題
を
検
討
し
た
。
農
業
で
は
、 

三
一
年
中
に
全
国
平
均
で
農
民
経
営
の
半
分
以
上
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
加
入
し
、
集
団
化
し
た
。 

工
業
の
発
展
テ
ン
ポ
を
高
め
る
た
め
に
労
働
力
の
流
動
化
を
な
く
し
、
熟
練
労
働
力
を
確
保
す
る
目
的
で
、
「
賃
金
の
画
一
制
を

廃 

止
し
、
旧
来
の
賃
金
等
級
制
を
打
破
し
…
…
熟
練
労
働
と
不
熟
練
労
働
、
重
労
働
と
軽
労
働
と
の
差
別
を
考
慮
す
る
よ
う
な
賃
金
等
級

(4) 

制
を
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な2

」

(

イ
•

ヴ

ェ•

ス
タ1

リ
ン
、

三
一
年
六
月)

こ
と
が
こ
の
時
期
に
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、

農
業 

で
は
、

や

は

り

三

一

年

に(

三
月
、
第
六
回
ソ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会)

で
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
収
益
分
配
の
基
本
原
則
と
し
て
、
全
コ
ル 

ホ
ー
ズ
の
一
般
的
な
労
働
の
量
と
質
の
計
算
方
法
と
し
て
作
業
日
を
採
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
年
に
出
来
高
払
い
制
と
作
業
日 

制
に
移
っ
た
。

三
二
年
に
は
い
っ
て
、
社
会
保
障
分
野
で
は
、
ま
ず
、
前
述
の
よ
う

に

三

月

一

日

に

「
コ
ル
ホ
ー
ズ

社

会

相

互

扶

助

金

庫

に

関

す 

る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
幹
部
会
決
定
に
よ
り
、
全
ソ
連
規
模
で
農
民
相
互
扶
助
委
員
会
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
相
互
扶
助
金
庫
に
改
組
さ 

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
青
年
の
健
康
に
特
別
に
配
慮
を
す
る
た
め
、

二

月

一

五
日
付
で

「
大
衆
的
な
学
校
で
の
内
部
整
備

(
56)

の
調
整
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
の
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

主
要
な
労
働
者
区
の
学
童
へ
の
完
全
な 

公
衆
保
健
指
導
と
、
そ
の
ほ
か
の
区
で
彼
ら
へ
の
糸
統
的
な
健
康
診
断
を
実
施
す
る
と
い
う
課
題
を
提
起
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
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こ
の
年
に
社
会
保
険
の
歴
史
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、

つ
づ
く
二
月
二
九
日
付
「
身
体
障
害
、
扶
養
者
喪
失
お
よ
び
老
齢 

の
年
金
保
障
改
善
に
関
す
る
」
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
決
定
で
あ
る
。

こ
の
決
定
は
、
前
述
の
三
一
年
七
月
二
三
日
付
「
社
会
保
険
に 

関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
し
た
が
っ
て
発
布
さ
れ
て
い
る
。

二
月
ニ
九
日
付
決
定
は
、 

⑴

老
齢
年
金
を
全
国
民
経
済
部
門
の
労
働
者
お
よ
び
技
師•

技
術
職
員
に
適
用
し
、⑵

年
金
の
規
準
、

と
く
に
一
般
的
疾
病
に
よ
る
障 

害
年
金
と
老
齢
年
金
の
年
金
規
準
を
著
し
く
引
上
げ
、⑶

労
働
者
が
従
事
す
る
国
民
経
済
部
門
に
依
存
し
て
年
金
額
に
格
差
を
つ
け
、
 

⑷

き
つ
い
、

お
よ
び
有
害
な
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
に
た
い
す
る
年
金
に
よ
り
高
い
規
準
と
短
縮
さ
れ
た
労
働
勤
務
期
間
を
定
め
、 

⑸

当
該
部
門
で
の
労
働
勤
務
期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
年
金
額
に
格
差
を
つ
け
、⑹

賃
労
働
を
続
け
る
年
金
受
給
者
に
種
々
の
刺
激
形
態

(8)

を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
、
身
体
障
害
の
程
度
を
示
す
等
級
を
、
従
来
の
六
等
級
制
か
ら
三
等
級
制
に
変
更
し
た
。

こ
の
決
定
の
主
要
な
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
年
金
受
給
者
は
、
従
事
す
る
国
民
経
済
部
門
の
重
要
性 

お
よ
び
そ
の
労
働
の
有
害
性
に
よ
っ
て
、

つ
ぎ
の
四
部
類
に
分
け
ら
れ
た
。

第
一
部
類!
!

地
下
労
働
お
よ
び
そ
の
他
の
有
害
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
。ノ

第
二
部
類!
—

金
属
工
業
、
機
械
工
業
、
電
気
技
術
工
業
、
石
炭
工
業
、
鉱
山
業
、

石

油
(

採
油
お
よ
び
精
油)

工
業
、
基
礎
化
学 

工
業
、

ゴ
ム
工
業
、
鉄
道
輸
送
、
水
路
輸
送
、
通
信
関
係
製
作
企
業
の
労
働
者
。

第
三
部
類!

他
の
す
べ
て
の
筋
肉
労
働
者
お
よ
び
生
産
に
従
事
す
る
非
筋
肉
労
働
者
。

第
四
部
類!

!

そ
の
ほ
か
の
す
べ
て
の
非
筋
肉
労
働
者
。

年
金
額
は
、

こ
の
部
類
に
応
じ
て
格
差
を
つ
け
た
。

た
と
え
ば
、
老
齢
年
金
で
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

三
七
年
に
第
四
部
類
の
非
筋 

肉
労
働
者
は
、
従
事
す
る
産
業
部
門
の
労
働
者
と
同
一
部
類
に
は
い
り
、
第
四
部
類
が
廃
止
さ
れ
、

三
つ
の
部
類
に
な
る
が
、

そ
れ
に

(
60) 

よ
る
と
第
一
部
類
は
賃
金
の
六
〇％

、
第
二
部
類
は
五
五％

、
第
三
部
類
は
五
〇％

と
な
っ
て
い
る
。
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老
齢
年
金
で
は
ま
た
、
地
下
労
働
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
有
害
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
、
職
員
で
勤
務
期
間
ニ
〇
年
以
上
で
、
そ
の 

う
ち
ー
〇
年
以
上
を
こ
の
よ
う
な
労
働
で
過
し
た
者
は
五
〇
歳
で
年
金
を
受
給
で
き
る(

一
般
に
は
、
男
子
は
勤
務
期
間
二 

五

年

以 

上
、
六
〇
歳
、
女
子
は
、

二
〇
年
以
上
、

五
五
歳)

。

障
害
年
金
で
は
、

ま
ず
、
障
害
の
程
度
が
六
つ
の
等
級
に
分
け
ら
れ
て
い
た
の
が
三
つ
の
等
級
に
変
え
ら
れ
た
。
第

一

等

級
(

労
働 

能
力
を
完
全
に
喪
失
し
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
者)

、
第

二

等

級
(

本
職
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
一
切
の
職
業
に
た
い
す
る
労
働
能 

力
を
喪
失
し
た
者)

は
従
来
の
通
り
で
あ
っ
た
。
第
三
等
級
に
は
、
「
通
常
の
労
働
条
件
で
は
働
け
な
い
が
、
残
さ
れ
た
労
働
能
力
を
、
 

⑷

不
規
則
就
業
、
口
短
時
間
の
労
働
、
い
大
幅
に
低
い
資
格
条
件
し
か
要
求
し
な
い
他
の
職
業
に
利
用
し
う
る
者
」
す

べ

て

を

含

め 

た
。一

般
的
障
害
の
場
合
に
お
け
る
年
金
受
給
に
は
、
地
下
労
働
者
お
よ
び
他
の
危
険
な
職
業
に
従
事
す
る
者
に
は
一
年
〜
六
年
間(

年 

齢
に
よ
っ
て)

雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
の
す
べ
て
の
筋
肉
労
働
者
は
二
年
〜
ハ
年
、

ま
た
非
筋
肉
労
働
者
は
二
年
〜
ー
ニ 

年
間
の
雇
用
期
間
を
資
格
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
。
前
述
の
部
類
と
、
障

害

の

程

度(

等
級)

に
よ
っ
て
障
害
年
金
の
額
に
格
差
が
あ 

る
が
、
長
期
間
の
雇
用
期
間
を
も
た
な
い
年
金
受
給
者
に
は
、
部
類
に
よ
る
格
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
等
級
で 

の
年
金
額
は
、
賃
金
の
六
七
〜
六
九％

、
第
二
等
級
は
四
七
〜
四
九％

、
第
三
等
級
で
は
三
三
〜
三
五％

の
間
で
部
類
に
応
じ
て
決
定 

さ
れ
た
。

し
か
し
、
長
期
に
雇
用
さ
れ
た
者
に
は
、
部
類
に
よ
っ
て

長
期
雇
用
に
た
い
す
る
追
加(

付
加
金)

が
か
な
り
異
っ
て
い
た
た
め
、 

年
金
額
に
差
が
で
た
。
第
一
部
類
の
年
金
受
給
者
の
最
高
率
は
一
八
年
以
上
の
雇
用
期
間
を
も
つ
者
で
、
第

二

部

類

は

同

じ

く

二

三 

年
、
第
三
部
類
三
一
年
、
第
四
部
類
で
は
三
四
年
の
そ
れ
ぞ
れ
雇
用
期
間
を
最
高
率
を
受
け
る
の
に
必
要
と
し
た
。

そ
し
て
、
最
高
率 

の
年
金
は
、
第
一
等
級
で
は
、
第
一
部
類
が
賃
金
の
一
〇
〇％

、
第
二
部
類
九
〇％

、
第
三
部
類
ハ
〇％

、
第
四
部
類
七
五％

と
ー
〇
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〇
〜
七
〇％

の
幅
が
あ
っ
た
。

同
じ
く
第
二
等
級
で
は
、
各
部
類
に
、

ハ
〇％

、
七
〇％

、
六
〇％

お
よ
び
五
五％

と
な
っ
て
お
り
、
 

第
三
等
級
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
六％

、

五
六％

、

四
六％

お
よ
び
四
一％

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
率
は
一
般
障
害
の
場
合
で
あ
る
が
、
 

災
害
障
害
の
場
合
に
は
、
第
一
等
級
は
賃
金
の
一
〇
〇％

、
第
二
等
級
七
五％

、
第
三
等
級
で
は
五
〇％

と
定
め
ら
れ
た
。 

年
金
額
の
格
差
の
根
拠
は
主
と
し
て
累
積
さ
れ
た
全
体
の
勤
務
期
間
で
あ
っ
た
が
、

二
年
以
上
、
同
一
の
職
業
を
続
け
る
継
続
勤
務 

期

間

に

よ

っ

て

も

高

い

率(

割
増)

で
年
金
が
計
算
さ
れ
た
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
年
金
の
算
定
根
拠
と
な
る
賃
金
の
最Ж

は 

一
、

二
〇
〇
ル
ー
プ
片
と
定
め
た
。

最
後
に
扶
養
者
喪
失
年
金
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
の
年
金
は
、
死
亡
者
が
生
存
し
て
い
た
場
合
に
障
害
年
金
の
第
二
等
級
で
受
け
た 

で
あ
ろ
う
年
金
額
を
基
準
と
し
、
扶
養
者
一
人
の
場
合
は
そ
の
五
〇％

、

二
人
の
場
合
七
五％

、

三
人
のШ

合
一
〇
〇％

、
そ
し
て
四 

人
の
場
合
に
は
ー
ニ
五％

で
あ
る
。

以
上
が
こ
の
決
定
の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

同
じ
こ
の
年
の
四
月
に
開
か
れ
た
第
九
回
労
働
組
合
大
会
は
、
保
険
機
関
再
編
成
の
措
置
の
実
施
を
提
案
し
、
社
会
保
険
の
仕
事
の 

改
善
で
労
働
組
合
組
織
の
役
割
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
こ
と
に
関
し
、
労
働
組
合
の
組
織
に
指
示
し®2

こ
う
し
て
、
労
働
人
民
委
員 

部
の
機
関
の
制
度
内
に
形
式
的
に
は
留
ま
り
な
が
ら
、
社
会
保
険
は
、
実
際
的
に
は
、

ま
す
ま
す
労
働
組
合
組
織
の
仕
事
の
構
成
部
分 

に
な
っ
て
い
っ
た
。

四
月
に
は
ま
た
、

四
月
一
七
日
付
連
邦
社
会
保
険
評
議
会
の
決
定
で
、
分
娩
手
当
規
則
と
埋
葬
手
当
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に 

よ
り
、

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
者
の
範
囲
が
年
金
受
給
者
に
も
拡
大
さ
れ
、
固
定
額
の
手
当
を
実
施
し
た
。

た

と

え 

ば
、
従
来
は
地
方
の
平
均
賃
金
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た
が
、
全
国
一
律
に
、

一
揃
の
嬰
児
の
産
衣
購
入
費
に
た
い
し
て
三
一
ー 

ル 
ー
ブ
ル
、 

授
乳
手
当
と
し
て
総
額
四
五
ル
ー
ブ

ル
(

九
カ
月
間)

、
す
な
わ
ち
月
額
五
ル
ー
ブ
ル
と
定
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、

産

衣 

お
よ
び
授
乳
手
当
の
支
給
は
、
出

産

休

暇
(

ま
た
は
夫
が
被
保
険
者
で
も
妻
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合
は
分
娩)

直
前
の
一
定
期
間
継
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続
的
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
、
そ
の
最
低
必
要
期
間
は
、
婦
人
突
撃
作
業
班
員
、
機

関

士

お

よ

び

技

術

者

は

四

力 

月
、
そ
の
ほ
か
の
労
働
組
合
員
は
ハ
カ
月
、
非
労
働
組
合
員
は
ハ
カ
月
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

三
二
年
に
は
、
制
限
さ
れ
た
労
働
能
力
を
も
つ
者
に
た
い
す
る
生
産
訓
練
期
間(

再
教
育
あ
る
い
は
職
業
転
換)

の
手 

(
68)

当
(

平
均
稼
得
賃
金
の
四
〇
〜
五
〇％

の
額)

が
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
保
障
機
関
か
ら
年
金
を
受
け
る
身
体
障
害
者 

の
年
金
も
引
上
げ
ら
れ
、

た
と
え
ば
、

こ
の
年
に
、
赤
衛
兵
と
パ
ル
チ
ザ
ン
、

お
よ
び
彼
ら
の
家
族
の
う
ち
、
第
一
等
級
と
第
二
等
級

(
69) 

の
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
年
金
の
最
低
額
が
著
し
く
高
め
ら
れ
て
い
る
。 

ー
九
三
三
年
の
初
め
に
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
四
年
三
カ
月
で
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

一
月
の
党 

中
央
委
員
会
と
中
央
統
制
委
員
会
合
同
総
会
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
に
ソ
連
は
農
業
の
国
か
ら
工
業
国
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認 

し

為 

第
一
次
五
カ
年
計
画
の
完
遂
は
、
社
会
主
義
の
土
台
の
建
設
と
い
う
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
期
の
も
っ
と
も
重 

要
な
課
題
の
解
決
を
保
障
し
た
。
社
会
主
義
経
済
の
土
台
の
建
設
は
、

ソ
連
の
生
産
力
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
、
社
会
主
義
の
物
質
的 

Н

技
術
的
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
前
提
を
つ
く
っ
た
。

同
時
に
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
勤
労
者
の
物
質
状
態
の
改
善
と
文
化
水
準
向
上 

の
強
固
な
基
礎
も
生
ま
れ
た
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
に
労
働
者
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
、
食
糧
と
工
業
製
品
の
供
給
な
ど
ま
だ
少
な 

か
ら
ぬ
困
難
を
体
験
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
八
年
か
ら
三
二
年
ま
で
に
、

た
と
え
ば
社
会
保
障

(
71)

基
金
は
四
倍
以
上
、
保
健
関
係
支
出
は

三•

二
倍
、
文
教
費
は
亠
ハ
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
失
業
と
貧
困
は
根
絶
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

当
時
、
国
民
経
済
の
急
速
に
成
長
す
る
条
件
の
も
と
で
、
労
働
保
護
や
社
会
保
険
に
関
す
る
業
務
は
労
働
人
民
委
員
部
の
地
方
的
な 

諸
機
関
の
枠
を
こ
え
て
増
大
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
関
は
も
は
や
こ
れ
ら
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

か
つ
、
生
産
の
変
化
、
 

発
展
の
要
請
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
、
労
働
組
合
は
、

は
る
か
に
新
し
い
任
務
に
応
え
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、

三
三
年
六
月
二
三
日
、
「
ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
と
の
統
合
に
関
す
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る
」
決
定
が
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
決
定
の
第
一 

項

に

は

「
社
会
保
険
の
機
関
を
も
含
む
す
べ
て
の
地
方
機
関
と
共
に
、

ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
を
中
央
に
お
い
て
も
ま
た
地
方
に
お
い 

て
も
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
機
関
に
合
併
し
、
労
働
人
民
委
員
部
な
ら
び
に
そ
の
諸
機
関
の
義
務
は
、

こ
れ
を
全
ソ
労
働
組
合

(
73)

中
央
評
議
会
に
移
管
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
社
会
保
険
の
管
理
へ
の
労
働
者
大
衆
の
参
加
を
拡
大
し
、
勤
労
者
の
物
質
的
福
祉
を
一
層
改
善
す
る
目
的
で
、
 

社
会
保
険
組
織
の
管
理
、
そ
の
資
金
と
財
産
は
労
働
組
合
に
引
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
労
働
組
合
は
、
社
会
保
険 

の
仕
事
に
た
い
す
る
統
制
か
ら
、
そ
の
直
接
的
な
管
理
に
移
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

共
産
党
と
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
、
労
働
組
合
に
社
会 

保
険
の
分
野
で
の
、
新
た
な
、
よ
り
重
大
な
任
務
を
提
起
し
た
。

国
営
社
会
保
険
の
管
理
機
能
を
労
働
組
合
に
負
わ
し
た
こ
と
は
、

こ 

の
分
野
で
の
す.
へ
て
の
仕
事
を
、
種
々
の
産
業
部
門
と
企
業
の
特
殊
性
、
個
々
の
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
労
働
条
件
、
も
っ
と
も
広
範
な 

労
働
者
大
衆
を
社
会
保
険
の
統
制
へ
参
加
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
実
際
の
活
動
に
も
引
き
い
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
し
て
、
打
ち
建
て 

る
こ
と
を
労
働
組
合
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。.
社
会
保
険
管
理
の
労
働
組
合
へ
の
移
行
は
、
労
働
生
産
性
向
上
へ
の
闘
い
の
強
化
を
保 

障
し
、
労
働
者
と
職
員
の
保
障
に
お
け
る
格
差
を
改
善
、
強
化
し
、
彼

ら

の

文

化•

日
常
生
活
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
っ
た
。

こ
の
移
行
は
、
社
会
保
険
管
理
に
お
け
る
民
主
主
義
原
理
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
を
示
し
た
と
い
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
問
題
は
、
労
働
人
民
委
員
部
か
ら
労
働
組
合
へ
の
保
険
の
機
械
的
な
移
行
で
は
な
く
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
サ
ー
ビ 

ス
業
務
を
決
定
的
に
、
根
本
的
に
改
善
し
、

こ
の
仕
事
へ
の
勤
労
者
自
身
の
広
範
な
参
加
に
も
と
づ
き
、
生
産
の
利
益
の
た
め
に
、
社 

会
保
険
の
す
べ
て
の
業
務
を
決
定
的
に
再
編
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
決
定
の
第
二
条
に
あ
る
「
社
会
保
険
の
実
際
的
指
導
権
を
労
働
組
合
の
中
央
委
員
会
お
よ
び
共
和
国
、
地
方
、
州
機
関
に
集
中

し
つ
つ
、
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と
、
生

産
•

産
業
部
門
別
原
則
に
よ
る
そ
の
組
織
化
を
行
っ
た
。

地

域
•

共
和
国
、
州
、
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
保
険
金
庫
は
、
解
散 

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
労
働
組
合
中
央
委
員
会
と
州
委
員
会
に
付
属
し
て
、
産
業
部
門
別
社
会
保
険
金
庫
が
活
動
を
開
始
し
、
 

す
べ
て
の
企
業
と
施
設
で
は
、

労

働

組

合

工

場•

現

地

委

員

会

(
Ф
З
М
К
)

付
属
の
社
会
保
険
支
払
所
が
働
き
は
じ
め
た
。
支
払
所
の 

な
い
区
で
は
、
支
払
所
の
資
格
で
社
会
保
険
金
庫
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
決
定
と
関
連
し
、
具
体
的
な
手
続
き
を
定
め
る
た
め
、
九

月

一

〇

日

付

で

「
ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
の
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評 

議
会
へ
の
統
合
手
続
に
関
す
る
」

ソ
連
人
民
委
員
会
議
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
定
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は 

「1

、

一
九
三
三
年
九
月
一
五
日
よ
り
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
お
よ
び
労
働
組
合
中
央
委
員
会
に
左
の
通
り
移
譲
さ
れ
る
。 

⑷

一
切
の
社
会
保
険
資
金 

・

ロ
ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
お
よ
び

そ
の
機
関(

社
会
保
険
機
関
を
ふ
く
む)

の
所
管
す
る
療
養
所
、
休
息
の
家
、
科
学
研
究
所
、
そ 

の
他
の
機
関
な
ら
び
に
そ
の
建
物
お
よ
び
財
産

は
労
働
機
関
お
よ
び
社
会
保
険
機
関
の
人
員

2

、 
社
会
保
険
を
、
産
業
部
門
別
に
組
織
し
、
そ
の
実
際
の
指
導
の
中
心
を
、
労
働
組
合
の
中
央
委
員
会
お
よ
び
そ
の
共
和
国•

地 

方
•

州
機
関
に
置
く
。

こ
の
た
め
、
労
働
組
合
の
中
央
委
員
会
に
社
会
保
険
部
を
、

そ

の

共

和

国•

地

方•

州
委
員
会
に
社
会
保
険
委 

員
会
を
、

企
業
お
よ
び
施
設
の
工
場•

現
地
委
員
会
に
社
会
保
険
評
議
会
を
置
く
。

組
合
中
央
委
員
会
の
保
険
金
庫
の
直
接
の
管
理
は
、
組
合
中
央
委
員
会
議
長
が
こ
れ
に
当
る
。

3

、 
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
に
た
い
し
、
社
会
保
険
事
業
の
一
般
的
指
導
、
社
会
保
険
の
諸
問
題
に
関
す
る
労
働
組
合
に
た
い 

す

る

監

督•

指
示
な
ら
び
に
社
会
保
険
予
算
お
よ
び
保
険
料
率
の
ソ
連
人
民
委
員
会
議
へ
の
確
認
の
た
め
の
提
出
の
義
務
を
負
わ
せ 

る
。
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社
会
保
険
事
務
の
直
接
指
導
は
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
第
一
書
記
が
ゝ
小
規
模•

高
能
率
の
所
属
機
関
を
設
置
し
て
、

こ
れ 

に
当
る
。

全
ソ
連
的
意
義
を
も
つ
療
養
所
お
よ
び
休
息
の
家
管
理
の
た
め
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評»

会
は
、
独

立

採

算

制

の

組

織

を

設

け 

る
。

4

、 
保
険
料
は
、
支
払
人
に
よ
っ
て
、
国
立
銀
行
の
関
係
労
働
組
合
の
勘
定
に
払
込
ま
れ
る
。

5

、 
労
働
組
合
機
関
に
、

ソ
連
労
働
人
民
委
員
部
の
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
へ
の
統
合
前
に
、
社
会
保
険
機
関
が
享
有
し
た
、
 

一
切
の
権
利
、
特
権
お
よ
び
特
典
が
付
与
さ
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

ソ
連
の
社
会
保
険
は
、
政

府
(

労
働
人
民
委
員
部)

か

ら

労

働

組

合(

全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会)

の
手
に 

管
理
が
移
さ
れ
、
社
会
保
険
組
織
は
、
地
域
別
原
則
か
ら
、
地
域
別
原
則
と
結
合
し
た
産
業
部
門
別
原
則
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。ま

た
、

こ
の
年
の
六
月
に
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
大
会
で
疾
病
保
険
の
再
組
織
を
討
議
し
た
が
、

こ
こ
で
は
、

社

会

保

険
 

は
、
な
に
よ
り
も
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
突
撃
作
業
班
員
に
た
い
し
て
ま
ず
第
一
に
、
そ
し
て
最
高
度
に
あ
て
ら
れ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
手
当
だ
け
で
な
く
、
療
養
地
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
快
復
期
の
患
者
の
療
養
の
家 

へ
の
許
可
、
お
よ
び
被
保
険
者
の
子
供
の
昼
間
託
児
所
、
幼
稚
園
な
ど
の
許
可
に
も
適
用
さ
れ
た
。

三
三
年
に
は
こ
の
ほ
か
、

一
〇
月
一
七
日
付
「
永
年
勤
続
年
金
に
よ
る
民
間
航
空
の
空
中•

飛
行
員
の
保
障
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央 

執
行
委
員
会
お
よ
び
人
民
委
員
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
飛
行
士
な
ど
に
永
年
勤
続
年
金
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

注

(
1
)

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵

、
大
月
書
店
、
六
ー 

ー
ー
頁
。
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ヴ

ェ•

エ

ス•

ア
ン
ド
レ
ー

フ

「
ソ
連
の
社
会
保
障
」
、
柴
田
嘉
彦
訳
、
民
衆
社
、

二
五
頁
。

(
75) 

前
掲
、
・

6
0
1
1
;
п
а
х
ь
н
о
е

 

с
т
р
а
х
о
в
а
н
и
е

 

в

 

с
с
с
р

.гс
т
р
・

 6
1
1
2
,

(
76) 

前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、

三
五
頁
。

(
77) 

前
掲
、
「
ソ
連
の
労
働
階
級
及
び
労
働
政
策
」(

下)

、

一
四
六
頁
。

(
78) 

前
掲
、
ご 1

р
а
в
о

 

с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
н
е
н
е
н
н
н

 

в

 

С
С
С
Р
,  

с
т
р
・
9
4
・

⑶

こ
の
時
期
に
お
け
る
社
会
保
障
政
策
の
特
徴

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
集
団
化
の
開
始
、
そ

し
て

第

一

次

五

カ

年

計

画

の

時

期
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に
、

ソ
連
に
お
け
る
社
会
保
障
は
一
定
の
明
確
な
方
向
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
建
設
の
課
題
を
達
成 

す

る

と

い

う

目

的

に

社

会

保

障(

と
く
に
社
会
保
険)

は
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
方
向
に
保
障
が 

編
成
さ
れ
、
労
働
組
合
が
そ
の
推
進
で
積
極
的
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
前
提
に
は
、
失 

業

、
貧
困
の
問
題
が
基
本
的
に
解
決
さ
れ
た
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
し
、
そ
の
解
決
に
全
力
を
あ
げ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ 

る
。

こ
の
時
期
の
社
会
保
障
政
策
に
は
、
社
会
保
障
を
社
会
主
義
的
に
再
編
成
す
る
と
い
う
面(

労
働
に
応
じ
た
分
配
原
則
の
反
映) 

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
当
時
ソ
連
が
置
か
れ
て
い
た
国
際
的
、
国
内
的
な
特
殊
な
条
件
か
ら
「
ソ
連
型
」
社
会
主
義 

と
い
う
全
体
的
な
特
殊
性
が
生
み
だ
さ
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
保
障
の
形
成
に
つ
い
て
も
そ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
、
現
在
で
も
ま 

だ
残
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

ソ
連
の
社
会
保
障
の
も
つ
特
殊
性
の
「
原
型
」
を
つ
く
り
だ
し
た
側
面
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

ま
だ
明
確
に
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の
当
時
の
ソ
連
の
社
会
保
障
の
形
成
を
特
徵
づ
け
た
条
件 

と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

① 

戦
争
、
帝
国
主
義
諸
国
の
干
渉
、
内
戦
に
よ
っ
て
国
の
経
済
、
生
活
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
そ
の
復
興
に
全
力
を
あ
げ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

② 

一
国
社
会
主
義
国
と
し
て
国
際
的
に
帝
国
主
義
国
に
包
囲
さ
れ
、
国
際
関
係
の
緊
張
が
続
く
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
国
防
に
か 

な
り
の
人
手
と
資
金
、
資
材
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

③ 

前
述
の
こ
と
と
関
連
し
、
祖
国
防
衛
の
闘
い
、
反
革
命
勢
力
と
の
闘
い
で
多
数
の
犠
牲
者
が
生
み
だ
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
人
び
と 

に
た
い
す
る
保
障
、
そ
れ
と
軍
勤
務
員
へ
の
保
障
が
ソ
連
の
社
会
保
障
で
大
き
な
位
置
を
占
め
、
そ
の
た
め
に
多
額
の
費
用
を
必
要
と 

し
た
。
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④

遅
れ
た
農
業
国
か
ら
、
進
ん
だ
工
業
国
へ
の
転
換
を
短
期
間
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
工
業
の
高
い
発
展
テ
ン
ポ 

を
保
障
す
る
た
め
、
国
の
全
力
を
そ
こ
に
集
中
し
、

と
く
に
高
い
資
本
蓄
積
に
国
の
資
金
、
資
材
、
労
働
力
を
振
向
け
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
っ
た
。

⑥

農
業
国
と
し
て
の
状
態
が
か
な
り
残
り
、
文
盲
も
多
数
、
存
在
し
た
。

工
業
化
へ
の
進
展
の
な
か
で
労
働
力
を
必
要
と
し
、
ま
た 

質
の
高
い
労
働
力
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
新
た
に
工
業
に
補
充
さ
れ
る
労
働
力
の
ほ
ぼ
三
分
の
二 

は
農
村
出
身
者
が
占
め
る
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
労
働
力
の
不
足
に
加
え
、
と
く
に
熟
練
労
働
者
、
 

技
術
者
の
不
足
が
工
業
発
展
を
阻
害
し
た
。

そ
こ
か
ら
労
働
力
の
確
保
、
長
期
継
続
勤
務
期
間
の
必
要
、
熟
練
労
働
者
、
技
術
者
の
養 

成
、
確
保
が
社
会
主
義
建
設
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

⑥ 

社
会
主
義
建
設
で
、
と
く
に
基
幹
産
業
部
門
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
る
必
要
か
ら
、
そ
こ
に
、
労
働
力
、
熟
練
労
働
者
、
技
術
者 

を
集
中
す
る
こ
と
が
つ
よ
く
要
請
さ
れ
た
。

⑦ 

そ
れ
に
、

イ
•

ヴ

ェ
•

ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
上
の
問
題
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
も
と
で
ソ
連
で
は
、

⑴

一
挙
に
全
国
民
に
全
面
的
な
社
会
保
障
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

⑵

も
っ
と
も
切
実
に
保
障
を
必
要
と
し
て
い
る
者
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

⑶

戦
争
に
よ
る
障
害
者
、
そ
の
家
族
、
戦
死
者
の
遺
族
、
軍
勤
務
員
へ
の
保
障
を
重
視
し
た
。

⑷

社
会
主
義
的
工
業
化
が
国
の
中
心
課
題
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
労
働
者
へ
の
保
障
が
優
先
さ
れ
た
。

⑸

と
く
に
熟
練
労
働
者
、
技
術
者
、
そ
し
て
基
幹
産
業
部
門
、

き

つ

い

労

働

条

件(

地
下
労
働
を
ふ
く
む)

、

有
害
な
労
働
条
件
の 

生
産
部
門
で
働
く
者
、
長
期
に
働
く
者
に
高
い
水
準
の
保
障
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
、
社
会
保
障
に
か
な
り
の
格
差
が
つ
い
た(
⑷
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社
会
的
に
重
要
な
労
働
を
し
て
い
る
こ
と
、
ロ
現
実
に
き
び
し
い
労
働
を
し
て
い
る
こ
と
、

こ
こ
か
ら
高
い
保
障
が
当
然
と
さ
れ
、
さ 

ら
に
、
い
労
働
力
を
こ
こ
に
集
中
す
る
刺
激
と
し
て
高
い
保
障
を
お
こ
な
う
必
要
と
い
う
こ
と
が
根
拠
で
あ
っ
た
。

工
業
に
お
け
る
賃 

金
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
の
所
得
の
分
配
で
も
同
じ
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
た)

。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
ち
な
が
ら
も
、

ソ
連
で
は
、
制
約
さ
れ
た
困
難
な
諸
条
件
の
も
と
で
社
会
保
障
は
レ
ー
ニ
ン
の
労
働
者
保
険 

綱
領
で
示
さ
れ
た
方
向
を
維
持
し
、
経
済
建
設
の
成
功
、
生

産

力

の

発

展

に
応
じ
て

着
実
に
前
進(

適
用
者
の
範
囲
の
拡
大
、
保
障
の 

種
類
の
増
加
、
保
障
水
準
の
引
上
げ
、
勤
労
者
に
費
用
負
担
は
な
く
国
と
資
本
家
の
全
額
負
担
、
無
料
の
医
療
の
徹
底
、
勤
労
者
自
身 

に
よ
る
民
主
的
な
管
理
な
ど)

し
た
こ
と
、
当
時
で
も
資
本
主
義
国
と
は
質
的
に
異
っ
た
優
れ
た
保
障
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
は
、

こ 

の
時
期
の
実
態
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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第5章 社会主義建設の基本的完了期

第

五

章 

社

会

主

義

建

設

の

基

本

的

完

了

期
(

一
九
三
三
—

七
年)

ー
九
三
四
年
一
月
二
六
日
か
ら
二
月
一
四
日
ま
で
ソ
連
共
産
党(

ボ)

第
一
七
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、

一
九
三
三
— 

ー
九
三
七
年
度
ソ
連
国
民
経
済
発
展
第
二
次
五
カ
年
計
画
に
関
す
る
決
議
を
承
認
し
た
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
で
の
基
本
的
な
政
治
課 

題
は
、
資
本
主
義
的
分
子
を
最
終
的
に
一
掃
し
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
と
、
搾
取
者
と
被
搾
取
者
へ
の
社
会
の
分
裂
を
完
全
に
な 

く
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
基

本

的

な

経

鬣

題

は

、
国
民
経
済
全
体
の
技
術
的
改
造
を
完
了
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

基
本
建
設 

は
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
二
倍
と
定
め
ら
れ
、

一
九
三
七
年
に
お
け
る
鉱
工
業
総
生
産
高
は
、

一
九
ニ
ー
一
年
の
約
ハ
倍
に
、

一
九
三
二 

年
と
の
比
較
で
二
倍
以
上
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。

大
会
は
、
新
し
い
技
術
を
習
得
し
、
新
し
い
生
産
部
門
のЖ

営
に
習
熟
し
、
 

労
働
者
の
技
能
の
向
上
と
技
術
要
員
の
養
成
に
専
念
す
る
こ
と
を
指
令
し
た
。
豊
業
で
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
、
機

械
•

ト
ラ
ク
タ
ー

ス
テ 

1

シ

ョ

ン
(

エ

ム•

テ
•

エ
ス)

、

ソ
フ
ホ
ー
ズ

を

組

織

的•

経
済
的
に
強
化
す
る
こ
と
、
農
業
の
機
械
化
を
ほ
ぼ
完
了
し
、
新

し

い 

農
耕
法
を
と
り
い
れ
る
こ
と
、
家
畜
頭
数
を
増
や
し
そ
の
生
産
性
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
主
要
課
題
で
あ
っ
た
。 

国
民
経
済
の
再
建
は
基
本
的
に
完
成
し
、

こ
の
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
期
間
に
、
国
民
の
物
質
的
状
態
は
著
し
く
改
善
し
た
。

ソ
連 

の
国
民
所
得
は
二
倍
以
上
に
高
ま
り
、
社
会
保
障
は
、

い
っ
そ
う
完
成
し
、
前
進
し
続
け
た
。

第
二
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
は
、
と
く
に
老
齢
年
金
の
改
善
が
す
す
め
ら
れ
、
後
述
の
よ
う
に
、
事
務
職
員
に
た
い
し
て
年
齢
に 

よ
る
年
金
保
障
の
導
入
が
完
了
す
る
。

年
金
は
、
祖
国
の
福
祉
の
た
め
に
働
い
た
人
び
と
に
た
い
す
る
配
慮
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

た 

と
え
ば
、

三
四
年
一

〇

月

一

五

日

「
プ
ラ
ウ
ダ
」

の
主
張
は
、
「
年
金
受
給
者!

こ
れ
は
勤
労
者
の
将
来
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ

ア 

国
家
は
、
勤
労
に
従
事
す
る
人
び
と
は
、
自
分
た
ち
の
国
で
安
心
し
て
、
裕
福
に
暮
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
彼
ら
が
す
で 

に
、
も
う
働
く
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
の
老
年
を
年
金
で
保
障
す
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
年
金
受
給
者
は
、
感
銘
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の
深
い
配
慮
を
享
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
」

と
述
べ
て
い
る
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
ソ
ピ
エ
ト
国
家
は
ま
た
、
軍
勤 

務
員
と
そ
の
家
族
員
の
年
金
保
障
の
発
展
に
も
大
き
な
注
意
を
払
っ
た
。

三
四
年
に
は
、
「
戦
争
、
兵
役
に
よ
る
身
体
障
害
者
、

お

よ 

び
そ
れ
と
同
等
と
み
ら
れ
る
者
、
そ
れ
に
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
家
族
員
の
国
家
保
障
規
則
」
を
採
択
し
た
。

こ
の
新
し
い
規
則
は
、
 

そ
れ
以
前
に
公
布
さ
れ
た
こ
の
問
題
に
関
す
る
す
べ
て
の
法
令
を
統
一
し
、
年
金
で
保
障
を
受
け
る
人
び
と
の
範
囲
を
拡
大
し
、
都
市 

と
農
村
地
域
に
居
住
し
て
い
る
労
働
不
能
の
家
族
員
に
た
い
す
る
付
加
金
を
受
け
る
権
利
を
す
べ
て
の
身
体
障
害
者
に
与
え
、
年
金
の 

額
を
引
上
げ
た
。

ま
た
、
軍
人
お
よ
び
そ
れ
と
同
等
の
人
び
と
に
た
い
し
て
も
身
体
障
害
の
三
つ
の
等
級
資
格
が
こ
の
規
則
で
実
施
さ 

れ
た
。

第
二
次
五
力.
年
計
画
の
時
期
に
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
相
互
扶
助
の
発
展
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、

一
九
三
五
年
二
月
一
七 

日
に
ソ
連
共
産
党(

ボ)

お
よ
び
ソ
連
人
民
委
員
会
議
で
承
認
さ
れ
た
「
農
業
ア
ル
テ
リ
模
範
定
款
」

で
あ
っ
た
。

こ
の
定
款
の⑻

条
ー 

一
項
に
し
た
が
っ
て
、

各
コ

ル

ホ
ー
ズ
は
老
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
へ
の
援
助
、

子

供
•

孤
児
の
養
育
、

託
児
所
、

遊
園
地
な
ど
に
た
い
す 

る
基
金
を
創
設
し
た
。

ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
総
会
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
資
金
の
一
部
は
、
社
会
相
互
扶
助
金
庫
へ
渡
す
こ
と
が
で 

き
、
資
金
の
残
り
の
部
分
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
理
事
会
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
場
合
に
、
労
働
不
能
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
へ
の
援 

助
の
金
額
と
裁
定
条
件
を
定
め
な
が
ら
使
用
さ
れ
た
。

経
済
的
に
発
展
し
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
社
会
相
互
扶
助
金
庫
の
資
金
に
よ
っ
て 

個
々
の
労
働
不
能
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
し
、
年
金
の
支
給
も
実
際
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
社
会
相
互
扶
助
金
庫
を
通
じ
て
各
コ
ル 

ホ
ー
ズ
の
枠
内
で
実
施
さ
れ
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
を
受
け
る
権
利
は
ま
だ
無
条
件
と
い
う
性
格
を
持
た
な
か
っ
た
。
国
家
と
コ
ル 

ホ
ー
ズ
の
経
済
的
可
能
性
か
ら
、
す
べ
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
し
年
金
を
受
け
る
権
利
を
付
与
す
る
安
定
し
た
統
一
的
な
条
件
を 

定
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
一
定
の
時
期
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

三
五
年
に
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
、
現
在
で
も
活
動
し
て

い
る
補
装
具
企
業
の
技
術
従
業
員
の
養
成
の
た
め
のн
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業
、
補
装
具
中
等
職
業
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
補
装
具
を
つ
け
る
分
野
で
の
学
術
要
員
の
養
成
も
三
三
年
か
ら
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー 

ド
教
育
学
研
究
所 
f

l

の
基
盤
の
上
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
分
野
に
関
連
し
て
、

三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
、
身
体
障 

害
者
の
労
働
の
組
織
化
と
労
働
能
力
の
審
査
に
従
事
す
る
科
学•

研
究
所
の
統
一
が
実
施
さ
れ
、
労
働
能
力
審
査
お
よ
び
身
体
障
害
者 

労
働
組
織
化
中
央
科
学
研
究
所 
f

i

.

そ
れ
と
、
労
働
能
力
審
査
お
よ
び
身
体
障
害
者
労
働
組
織
化
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
科
学
研 

究

所
(

Л
Н
З
Т
Н
Н
)

が
創
設
さ
れ
た
。

三
六
年
に
は
、
六

月

二

七

日

付

で

「
堕
胎
の
禁
止
、
分
娩
時
に
支
給
さ
れ
る
手
当
の
増
額
、
産
院
、
託
児
所
お
よ
び
幼
稚
園
網
の
拡 

大
、
別
居
手
当
の
不
払
い
に
た
い
す
る
罰
金
の
増
額
、
お
よ
び
離
婚
法
に
お
け
る
種
々
の
変
更
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お 

よ
び
人
民
委
員
会
議
の
決
議
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
令
に
よ
っ
て
産
衣
の
購
入
手
当
が
三
二
ル
ー
ブ
ル
か
ら
四
五
ル
ー
ブ
ル
に
、
授 

乳
手
当
は
総
額
四
五
ル
ー
ブ
ル
か
ら
九
〇
ル
ー
ブ

ル
(

月
額
五
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
〇
ル
ー
ブ
ル)

に
引
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
妊
娠
と 

出
産
手
当
の
支
給
期
間
が
、
以
前
は
職
業
に
よ
っ
て
産
前
産
後
各
ハ
週
間
な
い
し
六
週
間
で
あ
っ
た
の
を
、
す
べ
て
の
者
に
産
前
産
後 

各
ハ
週
間
と
定
め
た
。

こ
の
ほ
か
六
月
二
七
日
付
法
令
は
、
多
子
家
族
へ
の
国
家
補
助
金
の
制
度
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
、
 

七
人
以
上
の
子
供
を
有
す
る
母
親
に
た
い
す
る
国
家
の
補
助
で
、
具
体
的
に
は
、
第
七
子
誕
生
時
に
母
親
に
ー
ー
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
が 

一
括
払
い
さ
れ
、
以
後
四
年
間
、
年
二
、О
О
О

ル
ー
ブ

ル
(

月
割
払
い)

で
、
第
八
子
、
第
九
子
、
第
一
〇
子
ま
で
が
同
じ
で
、
第 

ー
ー
子
の
誕
生
の
場
合
に
は
五
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
が
一
括
払
い
、
以
後
四
年
間
、
年
総
額
三
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
が
月
割
支
給
さ
れ 

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
三
六
年
の
一
ニ
月
に
は
、
第
八
回
臨
時
ソ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
は
、
新

し

い

「
ソ
連
憲
法
」
を
採
択
し
た
。
第
二
次
五
カ
年
計 

画
の
完
遂
、

工
業
の
成
長
、

工
業
の
社
会
主
義
的
再
建
と
農
業
集
団
化
の
完
了
は
、
経
済
と
階
級
構
成
に
と
く
に
深
刻
な
新
し
い
変
化 

を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
憲
法
は
ソ
連
で
社
会
主
義
の
勝
利
し
た
事
実
を
反
映
し
、
社
会
主
義
制
度
は
国
民
経
済
の
す
べ
て
の
部
門
で
確
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立
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
憲
法
は
、
勤
労
者
の
労
働
と
休
息
の
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
と
と
も
に
、
老
齢
に
達
し
た
場
合
、 

同
じ
く
病
気
や
労
働
能
力
を
失
っ
た
場
合
に
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
を
、
法
的
に
確
認
し
た
。

こ
の
憲
法
の
第
一
ニ
〇
条
に
は
社 

会

保

障

の

権

利

と

し

て

「
ソ
連
市
民
は
、
老
齢
、
疾
病
お
よ
び
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
に
、
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。 

こ
の
権
利
は
、
国
家
の
負
担
に
よ
る
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
社
会
保
険
の
広
範
な
発
展
、
勤
労
者
に
対
す
る
無
料
医
療
の
提
供
、
な 

ら
び
に
勤
労
者
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
広
く
行
き
わ
た
っ
た
療
養
地
の
供
与
、

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
第

一

〇

章

「
市
民
の
基
本
的
な
権
利
と
義
務
」

で
は
社
会
保
障
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
労
働
の
権
利
を
定
め
た
第
一 

ー
八
条
に
は
、
「
ソ
連
市
民
は
、
労
働
の
権
利
、
す
な
わ
ち
労
働
の
量
と
質
に
応
ず
る
支
払 

を
と
も
な
う
保
障
さ
れ
た
仕
事
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。

労
働
の
権
利
は
、.
.
.

失
業
の
解
消
、

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
」

と
あ
り
、
休
息
の
権
利
を
規
定
し
た
第
一 

ー
九
条
に
は
「
ソ
連 

市
民
は
休
息
の
権
利
を
有
す
る
。

休
息
の
権
利
は
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
た
め
に
ハ
時
間
労
働
日(

一
九
亠
ハ
〇
年
か
ら
七
時
間
労
働
日
に
変
更
…
…
引
用
者
注)

を
制 

定
し
、
…
…
労
働
者
お
よ
び
職
員
に
対
し
て
年
次
有
給
休
暇
を
設
定
す
る
こ
と
、
勤
労
者
に
対
す
る
奉
仕
の
た
め
に
、
広
く
行
き
わ
た 

っ
た
療
養
所
、
休
息
の
家
、
お
よ
び
ク
ラ
ブ
を
供
与
す
る
こ
と
、

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ 

る
種
類
の
教
育
の
無
料
制
な
ど
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
教
育
の
権
利
を
第
二
ニ
条
で
規
定
し
た
あ
と
、
第
一
ニ
ニ
条
で
は
、
男
女
同 

権
に
つ
い
て
、
「
ソ
連
に
お
け
る
婦
人
は
、
…
…
す
べ
て
の
分
野
で
、
男
子
と
平
等
の
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。

婦
人
の
こ
れ
ら
の
権
利
を
実
現
す
る
可
能
性
は
、
婦
人
に
対
し
て
、
男
子
と
平
等
の
労
働
、
労
働
に
た
い
す
る
報
酬
、
休
息
、
社
会 

保
険
お
よ
び
教
育
に
対
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
母
お
よ
び
子
の
利
益
が
国
家
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
、
子
供
の
多
い
母
、
お 

よ
び
独
身
の
母
に
た
い
す
る
国
家
的
扶
助
、
妊
娠
時
に
婦
人
に
有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
広
く
行
き
わ
た
っ
た
産
院
、
託
児
所
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お
よ
び
幼
稚
園
の
供
与
、

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
資

本

主

義

国

に

お

け

る

憲

法

と

比 

べ
、
社
会
主
義
国
ソ
連
に
お
け
る
憲
法
は
、
よ
り
明
確
に
社
会
保
障
の
権
利
を
規
定
し
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め 

の
保
証
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
が
憲
法
に
定
着
さ
れ
た
個
人
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
こ
の
事
実
は
、

ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
社 

会
主
義
的
本
質
か
ら
生
じ
て
い
る
勤
労
者
の
物
質
的
福
祉
向
上
に
関
す
る
国
家
の
重
要
な
集
中
的
活
動
の
一
つ
と
し
て
の
社
会
保
障
の

(2)

意
義
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
。

三
七
年
に
は
、

一
月
三
一
日
付
「
国
内
戦
と
労
農
赤
軍
の
隊
列
で
の
軍
務
に
よ
る
身
体
障
害
者
、
元
赤
衛
兵
お
よ
び
元
赤
色
パ
ル
チ 

ザ
ン
、
そ
れ
と
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
家
族
員
に
た
い
す
る
年
金
額
の
引
上
げ
に
関
す
る
」

ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
人
民 

委
員
会
議
の
決
議
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ
、

こ
の
年
金
規
準
は
四
〇
年
ま
で
効
力
を
も
つ
な 

三
七
年
三
月
に
ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、

二

三

日

付

「
国
家
社
会
保
険
予
算
か
ら
の
若
干
の
支
出
の
取
り
は
ず
し
お
よ
び
保
険
払
込 

金
の
料
率
の
変
更
に
関
す
る
」
決
嚴
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は
、

一
、
労
働
組
合
に
た
い
し
保
健
、
住
宅
建
設
の
た
め
の
国
家
社
会 

保
険
資
金
の
国
家
予
算
へ
の
払
込
、
な
ら
び
に
労
働
し
て
い
な
い
年
金
受
給
者
に
た
い
す
る
年
金
支
払
を
免
除
し
、

こ
れ
ら
の
支
出
は 

一
切
、
国
家
お
よ
び
地
方
予
算
の
負
担
と
す
る
。

…
…

二
、

一
九
三
七
年
五
月
一
日
よ
り
、
労
働
し
て
い
な
い
年
金
受
給
者
の
年
金
の 

裁
定
お
よ
び
支
給
は
、
加
盟
共
和
国
の
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
機
関
を
し
て
行
わ
し
め
る
。

た
だ
し
、
年
金
の
裁
定
は
労
働
組
合
の 

参
加
の
も
と
で
行
わ
れ
る
…
…
な
ど
を
内
容
と
し
た
。

す
べ
て
の
区
に
は
、
年
金
の
裁
定
と
支
給
に
関
す
る
社
会
保
障
機
関
の
熟
達
し 

た
施
設
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
労
働
組
合
機
関
の
な
か
に
そ
の
よ
う
な
施
設
を
平
行
し
て
維
持
す
る
こ
と
は
不
適
当
で 

あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、
就
労
し
て
い
な
い
年
金
受
給
者
に
た
い
す
る
年
金
の
裁
定
と
支
給
の
業
務
を
国
家 

機
関
—
社
会
保
障
部
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
就
労
し
て
い
な
い
年
金
受
給
者
に
た
い
す
る
年
金
支
給
の
支
出
は
、
社
会
保
険
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予
算
の
資
金
か
ら
解
放
し
国
家
と
地
方
の
予
算
で
引
受
け
た(

当
初
は
、
年
金
支
給
の
全
費
用
を
国
家
と
地
方
の
予
算
で
負
担
し
た
が 

—
!

国
家
予
算
の
直
接
支
出
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
の
年
金
保
障
へ
移
行
す
る
と
い
う
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
実
験
と
関
連
し
て!
!

、

三 

ハ
年
に
は
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
年
金
保
障
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
基
金
に
よ
る
資
金
供
給
に
復
帰
し
た
〇
社
会
保
険
予
算
は
ま
た
、 

医
療
援
助
、
労
働
者
要
員
の
養
成
、
住
宅
建
設
、
子
供
の
施
設
に
た
い
す
る
支
出
を
免
除
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
支
出
は
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当 

官
庁
の
予
算
に
移
さ
れ
た
。

保
健
の
資
金
供
給
が
す
べ
て
国
家
に
負
わ
さ
れ
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
と
治
療
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
彼
ら
の 

権
利
状
態
に
関
係
な
く
提
供
さ
れ
、
託
児
所
、
幼
稚
園
の
維
持
に
た
い
す
る
支
出
を
国
家
が
引
受
け
た
。

こ
の
決
議
は
ま
た
社
会
保
険 

に
た
い
す
る
払
込
金
の
金
額
を
変
更
し
、
保
険
料
率
を
単
純
化
し
た
。
産
業
別
に
よ
っ
て
、
支
払
い
賃
金
総
額
に
対
す
る
保
険
料
率
が 

異
っ
て
い
た
が
、
た
と
え
ば
、
石
炭
労
働
組
合
九％

、
石
油
労
働
組
合
ハ％

、
地

質

労

働

組

合

七•

一％

、
運

転

手

組

合

四•

八％

、
 

理

髪
•

浴

場
•

洗

濯

労

働

者

組

合

六•

三％

、
書
籍
販
売
労
働
者
組
合
四•

六％

、
行
政
機
関
労
働
組
合
四•

四％

、
機

械
•

ト
ラ
ク 

タ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
組
合
四％

、
高

等

学

校•

研
究
機
関
職
員
組
合
四％

と
い
う
よ
う
に
、
各
労
働
組
合
全
体
に
一
つ
の
料
率
が 

定
め
ら
れ
た
。

つ
づ
い
て
三
七
年
四
月
に
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
第
六
回
総
会
が
開
か
れ
、

こ
こ
で
は
、
社
会
保
険
の
仕
事
に
あ
る
欠
陥
を
除 

去
す
る
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
、

こ
の
問
題
へ
の
大
衆
の
参
加
を
一
層
つ
よ
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
社
会
保
険
の 

仕
事
に
労
働
組
合
活
動
家
を
参
加
さ
せ
る
た
め
、
総
会
は
、
企
業
と
施
設
に
、
労

働

組

合

工

場•

現
地
委
員
会
付
属
の
社
会
保
険
評
議 

会
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
経
験
に
も
と
づ
き
、
職
場
委
員
会
付
属
の
社
会
保
険
職
場
委
員
会
が
つ
く
ら
れ 

た
。新

し
い
憲
法
は
、

ソ
連
の
す
べ
て
の
市
民
へ
平
等
の
権
利
を
保
障
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
、
権
利
に
お
け
る
そ
れ
以
前
の
い
く
つ
か 

の
制
限
を
最
終
的
に
徹
去
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
の
一
つ
は
、

三
七
年
七
月
三
一
日
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
で
承
認
さ
れ
た
全
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ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
定
で
あ
る
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
事
務
職
員
に
た
い
し
て
も
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
が
労
働
者
と
ま
つ 

た
く
同
じ
条
件
で
裁
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
老
齢
年
金
は
例
外
な
く
す
べ
て
の
労
働
者
お
よ
び
職
員
に
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
。
社
会 

的
出
身
あ
る
い
は
社
会
的
地
位
に
よ
り
選
挙
権
を
以
前
、
失
っ
て
い
た
人
び
と
に
た
い
す
る
年
金
保
障
に
お
け
る
制
限
も
は
ず
さ
れ 

た
。
さ
ら
に
、
社
会
保
険
に
よ
る
保
障
で
以
前
に
存
在
し
て
い
た
勤
労
者
の
個
々
の
部
類
の
組
織
は
廃
止
さ
れ
た
。

三
二
年
の
規
定
で 

は
、
非
筋
肉
労
働
者
の
大
多
数
は
自
動
的
に
第
四
部
類
に
分
類
さ
れ
、
年
金
保
障
で
不
利
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
決
定
に
よ
り
、
非
筋
肉 

労

働

者
(

職
員)

は
、
同
一
産
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
賃
金
労
働
者
と
同
一
部
類
に
分
類
さ
れ
、
第
四
部
類
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な 

っ
た
。

労
働
者
、
職
員
と
も
に
資
格
条
件
は
同
一
と
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

七

月

三

一

日

付

「
被
保
険
者
の
疾
病
証
明
書
発
行
手
続
に
関
す
る
」
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
お
よ
び
ソ
連
保
健
人 

民
委
員
部
訓
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
時
的
労
働
不
能
は
疾
病
証
明
書(

労
働
不
能
証
明
書)

に
よ
っ
て
の
み
証 

明
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、

こ
の
証
明
書
の
発
行
は
保
健
人
民
委
員
部
の
医
療
ま
た
は
衛
生
機
関
お
よ
び
運
輸
人
民
委
員
部
の
運
輸
衛
生 

管
理
部
の
医
師
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
病
気
ま
た
は
災
害
に
よ
り
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
場
合
の
疾
病
証
明
書
は
、
医
院
、
診
療 

所
、
公
衆
保
健
指
導
所
、
病
院
お
よ
び
保
健
室
の
医
師
、
妊
娠
お
よ
び
出
産
の
場
合
は
、
妊
産
婦
相
談
所
の
医
師
、

こ
の
種
の
医
師
が 

な
い
と
き
は
一
般
の
医
療
機
関
の
産
婦
人
科
医
、
ま
た
は
一
般
医
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。
病
気
の
家
族
員
の
看
護
の
た
め
の
疾
病
証 

明
書
は
病
人
を
治
療
す
る
医
師
が
発
行
し
、
原
則
と
し
て
証
明
書
の
期
間
は
三
日
以
内
で
、
延
長
は
主
治
医
と
医
長
の
連
帯
で
な
さ
れ 

た
。第

二
次
五
カ
年
計
画
は
、
期
限
前
、
す
な
わ
ち
、

四
年
三
カ
月
間
で
達
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

国
民
経
済
の
す
べ
て
の
部
門
の 

社
会
主
義
的
改
造
が
完
了
し
、
社
会
主
義
が
基
本
的
に
建
設
さ
れ
た
。
社
会
主
義
が
勝
利
す
る
と
と
も
に
搾
取
は
一
掃
さ
れ
、
勤
労
者 

の
生
活
状
態
も
根
本
的
に
改
善
さ
れ
た
。

国
の
経
・
で
社
会
主
義
制
度
が
確
立
し
た
こ
と
は
、
高
度
の
技
術
に
も
と
づ
い
て
社
会
的
生

167



第2部 十月革命以後に摇ける社会保障の形成•発達

産
を
不
断
に
、

か
つ
急
速
に
拡
大
す
る
た
め
の
、
社
会
の
富
を
ふ
や
し
勤
労
者
の
福
祉
を
不
断
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
条
件
を
つ
く
り 

だ
し
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
国
際
的
に
は
、.
ド

イ

ツ•

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
ヨ
ー 

ロ
ッ
パ
で
ヽ
日
本
帝
国
主
義
が
極
東
で
侵
略
行
動
を
開

168 

始
し
て
お
り
、

ソ
連
に
と
っ
て
戦
争
の
脅
威
が
高
ま
り
、
平
和
な
社
会
主
義
建
設
に
努
力
す
る
と
と
も
に
国
防
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
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掲
、
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会
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」
、
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。

(
23) 
前
掲
、
「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵

、
六
九
六
頁
。

第
六
章 

社
会
主
義
建
設
の
完
成•

強
化
の
時
期(

一

九

三

八
—
四

一

年
六

月
)

ー
九
三
七
年
の
秋
、
資
本
主
義
世
界
で
は
長
い
不
況
の
後
、
新
し
い
恐
慌
が
突
発
し
た
が
、

ソ
連
の
国
内
で
は
建
設
活
動
が
続
け
ら
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れ
た
。

一
九
三
九
年
二
月
一
〇
日
か
ら
ニ
ー
日
ま
で
ソ
連
共
産
党(

ボ)

第
一
八
回
大
会
が
開
か
れ
、

こ
こ
で
は
、
社

会

主

義

の

完

成 

と
、
「
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
漸
次
的
移
行
の
時
期
」

に
は
い
る
ソ
連
国
民
経
済
発
展
第
三
次
五
カ
年
計
画(

一
九
三
八!
—

 

四
一
ー
年)

を
検
討
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
国
の
工
業
力
の
増
強
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
の
強
固
化
、
国
民
の
物
質
的
福
祉
と
文
化
水
準 

の
向
上
、
防
衛
力
の
強
化
を
予
定
し
て
い
た
。

と
く
に
、
防
衛
産
業
を
急
速
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
巨
大
な
国
家
的
予
備
を
つ
く
り
だ 

す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

一
九
四
一
一
年
の
工
業
生
産
高
は
、

三
七
年
と
の
比
較
で
ほ
ぼ
二
倍
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

ま 

た
、
大
会
は
、
人
口 

一
人
当
た
り
の
生
産
高
で
主
要
資
本
主
義
国
に
追
い
つ
き
、

こ
れ
を
追
い
こ
す
と
い
う
基
本
的
な
経
済
課
題
に
関 

す
る
問
題
を
提
起
し
た
。

ソ
ビ
エ
ト
国
家
は
、
社
会
主
義
建
設
の
前
衛
分
子
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
激
励
す
る
一
方
、
生

産

の

攪

乱

者
と

非

妥

協

的

に

闘

争

し 

た
。

と
く
に
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
課
題
の
遂
行
と
、
緊
張
し
た
国
際
情
勢
は
、
生
産
規
律
を
最
大
限
に
強
化
し
、
労
働
力
の
流
動
性 

を
防
止
す
る
こ
と
を
つ
よ
く
求
め
て
い
た
。

第
三
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
お
け
る
社
会
保
障
の
分
野
で
の
重
要
な
法
令
は
、

こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
た
三
八
年ー

ニ
月
二
八 

日

付

「
労
働
規
律
の
確
立
、
国
家
社
会
保
険
実
務
の
改
善
、
お
よ
び
こ
の
問
題
で
の
濫
用
の
防
止
措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
人
民
委
員
会 

»

、

ソ
連
共
産
党(

ボ)

中
央
委
員
会
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
議
で
あ
る
。

ま
ず
こ
の
決
議
に
い
た
る
ま
で
の
三
八
年 

に
お
け
る
い
く
つ
か
の
動
き
に
つ
い
て
先
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ソ
ビ
エ
ト 

(8) 

(4) 

三
八
年
ハ
Я-
に
ニ
ニ
日
付
で
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
は
「
社
会
保
険
評
議
会
規
則
」
、
お

よ

び

「
保
険
代
表
規
則
」

を 

確
認
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
社
会
保
険
評
議
会
は
、
被
保
険
者
に
た
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、
国
家
社
会
保
険
実
務
に
、
労
働 

組
合
員
の
活
動
家
を
参
加
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
労
働
組
合
工
場•

現
地
委
員
会
に
設
け
ら
れ
、
当
該
企
業
ま
た
は
施
設
に
お
け
る
社 

会
保
険
の
ー•

切
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
社
会
保
険
評
議
会
は
、
労
働
者
お
よ
び
職
員
一
〇
〇
人
以
上
の
工
場•

現
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で
選
出
さ
れ
、
評
議
会
の
議
長
は
工
場•

現
地
委
員
会
の
議
長
が
当
た
る
。
社
会
保
険
評
議
会
の
主
な
任
務
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち\

(a)
現
行
法
規
に
従
い
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
裁
定
お
よ
び
そ
の
額
の
決
定
、
分
娩
手
当
、
両
親
に
た
い
す 

る
一
時
援
助
資
金
に
よ
る
手
当
、
労
働
者
、
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
埋
葬
手
当
の
裁
定
、⑹

罹
病
お
よ
び
災
害
率
の
引
下 

げ
な
ら
び
に
疾
病
お
よ
び
災
害
の
原
因
の
除
去
、⑹

病
人
お
よ
び
そ
の
家
族
へ
の
援
助
の
た
め
の
同
志
的
家
庭
監
督
の
組
織
お
よ
び
実 

施
、
定
め
ら
れ
た
養
生
方
法
の
遵
守
の
点
検
、
仮
病
摘
発
の
組
織
お
よ
び
実
施
、
(d)
現
行
法
規
に
従
い
、
医
師
の
定
め
た
養
生
方
法
へ 

の
違
反
、
ま
た
は
仮
病
の
場
合
、
飲

酒
•

喧
嘩
な
ど
に
よ
る
病
気
ま
た
は
災
害
の
場
合
の
手
当
金
剥
奪
の
問
題
の
解
決
、
(e)
病
院
、
医 

院
そ
の
ほ
か
の
医
療
機
関
の
活
動
の
監
督
、
疾
病
証
明
書
発
行
の
適
正
の
点
検
、
医
療
協
議
委
員
会
の
活
動
へ
の
参
加
、⑷

療

養
•

保 

養
委
員
会
の
活
動
へ
の
参
加
、
労
働
者
、
職
員
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
保
養
地
へ
の
派
遣
、
休
息
の
家
利
用
券
お
よ
び
旅
行
者
の
職 

場
お
よ
び
部
局
へ
の
配
分
、⑻

病
人
の
療
養
食
治
療
へ
の
派
遣
、

こ
れ
に
必
要
な
社
会
保
険
資
金
に
よ
る
補
助
金
の
額
お
よ
び
支
給
期 

間
の
決
定
、⑹

児

童

機

関
(

幼
稚
園
、
託
児
所
、
ピ

オ

ニ

ー

ル•

キ
ャ
ン
プ
な
ど)

の
組
織
、
児
童
機
関
網
の
拡
大
お
よ
び
利
用
の
問 

題
の
解
決
へ
の
参
加
、
労
働
者
、
職
員
の
子
供
の
児
童
機
関
へ
の
派
遣
な
ら
び
に
同
機
関
の
監
督
、⑴

労
働
者
、
職
員
の
年
金
受
給
手 

続
の
援
助
、
労

働

能

力

審

査

委

員

会(
В
Т
З
К
)

の
活
動
お
よ
び
社
会
保
険
機
関
の
年
金
裁
定
事
務
へ
の
参
加
、
年
金
支
給
の
監
督
、⑴
 

工

場•

現
地
委
員
会
の
社
会
保
険
予
算
の
作
成
お
よ
び
社
会
保
険
予
算
の
執
行
の
監
督
、

(к)
社
会
保
険
職
場
委
員
会
の
毎
四
半
期
の
報 

告
の
確
認
、⑴

労
働
者
、
職
員
全
員
に
、
そ
の
総
会
、
職
場
会
議
お
よ
び
工
場
新
聞
を
通
じ
、

工

場•

現
地
委
員
会
の
社
会
保
険
関
係

収
支
の
周
知
、
職
場
お
よ
び
部
局
に
、
社
会
保
険
支
出
の
毎
四
半
期
の
報
告
の
掲
示
、
W)
保
険
料
払
込
の
監
督
お
よ
び
そ
の
確
保
、
社
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議
申
立
の
解
決
、
病
院
、
医
院
そ
の
ほ
か
の
医
療
機
関
な
ら
び
に
児
童
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
服
申
立
の
審
査
お
よ
び
対
策
の 

実
施
、⑹

社

会

保

険

の

法

令

へ

の

違

反

者(

疾
病
証
明
書
を
不
法
に
発
行
し
た
医
師
、
保
険
料
を
払
込
ま
な
い
管
理
機
関
な
ど)

の
処 

分
、

で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
保
険
評
議
会
は
、
そ
の
任
務
遂
行
の
た
め
、
評
議
会
員
、
職
場
委
員
会
委
員
お
よ
ぴ
保
険
代
表
に
よ
っ 

て
、
疾
病
災
害
対
策
班
、
医
療
機
関
監
督
班
、
保
健
班
、
年
金
班
、
財
政
班
な
ど
い
く
つ
か
の
班
を
組
織
す
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
班 

長
は
、
社
会
保
険
評
議
会
員
が
担
当
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
社
会
保
険
職
場
委
員
会
で
あ
る
が
、

こ
の
委
員
会
に
は
、
企
業
ま
た
は
施
設
の
職
場
お
よ
び
部
局
で
職
場
委
員
会
の
あ
る 

と
こ
ろ
に
、
職
場
委
員
会
の
も
と
に
、
同
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
保
険
代
表
中
の
三
—

九
名
で
組
織
さ
れ
る
。
社
会
保
険
職
場
委
員
会 

の
議
長
は
、
職
場
委
員
会
の
議
長
が
担
当
す
る
。
社
会
保
険
職
場
委
員
会
は
、
保
険
代
表
の
活
動
の
指
導
の
ほ
か
、
手
当
金
の
決
定
な 

ど
ほ
ぼ
、
職
場
段
階
で
社
会
保
険
評
議
会
と
同
じ
任
務
を
遂
行
す
る
。
保
険
代
表
は
、
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ 

ス
を
保
障
し
、

か
つ
国
家
社
会
保
険
の
日
常
の
実
務
に
、
労
働
組
合
の
活
動
家
を
誘
致
す
る
た
め
、
労

働

組

合

の

班(

グ

プ

)

每 

に
選
出
さ
れ
る
。
各
班
は
一
名
の
保
険
代
表
を
選
出
す
る
が
、
保
険
代
表
は
、
労
働
組
合
の
班
の
総
会
で
選
ら
ば
れ
る
。
保
険
代
表
の 

主
な
使
命
は①

罹
病
の
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
援
助
、②

罹
病
お
よ
び
災
害
率
の
引
下
げ
な
ら
び
に
労
働
お
よ
び
生
活
条
件
の
健 

全
化
と
な
っ
て
い
る
。

ー
ー
月
一
七
日
付
で
ソ
連
保
健
人
民
委
員
部
は
「
都
市
お
よ
び
工
業
中
心
地
の
託
児
所
に
関
す
る
」
決
定
を
し
て
い
る
。

こ
の
決
定 

に
よ
る
と
、
託
児
所
は
ニ
ケ
月
以
上
三
歳
未
満
の
子
供
の
公
共
的
保
育
の
施
設
と
定
め
ら
れ
、
託
児
所
の
目
的
は
、
右
の
年
齡
の
子
供 

を
も
つ
勤
労
婦
人
に
、
国
の
経
済
、
文
化
、
社

会
•

政
治
生
活
に
参
加
す
る
可
能
性
を
提
供
し
、
そ
の
子
供
の
健
康
明
朗
な
保
育
を
援 

助
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
託
児
所
は
、
地
方
保
健
機
関
の
所
管
に
属
し
、
そ
の
指
導
と
監
督
を
受
け
、
地
方
予
算
お
よ
び
一
定
の 

比
率
に
よ
る
両
親
の
支
出
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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つ
ぎ
が
、
前
述
の
ー
二
月
二
八
日
付
ソ
連
人
民
委
員
会
議
、

ソ
連
共
産
党(

ポ)

中
央
委
員
会
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の 

決
議
で
あ
る
。

こ
の
決
議
は
、
「
今
後
は
、
真
面
目
な
従
業
員
と
な
ま
け
者
、
渡
り
者
に
同
一
の
態
度
を
と
ら
な
い
よ
う
に
、
労

働

規 

律
を
破
る
者
と
あ
る
企
業
か
ら
他
の
企
業
に
気
楽
に
走
り
移
る
者
で
な
く
、
誠
実
に
働
く
労
働
者
と
職
員
だ
け
を
奨
励
す
る
よ
う
に
… 

…
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

一
面
で
労
働
規
律
違
反
、
強
欲
、
労
働
に
た
い
す
る
不
誠
実
な
態
度
と
の
闘
い
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
 

他
面
で
は
、

正
直
な
、
そ
し
て
誠
実
な
勤
労
者
へ
の
奨
励
を
め
ざ
し
て
い
た
。

こ
の
決
議
は
年
金
、
手
当
の
裁
定
、
金
額
を
一
つ
の
企 

業
、
施
設
で
の
継
続
勤
務
年
数
と
関
連
さ
せ
、
社
会
保
険
に
よ
る
保
障
に
、
よ
り
大
き
な
格
差
を
実
施
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
一
連
の
変 

更
と
、
年
金
保
障
の
改
善
を
提
案
し
て
い
る
。
具
体
的
に
主
な
内
容
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
企
業
と
施
設
の
管
理
機
関
に
た
い 

し
、
労
働
組
合
機
関
と
と
も
に
、
自
分
の
労
働
義
務
に
不
誠
実
な
態
度
を
と
る
す
べ
て
の
者
と
決
定
的
に
闘
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

第［表労働組合員である労働者・職 

員への一時的労働不能手当

同一の企業あるいは 
施設での継続勤務年数

手当額

6年以上
3年から6年未満
2年から3年未満

2年未満

稼得賃金の100%
〃 80%
〃 60%
〃 50%

（注） ^Решения партии и нравительства 
по хозяйственным вопросам^, том 
2. Москва, Политиздат, 1967. 
стр. 665-672.より作成

る
。

つ
ま
ら
ぬ
理
由
で
欠
勤
を
す
る
労
働
者
、
職
員
を
解
雇
す
る
こ
と
、
定
め
ら
れ
た
労
働 

時
間
を
厳
守
す
る
こ
と
、
自
分
の
希
望
で
退
職
す
る
場
合
に
は
企
業
、
施
設
の
管
理
機
関
に 

ー
カ
月
前
に
予
告
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当 

に
よ
る
保
障
を
大
幅
に
変
更
し
、
手
当
額
は
、
当
該
企
業
、
施
設
で
の
継
続
勤
務
年
数
に
依 

存
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
し
た
。
第1

表

は

労

働

組

合

員
で

あ

る

一

八

歳

以

上

の
労

働 

者

、
職
員
の
一
時
的
労
働
不
能
手
当
で
あ
る
。
労
働
組
合
員
で
あ
る
一
八
歳
未
満
の
未
成
年 

者
は
、

二
年
以
上
の
継
続
勤
務
年
数
で
稼
得
賃
金
の
ハ
〇％

、

二
年
未
満
の
場
合
は
同
六
〇 

%

、
石
炭
採
堀
な
ど
で
働
く
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
石
炭工

業
の
地
下
従
業
員
は
、

二
年
以 

上
の
継
続
勤
務
年
数
で
稼
得
賃
金
の
一 

〇
〇％

、

二
年
未
満
は
同
六
〇％

と
さ
れ
た
。

こ
う 

し
て
、

一
般
に
は
労
働
者
、
職
員
は
六
年
以
上
の
継
続
勤
務
年
数
の
あ
る
場
合
に
の
み
、
稼
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第2表 （一般的疾病による）第1等級と第2等級 

身体障害者への付加金 （年金への％）

部 類 継続勤務年数 年金への％に 
よる付加金

第］部類一地下労働と有害労働に従事してい 3年から5年未満 10%
た労働者,職員 5年〃1〇年〃 20

10年以上 25

第2部類一冶金工業,機械製作工業,電気化 
学工業,石炭工業,鉱業,石油工 4年から8年未満 10
業,基礎化学工業,ゴム工業,鉄 8年〃12年〃 15
道と水運,および通信生産企業の 
労働者,職員 12年以上 20

第3部類一そのほかの労働者,瞰員 5年から10年未満 10
10年〃15年〃 15

15年以上 20

（注）第1表の注と同じ。

得

賃

金

全

額(

一
〇
〇％
)

を
補
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
非 

労
働
組
合
員
は
、
前
表
で
示
し
た
労
働
組
合
員
に
た
い
す
る
額
の
二
分
の 

ー
と
な
り
、
非
労
働
組
合
員
に
不
利
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
労
働
規
律
の 

違
反
、
犯
罪
、

そ
れ
に
自
己
の
希
望
で
退
職
し
た
労
働
者
、
職
員
は
、
新 

し
い
労
働
場
所
で
六
ヶ
月
以
上
働
き
続
け
た
後
に
の
み
、

一
時
的
労
働
不 

能
手
当
を
受
け
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
定
期
休
暇
は
一
般
に
、
当
該
企 

業
、
施
設
で
の
一
ー
カ
月
間
の
継
続
勤
務
ご
と
に
労
働
者
、
職
員
に
与
え 

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

女
子
の
労
働
者
、
職
員
に
は
、
妊
娠
と
出
産
の 

休
暇
は
、
産
前
三
五
日
、
産
後
二
八
日

間

提

供

さ
れ

る
こ

と

に
な

っ

た 

(

以
前
は
産
前
五
六
日
、
産
後
五
六
日)

が
、

二
の
場
合
に
も
当
該
企
業 

(

踊
設)

に
七
カ
月
以
上
継
続
し
て
働
き
続
け
た
者
に
こ
の
休
暇
が
与
え 

ら
れ
、
手
当
が
支
給
さ
れ
た
。

こ
の
決
議
で
年
金
保
障
が
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
は
、(

一
般
的
疾 

病
に
よ
る)

第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
労
働
身
体
障
害
者
に
、
年
金
申
請 

前
の
一
つ
の
企
業
あ
る
い
は
施
設
で
の
継
続
勤
務
年
数
に
た
い
し
て
付
加 

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る(

表2

第)

。
労
働
者
、
職 

員
の
三
つ
の
部
類
に
、
継
続
勤
務
年
数
ご
と
に
、
定
め
ら
れ
て
い
る
年
金 

に
そ
の
一
〇
〜
二
五％

の
付
加
金
が
支
給
さ
れ
た
。

ま
た
、
年
金
申
請
前
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の
五
年
以
上
の
継
続
勤
務
年
数
を
も
っ
た
年
金
受
給
者
に
は
、

サ
ナ
ト
リ
ウ

ム•

療
養
地
利
用
券
を
受
け
る
特
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と 

に
な
っ
た
。

年
金
で
の
第
二
の
変
更
は
、
労
働
者
、
職
員
に
障
害
年
金
を
裁
定
す
る
場
合
、
第3

表
の
よ
う
に
年
齢
ご
と
に
性
別
、
労
働
の
種
類 

別
に
勤
続
年
数
を
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の 

よ
う
な
勤
続
年
数
は
一
般
の
労
働
者
、
職 

員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
取
得
で
き
た
短
い
年 

数
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

二
〇
歳
未
満
で
身 

体
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
と
、
労
働 

災
害
あ
る
い
は
職
業
病
に
よ
っ
て
身
体
障 

害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
勤
務
期
間
の 

長
さ
に
関
係
な
く
年
金
が
裁
定
さ
れ
た
。 

第
三
に
は
、
老
齢
年
金
の
裁
定
後
、
働 

き
続
け
る
年
金
受
給
者
に
は
、
年
金
は
稼 

得
賃
金
と
関
係
な
く
支
給
さ
れ
る
こ
と
に 

な
っ
た
。

最
後
に
、
第4

表
の
よ
う
に
、
年
金
の 

最
低
額
、
す
な
わ
ち
、
誰
で
も
年
金
は
、
 

こ
れ
よ
り
低
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
年

第3表 障害年金の裁定に必要な勤続年数

年 齢
勤 続 年 数

男子 女子 地下労働と有害 
労働の従事者

20歳から22歳未満
22 〃 25 〃

25 〃 30 〃

30 〃 35 〃

35 〃 40 〃

40 〃 45 〃

45 〃 50 〃

50 〃 55 〃

55 〃 60 〃

60歳以上

3年
4
6
8

10
12
14
16
18
20

2年
3
4
5
7
9

11
13
14
15

2年
3
4
5
6
7
8

10
12
14

（注）第1表の注と同じ。

第4表最低年金額（付加金を含む）

年金受給者のカテゴリー 労鏗F能 
家頻なし

1名の％働不 能家族負あり 2名以上の労働 
不能家族員あり

老齢年金あるいは永年勤続年 
金を受けている年金受給者, 
および第1等級身体障害者

ノレーブル
50 60 75

第2等級身体障害者 40 50 60

扶養者を喪失した家族員 — 30 40

（注）第1表の注と同じ。
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金
の
最
低
限
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
拧
、
第
三
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
年
金
は
、
月
額
ニ
五
ル
ー
ブ
ル 

よ
り
低
く
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

三
七
年
か
ら
地
方
予
算
で
支
弁
し
始
め
た
、
就
労
し
て
い
な
い
、
国
家
社
会
保
険
の
年
金
を
受
け
て
い
る
年
金
受
給
者 

へ
の
年
金
と
手
当
へ
の
支
出
、
そ
れ
と
、

こ
れ
ら
の
年
金
受
給
者
へ
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
出
は
、
再
び
国
家 

社
会
保
険
の
資
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
裁
定
と
支
給
は
引
き
続
き
社
会
保
障
機
関
が
実
施
し
た
。 

以
上
が
三
八
年
一
ニ
月
二
八
日
付
決
議
の
主
な
内
容
で
あ
る
。

こ
の
決
議
は
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
間
の
社
会
保
障
分
野
で
、
も 

っ
と
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
法
令
で
あ
り
、
労
働
規
律
の
強
化
と
労
働
力
流
動
防
止
と
い
う
国
の
重
点
政
策
の
遂
行
に
役
立
っ
た
。 

な
お
、

三
八
年
一
ニ
月
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
に
よ
り
、
労
働
上
で
の
功
績
を
顕
彰
す
る
最
高
級
の
も
の
と
し
て
社
会
主
義 

労
働
英
雄
の
称
号
が
定
め
ら
れ
、
「
労
働
功
労
」
章

と

「
労
働
勲
功
」
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

三
九
年
に
は
、
ま
ず
、

ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
委
員
会
議
は
ヽ
「
社
会
保
障
機
関
に
よ
る
社
会
保
険
年
金
の
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
に 

関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保
障
人
民
委
員
部
の
訓
令
を
一
月
四
日
付
で
確
認
し
た
。

こ
の
訓
令
に
よ
る
と
、
年
金
の
申
請
で
は
、 

社

会

保

険

年

金(

老
齢
、
障
害
、
永
年
勤
続
、
労
働
英
雄
、
扶
養
者
喪
失
の
各
年
金)

の
申
請
は
、
申
請
者
居
住
地
の
市
ま
た
は
区
の 

社
会
保
障
部
に
直
接
文
書
で
提
出
さ
れ
る
。

年
金
の
裁
定
は
、
市
ま
た
は
区
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
、

つ
ぎ
の
人
員
か
ら
な
る
委
員 

会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。⑷

議
長!
—

社
会
保
障
部
長
、
何
委
員!
!

当
該
市
ま
た
は
区
の
基
幹
労
働
組
合
の
代
表
者
、
市
ま
た
は
区 

の
財
政
部
の
長
。
労
働
者
ま
た
は
職
員
と
し
て
企
業
ま
た
は
施
設
に
勤
務
し
て
い
な
い
年
金
受
給
者
に
は
年
金
は
、
市
ま
た
は
区
の
社 

会
保
障
部
か
ら
郵
送
さ
れ
、
勤
務
し
て
い
る
年
金
受
給
者
に
は
年
金
は
、
そ
の
職
場
の
労
働
組
合
に
よ
り
…
…
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な 

っ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
保
健
人
民
委
員
部
は
、

二
月
一
九
日
付
で
、
「
医

療
•

予
防
機
関
の
協
力
評
議
会
規
則
」
を
確
認
し
た
。

こ

の

協
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力
評
議
会
の
目
的
は
、
医

療
•

予
防
機
関
の
活
動
に
、
住
民
大
衆
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
医
療
お
よ
び
予
防
措
置
を
広
く
普
及
し
、 

住
民
に
た
い
す
る
医
療
給
付
の
質
を
改
善
し
、
罹
病
お
よ
び
災
害
率
を
引
下
げ
る
た
め
、
す
べ
て
の
公
衆
保
健
指
導
所
、
医
院
、
診
療 

所
、
病

院

そ

の
他
の
医
療•

予
防
機
関
に
組
織
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。

医

療
•

予
防
協
力
評
議
会
は
、
区
保
健
部
に
よ
り
、

つ
ぎ
の 

人
員
で
組
織
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、⑷

医

療
•

予

防

機

関

の

指

導

者(

評
議
会
議
長)

、
何
党
お
よ
び
労
働
組
合
団
体
の
長
な
ら
ぴ
に 

当
該
医
療
機
関
の
医
員
、
い
区
ま
た
は
市
ソ
ビ
エ
ト
の
保
健
部
の
長
、㈡

医
療
機
関
の
管
轄
区
域
の
企
業
の
工
場•

現

地

委

員

会(

保 

険
評
議
会)

議
長
、
労
働
組
合
の
保
険
医
お
よ
び
保
険
代
表
、
傳
赤
十
字
社
の
代
表
、N

大
住

宅

お

よ
び

共

同

住

宅

の

活

動

家

の

代 

表
、⑴

国
家
衛
生
監
査
の
職
員
で
、
人
員
は
一
五!

!

四
〇
名
の
間
で
あ
る
。

三
月
に
は
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
書
記
局
は
、

二

九

日

付

「
労
働
者
、
職
員
へ
の
年
金
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
の
労
働
組
合
活 

(
10) 

ソ
ビ
エ
ト 

動
を
改
善
す
る
措
置
に
関
す
る
」
決
定
を
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
社
会
保
険
評
議
会
の
あ
るН

場
•

現
地
委
員
会
に
た
い
し
、
年
金
班 

を
組
織
し
、
年
金
受
給
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
具
体
的
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
、
労
働
組
合
団
体
に
た
い
し
、
年

金

裁

定

委

員

会 

に
、
常
任
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
を
提
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
年

金

裁

定

委

員

会

お

よ

び

労

働

能

力

審

査

会(
B
T
W
K
)

に
代
表
を
派 

遣
し
て
い
る
労
働
組
合
に
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
る
年
金
の
適
時
の
支
給
お
よ
び
年
金
受
給
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
身
体
障
害
者 

の
就
職
斡
旋
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
資
金
の
正
し
い
利
用
を
監
督
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
障
に
よ
る
国
民
へ
の
給
付•

サ
ー
ビ
ス
は
具
体
的
に
、
制
度
的
に
充
実
さ
れ
て
き
た
。 

こ
の
ほ
か
の
分
野
で
も
三
九
年
に
は
、
た
と
え
ば
四
月
ー
ー
ー
日
付
「
幼
稚
園
の
維
持
費
、
そ
の
支
出
計
画
の
作
成
お
よ
び
支
出
報
告 

手
続
に
関
す
る
」

ソ
連
財
務
人
民
委
員
部
訓
令
は
、
幼
稚
園
の
財
政
に
つ
い
て
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
幼
稚
園
の 

経
費
は
、
両

親

の

負

担

お

よ
び

企

業

長

資

金(

企
業
長
の
自
由
処
分
に
ま
か
さ
れ
る
企
業
利
潤
の
一
部)

な
ら
び
に
予
算
支
出
に
よ
っ
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ー
九
三
九
年
の
九
月
に
は
、
第
二
次
大
戦
が
始
ま
り
、

フ
ァ
シ
ス
ト
侵
略
者
に
よ
る
ソ
連
へ
の
攻
撃
の
脅
威
が
高
ま
っ
た
。

ソ
連
最 

高
会
議
第
四
回
特
別
会
期
は
、
九

月

一

日

付

で

「
普
通
義
務
兵
役
に
関
す
る
」
法
令
を
採
択
し
、
国

民

の

動

員

力

を

強

化

し

た

。

ま 

た
、
党
と
政
府
は
、
防
衛
産
業
を
発
展
さ
せ
る
強
行
的
手
段
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
さ
れ
た
。
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
け
る
工
業 

総
生
産
の
年
当
り
の
成
長
率
は
平
均
一
三％

で
あ
っ
た
が
、
防
衛
産
業
は
三
九％

に
も
な
っ
た
。

四
〇
年
に
お
け
る
防
衛
力
増
強
へ
の 

国
家
支
出
は
、

三
八
年
水
準
の
二
倍
以
上
と
な
り
、

ソ
連
全
予
算
の
約
三
分
の
一
を
占
め
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

四
〇
年
六
月
二
六
日
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
「
ハ
時
間
労
働
日
、

七
日
労
働
週
へ
の
移
行
と
、
 

企
業
と
施
設
か
ら
の
労
働
者
の
無
断
離
職
の
禁
止
に
関
す
る
」
法
令
を
採
択
し
た
。

こ
れ
は
、

工
業
生
産
高
の
急
速
な
増
大
に
勤
労
者 

を
動
員
す
る
た
め
に
、
労
働
時
間
を
六
—

七
時
間
か
ら
八
時
間
に
延
長
し
、
す
べ
て
の
企
業
と
施
設
に
お
け
る
週
六
日
労
働
日
を
七
日 

制
に
移
行
さ
せ
、
ま
た
、
労
働
者
、
職
員
に
勝
手
に
企
業
と
施
設
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
内
容
で
あ
る
。 

国
の
防
衛
力
の
強
化
に
関
す
る
緊
急
措
置
と
な
ら
ん
で
政
府
は
、
軍
勤
務
員
と
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
年
金
保
障
の
全
面
的
改
善
を 

め
ざ
す
ー
連
の
規
範
的
法
令
を
採
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、

四
〇
年
七
月
ニ
ハ
日
、
「
定
期
服
役
の
兵
卒
と
下 

級
幹
部
級
の
軍
勤
務
員
と
そ
の
家
族
へ
の
年
金
に
関
す
る
」
決
議
お
よ
び

四
一
年
六
月
五
日
に
は
「
最
高
、
上
級
お
よ
び
中
級
幹
部
級 

定
期
服
役
の
者
、
義
務
期
間
以
上
服
役
の
下
級
幹
部
の
者
、
義
務
期
間
以
上
服
役
の
兵
卒
級
専
門
家
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
家
族
へ
の
年 

金
と
手
当
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

四
〇
年
に
は
、
医
療
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、

三
月
一
五
日
付
で
全
ソ
労 

(
15) 

• 

働
組
合
中
央
評
議
会
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
「
労
働
組
合
機
関
の
保
険
医
の
活
動
規
則
」

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
組
合
の
中 

央
•

地

方
•

州
委
員
会
な
ら
び
に
工
場
・•

現
地
委
員
会
の
保
険
医
の
使
命
は
、
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
、
保
険
機
関
の
医
療
給
付 

活
動
に
た
い
す
る
労
働
組
合
団
体
の
監
督
お
よ
び
そ
の
罹
病
対
策
実
施
に
た
い
し
、
労

働
組
合
団
体
を

援
助
す
る
こ
と
で

あ
る
。

ま
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た
、
保
険
医
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
機
関
の
指
導
の
も
と
に
活
動
し
、
そ
の
基
本
的
任
務
と
し
て
は
、⑷

企

業

お

よ

び

施

設(

そ 

の
労
働
者
、
職
員
が
当
該
労
働
組
合
員
で
あ
る)

の
罹
病
原
因
の
調
査
な
ら
び
に
医
院
、
診
療
所
そ
の
他
の
医
療
機
関
と
共
同
し
て
、 

罹
病
原
因
除
去
の
具
体
策
の
実
施
、
何
医
療
機
関
の
医
師
お
よ
び
療
養•

保
養
委
員
会
の
疾
病
証
明
書
発
行
の
適
正
の
監
督
な
ら
び
に 

治
療
お
よ
び
予
防
機
関
に
お
け
る
疾
病
証
明
書
の
点
検
お
よ
び
保
管
の
監
督
、
い
罹
病
率
引
下
げ
対
策
お
よ
び
病
院
、

産

院

、

託

児 

所
、
相
談
所
な
ど
に
お
け
る
、
労
働
者
、
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
医
療
給
付
の
質
の
組
織
的
監
督
に
関
し
、
社
会
保
険
織 

場
委
員
会
、
同
評
議
会
お
よ
び
保
険
代
表
へ
の
訓
令
の
発
布
、㈡

療
養
食
堂
の
活
動
の
監
督
お
よ
び
療
養
食
の
結
果
の
調
査
、
闹
労
働 

能
力
審
査
の
労

働
能

力

審

査

委

員

会(
в
т
е
к
)

の
活
動
の
監
督
で
あ
る
。

労
働
者
、

職
員
の
罹
病
状
況
は
、

毎
月
、

中

央
•

地

方

・
 

州
委
員
会
の
保
険
医
は
当
該
委
員
会
の
幹
部
会
に
、

工

場•

現
地
委
員
会
の
保
険
医
は
、
同
委
員
会
の
社
会
保
険
評
議
会
に
報
告
す
る 

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
保
険
医
は
、
そ
の
任
務
遂
行
の
た
め
、⑷

企

業

お

よ

び

施

設(

そ
の
労
働
者
、
職
員
が 

当
該
労
働
組
合
員
た
る)

な
ら
び
に
そ
の
付
属
食
堂
、
共
同
住
宅
、
浴
場
、
何
当
該
労
働
組
合
員
た
る
労
働
者
、
職
員
に
奉
仕
す
る
保 

健
機
関
の
施
設
、
を
自
由
に
訪
問
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
、

工

場•

現
地
委
員
会
の
社
会
保
険
評
議
会
、
同
職
場
委
員
会
、
保
険
代
表 

お
よ
び
労
働
保
護
委
員
会
と
共
同
し
て
、
そ
の
実
際
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

в
р

а
ч

е
о

н
о

—
к

о
н

с
у

л
ь

т
а

и
к

о
н

н
о

г
о  

к
о

м
в

с
м

н (
16) 

も
う
一
つ
は
、
同
じ
く
四
〇
年
の
ハ
月
一
〇
日
付
ソ
連
保
健
人
民
委
員
部
確
認
の
「
医
療
機
関
の
医
療
協
議
委
員
会
規
則
」
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
医
療
協
議
委
員
会
の
基
本
的
任
務
は
、
患
者
に
た
い
す
る
医
療
給
付
の
質
を
向
上
し
、
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
、
 

労
働
能
力
を
審
査
す
る
こ
と
に
あ
る
。

医

療

協

議

委

員

会(

常
設)

は
、⑻

治
療
医
七
名
以
上
の
外
来
診
療
機
関
、⑹

医
師
五
名
以
上 

の
病
院
お
よ
び
ベ
ッ
ド
ー
〇
〇
床
以
上
の
各
科
、⑹

療
養
所
に
設
置
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
外
来
診
療
機
関
の
医
療
協
議
委
員
会
は
、
(a) 

治
療
医
、⑹

外
科
医
、⑹

患
者
を
諮
問
に
差
向
け
た
主
治
医
、
(d)
精
神
科
医
で
構
成
し
、
病

院
(

医
師
五
名
以
上)

お
よ
び
療
養
所
の 

医
療
協
議
委
員
会
は
、⑹

医

長
(

院
長)

ま

た

は

そ

の

医

療

部

門

の

代

理(

委
員
会
議
長)

、⑹

主
治
医
、©

ー
な
い
し
二
名
の
専
門
医
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に
よ
っ
て
、
ま
た
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
ー
〇
〇
床
以
上
の
各
科
の
医
療
協
議
委
員
会
は
、

(а)
各

科

部

長

ま

た

は

そ

の

代

理(

委

員

会

議
 

長)

、⑹

主
治
医
、©

ー
な
い
し
二
名
の
専
門
医
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

医
療
場
議
委
員
会
は
具
体
的
に
、

つ
ぎ
の
事
項
を
審
査
す 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(a)
疾
病
証
明
書
に
よ
る
休
暇
の
一
〇
日
以
上
の
延
長
お
よ
び
疑
義
あ
る
場
合
の
労
働
不
能
の
決
定
、⑹

一
時 

的
労
働
不
能
者
の
一
カ
月
以
内
の
、
当
該
企
業
ま
た
は

施
設
に
お
け

る
労

働
転
換(

労
働
転
換
の
必
要
性
、
指
定
労
働
の
種
類
、
転
換 

期
間
の
決
定)

、⑹

難
症
ま
た
は
病
名
不
詳
の
患
者
の
治
療
の
適
正
の
監
査
、
(d)
他
の
医
療
機
関
で
診
察
ま
た
は
特
別
治
療
を
受
け
る 

必
要
性
の
決
定
、⑹

労
働
能
力
喪
失
の
程
度
決
定
の
た
め
、

患

者

の

労

働

能

力

審

査

会

(
В
Т
З
К
)  

へ
の
派
遣
、

(f)
治
療
お
よ
ぴ
疾
病 

証
明
書
発
行
に
関
す
る
異
議
の
申
立
の
審
査
、⑻

労
働
能
力
の
診
断
、
治
療
、
監
査
の
見
地
か
ら
、
医
師
ま
た
は
保
健
機
関
の
科
学
実 

験
の
対
象
た
る
べ
き
難
病
の
患
者
を
、
当
該
医
療
機
関
の
研
究
会
議
の
審
議
に
付
す
る
た
め
の
選
定
。

患
者
は
、
主

治

医

、

各

科

部 

長
、
医
長
ま
た
は
そ
の
医
療
部
門
の
代
理
、
労
働
組
合
の
保
険
医
に
よ
っ
て
、
医
療
協
議
委
員
会
に
差
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

る
。国

家
社
会
保
障
の
基
本
的
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
要
員
を
生
産
に
保
持
し
、
身
体
障
害
者
の
物
質
的
改
善
を
目
的
と
す
る
、
 

身
付
障
害
者
の
就
職
斡
旋
を
重
視
し
、

ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保
健
人
民
委
員
部
は
四
一
年
六
月
五
日
付
で
、
「
身
体
障
害
者
の
就
職
斡 

旋
に
関
す
る
」
訓
令
を
発
し
だ
。

こ
こ
に
は
、
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
は
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
り
、
国
営
、
協
同
組
合
お
よ
び
公 

共
の
企
業
お
よ
び
施
設
で
、
容
易
な
仕
事
に
就
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
身

体

障

害

者(

盲
人
、
轉
啞
者
を
ふ
く
む)

で 

あ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
社
会
相
互
扶
助
金
庫
理
事
会
に
よ
り
、
区
社
会
保
障
部
の
協
力
の
も
と
に
就
職
が
斡
旋
さ
れ
る 

と
書
か
れ
て
い
る
。
就
職
斡
旋
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

労

働

能

力

審

査

会
(
в
т
а
к
)

の
当
該
決
定
の
あ
る
場
合
、

社
会
保
障
機
関
は 

一
六
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
に
就
職
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
就
職
斡
旋
の
対
象
者
は
、⑻

社
会
保
障
機
関
お
よ
び
そ
の
ほ 

か
の
国
家
機
関
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
障
害
年
金
受
給
者
、⑹

老
齢
年
金
、
永
年
勤
続
年
金
の
受
給
者
、
個
人
年
金
、

ア
カ
デ
ミ
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1

年
金
受
給
者
お
よ
び
労
働
英
雄
年
金
受
給
者
、⑹

年
金
を
受
け
て
い
な
い
労
働•

戦

争
•

軍
務
の
身
体
障
害
者
、
子
供
の
時
か
ら
の 

身
体
障
害
者
、
偶
発
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
身
体
障
害
者
、
(d)
盲
人
、
聲
啞
者
、⑹

労
働
者
、
職
員
お
よ
び

(а)
、⑹

、⑹

、
(d)
で
示
し
た 

者
で
あ
る
扶
養
者
を
喪
失
し
た
家
族
で
、

こ
れ
ら
の
家
族
が
、
労
働
不
能
で
あ
る
か
、

ニ
ハ
歳
未
満
の
未
成
年
を
扶
養
し
て
い
る
場 

合
、⑴

身
体
障
害
と
確
定
さ
れ
な
い
が
、

労

働

能

力

審

査

会(
В
Т
З
К
)

の
結
論
で
、
そ
の
労
働
能
力
が
、

明
白
な
病
状
あ
る
い
は
明 

白
な
障
害
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
。
な
お
、
区
お
よ
び
市
の
社
会
保
障
部
は
、
当
該
区
の
企
業
お
よ
び
施
設
に
つ
い
て 

身
体
障
害
者
就
職
斡
旋
年
度
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、

こ
の
計
画
は
、
区
(

市)

勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委 

員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
。

関
連
す
る
分
野
と
し
て
、
補

装

具•

整
形
手
術
企
業
の
発
展
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
共
和
国
で
は
、

四
〇
年
に
す
で
に
三
八
の
こ
の
よ
う 

な
企
業
が
働
い
て
い
た
。

ま
た
、

二
六
年
か
ら
四
一
年
ま
で
に
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
の
ホ
ー
ム
で
国
家
保
障
を
受
け
て
い
る
者
の
数
は
、

ほ
ぼ
三
倍
に
増
え 

た
。こ

の
ほ
か
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、
協
同
組
合
化
さ
れ
た
、
家
内
工
業
者
と
手
工
業
者
に
別
個
の
社
会
保
険
制
度
が
形 

成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
協
同
組
合
資
金
で
実
施
さ
れ
、
す
べ
て
の
保
険
機
能
を
、
そ
の
制
度
の
な
か
で
行
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
は
、
社
会
保
障
の
各
分
野
の
制
度
的
な
整
備
が
着
実
に
す
す
め
ら
れ
た
。

国
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
た
め
の
支
出
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
〇
年
に
お
け
る
工
業 

総
生
産
は
、

ニ
ー
一
年
に
比
べ
八•

五
倍
に
も
高
ま
り
、
勤
労
者
の
物
質
的
福
祉
も
向
上
し
た
。

国
民
所
得
は
、

三
八
年
の
一
、
〇
五
〇

(
20)

億

片

—
ブ
ル
か
ら
四
〇
年
に
は
一
、

二
八
〇
億
ル
ー
ブ
严
に
増
加
し
た
。
社
会
保
障
の
水
準
も
高
ま
っ
た
。
社
会
保
険
費
、
多
子
の
母 

親
へ
の
手
当
そ
の
ほ
か
の
支
出
が
増
大
し
、
年
金
受
給
者
は
、

四
一
年
に
す
で
に
、

四
〇
〇
万
人
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
保
健
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に
た
い
す
る
国
家
予
算
額
も
、

三
三
年
に
ニ
億
五
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、

三
八
年
九
億
四
、
〇
〇
〇
片1

ブ
ル
、

四
一
年
に
は
ー
ー
億 

九
、
六
〇
〇
ル
ー
ブ
片
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

そ
し
て
、

四
〇
年
に
は
病
院
数
は
四
七
万
二
、
〇

〇

〇
(

一
三
年
五
万
三
、

〇

〇 

〇)

、
医
師
の
数
は
一
五
万
五
、
〇

〇

〇
(

同
二
万
ハ
、
〇
〇
〇)

人
、
入
口 

一
万
人
当
り
七•

九
(

同
一 
•

八)

人
、
ベ
ッ
ド
数
は
七 

九
万
一
、
〇

〇

〇
(

同
二
〇
万
一
、
〇
〇
〇)

床
、
人
口 

一

万
人
当
り
四
〇(

同
ニ
ー
ー)

床
と
い
う
水
準
に
達
し
て
い
る
。 

同
時
に
、

こ
の
時
期
に
は
、
国
の
工
業
力
の
急
テ
ン
ポ
の
増
強
と
国
防
カ
の
強
化
の
た
め
、
労
働
規
律
の
厳
守
、
労
働
力
流
動
防
止 

を
め
ざ
す
政
策
が
き
び
し
く
遂
行
さ
れ
、
多
く
の
社
会
保
障
制
度
が
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
改
編
さ
れ
た
。

ま
た
、
財
政
的
に
支
出
を 

必
要
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
部
分
に
は
着
実
に
そ
れ
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
面
、
節
約
で
き
る
部
分
は
節
約
す
る
と
い
う
政 

策
も
実
施
さ
れ
た
。

注

エ

ム•

ペ
•

キ

ム

編

「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
「
プ
ロ
グ
レ
ス
」
出
版
所
、

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
版
、

四
九
四
頁
。

С
П

 

С
С
С
Р

 

1
93
9
r

・
 

N
o
・

ー

・
 

с
т
・
ー •

全
ソ

労

働

組

合

中

央

評

議

会

編

「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、
尾
形
昭
二
訳
編
、
理
論
社
、

一
九
五
三
年
、

四
ハ
頁
。

前
掲
書
、

四
九
頁
。

S
C
O
 
月 н

а
л
ь
н
о
е

 

с
т
р
а
х
о
в
а
н
и
е

 

в

 

C
C
C
P
J

 

Д
О
И
У
Е
・

 
в

 

к
а
ч
е
с
т
в
е

 

y
qe
6・

 

п
о
с
о
б
м
н

 

д
л
н

 

с
т
у
д
е
н
т
о
в

 

в
ы
с
ш
и
х

 

ш
к
о
л

 

11р
о
&

>чв
н
а
с
е
н
0
н
・

 

н
р
о
е
и
з
д
а
т
-  

М
о
с
к
в
а
-  

1973・

 

с
т
р
・
6
3
・

(5) 

前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、
八
三
頁
。

【
6
)
 

р
е
ш
е
н
и
е

 

п
а
р
т
и
и

 

и

 

п
р
а
в
и
т
е
л
ь
с
т
в
а
,  

п
о

 

х
о
з
н
м
с
т
в
с
н
н
и
м

 
в
о
п
р
о
с
а
м

 

(191711960)"  

H
O
J
I
0
T
0
4
e
c
K
O

ts»HK
Te

pa
Tv

pa
"

 

М
о
с

 к  =
а
"

1
9
6
7 • 

с  
ご)・

6
6
5
・

(7) 

前
掲
、
「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、

四
五
ー
ー
頁
。

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑵

、
大
月
書
店
、
七
三
二
頁
。

②①

182



第6章 社会主義建設の完成強化の時期

(8) 
前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、

一
四
ハ
頁
。

(9) 

前
掲
書
、

一
〇
ハ
頁
。

(
10) 
前
掲
書
、

ニ

ニ

頁

。

U
)

前
掲
書
、

ハ
ハ
頁
。

(
12) 
前
掲
、
「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、

四
九
六
頁
。

(
13) 

С
П

 

С
С
С
Р

 

1
9
4
0
7

 

N
o
・

1
9

 
ゝ
 

с
т
・  4

6
5

•

■
■
с
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п
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1
9
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・

 

с
т
р
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s
o
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(
14) 

С
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С
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с
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前
掲
、
占

о
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е
т
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(
15) 
前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、
五
一
頁
。

16)

前
掲
書
、

一
〇
六
頁
。
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с
т
р
・
462・

 

前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、

一
五
六
頁
。

(
18) 

=
С
О
П
;
ш
1
л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
п
е
ч
е
н
и
е」

No・
4

 
ヽ
 

а
л
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9
7
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• 

с
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(
19) 
前
掲\

・
.
с
о
в
е
т
с
к
о
е

 

п
е
н
с
и
о
н
н
о
е

 

И
р
л
в
о

.гс
т
р
・

 8
6
・

⑳

 

前
掲
、
「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、

五
〇
〇
頁
。

(
21) 
Н

・Е
•

ジ

ゲ

リ

ス

ト

「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
社
会
と
医
学
」
、
津
田
安
訳
、
創
元
社
、

一
九
五
一
ー
年
、
六
ハ
頁
。

(
22) 
ユ•

リ
シ
ツ
イ
ン
、

カ
•

パ

テ

ィ

ギ

ソ

ン

「
ソ
連
の
保
健
と
社
会
保
障
」
、
石
島
ユ
タ
カ
訳
、

ナ
ウ
カ
社
、
ハ
三
頁
。
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第

七

章 

第

二

次

大

戦
(

大

祖

国

戦

争
)

・

期(

一
九
四
一
年
六
月
—

四
五
年
ハ
月) 

ー
九
四
一
年
六
月
一
ー
二
日
、

フ
ァ
シ
ス
ト•

ド
イ
ツ
は
、

ソ
連
領
上
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。

こ
の
攻
撃
は
、

ソ
連
国
民
の
平
和
的 

な
社
会
主
義
建
設
を
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

大
祖
国
戦
争
の
時
期
が
始
ま
っ
た
。

六
月
ニ
ニ
日
、

ソ
連
政
府
は
、

ド
イ
ツ
侵
略
軍
に
た
い
す
る
祖
国
戦
争
を
国
民
に
呼
び
か
け
た
が
、
同
日
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会 

法
令
に
よ
っ
て
、
兵
役
義
務
者
の
動
員
が
布
告
さ
れ
、

ソ
連
の
ヨ
ー 

ロ
ッ
パ
地
域
に
戒
厳
令
が
実
施
さ
れ
た
。
共
産
党
は
ヽ
「
す

べ

て 

を
戦
線
の
た
め
に
、
す
べ
て
を
勝
利
の
た
め
に
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。

戦
争
に
突
入
す
る
と
同
時
に
、
社
会
保
障
は
敵
の
最
短
期
の
粉
砕
と
銃
後
の
勤
労
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
必
要
に
従
属
さ
れ
た
。 

そ
の
た
め
戦
時
の
困
難
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
へ
の
保
障
は
改
善
さ
れ
続
け
た
。
政
府
は
、
年
金
を 

稼
得
賃
金
と
関
係
な
く
定
め
、
就
労
す
る
年
金
受
給
者
へ
の
年
金
額
を
引
上
げ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
祖
国
の
た
め
に
労
働
し
た
い
と
希 

望
す
る
数
千
名
の
年
金
受
給
者
を
企
業
に
復
帰
さ
せ
た
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
祖
国
戦
争
の
全
期
間
、
お
よ
び
戦
後
の
一
定
期
間
の
な
か
で
、
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
主
要 

任
務!
!

敵
に
た
い
す
る
軍
事
的
勝
利!
!

を
直
接
的
に
担
当
し
た
人
び
と
の
保
障
と
い
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、

四
一
年
六
月
二
六
日
に
、
「
戦
時
に
お
け
る
兵
卒
お
よ
び
下
級
幹
部
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
手
当
の
裁 

定
と
支
給
手
続
に
関
す
る
」
指
令
を
採
択
し
た
。

祖
国
戦
争
に
よ
る
身
体
障
害
者
に
は
、
勤
務
期
間
と
関
係
な
く 

一
時
的
労
働
不
能
手
当
を
最
高
額
に
定
め
た
。

ま
た
、
戦
時
期
に
ソ 

連
人
民
委
員
会
議
は
、
戦

線

の

サ
ー
ビ
ス
と
結
び
つ
き
、
軍
勤
務
員
と
同
じ
よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
若
干
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
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労
働
者
、
職

員
(

た
と
え
ば
、
軍
事
行
動
の
地
帯
で
働
く
海
上
艦
隊
の
従
業
員
、
戦
線
付
近
の
地
域
の
鉄
道
従
業
員
な
ど)

に
、
軍
勤 

務
員
に
よ
り
高
く
定
め
ら
れ
て
い
た
年
金
保
障
な
ど
の
社
会
保
障
立
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
決
議
を
何
回
か
採
択
し
て
い 

る
。祖

国
戦
争
に
よ
る
身
体
障
害
者
の
日
常
生
活
上
と
労
働
の
世
話
に
つ
い
て
も
戦
時
に
多
く
の
仕
事
が
行
わ
れ
た
。
戦
争
に
よ
る
身
体 

障
害
者
の
就
職
斡
旋
と
日
常
生
活
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
法
律
が
、

四
二
年
、

四
三
年
、

四
四
年
と
三
回
に
わ
た
っ
て
発
布 

さ
れ
た
。
社
会
保
険
基
金
に
よ
っ
て
軍
勤
務
員
の
家
族
の
援
護
も
行
わ
れ
た
。

社
会
保
険
資
金
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、
保
障
の
水
準
を
多
く
の
場
合
に
は
維
持
し
、
そ
し
て
高
め
た
。 

身
体
障
害
者
協
同
組
合
ア
ル
テ
リ
の
保
障
が
発
展
し
、
ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
相
互
扶
助
金
庫
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。 

以
下
、
戦
時
期
の
社
会
保
障
の
動
向
を
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

四
二
年
に
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、

五

月

六

日

付

「
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
に
関
す
る
」
決
議
を
発
布
し
た
。

こ
の 

決
議
は
、
ま
ず
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
社
会
保
障
人
民
委
員
に
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
お
よ
び
新
し
い
職
業
の
た
め
の 

訓
練
、
そ
れ
と
、
彼
ら
の
う
ち
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
を
必
要
と
す
る
者
の
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
に
た
い
す
る
個
人
的
責
任
を
負
わ
せ
た
。 

さ
ら
に
、
連
邦
構
成
共
和
国
お
よ
び
自
治
共
和
国
の
人
民
委
員
会
議
、
州
お
よ
び
区
の
勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
つ
ぎ 

の
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、⑻

企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
指
導
者
に
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
っ
て
指
向
け
ら
れ
た
祖
国 

戦
争
身
体
障
害
者
に
た
い
し
、
個
人
的
な
扱
い
方
で
、
適
当
な
仕
事
を
、
最
短
期
に
、
遅
滞
な
く
提
供
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
こ
と
、
 

⑹

経
営
機
関
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
機
関
の
指
導
者
に
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
へ
、
住
宅
の
最
優
先
の
提
供
を
保
障
し
て
、
す
べ
て
の
必 

要
な
生
産
お
よ
び
日
常
生
活
上
の
諸
条
件
を
つ
く
る
こ
と
に
た
い
す
る
個
人
的
責
任
を
負
わ
せ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
連 

邦
構
成
共
和
国
の
社
会
保
障
人
民
委
員
に
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て
、
従
来
の
専
門
の
仕
事
を
で
き
な
い
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
た
い
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し
新
し
い
専
門
の
訓
練
を
組
織
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た
。

政
府
は
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
、
す
べ
て
の
国
家
の
施
設
と
組
織
で
労
働
に
就
く
特
権
を
与
え
た
。

こ
の
年
に
は
ま
た
、
彼
ら 

に
特
別
な
ホ
ー
ム
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
が
創
設
さ
れ
、

こ
れ
は
後
に
、
寄
宿
舎
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。

戦
時
下
に
お
け
る
国
民
経
済
分
野
で
の
労
働
力
不
足
の
問
題
と
関
連
し
、

四
一 
ー
年
八
月
に
ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、

二
八
日
付
法
令 

に
よ
り
、
社
会
保
障
機
関
に
た
い
し
、
「
第
三
等
級
に
属
す
る
す
べ
て
の
障
害
年
金
受
給
者
」

に
三
カ
月
以
内
に
仕
事
に
従
事
す
る
命

(5)

令
を
だ
す
よ
う
に
指
令
し
た
。

こ
の
場
合
、
企
業
お
よ
び
公
共
事
業
の
管
理
機
関
に
は
、
身
体
障
害
者
に
仕
事
を
与
え
る
場
合
に
は
、 

「
労

働

能

力

審

査

会(
В
Т
З
К
)

の
勧
告
」
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
、

超
過
勤
務
を
強
要
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。 

ま
た
、
新
し
い
仕
事
に
就
く
障
害
年
金
受
給
者
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
稼
得
賃
金
を
得
て
も
、
そ
れ
に
関
係
な
く
障
害
年
金
を
継
続
的
に 

受
給
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
政
策
に
よ
り
、
多
く
の
年
金
生
活
者
が
企
業
に
復
帰
し
た
。

四
一
ー
年
の
中
ご
ろ
に
は
、

ソ
連
は
国
民
経
済
の
戦
時
経
済
へ
の
改
組
を
完
了
し
、
年
末
に
は
そ
れ
が
整
備
さ
れ
、
急
速
に
成
長
す
る 

戦
時
経
済
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
戦
局
で
は
、

四
二
年
末
か
ら
赤
軍
は
、
攻
勢
に
移
り
、

四
三
年
二
月
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ 

1

ド
会
戦
で
勝
利
す
る
な
ど
、
根
本
的
転
換
が
生
じ
た
。

四
三
年
に
全
連
邦
社
会
主
義
競
争
は
、
さ
ら
に
大
規
模
に
な
り
、
労
働
意
欲
の
高
揚
が
全
労
働
者
階
級
に
拡
が
っ
た
。
多
く
の
労
働 

者

、
職
員
が
軍
隊
に
召
集
さ
れ
労
働
力
が
不
足
す
る
な
か
で
、
新
し
い
就
業
規
則
を
実
施
し
、
新
し
い
労
働
者
を
大
量
に
採
用
し
た
。 

戦
時
に
労
働
者
の
大
部
分
を
占
め
た
の
は
婦
人
と
青
年
で
あ
っ
た
。

四
二
年
末
、

工
業
で
の
婦
人
労
働
者
は
、

五
二％

を

占

め

て

い
 

た
。
労
働
日
は
延
長
さ
れ
、
時
間
外
労
働
義
務
が
実
施
さ
れ
、
年
次
休
暇
と
追
加
休
暇
は
廃
止
さ
れ
た
。
銃
後
と
戦
線
で
の
根
本
的
な 

転
換
は
、
国
の
総
力
を
集
中
し
た
結
果
、
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

国
民
は
、
敵
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
き
び
し
い
窮
乏
に
耐
え
し
の 

ん
だ
。

国
民
所
得
の
三
分
の
一
近
く
が
戦
争
に
向
け
ら
れ
、
必
需
品
の
販
売
は
三
分
の
一
に
減
少
し
た
。

四
二
年
秋
か
ら
四
三
年
の
時
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期
は
、
戦
費
が
戦
時
を
通
じ
て
最
大
で
あ
っ
た
。

四
三
年
に
は
、
ま
ず
、

一
月
五
日
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
お
よ
び
ソ
連
保
健
人
民
委
員
部
「
結
核 

病
を
も
つ
労
働
者
、
職
員
の
就
職
斡
旋
に
関
す
る
」
訓
令
を
承
認
し
た
。

こ
の
訓
令
は
、
軽
い
活
動
性
結
核
の
者
、
人н

気
胸
治
療
の 

者
お
よ
び
一
般
的
な
中
毒
現
象
を
と
も
な
う
周
期
的
な
病
気
昂
進
を
も
つ
者
に
適
用
さ
れ
た
。

こ
の
訓
令
に
よ
っ
て
、
結
核
病
を
も
つ 

労
働
者
、
職Д

の
労
働
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、⑴

結
核
病
の
労
働
者
、
職
員
は
、
有
害
な
蒸
気
、

ガ
ス
ま
た
は 

多
量
の
ほ
こ
り
の
発
生
す
る
労
働
、
あ
る
い
は
高
度
の
湿
度
ま
た
は
高
熱
を
受
け
る
労
働
に
就
け
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
条
件 

д
и
с
п
а
н
с
е
р

で
働
く
こ
れ
ら
の
労
働
者
、
職
員
は
、
結
核
病
公
衆
保
健
指
導
所
の
医
療
協
議
委
員
会
の
結
論
に
し
た
が
い
、
企
業
の
管
理
機
関
に
よ 

っ
て
、
前
記
の
害
を
と
も
な
わ
な
い
他
の
労
働
に
移
さ
れ
る
。
結
核
病
の
労
働
者
、
職
員
の
就
職
斡
旋
の
問
題
を
解
決
す
る
場
合
、
医 

н
о

л
в

к
л

н
н

в
к

а
 

з
д

р
а

в
п

у
н

к
т

 

療
協
議
委
員
会
は
、
外
来
患
者
総
合
病
院
あ
る
い
は
、
該
当
者
が
働
い
て
い
る
企
業
の
保
健
所
の
医
師
を
協
議
の
た
め
参
加
さ
せ
る
。 

⑵

人
工
気
胸
を
受
け
た
後
、
ま
た
は
最
近
病
状
が
昂
進
し
た
経
験
を
も
つ
労
働
者
、
職
員
は
、
企
業
の
管
理
機
関
に
よ
っ
て
、
従
来
の 

職
種
の
軽
い
労
働
、
ま
た
は
他
の
軽
い
労
働
に
移
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
賃
金
が
低
下
し
た
と
き
は
、
そ
の
差
額
は
、

ニ
カ
月
間
、
国 

家
社
会
保
険
資
金
か
ら
補
給
さ
れ
る
。⑶

結
核
病
の
労
働
者
、
職
員
は
、
結
核
病
公
衆
保
健
指
導
所
の
医
療
協
議
委
員
会
の
結
論
に
よ 

り
、
企
業
の
管
理
機
関
に
よ
っ
て
、
夜
間
交
替
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
昼
間
交
替
労
働
、
可
能
な
ら
朝
交
替
労
働
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。⑷

活
動
性
の
結
核
患
者
は
、
時
間
外
労
働
を
許
さ
れ
な
い
。⑹

他
の
労
働
に
移
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
当
該
企
業
で
こ 

の
労
働
に
移
さ
れ
な
い
労
働
者
、
職
員
は
、

社
会
保
障
機
関
付
属
の
労

働
能
力
審
査
会(

В
Т
Э
К
)

に
よ
っ
て
、

技
能
転
換
講
習
に
派 

遣
さ
れ
る
。⑺

技
能
転
換
期
間
、
た
だ
し
三
カ
月
以
内
は
、
労
働
者
、
職
員
に
は
、
平
均
稼
得
賃
金
の
五
〇％

、
た
だ
し
月
額
三
〇
〇 

ル
ー
ブ
ル
以
下
の
手
当
が
国
家
社
会
保
険
資
金
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
。⑻

工
場
委
員
会
付
属
社
会
保
険
評
議
会
は
、
結
核
病
公
衆
保 

健
指
導
所
の
結
論
に
よ
り
、
結
核
病
を
も
ち
、
働
き
続
け
て
い
る
労
働
者
、
職
員
を
治
療
食
お
よ
び
夜
間
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
派
遣
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

っ
づ
い
て
、

一
月
二
〇
日
に
は
、

二
つ
の
決
議
が
公
布
さ
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
、

一
月
ニ
〇
日
付
「
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
業 

(9)

措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
企
業
ま
た
は
施
設
で
働
く
祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
一
時
的 

労
働
不
能
手
当
を
、
継
続
勤
務
期
間
と
関
係
な
く
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
一
月
二
〇
日
付
の
「
祖
国
戦
争
身 

体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
議
で
あ
る
。

こ
の
決
議
の
主
な
内
容
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て 

い
る
。⑴

連
邦
構
成
共
和
国
の
社
会
保
障
人
民
委
員
部
に
た
い
し
、
就
労
し
て
い
な
い
第
三
等
級
の
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
、
労
働 

能
力
審
査
会 

(
В
Т
Э
К
)  

の
結
論
を
考
慮
し
、
居
住
地
の
企
業
ま
た
は
施
設
で
仕
事
を
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
。⑷

企
業
ま
た
は
施
設 

で
働
く
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
は
、
時
間
外
労
働
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。⑸

企
業
ま
た
は
施
設
で
働
く
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者 

に
た
い
し
、
継
続
勤
務
期
間
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。⑺

連
邦
構
成
共
和
国
の
社
会
保
障
人 

民
委
員
部
に
た
い
し
、
第
一
等
級
お
よ
ぴ
第
二
等
級
の
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
新
し
い
職
業
を
教
え
る
義
務
を
負
わ
せ
る
。
幹
部
要 

員
養
成
講
座
の
あ
る
官
庁
に
た
い
し
、
第
三
等
級
の
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
を
、
労

働

能

力

審

査

会(
В
Т
9
К
)

の
結
論
に
し
た
が
い
、 

教
育
の
た
め
採
用
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

亠
ハ
月
一
七
日
に
は
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
の
決
議
で
、
「
兵
卒
級
お
よ
び
下
級
幹
部
の
家
族
へ
の
年
金
と
手
当
の
裁
定
お
よ
び
支
給 

手
続
に
関
す
る
」
訓
令
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
訓
令
は
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
軍
勤
務
員
家
族
に
た
い
し
て
、
国
家
社
会
保
険
立
法 

で
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
と
規
準
に
よ
る
分
娩
手
当
と
埋
葬
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
含
ん
で
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
戦
争
の
時
期
に
、
整
形
手
術
と
補
装
具
研
究
病
院
は
、

モ
ス
ク
ワ
補
装
具
科
学•

研
究
所
に
改
組
さ
れ
た
。

こ
れ
に
 ヽ

手
足
の
多
数
の
切
断
損
傷
を
も
っ
た
負
傷
者
の
複
雑
な
補
装
具
取
付
を
行
っ
た
後
送
病
院
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

そ

し

て

、

四

三

年 

に
、

マ
ル
ク
ス
名
称
モ
ス
ク
ワ
補
装
具
工
場
、
お
よ
び
補
装
具
取
付
研
究
所
で
、
試

験
•

実
験
的
製
作
所
が
開
設
さ
れ
、
補
装
具
の
新
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し
い
組
立
と
現
存
の
も
の
の
改
良
の
た
め
、
中
央
補
装
具
取
付
組
立
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
創
設
さ
れ
た
。 

四
三
年
に
ソ
連
は
、

ド
イ
ツ
軍
に
壊
減
的
な
打
撃
を
加
え
た
が
、

四
四
年
に
は
戦
争
の
終
結
期
に
は
い
っ
た
。 

祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
に
つ
い
て
の
三
つ
目
の
法
令
が
、

四
四
年
の
四
月
に
で
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

四
月
一
ー
日
付 

「
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
手
続
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保
障
人
民
委
員
部
訓
令
で
あ
る
。

ソ
連
人
民
委
員
会
議 

は
、
社
会
保
障
機
関
の
指
導
者
に
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
に
た
い
し
、
個
人
的
責
任
を
負
わ
せ
、
同
時
に
人
民
委
員
会 

議
は
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
指
導
者
に
最
短
期
に
、
遅
滞
な
く
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
っ
て
指
向
け
ら
れ
た
祖
国
戦
争
身
体
障 

害
者
に
適
当
な
仕
事
を
提
供
し
、
必
要
な
生
産
お
よ
び
日
常
生
活
上
の
諸
条
件
を
つ
く
る
よ
う
義
務
づ
け
た
。

こ
れ
と
の
関
連
で
、
祖 

国
戦
争
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
の
仕
事
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
社

会

保

障

部

従

業

員

の

義

務

と

し
て

、

区 

(

市)

社
会
保
障
部
で
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
業
務
で
の
社
会
保
障
部
の
組
織 

的
役
割
が
著
し
く
増
大
し
た
。

こ
の
よ
う
な
判
断
の
上
に
た
っ
て
、

四
月
一
ー
日
付
訓
令
は
、
ほ
ぼ.
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
定
め
て
い 

る
。⑴

区
—
市
社
会
保
障
部
は
、
自
分
の
区
—

市
の
企
業
、
施
設
、
組
織
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
直
接
的
な
関
係
を
設 

け
、
そ
こ
か
ら
の
必
要
な
労
働
力
の
申
請
を
受
け
、
…
…
企
業
、
施
設
、
組
織
、

コ
片
ホ
ー
ズ
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
よ
っ
て
祖
国
戦 

争
身
体
障
害
者
に
提
供
さ
れ
る
労
働
の
性
質
、
条
件
を
現
場
で
よ
く
知
る
。⑶

祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
を

考
慮
に
い
れ

る
場
合
、

区 

(

市)

社
会
保
障
部
長
は
、
当
人
を
個
人
的
に
受
け
、
区
(

市)

社
会
保
障
部
の
管
理
下
に
あ
る
、
労
働
の
性
質
と
欠
員
の
職
務
を
よ 

く
知
り
、
そ
の
者
に
も
っ
と
も
適
す
る
仕
事
を
勧
め
る
。⑷

仕
事
を
勧
め
る
場
合
、
社
会
保
障
部
長
は
、а

、
身
体
障
害
者
が
赤
軍
に 

召
集
さ
れ
る
ま
で
働
い
て
い
た
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
に
そ
の
者
を
就
職
斡
旋
す
る
必
要
性
、b

、
身
体
障
害
者
の
以
前
の
専
門
、 

あ
る
い
は
そ
れ
と
隣
接
し
た
専
門
へ
の
そ
の
者
の
利
用
の
望
ま
し
い
こ
と
、C

、
身
体
障
害
の
性
質
と
等
級
、
お
よ
び
勧
め
ら
れ
る
職 

種

に

つ

い
て

の
労

働

能

力

審

査

会(
B
T
9
K
)

の
結
論
、d

、
国
民
経
済
の
最
重
要
部
門
に
労
働
力
を
派
遣
す
る
緊
急
性
、e

、
身
体
障

189



第2部 十月革命以後における社会保障の形成•発達

害
者
の
住
所
と
個
人
的
な
希
望
を
考
慮
す
る
。
な
お
、
注
記
で
、
身
体
障
害
者
に
は
、
専
門
と
労
働
場
所
を
選
択
す
る
無
条
件
の
権
利 

が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、⑺

身
体
障
害
者
の
就
職
斡
旋
に
関
す
る
通
知
を
受
け
た
後
、

一
〇
— 

一
五
日
期
間
に
、
区
(

市) 

社
会
保
障
部
は
、
仕

事
で

の

そ

の

者

の

利

用

の

適

正(

専
門
、
身
体
障
害
の
性
質
お
よ
び
身
体
障
害
者
の
希
望
に
応
じ
た)

を
点
検
す 

る
。
仕
事
で
の
正
し
く
な
い
利
用
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
区
(

市)

社
会
保
障
部
長
は
、
企
業
あ
る
い
は
施
設
の
指
導
者
、
そ
し
て 

労

働

組

合

組

織(

必
要
な
場
合
に
は
当
該
執
行
委
員
会)

に
、
労

働

能

力

審

査

会(
В
Т
9
К
)

の
結
論
、
専
門
お
よ
び
そ
の
者
の
希
望
に 

応
じ
た
仕
事
を
そ
の
者
に
与
え
る
問
題
を
提
起
す
る
。
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
を
仕
事
に
採
用
す
る
こ
と
を
根
拠
な
く
拒
否
し
た
場
合 

に
は
、
区
(

市)

社
会
保
障
部
長
は
、
施
設
、
企
業
あ
る
い
は
組
織
の
指
導
者
の
責
任
を
問
う
た
め
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
事
局
の 

機
関
に
直
ち
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
手
続
に
つ
い
て
い
く
つ
か
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
祖
国
戦
争
身
体
障 

害
者
の
就
職
斡
旋
を
、
国
が
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
が
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
。

労
働
組
合
も
当
然
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
の
活
動
を
重
視
し
た
。

た
と
え
ば
、

四
四
年
の
七
月
に
も
全
ソ
労
働
組
合
中 

央
評
議
会
は
、
七

月

ハ

日

付

「
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
へ
の
就
職
斡
旋
お
よ
び
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
労
働
組
合
の
仕
事
の 

改
善
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
て
い
る
。

こ
の
決
定
の
主
な
内
容
を
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、⑴

労
働 

組
合
の
中
央
、
州
、

工

場•

現
地
委
員
会
に
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
就
職
斡
旋
、
生
産
教
育
、
物

質

的•

日
常
生
活
上 

の
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
け
る
諸
欠
陥
を
除
去
す
る
義
務
を
負
わ
せ
、
企
業
で
働
く
す
べ
て
の
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
の
登
録
を
保
障 

し
、
身
体
障
害
者
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
新
し
い
職
務
と
職
種
を
現
わ
し
、
労

働

能

力

審

査

会(
В
Т
9
К
)

の
結
論
に
お
う
じ
た
、
各
身
体 

障
害
者
の
生
産
で
の
利
用
の
適
正
を
厳
し
く
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。⑵

工
場
お
よ
び
現
地
委
員
会
に
た
い
し
、
身
体
障
害
者
の 

労
働
場
所
の
設
置
、
彼
ら
に
必
要
な
仕
事
で
の
便
宜
の
創
出
、

お
よ
び
彼
ら
へ
の
工
作
機
械
、

工
具
と
そ
の
他
の
設
備
の
適
応
に
つ
い 

て
常
時
、
配
慮
す
る
よ
う
提
案
す
る
。
労
働
組
合
組
織
は
常
時
、
身
体
障
害
者
の
生
産
条
件
に
関
心
を
も
ち
、
企
業
の

技

師•

技
術
職
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員
そ
れ
と
幹
部
労
働
者
を
、
身
体
障
害
者
の
労
働
条
件
の
軽
減
を
目
ざ
す
合
理
化
措
置
の
実
施
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。⑸
 

工
場
委
員
会
の
特
別
な
注
意
を
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
全
面
的
改
善
の
必
要
性
に
向
け
る
こ
と
。

こ
の
目
的 

の
た
め
、
企
業
の
社
会
保
険
評
議
会
お
よ
び
社
会
保
険
委
員
会
、

そ
れ
と
保
険
代
表
に
た
い
し
、
祖

国

戦

争

身

体

障

害

者

に

、

第
一 

に
、
治
療
と
補
装
具
の
援
助
を
与
え
、
病
気
の
身
体
障
害
者
を
地
域
の
総
合
病
院
と
保
健
所
に
優
先
的
に
受
入
れ
、

必
要
な
医
薬
を
彼 

ら
に
調
達
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
技
能
の
向
上
、
文
化
的
欲
求
の
充
足
の
た
め
の
諸 

援
助
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

子
供
と
母
親
、
家
庭
の
強
化
に
つ
い
て
の
配
慮
は
、

ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

母
親
と
幼
児
の
利
益
を
保 

護
し
な
が
ら
、
国
は
、
妊
婦
と
、
子
供
を
扶
養
し
養
育
し
て
い
る
母
親
に
多
く
の
物
質
的
援
助
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
多
人
数
家 

族
に
と
っ
て
、
よ
り
著
し
い
物
質
的
困
難
が
あ
る
戦
時
と
戦
後
に
、
国
の
援
助
の
措
置
を
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

こ
の 

よ
う
な
状
況
の
も
と
で
妊
婦
、
多
子
の
母
親
と
独
身
の
母
親
へ
の
物
質
的
援
助
を
増
大
し
、
子
だ
く
さ
ん
を
奨
励
し
、
母
性
と
幼
時
の 

保
護
を
強
化
す
る
目
的
で
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、

四

四

年

七

月

ハ

日

付

「
妊
婦
、
多
子
お
よ
び
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
援
助
の 

増
大
、
母
性
と
幼
時
の
保
護
の
強
化
に
関
す
る
、
名

誉

称

号

『
英
雄
的
母
』

の
制
定
、

お

よ

び

勲

章

『
母
親
の
栄
誉
』

と

メ

ダ

ル

『
母 

性
の
メ
ダ
ル
』

の
設
立
に
関
す
る
」
指
令
を
公
布
し
た
。

こ
の
指
令
は
、
「I

、
多
子
と
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
援
助
の
増
大
に
関
し 

て
」
、
「Г

、
妊
婦
、
母
親
に
た
い
す
る
特
典
の
増
大
に
関
し
て
、
お
よ
び
母
性
と
幼
児
の
保
護
施
設
網
の
拡
大
措
置
に
関
し
て
」
、
「
皿
、
 

メ

ダ

ル

『
母
性
の
メ
ダ
ル
』

と

勲

章

『
母
親
の
栄
誉
』

の
設
立
に
関
し
て
、
お

よ

び

名

誉

称

号

『
英
雄
的
母
』

の
制
定
に
関
し
て
」.
の 

三

つ

を

決

定

し

て

い

る

。

「1

、
」
を
中
心
に
内
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

⑴

六
人
の
子
供
を
有
す
る
多
子
の
母
親
に
た
い
し
、
七
人
目
以
後
、
子
供
が
生
れ
る
毎
に
国
家
手
当
を
支
給
す
る
現
行
手
続
に
代
っ
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第1表 多子の母親への手当 （単位:ルーブノレ）

的
当 

時一
手

每月手当

2子を有する母親に,3人目の子供の出生の場合 400 ——

3 〃 4 〃 1,300 80
4 〃 5 〃 1,700 120
5 〃 6 〃 2,000 140
6 〃 7 〃 2,500 200
7 〃 8 〃 同上 同上

8 〃 9 〃 3,500 250
9 〃 10 〃 同上 同上

1け・を有する母親に,次の各子供の出生の場合 5,000 300

て
、
国
家
手
当
は
、

二
人
の
子
供
を
有
す
る
多
子
の
母
親(

有
夫
と
寡
婦)

に
た
い
し
、
 

三
人
目
以
後
、
子
供
が
生
れ
る
毎
に
支
給
す
る
よ
う
に
定
め
る
。⑵

多
子
の
母
親
へ
の
国 

家
手
当
の
支
給
を
、

つ
ぎ
の
手
続
と

額
で

実
施
す

る(

第1

表)

。
…
…

多
子
の
母
親
へ 

の
毎
月
手
当
は
、
分
娩
の
二
年
目
か
ら
子
供
が
五
歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
る
。

…
… 

多
子
の
国
家
手
当
を
決
定
す
る
場
合
、
祖
国
戦
争
の
戦
線
で
非
業
の
死
を
と
げ
る
、
あ
る 

い
は
消
息
が
絶
え
た
子
供
は
、
考
慮
さ
れ
る
。⑶

独

身

の

母

親(

結
婚
し
て
い
な
い)

へ 

の
国
家
手
当
を
、

こ
の
指
令
の
発
布
後
に
生
れ
た
子
供
の
扶
養
と
養
育
に
た
い
し
、

つ
ぎ 

の
額
で
定
め
る
。

子

供
-

人
の
場
合 

月
額
一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル 

子
供
二
人
の
場
合 

同
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル 

子
供
三
人
以
上
の
場
合 

同
二
〇
〇
ル
ー
ブ
ル 

独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
は
、
子
供
が
一
ニ
歳
に
達
す
る
ま
で
支
払
わ
れ
る
。

三
人 

以
上
の
子
供
を
有
す
る
独
身
の
母
親
に
は
、

こ
の
項
目
で
規
定
し
た
国
家
手
当
は
、

こ
の 

命
令
の⑵

項
に
し
た
が
っ
て
受
け
る
多
子
の
手
当
に
追
加
し
て
支
給
さ
れ
る
。

独
身
の
母 

親
が
結
婚
し
た
場
合
に
も
、

こ
の
項
で
規
定
し
た
手
当
を
受
け
る
権
利
は
、

保

持

さ

れ
 

る
。

…
…⑷

独
身
の
母
親
が
、
生
ま
れ
た
子
供
を
養
育
の
た
め
子
供
施
設
に
入
れ
る
こ
と 

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
子
供
施
設
は
、
全
額
国
家
の
負
担
で
子
供
を
扶
養
と
養
育
の
た 

め
受
入
れ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

子
供
の
母
親
は
、
自
分
で
養
育
す
る
た
め
、
子
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供
施
設
か
ら
、
自
分
の
子
供
を
取
り
戻
す
権
利
を
有
す
る
。

子
供
の
施
設
に
子
供
が
い
る
期
間
に
た
い
し
て
は
、
子
供
に
た
い
す
る
国 

家
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
。⑸

社
会
保
険
お
よ
び
協
同
組
合
ア
ル
テ
リ
相
互
扶
助
金
庫
の
資
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
、
生
れ
た
ば
か
り
の 

嬰
児
に
た
い
す
る
一
時
手
当
の
額
を
、

四
五
ル
ー
ブ
ル
か
ら
ー
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
、
こ
の
額
で
、
新
生
児
に
下
着
一
揃
を
母
親 

が
購
入
で
き
る
よ
う
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
。
な
お
、

こ
の
手
当
の
受
給
に
必
要
な
勤
務
期
間
を
、
従
来
の
四 

カ
月
、

ハ
カ
月
、

一
ニ
カ
月
か
ら
、

一
律
に
三
カ
月
に
短
縮
し
た
。

以

上

が

「I

」

の
主
な
内
容
で
あ
る
。

「
几
」

で
は
、⑹

妊
娠
と
出
産
の
休
暇
期
間
を
六
三
日
か
ら
七
七
日
間
に
増
し
、
産
前
三
五
日
、
産

後

四

二

日(

二
八
日
か
ら)

間 

と
し
、

こ
の
場
合
の
手
当
の
額
は
従
来
通
り
と
し
、
双
児
お
よ
び
異
常
出
産
の
場
合
に
は
産
後
休
暇
を
五
六
日
と
し
た
。

…
…⑺

妊
娠 

四
カ
月
の
妊
婦
は
、
時
間
外
労
働
に
、
乳
児
を
も
つ
女
子
は
、
授
乳
期
間
中
、
夜
間
労
働
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
を
決
定 

し
た
。

「
皿
」

は
、
(12)
第

一

等

級
と

第
二
等
級
メ

ダ
ル
「
母
性
の
メ
ダ
ル
」
を
、

五

人

の

子

供(

第
二
等
級
メ
ダ
ル)

ヽ

六

人

の

子

供
(

第 

一
等
級
メ
ダ
ル)

を
生
み
、
養
育
し
た
母
親
を
褒
賞
す
る
た
め
に
設
立
す
る
こ
と
、
(13)
第
一
等
級
、
第
二
等
級
お
よ
び
第
三
等
級
勲
章 

「
母
親
の
栄
誉
」
を
、
七

人

の

子

供(

第
三
等
級
勲
章)

、

ハ

人

の

子

供(

第
二
等
級
勲
章)

、

九

人

の

子

供(

第
一
等
級
勲
章)

を
生 

み
、
養
育
し
た
母
親
を
褒
賞
す
る
た
め
に
設
立
す
る
と
い
う
こ
と
、⑭

一
〇
人
の
子
供
を
生
み
、
養
育
し
た
母
親
は
・
「
英

雄

的

母

」 

勲
章
と
ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
の
証
書
の
授
与
を
伴
う
名
誉
称
号
「
英
雄
的
母
」
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
指
令
は
、
妊
婦
、
多
子
お
よ
び
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
の
援
助
を
増
大
し
、
母
性
と
幼
時
の
保
護
を
強
め
、
子 

供
を
多
く
生
み
、
育
て
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

ハ
月
に
は
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
は
、
さ
ら
に
、

一
ハ
日
付
「
妊
婦
、
多
子
お
よ
び
独
身
の
母
親
に
た
い
す
る
国
家
手
当
の
裁
定
お

(6)

よ
び
支
給
な
ら
び
に
特
典
の
付
与
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は
、⑷

妊
娠
と
出
産
の
休
暇
は
、
婦
人
相
談
所
、
母
親
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と
子
供
の
相
談
所
、
産
院
、
病

院
•

診
療
所
の
産
科
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
疾
病
証
明
書
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
、
何
当
該
企
業
ま
た 

は

施

設

に

三

カ

月

以

上(

従
来
は
七
ヵ
月
以
上)

継
続
勤
務
す
る
者
に
、
妊
娠
と
出
産
の
休
暇
期
間
に
た
い
し
手
当
金
を
支
給
す
る
、
 

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
の
受
給
に
必
要
な
継
続
勤
務
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。 

こ
の
ほ
か
、

四
四
年
に
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
教
育
人
民
委
員
部
は
、

ー
二
月
一
五
日
付
「
幼
稚
園
規
則
」
を
確
認
し
た
。

こ
の
規
則 

に
よ
る
と
、
幼
稚
園
は
、

三
歳
以
上
七
歳
未
満
の
児
童
に
た
い
し
、

そ
の
全
面
的
な
発
育
と
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国 

家
の
公
共
的
教
育
の
機
関
で
あ
り
、
同
時
に
、
母
親
で
あ
る
女
子
に
、
生
産
、
国
家
、
文
化
お
よ
び
社
会•

政
治
生
活
に
参
加
す
る
こ 

と
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
幼
稚
園
は
国
民
教
育
部
、
企
業
、
施
設
、
協
同
組
合
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ 

っ
て
組
織
さ
れ
、
幼
稚
園
の
構
成
は
三
組
ま
た
は
四
組
が
そ
の
基
本
形
態
で
、
組
は
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
組
合
せ
、
各
組
の
児
童
数 

は
二
五
名
と
定
め
て
い
る
。
交
替
勤
務
の
親
の
た
め
、

一
週
間
の
間
、
休
息
日
を
除
き
、
昼
夜
、
児
童
が
過
す
特
別
の
組
も
つ
く
ら
れ 

た
。

こ
の
ほ
か
、
幼
稚
園
の
経
営
強
化
と
活
動
改
善
に
つ
い
て
、
園
長
を
援
助
す
る
た
め
、
両

親

総

会

で

選

出(

各

組

か

ら

ー

ー

ニ 

名)

さ
れ
る
保
護
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

四
五
年
に
は
い
り
、
祖
国
戦
争
で
赤
軍
は
、

ド
イ
ツ
軍
に
最
終
的
打
撃
を
与
え
、

五
月
八
日
、
遂
に
ド
イ
ツ
は
無
条
件
降
伏
文
書
に 

調
印
し
た
。

こ
う
し
て
対
ド
イ
ツ
戦
は
終
っ
た
が
、
戦
争
は
続
い
て
い
た
。
衆
知
の
よ
う
に
ハ
月
八
日
に
、

ソ
連
は
日
本
に
宣
戦
を
布 

告
し
、
対
日
戦
争
に
は
い
っ
た
。

社
会
保
障
の
分
野
で
は
、

四
五
年
七
月
に
、

ソ
連
労
働
組
合
大
会
が
開
か
れ
た
が
、

こ
の
大
会
は
、
す
べ
て
の
労
働
組
合
に
、
社
会 

保
険
活
動
の
改
善
、
医
療
援
助
の
向
上
、
社
会
保
険
評
議
会
の
活
動
の
強
化
を
指
示
し
た
。

ま
た
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
に
た 

い
し
、
大
会
は
、

ウ
ラ
ル
、

シ
ベ
リ
ア
、
極
東
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
地
方
に
、
保
健
施
設
を
拡
充
す
る
こ
と
、
ピ

オ

ニ
ー
ル
•

キ
ャ
ン 

プ
網
を
拡
大
し
、
そ
の
活
動
を
改
善
す
る
こ
と
、
女
子
の
労
働
保
護
、
幼
稚
園
お
よ
び
託
児
所
網
の
拡
大
と
監
視
に
、
特
別
の
注
意
を
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払
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

(9) 

翌
ハ
月
一
日
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
「
極
北
地
方
勤
務
者
の
特
典
に
関
す
る
」
命
令
を
採
択
し
た
。

こ
の
命
令
は
、

老 

齢
年
金
、
障
害
年
金
お
よ
び
永
年
勤
続
年
金
の
受
給
の
た
め
の
勤
務
期
間
を
算
定
す
る
場
合
、
極
北
地
方
に
お
け
る
勤
務
の
一
年
を
二 

年
と
し
て
算
入
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
て
い
た
。

四
五
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、
授
乳
手
当
が
、
総

額
(

九
カ
月
間)

九
〇
ル
ー
ブ

ル
(

月
額
一
〇
ル
ー
ブ
ル)

か
ら
、
同
一
ハ
〇
ル
ー 

ブ

ル
(

同
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル)

と
、

二
倍
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

戦
争
の
時
期
に
、
補
装
具
工
業
は
、
製
品
の
生
産
高
を
四
倍
に
増
や
し
、
企
業
網
は
増
加
し
て
、
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
た
。 

青
少
年
の
た
め
に
、
ピ
オ
ー
ー
ー

ル
•

キ
ャ
ン
プ
網
も
戦
時
中
に
著
し
く
拡
大
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
夏
期
休
暇
を
過
ご
す
子
供
の
数 

は
、
戦
争
終
了
ま
で
四
〇
年
の
と
き
よ
り
も
多
か
っ
た
。
労
働
組
合
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
は
、
負
傷
者 

の
病
院
に
転
換
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
社
会
保
険
の
資
金
で
維
持
さ
れ
た
。
若
干
の
休
息
の
家
は
、
子
供
の
疎
開
に
使
用
し
た
。

し
か 

し
、
戦
局
の
好
転
に
し
た
が
い
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
は
、
再
び
、

そ
の
本
来
の
使
命
、
す
な
わ
ち
、
勤
労
者
の
治
療
と
休
息 

の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
戦
時
に
は
、
企
業
で
、
労
働
組
合
の
夜
間
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

予
防
施
設
が
広
範
に
発

(2) 

展
し
、
好
評
を
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
も
社
会
保
険
の
資
金
で
維
持
さ
れ
た
。 

四
五
年
九
月
二
日
、

日
本
は
無
条
件
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
。

こ
の
日
、

ソ
連
の
大
祖
国
戦
争
は
終
り
、
そ
れ
と
と
も
に
第
二
次
世 

界
大
戦
も
終
了
し
た
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
祖
国
戦
争
の
時
期
に
は
、
戦
時
下
と
い
う
き
わ
め
て
困
難
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ソ
連
の
社
会
保
障 

は
、
全
体
と
し
て
維
持
さ
れ
、

い
く
つ
か
の
面
で
は
拡
充
さ
え
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

平
和
な
社
会
主
義
建
設
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
社
会
保
障
の
拡
充
の
テ
ン
ポ
が
大
き
く
遅
ら
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
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が
、
戦
時
下
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
平
時
と
は
異
な
っ
た
面
を
も
ち
つ
つ
も
、
社
会
保
障
は
こ
の
時
期
に
も
着
実
に
前
進
し
た
と
い 

え
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
祖
国
戦
争
に
勝
利
す
る
と
い
う
目
的
に
社
会
保
障
も
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
た
と
え 

ぱ
、
軍
勤
務
員
、
戦
線
で
働
く
労
働
者
、
職
員
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、
戦
死
者
の
家
族
、
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
保
障
の
重
視
、 

年
金
受
給
者
の
就
労
の
奨
励
、
女
子
労
働
者
の
保
護
、
妊
婦
、
多
子
と
独
身
の
母
親
へ
の
援
助
、
多

子

の

奨

励
な
ど

に

現
わ

れ

て

い 

る
。

こ
れ
ら
も
含
め
、
祖
国
戦
争
は
、

ソ
連
の
社
会
保
障
の
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
影
響
は
、
そ
の
後
も
残
り
、
現
在
に 

至
る
ま
で
引
継
が
れ
て
い
る
面
も
多
い
。
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世
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平
和
と
民
主
主
義
、
社
会
主
義
に
有
利
に
な
っ
た
。

大
祖
国
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、

ソ
連
国
民
は
、
社
会
主
義
国
民
経
済
を
復
興
し
、
 

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
た
。

こ
の
戦
争
で
ソ
連
は
、
莫
大
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
戦
線
で
、

二
、
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
ソ
ビ
エ
ト

人
が

非
業
の
最
後
を
と
げ 

た
。

ド
イ
ツ
軍
は
一
、

七
ー
〇
の
都
市
と
町
を
破
壊
し
、
略
奪
し
、
七
万
以
上
の
村
と
部
落
を
焼
き
は
ら
っ
た
。

ま
た
、
約
三
万
二
、
 

〇
〇
〇
の
工
業
企
業
が
全
壊
ま
た
は
一
部
破
壊
さ
れ
、
鉄
道
線
路
も
六
万
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
が
破
壊
、

コ
ル
ホ
ー
ズ

九

万

八

、

〇

〇 

〇

、

ソ
フ
ホ
ー
ズ

と

エ

ム•

テ
•

エ
ス
約
五
、
〇
〇
〇
が
略
奪
さ
れ
、
何
万
と
い
う
病
院
、
学
校
、
職
業
技
術
学
校
、
高

等

教

育

施
 

設

、
図
書
館
が
破
壊
さ
れ
た
。

歴
史
上
か
っ
て
な
い
こ
の
よ
う
な
損
害
と
破
壊
は
、
「
戦
争
は
、

ソ
連
邦
の
共
産
主
義
へ
の
前
進
を
ー 

〇
年
以
上
お
く
ら
せ
た
」

と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。

国
民
経
済
の
復
興
が
、
当
面
の
課
題
と
さ
れ
た
。

す
で
に
一
九
四
五
年
春
か
ら
、
国
民
経
済
を
戦
時
体
制
か
ら
平
時
体
制
に
切
り
か 

え
る
仕
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
社
会
主
義
ソ
連
で
は
、

こ
れ
も
計
画
的
に
短
期
間
に
実
施
で
き
た
。
軍
事
費
の
削
減
は
、
国
民
経
済 

へ
の
投
資
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

四
五
年
の
第
三•

四
半
期
に
は
新
国
民
経
済
計
画
が
採
択
さ
れ
、

こ
の
計
画
に
よ 

り
民
需
生
産
の
割
合
が
増
大
し
た
。

九
月
四
日
に
戒
厳
状
態
は
廃
止
さ
れ
、
労
働
分
野
で
も
非
常
措
置
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
。

た
と 

え
ば
、
戦
争
の
終
了
に
と
も
な
っ
て
、

ハ
時
間
労
働
制
が
実
施
さ
れ
、
義
務
的
な
時
間
外
労
働
は
廃
止
さ
れ
、
労
働
者
、
職
員
の
休
暇 

も
復
活
し
た
。

し
か
し
、
国
民
生
活
で
は
、
戦
争
に
よ
る
生
産
力
へ
の
大
損
害
の
た
め
、
必
需
品
で
あ
る
食
料
品
、
衣
服
、
靴
お
よ
び 

燃
料
な
ど
の
不
足
、
住
宅
難
の
状
態
に
あ
っ
た
。

切
符
配
給
制
も
何
年
間
は
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
五
年
に
は
六
月
一
ー
三
日
、

ソ
連
最
高
会
議
は
、
兵
士
を
一
三
の
年
齢
別
に
復
員
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
法
律
を
採
択
し
た
が
、
軍 

勤
務
員
の
大
規
模
な
復
員
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
復
員
者
を
含
め
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、
戦
死
兵
士
の
家
族
、
軍
勤
務
員
の
家 

族
へ
の
生
活
上
の
援
助
が
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
。

ご
の
た
め
、

ソ
連
人
民
委
員
会
は
、
九

月

ニ

ー

日

付

「
復
員
者
、
戦

死

兵

士

の

家
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族
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
お
よ
び
軍
勤
務
員
家
族
に
援
助
す
る
措
置
に
関
す
る
」
決
羲
を
公
布
し
た
。

こ
の
決Ж

は
、
州
(

地
方) 

執
行
委
員
会
と
共
和
国
人
民
委
員
会
に
た
い
し
、⑻

戦
死
し
た
兵
士
の
家
族
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、

お
よ
び
軍
勤
務
員
の
困
っ
て 

い
る
家
族
に
、
建
築
木
材
の
調
達
の
た
め
伐
木
地
区
を
無
料
で
提
供
す
る
、
さ
ら
に
、
住
宅
の
建
築
と
修
理
の
た
め
の
当
該
地
の
建
築 

資
材
を
公
定
価
格
で
売
る
こ
と
、⑹

戦
死
し
た
兵
士
の
家
族
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、
お
よ
び
軍
勤
務
員
の
困
っ
て
い
る
家
族
に
、
 

第
一
順
位
で
燃
料
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、
人
民
委
員
会
議
と
官
庁
に
た
い
し
て
、
新
た
に
建
て
終
え
た
家
と 

復
旧
し
た
家
の
あ
る
全
住
宅
地
の
一
〇％

を
、
地
方
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
裁
量
下
に
引
渡
す
こ
と
、
さ
ら
に
、
地
方
勤
労
者
代
議 

員
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
た
い
し
、
住
宅
で
困
っ
て
い
る
、
復
員
者
、
軍
勤
務
員
家
族
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、
お
よ
び
戦
死
し 

た
兵
士
の
家
族
に
、
前
記
の
宅
地
に
住
ま
わ
せ
続
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
、
な
ど
を
、

こ
の
決
議
は
、
内
容
と
し
て
い
た
。 

祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
、
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
保
障
の
措
置
は
、
そ
の
後
に
も
実
施
さ
れ
、
た
と
え
ば
、

四
六
年
に 

は
い
っ
て
、

一
月
二
八
日
付
ソ
連
人
民
委
員
会
議
決
議
に
よ
っ
て
、
兵
卒
お
よ
び
軍
曹
級
の
第
一
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
年
金
は
二
倍 

以
上
に
高
め
ら
れ
た
。

四
六
年
三
月
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
第
一
会
期
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
期
は
、

ソ
連
人
民
委
員
会
議
を
閣
僚
会
議
に
改
組
し
、
ま 

た
、

一
九
四
六
—

五
〇
年
ソ
連
国
民
経
済
復
興
発
展
五
カ
年
計
画(

第
四
次)

を
討
議
し
確
認
し
た
。
第
四
次
五
カ
年
計
画
の
基
本
的 

な
政
治
経
済
的
課
題
は
、
「
国
内
の
被
災
区
域
を
復
興
し
、

エ
農
業
の
水
準
の
戦
前
水
準
を
回
復
し
、

つ
い
で
こ
の
水
準
を
大
幅
に
凌

(7)

駕
す
る
」

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
で
ま
ず
第
一
に
予
定
さ
れ
た
の
は
、
重
工
業
と
鉄
道
輸
送
を
復
興
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に 

も
と
づ
い
て
、
農
業
と
国
民
の
消
費
物
資
を
生
産
す
る
工
業
と
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
戦
前
の
消
費
水
準
に
達
し
て
、

こ
れ
を
凌
駕
す 

る
こ
と
、
物
価
を
糸
統
的
に
引
下
げ
な
が
ら
商
業
を
広
く
展
開
す
る
こ
と
、
学

校
•

高
等
教
育
施
設
網
を
再
建
し
、
か
つ
拡
大
す
る
こ 

と
、
住
宅
建
設
を
広
く
行
う
こ
と
、
国
民
の
保
健
を
改
善
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
社
会
保
険
予
算
を
、
戦
前
の
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四
〇％

増
と
予
定
し
て
い
た
。

社
会
保
障
、
社
会
保
険
は
、
国
民
経
済
の
よ
り
急
速
な
再
建
と
、

よ
り
一
層
の
発
展
と
い
う
課
題
の
遂
行
を
促
進
す
る
重
要
な
要
因 

の
一
つ
と
な
っ
た
。

戦
時
中
に
破
壊
さ
れ
た
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
の
ネ
ッ
ト
は
復
旧
さ
れ
、
新
た
な
建
物
の
建
設
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
労
働 

組
合
の
破
壊
さ
れ
た
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
の
復
興
と
設
備
に
多
額
の
資
金
が
向
け
ら
れ
た
。

四
六
年
に
、
食
料
品
の
価
格
の
変
更
と

関
連
し
て

「
穀
物
」
付
加
金
が
導
入
さ
れ
、
年
金
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
付
加
金
は
、
何
回
か 

の
価
格
引
下
げ
が
あ
っ
た
が
、

五
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
の
年
金
の
大
幅
な
増
加
ま
で
維
持
さ
れ
た
。

五
カ
年
計
画
の
採
択
後
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

四

六

年

四

月

二

日

付

「
労

働

者•

職

員

の

罹

病•

災
害
率
低
下
措
置
に 

関
す
る
」
決
定
を
行
な
つ
だ
。

こ
の
決
定
は
、
ま
ず
、㈠

労
働
組
合
に
、
保
健
機
関
の
保
健
事
業
の
改
善
を
全
面
的
に
援
助
し
、
新
し 

い
五
カ
年
計
画
で
予
定
さ
れ
た
病
院
、
医
院
、
診
療
所
そ
の
他
の
医
療
機
関
の
復
興
お
よ
び
建
設
を
、
常
時
、
監
視
す
る
義
務
を
負
わ 

せ
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
決
定
に
よ
り
、㈡

労
働
組
合
は
、
病
院
が
、
医
薬
品
、
燃
料
、
食
料
品
、
調
度
品
を
常
備
す
る
よ
う
に
全
力 

を
集
中
し
、
市
民
に
た
い
す
る
医
療
援
助
の
質
の
向
上
、
病
院
の
食
事
の
改
善
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、㈢

労

働

組

合
 

は
、
勤
労
婦
人
に
一
層
の
関
心
を
示
し
、
婦
人
に
た
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、
母
子
保
護
機
関
網
を
拡
大
し
、
母
子
保
護
に
関
す 

る
ソ
連
最
高
会
嚴
幹
部
会
の
四
四
年
七
月
ハ
日
付
指
令
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、㈣

労
働
組
合
の
工
場
委
員
会
お
よ
び
現 

地
委
員
会
は
、
保
健
機
関
と
協
力
し
て
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
特
別
の
配
慮
を
示
し
、
速
か
で
、
高
級
の
医
療
援
助
を
与
え
ら
れ 

る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
を
定
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
疾
病
と
災
害
の
防
止
に
関
し
て
、

労
働 

組
合
の
中
央
委
員
会
お
よ
び
州
委
員
会
に
は
、
そ
の
幹
部
会
の
会
議
で
、
定
期
的
に
企
業
に
お
け
る
疾
病
お
よ
び
災
害
の
原
因
に
つ
い 

て
審
議
す
る
こ
と
、Н

場
委
員
会
に
は
、
医
療
機
関
と
協
力
し
て
、
職
場
に
お
け
る
疾
病
お
よ
び
災
害
の
原
因
を
、
組

織

的

に

調

査
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し
、
除
去
す
る
こ
と
、
医
療
機
関
と
協
力
し
て
、

四
六
年
中
に
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
数
の
労
働
者
に
、
不
慮
の
場
合
に
お
け
る
救
急
措 

置
規
則
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

こ
の
四
月
に
は
ま
た
、

一
七
日
付
ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
決
議
で
承
認
さ
れ
た
「
個
人
年
金
規
則
」

に
よ
り
、
個
人
年
金
が
一
定 

の
変
更
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
祖
国
戦
争
の
視
力
障
害
者
の
就
職
斡
旋
業
務
を
一
層
改
善
す
る
た
め
、

四

月

三

〇

日

付

「
視
力
障
害
者
の
就
職
斡
旋
措 

置
に
関
す
る
」
決
議
で
、

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
財
務
省
に
た
い
し
、

四
六
年
五
月
か
ら
、
祖
国
戦
争
と
労
働 

に
よ
る
視
力
障
害
者
に
、
彼
ら
の
賃
金
か
ら
の
所
得
税
の
支
払
を
免
除
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
お
。 

そ
の
後
、
七
月
に
は
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
な
ど
に
た
い
す
る
無
料
の
義
歯
、
義
顎
な
ど
の
保
障
に
関
し
て
の
規
則
、
書
簡
が
出 

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、

七
月
三
日
付
で
ソ
連
保
健
省
の
指
令
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
「
無
料
義
歯
取
付
規
則
」

で
あ
る
。

こ 

こ
に
は
、
個
人
年
金
受
給
者
、
顎
と
顔
面
部
分
に
損
傷
を
も
っ
た
す
べ
て
の
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
、
第
一
等
級
、
第
二
等
級
の
祖
国 

戦
争
身
体
障
害
者
、
第
一
等
級
、
第
二
等
級
の
労
働
に
よ
る
身
体
障
害
者
、
老
齢
年
金
受
給
者
に
は
、
義
歯
、
義
顎
、
顔
面
補
装
具
が 

無
料
で
調
製
さ
れ
る
と
定
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
七
月
三
日
付
の
ロ
シ
ア
共
和
国
保
健
省
お
よ
び
財
務
省
「
病
院
で
回
復
期 

の
治
療
を
し
て
い
な
い
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
へ
の
義
歯
、
義
顎
、
義
眼
、
眼
鏡
の
保
障
手
続
に
関
す
る
」
書
簡
で
あ
る
。

こ
の
書
簡 

は
、
病
院
で
回
復
期
の
治
療
を
し
て
い
な
い
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に
、
義
歯
、
義
顎
、
義
眼
が
、
市
民
保
健
網
の
治
療
施
設
に
よ
っ 

て
製
造
さ
れ
る
よ
う
保
障
す
る
こ
と
、
戦
線
で
の
負
傷
と
関
連
し
、
歯
、
眼
の
喪
失
、
顎
の
損
傷
を
も
つ
、
す
べ
て
の
第
一
等
級
、
第 

二
等
級
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
な
ど
に
義
歯
、
義
顎
、
義
眼
を
無
料
で
保
障
す
る
こ
と
、
無
料
で
交
付
さ
れ
る
補
装
具
と
眼
鏡
の
調
製 

に
た
い
す
る
費
用
は
、
市
民
治
療
施
設
の
予
算
で
直
接
支
出
さ
れ
る
資
金
で
負
担
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
。 

四
六
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、
託
児
所
に
関
係
し
、

ソ
連
保
健
人
民
委
員
部
は
、
九
月
三〇

日

付

「
託
児
所
評
議
会
に
関
す
る
」
決
定
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を

行-

汕

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
託
児
所
評
議
会
は
、
託
児
所
の
事
業
を
援
助
し
、
託
児
所
の
事
業
に
た
い
す
る
社
会
的
監
督
の
た
め
に 

組
織
さ
れ
、
託
児
所
長
は
そ
の
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

託
児
所
評
議
会
は
、
(a)
子
供
の
各
グ
ル
ー
プ

か

ら

一

名

の

両

親

代 

表

、⑹

託
児
所
を
管
轄
す
る
企
業
の
工
場
委
員
会
代
表
、⑹

医
師
、
(d)
託
児
所
長
で
構
成
さ
れ
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
託
児
所
の
事 

業
計
画
の
審
議
へ
の
参
加
、

ベ
ッ
ド
の
正
し
い
利
用
の
監
視
、
託
児
所
の
仕
事
に
た
い
す
る
日
々
の
監
督
、
親
た
ち
の
苦
情
の
審
査
な 

ど
で
あ
る
。

ー
九
四
六
年
に
国
民
経
済
の
全
部
門
の
再
建
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

四
七
年
二
月
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
の
会
期
が
招
集
さ
れ
た
が
、
 

こ
の
会
期
で
、

四
七
年
度
の
ソ
連
国
民
経
済
復
興
発
展
国
家
計
画
は
、

五
カ
年
計
画
で
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
比
べ
て
最
重
要
工
業

(7) 

部
門
の
生
産
を
さ
ら
に
大
規
模
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

四
七
年
に
は
い
っ
て
も
、
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
へ
の
援
助
の
措
置
が
続
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

一

月

一

三

日

付 

「
国
家
社
会
保
険
に
つ
い
て
の
労
働
組
合
の
大
衆
運
動
改
善
に
関
す
る
」
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
定
第
一
三
項
は
、

工

場

・
 

現
地
委
員
会
に
た
い
し
、

一
時
的
援
助
基
金
の
負
担
に
よ
っ
て
、
多
数
家
族
の
低
賃
金
の
労
働
者
、
職
員
と
と
も
に
、
祖
国
戦
争
身
体 

障
害
者
と
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
を
優
先
的
に
保
障
す
る
よ
う
提
議
し
て
い
る
。

ま
た
、

三
月
一
〇
日
付
ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保 

障
省
命
令
は
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
っ
て
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治
療
に
派
遣
さ
れ
る
、
困
づ
て
い
る
第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
祖 

国
戦
争
身
体
障
害
者
に
は
、
利
用
券
に
適
当
な
印
を
つ
け
、
往
復
の
旅
費
を
支
払
う
よ
う
指
示
し
た
。 

第
四
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、

工
業
、

と
く
に
、
そ
の
主
要
部
門!

!

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
機
械
製
作
、
化
学
工
業
、
鉄
お
よ
び
非 

鉄
金
属
の
生
産!

!

の
発
展
に
特
別
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
前
述
の
よ
う
な
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
と
戦
死
し
た
軍
勤
務 

員
の
家
族
に
た
い
す
る
保
障
措
置
と
な
ら
ん
で
、
新
た
に
社
会
保
険
を
改
善
す
る
課
題
が
提
起
さ
れ
、
国
民
経
済
の
も
っ
と
も
重
要
な 

部
門
の
基
幹
的
な
職
種
の
従
業
員
を
奨
励
す
る
目
的
で
、
彼
ら
の
年
金
を
高
め
る
一
連
の
政
策
を
実
施
し
た
。
す
な
わ
ち
、

四
六
年
か
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ら

四

七

年

に

か
け
て

一

連

の

省(

石
炭
、
冶
金
、
化
学
、
石
綿
、
木
材
、

ス
レ
ー
ト
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
一
連
の
エ 

業
部
門
、
通
信
、
地
質
学
、
鉄
道
、
海
上
お
よ
び
河
川
の
輸
送)

の
主
要
な
労
働
者
要
員
、
技

師
•

技
術
職
員
お
よ
び
指
導
職
員
に
た 

い
し
て
高
い
年
金
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
策
を
中
心
に
、
具
体
的
に
み
る
と
、
ま
ず
、

四
七
年
一
月
ニ
九
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
「
鉄
道
運
輸
の
機
関
車
乗
務
員 

の
正
常
の
労
働
お
よ
び
休
息
の
保
障
、
そ

の

物

質

的•

日
常
生
活
条
件
の
改
善
な
ら
び
に
機
関
車
乗
務
員
の
養
成
に
関
す
る
」
決
議
に 

よ
り
、
機
関
車
乗
務
員
の
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
お
よ
び
老
齢
年
金
の
裁
定
の
場
合
、
年
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
従
来
の
賃
金 

最

高

額
(

三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル)

を
、
機
関
士
に
は
六
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
機
関
士
助
手
に
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
火
夫
に
た
い
し
て
は
四
〇

(
20)

〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
た
。
非
鉄
金
属
の
従
業
員
の
年
金
は
、

ハ
月
三
一
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
炭
坑
従
業
員
と
同
額 

(1)

の
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
九
月
一
〇
日
付
で
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
石
炭
工
業
お
よ
び
炭
坑
建
設
の
地
下
労
働 

者

、
指
導
職
員
お
よ
び

技
師•

技
術
職
員
の
特
権
お
よ
び
特
典
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
に
よ
り
、
炭
坑
の
地
下
労 

働
者
、
職
長
、

石
炭
工
業
お
よ
び
炭
坑
建
設
の
技
師•

技
術
職
員
、
指
導
職
員
に
た
い
す
る
年
金
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。 

す
な
わ
ち
、
障
害
年
金
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
の
算
定
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
賃
金
の
限
度(

一
般
労
働
者
の
こ
の
最
高
限
度
は
三 

〇
〇
ル
ー
ブ
ル)

を
六
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
、

そ
れ
以
上
の
賃
金
部
分
に
た
い
し
て
一
五
〇
〇
ル
ー
ブ

ル

ま
で

に

つ

い
て

、

第 

一
等
級
身
体
障
害
者
に
は
、
そ
の
部
分
の
二
〇％

、
第
二
等
級
は
一
五％

、
第
三
等
級
に
は
一
〇％

の
加
算
を
す
る
こ
と
、
扶
養
者
喪 

失
年
金
は
、

三
人
以
上
の
労
働
不
能
者
を
有
す
る
家
族
は
、
第
一
等
級
身
体
障
害
者
と
同
じ
、

二
人
以
上
の
場
合
は
、
第
二
等
級
、

ー
 

人
の
場
合
は
第
三
等
級
身
体
障
害
者
と
同
じ
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
石
炭н

業
お
よ
び
炭
坑
建
設
に
二
〇
年
以
上
勤
務
し
た 

者
に
は
、

五
〇
歳
以
上
に
達
し
た
と
き
、
年
金
裁
定
時
の
賃
金
の
五
〇％

を
終
身
年
金
と
し
て
支
給
し
、
石
炭
工
業
お
よ
び
炭
坑
建
設 

で
、
労
働
を
継
続
す
る
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
賃
金
の
額
に
か
か
わ
り
な
く
、
老
齢
年
金
お
よ
び
障
害
年
金
は
全
額
支
給
さ
れ
た(

四
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ハ
年
ハ
月
九
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
で
第
三
等
級
身
体
障
害
者
に
は
適
用
さ
れ
な
く
な
る
〇
こ
の
よ
う
に
、

こ

れ
ら
の
従
業
員 

は
、
年
金
算
定
基
礎
と
な
る
賃
金
の
最
高
限
が
引
上
げ
ら
れ
、
老
齢
年
金
は
年
金
の
最
高
限
は
な
く
賃
金
、
俸
給
の
五
〇％

と
定
め
ら 

れ

、
労
働
を
継
続
す
る
者
に
は
賃
金
も
年
金
・(

老
齢
、
障
害)

も
全
額
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
決
議
は
、
彼 

ら
の
一
時
的
労
働
不
能
手
当
に
つ
い
て
、
当
該
企
業
で
一
年
以
上
の
継
続
勤
務
期
間
を
も
つ
労
働
組
合
員
に
は
、

一
時
的
労
働
不
能
手 

当
は
、
賃
金
の
一
〇
〇％

、

一
年
以
下
は
同
六
〇％

と

定

め

た(

非
労
働
組
合
員
は
そ
の
半
額
〇 

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
そ
の
後
も
一
〇
月
一
七
日
付
「
鉱
山
お
よ
び
硼
素
労
働
者
、
鉱
山
お
よ
び
硼
素
職
長
な
ら
び
に
地
質
省
の
指
導
職 

員

お

よ

び

技

師•

技
術
員
の
特
権
お
よ
び
特
典
に
関
す
る
」
決
議
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
従
業
員
の
年
金
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
支
給
す
る
こ 

と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
障
害
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
の
算
定
基
礎
の
賃
金
最
高
限
度
を
五
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
と
し
、
そ
れ
以
上
の
賃 

金
部
分
に
た
い
し
、
第
一
等
級
身
体
障

害

者

へ

の

障

害

年

金(

お
よ
び
三
人
以
上
の
労
働
不
能
者
を
も
つ
家
族
へ
の
扶
養
者
喪
失
年 

金)

の
場
合
は
、
そ
の
部
分
の
二
〇％

、
第

二

等

級
(

同
二
人)

は
同
一
五％

、
第

三

等

級
(

同
一
人)

の
場
合
に
は
一
〇％

を
加
算 

す
る
、
地
質
団
体
ま
た
は
鉱
山
業
に
二
五
年
以
上
勤
務
し
た
者
が
五
五
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
身
体
障
害
決
定
時
の
賃
金
の
五
〇％
 

を
終
身
支
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

一
二
月
に
は
、

一
〇
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
に
よ
り
、
鉱
山
業
お
よ
び
鉱
山
建
設
の
地
下
労
働
者
、
職
長
、
技
師
・
技 

術
職
員
お
よ
び
指
導
職
員
、
黒
色
金
属
企
業
の
冶
金
、

コ
ー
ク
ス
、
溶
解
、
延
鉄
工
場
の
労
働
者
お
よ
び
職
長
な
ら
び
に
ソ
連
閣
僚
会 

嚴
で
確
定
さ
れ
た
職
種
の
黒
色
金
属
技
師•

技
術
職
員
に
た
い
す
る
老
齢
、
障
害
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
の
各
年
金
は
、
炭
坑
従
業
員
と 

同
一
扱
い
、
同
一
額
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
四
七
年
に
は
、
石
炭
工
業
お
よ
び
炭
坑
の
建
設
、
鉱
山
、
地
質
学
な
ど
の
従
業
員
の
年
金
が
引
上
げ
ら
れ
た
。 

さ
ら
に
、
年
金
関
係
で
は
、
初
等
と
中
等
学
校
の
教
員
、
師
範
学
校
の
従
業
員
、
都
市
と
農
村
の
医
学
と
薬
学
関
係
の
従
業
員
、
民
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第1表 多子の母親への国家手当 （単位ノレーブノレ）

一時的 
手 当

毎月手当

2子を有する母親に,3人目の子供の出生の場合 200 —
3 〃 4 〃 650 40
4 〃 5 〃 850 60
5 〃 6 〃 1000 70
6 〃 7 〃 1250 100
7 〃 8 〃 1250 100
8 〃 9 〃 1750 130
9 〃 10 〃 1750 130
10子を有する母親に,次の各子供の出生の場合 2500 150

間

航

空

隊

の

空

中•

飛
行
員
な
ど
の
永
年
勤
続
年
金
が
著
し
く
高
め
ら
れ
、

い
く
つ
か
の 

部
類
の
従
業
員
に
は
、
新
た
に
永
年
勤
続
年
金
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

四
七
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、

一
ー
月
二
五
日
付
「
多
子
お
よ
び
独
身
の
母
親
へ
の
国
家 

手
当
の
金
額
に
関
す
る
」

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
指
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
令
は 

四
四
年
七
月
ハ
日
付
指
令
で
こ
れ
ら
の
母
親
へ
の
手
当
を
実
施
し
た
と
き
は
戦
時
期
で
あ 

り
、

ル
ー
ブ
ル
の
購
買
力
が
低
下
し
て
い
た
た
め
手
当
額
を
著
し
く
高
め
る
こ
と
が
必
要 

で
あ
っ
た
が
、
国
の
経
済
は
高
揚
し
、

ル
ー
ブ
ル
の
相
場
、
購
買
力
が
著
し
く
高
ま
り
、
 

戦
時
の
高
い
手
当
額
を
変
更
し
な
い
こ
と
は
不
公
正
に
な
る
と
の
理
由
で
、

四
ハ
年
一
月 

一
日
か
ら
、

こ
れ
ら
の
手
当
額
を
二
分
の
一
に
引
下
げ
た(

四
七
年
末
に
、
通
貨
改
革
に 

よ
り
、

ル
ー
ブ
ル
購
買
力
を
高
め
、
新
旧
の
通
貨
の
交
換
を
一
〇
片1

ブ
ル
対
ー
ル
ー
プ 

ル
の
計
算
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た)

。

し
た
が
っ
て
多
子
へ
の
母
親
へ
の
国
家
手
当 

は
、
第1

表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
独

身

の

母

親(

結
婚
し
て
い
な
い)

へ
の
国
家 

手
当
は
、

一
人
の
子
供
の
場
合
は
、
月
額
五
〇
ル
ー
ブ
ル
、

二
人
の
場
合
、
同
七
五
丹1

 

ブ
ル
、

三
人
以
上
の
場
合
に
は
同
一
〇
〇
片1

プ
ル
と
定
め
ら
れ
た
。 

四
七
年
に
工
業
生
産
高
は
、
戦

前

水

準

に

接

近

し

た

が(

九
三％
)

、
四
ハ
年
に
は
、
戦 

前
水
準
に
達
し
、

そ
れ

を

凌

駕
す

る
こ

と

に
な

っ
た(

ー
ー
ハ％

〇 

こ
の
四
ハ
年
に
も
、
引
続
い
て
、
国
民
経
済
の
重
要
な
部
門
の
指
導
的
職
種
の
従
業
員 

に
た
い
す
る
年
金
が
高
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

三
月
二
三
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
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で
、
石

綿
(

ア
ス
ベ
ス
ト)

工
業
の
従
業
員
の
年
金
が
、
炭
坑
従
業
員
と
同
額
に
な
り
、

ー
ー
月
ハ
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
で
、
 

鉱
山
業
お
よ
び
化
学
工
業
従
業
員
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
特
典
を
定
め
た
。

す
な
わ
ち
、
鉱
山
の
地
下
労
働
者
お
よ
び
鉱
山
の
職
長
、
鉱 

山
業
お
よ
び
鉱
山
建
設
の
技
師•

技
術
職
員
お
よ
び
指
導
職
員
、
化
学
職
場
お
よ
び
化
学
生
産
の
労
働
者
お
よ
び
技
師•

技
術
職
員
お 

よ
び
指
導
職
員
に
た
い
し
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
を
、
炭
坑
従
業
員
と
同
一
と
し
、
障
害
、
扶
養
者
喪
失
お
よ
び
老
齢
の
各
年
金
に 

つ
い
て
も
炭
坑
従
業
員
と
同
一
と
し(

四
七
年
一
ニ
月
一
〇
日
付
閣
僚
会
議
決
議
の
内
容)

、
さ
ら
に
、
化
学
工
業
に
お
い
て
労
働
を
継 

続
す
る
年
金
受
給
者
に
は
、
老
齢
お
よ
び
障
害
年
金
は
、
第
三
等
級
の
身
体
障
害
者
を
除
き
、
そ
の
賃
金
に
か
か
わ
り
な
く
維
持
さ
れ 

る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
典
は
、

い
ず
れ
も
、
要
員
を
国
民
経
済
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
門
に
参
加
さ
せ
、
長
期
の
継
続
労
働
を 

刺
激
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

四
ハ
年
に
は
ま
た
、
社

会

保

険

の

一

部

業

務

を

企

業(

施
設)

の
管
理
機
関
に
移
管
し
た
。

こ
れ
は
、
労
働
組
合
の
人
件
費
の
節
約 

と
労
働
組
合
の
厳
重
な
監
視
の
も
と
で
の
事
務
の
正
確
な
実
施
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、

七

月

二

八

日

付

「
国
家
社
会
保
険
手
当
金
の 

正
し
い
支
給
に
た
い
す
る
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
管
理
機
関
の
責
任
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
企

業
(

施
設 

な
ど)

の
管
理
機
関
に
、
国

家

社

会

保

険

手

当(

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当)

の
裁
定
の
場
合
に
お
け
る
、
労
働

(
29) 

者

、
職
員
の
継
続
勤
務
期
間
の
決
定
と
、
裁
定
の
適
法
性
の
審
査
、
手
当
の
算
定
と
支
給
の
責
任
が
負
わ
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

ハ
月
ー 

四

日

付

「
国
家
社
会
保
険
手
当
の
正
し
い
支
給
に
た
い
す
る
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
管
理
機
関
の
責
任
に
関
す
る
」
全
ソ
労
働
組

(
30) 

合
中
央
評
議
会
書
記
局
の
決
定
で
、

こ
の
こ
と
に
関
連
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
労
働
組
合
組
織
の
責
任
を
明
確
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

こ 

の
決
定
は
、

工

場•

現
地
委
員
会
、
社
会
保
険
評
議
会
お
よ
び
社
会
保
険
職
場
委
員
会
に
た
い
し
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
妊
娠
お 

よ
び
出
産
手
当
金
の
裁
定
の
場
合
、
企
業
お
よ
び
施
設
の
管
理
機
関
に
よ
る
労
働
者
、
職
員
の
継
続
勤
務
期
間
の
適
正
を
、
継
続
勤
務 

期
間
の
計
算
に
関
す
る
現
行
規
定
お
よ
び
説
明
に
照
合
し
、
厳
重
に
監
督
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
の
実
務
の
指
示
を
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規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、

四
ハ
年
ハ
月
に
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
受
給
に
関
係
す
る
継
続
勤
務
期
間
が
ー
〜
二
年
延
長
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

ハ 

月

九

日

付

「
一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
金
額
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
で
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
労
働
者
お
よ
び
職
員
に
た 

い
す
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
、
当
該
企
業
ま
た
は
施
設
に
お
け
る
継
続
勤
務
期
間
に
従
っ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
額
で
支
給
さ
れ
る

(1) 

こ
と
に
な
っ
た
。

⑻

同
一
企
業
ま
た
は
施
設
に
お
け
る
継
続
勤
務
期
間
が
ハ
年
以
上(

三
八
年
一
ニ
月
二
八
日
付
決
議
で
は
六
年
以
上
で
あ
っ
た)

の 

場
合
…
…
稼
得
賃
金
の
一
〇
〇％

⑹

同

五

年

か

ら

ハ

年(

同
三
年
か
ら
六
年
未
満)

未
満
の
場
合
…
…
稼
得
賃
金
の
ハ
〇％
 

⑹

同

三

年

か

ら

五

年

未

満(

同
一
一
年
か
ら
三
年
未
満)

の
場
合
…
…
稼
得
賃
金
の
六
〇％

(d)
同

三

年

未

満(

同
一
一
年
未
満)

の
場
合
…
…
稼
得
賃
金
の
五
〇％
 

な
お
、
労
働
組
合
員
で
一
八
歳
未
満
の
者
は
、
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
、

一
律
に
、
稼
得
賃
金
の
六
〇％

で
あ
る
。

ま
た
、
非
労
働 

組
合
員
は
、
す
べ
て
労
働
組
合
員
の
二
分
の
一
の
額
と
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
手
当
の
最
高
限
は
一
日
ニ
ハ
〇
ル
ー
ブ
ル
と
定
め 

ら
れ
た
。

社
会
保
障
の
こ
の
ほ
か
の
分
野
で
は
、

一
〇
月
二
五
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
よ
っ
て
、

こ
の
後
、
企
業
を
建
設
す
る
場
合
に 

は
、
付
属
病
院
お
よ
び
託
児
所
を
併
設
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
労
働
者
数
に
応
じ
た
そ
の
規
模
な
ど
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
。

BP84e<5HOITDV.aoBKe  
э

к
с

п
е

р
т

н
ы

е

 

к
о

л
ш

с
с

н
н

 
(

33) 

ま
た
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

二

月

五

日

付

で

、
「
労

働

能

力

審

査

会
(
В
Т
З
К
)

規
則
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
規
則
の
主
な
内
容
は
、 

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。⑴

労
働
能
力
審
査
会
は
、
社
会
保
障
機
関
の
管
轄
に
属
す
る
。⑵

労
働
能
力
審
査
会
は
、
次
の
任
務
を 

負
っ
て
い
る
。⑻

労
働
能
力
の
持
久
的
喪
失
程
度
の
決
定
と
身
体
障
害
等
級
の
確
定
、⑹

身
体
障
害
者
の
原
因
、
す
な
わ
ち
、

一
般
的
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あ
る
い
は
職
業
的
疾
病
、
労
働
あ
る
い
は
労
働
で
な
い
傷
害
、
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
、•
戦
闘
あ
る
い
は
軍
務
で
の
そ
の
ほ
か
の 

義

務

の

遂

行

の

と

き

受

け

た

傷(

挫
傷
、
傷
害)

、
戦
線
で
、
あ
る
い
は
軍
務
執
行
の
期
間
に
受
け
た
疾
病
、
捕
虜
の
時
に
受
け

た
傷 

あ
る
い
は
疾
病
、

の
決
定
、©

身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
、
健
康
状
態
あ
る
い
は
肉
体
的
欠
陥
と
の
関
連
で
許
さ
れ
る
労
働
条
件
と
労 

働

の

種

類

の

決

定(

他
の
労
働
へ
の
転
換
、

超
過
勤
務
労
働
と
夜
間
交
替
労
働
の
免
除)

、
(d)
身
体
障
害
者
の
労
働
能
力
回
復
へ
の
協 

力
(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、
補
装
具
取
付
、
職
業
訓
練
、
新
技
能
教
育)

、
⑹

企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
で
の
直
接
的
な
、

身 

体
障
害
者
の
労
働
条
件
調
査
、
そ
れ
と
、
身
体
障
害
者
に
可
能
な
労
働
と
職
種
を
示
す
こ
と
、
⑴

労
働
能
力
審
査
会
の
結
論
に
従
っ 

て
、
身
体
障
害
者
を
仕
事
で
適
正
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
査
。

こ
の
目
的
の
た
め
、
労
働
能
力
審
査
会
は
、
そ
の
活
動
の
区 

内
で
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
調
査
を
組
織
的
に
実
施
す
る
。

п
о

л
0к

л
0Н

0к

 

а
м

б
у

л
а

т
о

р
м

н

 

н
в

с
ш

ь
н

с
е

р

⑶

こ

の

委

員

会

は

治

療

施

設(

総

合

病

院

、
外
来
患
者
診
療
所
、
公
衆
保
健
指
導
所
な
ど)

で
、
そ
の
業
務
を
行
う
。
⑷

委
員
会 

は
、
基
礎
専
門
の
専
門
医
三
名
、
社
会
保
障
部
の
代
表
者
お
よ
び
労
働
組
合
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

…
…⑫

こ
の
委
員
会 

へ
の
派
遣
は
、
治
療
施
設
の
医
療
協
議
委
員
会
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
医
長
と
共
同
し
て
主
治
医
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
衢
委
員 

会
の
結
論
は
、

こ
の
会
議
で
の
多
数
決
で
採
択
さ
れ
る
。
…

…

(2¢
第
一
等
級
の
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
回
、
第
二
等
級
お 

よ
び
第
三
等
級
の
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
六
カ
月
に
一
回
、
再
検
査
が
行
わ
れ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
幼
稚
園
、
託
児
所
に
つ
い
て
、

ハ

月

九

日

付

「
幼
稚
園
お
よ
び
託
児
所
に
た
い
す
る
負
担
額
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の 

決
議
が
採
択
さ
れ
、

ハ
月
一
六
日
か
ら
両
親
の
負
担
額
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
子
供
一
名
に
つ
き
、
月
平
均
で 

⑻

都
市
お
よ
び
労
働
者
部
落
の
幼
稚
園
は
、
六
〇
片1

ブ
ル
、
農
村
は
五
〇
ル
ー
ブ
ル
、⑹

都
市
お
よ
び
労
働
者
部
落
の
託
児
所
は
、
 

四
五
ル
ー
ブ
片
、
農
村
は
三
〇
ル
ー
ブ
ル
、
そ
し
て
、
委
託
時
間
一
ニ
—

一
四
時
間
の
場
合
は
、

二
五％

増
、

一
昼
夜
の
場
合
に
は
五 

〇％

増
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
幼
稚
園
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
託
児
所
お
よ
び
郊
外
移
転(

夏
期)

の
場
合
に
は
ー
〇
〇％

と
定
め
ら
れ
た
。

こ
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第2表 幼稚園および託児所にたいする両親の負担額（単位:ルーブル）

収入総額

都 市 農 村

時 間 10〇% 時 間
%

り
合 

100
増
場9-10 12-14 24 場合 9-10 12-14 24

幼 稚 園 

-400 
401-600 
601-800 
801-1200 

1201-
託 児 所

-400 
401-600 
601-800 
801-1200 

1201-

40
55
70
85

100

30
40
50
65
80

50
69
88

106
125

38
50
63
81

100

45
60
75
98

120

80
110
140
170
200

60
80 

100 
130 
160

30
45
60
75
90

15
25
35
50
65

38
56
75
94

113

19
31
44
63
81

45
68
90

113
135

23
38
53
75
98

60
90 

120 
150 
180

30
50
70 

100 
130

の
決
議
の
実
施
の
た
め
八
月
三
〇
日
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

ソ
連
財 

務
省
、
保
健
省
、

全
ソ

労

働

組

合
中
央
評
議
会
の
訓
令
を

承
認
し 

た
。

こ
の
訓
令
は
、

両
親
の
負
担
額
を
ハ
月
九
日
付
決
議
に
従
っ 

て
、

別

表

の

よ

う

に

確

定

し

て

い

る(

第
二
表)

。

こ
こ
で
収
入
額 

と
は
、
父
母
の
収
入
の
合
計
、

父
母
が
な
い
場
合
は
、
扶
養
者
の
収 

入
と
さ
れ
、

三
人
の
子
供
を
有
し
、

月
収
四
〇
〇
ル
ー
ブ
片
以
上
の 

場
合
、

四
人
の
子
供
を
有
し
、

月

収

六

〇

〇

ル

ー

ブ

片

以

下

の

場 

合
、

五
人
以
上
の
子
供
を
有
す
る
場
合
に
は
、

負
担
額
は
別
表
の
金 

額
の
半
分
に
減
額
さ
れ
た
。

子
供
の
保
育
に
関
し
て
は
、

こ
の
ほ
か
に
も'

ー
ー
月
二
三
日
付 

「
子
供
の
家
に
お
け
る
保
育
監
督
強
化
に
関
す
る
」

全
ソ
労
働
組
合 

中
央
評
議
会
の
決
定
が
あ
る
。

こ
の
決
定
は
、

医

事
•

衛
生
職
員
組 

合
と
就
学
前
児
童
機
関
の
職
員
組
合
に
た
い
し
、

保
健
機
関
と
も
共 

同
し
て
、
子
供
の
家
の
施
設
、
備
品
、

あ
る
い
は
保
育
の
状
態
な
ど 

に
関
す
る
検
査
を
義
務
づ
け
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

四
ハ
年
に
は
、
補
装
具Н

業
の
企
業
で
、

病
院
が
働 

く
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
補
装
具
取
付
の
質
が
著
し
く
向
上
さ 

れ
た
。

ま
た
、

こ
の
年
に
、

補
装
具
取
付
お
よ
び
補
装
具
製
作
中
央
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研

究

所
(П

Ш
Ш

Ш
1
)

も
組
織
さ
れ
て
い
る
。

四
九
年
に
は
い
る
と
、

三
月
に
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、

一
九
日
付
で
「
多
子
お
よ
び
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
援
助
業
務
の
改 

善
、
お
よ
び
婦
人
の
労
働
条
件
と
日
常
生
活
の
改
善
に
関
す
る
」
指
令
を
発
布
し
た
。

こ
れ
は
、

四
四
年
七
月
ハ
日
付
ソ
連
最
高
会
嚴 

幹
部
会
指
令
へ
の
補
足
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
独
身
の
母
親
の
子
供
が
、(

母

親

の

死

亡

、
 

疾
病
そ
の
他
の
原
因
で)

定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
っ
て
、
後
見
人
の
養
育
に
移
っ
た
場
合
、
彼
女
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
子
供
の
養
育 

に
た
い
す
る
国
家
手
当
は
、

こ
の
後
見
人
に
裁
定
さ
れ
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
、
妊
娠
し
た
女
子
の
労
働
者
と
職
員
、
お
よ
び
一
歳
未
満 

の
子
供
を
有
す
る
母
親
に
た
い
し
、
労
働
勤
務
時
間
の
継
続
を
保
持
し
な
が
ら
、
住
居
地
の
ほ
か
の
仕
事
へ
移
る
権
利
を
与
え
る
こ 

と
、
稼
得
賃
金
が
月
額
六
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
超
え
な
い
独
身
の
母
親
の
子
供
の
幼
稚
園
と
託
児
所
で
の
給
養
に
た
い
す
る
支
払
は
、

五 

〇％

に
減
額
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

四
九
年
に
は
、
年
金
関
係
で
、
畜
産
と
獣
医
の
従
業
員
に
永
年
勤
続
年
金
が
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
同
準
会 

員

、
教
授
、
博
士
な
ど
科
学
従
事
者
の
年
金
に
関
し
、
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
九
月
二
八
日
付
で
、
「
科
学
従
事
者
年
金
保
障
規
則
」
を
承 

認
し
た
。
科
学
従
事
者
の
老
齢
、
障
害
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
は
、
こ
の
規
則
に
従
っ
て
裁
定
さ
れ
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

四
九
年
四
月
に
開
か
れ
た
ソ
連
第
一
〇
回
労
働
組
合
大
会
は
、

五
カ
年
計
画
の
期
限
前
遂
行
の
課
題
お
よ
び
社
会
主
義
競
争
の
指
導 

の
改
善
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割
に
大
き
な
注
意
を
払
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
者
階
級
の
努
力
に
よ
り
、
国
民
経
済
の
復
興
と
い 

う
課
題
は
、
戦
後
、

五
〇
年
代
初
め
ま
で
の
短
期
間
に
解
決
さ
れ
た
。
第
四
次
五
カ
年
計
画
期
に
、
労
働
者
、
職
員
の
数
は
、

一
九
四 

〇
年
の
三
、

三
九
〇
万
人
に
た
い
し
、

四
、
〇
四
〇
万
人
ま
で
増
大
し
た
。

工
業
全
体
の
総
生
産
は
、
戦
前
水
準
と
比
べ
七
三％

増
加 

し
、
重
工
業
は
大
き
な
成
果
を
収
め
た
。
農
業
も
戦
前
の
農
業
生
産
水
準
を
ほ
ぼ
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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戦
前
よ
り
三
八％

引
上
げ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
超
過
遂
行
さ
れ
、
国
民
所
得
は
五
年
間
で
、

四
〇
年
の
水
準
を
六
四 

%

上
ま
わ
っ
た
。

四
七
年
に
配
給
制
度
は
廃
止
さ
れ
、

四
七
——

五
〇
年
に
国
家
小
売
価
格
は
三
回
引
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
医
療
、
衛
生 

•

予
防
対
策
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
戦
時
中
に
破
壊
さ
れ
た
病
院
、
休
息
の
家
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
復
旧
さ
れ
、
新
し
い
施
設
が
建
設 

さ
れ
た
。
住
宅
建
設
も
大
き
く
発
展
し
た
。

祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
と
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
保
障
が
確
実
に
実
施
さ
れ
、
母

親

へ

の

保

護
も

改

善

さ
れ

た

。

ま 

た
、
年
金
で
は
、
国
民
経
済
の
重
要
部
門
の
主
要
な
従
業
員
に
た
い
す
る
年
金
の
額
の
引
上
げ
、
そ
の
他
の
特
典
が
導
入
さ
れ
た
こ
と 

は
す
で
に
述
べ
た
。

た
だ
、

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
四
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
、

こ
れ
ら
の
従
業 

員
を
物
質
的
に
刺
激
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
こ
の
政
策
が
、

同
時
に
、

い
く
つ
か
の
本
質
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で 

あ
る
。

た
と
え
ば
、

こ
の
高
く
さ
れ
た
年
金
に
関
す
る
立
法
で
は
、
保

障

が

官

庁

的(

従
属)

原
則
に
依
っ
て
い
た
た
め
、
同
一
の
仕 

事
を
し
て
い
て
も
、
所
属
し
て
い
る
官
庁
が
異
な
れ
ば
、
異
な
っ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
た
。

ま
た
、

ソ
連
で
も
、
と

く

に

「
指
導
者
、
 

技

師
•

技
術
職
員
へ
の
過
度
に
高
い
年
金
保
障
、
高
い
年
金
を
裁
定
す
る
場
合
の
主
観
主
券
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ 

う
な
欠
陥
は
、
当
時
の
歴
史
的
条
件
の
も
と
に
拧
い
て
生
じ
た
と
は
い
え
、
後
の
時
期
に
解
決
を
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

第
四
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
に
は
、
戦
後
に
お
け
る
短
期
間
で
の
復
興
と
発
展
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
多
く
の
困
難
が
あ 

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
客
観
的
条
件
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
上
の
弱
点
な
ど
か
ら
、
社
会
保
障
の
分
野
に
も
い
く
つ
か
の
前
述
の
よ
う
な 

誤
り
が
生
じ
た
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
社
会
保
障
の
着
実
な
前
進
と
い
う
こ
と
も
含
め
、

こ
の
五
カ
年
計
画
は
大
き
な
成
果
を 

あ
げ
た
。

そ
れ
は
、
社
会
主
義

の

物

質

的•

技
術
的
基
礎
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
の
重
要
な
前
進
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

注

了) 

「
ソ
連
邦
共
産
党
史
」⑶

、
大
月
書
店
、

ハ
二
ニ
ー
三
頁
。
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前
掲
書
、
八
二
三
頁
。

エ

ム•

ペ
•

キ

ム

編

「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
「
プ
ロ
グ
レ
ス
」
出
版
所
、

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
版
、

五
九
二
頁
。 

前
掲
書
、

五
九
二
頁
。
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е  У

£е
6・  

ロ
о

с
о

б
и

н  

с
т

у
д

е
н

т
о

в  

в
ы

с
л

ш
х  

т
к

о  

п
р
о

 
曾
 В

0
»
е
н
в
н
・

 

п
р
о
&
0
3
х
а
т
・

 
М
о
с
к
в
а

ゝ1
9
7
3
*

 
стр

・а
・

(
10) 

Т
а

м  

я
с
е
.  

с
т
р
・  65

—66.

U
)
全

ソ

労

働

組

合

中

央

評

議

会

編

「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、
尾
形
昭
二
訳
編
、
理
論
社
、

一
九
五
三
年
、

一
〇
ニ
頁
。

(
匹 

С
П  

р
с

е
с

р  194614  
No

・p
 

с
т

・
21・

前
掲
ヽ
・*

1
Т
р
А
в
о

 

с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
п
е
н
е
н
к
н

 
в

 
С
С
С
Р
Л
С
Т
Р
•一

02 •

(
13)

前
掲
ヽ

・
・
с
о
и
0
а
л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
ц
е
н
е
н
и
е

 

п

 

с
т
р
а
х
о
в
а
н
и
е

 

в

 

С
С
С
Р

.5с
т
р
・

 4
6
8
.

(
i4TaM 

Я
С

9  

с
т

р
・

503・

(
15Т

а
м  л

с
е

;т
р

・  503 •

(
16) 
前
掲
、
「
ソ

ヴ

ェ
ト

の

国

家

社

会

保

復

、

ハ
四
頁
。

17)

前
掲
、
「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、

五
九
五
頁
。

⑱

前
掲
書
、
七
三
頁
。

(
19
前
掲
、
占 〇

 
月 ш

и
л
ь
н
о
е

 

о
б

е
с

п
е

ч
е

н
и

е  n CTPaxoBaHHe»CTP・
48・

(
20) 
前
掲
、
「
ソ

ヴ

ェ

ト

の

国

家

社

会

保

復

、

一
九
ハ
頁
。
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3

前
掲
書
、

二

三

頁

。

㉒

前
掲
書
、
六
三
頁
、

二

三

頁

。 

(
23)

前
掲
書'

一
ー
四
頁
。

24)

前
掲
書'

一
ー
三
頁
、

一
九
九
頁
。

(
25) 

前
掲

・ヽ
*С

о
ц
0а

л
ь
н
о
е

 

с
т
р
а
х
о
в
а
в
и
г
е

 

в

 

С
С
С
Р」

с
т
р
・
6
6
・

(
26) 

前
掲
、
占

о
ц
и
а
л
ь
в
о
е

 

о
б
е
с
н
е
ч
е
в
е

 

л

 

с
т
р
а
х
о
в
а
л
в
е

 

в

 

с
с
с
р

.ас
т
р
・
5
7
4
・

(
27) 

前
掲
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
国
家
社
会
保
険
」
、

一
ー
四
頁
。

㉘

前
掲
書
、

二

四

頁

、

二

〇-

頁
。

㉙

前
掲
書
、

ニ
ハ
三
頁
。

(
30) 

前
掲
書
、

ニ
ハ
三
頁
。

(
31
前
掲
書
、
六
三
頁
。

(
32) 

尾
形
昭
二
著
、
「
ソ
連
の
社
会
保
障
」
、
大
月
書
店
、

一
九
五
九
年
、

ニ

ニ

頁

。

(
33) 

前
掲

・ヽ
*
С
о

 
月 0а

л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
и
е
н
е
н
в
е

 
н

 
с
т
р
а
х
о
в
а
н
в
г
е

 

в

 

С
С
С
Р

 
ゝ・

с
т
р
・
4
3
5
・

前
掲
、
「
ソ

ヴ

ェ

ト

の

国

家

社

会

保

楚

、

一
五
四
頁
。

(
34) 

前
掲
、
「
ソ
ヴ

エ
ト

の

国

家

社

会

保

色

、
ハ
ハ
頁
。

(
35) 

前
掲
書
、
ハ
ハ
—

九
頁
。

(
36) 

前
掲
書
、

ハ
一
頁
。

(
37) 

а
с
о
ц
и
а
л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
ц
е
н
е
н
и
е」

N
o
・

4

 
ヽ
 

а
л
е
р
е
л
у

 

1
9
7
8
.

 
с
т
р
・
1
7
.

(
38) 

前
掲
、
占 о

о
ц
в
а
л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
ц
е
н
е
н
и
е

 

в

 

с
т
р
а
х
о
в
а
н
н
е

 

в

 c
c
c
p

.eC
T
P
・
5
7
5
・

(
39) 

前
掲

・ヽ
*
П
р
а
в

 о

 

с
о

 
月 ш

и
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
п
е
н
е
н
н
н

 

в

 

С
С
С
Р
,  

с
т
р
•
一

〇

一.

(
40) 

前
掲
、
占 〇

月 н
а
л
ь
н
о
е

 

о
б
е
с
ц
е
н
е
н
и
е

 

и

 

с
т
р
а
х
о
в
а
л
в
е

 

в

 

с
с
с
р

.5с
т
р
・
3
2
7
・

(
41) 

前
掲
、
「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
六
〇
四
頁
。

(
42) 

前
掲
書
、
木
〇
五
頁
。
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43У 

前
掲
 ヽ

в
п
р
а
в
о

 

с
о

 
月 ц

е
л
ь
н
о
г
о

 

о
б
е
с
и
е
н
е
н
в
н

 

в

 

с
с
с
р

.5с
т
р
・
1
0
1

•

⑵

第

五

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
五
一!

!

五
五
年)

五
〇
年
代
初
め
ま
で
に
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
国
民
経
済
の
復
興
は
成
功
的
に
遂
行
さ
れ
、
国
民
経
済
の
発
展
も
順
調
に
す
す
ん
だ 

(

第1

表)

。
経
済
を
よ
り
一
層
、

拡
大
、

発
展
さ
せ
る
方
針
を
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
一
年
に
、

ソ
連
は
、

ソ
連
国 

民
経
済
発
展
第
五
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
に
着
手
し
た
。

五
二
年
一
〇
月
に
、
第
一
九
回
党
大
会
が
開
か
れ
、

こ
の
大
会
で
、

一
九
五
一 

ー
五
五
年
度
ソ
連
国
民
経
済
発
展
第
五
次
五
カ
年
計 

画
に
つ
い
て
の
指
令
が
承
認
さ
れ
た
。
計
画
で
は
、
重
工
業
の
優
先
的
な
発
展
を
予
定
し
、
機
械
製
作
工
業
、
金

属

加

工

工

業

の

生

（1940年を100とした指数）

第1表ソ連の工業生産高

全工業
生産手段 
の生産

1940年 100 100
1944 104 136
1945 92 112
1946 77 83
1947 93 101
1948 118 130
1949 141 163
1950 173 205
1951 202 239

（資料）マレンコフ著「ソ同盟共産党第19回 

大会一般報告」大月書店，国民文庫 

45-6Жо

産
、
発
電
所
の
出
力
を
二
倍
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

そ
し
て
、

工
業
生 

産
全
体
で
は
七
〇％

増
、
そ
の
う
ち
、
生
産
手
段
の
生
産
を
ハ
〇％

、
消 

費
資
料
の
生
産
を
六
五％

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
農
業
で
は
、
 

機
械
化
を
推
進
し
、
収
穫
率
を
引
上
げ
、
農
産
物
と
畜
産
物
の
総
生
産
と 

商
品
生
産
と
を
増
や
す
こ
と
を
予
定
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
ま
た
、
勤
労 

者
の
物
質
的
文
化
的
生
活
水
準
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
、
国 

民
所
得
は
計
画
期
間
に
六
〇％

増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

社
会
保
障
分
野
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
に
お
け
る
労
働
者
、
職
員
へ 

の
社
会
保
険
に
た
い
す
る
国
家
の
直
接
支
出
は
、

五
〇
年
と
比
べ
約
三
〇 

%

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
。

ま
た
、
保
健
の
改
善
と
発
展
を
保
章
す
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る
こ
と
、
計
画
期
間
中
に
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を
二
〇％

以
上
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
収
容
数
を
約
三
〇％

、
休
息
の
家
の
収
容
数
三
〇 

%

、
幼
稚
園
の
収
容
数
二
〇％

、
そ
し
て
託
児
所
の
収
容
数
は
四
〇％

増
や
し
て
、
病
院
、
公
衆
保
健
指
導
所
、
産
院
、

サ
ナ
ト
リ
ウ 

ム
、
休
息
の
家
、
幼
稚
園
、
託
児
所
の
各
ネ
ッ
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
保
健
で
は
、
病
院
、
公
衆
保
健
指
導 

所
に
最
新
の
医
療
設
備
を
取
付
け
、

そ
の
仕
事
の
修
練
を
高
め
る
こ
と
、

こ
の
期
間
に
医
師
数
を
二
五％

以
上
増
や
し
、
医
師
の
改
善 

措
置
を
拡
大
す
る
こ
と
、
予
防
の
問
題
に
特
別
な
注
意
を
集
中
し
て
、
医
科
学
従
事
者
の
努
力
を
保
健
の
最
重
要
課
題
の
解
決
に
向 

け
、
医
科
学
で
の
成
果
の
実
際
へ
の
最
短
期
の
定
着
を
保
障
す
る
こ
と
、
最
新
の
医
薬
、
そ
の
ほ
か
の
治
療•

予
防
手
段
、

そ
れ
と
最 

新
式
の
診
断
と
治
療
の
医
療
設
備
の
生
産
の
拡
大
に
特
別
な
注
意
を
向
け
て
医
薬
品
、
医
療
設
備
、
器
具
の
生
産
を
五
〇
年
に
比
べ
ー
ー 

・
五
倍
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
。

第
一
九
回
党
大
会
後
ま
も
な
い
、

五
三
年
三
月
に
イ•

ヴ

ェ•

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
死
去
し
た
が
、
第
五
次
五
カ
年
計
画
は
、
着
実
に 

実
行
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
社
会
保
障
の
動
向
を
具
体
的
に
み
る
と
、
ま
ず
、
農
業
の
機
械
化
と
い
う
政
府
の
重
点
政
策
と
も
関
連
し
、
五 

二
年
に
、
機

械
•

ト
ラ
ク
タ
—

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
森
林
保
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
畜
産
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
牧
草
地
土
地
改
良
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
お
よ
び
農
業
機
械
化
学
校
で
働
く
、
指
導
者
と
重
要
職
員
お
よ
び
専
門
家
に
た
い
す
る
永
年
勤
続
年
金
が
導
入
さ
れ
た
。

そ
し 

て
、

五
三
年
に
は
、
農

業

機

械•

ト
ラ
ク
タ1

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
専
門
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
の
常
用
、
季
節
お
よ
び
臨
時
労
働
者 

に
、
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
四
年
に
は
、

三

月

九

日

付

「
視
力
障
害
者
へ
の
都
市
内
輸
送
機
関
に
よ
る
無
料
の
乗
車
の
権
利
の
提
供
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会 

議
の
決
議
に
よ
り
、

ソ
連
の
す
べ
て
の
都
市
で
視
力
障
害
者
は
、

タ
ク
シ
ー
を
除
く
都
市
内
輸
送
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
権
利
が 

与
え
ら
れ
た
。
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五
五
年
に
は
い
る
と
、

一
月
ニ
二
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
も
と
づ
き
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、
「
国

家

社

会

保

険 

手
当
の
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
規
則
は
、
「I

、

一
般
規
定
」

の

と

こ

ろ

で

「㈠

ソ

連

憲

法(

基

本

法
) 

第
一
二
〇
条
お
よ
び
第
一
ニ
ニ
条
に
し
た
が
い
、

こ
の
規
則
の
手
続
に
よ
り
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
国
家
社
会
保
険
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。 

⑻

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、⑹

妊
娠
と
出
産
の
手
当
、⑹

分
娩
手
当
、

(d)
埋
葬
手
当
、⑹

技
能
転
換
手
当
。㈡

こ
の
規
則
に
よ
る
手
当 

を
受
け
る
権
利
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
お
よ
び
職
員
、

そ
れ
と
、
現
行
立
法
に
し
た
が
っ
て
社
会
保
険
を
適
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
ほ
か 

の
部
類
の
勤
労
者
で
あ
る
」

と
定
め
て
い
る
。

以
下
、

こ
の
規
則
に
は
、
た
と
え
ば
、
「
一
時
的
労
働
不
能
手
当
」

で
は
、
「
一
、

一
時 

的
労
働
不
能
手
当
支
給
の
事
由
」
、
「
二
、
手
当
を
受
け
る
権
利
」
、

「
三
、
手
当
額
」
、

「
四
、
手
当
の
算
定
」
、

「
五
、
手
当
の
剥
奪
」
、
 

「
亠
八
ヽ
手
当
の
裁
定
と
支
給
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
手
当
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
規
則
は
、
労
働
者
と
職
員
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
同
等
な
人
び
と
の
手
当
保
障
に
関
す
る
現
行
立
法
の
基
礎
と
な
っ
た
。 

第
五
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
国
民
経
済
の
重
要
部
門
の
従
業
員
へ
の
年
金
保
障
に
お
け
る
特
典
制
度
な
ど 

の
継
続
的
な
発
展
、
計
画
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
保
健
の
改
善
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
の
ホ
ー
ム•

寄
宿
舎
網 

が
拡
大
し
た
。

ま
た
、
「
国
家
社
会
保
険
手
当
の
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
変
更
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
現 

在
も
効
力
を
も
ち
、
社
会
保
険
手
当
の
裁
定
と
支
給
を
調
整
す
る
多
数
の
法
令
を
一
括
し
た
、
独

立

し

た

文

書

が

編

纂

さ

れ

た
こ

と 

は
、

五
六
年
の
国
家
年
金
法
と
と
も
に
、

ソ
連
に
お
け
る
社
会
保
障
の
発
展
で
の
新
し
い
段
階
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て 

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

こ
の
時
期
に
は
、
産
業
協
同
組
合
制
度
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
物
質
的
保
障
に
関
し
て
は
、 

本
質
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

第
五
次
五
カ
年
計
画
は
、

五
五
年
五
月
一
日
、

四
年
と
四
カ
月
で
期
限
前
に
遂
行
さ
れ
た
。

鉱
工
業
生
産
は
、
計
画
で
は
七
〇％

増 

で
あ
っ
た
が
、

ハ
五％

増
と
い
う
よ
う
に
超
過
達
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
、

ソ
連
で
は
、
そ
の
後
、
社
会
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保
障
を
根
本
的
に
改
善
し
て
行
く
た
め
の
経
済
的
前
提
が
つ
く
ら
れ
た
。 

注

(
1
)

「
ソ
連
邦
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エ
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ペ

・

キ

ム

編

「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
「
プ
ロ
グ
レ
ス
」

出
版
所
、

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
版
、
六
二
七
頁
。

第

九

章

第

二

〇

回

党

大

会

以

降

現

在

ま

で

の

時

期
(

一
九
五
六
—

ハ
〇
年)

⑴

第

六

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
五
六!
—

五
八
、

六
〇
年)

戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
国
民
経
済
の
復
興
の
結
果
、

ソ
連
は
社
会
主
義
生
産
の
強
大
な
発
展
を
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
社
会
保 

障
の
分
野
も
含
め
、
国
民
の
物
質
的
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
措
置
を
糸
統
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

こ
の
時
期
か
ら
社
会
保 

障
は
、
国
民
経
済
の
発
展
と
と
も
に
計
画
的
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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一
九
五
六
年
二
月
に
、

ソ
連
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
第

一

九

回

党

大

会

以

後

の

党

の

活

動

を

総

括 

し
、

一
九
五
六
—
六
〇
年
度
ソ
連
国
民
経
済
発
展
第
六
次
五
カ
年
計
画
に
関
す
る
指
令
を
採
択
し
た
。

こ
の
計
画
の
主
要
課
題
は
、
重 

工
業
の
優
先
的
発
展
、
た
え
ま
な
い
技
術
進
歩
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、

に
も
と
づ
い
て
、
国
民
経
済
の
全
部
門
、
ま
ず
第
一
に
生
産 

手
段
の
生
産
の
い
っ
そ
う
強
力
な
増
大
を
保
障
し
、
農
業
生
産
の
急
激
な
高
揚
を
実
現
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
国
民
の
物
質
的
福 

祉
と
文
化
水
準
を
著
し
く
引
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

国

民

の

物

質

的•

文
化
的
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

こ
の
計
画
は
、

五
カ
年
間
に
国
民
所
得
を
約
六
〇％

増

加

さ

せ

る

こ
 

と
、
労
働
者
、
職
員
の
実
質
賃
金
を
三
〇％

引
上
げ
る
こ
と
、
労
働
日
を
短
縮
す
る
こ
と
を
最
初
に
定
め
て
い
る
。
労

働

日

の

短

縮
 

は
、

五
六
年
か
ら
、
土
曜
日
と
祝
祭
日
の
前
日
の
労
働
時
間
を
二
時
間
短
縮
す
る
こ
と
、

一
六
歳
か
ら
一
八
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
六 

時
間
労
働
日
を
復
活
す
る
こ
と
、

五
七
年
以
降
、
労
働
者
、
職
員
の
七
時
間
労
働
日
へ
の
移
行
を
段
階
的
に
実
號
す
る
こ
と
を
内
容
と 

し
た
。
な
お
、

一
部
の
部
門
で
は
、
週
五
日
の
ハ
時
間
労
働
と
二
日
の
休
日
の
制
度
に
移
る
こ
と
を
予
定
し
た
。
社
会
保
障
に
関
係
す 

る
部
分
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
と
出
産
の
休
暇
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
、
社
会
保
険
に
よ
る
労
働
者
と
職
員
に
た
い
す
る
給
付
と
年
金
、
 

社
会
保
障
に
よ
る
給
付
、
多
子
の
母
親
お
よ
び
独
身
の
母
親
に
た
い
す
る
給
付
、
奨
学
金
、
無
料
医
療
援
助
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息 

の
家
へ
の
無
料
お
よ
び
割
引
き
利
用
券
、
技
能
資
格
向
上
の
た
め
の
無
料
教
育
、
有
給
休
暇
、
お
よ
び
勤
労
者
に
た
い
す
る
そ
の
他
の 

給
付
に
関
す
る
国
家
支
出
を
一
九
五
五
年
度
の
一
、

五
四
〇
億
ル
ー
ブ
ル
か
ら
、
六
〇
年
度
に
は
約
二
、

一
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
増
や 

す
こ
と
、
年
金
制
度
を
調
整
し
、
低
い
年
金
額
を
大
幅
に
引
上
げ
、
不
当
に
高
い
年
金
額
を
引
下
げ
る
こ
と
、
養
老
保
護
を
改
善
し
、
 

健
康
を
そ
こ
な
わ
ず
に
社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
の
で
き
る
身
体
障
害
者
に
就
職
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
。

保
健
に
っ 

い
て
も
、
そ
の
一
層
の
発
展
を
め
ざ
し
、
保
健
施
設
が
お
こ
な
う
疾
病
予
防
活
動
の
水
準
を
高
め
、
住
民
に
た
い
す
る
医
療
奉
仕
の
質 

を
高
め
る
こ
と
を
ま
ず
定
め
、
さ
ら
に
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
、
託
児
所
、
幼
稚
園
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
休
息
の
家
の
収
容
人
員
を
増
や
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す
こ
と
、
近
代
的
医
療
設
備
を
供
給
し
て
、
予

防
•

治
療
施
設
の
設
備
を
改
善
す
る
こ
と
、
病
院
、
託
児
所
、
幼
稚
園
を
建
設
す
る\ 

身
体
障
害
者
ホ
ー

ム
と
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
拡
張
す
る
こ
と
、
科
学
者
の
努
力
を
、

予
防
と
治
療
の
新
し
い
方
法
と
手
段
の
研
究
に 

集
中
し
て
、
医
学
の
一
層
の
発
展
を
保
証
す
る
こ
と
、
新
し
い
、
よ
り
有
効
な
治
療
薬
と
、
予
防
薬
、
最
新
の
外
科
器
械
、
診
断
お
よ 

び
治
療
用
の
設
備
と
装
置
の
生
産
拡
大
に
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
六
〇
年
に
は
医
薬
工
業
品
の
生
産
を
五
五
年
に
比
べ
二
倍
以
上
に
増 

や
す
こ
と
、
さ
ら
に
、

工
業
企
業
の
労
働
者
と
職
員
の
労
働
保
護
と
疾
病•

災
害
予
防
の
仕
事
を
改
善
し
、
同
時
に
ま
た
工
場
の
廃
棄 

物
の
汚
染
か
ら
水
源
、
空
気
、
土
地
を
保
護
す
る
仕
事
を
改
善
す
る
こ
と
に
効
果
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
を
予
定
し
た
。 

こ
の
指
令
に
も
と
づ
く
第
六
次
五
カ
年
計
画
の
実
施
期
間
に
勤
労
者
の
社
会
保
障
は
、
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。 

以
下
、
具
体
的
に
そ
の
動
き
を
み
る
と
、

一
九
五
六
年
に
は
ま
ず
、

三
月
二
六
日
発
表
、

四
月
一
日
か
ら
実
施
と
い
う
こ
と
で
妊
娠 

と
出
産
の
休
暇
期
間
が
さ
ら
に
延
長
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
産

前

五

六

日(

従
来
三
五
日)

、
産

後

五

六

日(

同
四
二
日)

、
合
計
ー
ー 

二

日
(

同
七
七
日)

間
、
た
だ
し
、
異
常
出
産
あ
る
い
は
双
子
の
分
娩
の
場
合
に
は
産
後
休
暇
は
七
〇
日(

同
五
六
日)

間

と

な

っ 

た
。

ま
た
、

こ
の
間
の
妊
娠
と
出
産
の
手
当
の
受
給
に
必
要
と
さ
れ
た
継
続
勤
務
期
間
三
カ
月
以
上
と
い
う
要
件
は
廃
止
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、

ソ
ビ
エ
ト
国
民
の
物
質
的
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
し
、

ソ
連
の
年
金
の
分
野
で
の
画
期
的
な
法 

律

と

い
わ

れ

て

い

る

新

し

い

「
国
家
年
金
法
」

が
、

五
六
年
七
月
一
四
日
、

ソ
連
最
高
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。 

こ
の
法
律
が
成
立
す
る
背
景
に
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
年
金
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
欠
陥
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
す 

な
わ
ち
、
主
と
し
て
、

三

二

年

二

月

二

九

日

付

「
身
体
障
害
、
扶
養
者
喪
失
お
よ
び
老
齢
年
金
保
障
の
改
善
に
関
す
る
」
連
邦
社
会
保 

険
評
議
会
決
定
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
年
金
制
度
は
、
現
実
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、

た

と

え 

ば
、

ソ
連
閣
僚
会
議№

長

エ

ヌ•

ア
•

ブ
ル
ガ
ー 

ー
ー
ン
が
、

ソ
連
最
高
会
議
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、㈠

年
金
保
障
の
大
部
分
の
規 

準
は
三
〇
年
代
の
初
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
労
働
者
、
職
員
の
賃
金
が
著
し
く
上
昇
し
た
た
め
、
戦
時
お
よ
び
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戦
後
の
期
間
中
に
年
金
額
と
賃
金
水
準
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
た
、㈡

年

金

保

障

の

一

般

的

規

準

と

な

ら

ん 

で
、

四
七
—
ハ
年
に
重
要
な
国
民
経
曙
門
の
従
業
員
に
た
い
し
て

増
加
年
金
制
が
施
行
さ
れ
た
の
で

、

一
般
的
規
準
に
よ
る
年
金
と 

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
著
し
く
大
き
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
大
部
分
の
年
金
受
給
者
が
低
額
の
年
金
を
受
け
て
い
る
の
に
た
い
し
、

一
部
の
者 

が
不
当
に
高
額
な
年
金
を
受
け
て
い
る
、㈢

特
典
的
条
件
の
適
用
が
不
合
理
で
あ
り
、
指
定
部
門
で
普
通
の
労
働
に
従
事
す
る
者
と
他 

の
部
門
で
重
労
働
に
従
事
す
る
者
と
の
あ
い
だ
に
、
年
金
の
不
当
な
差
別
が
存
在
す
る
、㈣

年

金

算

定

の

基

礎

に

「
平

均

賃

金

」

と 

「
基
本
賃
金
」(

特
典
的
条
件)

と
い
う
二
種
類
の
賃
金
が
あ
り
、
し
か
も
前
者
は
所
定
の
最
高
限
度
額
以
内
、
後
者
に
は

何
ら

の

制 

度
が
な
い
と
い
う
の
は
不
都
合
で
あ
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
し
い
国
家
年
金
法
は
、
ま
ず
、

こ
れ
ら
の
不
備
欠
陥 

と
戦
争
直
後
に
生
じ
た
年
金
保
障
に
お
け
る
欠
陥
を
除
去
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
国
家
年
金
法
は
、
年

金

額

を

著

し

く

引

上

げ(

た
と 

え
ば
、

一
九
五
五
年
と
比
べ
、
老
齢
年
金
の
平
均
額
は
二
倍
以
上
、

一
般
的
疾
病
に
よ
る
障
害
年
金
は
一 
•

五
倍
以
上
に
高
ま
っ
た)

、
 

稼
得
賃
金
に
対
し
て
比
較
的
高
い
規
準
が
定
め
ら
れ
、
同
時
に
、
年
金
が
算
定
さ
れ
る
基
礎
と
な
る
稼
得
賃
金
の
最
高
限
度
額
を
廃
止 

し

た
(

こ
の
結
果
、
老
齢
年
金
の
最
高
可
能
な
額
は
、

ほ
ぼ
六
倍
に
高
ま
っ
た)

。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
は
、
年
金
保
障
の
最
低
水
準 

を
引
上
げ
、
年
金
の
最
低
額
、
最
高
額
を
定
め
、
年
金
受
給
者
の
労
働
条
件
、
家
族
状
態
お
よ
び
労
働
貢
献
度
に
応
じ
た
、
科
学
的
根 

拠
を
も
っ
た
格
差
づ
け
を
徹
底
さ
せ
、
年
金
保
障
の
条
件
を
よ
り
容
易
に
、
そ
し
て
正
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
し
、
国
民
経
済
の 

個
々
の
部
門
の
従
業
員
に
た
い
す
る
年
金
の
受
給
条
件
と
規
準
に
存
在
し
た
あ
い
ま
い
な
差
異
を
な
く
し
た
。
ま
た
、
完
全
で
な
い
勤 

務
期
間
の
場
合
の
年
金
を
、

こ
の
国
家
年
金
法
は
初
め
て
実
施
し
、
年
金
制
度
の
適
用
範
囲
を
著
し
く
拡
大
し
、
と
く
に
、
そ
れ
は
、
 

大
学
お
よ
び
中
等
専
門
学
校
、
要
員
養
成
の
学
校
、
講
習
所
お
よ
び
養
成
所
の
学
生
を
含
め
た
。

国
家
年
金
法
に
従
っ
て
、
法
典
編
纂
の
重
要
な
法
令
、
す
な
わ
ち
、
「
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」

が
、

ハ

月

四

日

に 

ソ
連
閣
僚
会
議
で
承
認
、
発
布
さ
れ
、
若
干
の
他
の
諸
文
書
が
更
新
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
発
布
さ
れ
て
い
た
種
々
の
多
く
の
法
令
が
完
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全
あ
る
い
は
部
分
的
に
効
力
を
失
っ
た
。

こ
の
国
家
年
金
法
の
主
要
な
内
容
を
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

国
家
年
金
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、⑷

労
働
者
お
よ
び
職
員
、
何
軍
勤
務
員
、
は
大
学
お
よ
び
中
等
専
門
学
校
、
要

員

養

成

の

学 

校
、
講
習
所
お
よ
び
養
成
所
の
学
生
、㈡

国
家
的
ま
た
は
公
共
的
な
義
務
の
遂
行
に
関
連
し
て
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
者
、
闲
扶
養
者

第］表 老齢年金の受給資格

年齢（歳）
労働勤務 
期間（年）

地下,有害労働条件，または高熱職場での 
労働従事者

男子

女子

50
45

20
15

そのほかの重労働の労働者,職員

男子

女子

55
50

25
20

5人以上の子供を生み8歳まで養育した 
女子

50 15

盲 人

男子

女子

50
40

15
10

そのほか一般の労働者,職員 

男子 

女子

60
55

25
20

を
喪
失
し
た
、
以
上
に
か
か
げ
た
者
の
家
族
で
あ
る
。

こ
の
法 

律
は
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
を
定 

め
て
い
る
。

ま
ず
老
齢
年
金
を
み
る
と
、
受
給
資
格
は
、

一
般
に
男
子
の 

場
合
、
六
〇
歳
で

労

働
勤
務
期
間
二
五
年
、

女
子
は
、

五
五 

歳
、

二
〇
年
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
の
種
類
、
労
働
条
件
そ
の 

他
の
条
件
に
よ
っ
て
、
年
齢
の
引
下
げ
、
労
働
勤
務
期
間
の
短 

縮

が

あ

る
(

第1

表)

。

な
お
、

年
金
申
請
直
前
の
三
年
間
を 

含
む
五
年
以
上
の
労
働
勤
務
期
間
を
も
つ
者
に
は
、
労
働
勤
務

期
間
の
不
足
の
場
合
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

老

齢

年

金

額
 

は
、

稼
得
賃
金
に
対
す
る
比
率
で
定
め
ら
れ
、
稼
得
賃
金
の
五

〇
— 

一
〇
〇％

で
、
稼
得
賃
金
の
低
い
者
ほ
ど
、
こ
の
比
率
は

高

く

な

っ

て

い

る(

第2

表)

。

年
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
ー

カ
月
平
均
稼
得
賃
金
は
、
最
終
の
一
ニ
カ
月
間
の
一
カ
月
平
均
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第2表 老齢年金額（稼得賃金に対する比率）

年 金

毎月の稼得賃金 
（ルLブル）

地下労働.有害労働条件の作 
業,高熱職場で働いていたも 
のを除いた労働者,職員

地下労働,有害労働条件の作 
業,高熱職場で働いていた労 
働者,職員

稼得賃金に 
対する％

年金の最低額（付加 
金なし）ルーブル

稼得貨金に 
対する％

年金の最低額（付加 
金なし）ループル

35以下 100 300 300
35 〜50 85 350 350
50 〜60 75 425 450
60 ~ 80 65 450 480
80 ~100 55 520 560
］〇〇以上 50 550 55 600

稼
得
賃
金
、
あ
る
い
は
年
金
申
請
者
の
希
望
に
よ
り
、
申
請
前
の
最
終
一
〇
年
間
の
う 

ち
の
任
意
の
五
年
間
の
一
カ
月
平
均
稼
得
賃
金
で
あ
る
。
老
齢
年
金
の
最
低
額
は
月
額 

三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
、
最
高
額
は
同
一
、

二
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
最 

高
額
の
範
囲
内
で
、

一
五
年
以
上
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
、
あ
る
い
は
受
給
資
格
に
必 

要
な
労
働
勤
務
期
間
を
一
〇
年
以
上
こ
え
て
い
る
者
に
は
年
金
の
一
〇％

の
付
加
金
、
 

労
働
能
力
の
な
い
家
族
員
一
人
に
対
し
年
金
の
一
〇％

、

二
人
以
上
に
同
一
五％

の
付 

加
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
労
働
に
従
事
す
る
老
齢
年
金
受
給
者
に
は
、
年

金

裁

定

後

の

稼

得

賃

金

が 

ー
、
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
こ
え
な
い
場
合
、

月
額
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル
の
老
齢
年
金
が
支 

給
さ
れ
、
労
働
に
従
事
す
る
老
齢
年
金
受
給
者
で
、
地
下
労
働
、
有
害
労
働
、
ま
た
は 

高
熱
職
場
で
働
い
た
者
と
し
て
老
齢
年
金
受
給
で
特
典
を
付
与
さ
れ
た
者
に
は
、
そ
の 

稼
得
賃
金
に
関
係
な
く
、
決
定
さ
れ
た
年
金
額
の
五
〇％

が
支
払
わ
れ
る
。 

つ
ぎ
は
、
障
害
年
金
で
あ
る
。

こ
の
年
金
は
、
労
働
能
力
の
恒
久
的
な
喪
失
、
あ
る 

い
は
長
期
の
喪
失
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。
労
働
能
力
の
喪
失
の
原
因
は
、
戦

争
、
労 

働
災
害
と
職
業
病
、
お
よ
び
一
般
の
疾
病
で
あ
る
。
戦
争
、
労
働
災
害
と
職
業
病
に
起 

因
し
た
場
合
に
は
、
労
働
勤
務
期
間
を
必
要
と
し
な
い
が
、

一

般

の

疾

病

の

場

合

に 

は
、
短
期
で

あ
る
が

年
齢
に
応
じ

た
勤
務
期
間
が

必
要
で

あ
る(

第3

表)

。

身
体
障 

害
者
は
、
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
に
よ
っ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
第
一
等
級
か
ら
第
三
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第3表 障害年金の受給に必要な労働勤務期間

年 齢
労働勤務期間（年）

男子 女子
地下労働，有害労働条件と 
高熱職場の労働者,職員

20-23歳未満 2 1 1
23 〜26 3 2 2
26 〜31 5 3 3
31-36 7 5 5
36 〜41 10 7 6
41〜46 12 9 7
46-51 14 11 8
51-56 16 13 10
56 〜61 18 14 12
61歳以上 20 15 i 14

等
級
ま
で
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
等
級
…
…
自
分
自
身
で
用
を
足
す
こ
と
が
で
き
ず
、

常

時

、

介 

護

、
援
助
あ
る
い
は
監
視
を
必
要
と
す
る
者
。

第
二
等
級
…
…
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し
た
機
能
障
害
を
も
ち
、
常
時
的 

な
援
助
を
必
要
と
し
な
い
が
、
完
全
な
労
働
能
力
の
喪
失
、
あ
る
い
は 

特
別
に
つ
く
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
、

い

く

つ

か

の

労

働

の

で

き

る 

者
。

第
三
等
級
…
…
身
体
機
能
破
壊
の
た
め
、
著
し
く
低
い
労
働
能
力
し
か 

も
た
ず
、
身
体
的
条
件
に
適
し
た
作
業
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
。

障
害
年
金
の
額
は
、

こ
の
等
級
、
稼
得
賃
金
、
身
体
障
害
の
原
因
、
労 

働
条
件
に
よ
っ
て
き
ま
る
。
額
は
、
た
と
え
ば
、
第4

表
の
よ
う
に
算
出 

さ
れ
る
。
障
害
年
金
の
最
低
額
、
最
高
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
ら
れ
て 

い
る
。
な
お
、
地
下
労
働
、
有
害
労
働
お
よ
び
高
熱
職
場
お
よ
び
そ
の
他

の
重
労
働
の
労
働
者
、
職
員
に
は
、
特
典
的
な
金
額
で
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
身

体

障

害

者

の

介

護
、
労
働
能
力
を
も
た
な
い
家
族
員
、

一
定
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
対
し
て
は
付
加
金
が
支
給
さ
れ
る
。 

最
後
は
、
扶
養
者
喪
失
年
金
で
あ
る
。

こ
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
の
は
、
死
亡
し
た
労
働
者
、
職

員

ま

た

は

年

金

受

給

者 

の
、
労
働
能
力
の
な
い
家
族
員
で
、
そ
の
扶
養
の
も
と
に
あ
っ
た
者
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
金
の
額
は
、
労
働
能
力
を
も
た
な
い
家
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第4表障害年金額

身体障害 

の等級

身体障害の原因

労働災害，職業病 一般の疾病

第1等級
月額稼得賃金の500ルーブル 
までの100%およびその残り 
の部分の18%

月額稼得賃金の500ルーブノレ 
までの85%およびその残りの 
部分の10%

第2等級
月額稼得賃金の450ルーブル 
までの90%およびその残りの 
部分の10%

月額稼得賃金の450ルーブル 
までの65%およびその残りの 
部分の10%

第3等級
月額稼得賃金の400ルーブノレ 
までの65%およびその残りの 
部分の10%

月額稼得賃金の400ル-ブル 
までの45%およびその残りの 
部分の10%

第5表扶養者喪失年金額

労働能力 
のない豪 

族員の数

扶養者の死亡原因

労働災害・職業病 一般の疾病

1
3人以上

月額稼得賃金の500ルーブル 
までの100%およびその残り 
の部分の10%

月額稼得賃金の500ルーブル 
までの85%およびその残りの 
部分の10%

2人
月額稼得賃金の450ルーブル 
までの90%およびその残りの 
部分の10%

月額稼得賃金の450ルーブル 
までの65%およびその残りの 
部分の10%

1人
月額稼得賃金の400ルーブル 
までの65%およびその残りの 
部分の10%

月額稼得金の400ルーブルま 
での45%およびその残りの部 
分の10%

族
員
の
数
、
扶
養
者
の
死
亡
の
原
因 

(

労

働

災

害•

職
業
病
、

一
般
の
疾 

病)

、
扶
養
者
の
働
い
て

い
た
労
働 

条
件
、
稼
得
賃
金
に
よ
っ
て
決
定
さ 

れ
る
。

年
金
額
の
具
体
的
な
算
定
の 

例
は
、
第5

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い 

る
。

こ
の
場
合
に
も
、
扶
養
者
喪
失 

年
金
の
最
低
額
、
最
高
額
が
、
そ
れ 

ぞ
れ
に
定
め
ら
れ
た
。
他
の
年
金
と 

同
じ
く
、
地
下
労
働
、
有
害
労
働
な 

ど

重

労

働

に

従

事

し

て

い

た

労

働 

者

、
職
員
の
家
族
に
は
、
特
典
的
な 

額
で
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

ま
た
、
 

労

働

災

害•

職
業
病
で
死
亡
し
た
労 

働
者
、
職
員
の
労
働
能
力
の
な
い
家 

族

員

が

三

人

以

上

の

場

合(

年
金
額 

の
一
五％
)

、
一
般
の
疾
病
で
死
亡
し 

た
労
働
者
、
職
員
が
、

一
〇
年
以
上
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の
継
続
労
働
勤
務
期
間
を
も
っ
て

い
た
場
合(

年
金
額
の
一
〇
— 

一
五％

)

に
は
付
加
金
が
支
給
さ
れ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
軍
勤
務
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
年
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

年
金
は
、
区
(

市)

勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
年
金
裁
定
委
員
会
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
た
。

以
上
が
、
国
家
年
金
法
の
主
な
内
容
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、

五
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
従
来
は
約
ー
、
〇
〇
〇
万
人
に
年
間
二
五
〇
億
ル
ー 

ブ
严
の
年
金
額
を
支
出
し
て
い
た
ソ
連
政
府
は
、
新
た
に
年
間
一
三
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
追
加
支
出
し
、
適
用
者
を
拡
大
し
、
約
ー
、
ハ 

〇
〇
万
人
に
年
金
を
支
給
す
る
よ
り
に
な
り
、
さ
ら
に
、
年
金
受
給
者
の
年
金
一
人
当
り
平
均
月
額
を
従
前
の
約
二
〇
ハ
ル
ー
ブ
ル
か 

ら
約
三
一
六
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
た
。

国
家
年
金
法
の
実
施
は
、

ソ
連
の
社
会
保
障
、
年
金
の
歴
史
の
う
え
で
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
社
会
保
障
の
発
展
で
の
新
た
な 

段
階
の
開
始
を
示
し
、

こ
の
法
律
は
そ
の
後
の
全
般
的
な
社
会
保
障
の
展
開
の
土
台
と
な
っ
た
。

全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、
た
と
え
ば
、
七

月

ニ

四

日

付

「
国
家
年
金
法
採
択
と
関
連
し
た
労
働
組
合
の
課
題
に
関
す
る
」
幹 

部
会
の
決
定
に
よ
り
、
労
働
組
合
の
中
央
、
州
、
地
方
、
製
作
所
、Н

場
お
よ
び
現
地
の
各
委
員
会
、
労
働
組
合
評
議
会
お
よ
び
そ
れ 

ら
の
法
律
相
談
所
に
た
い
し
、
国
家
年
金
法
の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
労
働
者
、
職
員
に
広
く
説
明
す
る
こ
と
、
年
金
裁
定
委
員
会
、 

労

働

能

力

審

査

委

員

会(
в
т
а
к
)

な
ど
の
活
動
を
改
善
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
委
員
会
へ
の
労
働
組
合
の
代
表
者
を
承
認
す
る
こ 

と
、
そ
の
ほ
か
年
金
に
関
す
る
労
働
組
合
の
諸
活
動
を
強
化
す
る
具
体
的
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
国
家
年
金
法
の
内 

容
を
短
期
間
で
よ
り
完
全
に
実
現
す
る
た
め
に
、
積
極
的
な
役
割
を
果
し
た
。

五
六
年
に
は
こ
の
ほ
か
、
国
家
年
金
法
は
、
第
亠
ハ
〇
条
で
ソ
連
閣
僚
会
議
に
、
国
家
に
特
別
の
功
労
の
あ
っ
た
者
お
よ
び
そ
の
家
族
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に
た
い
す
る
個
人
年
金
に
よ
る
保
障
手
続
に
関
す
る
規
定
の
公
布
を
委
嘱
し
た
が
、

ー
ー
月
一
四
日
付
「
個
人
年
金
規
則
の
承
認
に
関 

す
る
」

ソ
連
閣
僚
会В

の
決
議
に
よ
り
、
同

日

付

で

「
個
人
年
金
規
則
」

が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
規
則
は
、
革
命
活
動
、
国
家
活
動
、
 

社
会
活
動
お
よ
び
経
済
活
動
の
分
野
で
国
家
に
特
別
な
功
労
を
も
つ
者
、
あ
る
い
は
文
化
、
科
学
お
よ
び
技
術
の
分
野
で
抜
群
の
功
労 

の
あ
る
者
、
そ
れ
と
、

こ
れ
ら
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
家
族
員
に
た
い
す
る
個
人
年
金
を
定
め
た
。
個
人
年
金
は
、

ソ
連 

に
た
い
す
る
功
労
—
連
邦
的
意
義
、
連
邦
構
成
共
和
国
に
た
い
す
る
功
労
—
共
和
国
的
意
義
、
地
方
的
意
義
の
功
労
—
地
方
的
意
義
の 

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
年
金
が
設
け
ら
れ
た
。
年
金
額
は
そ
の
区
別
に
よ
っ
て
異
な
る
。

ま
た
個
人
年
金
は
そ
れ
ぞ
れ
に
最
高
限
度
額
だ
け 

を
規
定
し
、
そ
の
範
囲
内
で
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

翌
五
七
年
に
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
は
、

四

月

一

三

日

付

「
国
家
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
身
体
障
害
者
と
高
齢
者
へ
の
物 

質
的
保
障
に
関
す
る
」
決
議
を
公
布
し
た
。

こ
の
法
令
は
、
国
家
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
で
、
収
入
源
、
法
律
で
扶
養
を
義
務
づ
け 

ら
れ
た
親
族
、

そ
れ
と
、
農
業
と
の
関
連
を
も
た
な
い
、
盲
人
と
聾
啞
者
を
含
め
た
第
一
等
級
と
第
二
等
級
身
体
障
害
者
、
子
供
の
と 

き
か
ら
の
身
体
障
害
者
お
よ
び
偶
然
の
身
体
障
害
者
に
た
い
し
毎
月
手
当
を
保
障
す
る
こ
と
を
定
め
た
内
容
で
あ
る
。 

ま
た
、

ハ

月

七

日

付

「
作
家
、
作
曲
家
、
造
型
芸
術
従
事
者
お
よ
び
彼
ら
の
家
族
員
の
年
金
保
障
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決 

議
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
に
は
、
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
で
労
働
者
と
職
員
に
規
定
さ
れ
て
い
る
規
準
と
手
続 

で
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
が
裁
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〇 

五
七
年
の
一
ニ
月
に
は
、
ま
ず
、

三
日
に
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
は
、
「
労
働
組
合
評
議
会
お
よ
び
労
働
組
合
中
央
委 

員
会
の
委
託
医
師
規
則
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
委
託
医
師
は
、
高
度
の
医
学
教
育
と
実
務
経
験
を
も
つ
者
が
任
命
さ
れ
、
労
働
組
合
評 

議
会
と
労
働
組
合
中
央
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
部
会
の
指
導
の
も
と
に
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
規
則
に
よ
る
と
、
委
託
医
師
の 

主
要
な
任
務
は
、
勤
労
者
と
そ
の
家
族
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
仕
方
に
た
い
す
る
社
会
的
監
視
を
組
織
す
る
こ
と
、
勤
労
者
の
健
康
保
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護

、
罹
病
率
の
予
防
と
引
下
げ
、
彼
ら
の
労
働
条
件
と
日
常
生
活
条
件
の
健
全
化
、
そ
れ
と

治
療•

予

防
と

公
衆
衛
生•

衛
生
の
施
設 

の
仕
事
の
改
善
、

の
た
め
の
諸
措
置
を
経
営
組
織
と
保
健
機
関
が
作
成
し
、
実
施
す
る
手
段
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。 

ー
ニ
月
に
は
ま
た
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
一
ニ
月
総
会
が
ひ
ら
か
れ
、

こ
の
総
会
の
な
か
で
中
央
委
員
会
幹
部
会
は
、

ー
ニ
月 

一
七
日
付
「
ソ
連
の
労
働
組
合
活
動
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
定
の
な
か
で
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
総
会
は
、
労
働 

組
合
は
社
会
保
障
機
関
の
活
動
を
つ
よ
め
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
老
齢
年
金
あ
る
い
は
障
害
年
金
の
裁
定
に
参
加
し
、
彼

ら

の

文

化

・
 

日
常
生
活
上
サ
ー
ビ
ス
に
毎
日
配
慮
し
、
彼
ら
と
の
恒
常
的
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
、
と
述
べ
、
社
会
保
障
の
指 

導
の
分
野
も
含
め
、
労
働
組
合
活
動
の
一
層
の
改
善
の
方
向
を
定
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
五
七
年
に
お
け
る
社
会
保
障
分
野
で
の
重
要
な
改
善
は
、
ま
ず
第
一
に
、
手
当
の
最
低
額
の
引
上
げ
で
あ
る
。
す
な
わ 

ち
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
都
市
と
労
働
者
部
落
で
は
月
額
三
〇
ル
ー
ブ
ル
、
農
村

(2) 

地
域
で
は
ニ
七
ル
ー
ブ
ル
よ
り
低
く
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た(

非
労
働
組
合
員
も
含
め
て)

。

つ
ぎ
に
、
労

働

災
害
と

職
業
病 

と
関
連
し
た
一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
、
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
稼
得
賃
金
の
一
〇
〇％

の
額
で
支
給
さ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、

五
七
年
に
労
働
組
合
の
仕
事
の
再
編
成
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
社
会
保
険
に
た
い
す
る
管
理
制
度
に
も
反
映
し 

た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
と
き
ま
で
は
、
各
産
業
部
門
別
労
働
組
合
の
範
囲
で
、
社
会
保
険
は
労
働
組
合
中
央
委
員
会
と
地
方
の
産
業
部 

門
別
労
働
組
合
機
関
に
よ
っ
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
こ
と
が
一
定
の
困
難
を
つ
く
り
だ
し
、
活
動
レ
ペ
ル
に
否
定
的 

に
現
わ
れ
た
。

そ
こ
で
、
再
編
成
に
関
連
し
、
計
画
の
業
務
的
な
職
務
、
社
会
保
険
予
算
の
承
認
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
遂
行
に
た
い
す 

る
監
督
は
、
労
働
組
合
評
議
会
に
移
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
労

働

組

合

の

州(

地
方
、
共
和
国)

委
員
会
の
指
導
の
ほ
か
に
、
労
働
組
合 

評
議
会
も
ま
た
、
当

該

の

州
(

地
方
、
共
和
国)

に
中
間
機
関
を
も
た
な
い
労
働
組
合
工
場•

現
地
委
員
会
の
活
動
を
直
接
指
導
す
る

227



第2部 十月革命以後における社会保障の形成・発達

よ
う
に
な
っ
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
険
に
た
い
す
る
労
働
組
合
の
指
導
も
改
善
さ
れ
た
。

五
八
年
に
は
い
る
と 

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
経
済
力
が
強
化
し
た
た
め
、
機

械
•

ト
ラ
ク
タ1

ス
テ
ー
シ

ョ

ン
(

エ

ム•

テ
・
エ
ス)

を 

通

し

て

生

産•

技

術
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
う
従
来
の
形
態
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

五
八
年
三
月
に
ソ
連
最
高
会
議
が 

採
択
し
た
法
律
に
よ
り
、

エ

ム•

テ
•

エ
ス
に
あ
っ
た
機
械
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
売
り
渡
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、

エ
ム
・
テ 

•

エ
ス
の
機
械
化
技
術
員
と
専
門
家
は
コ
片
ホ
ー
ズ
に
移
り
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
同

年

四

月

一

八

日

付

「
コ
ル
ホ 

—
ズ
組
織
の
一
層
の
発
展
と
機
械•

ト
ラ
ク
タ1

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
再
組
織
に
関
す
る
」

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議 

の
決
定(
沁
、
特
別
の
財
政
資
金
で
支
給
さ
れ
て
い
た
手
当
保
障
を
受
け
る
彼
ら
の
権
利
を
保
持
し
、
国
家
年
金
裁
定
の
場
合
、

コ
ル
ホ 

1

ズ
で
の
彼
ら
の
作
業
期
間
は
、
労
働
勤
務
期
間
と
し
て
算
入
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
の
作
業
に
移
っ
た
技
師•

技
術 

職
員
に
た
い
し
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
手
続
き
が
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
整
理
さ
れ
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
土
地
に
組
織
さ
れ
た
、
新
し
い 

ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
国
営
企
業
の
作
業
に
移
り
、
そ
し
て
労
働
者
と
職
員
と
な
っ
た
元
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
し
て
は
、
 

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
の
作
業
期
間
は
、

一
定
の
特
恵
条
件
で
彼
ら
の
総
労
働
勤
務
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
年
の
三
月
に
は
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

三

月

四

日

付

「
積
極
的
な
社
会
的
労
働
へ
年
金
受
給
者
を
参
加
さ
せ
る
こ 

と
に
関
す
る
」
幹
部
会
の
決
定
に
よ
し
、
年
金
受
給
者
を
積
極
的
な
社
会
労
働
に
参
加
さ
せ
、
彼
ら
の
知
識
、
豊
か
な
人
生
経
験
を
利 

用
す
る
よ
う
労
働
組
合
の
組
織
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幹
部
会
は
、
共
和
国
、
地
方
お
よ
び
州
労
働
組
合
評
議
会
、
産
業 

部
門
別
労
働
組
合
の
地
方
機
関
、

工

場•

現
地
委
員
会
に
、
年
金
受
給
者
と
仕
事
を
著
し
く
改
善
す
る
、
労
働
組
合
組
織
の
積
極
的
な 

活
動
に
参
加
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
義
務
づ
け
た
。

そ
し
て
、
労
働
組
合
委
員
会
に
、
年
金
受
給
者
を
、
彼
ら
の
状
態
、 

蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
知
識
を
考
慮
し
て
、
大

衆

・
政

治

的•

文

化
•

教
育
的
仕
事
を
行
う
こ
と
、
商

業
企
業
と

公
営•

日
常
生
活
の
企 

業

、
医
療
施
設
と
子
供
施
設
、
の
活
動
に
た
い
し
て
社
会
的
監
視
を
す
る
こ
と
、
年
金
裁
定
委
員
会
と
労
働
能
力
審
査
委
員
会(

в
т
а
к
)
、
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合

理

化•

発
明
協
会
、
科
学
技
術
協
会
そ
の
ほ
か
の
勤
労
者
の
自
発
的
組
織
、

の
仕
事
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
年
金
受
給
者
を
社
会
的
労
働
に
参
加
さ
せ
る
政
策
が
積
極
的
に
始
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
七
月
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
七
月
一
五
日
付
で
、

「
労
働
組
合
製
作
所
、Н

場
•

現
地
委
員
会
權
利
規
則
」

を 

承
認
し
た
。

こ
の
規
則
の
第
一 

ー
項
は
、
「
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
は
、
企
業
、
施
設
、
組
織
の
労
働
者
と
職
員
の
国
家
社
会 

保
険
を
実
施
し
、
社
会
保
険
手
当
を
裁
定
し
、
そ
の
代
表
者
を
通
し
て
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
る
労
働
者
と
職
員
へ
の
年
金
裁
定
に
参 

加
し
、
労
働
者
と
職
員
を
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治
療
と
休
息
の
家
に
派
遣
し
、
労
働
者
、
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
へ
の
医
療
サ
ー 

ビ
ス
組
織
を
点
検
す
る
。

製
作
所
、н

場
•

現
場
委
員
会
は
、
企
業
、
施
設
、
組
織
に
よ
っ
て
、
社
会
保
険
に
た
い
す
る
払
込
金
が
適
時
に
払
込
ま
れ
る
こ
と 

を
見
守
り
、

必
要
な
場
合
に
は
、
定
め
ら
れ
た
手
続
で
、
保
険
払
込
金
の
拒
み
得
な
い
徴
集
を
適
用
す
る
。

製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
が
、
労
働
者
あ
る
い
は
職
員
の
労
働
災
害
あ
る
い
は
職
業
病
が
管
理
機
関
に
よ
る
、
労
働
保
護
あ
る 

い
は
安
全
技
術
の
規
則
違
反
の
結
果
で
あ
る
と
確
認
し
た
場
合
に
は
、Н

場
•

現
地
委
員
会
は
、

こ
の
労
働
災
害
あ
る
い
は
職
業
病
と 

関
連
し
た
一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
支
給
に
た
い
す
る
支
出
を
、
拒
み
得
な
い
手
続
き
で
、
国
家
社
会
保
険
予
算
に
、
企
業
、
施
設
、 

組
織
が
補
償
す
る
こ
と
に
関
し
、
管
理
機
関
に
た
い
す
る
義
務
的
決
定
を
お
こ
な
う
」

と
定
め
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
社
会
保
険
の
実 

施
に
つ
い
て
、
労

働

組

合

工

場•

現
地
委
員
会
の
権
利
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

五
八
年
に
は
、
年
金
、

と
く
に
永
年
勤
続
年
金
に
つ
い
て
の
改
善
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、

ハ

月

六

日

付

「
劇
場
お 

よ
び
そ
の
ほ
か
の
劇
場•

観
覧
企
業
の
芸
能
家
の
若
干
の
部
類
に
た
い
す
る
永
年
勤
続
年
金
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
よ 

っ
て
、
劇
場
、

サ
ー
カ
ス
そ
の
ほ
か
の
一
連
の
芸
能
家
に
永
年
勤
続
年
金
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

ニ
ー
月
二
五 

日

付

「
民
間
航
空
と
飛
行
の
空
中•

飛
行
勤
務
員•
の
年
金
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保
障
省
指
令
に
よ
り
、
民
間
航
空
そ
の
ほ
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か

の

空

中•

飛
行
勤
務
員
の
年
金
保
障
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
指
令
に
よ
る
と
、
働
い
て
い
る
企
業
と
組
織
が
ど
の
官
庁 

に
属
し
て
い
る
か
に
関
係
な
く
、
機
長
、
操
縦
士
、
舵
手
、
落
下
傘
降
下
者
な
ど
が
、

こ
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
。

そ
し
て
、
 

年
金
を
受
け
る
権
利
を
与
え
る
職
務
に
男
子
二
五
年
以
上
、
女
子
二
〇
年
以
上
勤
務
し
、
そ
の
職
務
で
の
仕
事
を
や
め
た
と
き
に
、
実 

際
の
一
カ
月
平
均
稼
得
賃
金
の
五
〇％

、
さ
ら
に
前
述
の
勤
務
期
間
を
こ
え
る
場
合
に
は
、

一
年
に
た
い
し
三％

を
プ
ラ
ス
し
た
永
年 

勤

続

年

金

が

支

給

さ

れ

る(

最
高
限
は
稼
得
賃
金
の
七
五％
)

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
は
、

ソ
連
は
、

工
業
生
産
高
で
世
界
第
一
ー
位
を
し
め
る
と
い
う
よ
う
な
経
済
の
全
般
的
な
高
揚
の
な 

か
で
、
勤
労
者
の
社
会
保
障
は
着
実
に
向
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
回
党
大
会
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
勤
労
者
の
全
般
的
な
福 

祉
を
み
て
も
、
低
所
得
の
労
働
者
、
職
員
の
賃
金
引
上
げ
、
土
曜
日
と
祭
日
の
前
日
の
労
働
時
間
二
時
間
短
縮
、
未
成
年
者
の
四
時
間 

な
い
し
亠
ハ
時
間
労
働
日
の
制
定
、
労
働
者
、
職
員
の
六
時
間
な
い
し
七
時
間
労
働
日
へ
の
移
行
、
杜
会
保
険
に
よ
る
手
当
保
障
、
そ
れ 

と
、
国
家
年
金
法
の
制
定
を
は
じ
め
と
し
た
年
金
保
障
の
著
し
い
改
善
、
中
等
学
校
の
上
級
ク
ラ
ス
、
中
等
専
門
学
校
、
高
等
教
育
施 

設
で
の
授
業
料
の
廃
止
、
全
学
齢
児
童
へ
の
ハ
年
制
義
務
教
育
の
実
施
な
ど
が
、
実
現
さ
れ
て
い
る
。
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⑵

七

カ

年

計

画(

第
六
次
五
カ
年
計
画
の
二
年
と
第
七
次
五
カ
年
計
画)

の

時

期
(

一
九
五
九
— 

一
九
六
五
年) 

一
九
五
九
年
一
月
二
七
日
か
ら
二
月
五
日
に
か
け
、

ソ
連
国
民
経
済
発
展
七
カ
年
計
画
を
検
討
し
、
承
認
す
る
た
め
、

ソ
連
共
産
党 

臨
時
第
ニ
ー
回
大
会
が
招
集
さ
れ
た
。

こ
の
七
カ
年
計
画
は
、
第
六
次
五
カ
年
計
画
を
修
正
し
発
展
さ
せ
る
過
程
で
構
想
が
生
ま
れ
第 

六
次
五
カ
年
計
画
の
最
後
の
二
年
と
次
の
第
七
次
五
カ
年
計
画
の
五
年
と
を
一
つ
の
計
画
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

七
カ
年
計
画
の 

最
大
の
課
題
は
、
重
工
業
の
優
先
的
発
展
に
も
と
づ
い
て
す
べ
て
の
経
済
部
門
を
今
後
も
強
力
に
発
展
さ
せ
、
国
の
経
済
力
を
大
幅
に 

強
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
水
準
の
不
断
の
向
上
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
で
二
月
五
日
、
採

択

さ

れ

た
 

「
一
九
五
九
年
— 

一
九
六
五
年
ソ
連
国
民
経
済
発
展
目
標
数
字
」

の

な

か

の

「
ソ
ビ
エ
ト
国
民
の
福
祉
の
向
上
」

で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う 

な

こ

と

を

予

定

し

て

窮

。

国
民
所
得
は
五
八
年
に
比
べ
六
五
年
に
は
六
二
ー
六
五％

増
加
す
る
。
低
位
お
よ
び
中
位
所
得
勤
労
者
と 

高
所
得
層
と
の
賃
金
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
賃
金
調
整
が
終
了
す
る
。

六
〇
年
に
は
、
労
働
者
、
職
員
の
七
時
間
労
働
日
、
地
下
作
業
に 

従
事
す
る
石
炭
産
業
、
鉱
山
産
業
に
お
け
る
主
要
職
種
の
労
働
者
の
場
合
に
は
六
時
間
労
働
日
へ
の
移
行
が
完
了
す
る
。

六
二
年
に
は 

労
働
者
、
職
員
の
一
日
七
時
間
、

一
週
四
〇
時
間
労
働
へ
の
移
行
が
実
現
す
る
。

六
四
年
か
ら
一
週
三
五
時
間
な
い
し
三
〇
時
間
、
週 

五
日
労
働
制
へ
の
移
行
に
着
手
す
る
、
な
ど
の
こ
と
を
計
画
し
た
。
社
会
保
障
関
係
で
は
、
ま
ず
年
金
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
の
引 

上
げ
と
関
連
し
、
六
三
年
と
六
六
年
に
老
齢
年
金
、

そ
れ
と
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
を
増
額
す
る
こ
と
、
保
健
で
は 

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
、
託
児
所
の
ベ
ッ
ド
数
を
著
し
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、
医
師
の
仕
事
に
と
っ
て
も
っ
と 

も
便
利
な
条
件
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
病
院
に
付
属
し
て
暖
房
装
置
、
照
明
の
と
と
の
っ
た
住
宅
を
無
償
で
医
師
に
与
え
る
こ
と
、
医 

薬
品
工
業
、
と
く
に
抗
生
物
質
、
そ
の
他
の
最
新
の
効
果
的
な
薬
剤
の
製
造
を
著
し
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど
を
予
定
し
た
。

こ
の 

ほ
か
、
託
児
所
、
幼
稚
園
、
寄
宿
学
校
、
お
よ
び
普
通
学
校
に
お
け
る
放
課
後
の
残
留
児
童
グ
ル
ー
プ
の
施
設
網
を
拡
張
す
る
こ
と
、
 

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
大
規
模
に
組
織
す
る
こ
と
な
ど
が
計
画
さ
れ
た
。
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つ
ぎ
に
、

こ
の
計
画
期
間
汜
お
け
る
社
会
保
障
の
政
策
の
具
体
的
な
動
き
を
み
る
こ
と
に
す
る
。 

五
九
年
に
は
、
計
画
の
実
施
前
で
あ
っ
た
が
、
労
働
組
合
の
社
会
保
険
・
に
関
す
る
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
関
係
す
る
二
つ
の
規
則 

が
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
定
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、

二

月

五

日

付

「
労
働
組
合
機
関
の
監
査
委
員
会
規
則
」

で
あ 

る
。

こ
の
規
則
の
な
か
で
、
労
働
組
合
機
関
の
国
家
社
会
保
険
予
算
に
関
す
る
財
政•

経
済
活
動
の
文
書
上
の
監
査
を
行
う
こ
と
、
監 

査
機
関
に
よ
る
国
家
社
会
保
険
予
算
の
収
入
と
支
出
の
計
画
と
執
行
に
関
す
る
現
行
立
法
、
そ
れ
と
労
働
組
合
上
級
機
関
の
決
定
と
指 

令
の
実
施
を
点
検
す
る
こ
と
、
国
家
社
会
保
険
の
払
込
金
の
正
し
い
算
定
と
適
時
の
払
込
み
な
ど
を
点
検
す
る
こ
と
を
監
査
委
員
会
の 

主
要
な
任
務
の
一
つ
と
し
て
定
め
た
。
も
う
一
つ
は
、

一
〇
月
二
八
日
付
「
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
組
織
者(

n
p
o
e
r
p
y
n
o
p
r
e
)

規
則
」 

で
あ
る
。

企
業
、

ソ
フ
ホ
—
ズ
お
よ
ぴ
施
設
で
同
じ
作
業
班
、
同
じ
集
合
所
、
集
合
機
械
、
職
区
な
ど
で
働
く
労
働
組
合
員
は
、
労
働 

組
合
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
ま
り
、
そ
の
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
の
指
導
の
た
め
に
、
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
組
織
者
が
選
ば
れ
る
。
労 

働
組
合
グ
ル
ー
プ
組
織
者
の
援
助
の
も
と
で
、
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
は
、
保
険
代
表£

ぶ
。

こ
の
規
則
に
よ
る
と
、
労
働
組
合
グ
ル 

1

プ
組
織
者
は
、
保
険
代
表
の
助
力
の
も
と
に
、
病
気
の
労
働
者
、
職
員
に
必
要
な
援
助
を
与
え
、
医
師
の
定
め
た
養
生
法
を
守
っ
て 

い
る
か
を
点
検
す
る
た
め
、
そ
の
家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
、

工

場•

現
地
委
員
会
か
ら
休
息
の
家
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
予 

防
病
院
、
治
療
食
の
利
用
券
を
受
取
る
こ
と
に
つ
い
て
労
働
組
合
員
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

五
九
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

ー
ー
ー
月
一
七
日
付
「
教
育
、
保
健
お
よ
び
農
業.
の
従
業
員
へ
の
永
年
勤
続
年
金
に 

関
す
る
」
決
議
を
公
布
し
た
。

こ
れ
は
、
国

家

年

金

法

の

第

五

ハ

条

「
ソ
連
政
府
の
決
定
に
よ
っ
て
、
専

門

家

の

個

々

の

範

疇(

教
師
、 

医
師
そ
の
他)

に
た
い
し
て
定
め
ら
れ
た
永
年
勤
続
年
金
は
、
本
法
の
施
行
前
に
決
定
さ
れ
た
も
の
は
、
維
持
さ
れ
るQ

ソ
連
閣
僚
会 

叢
に
、
今
後
の
永
年
勤
続
年
金
の
裁
定
お
よ
び
支
給
方
法(

年
金
の
対
象
、
従
来
支
給
さ
れ
、
お
よ
び
新
た
に
支
給
さ
れ
る
年
金
の
最 

低
お
よ
び
最
高
額
、
労
働
に
従
事
す
る
年
金
受
給
者
に
支
払
わ
れ
る
額
等)

の
決
定
を
委
任
す
る
」
と
い
う
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
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た
。

こ
の
決
議
は
、
教
員
と
教
育
従
事
者
は
二
五
年
以
上
、
医
師
と
保
健
従
事
者
は
、
農
村
地
域
な
ど
で
は
ー
ー
五
年
以
上
、
都
市
で
は 

三
〇
年
以
上
の
労
働
勤
務
期
間
の
あ
る
場
合
に
、
賃
金
率
あ
る
い
は
職
務
俸
給
額
の
四
〇％

の
永
年
勤
続
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
の 

ほ
か
、
年
金
の
最
低
、
最
高
額
な
ど
を
定
め
た
内
容
で
あ
る
。

(5) 

六
〇
年
に
は
い
っ
て
か
ら
も
永
年
勤
続
年
金
は
改
善
さ
れ
た
。

年
金
と
と
も
に
医
療
援
助
に
関
す
る
立
法
も
発
展
し
た
。

六
〇
年
一 

月

一

四

日

付

「
ソ
連
住
民
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
保
護
の
よ
り
一
層
の
改
善
措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
ソ 

連
閣
僚
会
議
の
決
議
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

二
月
に
は
、

一
〇
日
付
「
極
北
区
お
よ
び
極
北
区
と
同
等
と
認
め
ら
れ
た
地
域
で
働
く
者
に
た
い
す
る
特
典
の
整
理
に
関
す
る
」

ソ 

連
最
高
会
議
幹
部
会
の
指
令
が
公
布
さ
れ
たQ

こ
の
指
令
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
働
く
者
に
た
い
し
、
労
働
能
力
の
一
時
的
喪
失
の
場 

合
に
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
が
、
社
会
保
険
手
当
の
額
と

実
際
の
稼
得
賃
金(

付
加
金
込
み)

の
額
と
の
差
額
を
追
加
払
い
を
す 

る
こ
と
、
高
い
出
張
旅
費
、

一
時
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
財
務
省
お
よ
び
ソ
連
閣
僚
会
議
労
働•

賃
金
問
題
国
家
委
員
会
の
同
意
に
よ
り
、

二
月
二
九
日
付
全
ソ
労
働
組
合 

(8)

中
央
評
議
会
幹
部
会
の
決
定
で
、
「
国
家
社
会
保
険
の
保
険
払
込
金
の
徴
集
お
よ
び
資
金
の
使
用
に
関
す
る
」
指

令
が

承

認

さ

れ

た

。 

こ
の
指
令
は
、⑴

国
家
社
会
保
険
予
算
へ
の
支
払
、⑵

保
険
契
約
者
の
登
録
、⑶

保
険
払
込
金
料
率
、⑷

保
険
払
込
金
の
算
定
、⑸

保 

険
払
込
金
の
払
込
の
期
限
と
手
続
、⑹

保
険
払
込
金
に
つ
い
て
の
債
務
の
徴
集
と
延
滞
利
子
の
加
算
、⑺

社
会
保
険
当
座
勘
定
、⑻

国 

家
社
会
保
険
資
金
の
使
用
手
続
、⑼

国
家
社
会
保
険
資
金
の
計
算
と
報
告
書
、
(10)
保
険
払
込
金
の
払
込
と
国
家
社
会
保
険
資
金
の
使
用 

に
た
い
す
る
監
督
、
(11)
個
々
の
市
民
と
宗
教
団
体
に
よ
る
保
険
払
込
金
払
込
手
続
、
(12)
保
険
契
約
者
の
責
任
、
(13)
保
険
契
約
者
の
訴
願 

の
審
査
手
続
、

に
分
か
れ
、
社
会
保
険
の
保
険
払
込
金
と
社
会
保
険
資
金
の
使
用
に
関
し
、
詳
細
に
規
定
し
た
。 

六
〇
年
に
は
ま
た
、

一
連
の
ア
カ
デ
ミ
ー
劇
場
と
楽
団
の
創
作
的
従
業
員
に
た
い
す
る
永
年
勤
続
年
金
保
障
に
多
く
の
変
更
が
加
え
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ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、

五
月
一
七
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
労
働•

・
賃
金
問
題
国
家
委
員
会
説
明
に
よ
り
、
音
楽
劇
場
、
演
奏
会
組
織
と
サ 

—
カ
ス
の
ダ
ン
サ
ー
、
職
業
的
舞
踊
、
舞

踏

集

団
(

グ
ル
ー
プ)

、
民
族
舞
踊
演
奏
団
、
歌

と

舞

踊(

舞
踏)

お
よ
び
民
族
合
唱
の
演

(9) 

奏
団
の
芸
能
家
に
た
い
す
る
永
年
勤
続
年
金
は
、

バ
レ
—
の
芸
能
家
と
同
一
に
裁
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

六
〇
年
に
は
ま
た
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
に
よ
る
保
障
が
改
善
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
希
望
で
前
の
仕
事
を
退
職
し
た
者 

に
た
い
す
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
を
受
け
る
制
限
が
廃
止
さ
れ
、

こ
の
理
由
で
退
職
し
た
者
の
継
続
勤
務
期
間
を
維
持
す
る
こ
と
を 

定
め̂

 

こ
の
ほ
か
、

一
九
五
六
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
期
間
に
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
療
養
地
お
よ
び
休
息
の
家
の
管
理
は
、
連
邦
構
成
共
和 

国
の
保
健
省
に
集
中
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
六
〇
年
に
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
結
核
の
も
の
を
除
く
大
部
分
の 

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
休
息
の
家
、
療
養
地
、
賄
付
宿
泊
所
、
療
養
地
病
院
、
外
来
総
合
病
院
お
よ
び
療
養
地
ホ
テ
ル
を
国
営
か
ら
労 

働
組
合
の
管
理
へ
移
譲
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
と
き
か
ら
、
労
働
組
合
の
療
養
地
網
は
増
加
し
、
そ
こ
で
の
治 

療
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
根
本
的
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ー
九
六
一
年
に
は
い
る
と
、

一
月
一
日
か
ら
現
在
の
価
格
基
準
が
実
施
さ
れ
、
旧
通
貨
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

一
新
ル
ー
ブ
ル
は
、
 

ー
〇
旧
ル
ー
ブ

ル

に

相

当

し

た(

す
で
に
述
べ
た
年
金
、
手
当
な
ど
の
ル
ー
ブ
ル
に
よ
る
金
額
は
こ
れ
以
後
、
す
べ
て
一
〇
分
の
一
の 

額
と
な
る)

。

こ
の
一
月
に
は
ま
た
、

一
月
七
日
付
「
土
地
を
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
企
業
と
組
織
に
譲
渡
し
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
元
コ
ル 

ホ
ー
ズ
員
で
あ
る
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
の
物
質
的
保
障
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
の
決
議
が
あ
る
。

こ
の
決
議
は
、

こ 

れ
ら
の
人
び
と
へ
の
手
当
の
支
給
の
支
出
は
自
治
共
和
国
の
当
該
予
算
と
地
方
予
算
の
負
担
で
社
会
保
障
機
関
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る 

と
い
う
こ
と
な
ど
を
定
め
た
内
容
で
あ
る
。
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そ
の
後
、

三
月
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

一
日
付
で
「
産
業
協
同
組
合
ア
片
テ
リ
元
組
合
員
の
年
金
保
障
に•
関
す
る
」
決
議
を
公
布 

し
た
。

こ
の
決
議
は
、
産
業
協
同
組
合
の
廃
止
と
関
連
し
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
と
そ
の
家
族
へ
の
年
金
保
障
は
、
国
家
年
金
裁
定
お
よ 

び
支
給
手
続
で
労
働
者
、
職
員
と
そ
の
家
族
に
定
め
た
根
拠
に
基
づ
い
て
、
社
会
保
障
機
関
が
実
施
し
、
産
業
協
同
組
合
ア
ル
テ
リ
員 

と
し
て
の
労
働
は
労
働
者
、
職
員
と
し
て
の
労
働
と
し
て
、
総
労
働
勤
務
期
間
と
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
算
入
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
を 

定
め
て
い
る
。

ー
〇
月
に
は
、

ソ
連
共
産
党
第
二
二
回
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
央
委
員
会
の
報
告
と
中
央
監
査
委
員
会
の
報
告
を 

審
議
し
、
新
し
い
党
綱
領
を
承
認
し
、
党
規
約
に
変
更
を
加
え
た
。

こ
の
綱
領
は
、
国
民
の
物
質
的
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
資 

本
主
義
国
に
も
ま
さ
る
最
高
の
生
活
水
準
を
確
保
す
る
課
題
を
掲
げ
、
そ
の
課
題
は
、⑴

小
売
価
格
の
引
下
げ
、
住
民
か
ら
の
徴
税
廃 

止
と
結
び
つ
け
て
、
労
働
の
量
と
質
に
応
じ
て
の
個
人
的
報
酬
を
引
上
げ
る
こ
と
、⑵

労
働
の
量
と
質
に
か
か
わ
り
な
く
、

つ
ま
り
、

フ
ォ
ン
ド

無
料
で
社
会
の
成
員
の
欲
求
を
充
た
す
こ
と
に
あ
て
ら
れ
る
社
会
的
消
費
基
金(

教
育
、
医
療
、
年
金
保
障
、
児
童
施
設
で
の
子
ど
も 

の
養
育
、
各
種
の
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
無
料
使
用
へ
の
移
行
、

そ
の
他)

を
拡
張
す
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
方
法
で
実
現
さ
れ
る
と
述 

べ
て
い
る
。
社
会
保
障
関
係
で
は
、
ま
ず
健
康
と
長
寿
に
つ
い
て
は
、
病
気
を
予
防
し
、
病
気
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
伝
染
病
を
一
掃 

し
、
寿
命
を
の
ば
す
た
め
の
広
範
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
、
都
市
、
農
村
の
住
民
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
高
度
な
医
療
サ
。
ビ
ス
を
完
全 

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
現
存
す
る
無
料
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
な
ら
ん
で
、
病
人
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
利
用
お
よ
び
医 

薬
品
を
無
料
に
す
る
、
な
ど
の
課
題
を•
定
め
て
い
る
。
労
働
不
能
者
の
物
質
的
保
障
で
は
、
産
前
産
後
の
休
暇
を
延
長
す
る
、
国
家
機 

関
、
労
働
組
合
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
、
国
民
所
得
の
増
大
に
つ
れ
て
、
む
こ
う
二
〇
年
間
に
、
老
齢
あ
る
い
は
身
体
障
害
の
結
果
労
働
能 

力
を
失
っ
た
す
べ
て
の
市
民
の
物
質
的
保
障
を
し
だ
い
に
負
担
し
て
行
き
、
病
気
お
よ
び
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
手
当
、
老
齢
年
金 

は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
も
支
給
し
、
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
を
増
額
す
る
、
都
市
、
農
村
に
は
老
人
と
身
体
障
害
者
の
た
め
の
快
適
な
養
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護
ホ
ー
ム
を
多
数
つ
く
り
、
希
望
者
を
全
員
無
料
で
入
所
さ
せ
る
な
ど
を
課
題
と
し
て
い
る
。

第
二
ニ
回
大
会
後
、
新
し
い
綱
領
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
七
カ
年
計
画
の
計
画
目
標
を
実
現
す
る
こ
と 

に
全
努
力
が
そ
そ
が
れ
た
。

一
九
六
二
年
の
一
月
に
は
、
労
働
者
、
職
員
の
年
金
保
障
の
問
題
の
解
決
で
労
働
組
合
の
役
割
を
高
め
る
た
め
、

ソ
連
閣
僚
会
議
と 

全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

一
月
二
日
付
「
労
働
者
、
職
員
の
年
金
保
障
問
題
の
解
決
へ
の
労
働
組
合
の
参
加
の
拡
大
に
関
す 

る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
労
働
者
と
職
員
の
年
金
裁
定
に
必
要
な
文
書
は
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現

地

書

会

の
 

年
金
問
題
委
員
会
に
よ
っ
て
、
労
働
者
と
職
員
の
最
後
の
労
働
場
所
の
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
管
理
機
関
と
共
同
し
て
、
前
以
っ 

て
準
備
さ
れ
る
こ
と
、
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
の
年
金
問
題
委!

T

会
規
則
は
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
に
よ
っ
て 

承
認
さ
れ
る
こ
と
、
を
定
め
た
。

そ
し
て
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
指
導
者
に
た
い
し
、
労
働
者
と
職
員
の
労
働
手
帳
、
個
人
用 

の
口
座
、
そ
れ
と
彼
ら
の
労
働
活
動
と
賃
金
に
関
す
る
そ
の
他
の.
文
書
を
、
書
込
み
の
正
確
さ
を
審
査
す
る
た
め
労
働
組
合
の
代
表
者 

に
妨
害
な
く
提
出
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
決
定
で
、
労

働

組

合

工

場•

現
地
委
員
会
の
付
属
で
、
社
会 

保
険
委
員
会
の
ほ
か
に
、
年
金
問
題
委
員
会
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
一
月
五
日
に
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
は
、
「
国
家
社
会
保
険
管
理
で
の
労
働
組
合
活
動
の
社
会.
的

性

格

の 

拡
大
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
が
、

こ
の
決
定
は
、
労
働
組
合
の
す
べ
て
の
段
階
で
の
こ
の
分
野
の
仕
事
に
広
範
な
活
動
家
を
参 

加
さ
せ
る
基
本
的
形
態
を
定
め
た
。

そ
し
て
、

一
月
五
日
付
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
決
定
で
、
「
年
金
問
題
委
員
会
規 

(8) 

(9
》
 

(

」

則
」
、
「
社
会
保
険
委
員
会
規
則
」
お

よ

び

「
保
険
代
表
規
則
」

が
承
認
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
の
内
容
を
み
る
と.
、
ま

ず

年

侖
 

題
委
員
会
は
、
労
働
者
、
・
職
員
の
年
金
保
障
問
題
の
解
決
に
労
働
組
合
活
動
家
を
よ
り
広
範
に
参
加
さ
せ
る
た
め
、
五
〇.
〇
人
以
上
の 

労
働
者
、
職
員
の
い
る
企
業
、
施
設
、
組
織
に
、
労
働
組
合
製
作
所
、

工
場
お
よ
び
現
地
委
員
会
付
属
で
組
織
さ
れ
る
。
年
金
問
題
委
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員
会
の
組
織
さ
れ
な
い
企
業
、
施
設
、
組
織
で
は
、
年
金
保
障
問
題
の
す
べ
て
の
実
務
の
仕
事
は
、
社
会
保
険
委
員
会
あ
る
い
は
直
接 

労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

年
金
問
題
委
員
会
は
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
、
生
産
先 

駆
者
と
生
産
革
新
者
、
技

師
•

技
術
職
員
、
会

計
•

簿
記
従
業
員
、
人
事
部
従
業
員
お
よ
び
年
金
受
給
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、⑴

労 

働
者
、
職
員
に
国
家
年
金
法
お
よ
ぴ
年
金
保
障
の
分
野
で
の
彼
ら
の
権
利
を
説
明
す
る'
⑵

企
業
、
施
設
あ
る
い
は
組
織
で
、
年
金
問 

題
に
関
す
る
相
談
所
、
講
義
、
報
告
、
座
談
の
実
施
を
組
織
し
、

こ
の
た
め
に
、
労
働
組
合
機
関
、
社
会
保
障
部
、
労
働
組
合
評
議
会 

法
律
相
談
所
の
各
従
業
員
、
企
業
と
施
設
の
法
律
顧
問
を
参
加
さ
せ
る'
⑶

企

業
(

施
設
、
組
織)

の
管
理
機
関
と
共
同
し
て
、
働
い 

て
い
る
年
金
受
給
者
、
来
る
年
に
、
老
齢
年
金
裁
定
に
必
要
な
年
齢
に
達
す
る
労
働
者
、
職
員
を
計
算
し
、⑷

年
金
裁
定
の
た
め
労
働 

者

、
職

員

お

よ

び

そ

の

家

族(

扶
養
者
喪
失
の
場
合)

に
必
要
な
労
働
勤
務
期
間
と
賃
金
に
関
す
る
文
書
を
準
備
し
、⑸

働
い
て
い
る 

年
金
受
給
者
に
年
金
が
正
し
く
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
点
検
す
る
、
な
ど
が
、
そ
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
。 

社
会
保
険
委
員
会
は
、
労
働
者
と
職
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、
国
家
社
会
保
険
の
仕
事
へ
の
参
加
に
労
働
組
合
活
動
家
を
引
き 

つ
け
る
た
め
、

一
〇
〇
人
以
上
の
労
働
者
、
職
員
が
い
る
企
業
、
施
設
あ
る
い
は
組
織
に
、
労
働
組
合
製
作
所
、Н

場
あ
る
い
は
現
地 

委
員
会
付
属
で
組
織
さ
れ
る
。
社
会
保
険
職
場
委
員
会
は
、
労
働
組
合
の
職
場
委
員
会
の
存
在
す
る
職
場
に
組
織
さ
れ
る
。
社
会
保
険 

委
員
会
の
構
成
は
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
、
生
産
先
駆
者
と
生
産
革
新
者
、
技

師
•

技
術
職
員
、
事
務
職
員
、
治

療
•

予
防
施
設
の
医 

療
従
業
員
、
保
険
代
表
で
あ
る
。
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
付
属
委
員
会
の
議
長
は
、
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現 

地
委
員
会
の
議
長
が
な
る
。

労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
付
属
社
会
保
険
委
員
会
の
任
務
は
、⑴

現
行
立
法
に
従
っ
て
、
 

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
を
裁
定
し
、
金
額
を
決
定
し
、
国
家
社
会
保
険
の
そ
の
ほ
か
の
手
当
を
裁
定
し
、
企
業 

施
設
あ
る
い
は
組
織
の
管
理
機
関
に
よ
る
、
労
働
者
、
職
員
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
確
定
の
適
法
性
を
監
視
す
る'
⑵

企

業
(

施
設
、
 

組
織)

で
働
く
者
の
労
働
条
件
を
労
働
保
護
委
員
会
と
共
同
で
研
究
し
、

そ
の
改
善
を
提
案
し
、
健
康
増
進
措
慣
の
総
合
計
画
の
作
成
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に
参
加
す
る
、⑶

罹
病
率
の
状
態
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
企

業
(

施
設
、
組
織)

の
管
理
機
関
と
共
同
で
、
労
働
者
、
職
員
の
一
時 

的
労
働
不
能
の
結
果
に
よ
る
労
働
時
間
の
損
失
を
少
な
く
す
る
措
置
を
定
め
る
、⑷

治

療
•

予
防
施
設
付
属
の
社
会
評
議
会
と
共
同
し 

て
、
労
働
者
、
職
員
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
を
点
検
し
、
勤
労
者
へ
の
医
療
援
助
改
善
の
提
案
を
す
る
、⑸

疾
病
の
個
々
の
種
類
の 

予
防
措
置
の
実
施
、
労
働
者
、
職
員
の
公
衆
保
健
指
導
的
監
視
の
組
織
で
医
療
施
設
と
保
健
機
関
に
協
力
し
、
医
師
に
よ
る
疾
病
カ
ー 

ド
の
正
し
い
交
付
を
点
検
す
る'
⑹

病
気
の
労
働
者
、
職
員
お
よ
び
そ
れ
ら
の
家
族
に
た
い
し
家
庭
と
治
療
施
設
へ
の
入
院
で
同
志
的 

援
助
を
組
織
し
、
医
師
の
定
め
た
養
成
法
の
患
者
に
よ
る
遵
守
を
点
検
す
る
、⑺

国
家
社
会
保
険
資
金
に
よ
る
労
働
者
と
職
員
へ
の
サ 

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
予
防
施
設
、
休
息
の
家
、
賄
付
宿
泊
所
の
利
用
券
、
治

療
(

栄
養)

食
へ
の
補
助
金
、
そ

れ

と

観

光

利

用

券(

体
育
集
団 

ソ
ビ
エ
ト
と
共
同
で)

の

交

付

に
関
す

る
決
定
を
す

る(

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
労
働
組
合
製
作
所
、Н

場
•

現
地
委 

員
会
の
承
認
の
た
め
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い)

、⑻

子

供

の

施

設(

託
児
所
、
幼
稚
園
、
ピ

オ

ニ

ー

ル•

キ

ャ

ン

プ
な
ど)

へ 

労
働
者
、
職
員
の
子
供
を
派
遣
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
で

の
仕
事
を
監
督
す
る(

子
供
と
青
年
の
な
か
で
の
仕
事
に
関
す
る
委
員
会
と
共 

同
で)

、⑼

社
会
保
険
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
講
義
、
相
談
、
座
談
会
を
組
織
す
る
、
的
保
険
代
表
と
社
会
保
険
職
場
委
員
会
の
経
験 

交
換
を
組
織
し
、
保
険
活
動
家
の
仕
事
を
改
善
す
る
措
置
を
と
り
、
そ
の
仕
事
に
年
金
受
給
者
を
参
加
さ
せ
る
、
(11)
国
家
社
会
保
険
の 

予
算
見
積
り
案
を
作
成
し
、
そ
の
見
積
の
執
行
を
監
視
す
る
、
な
ど
多
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
社
会
保
険
職
場
委
員
会
は
、
職
場
段
階 

で
ほ
ぼ
同
様
な
任
務
を
果
す
。

最
後
に
、
保
険
代
表
で
あ
る
。

保
険
代
表
は
、
労
働
者
と
職
員
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
た
め
、
そ
し
て
、
国
家
社
会
保 

険
の
日
々
の
仕
事
に
広
範
な
労
働
組
合
活
動
家
を
参
加
さ
せ
る
目
的
で
、
す
べ
て
の
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
で
選
出
さ
れ
る
。
労
働
組
合 

グ

ル

ー
プ
組
織
者
、
お
よ
び
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
付
属
社
会
保
険
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
、
保
険
代
表
は
、

つ 

ぎ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
。⑻

労
働
保
護
の
社
会
的
監
督
官
と
共
同
で
、
管
理
機
関
に
よ
る
、
生
産
職
区
と
労
働
場
所
に
お
け
る
労
働
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条
件
改
善
措
置
の
実
施
を
監
視
す
る
、⑹

労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
に
合
同
し
て
い
る
労
働
者
、
職
員
へ
の
医
療
援
助
の
組
織
改
善
で
治
療
・
 

予
防
施
設
の
従
業
員
に
協
力
し
、
長
期
と
頻
発
の
病
気
の
労
働
者
と
職
員
に
、
糸
統
的
な
公
衆
保
健
指
導
的
監
視
の
た
め
当
該
専
門
の 

医
師
を
固
着
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る'
©

企
業
の
労
働
者
、
職
員
へ
の
予
防
身
体
検
査
の
定
期
的
な
実
施
と
、

こ
の
検
査
結
果
に
よ
る 

生
産
で
の
す
べ
て
の
必
要
な
治
療•

予
防
、
公

衆

衛

生•

衛
生
学
の
措
置
の
実
現
を
見
守
る
、

(d)
医
師
に
よ
る
疾
病
カ
ー
ド
の
正
し
い 

交
付
を
点
検
す
る
、⑹

職
長
、
班
長
お
よ
び
医
療
施
設
の
医
師
と
共
に
、
疾
病
率
の
予
防
、
そ
れ
と
生
産
職
区
で
の
公
衆
衛
生
的
教
養 

の
向
上
の
諸
措
置
の
作
成
に
参
加
す
る
、⑴

病
気
の
労
働
者
と
職
員
の
家
庭
に
、

必

要

な

援

助(

医
師
を
呼
ぶ
、
薬
剤
の
受
取
り
、
子 

供
の
世
話
を
組
織
す
る
な
ど)

の
た
め
訪
問
す
る
、
入
院
治
療
に
あ
る
労
働
者
、
職
員
に
配
慮
し
、
注
意
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
人
が 

指
定
さ
れ
た
治
療
を
厳
格
に
実
施
し
、
最
短
期
の
回
復
の
た
め
医
師
の
定
め
た
養
生
法
を
遵
守
す
る
よ
う
に
見
守
り
、
必
要
な
場
合
に 

は
、
労
働
者
、
職
員
に
物
質
的
援
助
を
す
る
問
題
を
労
働
組
合
に
提
起
す
る
、
(g)
労
働
と
日
常
生
活
の
傷
害
と
結
び
つ
い
た
災
害
事
故 

の
状
況
を
解
明
し
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
提
案
を
社
会
保
険
委
員
会
に
提
出
す
る
、⑹

専
門
あ
る
い
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治 

療
、
そ

れ

と

治

療(

栄
養)

食
を
必
要
と
す
る
労
働
者
、
職
員
を
計
算
し
、
彼
ら
を
治
療
に
派
遣
す
る
、
あ
る
い
は
社
会
保
険
資
金
を 

治

療
(

栄
養)

食
に
配
分
す
る
問
題
を
社
会
保
険
委
員
会
に
提
起
す
る
、⑴

労
働
者
、
職
員
に
、
彼
ら
の
子
供
の
託
児
所
、
幼
稚
園
へ 

の
入
所
、
ピ
オ
ー
ー
ー
ル•

キ
ャ
ン
プ
、
子
供
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
林
間
学
校
な
ど
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
委
員
会
を
通
じ
、
援 

助
す
る
、⑴

社
会
保
険
と
社
会
保
障
に
関
す
る
立
法
を
研
究
し
、
労
働
者
、
職
員
に
、
手
当
と
年
金
の
裁
定
と
受
給
、
社
会
保
険
の
そ 

の
ほ
か
の
種
類
の
援
助
、

の
規
定
を
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
組
合
に
よ
る
社
会
保
険
の
諸
活
動
を
発
展
さ
せ
る
組
織
に
関
す
る
一
連
の
規
則
が
、

こ

の

時

期

に

定

め

ら

れ 

た
。年

金
保
障
の
分
野
で
は
、
国
家
年
金
法
第
五
条
と
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
第
一
五
三
条
に
あ
る
「
年
金
は
、
勤
労
者
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代

議

員

区
(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
が
組
織
す
る
年
金
裁
定
委
員
会
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
る
」

と
い
う
規
定
に
従
っ
て
、
七
月
一 

〇

日

付

「
勤

労

者

代

議

員

区(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
付
属
年
金
裁
定
委
員
会
規
則
の
承
認
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会 

議
の
決
議
に
よ
っ
て
、
「
勤

労

者

代

議

員

区(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
付
属
年
金
裁
定
委
員
会
規
則
」
が
承
認
さ
れ
た
。

こ

の

規 

則
に
よ
る
と
、
年
金
裁
定
委
員
会
の
任
務
は
、
年
金
の
正
し
い
、
適
時
の
裁
定
、
年
金
裁
定
に
必
要
な
文
書
の
受
取
り
で
の
市
民
へ
の 

援
助
、
そ
の
仕
事
の
組
織
で
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
年
金
問
題
委
員
会
へ
の
協
力
、
社
会
保
障
機
関
の
活
動
へ
の
よ 

り
広
範
な
公
共
団
体
の
参
加
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
は
、
勤

労

者

代

議

員

区(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
決
定
で
、
区
(

市)

社 

会

保

障

部

部

長(

委
員
会
議
長)

、
区
(

市)

財
務
部
部
長
お
よ
び
労
働
組
合
組
織
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
、
軍

勤
務
員
と

そ
の
家
族 

へ
の
年
金
裁
定
の
場
合
に
は
、

こ

の

ほ

か

区(

市)

軍
事
委
員
が
は
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
規
則
の
内
容
は
、

一
般
規
定
、 

年
金
裁
定
委
員
会
の
権
利
と
義
務
、
年
金
裁
定
委
員
会
の
仕
事
の
方
法
と
い
う
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
六
二
年
に
は
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
九

月

一

三

日

付

「
土
地
を
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
企
業
と
組
織
に
移
譲

(
28) 

し
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
元
加
盟
員
へ
の
每
月
手
当
の
裁
定
と
支
給
の
整
理
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決В

は
、

こ
れ
ら
の
人 

び
と
へ
の
毎
月
手
当
の
裁
定
業
務
で
の
欠
陥
を
な
く
す
目
的
で
、
毎
月
手
当
は
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
う
ち
、
国
家
年
金
を
受
給
す
る 

権
利
を
も
た
な
い
で
、
物
質
的
に
困
っ
て
い
る
第
一
等
級
と
第
二
等
級
身
体
障
害
者
と
高
齢
者
に
裁
定
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の 

手
当
は
、
手
当
の
申
請
者
の
物
質
的
状
態
を
全
面
的
に
審
査
し
た
後
、
勤

労

者

代

議

員

区(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
よ
っ
て
裁 

定
さ
れ
、
手
当
の
額
は
都
市
と
都
市
タ
イ
プ
の
町
に
住
む
者
に
は
一
〇
ル
ー
プ
ル
、
農
村
地
域
に
住
む
者
に
は
ハ
ル
ー
ブ
羽
五
〇
コ
ペ 

イ
カ
で
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
国
家
予
算
の
資
金
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
も
、

一
〇
月
一
〇
日
付
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
決
議
を
採
択
し
た
。 

ー
九
六
三
年
に
は
い
る
と
、

三
月
一
ー
・
日
付
ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
定
で
「
労
働
能
力
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審

査

委

員

会

(
В
Т
9
К
)

規
則
」
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
規
則
の
一
般
規
定
に
よ
る
と
、
労

働

能

力

審

査

委

員

会(
В
Т
З
К
)

は
社
会
保 

障
機
関
の
管
轄
に
属
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
任
務
を
負
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、⑴

労
働
能
力
の
恒
久
的
あ
る
い
は
長
期
的
喪
失
の
決
定 

と
身
体
障
害
の
等
級
の
確
定
、⑵

身
体
障
害
に
な
っ
た
時
期
の
確
定
、⑶

勤
労
者
の
間
で
身
体
障
害
の
原
因
の
確
定
、⑷

死
亡
者
の
家 

族
員
へ
の
年
金
裁
定
に
関
す
る
問
題
解
決
の
た
め
、
社
会
保
障
機
関
の
委
託
に
よ
り
、
扶
養
者
の
死
亡
の
原
因
の
決
定
、⑸

身
体
障
害 

者
に
そ
の
人
の
健
康
状
態
で
可
能
な
労
働
条
件
と
労
働
の
性
格
の
決
定
、⑹

身
体
障
害
者
の
労
働
能
力
回
復
を
促
進
す
る
措
置(

職
業 

訓
練
、
新
技
能
教
育
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、
補
装
具
取
付
お
よ
び
労
働
装
置
、
手
操
縦
の
自
動
小
型
車
、
自
動
車
の
必
要
度 

の
決
定)

の
確
定
、⑺

身
体
障
害
者
に
可
能
な
労
働
と
職
種
を
示
す
目
的
で
の
、
企
業
、
施
設
、
組
織
お
よ
び
農
業
で
直
接
、
働
い
て 

い
る
身
体
障
害
者
の
労
働
条
件
の
研
究
、
お
よ
び
身
体
障
害
者
の
労
働
機
構
の
正
し
さ
の
点
検
、⑻

治

療
•

予
防
施
設
の
医
師
に
、
労 

働
能
力
審
査
の
原
則
と
方
法
の
知
識
を
与
え
る
こ
と
、⑼

損
害
を
与
え
た
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
補
償
額
の
決
定
の
た
め
、
労
働 

と
関
連
し
た
傷
害
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
健
康
破
壊
を
受
け
た
労
働
者
、
職
員
の
労
働
能
力
の
喪
失
程
度
の
確
定
、

で
あ
る
。

ま
た
、 

市

、
数
区
お
よ
び

区
労

働
能
力
審
査
委
員
会(В

Т
З
К
)

は
、

三

名

の

医

師

専

門

家(

内
科
医
、
外
科
医
、

神
経
病
専
門
医)

、
当
該
社 

会
保
障
部
代
表
者
お
よ
び
労
働
組
合
組
織
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

手
当
に
つ
い
て
の
改
善
も
す
す
め
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、

一
〇
月
二
五
日
付
「
定
期
服
役
軍
勤
務
員
の
子
供
に
た
い
す
る
手 

(
26)

当
支
給
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
定
期
服
役
の
兵
士
、
水
兵
、
軍
曹
お
よ
び
曹
長
の
妻
に
、

つ
ぎ
の
金 

額
で
、
子
供
に
た
い
す
る
手
当
を
支
給
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、⑻

都
市
、
都
市
タ
イ
プ
の
町
、
労
働
者
お
よ
び
療
養 

地
の
町
、
そ
れ
と
、
農
業
と
関
係
な
く
、
農
村
地
域
に
恒
常
的
に
住
む
者
に
は
、
子
供
一
人
に
月
額
一
五
ル
ー
ブ
片
、

二
人
と
そ
れ
以 

上
の
子
供
に
ニ
ニ
ル
ー
ブ
ル
、⑹

農
村
地
域
で
農
業
に
関
係
を
も
っ
て
恒
常
的
に
住
む
者
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
七
ル
ー
ブ
ル
五
〇
コ
ペ

イ
カ
、
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の
年
金
支
給
に
連
邦
予
算
か
ら
割
当
て
ら
れ
て
い
る
資
金
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
機
関
が
支
給
す
る
。 

六
四
年
に
は
い
る
と
、

五

月

一

二

日

付

「
社
会
保
障
機
関
の
仕
事
の
な
か
で
の
集
団
主
義
の
よ
り
一
層
の
拡
大
、
お
よ
び
年
金
の
裁 

定
と
支
給
に
た
い
す
る
統
制
の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
」

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
お
よ
び
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
の
決
Й2
に
よ 

り
、
社
会
保
障
の
管
理
体
制
が
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
年
に
お
け
る
、
社
会
保
障
の
分
野
で
も
っ
と
も
重
要
な
出
来
事
は
、

コ
片 

ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
の
発
展
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

ソ
連
の
社
会
保
障
の
歴
史
全
体
の
な
か
で
も
、
国
家
年
金
法
の
実
現
と
な
ら
ん
で 

画
期
的
な
こ
と
と
い
え
る
。

国
民
経
済
の
発
展
が
社
会
保
障
の
す
べ
て
の
制
度
の
完
成
を
可
能
に
し
た
が
、
す
で
に
六
〇
年
代
の
初
め 

に
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
局
地
的
な
年
金
制
度
は
広
範
に
発
展
し
て
い
た
。

こ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
へ
の
年
金
は
、
農
場
で
定
め
ら
れ
た
規 

則
と
規
準
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
資
金
で
支
給
さ
れ
た
。

し
か
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
経
済
が
強
化
さ
れ
、
国
の
資
力
が
増 

大
し
た
結
果
、

一
九
亠
ハ
四
—

五
年
に
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
に
た
い
す
る
中
央
集
権
化
さ
れ
た
国
家
年
金•

手
当
制
度
に
移
行
す
る
こ
と 

が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
、
六
四
年
七
月
一
五
日
ソ
連
最
高
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金•

手

当
R2
」
で
あ 

る
。

こ
の
法
律
は
、

ソ
連
で
統
一
的
な
年
金
制
度
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
全
国
的
な
手
当
保
障
制
度
を
創
設
す
る
方
向
へ
の
重
要
な 

道
標
と
な
っ
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、

ソ
連
で
初
め
て
、
社

会

保

障

の

中

央(

全
国
的
規
模
で
の)

基
金
に
よ
る
全
国
的
な
年
金
保 

障
制
度
が
実
現
さ
れ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
、

こ
の
法
律
で
、
全
国
的
規
模
で
の
統
一
的
な
条
件
と
影
準
に
よ
っ
て
、
老
齢
年
金
、
障 

害
年
金
、
そ
し
て
そ
の
家
族
に
扶
養
者
喪
失
年
金
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
基
金
に
よ
っ
て
全
国
的
規
模
で 

初
め
て
、
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
妊
娠
と
出
産
の
手
当
が
定
め
ら
れ
た
。

年
金
の
具
体
的
内
容
を
み
る
と
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
は 

男
子
の
場
合
、
六
五
歳
で
労
働
勤
務
期
間
二
五
年
、
女
子
は
、
六
〇
歳
、

二
〇
年
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
、
職
員
と
比
べ
、
受
給
年 

齢
が
五
歳
だ
け
高
い
。

五
人
以
上
の
子
供
を
生
み
、

ハ
歳
ま
で
養
育
し
た
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
、

五
五
歳
、

一
五
年
で
あ
る
。
老
齢 

年
金
額
は
、
月
額
五
〇
ル
ー
ブ
ル
ま
で
の
稼
得
賃
金
は
そ
の
五
〇％

、

五
〇
ル
ー
ブ
ル
を
こ
え
る
場
合
は
、

こ
え
る
部
分
の
二
五％

を
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第1表障害年金額

身体障害の等級
「基礎的」稼得 
賃金（ルーブル）

「基礎的部・ 
の」パーセント

「基礎的」をこえる賃 
金部分へのパーセント

第1等級 50 50 25

第2等級 50 40 25

（注）第1等級の場合は,50ノレLブルまでの賃金（基礎的）の50%と50ループノレを 

こえる賃金部分の25%を加えた額となる。第2等級も同様な計算方法で算出 

される。

第2表扶養者喪失年金額

労働不能の家族員数
「基礎的」稼得 
賃金（ノレーブノレ）

「基礎的」部分 「基礎的」をこえる竇 
金部分へのパーセント

3ん以上 50 50 25
2 人 50 40 25
! 人 50 30 10

（注）具体的な算出法は障害年金の前出表の注を参照のこと〇

加
え
た
額
と
さ
れ
た
。

こ
の
年
金
の
最
低
額
は
月
額
ニ
ー
ル
ー
ブ
ル
、 

最
高
額
は
同
一
〇
ニ
ル
ー
ブ
ル
と
定
め
た
。
障
害
年
金
は
、
第
一
等
級 

と
第
二
等
級
の
身
体
障
害
者
に
支
給
さ
れ
、
第

三

等

級

身

体

障

害

者 

は
、

こ
の
年
金
を
受
け
な
か
っ
た
。

必
要
と
さ
れ
た
労
働
勤
務
期
間
の 

条
件
は
、
労
働
者
、
職
員
の
場
合
と
類
似
し
て
お
り
、
異
な
る
の
は
、 

二
〇
歳
未
満
の
者
に
一
年
の
労
働
勤
務
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と 

だ
け
で
あ
る
。
障
害
年
金
の
額
は
、
第1

表
に
示
し
た
。
な
お
、
労
働 

災
害
、
職
業
病
に
よ
る
身
体
障
害
の
場
合
は
、

こ
の
表
で
算
出
さ
れ
た 

額
の
二
〇％

増
・
と
な
っ
て
い
る
。

扶
養
者
喪
失
年
金
を
受
給
で
き
る
の 

は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
死
亡
の
場
合
、
そ
の
扶
養
を
う
け
て
い
た
家
族 

員
で
労
働
能
力
を
も
た
な
い
者
で
あ
る
。

こ
の
年
金
の
額
は
、
第2

表 

の
よ
う
に
算
出
さ
れ
、
労
働
災
害
、
職
業
病
に
よ
る
扶
養
者
喪
失
の
場 

合
は
、

二
〇％

増
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
最
低
額
と
最
高
額
が
定
め
ら 

れ
て
い
る
。
年
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
稼
得
賃
金
は
、
年
金
申
請
前
の 

一
五
年
間
の
う
ち
の
任
意
の
継
続
五
年
間
の
労
働
に
た
い
す
る
一
カ
月 

平
均
稼
得
賃
金
で
あ
る
。

五

年

未

満

し

か

働

い
て

い
な

い

者

の

年

金 

は
、

そ
の
期
間
の
月
平
均
稼
得
賃
金
か
ら
算
出
さ
れ
る
。

女
子
コ
ル
ホ 

1

ズ
員
に
た
い
す
る
妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
、
女
子
の
労
働
者
、
職
員
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と

同

じ

期

間(

通
常
、
産
前
産
後
各
五
六
日)

、
同
じ
手
続
、
規
準
で
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
法
律
で
定
め
た
年
金
と
手
当
は
、

コ
・
ホ 

1

ズ
の
所
得
か
ら
の
控
除
と
ソ
連
国
家
予
算
の
支
出
で
構
成
さ
れ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
か
ら
支
給
す
る
こ
と
に 

な
っ
た
。

以

上

が

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金•

手
当
法
」

の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
七

月

二

〇

日

付

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
議
長
、
専
門
家
お
よ
び
機
械
化
技
術
員
の
国
家
年
金
保
障
と
社 

会
保
険
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
議
長
、
高
等
あ
る
い
は
中
等
教
育
を
受
け
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
生 

産
の
あ
ら
ゆ
る
班
で
専
門
に
働
く
コ
ル
ホ
ー
ズ
専
門
家
、
会

計

係

長
(

上
級
会
計
係)

、

コ
ル
ホ
ー
ズ
機
械
化
技
術
員(

ト

ラ

タ

タ1
 

運

転

手•

機
械
技
師
、

ト
ラ
ク
タТ
運
転
手
、

コ
ン
パ
イ
ン
操
縦
者
、
自
動
車
運
転
手
、
常
置
施
設
で
働
く
機
械
技
師
、
旋
盤
工
、
仕 

上Н

、
発
動
機
工
、
無
線
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
電
気
工
お
よ
び
生
産
資
格
を
も
ち
、
修
理
と
技
術
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者
に
た
い
し
て 

は
、
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
で
労
働
者
、
職
員
に
規
定
さ
れ
て
い
る
規
準
と
手
続
き
で
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
そ 

し
て
、
そ
の
家
族
員
に
扶
養
者
喪
失
年
金
を
裁
定
す
る'

ま
た
、

こ
れ
ら
の
者
に
は
、
労
働
者
、
職
員
に
規
定
さ
れ
て
い
る
規
準
に
よ 

っ
て
一
時
的
労
働
不
能
手
当
を
支
給
し
、
さ
ら
に
社
会
保
険
の
そ
の
ほ
か
の
種
類
の
保
障
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
内
容 

で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
者
へ
の
年
金
保
障
と
社
会
保
険
の
そ
の
ほ
か
の
保
障
は
、
国

家

の

負

担(

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
彼
ら
の
社
会
保 

険
払
込
金
を
支
払
わ
な
い)

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

七
月
一
五
日
付
法
律
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
年
金
と
手
当
保
障
の
規
範
を
発
展
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

こ 

の
保
障
形
態
の
組
織
的
根
拠
を
綿
密
に
作
成
し
た
一
連
の
決
議
を
採
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

一

〇

月

一

七

日

付 

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」
、

一
ー
月
四
日
付
「
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
妊
娠
と
出
産
手
当
裁
定
お 

よ
び
支
給
手
続
規
則
」
、

ー
ー
月
亠
八
日
付
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
規
則
」
、

一
ー
月
六
日
付
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
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年
金
お
よ
び
手
当
裁
定
委
員
会
規
則
」
、
お
よ
び
同
じ
く 

ー
ー
月
六
日
付
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
評В

会
規
則
」
を

決

議
で

承

認 

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
六
四
年
に
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ

員

の

年

金•

手
当
の
保
障
が
飛
躍
的
に
前
進
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 

第
七
次
計
画
の
最
終
の
年
の
六
五
年
に
は
い
る
が
、

こ
の
年
に
は
ま
ず
医
療•

保
健
の
分
野
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
重
要
な
規
則
が 

公
布
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
が
二
月
五
日
、

ソ
連
保
健
省
が
二
月
一
ー
日
に
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
「
医
療 

ゾ
ビ
エ
ト 

(
35) 

ソ
ビ
エ
ト

施
設
付
属
社
会
評
議
会
規
則
」

で
あ
る
。

こ
の
社
会
評
議
会
は
、
六

〇

年

一

月

一

四

日

付

「
ソ
連
住
民
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
保
護 

の
よ
り
一
層
の
改
善
措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
定
に
従
っ
て
組
織
さ
れ
、
そ
の
創
設
の
基
本 

的
目
的
は
、
国
民
保
健
業
務
の
管
理
の
な
か
に
民
主
主
義
的
原
則
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
住
民
に
た
い
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
諸 

問
題
の
解
決
に
勤
労
者
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
評
議
会
は
、
病
院
、
独
立

の

外

来

患

者•

総
合
病
院
的
施
設
、
医
療
衛
生 

所
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
婦
人
と
子
供
相
談
所
、
公
衆
保
健
指
導
所
、
公

衆

衛

生•

伝
染
病
学
研
究
所
、
薬
局
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
休
息
の 

家

、
療
養
地
治
療
所
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
治
療•

予
防
施
設
の
付
属
で
設
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
評
議
会
は
、
当
該
医
療
施
設
の
従 

業
員
、
そ
れ
と
党
、

ソ
ビ
エ
ト
、
労
働
組
合
、
共
産
青
年
同
盟
、
経
営
お
よ
び
公
共
社
会
団
体
の
各
組
織
、
赤
十
字
社
と
赤
半
月
社
の 

組
織
、
公
共
的
住
宅
お
よ
び
街
の
委
員
会
に
よ
っ
て
推
さ
れ
る
代
表
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
そ
の
構
成
に
当
該
医
療
施
設
の
委
任
医 

師
も
含
ま
れ
る
。

そ
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

こ
の
社
会
評
議
会
の
任
務
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、⑴

医
療
施
設
、
薬
局 

の
予
防
的
お
よ
び
公
衆
衛
生•

衛
生
学
的
活
動
の
た
め
に
必
要
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し
、
病
人
へ
の
外
来
患
者•

総
合
病
院
と
入
院
の 

援
助
を
改
善
す
る
措
置
の
作
成
に
参
加
し
、
協
力
す
る
、
そ
れ
と
、

工
業
企
業
の
労
働
者
、
職
員
に
優
先
権
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
保
障 

す
る
こ
と
に
協
力
し
、
す

べ

て

の

構

成

小

部

門

施

設(

記
録
所
、
実
験
室
、
処
置
医
療
室
、
食
糧
食
庫
な
ど)

の
仕
事
の
正
し
い
組
織 

化
に
協
力
す
る
、⑵

医
療
施
設
の
当
面
と
将
来
の
活
動
計
画
を
検
討
し
、

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
施
設
の
管
理
機
関
に
助
言
を
与
え
、
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医
療
施
設
の
労
働
条
件
改
善
の
提
案
を
作
成
す
る
、
医
療
従
事
者
の
創
意
的
積
極
性
を
発
展
さ
せ
、
そ
の
仕
事
の
著
し
い
改
善
と
住
民 

へ
の
サ
ー
ビ
ス
組
織
化
の
新
し
い
形
態
と
方
法
の
広
範
な
定
着
の
た
め
、
施
設
の
内
部
的
予
備
を
利
用
す
る
こ
と
を
全
面
的
に
促
進
す 

る
、⑶

上
級
機
関
の
指
令
的
訓
令
、
住
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
な
完
成
と
質
の
保
障
に
必
要
な
要
件
を
医
療
施
設
が
遂
行
す
る 

こ
と
に
協
力
す
る
、⑷

医
療
施
設
の
指
導
者
、
部
長
お
よ
び
当
該
施
設
の
そ
の
ほ
か
の
構
成
小
部
門
の
長
の
情
報
を
聴
き
、
審
議
さ
れ 

る
べ
き
問
題
を
解
決
す
る
、⑸

生
産
と
日
常
生
活
の
部
屋
、
商
業
組
織
、
共
同
食
堂
企
業
な
ど
の
公
衆
衛
生
状
態
に
た
い
す
る
社
会
的 

監
視
に
参
加
す
る
、⑹

生
産
企
業
の
労
働
者
、
学
生
、
住
民
の
間
へ
の
公
衆
衛
生
の
宣
伝
の
組
織
と
実
施
で
保
健
機
関
を
援
助
す
る\ 

⑺

一
時
的
労
働
不
能
の
検
査
の
質
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
全
面
的
に
努
力
し
、
疾

病

カ
ー
ド
の
交
付
を
監
視
し
、

工
業
企
業
労
働
者
の
定 

期
的
な
医
療
検
査
と
公
衆
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
化
、
企
業
に
登
録
さ
れ
た
外
来
患
者
総
合
病
院
の
生
産
で
の
予
防
的
活
動
の
改
善
に 

援
助
す
る
、

こ
と
で
あ
る6

こ
の
医
療
施
設
付
属
社
会
評
議
会
は
、
医
療
施
設
の
仕
事
に
全
面
的
に
援
助
と
協
力
を
与
え
る
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金
お
よ
び
手
当
法
は
、
六
五
年
一
月
か
ら
発
効
し
た
が
、

こ
れ
と
の
関
連
で
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

四
月
一 

日

付

で

「
土
地
を
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
他
の
企
業
と
組
織
に
移
譲
し
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
元
構
成
員
の
年
金
保
障
に
関
す
る
」
決
議 

を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は
、

こ
れ
ら
の
元
コ
ル
ホ
ー
ズ

構

成

員
(

漁
業
コ
ル
ホ
ー
ズ
も
含
む)

に
た
い
す
る
老
齢
年
金
、
障

害

年
 

金
、
そ
の
家
族
員
に
た
い
す
る
扶
養
者
喪
失
年
金
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金
お
よ
び
手
当
法
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
そ
の
家
族
に
規
定 

ノ
ル
マ 

フ
ォ
ン
ド 

さ
れ
て
い
る
規
定
と
規
準
に
よ
っ
て
裁
定
し
、

そ
の
支
給
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
で
行
な
う
こ
と
を
定
め
た
内
容 

で
あ
る
。

六
五
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
障
害
年
金
と
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
が
と
も
に
引
上
げ
ら
れ
肝
。 

六
五
年
だ
け
で
約
ハ
〇
〇
万
人
に
国
家
年
金
を
確
定
し
た
。

ま
た
こ
の
年
末
ま
で
に
、
た
と
え
ば
、

ロ
シ
ア
共
和
国
で
高
齢
者
と
身
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体
障
害
者
の
ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
で
の
収
容
数
は
六
〇
年
と
比
べ
三
五％

ほ
ど
増
加
し
て
い
ら
。 

こ
の
計
画
期
間
に
勤
労
者
の
物
質
的
生
活
水
準
は
向
上
し
た
。

す
べ
て
の
経
済
部
門
で
賃
金
が
整
理
さ
れ
、
引
上
げ
ら
れ
た
。
住
民 

の
か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
税
金
が
減
免
さ
れ
た
。

勤
労
者
の
多
く
の
部
類
の
年
金
が
増
額
さ
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
が
実
施
さ 

れ
、
年
金
受
給
者
の
総
数
は
、

七
カ
年
間
に
二
、
〇
〇
〇
万
人
か
ら
三
、

二
〇
〇
万
人
に
増
加
し
て
い
る
。 

社
会
保
障
分
野
の
特
徵
は
、
年
金
、
手
当
お
よ
び
保
健
の
全
般
的
な
着
実
な
発
展
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
社
会 

保
障
、
保
健
を
よ
り
い
っ
そ
う
改
善
し
、
そ
れ
を
受
け
る
国
民
の
権
利
を
よ
り
完
全
に
実
現
し
て
い
く
た
め
の
種
々
の
社
会
団
体
の
活 

動
に
関
す
る
諸
規
則
が
完
備
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
そ
の
家
族
に
た
い
す
る
統
一
的
な
国
家
年 

金
、
手
当
が
創
設
さ
れ
、

そ
の
保
障
形
態
の
組
織
的
根
拠
に
つ
い
て
の
諸
規
則
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

注

「
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
ー
回
大
会
」(

第
二
分
冊)

、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
宣
伝
教
育
部
訳
編
、
合
同
出
版
社
、

一
九
五
九
年
。 
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第

ハ

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
六
六
—

七
〇
年)

一
九
六
六
年
三
月
二
九
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
、

ソ
連
共
産
党
第
二
三
回
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、

一
九
六
六
—

一
九 

七
〇
年
度
ソ
連
国
民
経
済
発
展
五
カ
年
計
画
に
関
す
る
指
令
を
承
認
し
た
。

こ
れ
は
、

ソ
連
の
第
八
次
長
期
国
民
経
済
計
画
で
あ
っ 

た
。

こ
の
計
画
は
、
国

の

物

質

的•

技
術
的
基
盤
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
国
の
経
済
力
と
防
衛
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
目
的
で 

立
案
さ
れ
た
。
指
令
に
は
、

五
カ
年
計
画
の
主
要
な
任
務
は
、
「
科
学
と
技
術
の
達
成
の
最
大
限
の
活
用
、
社
会
的
生
産
全
体
の
工
業 

的
方
式
に
よ
る
発
展
、

そ
の
効
率
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
も
と
づ
い
て
、

工
業
生
産
の
い
ち
じ
る
し
い
成
長
、
農
業
発
展
の
高
い
安 

定
し
た
テ
ン
ポ
を
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
水
準
の
確
実
な
向
上
、

ソ
連
の
す
べ
て
の
人
び
と
の
物
質•

文
化
的
欲
求
の

(2)

さ
ら
に
完
全
な
充
足
を
か
ち
と
る
こ
と
」

に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
社
会
的
総
生
産
物
、
国
民
所
得
、
国
民
の
実
質
所
得
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の
増
大
テ
ン
ポ
は
、

こ
れ
ま
で
の
五
カ
年
計
画
よ
り
高
く
見
積
ら
れ
た
。

そ
し
て
、

こ
の
指
令
は
、
国
民
の
福
祉
の
向
上
の
速
度
を
早 

め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。

国
民
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
に
、
勤
労
者
の
賃
金
収
入
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
的
消
費
基
金 

を
こ
の
五
カ
年
に
四
〇％

増
や
す
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。

年
金
と
手
当
の
分
野
の
計
画
で
は
、
(a)
労
働
者
、
職
員
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
の
最
低
額
を
三
〇％

以
上
引
上
げ
る
こ
と
、
 

⑹

若
干
の
部
門
の
工
業
企
業
で
緊
張
度
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
個
々
の
職
種
の
女
子
労
働
者
の
老
齢
年
金
を
五
〇
歳
か
ら
支
給 

す
る
こ
と
、⑹

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
受
給
年
齢
を
労
働
者
、
職
員
の
そ
れ
と
同
じ
に
し
、
ま
た
同
じ
年
金
算
定
法
を
き
め
る
こ 

と
、

(d)
身
体
障
害
者
の
第
一
等
級
に
該
当
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
た
め
の
年
金
の
最
低
額
を
引
上
げ
、
労
働
災
害
あ
る
い
は
職
業
病
に 

よ
る
身
体
障
害
者
の
第
三
等
級
に
該
当
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
、⑹

労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
勤
労
者
へ
の
手 

当
支
給
を
改
善
す
る
こ
と
、
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
保
健
で
は
、
専
門
的
医
療
を
拡
大
し
、
保
健
事
業
の
物
質•

技
術
的
基
礎
を
さ 

ら
に
強
化
す
る
こ
と
、
都
市
と
農
村
の
地
区
病
院
、
総
合
病
院
を
数
多
く
新
設
し
、
医
薬
品
の
生
産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
見
込 

ま
れ
て
い
る
。

大
会
後
、
第
八
次
五
カ
年
計
画
の
指
令
を
遂
行
す
る
た
め
の
活
動
を
直
ち
に
開
始
し
た
。

こ
の
計
画
の
遂
行
は
、
国
民
経
済
が
新
し 

い
計
画
化
方
式
と
経
済
的
奨
励
方
式
に
移
さ
れ
る
な
か
で
す
す
め
ら
れ
た
。

一
九
亠
ハ
七
年
一
月
に
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
は
「
十
月
社
会
主
義
大
革
命
五
〇
周
年
記
念
日
の
準
備
に
関
す
る
」.
決
定
を
し
た 

が
、
六
月
に
同
中
央
委
員
会
総
会
は
、

テ

ー

ゼ

「
十
月
社
会
主
義
大
革
命
の
五
〇
周
年
」
を
討
議
し
承
認
し
た
。

こ
の
記
念
の
年
に
、 

三
月
、

ソ
連
共
産
党
、
政
府
、
労
働
組
合
の
決
定
に
よ
っ
て
、
労
働
者
、
職
員
の
週
休
二
日
制
へ
の
切
換
え
が
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
 

九
月
に
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

二

六

日

付

「
ソ
ビ
エ
ト
国
民
の
福
祉
を
い
っ
そ
う
、
向
上
さ
せ
る
措
置
に 

関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は
、
第
二
三
回
党
大
会
決
定
の
遂
行
の
一
環
と
し
て
公
布
さ
れ
、
国
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
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る
た
め
、
労
働
者
、
職
員
の
最
低
賃
金
を
月
額
六
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
る
と
と
も
に
賃
金
を
増
額
し
、
年
次
休
暇
の
最
低
を
一
二
日 

か
ら
一
五
日
に
延
長
し
、
賃
金
に
た
い
す
る
税
金
を
引
下
げ
た
が
、
社
会
保
障
関
係
で
も
保
障
を
著
し
く
改
善
す
る
措
置
を
と
っ
た
。 

ま
ず
、
労
働
者
、
職
員
に
た
い
す
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
額
を
、

ハ
年
以
上
労
働
勤
務
期
間
の
あ
る
場
合
に
稼
得
賃
金
の
一
〇
〇 

%
 
(

従
来
は
一
二
年
以
上
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
の
場
合
に
九
〇％
)

、

五
年
か
ら
ハ
年
未
満
の
労
働
勤
務
期
間
の
場
合
、
同

ハ

〇
％
 

に
引
上
げ
た
。

そ
し
て
年
金
保
障
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
。⑴

ソ
連
の
防
衛
の
と
き
と
か
そ
の
ほ
か
の
軍
務
の
遂
行
の
と
き
受 

け
た
傷
、
挫
傷
ま
た
は
損
傷
の
結
果
、
あ
る
い
は
戦
線
に
滞
在
し
た
こ
と
と
関
連
し
た
疾
病
の
結
果
、
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
、
兵
卒
、 

軍
曹
お
よ
び
曹
長
級
軍
勤
務
員
に
た
い
す
る
年
金
を
、
第
一
等
級
と
第
二
等
級
身
体
障
害
者
に
は
月
額
一
五
ル
ー
ブ

ル
(

最
高
限
度
額 

の
範
囲
で)

、

五
八
年
五
月
一
日
よ
り
第
三
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
年
金
最
低
額
を
月
額
ー
ニ 

ル
ー
ブ
片
か
ら
三
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上 

げ
る
、⑵

同
じ
く
、
将
校
、
上
級
と
中
級
幹
部
級
の
者
に
は
、
職

務

俸

給

額

か

ら

算

出

さ

れ

る(

軍
階
級
に
よ
る
俸
給
額
を
考
慮
し
な 

い)

第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
身
体
障
害
者
に
は
月
額
ニ
五
ル
ー
ブ

ル
(

最
高
限
度
額
の
範
囲
で)

、

五
八
年
五
月
一
日
よ
り
第
三
等 

級
身
体
障
害
者
の
年
金
最
低
額
を
月
額
四
〇
ル
ー
ブ
ル
ま
で
引
上
げ
る
、⑶

前
述
の
よ
う
な
大
祖
国
戦
争
な
ど
に
よ
る
傷
病
に
よ
る
身 

体
障
害
者
へ
の
老
齢
年
金
裁
定
年
齢
を
男
子
の
場
合
に
六
〇
歳
か
ら
五
五
歳
に
、
女
子
の
場
合
、

五
五
歳
か
ら
五
〇
歳
に
引
下
げ
る
、 

⑷

労
働
強
度
の
高
い
労
働
に
従
事
す
る
繊
維
工
業
企
業
の
個
々
の
職
種
の
女
子
従
業
員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
受
給
資
格
年
齢
を
五
五 

歳
か
ら
五
〇
歳
に
、
す
な
わ
ち
五
歳
引
下
げ
る
、⑸

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
受
給
資
格
年
金
を
、
男
子
の
場
合
六 

五
歳
か
ら
六
〇
歳
、
女
子
の
場
合
に
六
〇
歳
か
ら
五
五
歳
に
、
す
な
わ
ち
五
歳
引
下
げ
る
、⑹

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
し
、
労
働
災
害 

あ
る
い
は
職
業
病
に
よ
る
第
一
等
級
障
害
年
金
の
最
低
額
を
月
額
一
ハ
ル
ー
ブ
ル
か
ら
三
〇
ル
ー
ブ
ル
に
、

一
般
的
な
疾
病
に
よ
る
場 

合
に
は
一
五
ル
ー
ブ
ル
か
ら
ニ
五
ル
ー
プ
ル
に
引
上
げ
、
第
二
等
級
障
害
年
金
の
最
低
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
、
月
額
一
四
ル
ー 

ブ
ル
か
ら
二
〇
ル
ー
ブ
ル
に
、

ニ
ー
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
六
ル
ー
ブ
片
に
引
上
げ
る
、⑺

労
働
災
害
あ
る
い
は
職
業
病
に
よ
る
第
三
等
級
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身
体
障
害
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
年
金
保
障
を
実
施
す
る
、⑻

一
六
歳
に
達
し
た
、
第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障 

害
者
に
た
い
し
、
月
額
一
六
ル
ー
ブ
ル
の
手
当
を
定
め
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
決
議
に
よ
っ
て
、
労
働
者
、
職
員
の
一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
戦
傷
病
に
よ
る
障
害
年
金
が
増
額
さ
れ
、
戦
傷 

病
に
よ
る
身
体
障
害
者
の
老
齢
年
金
、
繊
維
工
業
の
女
子
従
業
員
の
老
齢
年
金
の
受
給
年
齢
が
と
も
に
五
歳
引
下
げ
ら
れ
た
。

ま
た
コ 

ル
ホ
ー
ズ
員
に
つ
い
て
は
老
齢
年
金
の
受
給
年
齢
が
同
じ
く
五
歳
引
下
げ
ら
れ
て
労
働
者
、
職
員
と
同
一
に
な
り
、
ま
た
、
第
一
等
級 

と
第
二
等
級
の
障
害
年
金
の
最
低
額
が
引
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
労
働
災
害
、
職
業
病
に
よ
る
第
三
等
級
身
体
障
害
者
に
新
た
に
年
金 

が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

一
六
歳
に
達
し
た
、
子

供

の

時

か
ら

の

身

体

障

害

者(

第
一
等
級
、
第
二
等
級)

に
新
た
に
手
当
を
実 

施
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
う
し
て
、

こ
の
決
議
は
、

ソ
連
の
社
会
保
障
の
発
展
の
歴
史
で
大
き
な
意
義
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
た
。 

同
じ
九
月
二
六
日
付
で
、

ソ
連
閣
僚
会
議
幹
部
会
は
、
「
極
北
区
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
の
地
域
で
働
く
者
へ
の
特
典
の
拡
大
に
関
す

(5)

る
」
指
令
を
公
布
し
、
極
北
区
に
一
五
年
以
上
、

こ
れ
と
同
等
の
地
域
に
二
〇
年
以
上
働
く
者
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
受
給
資
格
年
齢 

を
五
歳
引
下
げ
た
。

な
お
、
九
月
二
六
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
の
成
稿
で
は
、

五
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
子
供
を
生
み
、
そ
の
子
供
を
ハ
歳
ま
で
養
育 

し
た
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
受
給
資
格
は
、

五

〇

歳
(

五
五
歳
で
あ
っ
た
の
を)

、
労
働
勤
務
期
間
一
五
年
と
さ
れ
て
い
る
。 

子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
毎
月
手
当
に
つ
い
て
は
、

一
ー
月
一
〇
日
付
「
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
へ
の
每 

月
手
当
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
に
よ
り
、

こ
の
手
当
は
勤
労
者
代В

員

区
(

市)

ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
付
属
年
金
裁
定 

委
員
会
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
る
こ
と
、
支
給
は
国
家
予
算
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
閣
僚
会
議
は
、

ソ
連
閣
僚
会 

К

労

働
•

賃
金
問
題
国
家
委
員
会
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
に
、
第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
へ
の 

毎
月
手
当
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
に
関
す
る
訓
令
を
確
定
す
る
こ
と
を
委
任
し
た
が
、
労
働
・
賃
金
問
題
国
家
委
員
会
は
、

ー
ー
月
一
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(7)

三
日
付
で
、

こ
の
訓
令
を
承
認
し
た
。

亠
ハ
七
年
に
は
、

一
ニ
月
に
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

二

八

日

付

「
劇
場
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
劇
場•

興
業
的
企
業
お
よ
び
集
団
の
若
干
の 

部
類
の
芸
術
家
へ
の
永
年
勤
続
年
金
に
つ
い
て
の
ソ
連
政
府
の
決
定
の
統
合
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
、

こ
れ
ら
の
芸
術
家
の
永
年

勤
続
年
金
に
関
す
る
規
範
的
法
令
を
相
互
に
束
ね
、
多
数
あ
る
こ
と
を
除
く
た
め
、

い
く
つ
か
の
種
類
に
そ
れ
を
統
合
、
整
理
し
た
。

第］表 労働組合別保険料率

労働組合 料率 労働組合 料率

石炭工業労畴 9.0% 建設および建設資材工 6.1%
石油および化学工業労

業労働者

働耆 医療従業員 5.5
冶金工業労働者 7.9 教育,高等学校およぴ

5.5
機械製作労働者 7.7 科学施設従業員

融工業労働者 7.7 文化従事者 5.5

鉄道輸送労働者 7.5 国家施設従業員 5.5

航空およぴ防衛工業労
通信従業員 5.3

働者 自動車輸送および舗装 5.3
繊維および軽工業労働 6.8

道路労働者

者 地質調査作業労働者 4.8
食料品工業労働者 6.8 林業,紙および木材加 4.7
海洋および河川艦隊労 6.7

工工業労働者

畴 地方工業および公営. 4.7
航空従業員 6.7 日常生活企業労働者

発電所および電気工学 
Н業労働者 6.6

国営商業および消費協 
同組合従業員 4.5

無線および電子工業労 
硯 6.6

農業および調達労働者 
および職員 4.4

六
ハ
年
に
は
、
ま
ず
一
月
二
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議 

に
よ
り
、
労
働
組
合
別
の
保
険
払
込
料
率
が
、
第1

表
の
よ 

う
に
定
め
ら
れ
た
。

っ
づ
い
て
、
運
輸
機
関
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
身
体 

障
害
者•

盲
人
へ
追
加
特
典
を
提
供
す
る
法
令
、
四
月
に
は
ハ 

日

付

「
農
村
お
よ
び
町
勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
基
本
的

(
〇) 

権
利
お
よ
び
義
務
に
関
す
る
」

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
指
令 

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

後
者
の
指
令
は
、
経
済
お
よ
び
社
会

•

文
化
建
設
、
活
動
の
民
主
主
義
原
則
の
完
成
と
い
う
課
題

を
解
決
す
る
う
え
で
の
農
村
お
よ
び
町
勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ 

エ
ト
の
役
割
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
だ
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の 

勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
任
務
と
し
て
、
そ
こ
に
は
、
年 

金
立
法
の
遵
守
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
に
関
す
る
コ
ル

ホ
ー
ズ
ソ
ビ
エ

、
農
村
、
町
予
算
で
規
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定
さ
れ
た
範
囲
で
、
国
家
年
金
を
受
給
す
る
権
利
を
有
し
な
い
者
に
手
当
を
裁
定
し
、
多
子
と

独
身
の
母
親
へ
の
手
当
の
裁
定
、

お 

よ
び
天
災
で
苦
し
む
市
民
へ
の
一
時
手
当
の
交
付
に
関
し
、
上
級
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
提
案
を
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い 

る
。翌

四
月
九
日
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
社
会
保
険
資
金
計
画
の
効
率
を
一
層
向
上
さ
せ
る
新
し
い
手
続
を
定
め
た
「
国
家
社
会
保
険 

お
よ
び
こ
の
目
的
に
割
当
て
ら
れ
る
資
金
の
利
用
に
つ
い
て
の
仕
事
の
組
織
化
の
改
善
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
は 

国
家
社
会
保
険
の
仕
事
の
組
織
化
を
い
っ
そ
う
改
善
し
、

こ
の
業
務
の
管
理
を
完
成
し
、
さ
ら
に
、
疾
病
率
と
外
傷
の
予
防
の
仕
事
の 

改
善
に
た
い
す
る
企
業
と
労
働
組
合
の
集
団
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。⑻

国 

家
社
会
保
険
予
算
の
支
出
部
分
を
、
働
い
て
い
る
年
金
受
給
者
と
働
い
て
い
な
い
年
金
受
給
者
へ
の
年
金
を
含
む
年
金
の
支
給
の
項
目
、 

国
家
社
会
保
険
に
よ
る
勤
労
者
へ
の
そ
の
ほ
か
の
種
類
の
保
障
の
項
目
の
二
項
目
に
す
る
、⑹

家
族
の
物
質
的
状
態
に
応
じ
て
特
典
的 

価
格
で
交
付
さ
れ
る
利
用
券
に
労
働
者
、
職
員
か
ら
徵
集
さ
れ
る
格
差
料
金
を
設
定
し
た
結
果
と
し
て
受
け
る
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休 

息
の
家
の
利
用
券
の
資
金
へ
の
追
加
納
入
金
は
、
労
働
組
合
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
の
休
息
の
組
織
改
善
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
、⑹

企 

業
、
組
織
お
よ
び
施
設
で
労
働
者
、
職
員
が
一
時
的
労
働
不
能
を
減
少
さ
せ
た
結
果
、
先
年
に
受
け
た
資
金
を
節
約
し
た
部
分
は
、
個 

々

の

企

業(

組
織
、
施
設)

あ
る
い
は
国
内
の
個
々
の
区
で
、

予
防
と
健
康
増
進
の
仕
事
の
改
善
、
疾
病
率
の
増
大
の
場
合
の
一
時
的 

労
働
不
能
手
当
支
給
の
た
め
に
予
定
さ
れ
る
資
金
予
備
の
創
設
、

の
た
め
に
向
け
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

五
月
に
ひ
ら
か
れ
た
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
第
二
回
総
会
は
、

四
月
九
日
付
の
前
記
の
決
議
で
規
定
さ
れ
た
措
置
の
実
施
が
、
 

健
康
増
進
の
仕
事
の
改
善
、

一
時
的
労
働
能
力
喪
失
の
い
っ
そ
う
の
減
少
に
た
い
す
る
集
団
の
関
心
の
向
上
、
社
会
保
険
に
関
す
る
労

(2) 

働
組
合
の
仕
事
の
完
成
を
促
進
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
総
会
は
、

五

月

ニ

二

日

付

「
国
家
社
会
保
険
に
つ
い
て
の
労 

し 

, 

f
13)

働
組
合
の
仕
事
の
改
善
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
こ
で
は
、
前
述
の
任
務
と
と
も
に
、
六
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
予
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定
さ
れ
て
い
る
、
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
勤
労
者
へ
の
す
べ
て
の
種
類
の
保
障(

年
金
を
除
く)

に
た
い
す
る
支
出
配
分
が
、
労
働
組 

合
に
よ
っ
て
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
組
織
は
、
国
家
社
会
保
険
予
算
の
計
画
化
の
完
成
と
そ
の
執
行
の
組
織
化
の 

仕
事
を
著
し
く
改
善
す
る
こ
と
、
勤
労
者
の
労
働
保
護
に
配
分
さ
れ
る
資
金
を
も
っ
と
も
合
理
的
に
利
用
す
る
こ
と
、
予
防
と
健
康
増 

進
の
仕
事
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
こ
と
、
疾
病
率
と
外
傷
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
健
康
で
安
全
な
労
働
条
件
を
つ
く
り
だ
す 

こ
と
、
勤
労
者
の
治
療
と
休
息
の
組
織
を
改
善
す
る
こ
と
、
を
保
障
す
る
課
題
に
取
組
む
内
容
を
定
め
て
い
る
。 

そ
の
後
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、
六

月

七

日

付

「
一
九
六
ハ
年
四
月
九
日
付
『
国
家
社
会
保
険
、
お
よ
び
そ
の
目
的
に
割 

当
て
ら
れ
る
資
金
利
用
に
つ
い
て
の
仕
事
の
組
織
化
の
改
善
に
関
す
る
』

ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
の
遂
行
措
置
に
関
す
る
」
幹
部
会
の
決 

定
を
採
択
し
、
前
述
の
課
題
へ
の
労
働
組
合
の
取
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付
幹
部
会
の
決
定
で
、
「
国
家
社
会
保
険
資
金

(
15) 

(б
ю

н
а

с
е

т
)  

(с
м

е
т

а
.)  

の
計
画
、
配
分
お
よ
び
計
算
の
手
続
に
関
す
る
」
訓
令
を
承
認
し
た
。

こ
の
訓
令
は
、I

国
家
社
会
保

険

の

予

算
と

見

積

の

承

認

手 

続
、г

共
和
国
、
地
方
、
州
、
市
お
よ
び
区
委
員
会
の
予
算
と
労
働
組
合
製
作
所
、

工
場
お
よ
び
現
地
委
員
会
の
社
会
保
険
に
関
す
る 

見
積
の
計
画
化
手
続
、
皿

国

家

社

会

保

険

予

算(

見
積)

執
行
作
業
の
組
織
化
、

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
を
定
め
て
い
る
。 

保
健
の
改
善
も
す
す
め
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
六
八
年
七
月
五
日
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
が
採
択
し
た 

「
国
の
保
健
の
い
っ
そ
う
の
改
善
と
医
学
の
発
展
に
つ
い
て
の
措
置
に
関
す
る
」
決
題
で
あ
る
。

こ
の
法
令
は
医
療
の
質
の
向
上
と
国 

民
の
保
健
に
特
別
の
注
意
を
払
い
、

一
般
罹
病
率
お
よ
び
伝
染
病
罹
病
率
の
低
下
、
外
傷
患
者
の
減
少
、
労

働
•

生
活
条
件
の
改
善
、
 

国
民
の
衛
生
知
識
の
向
上
、
治
療
お
よ
び
衛
生
予
防
施
設
業
務
の
改
善
、
最
新
科
学
の
成
果
の
保
健
へ
の
広
範
な
導
入
お
よ
び
労
働
の 

科
学
的
組
織
の
課
題
を
提
起
し
た
。

こ
の
た
め
に
、
保

健

の

物

質

的•

経
済
的
基
盤
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
と
専
門
化
さ
れ
た
大
病
院
と 

医
療
セ
ン
タ
ー
を
近
年
中
に
建
設
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。

九
月
に
は
、

ロ
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会
議
は
、

二

〇

日

付

で

「
ロ
シ
ア
共
和
国
社
会
保
障
省
に
関
す
る
規
則
」
を
承
認
し
て
い
る
。

こ
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の
規
則
に
よ
る
と
、
社
会
保
障
省
の
主
要
な
任
務
と
し
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、⑴

高
齢
者
と
労
働
不
能 

者
の
社
会
的
必
要
を
も
っ
と
も
完
全
に
充
た
す
目
的
で
社
会
保
障
業
務
を
全
面
的
に
発
展
さ
せ
る
、⑵

現
行
立
法
に
従
い
年
金
と
手
当 

の
裁
定
と
支
給
の
仕
事
を
指
導
す
る
、⑶

労
働
能
力
審
査
を
組
織
し
、

そ
れ
を
指
導
す
る
、⑷

国
家
計
画
課
題
を
遂
行
し
、
国
家
規
律 

の
厳
守
を
保
障
す
る
、⑸

身
体
障
害
者
の
授
職
と
職
業
訓
練
、
そ
れ
と
年
金
受
給
者
と
手
当
受
給
者
へ
の
物
質
的•

日
常
生
活
上
サ
ー 

ビ
ス
に
関
す
る
措
置
を
作
成
す
る
、⑹

住
民
の
補
装
具
、
整
形
手
術
的
援
助
を
組
織
す
る
、⑺

身
体
障
害
者
へ
交
通
機
関
を
保
障
す
る 

⑻

老
人
ホ
ー
ム
と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
、
そ
れ
と
高
齢
市
民
の
有
料
賄
付
宿
舎
に
い
る
市
民
に
物
質
的•

日
常
生
活
上
、
文
化
的
サ
ー 

ビ
ス
を
す
る
、⑼

資
本
投
資
を
合
理
的
に
利
用
し
、
そ
の
効
率
を
高
め
、
建
設
の
価
格
を
低
め
、
期
間
を
短
縮
し
、
生
産
施
設
と
基
本 

フ
ォ
ン
ド
を
適
時
に
実
施
す
る'

ао)
全
ロ
シ
ア
盲
人
協
会
と
全
ロ
シ
ア
聾
啞
者
協
会
を
監
視
し
、
監
督
す
る
ゝ
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
六
ハ
年
に
は
、
子
供
の
学
齢
前
施
設
と
幼
児
ホ
ー
ム
で
の
子
供
の
食
事
へ
の
支
出
基
準
の
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
へ
疋
。 

六
九
年
に
な
る
と
、
ま
ず
一
月
一
日
か
ら
労
働
組
合
は
、
「
一
時
的
労
働
不
能
手
当
資
金
節
約
に
よ
る
予
防
と
健
康
増
進
の
仕
事
の 

改
善
基
金
」
、
「
収
入
計
画
の
実
際
の
執
行
、
利
用
券
に
よ
る
計
画
以
上
の
入
金
を
考
慮
し
て
治
療
と
休
息
へ
の
支
出
を
増
加
さ
せ
る
こ

フ
ォ
ン
ド 

(
19)

と
と
関
連
し
た
健
康
増
進
措
置
基
金
」
を
形
成
し
た
。

こ
れ
は
六
八
年
に
す
で
に
述
べ
た
諸
決
議
、
決
定
に
従
っ
た
も
の
で
、
労
働
組 

合
が
一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
支
出
を
減
ら
す
、
あ
る
い
は
保
険
料
を
適
正
に
算
出
す
る
な
ど
に
よ
り
当
初
の
国
家
社
会
保
険
予
算
の 

見
積
り
よ
り
節
約
し
た
部
分
に
よ
る
基
金
で
あ
る
。

そ
の
後
、

四
月
に
は
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

九

日

付

で

「
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
関.
す 

る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
の
内
容
は
、
労
働
者
、
職

員

お

よ

び

そ

れ

ら

の

家

族(

扶
養
者
喪
失
の
場
合)

へ
の
年
金
の
届
出 

は
、
労
働
場
所
の
企
業
、
施
設
、
組
織
の
管
理
機
関
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
、
管
理
機
関
は
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
と 

共
同
し
て
、
届
出
の
受
領
後
一
〇
日
以
内
に
勤
務
期
間
と
稼
得
賃
金
に
つ
い
て
の
必
要
な
文
書
を
作
成
し
、
提
出
さ
れ
た
届
出
と
管
理
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機
関
の
提
出
書
と
と
も
に
、

そ
れ

を

届

出

人

の

居

住

地

の

区(

市)

社
会
保
障
部
に
出
す
よ
う
義
務
づ
け
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ 

の
こ
と
は
、
年
金
受
給
者
に
と
っ
て
社
会
保
障
部
で
の
年
金
裁
定
の
め
ん
ど
う
を
省
き
、
年
金
裁
定
の
す
べ
て

の

進

行
を

簡

単

に

し 

た
。こ

の
こ
と
と
関
連
し
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

五
月
一
六
日
、
「
一
九
六
九
年
四
月
九
日
付
『
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支 

給
手
続
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
関
す
る
』

ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
と
関
連
し
た
労
働
組
合
組
織
の
仕
事
に
関
す
る
」
幹
部
会
決
定
を
し 

た
。

こ
の
決
定
は
、

四
月
九
日
付
決
議
を
労
働
者
、
職
員
に
広
く
説
明
す
る
こ
と
を
労
働
組
合
の
評
議
会
と
委
員
会
に
義
務
づ
け
、
さ 

ら
に
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
に
た
い
し
て
は
、
管
理
機
関
と
共
同
し
て
、
労
働
勤
務
期
間
と
稼
得
賃
金
に
関
し
て
、
 

年
金
受
給
に
必
要
な
文
書
の
準
備
に
責
任
を
担
当
す
る
役
職
員
を
定
め
、
労
働
者
、
職

員

お

よ

び

そ
れ

ら

の

家

族(

扶
養
者
喪
失
の
場 

合)

に
よ
る
年
金
裁
定
の
適
時
の
申
告
を
保
障
し
、
労
働
手
帳
の
正
し
い
管
理
、
定
員
割
当
あ
る
い
は
熟
練
資
格
便
覽
と
正
確
に
一
致 

し
た
職
種
と
職
務
の
名
称
の
記
録
を
規
則
的
に
点
検
し
、
管
理
機
関
に
、
仕
事
の
任
命
と
移
動
に
つ
い
て
労
働
手
帳
へ
の
新
た
な
書
込 

み
ご
と
に
、

そ
れ
を
適
時
に
労
働
者
と
職
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
た
。

六
九
年
末
か
ら
ソ
連
で
は
、
社
会
保
障
立
法
の
発
展
で
の
新
し
い
段
階
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
の
契
機
は
、
六
九
年
一 

ー
月
に 

ひ
ら
か
れ
た
第
三
回
全
ソ•

コ
ル
ホ
ー
ズ
大
会
で
採
択
さ
れ
、

一
ー
月
二
八
日
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
で
承
認
さ 

れ

た

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
模
範
定
款
」

で
あ
る
。

こ
の
模
範
定
款
に
よ
っ
て
、

ソ
連
で
は
初
め
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
が
実
施
さ
れ 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
模
範
定
款
は
、
ま

ず

第

四

項

で

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
は
、
社
会
保
障
、
文

化•

日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び 

住
む
家
の
建
設
と
修
理
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
援
助
、
燃
料
の
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」

と
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
を
明
確
に
指 

摘
し
た
。

そ
し
て
、

三

九

項

で

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
は
現
行
立
法
に
従
い
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
の
資
金
に
よ 

っ
て
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
、

こ
の
ほ
か
女
子
は
妊
娠
と
出
産
の
手
当
を
受
け
る
」

と
し
、
そ
の
ほ
か
の
項
で
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は
、
す
で
に
存
在
す
る
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
と
個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
資
金
に
よ
る
社
会
保
障
を
確
認
し
た
後
、

四
〇
項
で
つ
ぎ
の 

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
は
、
定
め
ら
れ
た
手
続
に
従
い
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
中
央
热

魚
に 

よ
っ
て
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
休
息
の
家
の
利
用
券
を
受
け
、
彼
ら
に
は
社
会
保
険
の
そ
の
ほ
か
の
種
類
も
提 

供
さ
れ
る
」

と
。

四
〇
項
に
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
、
総
会
の
決
定
に
よ
り
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
定
め
ら
れ
て
い
る 

す
べ
て
の
種
類
の
年
金
に
追
加
払
い
を
行
う
こ
と
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
建
設
の
ベ
テ
ラ
ン
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
集
団
経
営
の
発
展
に
特
別
な
功
労 

の
あ
っ
た
者
に
個
人
年
金
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
、
年
金
と
手
当
を
受
け
て
い
な
い
労
働
不
能
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
構 

成
員
に
た
い
し
、
そ
の
資
金
で
物
質
的
援
助
を
す
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
総
会
の
決
定
で
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
数
コ
ル
ホ 

1

ズ
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
休
息
の
家
、
ピ
オ

ニ
ー
ル
•

キ
ャ
ン
プ
、
老
人
と
身
体
障
害
者
の
ホ
ー
ム
、

の
建
設
に
資
金
を
配
分
す
る
こ 

と
が
で
き
る
」
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

四
一
項
で
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
の
治
療
と
予
防
の
措
置
の
実
施
で
保
健 

機
関
を
援
助
す
る
こ
と
、

そ
の
ほ
か
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
そ
の
家
族
員
の
健
康
の
強
化
と
体
育
に
た
い
す
る
日
常
の
配
慮
に
つ
い
て
も
指 

摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
模
範
定
款
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
の
充
実
、
そ
し
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
の
発
足
を
義
務 

づ
け
た
。

こ
の
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
を
労
働
者
、
職
員
の
保
障
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

模
範
定
款
の
前
述
の
規
範
の
発
展
の
な
か
で
、

ソ
連
閣
僚
会
議
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

七
〇
年
三
月
二
七
日
付
「
コ
ル 

ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
実
施
措
置
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
、

七
〇
年
三
月
四
日
付
コ
ル
ホ
ー
ズ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
決
議
と
四
月
一
五
日 

付
全
ソ
労

働
組
合
中
央
評
羲
会
決
定
で

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
中
央
連
邦
基
金
の
形
成
、
計
画
、
支
出
お
よ
び
計
算
の
手
続
に
関 

す
る
」
訓
令
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
手
当
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」
、
お

よ

び

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
保
険
代
表
規
殛 

を
承
認 

し
た
。
訓
令
で
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
中
央
連
邦
基
金
は
、
追
加
支
払
い
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
支
払
制
度
に
よ
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る
そ
の
ほ
か
す
べ
て
の
貨
幣
と
現
物
に
よ
る
支
給
、
物
質
的
援
助
を
含
め
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
へ
の
労
働
支
払
に
た
い
す
る
実
際 

の
支
出
総
額
へ
の
二•

四％

の
額
で
の
コ
ル
ホТ

ズ
の
払
込
金
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

こ
の
基
金
で
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
、

一
時
的
労 

働
不
能
手
当
、
分
娩
手
当
、
埋
葬
手
当
が
支
給
さ
れ
、
さ
ら
に
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
規
準
に
よ
り
、 

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
休
息
の
家
の
利
用
券
の
購
入
、
子
供
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
資
金
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ル 

ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
手
当
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
は
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
額
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
、
職
業
病
の
結
果
に 

よ
る
場
合
に
は
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
、
稼
得
賃
金
の
一
〇
〇％

、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
三
年
未 

満!
!

稼
得
賃
金
の
五
〇％

、

三
年
か
ら
五
年
未
満!
!

同
六
〇％

、

五
年
か
ら
ハ
年
未
満!

!

同
七
〇％

、

ハ
年
と
そ
れ
以
上!
—

 

同
九
〇％

と
規
定
し
て
い
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
保
険
代
表
は
、
先
進
的
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
な
か
か
ら
、
生

産

小

部

門(

班
、
農
場
、
職 

区
な
ど)

で
の
総
会
で
選
ば
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
労
働
組
合
委
員
会
の
指
導
の
も
と
で
、
生
産
小
部
門
に
お
け
る
、
労
働
条
件
の
改
善 

医
療
援
助
の
組
織
化
の
改
善
、
治

療
•

予
防
措
置
、
公

衆

衛

生•

衛
生
学
的
措
置
の
実
施
そ
の
ほ
か
の
仕
事
を
行
な
う
。 

さ
ら
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、

三

月

二

七

日

付

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
社
会
保
険
実
施
措
置
に
関
す 

る
」
決
定
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
幹
部
会
は
、

四

月

一

五

日

付

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。 

三
月
二
七
日
付
決
定
は
、
社
会
保
険
中
央
連
邦
基
金
の
形
成
と
執
行
の
手
続
に
関
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
の
提
案
を
承
認
し 

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
の
社
会
保
険
の
実
施
を
労
働
組
合
組
織
に
委
託
し
た
。

ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
へ
の
疾
病
カ
ー
ド
は
、
労
働 

者

、
職
員
に
規
定
さ
れ
た
手
続
き
で
医
療
施
設
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。

四
月
一
五
日
付
決
定
は
、
社
会
保
険
実 

施
の
委
任
と
関
連
し
、
労
働
組
合
評
議
会
、
お

よ

び

農

業•

調

達

労

働

者•

職
員
労
働
組
合
委
員
会
に
、
そ
の
仕
事
の
実
際
的
な
遂
行 

の
準
備
を
ゆ
だ
ね
、
労
働
組
合
組
織
の
付
属
で
社
会
保
険
委
員
会
を
創
設
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
六
九
年
末
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
統
一
的
な
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
制
度
の
組
織
的
準
備
が
行
な
わ
れ
、

コ
ル
ホ
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1

ズ
員
に
社
会
保
険
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
会
保
障
立
法
の
発
展
で
の
新
し
い
段
階
の
始
ま
り
の
第
二
の
契
機
は
、

ソ
連
最
高
会
議
が
採
択
し
た
六
九
年
一
ニ
月
一
九
日
付 

(9) 

(
〇)

「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
保
健
立
法
基
礎
」
、

七

〇

年

七

月

一

五

日

付

「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
労
働
立
法
基
礎
」

な 

ど
社
会
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
法
令
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
保
健
立
法
基
礎
」
は
、
第
一
編
、
第
一
条
か
ら
第
九
編
、
第
五
五
条
ま
で
に
分
か
れ
て
い
る
。

主
な
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
第
三 

条

「
住
民
の
健
康
保
護
—
す
べ
て
の
国
家
機
関
、
社
会
的
組
織
の
義
務
」

で
は
、
「
住
民
の
健
康
保
護
は
、
す

べ

て

の

国

家

機

関

、
企 

業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
義
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
関
、
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
、
住
民
の
健
康
保
護
に
関
す
る
権
限
は
、

ソ 

連
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
立
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

労
働
組
合
、
協
同
組
合
組
織
、
赤
十
字
社
と
赤
半
月
社
そ
の
他
の
社
会
的
組
織
は
、
そ

の

定

款(

規
則)

に
従
い
、

ソ
連
お
よ
び
連 

邦
構
成
共
和
国
の
立
法
で
規
定
さ
れ
た
手
続
で
、
住
民
の
健
康
保
護
の
保
障
に
参
加
す
る
。

ソ
連
市
民
は
、
自
ら
の
健
康
と
社
会
の
他
の
成
員
の
健
康
に
配
慮
深
い
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
住
民
の
健
康
保
護
を 

国
と
社
会
の
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

つ

づ

い
て

第

四

条

「
市
民
へ
の
医
療
援
助
の
保
障
」

で
は
、
「
ソ
連
市
民
は
、
国

家

保 

健
施
設
が
提
供
す
る
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
無
料
で
熟
練
し
た
医
療
援
助
を
保
障
さ
れ
る
」

と

無

料

医

療
の
保
障
を

確
認
し
て

い 

る
。

そ

し

て

第

五

条

「
ソ
連
に
お
け
る
保
健
組
織
の
基
礎
」

に
は
、
「
ソ
連
に
お
け
る
住
民
の
健
康
保
護
は
、
社
会
的
、
経

済

的

お

よ 

び

医

療•

衛
生
措
置
の
制
度
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、

つ
ぎ
の
方
法
で
実
施
さ
れ
る
。

⑴

広
範
な
健
康
増
進
お
よ
び
予
防
の
措
置
を
実
施
し
、
青
年
の
健
康
保
護
に
特
別
に
配
慮
す
る
。⑵

生
産
お
よ
び
生
活
の
場
に
必
要 

な

公

衆

衛

生•

衛
生
条
件
を
つ
く
り
、
生
産
外
傷
、
職
業
病
の
原
因
、
そ
の
ほ
か
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
要
因
を
除
去
す
る
。⑶

外 

部
環
境
を
健
全
に
し
、
貯
水
池
、
土
壌
お
よ
び
大
気
の
衛
生
的
保
護
を
保
障
す
る
措
置
を
行
な
う
。⑷

保
健
施
設
お
よ
び
医
療
産
業
企
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業
の
網
を
計
画
的
に
発
展
さ
せ
る
。⑸

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
医
療
援
助
に
た
い
す
る
住
民
の
必
要
を
無
料
で
充
た
し
、
医
療
援
助
の
質
お 

よ
び
教
養
を
高
め
、

公
衆
衛
生
指
導
的
監
視
を
漸
次
的
に
拡
大
し
、
専
門
的
医
療
援
助
を
発
達
さ
せ
る
。⑹

入
院
治
療
の
場
合
に
治
療 

用
お
よ
び
診
断
用
の
資
材
を
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
を
、

そ
の
ほ
か
の
医
療
援
助
の
場
合
に
も
、
治
療
用
の
資
材
を
無
料
あ
る
い
は
特 

典
的
条
件
で
提
供
す
る
こ
と
を
次
第
に
拡
大
し
な
が
ら
行
な
う
。⑺

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
予
防
病
院
、
休
息
の
家
、
賄
付
宿
泊
所
、
観
光 

基
地
お
よ
び
勤
労
者
の
治
療
と
休
息
の
た
め
の
そ
の
ほ
か
の
施
設
の
網
を
拡
大
す
る
。⑻

市
民
の
身
体
的
お
よ
び
衛
生
的
教
育
を
行
な 

い
、
集
団
的
体
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
を
発
展
さ
せ
る
。⑼

科
学
を
発
達
さ
せ
、
科
学
研
究
、
科
学
要
員
と
保
健
分
野
の
高
熟
練
の
専
門 

家
の
養
成
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
的
保
健
施
設
の
活
動
に
科
学
、
技
術
お
よ
び
医
療
実
践
の
成
果
を
利
用
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
に
最 

新
の
設
備
を
装
備
す
る
。М

住
民
の
栄
養

の
科
学

的•

衛
生
基
盤
を
発
達
さ
せ
る
。
¢12)
住
民
の
健
康
保
護
に
社
会
的
組
織
お
よ
び
勤
労 

者
集
団
を
広
範
に
参
加
さ
せ
る
」

と
、
住
民
の
健
康
保
護
の
具
体
的
な
方
法
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
保
健
立
法
基
礎
は
、
社
会
保
障
に
関
連
す
る
多
く
の
諸
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
の
発
展
に
大
き
な
役
割 

を
果
し
た
。

「
労
働
立
法
基
礎
」
は
、
第
一
三
章
で
国
家
社
会
保
険
を
扱
い
、
ま
ず
、
最

初

の

第

一

〇

〇

条

「
全
労
働
者
、
職
員
へ
の
社
会
保
険 

の
適
用
。
社
会
保
険
資
金
」

で

は

「
全
労
働
者
お
よ
び
職
員
は
、
義
務
的
国
家
社
会
保
険
に
該
当
す
る
。

労
働
者
お
よ
び
職
員
の
国
家
社
会
保
険
は
、
国
家
の
負
担
で
実
施
さ
れ
る
。
社
会
保
険
に
た
い
す
る
払
込
金
は
、
労
働
者
お
よ
び
職 

員
の
賃
金
か
ら
の
い
か
な
る
控
除
も
な
く
、
企
業
、
施
設
、
組
織
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。

企
業
、
施
設
、
組
織
に
よ
る
保
険
払
込
金 

の
不
払
い
は
、
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
保
障
を
受
け
る
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
権
利
を
失
わ
さ
な
い
。
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ 

く

第

一

〇

一

条

「
社
会
保
険
に
よ
る
保
障
の
種
類
」
は
、
「
労
働
者
お
よ
び
職
員
、
た
だ
し
、
し
か
る
べ
き
場
合
に
は
、
彼

ら

の

家

族 

員
は
、
国
家
社
会
保
険
の
手
続
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
。⑴

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、

こ
の
ほ
か
女
子
は
妊
娠
と
出
産
の
手
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当
、⑵

分
娩
の
場
合
の
手
当
、
埋
葬
手
当
、⑶

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
、
そ
れ
と
、
従
業
員
の
若
干
の
部
類
に
定 

め
ら
れ
て
い
る
永
年
勤
続
年
金
。

国
家
社
会
保
険
の
資
金
は
ま
た
、
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治
療
、
予
防
病
院
お
よ
び
休
息
の
家
で
の
彼
ら 

へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
治

療
(

栄
養)

食
、
ピ

オ

ニ
ー
ル
•

キ
ャ
ン
プ
の
維
持
お
よ
び
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
そ
の
ほ
か
の
措
置
に
た
い
し 

て
利
用
さ
れ
る
」

と
、
社
会
保
険
に
よ
る
給
付
の
具
体
的
な
種
類
を
掲
げ
て
い
る
。

以
下
、
第

一

〇

二

条

「
一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
 

妊
娠
と
出
産
の
手
当
」

は
、
「
一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
、
疾
病
、
災
害
の
と
き
、
罹
病
と
の
関
連
で
他
の
仕
事
に
一
時
的
に
移
動
の 

と
き
、
病
気
の
家
族
員
の
看
護
、
隔
離
、

サ
ナ
ト
リ
ウ

ム•

療
養
地
治
療
お
よ
び
補
装
具
取
付
の
場
合
に!
!

稼
得
賃
金
全
額
ま
で
の 

額
で
支
給
さ
れ
る
。

疾
病
あ
る
い
は
災
害
の
場
合
に
は
、
手
当
は
労
働
能
力
の
回
復
あ
る
い
は
身
体
障
害
の
確
定
ま
で
支
給
さ
れ
る
。 

妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
、
妊
娠
と
出
産
の
全
休
暇
期
間
の
間
、
稼
得
賃
金
の
三
分
の
ー
ー
か
ら
全
額
ま
で
の
額
で
支
給
さ
れ
る
」
、
第 

ー
〇
三
条
「
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
」

で
は
、
「
労
働
者
と
職
員
へ
の
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
、
お

よ
び

彼
ら

の 

家
族
員
へ
の
扶
養
者
喪
失
年
金
は
、
国
家
年
金
法
に
従
っ
て
裁
定
さ
れ
る
」

と
、
国
家
社
会
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
の
基
本
的
内
容 

を
明
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
六
九
年
末
か
ら
七
〇
年
の
時
期
に
は
、

い
く
つ
か
の
法
令
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
重
要
な
法
令
の
一
つ 

は

六
九
年
一
ニ
月
三
一
日
付
「
年
金
裁
定
後
の
労
働
の
継
続
に
労
働
能
力
を
も
つ
老
齢
年
金
受
給
者
の
物
質
的
関
心
を
一
層
た
か
め
る 

措
置
に
関
す
る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
で
あ
る
。

こ
の
決
議
は
、
老
齢
年
金
受
給
者
の
労
働
を
国
民
経
済
で
よ
り
広
範
に
利
用
す
る 

こ
と
と
、
労
働
能
力
を
も
つ
年
金
受
給
者
の
労
働
の
継
続
に
た
い
す
る
物
質
的
関
心
を
よ
り
た
か
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
企
業
、
施 

設
お
よ
び
組
織
の
指
導
者
に
生
産
上
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
労
働
能
力
を
も
つ
老
齢
年
金
受
給
者
を
仕
事
に
就
か
せ
る
こ
と
を
勧
告 

す
る
と
同
時
に
、
働
き
つ
づ
け
る
場
合
、
賃
金
と
合
せ
年
金
の
全
額
、
あ
る
い
は
七
五％

、

五
〇％

を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
た
内
容
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で
あ
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
年
金
全
額
支
給
さ
れ
る
の
は
、

つ
ぎ

の
職
業•

職
種
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 

⑻

労
働
者
、
下
級
サ
ー
ビ
ス
職
員
、
お

よ
び

生

産

訓

練

職

長
も

含
む

職

長(

以
上
は
労
働
場
所
に
関
係
な
い)

、
 

郵
便
集
配
人
、
通
信
通
信
手
、
郵
便
差
出
郵
便
物
と
印
刷
著
書
の
仕
分
け
人
、
電
信
手
お
よ
び
全
ソ
印
刷
企
業
合
同
の
売
店
販
売
人
、 

売
子
、
出
納
係
、

コ
ッ
ク
、
食
堂
給
仕
、
お
よ
び
小
売
商
業
と
共
同
食
堂
の
こ
れ
ら
に
相
当
し
た
そ
の
ほ
か
の
従
業
員
の
部
類
、
 

建
築
、
組

立

お

よ

び

修

理•

建
築
労
働
の
現
場
監
督
、

ソ
連
国
立
銀
行
お
よ
び
貯
金
局
の
支
所
、
代

理

店

お

よ

び

営

業

所

の

市(

業
務)

局
(

部)

の
出
納
係
、
検
査
員
お
よ
び
会
計
係
— 

責
任
あ
る
執
行
者
、

住
民
へ
の
日
常
生
活
的
サ
ー
ビ
ス
の
企
業
、
第
二
次
原
料
の
集
め
、
お
よ
び
そ
の
第
一
次
加
工
の
企
業
、
組

織

の

従

業

員(

行

政

・
 

管
理
職
員
、
技

師
•

技
術
職
員
を
除
く)

、

保
健
施
設
、
就

学

前

子

供

施

設(

幼
稚
園
、
託
児
所
な
ど)

、
労
働
能
力
審
査
委
員
会
お
よ
び
老
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー

ム
の 

中
級
お
よ
び
下
級
医
療
職
員
、
赤
十
字
社
と
赤
半
月
社
同
盟
組
織
の
家
庭
医
療
保
健
指
導
的
医
療
看
護
婦
、
治

療
•

予
防
施
設
、
老
人 

お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
の
医
師
、

農
村
青
年
学
校
を
含
む
農
村
地
域
で
の
普
通
教
育
学
校
の
教
員
、
農
村
地
域
で

の

職

業•

技
術
学
校
の
教
員
。 

年
金
の
五
〇％

、

ウ
ラ
ル
、

シ
ベ
リ
ア
お
よ
び
極
東
の
区
で
は
七
五％

を

支
給
さ
れ

る
職
業•

職
種
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た 

(

た
だ
し
、
国
家
年
金
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
老
齢
年
金
最
低
額
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い)

。

す
な
わ
ち
、
 

⑹

多

数

の

職

種(
⑻

に
掲
げ
た
者
を
除
く)

の
通
信
従
業
員
、

工
業
企
業
、
建
築
、
組

立

お

よ

び

修

理•

建
築
組
織
、
輸

送

の

現

業

的

企

業

と

組

織(

鉄
道
管
理
局
、
自
動
車
お
よ
び
都
市
輸
送
管 

理
局
、
汽
船
管
理
局
お
よ
び
民
間
航
空
管
理
局
を
除
く)

、
通
信
、
住
宅
企
業
お
よ
び
公
営
事
業
、
住
民
へ
の
日
常
生
活
的
サ
ー

ビ
ス
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企
業
、
以

上

の

技

師•

技
術
職
員
、

農
業
の
国
営
企
業
の
技
師•

技
術
職
員
と
専
門
家
、
獣
医
学
企
業
の
獣
医
、
獣
医
の
助
手
、
獣
医
技
手
、

公

衆

衛

生•

予
防
施
設
、
裁

判
•

医
学
鑑
定
施
設
、
就

学

前

子

供

施

設(

幼
稚
園
、
託
児
所
な
ど)

、
労

働

能

力

審

査

委

員

会

、
以 

上
の
医
師
、

薬
学
従
業
員
と

そ
の
ほ
か
の
薬
局
従
業
員(
⑻

に
掲
げ
た
者
を
除
く)

、

労
働
者
青
年
学
校
を
含
む
、
普
通
教
育
学
校
の
教
員
お
よ
び
職
業•

技

術

学

校

の

教

員(
⑻

に
掲
げ
た
者
を
除
く)

、
就

学

前

と

校 

外
子
供
施
設
の
養
育
者
と
教
師
、

勤
労
者
代
議
員
農
村
お
よ
び
町
ソ
ビ
エ
ト
の
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
書
記
、

で
あ
る
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
場
合
、
年
金
と
稼
得
賃
金
の
合
計
が
月
額
三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
定
め
ら
れ 

た
。な

お
、

こ
の
決
議
は
、
翌
七
一
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

七
〇
年
二
月
二
五
—

六
日
に
、

ソ
連
保
健
者
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、
「
職
業
病
一
覽
表
」
を

承

認

し

た

。 

こ
こ
に
は
、
病
名
、
疾
病
を
惹
起
す
る
職
業
的
有
害
性
、
当
該
疾
病
が
特
に
あ
る
い
は
も
っ
ぱ
ら
み
ら
れ
る
職
種
と
生
産
の
例
が
具
体 

的
に
書
か
れ
て
お
り
、
病
名
に
つ
い
て
は
、1

中
毒
か
ら
26
精
神
神
経
症
ま
で
ー
ニ
ハ
種
類
が
掲
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
七
〇
年
ハ
月
一
二
日
付
決
議
で
、
「
妊
婦
、
多
子
の
母
親
お
よ
び
独
身
の
母
親
へ
の
手
当
の
裁
定
お 

よ
び
支
給
手
続
規
則
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
規
則
は
、⑴

多
子
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
、⑵

独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
、⑶

多
子
と 

独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
裁
定
の
申
請
、⑷

多
子
と
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
の
裁
定
、⑸

多
子
と
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当 

の
支
給
、⑹

妊
娠
と
出
産
の
手
当
の
裁
定
と
支
給
に
分
け
て
、
そ
の
内
容
を
定
め
て
い
る
。
多
子
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
は
、
第2

表
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第2表 多子の母親への国家手当額

一時手当 毎月手当

2人の子供をもつ母親に,3人目の子供を生んだ場合

3 〃 4 〃

4 〃 5 〃

5 〃 6 〃

6 〃 7 〃

7 〃 8 〃

8 〃 9 〃

9 〃 10 〃

10 〃 それ以上の子供を生むごとに

2〇お-ブ№

65 〃

85 〃

100 〃

125 〃

125 〃

175 〃

175 〃

250 〃

4ルーブル

6 〃

? 〃

10 〃

10 〃

12 ノレーブル
5〇コペイカ

12ル-プル
5〇コペイカ

15ノレーブノレ

の
額
で
支
給
さ
れ
る
。
独
身
の
母
親
へ
の
国
家
手
当
は
、

一
人
の
子
供
に
た
い
し 

月
額
五
ル
ー
ブ
ル
、

二
人
に
た
い
し
同
七
ル
ー
ブ
ル
五
〇
コ
ペ
イ
か
、

三
人
と
そ 

れ
以
上
の
子
供
に
は
月
額
一
〇
ル
ー
ブ
ル
の
額
が
、
子
供
が
一
ニ
歳
に
達
す
る
ま 

で
支
給
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
国
家
手
当
の
支
給
は
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。 

各
妊
婦
—
労
働
者
、
職
員
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
、
産
前
五
六
日
、
産
後
五
六
日 

計
一 

ー
ニ
日
間
の
妊
娠
と
出
産
の
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
異
常
出
産
お 

よ
び
二
人
と
そ
れ
以
上
の
子
供
を
生
ん
だ
場
合
に
は
産
後
休
暇
は
七
〇
日
間
で
あ 

る
。

こ
の
休
暇
の
期
間
に
だ
い
し
、
現
行
立
法
で
定
め
る
手
続
と
額
で
妊
娠
と
出 

産
の
手
当
を
支
給
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

子
供
の
分
娩
の
場
合
、
労
働
者
、
 

職
員
と
し
て
働
く
母
あ
る
い
は
父
に
は
、
国
家
社
会
保
険
資
金
か
ら
、
嬰
児
の
下 

着
ー

組
の
購

入

に

た

い
す

る

一

時

手

当(

ニ
ー
ル
ー
ブ
ル)

お
よ
び
子
供
の
授
乳 

に

た

い

す

る

手

当(

一
ハ
ル
ー
ブ
ル)

が
支
給
さ
れ
る
。

た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
手 

当
は
、
母
あ
る
い
は
父
が
子
供
の
分
娩
の
日
ま
で
継
続
三
カ
月
以
上
、
当
該
企
業 

(

施
設
、
組
織)

で
働
き
続
け
、
手
当
を
申
請
す
る
親
の
稼
得
賃
金
が
月
額
六
〇 

ル
ー
ブ
ル
を
进
え
な
い
塲
合
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
こ
の 

規
則
に
定
め
て
あ
る
手
当
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。

第
ハ
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
、

ソ
連
の
社
会
的
生
産
の
発
展
テ
ン
ポ
は
高
ま
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り
、
労
働
生
産
性
は
三
七％

向
上
し
た
。

経
済
の
土
台
で
あ
る
重
工
業
は
い
っ
そ
う
発
展
し
、

工
業
生
産
物
の
生
産
高
は
五
カ
年
間
に 

一
 
•

五
倍
に
増
加
し
た
。

六
六
—

七
〇
年
の
消
費
フ
ォ
ン
ド
も
六
一
ー
六
五
年
と
比
べ
て
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
た
。

国
民
一
人
当
た
り
の 

実
質
所
得
は
、
計
画
で
は
三
〇％

増
で
あ
っ
た
の
が
三
三％

に
増
え
た
。

労
働
者
、
職
員
の
賃
金
は
二
六％

増
加
し
、
最
低
賃
金
が
六
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
ら
れ
、
週
休
二
日
五
日
労
働
制
へ
の
移
行
が
実 

施
さ
れ
、
勤
労
者
の
最
低
有
給
休
暇
日
数
が
延
長
さ
れ
た
。
労
働
者
、
職
員
の
一
連
の
部
類
の
賃
金
所
得
税
率
が
引
下
げ
ら
れ
た
。

コ 

ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
労
働
報
酬
も
四
二％

増
加
し
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
勤
労
者
の
社
会
保
障
は
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

ソ
連
の
年
金
受
給
者
の
数
は
、
七
〇
年
に
四
、
〇
一
〇
万
人 

に
達
し
、
六
一
年
の
二
、

一
九
〇
万
人
と
比
べ
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
期
間
の
社
会
保
障
分
野
で
の
特
徴
を
ま
と
め
る 

と
、
ま
ず
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
が
ひ
き
続
き
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
統
一
的
な
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
が
発
足
し
、
そ 

れ
に
関
連
し
た
諸
規
則
、
諸
規
定
が
つ
く
ら
れ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
受
給
年
齢
の
五
歳
引
下
げ
を
は
じ
め
と
し
て
、

コ
片 

ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
は
、
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
障
に
い
っ
そ
う
接
近
さ
せ
ら
れ
た
。
労
働
者
、
職
員
に
つ
い
て
も
、
繊
維
工
業 

女
子
従
業
員
の
老
齢
年
金
受
給
年
齢
の
五
歳
引
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
戦

傷

病

身

体

障

害

者(

年

金

の

引

上
げ
と

合
せ)

、
極 

北
区
な
ど
で
の
就
労
者
に
つ
い
て
も
同
じ
く
老
齢
年
金
受
給
年
齢
が
五
歳
引
げ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
改
善
、
 

増
額
、
年
金
裁
定
手
続
の
変
更
、
社
会
保
険
資
金
の
効
率
的
運
用
、
そ
れ
と
の
関
連
で
の
労
働
組
合
の
仕
事
の
改
善
、
さ
ら
に
は
子
供 

の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
へ
の
手
当
の
新
設
な
ど
社
会
保
障
の
多
く
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
社
会
保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え 

る
、
「
保
健
立
法
基
礎
」
、
「
労
働
立
法
基
礎
」

と
い
う
重
要
な
立
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
期
間
の
特
徵
で
あ
る
。

注

(
1
)

「
世
界
政
治
資
料
」
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
発
行
、

一
九
六
六
年
、
第
二
四
一
号
。
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邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
「
プ
ロ
グ
レ
ス
」
出

版

所

、

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
版
、
七
ニ
ー
ー
頁
。

⑷
 

第

九

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
七
ー
ー
七
五
年)

ソ
連
共
産
党
第
二
三
回
大
会
後
五
年
を
経
た
一
九
七
一
年
の
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
九
日
に
か
け
て
、
第
二
四
回
党
大
会
が
開
催
さ 

れ
た
。

大
会
は
、
中
央
委
員
会
活
動
報
告
と
と
も
に
、

一
九
七
一
年
— 

一
九
七
五
年
国
民
経
済
発
展
五
カ
年
計
画
に
関
す
る
指
令
を
承 

認
し
た
。

こ
の
指
令
に
よ
る
と
、

五
カ
年
計
画
の
主
要
な
課
題
は
、
「
社
会
主
義
的
生
産
の
高
い
成
長
率
、
生
産
効
率
の
向
上
と
科
学 

技
術
進
歩
、
労
働
生
産
性
の
向
上
の
促
進
に
も
と
づ
い
て
、
国
民
の
物
質
的
・
文
化
的
生
活
水
準
の
大
幅
な
向
上
を
保
障
す
る
」

こ
と
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で
あ
っ
た
。

国
民
の
福
祉
の
向
上
が
今
後
長
期
に
わ
た
る
経
済
政
策
の
最
高
の
目
標
と
さ
れ
、

そ
の
方
向
で
第
九
次
五
カ
年
計
画
の
広 

範
な
社
会
的
施
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
住
民
層
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
都
市
住
民
と 

農
村
住
民
の
生
活
水
準
を
近
づ
け
る
こ
と
、
勤
労
者
が
労
働
し
休
息
す
る
条
件
を
改
善
し
、
青
少
年
の
教
育
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
で 

あ
る
。
党
は
、
国
の
経
済
発
展
の
こ
の
時
期
の
到
達
段
階
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
生
活
の
特
質
に
つ
い
て
「
以
前
に
は
党
と
国
民 

は
あ
る
最
も
重
要
な
課
題
の
解
決
に
力
を
そ
そ
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
で
は
も
っ
と
広
い
範
囲
に
わ
た
る
問
題
を
同
時
に
立
派 

に
解
決
し
、
国
民
の
福
祉
の
向
上
に
も
っ
と
大
き
な
人
手
と
資
力
を
そ
そ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
に
な
っ
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。 

指

令

は

「
国
民
生
活
水
準
の
向
上
」

に
つ
い
て
具
体
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
措
置
を
予
定
し
た
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
、
職
員
の
賃
金
を
平
均
ニ
〇
—

ニ
ニ％

、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
労
働
報
酬
を
三
〇
—

三
五％

引
上
げ
、
最
低
賃
金 

を
月
七
〇
ル
ー
ブ
ル
に
す
る
、
な
ど
労
働
報
酬
を
改
善
す
る
。

社
会
的
消
費
基
金
を
五
年
間
に
四
〇％

増
大
さ
せ
る
。
若
い
世
代
の
教
育
に
と
っ
て
よ
い
条
件
を
つ
く
る
た
め
に
、
子
供
を
も
つ
家 

庭
へ
の
物
質
的
援
助
を
増
し
、
働
い
て
い
る
母
親
へ
の
特
典
の
幅
を
拡
げ
る
。

家
族
員
一
人
当
た
り
の
平
均
所
得
が
月
五
〇
ル
ー
ブ
ル 

に
達
し
な
い
家
庭
に
は
児
童
手
当
を
支
給
す
る
。
病
気
の
子
供
の
看
護
の
た
め
の
有
給
休
暇
日
数(

一
時
的
労
働
不
能
手
当
に
よ
る) 

を
増
や
す
。
働
く
婦
人
の
妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
労
働
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
稼
得
賃
金
全
額
を
支
給
す
る
。
子
供
の
施
設
網
の
拡
大 

を
は
か
る
。

勤
労
者
の
社
会
保
険
と
年
金
保
障
を
改
善
し
、
労
働
者
、
職
員
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
の
最
低
額
を
引
上
げ
、
農
村
に
定
住 

し
、
農
業
に
関
係
す
る
労
働
者
、
職
員
の
年
金
算
定
条
件
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
も
適
用
す
る
。

労
働
能
力
の
あ
る
年
金
受
給
者
を
広
く 

就
労
さ
せ
る
条
件
を
つ
く
る
。
障
害
年
金
、
労
働
災
害
と
戦
争
に
よ
る
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
、
そ
れ
と
軍
勤
務
員
の
遺
家
族 

の
年
金
を
増
額
す
る
。
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保
健
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
専
門
病
院
と
多
面
的
病
院
、
総
合
病
院
、

公
衆
保
健
指
導
所
な
ど
を
ひ
き
つ
づ
き
建
設
し
、
専
門
化
さ 

れ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
住
民
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
医
療
を
保
障
し
、
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
公

衆

衛

生•

防
疫
ス
テ
ー
シ 

ヨ
ン
網
の
拡
大
を
は
か
る
。

医
薬
品
に
た
い
す
る
住
民
と
保
健
施
設
の
需
要
を
充
た
す
。

保
健
施
設
を
最
新
式
の
医
療
設
備
、
器
具
、
 

道
具
で
装
備
す
る
活
動
を
改
善
す
る
。
病
院
給
食
費
の
規
準
を
高
め
る
。

医
療
と
保
健
の
重
要
問
題
の
学
術
研
究
を
も
っ
と
幅
広
く
発 

展
さ
せ
る
。

医
師
の
数
を
増
し
、
医
療
要
員
の
養
成
の
水
準
を
高
め
る
。

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
療
養
地
で
の
療
養
、
勤
労
者
の
組
織
的
休 

息
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

老

人

ホ
ー
ム
と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
の
増
設
を
は
か
る
。
身
体
障
害
者
へ
の
交
通
機
関 

お

よ

び

補

装

具•

整
形
手
術
的
製
品
の
保
障
を
改
善
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。

社
会
保
障
に
関
す
る
措
置
は
、

五
カ
年
計
画
の
度
に
計
画
の
な
か
で
、

よ
り
広
範
に
、
よ
り
具
体
的
に
規
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
が 

実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ソ
連
で
の
特
徴
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

以
下
、
指
令
で
予
定
さ
れ
た
措
置
の
具
体
的
な
実
施
を
中
心
に
、
 

第
九
次
五
カ
年
計
画
期
間
の
社
会
保
障
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
。

七
一
年
に
、
ま
ず
、
七
月
三
日
付
で
ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
の
指
令
が
二
つ
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
「
労
働
者
と
職
員
へ
の
老
齢
年
金
の
最
低
額
引
上
げ
に
関
す
る
」
指
令
で
あ
る
。

こ
の
指
令
に
よ
り
、

七
月

一

日

か 

ら
労
働
者
と
職
員
の
老
齢
年
金
の
最
低
額
は
、

月

額

四

五

ル

ー

ブ

ル(

三
〇
ル
ー
ブ
ル
か
ら
五
〇％

増)

に
引
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
、 

最
高
額
は
、
現
行
の
月
額
一
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル
に
維
持
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
保
障
を
い
っ
そ
う
改
善
す
る
措
置
に
関
す
る
」
指
令
で
あ
る
。

こ
の
指
令
は
、⑴

国

家

年

金 

法
で
労
働
者
、
職
員
に
規
定
さ
れ
て
い
る
年
金
算
定
手
続
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
と
そ
の
家
族
に
も
適
用
す
る'

⑵

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成 

員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
の
最
低
額
を
月
額
二
〇
ル
ー
ブ

ル
(

ー
ニ
ル
ー
ブ
ル
か
ら)

に

引

上

げ

る(

最
高
額
は
一
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル)

、
 

⑶

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
に
た
い
す
る
障
害
年
金
の
最
低
額
を
、
労
働
災
害
あ
る
い
は
職
業
病
に
よ
る
場
合
、
第
一
等
級
身
体
障
害
者
は
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月

額

三

五
(

三
〇
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
、
第
二
等
級
は
同
一
一
五(

二
〇
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
、
第
三
等
級
身
体
障
害
者
は
同
一
六
ル
ー
ブ
ル 

に
、

一
般
的
疾
病
に
よ
る
場
合
に
は
、
第

一

等

級

身

体

障

害

者
は

月

額

三

〇(

二
五
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
、
第

二

等

級

は

同

二

〇(

一
六 

か
ら)

ル
ー
ブ
ル
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
る
、⑷

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
家
族
に
た
い
す
る
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
を
、
労
働
不
能
家 

族

員

三

人

あ

る

い

は

そ

れ

以

上

の

場

食

月

額

三

〇(

一
五
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
、
同
二
人
の
場
合
、
同

二

〇
(

ニ
ー
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
、
 

同
一
人
の
場
合
、

同

一

六
(

九
か
ら)

ル
ー
ブ
ル
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
る
、⑸

極
北
の
区
に
一
五
年
以
上
、
極
北
の
区
と
同
等
の
地 

域
で
は
二
〇
年
以
上
働
き
続
け
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
に
は
、
老
齢
年
金
受
給
資
格
年
齢
を
男
子
の
場
合
、
六
〇
か
ら
五
五
歳
に
、
女 

子
の
場
合
に
、

五
五
か
ら
五
〇
歳
に
引
下
げ
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
二
つ
の
指
令
に
よ
り
、
年
金
の
最
低
額
が
引
上
げ
ら
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
そ
の
家
族
も
労
働
者
、
職
員
、
お 

よ
び
そ
れ
ら
の
家
族
と
同
じ
算
定
方
法
で
年
金
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
九
月
二
七
日
付
指
令
で

新
し
い
「
労
働
組
合
製
作
所
、Н

場
•

現
地
委
員
会
の
権
利
に
関 

す
る
規
則
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
規
則
に
は
、
労
働
組
合
製
作
所
、

工

場•

現
地
委
員
会
は
、
企
業
、
施
設
、
組
織
の
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
険
を
実
施
し
、
 

社
会
保
険
に
よ
る
手
当
を
裁
定
し
、
労
働
者
、
職
員
に
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム•

療
養
地
治
療
、
休
息
の
家
、
観

光
•

健
康
増
進
施
設
お
よ 

び
治
療
食
に
た
い
す
る
利
用
券
を
提
供
し
、
勤
労
者
の
子
供
を
ピ
オ
ニ
ー
ル
・
キ
ャ
ン
プ
に
派
遣
し
、
労
働
者
、
職
員
お
よ
び
彼
ら
の 

家
族
員
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
を
点
検
す
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

こ
の
労
働
組
合
委
員
会
の
同
意
に
よ
っ
て
、
管
理
機
関
は
、
社

会
•

文

化

措

置

お

よ
び

住
宅
建
設
資
金
で

支
払
わ

れ 

る
、
休
息
の
家
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
賄
付
宿
泊
所
、
観
光
基
地
お
よ
び
旅
行
コ
ー
ス
の
利
用
券
を
労
働
者
、
職
員
に
提
供
す
る
こ
と
、
 

こ
の
委
員
会
は
、
管
理
機
関
と
共
同
し
て
、
年
金
裁
定
の
場
合
、
労
働
者
、
職
員
と
彼
ら
の
家
族
員
に
必
要
な
文
書
を
準
備
し
、
年
金
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裁
定
の
た
め
そ
れ
を
提
出
し
、
身
体
障
害
者
の
就
職
問
題
を
解
決
し
、
自
分
た
ち
の
代
表
を
通
し
て
、
社
会
保
障
機
関
に
よ
る
労
働
者 

と
職
員
へ
の
年
金
裁
定
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

七
二
年
に
は
、
漁
業
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
を
実
施
す
る
た
め
、

五
月
四
日
、

ソ
連
閣
僚
会
議
と
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評m

会 

は
、
「
漁
業
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
実
施
措
置
に
関
す
る
」
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。

さ
ら
に
ハ
月
三
日
に
は
、

ソ
連
閣
僚
会B

に
よ
っ
て
、
新

し

い

「
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」

が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の 

新
し
い
規
則
は
、

五
六
年
の
旧
規
則
か
ら
、
「
皿
す
で

に
裁
定
さ
れ
て

い
た
年
金
を
国
家
年
金
法
の
採
択
と
の
関
連
で

再
計
算
す
る 

手
続
」
を
削
り
、
旧
規
則
実
施
後
の
国
家
年
金
の
変
更
を
加
え
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
七
二
年
に
は
、
保
健
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
を
も
つ
「
自
然
保
護
の
い
っ
そ
う
の
発
展
と
天
然
資
源
の
合
理
的
利
用
に 

つ
い
て
の
措
置
に
関
す
る
」
決m

が
、
九
月
に
ソ
連
最
高
会
議
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
決
議
は
、
国
民
の
保
健
問
題
と
直
接
関 

係
を
も
つ
環
境
の
健
全
化
と
自
然
保
護
に
関
す
る
総
合
的
措
置
の
実
現
を
規
定
し
た
。

保
健
関
係
で
は
、
ま
た
、
七
二
年
一
月
一
日
か 

ら
病
院
の
食
事
と
薬
品
の
経
費
が
増
額
さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
医
師
、
託
児
所
お
よ
び
幼
稚
園
の
教
育
者
の
賃
金
が
、
教
員
と
と
も
に 

引
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

七
三
年
に
は
い
り
、

二
月
に
は
、
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
は
、
前
述
の
五
七
年
ニ
ー

月
三
日
付
「
労
働
組
合
評
議
会
お
よ
び
労 

働
組
合
中
央
委
員
会
の
委
託
医
師
規
則
」

に
代
わ
り
、
新

し

く

「
労
働
組
合
委
託
医
師
規
則
」
を
、

二
月
九
日
付
幹
部
会
決
定
で
承
認 

し
た
。

こ
の
規
則
に
よ
る
と
、
労
働
組
合
委
託
医
師
は
、
当
該
労
働
組
合
評
議
会
、
共
和
国
、
地
方
、
州
労
働
組
合
中
央
委
員
会
の
幹 

部
会
の
指
導
の
も
と
に
働
き
、
高
度
の
医
療
教
育
と
実
務
経
験
を
も
つ
者
が
任
命
さ
れ
る
。

そ
の
主
要
な
任
務
は
、
勤
労
者
と
そ
の
家 

族
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム•

療
養
地
サ
ー
ビ
ス
の
仕
方
に
た
い
す
る
社
会
的
監
視
を
組
織
す
る
こ
と
、
勤
労
者
の
健
康 

保
護
、
罹
病
率
と
身
体
障
害
の
予
防
と
引
下
げ
、
彼
ら
の
労
働
条
件
と
日
常
生
活
条
件
の
健
全
化
、
そ

れ

と

治

療•

予
防
と
公
衆
衛
生
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•

衛
生
の
施
設
の
仕
事
の
改
善
、

の
た
め
の
諸
措
置
を
経
営
組
織
、
保
健
機
関
お
よ
び
社
会
保
障
機
関
が
作
成
し
、
実
施
す
る
手
段
を 

と
る
こ
と
、
で

あ

る(

傍
点
部
分
は
新
し
く
入
れ
ら
れ
た)

。

委
託
医
師
は
、
労
働
組
合
評
議
会
社
会
保
険
部
と
労
働
組
合
中
央
委
員
会 

社
会
保
険
評
議
会
の
構
成
員
と
し
て
働
き
、

そ
の
仕
事
は
、
地
域
別
、
産
業
部
門
あ
る
い
は
数
産
業
部
門
別
の
原
則
に
よ
っ
て
組
織
さ 

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
規
則
は
、
「
一
般
的
規
定
」

の
ほ
か
、
「
委
託
医
師
の
義
務
」

と

「
委
託
医
師
の
権
利
」

に
分
け
、
そ 

の
内
容
を
定
め
て
い
る
。

そ
の
後
、

四
月
一
三
日
に
は
、

ソ
連
閣
僚
会
議
に
よ
っ
て
、
「
国
家
社
会
保
険
手
当
裁
定
の
場
合
に
お
け
る
労
働
者
、
職

員

の

継

続 

労
働
勤
務
期
間
の
算
定
規
則
」

が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
規
則
に
は
ま
ず
、
労
働
者
、
職
員
へ
の
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
手
当
を
裁
定
す 

る
と
き
に
は
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
は
、
当
該
企
業
、
施
設
、
組
織
で
の
最
終
継
続
労
働
の
継
続
期
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
定
め
ら 

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
の
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
前
の
労
働
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
活
動
の
期
間
も
、
継 

続
労
働
勤
務
期
間
に
算
入
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
の
具
体
的
な
条
件
を
述
べ
た
内
容
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
も
し
、

こ
の
規
則
と 

そ
の
ほ
か
の
現
行
立
法
の
規
範
で
別
に
定
め
て
い
な
い
な
ら
、
あ
る
労
働
か
ら
他
の
労
働
へ
の
移
動
の
場
合
、
労
働
の
中
断
が
一
カ
月 

を
越
え
な
い
と
い
う
条
件
な
ら
ば
保
持
さ
れ
る
。

ま
た
、

(a)
極
東
の
区
お
よ
び
そ
れ
と
同
等
の
地
域
で
働
い
た
者
が
、
企
業
、
施
設
、
 

組
織
の
解
散
、
従
業
員
数
あ
る
い
は
定
員
の
縮
小
の
結
果
、
労
働
契
約
期
限
満
了
直
後
に
退
職
後
、
他
の
労
働
に
就
く
場
合
、⑹

外
国 

の
施
設
、
組
織
お
よ
び
企
業
、
あ
る
い
は
国
際
組
織
で
の
労
働
を
解
任
さ
れ
た
後
、

ソ
連
で
の
労
働
に
就
く
場
合
な
ど
で
は
、
労
働
の 

中
断
が
ニ
カ
月
を
越
え
な
い
と
い
う
条
件
の
と
き
、
継
続
期
間
が
保
持
さ
れ
る
。
労
働
で
の
中
断
が
三
カ
月
を
越
え
な
い
場
合
に
保
持 

さ
れ
る
の
は
、
当
該
労
働
の
継
続
を
妨
げ
る
健
康
状
態
に
よ
っ
て
、
退
職
、
労
働
に
就
い
た
場
合
に
定
め
て
い
る
。
妊
婦
と
一
歳
未
満 

の
子
供
を
持
つ
母
親
は
、
労
働
契
約
を
破
棄
し
た
場
合
、
幼
児
が
一
歳
に
な
る
ま
で
に
労
働
に
就
く
と
き
は
、
継
続
勤
務
期
間
が
維
持 

さ
れ
る
、
な
ど
で
あ
る
。
逆
に
継
続
期
間
が
保
持
さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
は
、
労
働
契
約
、
労
働
内
規
の
違
反
、
確
実
な
理
由
な
し
の
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欠
勤
、
犯
罪
な
ど
で
退
職
し
た
場
合
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
個
々
の
種
類
の
活
動
を
継
続
勤
務
期
間
に
含
め
る
条
件
を
い
く 

つ

か

変

更

し
て

い

る(

た
と
え
ば
、
職

業
•

技
術
教
育
の
学
校
と
講
習
所
で
の
教
育
期
間
は
、
そ
の
修
了
日
と
就
労
日
ま
で
の
間
が
三 

カ
月
を
越
え
な
け
れ
ば
継
続
勤
務
期
間
に
含
ま
れ
る
な
ど)

。

こ
の
規
則
は
、

七
三
年
六
月
一
日
以
降
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
妊 

娠
と
出
産
の
手
当
、
分
娩
手
当
の
金
額
決
定
の
た
め
の
継
続
勤
務
期
間
を
算
定
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
後
、
七
月
二
六
日
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
第
二
四
回
大
会
の
指
令
に
し
た
が
っ
て
、
「
妊
娠
と
出
産
の
手
当
お
よ
び
病
気
の
子

(
〇)

供
の
看
護
の
手
当
に
よ
る
保
障
の
改
善
に
関
す
る
」
決
嚴
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
議
に
よ
り
、
ま
ず
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
、
七
三 

年
一
ニ
月
一
日
か
ら
、
労
働
勤
務
期
間
の
長
さ
に
関
係
な
く
、
妊
娠
と
出
産
の
全
休
暇
期
間
中
、
稼
得
賃
金
の
全
額
で
支
給
さ
れ
る
よ 

う

に

な

っ

た(

そ
れ
ま
で
は
、
労
働
勤
務
期
間
に
よ
り
稼
得
賃
金
の
三
分
の
二
か
ら
全
額
ま
で
で
、

三
年
以
上
の
場
合
に
全
額
で
あ
っ 

た)

。

こ

れ

は

非

労

働

組

合

員(

従
来
は
労
働
組
合
員
と
格
差)

に
も
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
も
同
じ
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
。

つ

ぎ

に

、

一
 

四
歳
未
満
の
病
気
の
子
供
へ
の
疾
病
カ
ー
ド
と
看
護
の
手
当
を
子
供
の
看
護
に
必
要
な
期
間(

た
だ
し
七
日
間
以
内)

交
付
、
支
給
、
 

さ
ら
に
、
独
身
の
母
親
、
寡
婦
、
離
婚
婦
人
に
た
い
し
て
は
、
七
歳
未
満
の
病
気
の
子
供
へ
の
疾
病
カ
ー
ド
と
看
護
の
手
当
を
一
〇
日 

間
以
内
、
交
付
、
支
給
す
る
と
定
め
、

こ
の
措
置
は
、
七
三
年
一
ニ
月
一
日
よ
り
地
域
別
に
年
次
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。さ

ら
に
、
九
月
一
四
日
付
で
ソ
連
閣
僚
会
議
は
「
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
受
給
者
の
労
働
の
国
民
経
済
へ
の
利
用
お
よ
び
そ
れ
と
関 

連
し
た
追
加
特
典
を
い
っ
そ
う
改
善
す
る
措
置
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
な
か
で
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
連
邦
構
成
共
和 

国
閣
僚
会
議
、

ソ
連
省
庁
に
た
い
し
、
労
働
能
力
を
も
つ
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
の
受
給
者
お
よ
び
家
政
従
事
者
を
、
彼
ら
が
以
前 

働
い
て
い
た
企
業
、
国
民
消
費
の
商
品
生
産
と
関
連
し
た
企
業
、

そ
れ
と
商
業
、
住
民
へ
の
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
仕
事
に
、
 

よ
り
広
範
に
参
加
さ
せ
る
追
加
的
な
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
、
老
齢
年
金
と
障
害
年
金
受
給
者
の
労
働
利
用
に
予
定
さ
れ
て
い
る
現
在
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の

企

業
(

生
産
合
同)

、
職
場
、
職
区
の
拡
大
と
そ
れ
ら
の
新
設
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
企
業
を

基 

本
的
に
は
地
方工

業
省
の
シ
ス
テ
ム
に
集
中
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
と
組
織
の
指
導
者
に
労
働
組
合
委
員
会
の
同
意
を 

得
て
、

こ
れ
ら
の
年
金
受
給
者
の
出
来
高
ノ
ル
マ
を
引
下
げ
る
よ
う
提
案
し
、
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
企
業
、
職
場
、
職
区
に
、
生
産
の 

拡
大
と
改
良
、
従
業
員
の
物
質
的
利
潤
と
社
会•

文
化
お
よ
び
住
宅
の
条
件
の
改
善
の
た
め
利
潤
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定 

め
た
。

こ
の
ほ
か
、
障
害
年
金
受
給
者
に
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
年
休
日
数
の
増
加
な
ど
を
規
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
年
金
受
給
者 

と
家
事
従
事
者
の
労
働
を
国
民
経
済
に
利
用
し
て
い
く
政
策
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
特
典
を
導
入
、
拡
大
す
る
政
策
は
、
そ
の
後
も 

強
化
さ
れ
て
い
る
。

ー
ー
月
に
は
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、

ニ
ー .
日

付

「
身
体
障
害
者
と
扶
養
者
を
喪
失
し
た
家
族
へ
の
年
金
額
の
一
層
の
引
上
げ 

に
関
す
る
」
指
令
を
採
択
し
た
。

こ
の
指
令
の
特
徴
は
、⑴

ソ
連
の
防
衛
、
そ
の
ほ
か
の
兵
役
義
務
遂
行
の
と
き
の
負
傷
、
挫
傷
ま
た 

は
損
傷
の
結
果
、
あ
る
い
は
戦
線
に
滞
在
し
た
こ
と
と
関
係
の
あ
る
疾
病
の
結
果
、
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
定
期
服
役
の
兵
卒
級
軍
勤 

務
員
の
第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
障
害
年
金
、
お
よ
び
前
述
の
理
由
の
結
果
、
死
亡
し
た
定
期
服
役
の
兵
卒
級
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の 

労
働
不
能
家
族
員
三
人
以
上
と
二
人
の
場
合
の
扶
養
者
喪
失
年
金
、
そ
れ
と
、
労
働
者
、
職
員
の
第
一
等
級
と
第
二
等
級
障
害
年
金
、 

労
働
不
能
家
族
員
三
人
以
上
と
二
人
の
場
合
の
扶
養
者
喪
失
年
金
、

の
額
を
老
齢
年
金
に
た
い
す
る
比
率
で
算
出
す
る
よ
う
に
変
更
す 

る
、⑵

障
害
年
金
と
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
と
最
高
額
を
引
上
げ
る
、⑶

年
金
へ
の
付
加
金
を
従
来
、
年
金
額
の
比
率
で
あ
っ
た 

も

の

を

一

定

額(

ル
ー
ブ
ル)

に
変
え
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
の
労
働
者
、
職
員
の
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
を
具
体 

的
に
み
る
と
、
第1

表
、
第2

表
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
年
金
へ
の
付
加
金
は
、

た
と
え
ば
、
労
働
に
よ
る
第
一
等
級
身
体
障
害
者 

の
看
護
に
た
い
す
る
付
加
金
は
年
金
の
一
五％

と
な
っ
て
い
た
の
が
月
額
一
五
ル
ー
ブ
ル
に
と
い
う
よ
う
に
変
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
年
金
は
、

三
七
—

五
五％

高
ま
っ
た
。

扶
養
者
喪
失
の
軍
勤
務
員
家
族
へ
の
年
金
額
の
引
上

276



第9章 第20回党大会以降現在までの時期

第1表障 害 年 金

身体障害 
の原因

身体障害 
の等級 年 金 額 最低額 最高額

労働災害 
または職 
業病

第］等級 

第2等級 

第3等級

老繼年金の110%

〃 100%
稼得賃金の40ルーブルまでの65%と 
残りの賃金部分の10%

70 (36) 

45(28.5)

25 (21)

120 (120)

120 (90)

60 (45)

一般の疾 
病

1

第1等級

第2等級

第3等級

老歸年金の100%

〃 90%
稼得賃金の40ルーブルまでの45%と 
残りの賃金部分の10%

70 (30)

45 (23)

21(⑹

120 (120)

120 (60)

60 (40)

（注）最低額と最高額の（）内は以前の額。

第2表扶養者喪失年金

扶養者喪 
失の原因
魏醜年金額 最低額 最高額

労働災害 
または職 
業病

3口上

2人

1人

老齢年金の 口0%

〃 10〇%

稼得賃金の40ルーブルまでの65%と 
残りの賃金部分の10%

70 (30)

45 (23)

23 (⑹

120 (120)

120 (90)

60 (45)

一般の疾 
病

3入以上

2人

1人

老齢年金の 100%

〃 90%
稼得賃金の40ルーブノレまでの45%と 
残りの賃金部分の10%

70 (30)

45 (23)

23 (⑹

120 (90)

120 (60)

60 (40)

（注）最低額，最高額の（）内は以前の額
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げ
は
、
七
三
年
一
ニ
月
一
日
か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
人
び
と
へ
の
一
部
の
年
金
増
額
は
七
四
年
一
ニ
月
一
五
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ 

れ
た
。

こ
の
指
令
と
の
関
連
で
、
同
じ
七
三
年
一 

ー
月
一
二
日
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
、
拧
よ
び 

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い 

す
る
年
金
に
も
労
働
者
、
職

員

と

同

様

な

変

更(

老
齢
年
金
に
た
い
す
る
比
率
に
よ
る
年
金
算
定
方
法
の
み)

を
す
る
こ
と
を
含
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
に
必
要
な
修
正
を
加
え
た
。

こ
れ
ら
の
法
令
は
、
単
な
る
年
金
額
の
引
上
げ
だ
け
で
な
く
、
第
一
等
級
と
第
二
等
級
身
体
障
害
者
、
労
働
不
能
家
族
員
三
人
以
上 

と
二
人
の
場
合
の
扶
養
者
喪
失
年
金
に
、
よ
り
簡
単
、
明
瞭
な
算
定
方
法
を
導
入
し
、
老
齢
年
金
を
中
心
と
し
て
、
老
齢
年
金
と
こ
れ 

ら
の
年
金
額
の
よ
り
正
し
い
相
互
関
係
を
設
定
し
た
と
い
う
点
に
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

七
四
年
に
は
い
っ
て
も
第
二
四
回
党
大
会
の
指
令
を
実
現
す
る
活
動
は
続
け
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
九

月

二

四

日

付

「
子
供
を
も 

つ
低
所
得
家
庭
へ
の
物
質
的
援
助
を
よ
り
い
っ
そ
う
増
大
す
る
こ
と
に
関
す
る
」

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
閣
僚
会
議
の 

決
定
で
あ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
、

ソ
連
最
高
会В

幹
部
会
は
、
九

月

ニ

五

日

付

で

「
低
所
得
家
庭
へ
の
子
供
に
た
い
す
る
手
当
の
実
施 

に
関
す
る
」
指
令
を
採
択
し
た
。

こ
の
法
令
に
よ
り
、
七
四
年
一 

ー
月
一
日
か
ら
、
家
族
員
一
人
当
た
り
平
均
総
所
得
が
月
額
五
〇
ル 

1

ブ
ル
を
越
え
な
い
家
庭
に
た
い
し
、

ハ
歳
に
達
し
な
い
子
供
各
一
人
に
月
額
ー
ー
ー
ル
ー
ブ
ル
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な 

っ
た
。
「
低
所
得
家
庭
へ
の
子
供
に
た
い
す
る
手
当
の
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」
も
九
月
ニ
五
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
で
承
認 

さ
れ
た
。

も
う
一
つ
は
、

一
ニ
月
一
三
日
付
「
労
働
者
、
職
員
へ
の
一
時
的
労
働
不
能
手
当
に
よ
る
保
障
の
改
善
に
関
す
る
」
ソ
連
閣
僚
会
議 

の
決
議
で
あ
る
。
こ
の
決
議
は
、
七
五
年
一
ニ
月
一
日
か
ら
、

一

六

歳(

学
生
は
一
八
歳)

に
達
し
な
い
三
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
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子
供
を
扶
養
し
て
い
る
労
働
者
、
職
員
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
、
稼 

得
賃
金
の
一
〇
〇％

の

額

で

支

給

す

る(

た
だ
し
労
働
組
合
員
で
な
い
者
は
稼
得
賃
金
の
五
〇％
)

、
働
い
て
い
る
身
体
障
害
者
に
た 

い
す
る
結
核
病
と
の
関
連
に
よ
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
に
よ
る
保
障
の
期
間
を
延
長
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。 

第
九
次
五
カ
年
計
画
の
最
終
の
年
で
あ
る
七
五
年
に
は
い
る
と
、

三

月

七

日

付

「
女

子
•

機
械
化
技
術
員
へ
の
老
齢
年
金
裁
定
年
齢 

の
引
下
げ
に
関
す
る
」

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
の
指
令
に
も
と
づ
き
、
農
業
生
産
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
運

転

手•

機
関
手
、
そ
の
ほ
か
の 

生
産
で
の
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
機

関

手
(

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
運
転
手)

、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
底
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
、
沼

沢
•

準

備

、
泥

炭 

採
取
お
よ
び
泥
炭
整
理
の
機
械
の
機
関
手
、

ト
ラ
ク
タ
—
の
基
底
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
、
建
設
、
道

路
お
よ
び

積
荷•

荷
卸
の
機
械 

の

機

関

手(

運
転
手)

、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
底
の
上
に
組
立
て
ら
れ
た
、
あ
し
取
入
機
の
機
関
手
、
掘
削
機
の
機
関
手
、

ト

ラ

ク

タ

ー 

運
転
手
、

ト
ラ
ク
タ
ー
運

転

手•

機
関
手
、
そ
し
て

働
く
女
子•

機
械
化
技
術
員
は
、

五
〇
歳
に
達
し
、

こ
れ
ら
の
職
種
で
の
一
五
年 

以
上
を
含
む
二
〇
年
以
上
の
労
働
勤
務
期
間
を
も
つ
場
合(

こ
れ
よ
り
早
い
年
齢
で
の
年
金
受
給
権
利
を
も
た
な
い
な
ら)

、
老

齢

年 

金
を
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、

四

月

二

三

日

付

「
戦
線
で
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
年
金
保
障
の
一
層
の
改
善
、 

お
よ
び
軍
勤
務
員
の
う
ち
就
労
し
て
い
る
第
三
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
年
金
裁
定
手
続
の
変
更
に
関
す
る
」
指
令
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に 

定
め
た
。

す
な
わ
ち
、

七
五
年
五
月
一
日
よ
り
、
(a)
戦
死
し
た
定
期
服
役
の
兵
卒
級
軍
勤
務
員
の
、
労
働
不
能
家
族
員
一
人
を
も
つ
遺 

家
族
へ
の
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
を
月
額
ニ
七
ル
ー
ブ
ル
か
ら
三
三
ル
ー
ブ
ル
に
引
上
げ
る
、⑹

戦
線
で
子
供
を
戦
死
さ
せ
た
親 

に
た
い
し
、
そ
の
親
が
そ
の
子
供
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
扶
養
者
喪
失
年
金
を
裁
定
す
る
、⑹

ソ
連
の
防
衛.
ま 

た
は
そ
の
ほ
か
の
兵
役
義
務
の
遂
行
の
と
き
受
け
た
傷
、
挫
傷
ま
た
は
損
傷
の
結
果
、
あ
る
い
は
戦
線
に
滞
在
し
た
こ
と
と
関
連
し
た 

疾
病
の
結
果
、
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
軍
勤
務
員
の
う
ち
、
就
労
し
て
い
る
第
三
等
級
身
体
障
害
者
に
た
い
し
、
稼
得
賃
金
と
年
金
を
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合
わ
せ
月
額
三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
越
え
な
い
場
合
に
は
、
年
金
を
全
額
支
給
す
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

九
月
一
日
に
は
、
「
国
家
年
金
裁
定
お
よ
び
支
給
手
続
規
則
」

に
必
要
な
変
更
と
追
加
が
行
わ
れ
た
。 

第
九
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
、

ソ
連
の
国
民
所
得
は
二
八％

、

工
業
生
産
高
は
四
三％

増
加
し
、

こ
の
時
期
に
、

ソ

連

で

は

、
 

「
有
史
以
来
」

の
広
範
な
社
会
的
諸
対
策
が
実
現
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
口 

一
人
当
た
り
の
実
質
所
得
は
約
二
五％

上
昇
、
週 

休
二
日
制
労
働
が
実
施
さ
れ
た
。
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
勤
労
者
の
年
金
保
障
が
ま
ず
根
本
的
に
改
善
さ
れ 

た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
保
障
の
改
善
が
す
す
み
、
労
働
者
、
職
員
の
保
障
に
い
っ
そ
う
接
近
し
、
ま
た
、
労
働
者
、
職
員
と
と
も 

に
老
齢
年
金
の
最
低
額
も
引
上
げ
ら
れ
た
。
障
害
者
と
扶
養
者
を
喪
失
し
た
家
族
、
大
祖
国
戦
争
の
遺
家
族
の
年
金
も
改
善
さ
れ
た
。 

そ
の
ほ
か
、
女

子
•

機
械
化
技
術
員
の
老
齢
年
金
受
給
年
齢
が
五
歳
引
下
げ
ら
れ
た
。

労
働
能
力
を
も
つ
年
金
受
給
者
の
労
働
を
国
民 

経
済
に
利
用
す
る
た
め
の
措
置
も
す
す
め
ら
れ
た
。

七
五
年
の
年
金
受
給
者
数
は
、

四
、

四
四
〇
万
人
に
達
し
て
い
る
。 

手
当
に
つ
い
て
も
、
妊
娠
と
出
産
手
当
が
稼
得
賃
金
全
額
に
な
り
、
病
気
の
子
供
の
看
護
の
た
め
の
有
給
休
暇
が
延
長
さ
れ
、

一
時 

的
労
働
不
能
手
当
も
改
善
さ
れ
た
。

ま
た
、
低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
の
支
給
も
始
め
ら
れ
た
。

保
健
に
つ
い
て
も
、

こ
の
期
間
に
、
大

病

院
(

六
〇
〇
以
上
の
ベ
ッ
ド
数)

は
、

七
一
年
に
三
九
、
七
二
年
—

四
五
、

七
三
年
—

五 

〇
、

七
四
年
—

七
〇
、
七
五
年
—

ハ
二
と
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
期
間
だ
け
で
五
六
万
六
、
〇
〇
〇
人
を
受
診
で
き
る
新
し
い 

診
療
所
が
活
動
を
始
め
て
い
る
。

医
療
の
専
門
化
も
発
展
し
た
。

公

衆

衛

生•

防
疫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
こ
の
計
画
期
に
三
〇
〇
建
設
さ 

れ
た
。
第
八
次
五
カ
年
計
画
と
比
較
し
て
薬
品
お
よ
び
医
療
工
業
品
の
生
産
は
四
三％

増
大
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
は
第
九
次
五
カ
年
計
画
で
定
め
た
課
題
が
、
計
画
的
に
着
実
に
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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(
19
前
掲
ヽ=с

о
ц

0а
л

ь
н

о
е  

с
т

р
а

х
о

в
а

н
и

е  

в  

С
С

С
Р  J 

с
т

р
・1371187,

(
20) 
エ

ム•

ペ

・

キ

ム

編

「
ソ
連
邦
の
歴
史
、
社
会
主
義
の
時
代
」
、
「
プ
ロ
グ
レ
ス
」
出
版
所
、

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
版
、
七
九
一
頁
。

(
21) 
前

掲

、
「
ソ
連
の
保
健
と
社
会
保
障
」
、

四
四
—

四
六
頁
。

⑸
 

第

一

〇

次

五

カ

年

計

画

の

時

期(

一
九
七
六
—

八
〇
年)

一
九
七
六
年
二
月
二
四
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
ソ
連
共
産
党
第
二
五
回
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
が
、

こ
の
大
会
は
、
「
一
九
七
六
年
— 

一
九
ハ
〇
年
度
国
民
経
済
発
展
の
基
本
方
向
」
を
承
認
し
た
。

こ
の
基
本
方
向
に
よ
る
と
、
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
の
主
要
課
題
は
、
 

社
会
的
生
産
の
活
発
で
均
衡
の
と
れ
た
発
展
と
そ
の
効
率
の
向
上
、
科
学
技
術
進
歩
の
促
進
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、
国
民
経
済
の
す 

べ
て
の
環
で
の
仕
事
の
質
の
全
面
的
改
善
を
基
礎
と
し
て
、
国
民
の
物
質
的
、
文
化
的
生
活
水
準
の
向
上
を
め
ざ
す
共
産
党
の
方
針
を 

一
貫
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
国
民
福
祉
の
い
っ
そ
う
の
向
上
を
は
か
る
措
置
の
体
糸
を
実
現
す 

る
。

主
要
課
題
と
基
本
方
向
の
点
で
、
最
高
の
目
的
が
国
民
の
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
水
準
の
不
断
の
向
上
と
い
う
共
産
党
の
経
済
政 

策
の
長
期
の
指
向
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
第
九
次
五
カ
年
計
画
と
一
致
し
て
い
る
。
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
の
期
間
に
、工

業
生
産 

高
は
三
五
—

三
九％

増
加
し
、
農
業
生
産
物
の
年
平
均
生
産
は
一
四
— 

一
七％

高
ま
る
こ
と
を
予
定
し
た
。

ま
た
、
住
民
一
人
当
た
り 

の
実
質
所
得
は
二
〇
—

ニ
ニ％

増
え
、
労
働
者
、
職
員
の
平
均
賃
金
は
一
六
—

一
八％

高
ま
り
、

五
カ
年
計
画
末
ま
で
に
月
額
一
七
〇 

ル
ー
ブ
ル
に
な
り
、
集
団
経
営
か
ら
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
所
得
は
平
均
で
二
四
—

二
七％

上
昇
す
る
こ
と
を
定
め
た
。 

社
会
保
障
に
関
連
し
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

労
働
者
、
職
員
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
す
る
年
金
の
最
低
額
を
引
上
げ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
と
、
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
障 

を
い
っ
そ
う
接
近
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
、
国
営
企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
で
、
年
金
受
給
に
必
要
な
労
働
勤
務
期
間 

を
も
つ
元
コ
片
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
す
る
年
金
を
実
施
し
、
ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
う
ち
の
第
一
等
級
身
体
障
害
者
の
年
金
に
、
そ
の
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介
護
に
た
い
す
る
付
加
金
を
支
給
す
る
。

子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
手
当
を
増
額
し
、
そ
れ
を
子
供
の
年
齢
に
関
係 

な
く
支
給
す
る
。

多
子
の
母
親
へ
の
年
金
保
障
の
特
典
を
拡
大
す
る
。

ま
た
、
産
後
の
育
児
休
暇
に
た
い
し
、

一

年

間(

子
供
が
満
一 

歳
に
な
る
ま
で)

、
賃
金
の
一
部
を
支
給
す
る
。
年
金
受
給
者
と
身
体
障
害
者
が
社
会
的
労
働
へ
さ
ら
に
幅
広
く
参
加
す
る
可
能
性
を 

も
っ
と
十
分
に
利
用
す
る
。
引
続
き
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
高
齢
労
働
者
、
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
特
典
を
拡
大
す
る
、
な
ど
で
あ 

る
。健

康
保
護
、
保
健
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
。

現
代
科
学
の
成
果
、
新

し

い

診

断•

治
療
方
法
を
医
療
実
務
の
な
か
に
さ
ら
に
広
く
導
入
す
る
。
病
気
の
予
防
を
つ
よ
め
る
。

医
薬 

品
•

医
療
器
具
に
た
い
す
る
需
要
を
さ
ら
に
十
分
に
充
た
す
。

医

療

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
治

療

施

設

で

の

労

働

組

織

を

改

善

す 

る
。
総
合
医
療
施
設
と
専
門
医
療
施
設
の
建
設
を
合
理
的
に
結
合
す
る
。

ハ
〇
年
ま
で
に
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を
約
三
三
〇
万
床(

七
四 

年
現
在
ニ
九
三
万
床)

に

増

や

す
(

人
口 

一
万
人
当
り
ー
二
三
床)

。

新
開
地
と
農
村
地
帯
で
、
外
来
診
療
所
、
薬

局

の
建
設
を

拡
大 

す
る
。
身
体
障
害
者
と
老
人
の
ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
網
を
拡
充
す
る
。
身
体
障
害
者
用
の
補
装
具
取
付•

整

形
•

機
能
回
復
セ
ン
タ
ー
を 

引
続
き
建
設
し
、
個
人
用
移
動
手
段
と
補
装
具•

整
形
器
具
の
生
産
を
拡
大
し
、
そ
の
質
を
改
善
す
る
。
身
体
障
害
者
の
職
業
訓
練
の 

改
善
措
置
を
講
ず
る
。

老
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
、
産
院
、
子
供
の
家
、

一
部
の
専
門
病
院
と
専
門
科
の
給
食
そ
の
他
の
経
費 

の
支
出
規
準
を
引
上
げ
る
。

医
師
、
薬
剤
師
、
中

級

医

療

要

員(

補
助
医
と
看
護
婦)

、
調
剤
要
員
の
養
成
を
改
善
し
、
そ

の

熟

練

度 

の
向
上
を
は
か
る
。

こ
の
ほ
か
、
年
金
受
給
者
に
た
い
し
、
若
干
の
種
類
の
医
薬
品
の
価
格
を
引
下
げ
る
、
な
ど
を
予
定
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
で
は
、
社

会

保

障
(

保
健
も
含
め)

に
つ
い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
多
面
的
、
具
体
的
な
措
置 

を
規
定
し
て
い
る
。

そ
の
具
体
化
の
た
め
直
ち
に
活
動
が
開
始
さ
れ
た
が
、

七
六
年
に
は
、
第
二
五
回
大
会
の
始
ま
る
直
前
に
、

ソ
連
最
高
会В

幹
部
会
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は
、

二

月

一

二

日

付

「
石
炭
、

ス
レ
ー
ト
工
業
、
お
よ
び
石
炭
、

ス
レ
ー
ト
鉱
山
建
設
の
従
業
員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
の
最
高
額
の 

引
上
げ
に
関
す
る
」
指
令
を
公
布
し
た
。

こ
の
指
令
に
も
と
づ
き
、

四
月
一
日
よ
り
、
石
炭
と
ス
レ
ー
ト
工
業
、
お
よ
び
石
炭
と
ス
レ 

1

ト
鉱
山
建
設
で
、

一
五
年
以
上
、

と
く
に
有
害
、
お
よ
び
き
つ
い
労
働
条
件
の
鉱
山
の
地
下
労
働
、
お
よ
び
ソ
連
閣
僚
会
議
で
承
認 

さ
れ
た
、
生
産
、
職
場
、
職
種
お
よ
び
職
務
の
一
覽
表
に
よ
る
、

こ
れ
ら
の
鉱
山
で
の
地
下
労
働
に
関
連
し
た
職
務
で
働
く
労
働
者
と 

職
員
の
老
齢
年
金
の
最
高
額
は
、

一
五
年
か
ら
二
〇
年
未
満
—

月
額
一
四
〇
ル
ー
ブ
ル
、

二
〇
年
以
上
—

月
額
一
六
〇
ル
ー
ブ
ル
に
引 

上

げ

ら

れ

た(

一
五
年
未
満
は
一
般
と
同
じ
月
額
一
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル)

。

同
様
な
内
容
の
指
令
は
、
七
七
年
に
製
鉄
従
業
員
に
た
い
し
て
も
公
布
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
六

月

一

三

日

付

「
製
鉄
従
・ 

業
員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
の
最
高
額
の
引
上
げ
に
関
す
る
」

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
の
指
令
で
あ
る
。

こ
の
指
令
は
、
七
月
一
日
か 

ら
実
施
さ
れ
た
が
、
国
家
年
金
法
第
九
条⑻

に
従
っ
て
、
特
典
的
条
件
と
特
典
的
金
額
で
国
家
年
金
を
受
け
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
個 

々
の
種
類
の
労
働
に
従
事
す
る
製
鉄
従
業
員
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
の
最
高
額
を
、

一
五
年
か
ら
二
〇
年
未
満
の
勤
務
期
間
の
場
合
、 

月
額
一
四
〇
ル
ー
ブ
ル
、

二
〇
年
以
上
—

月
額
一
六
〇
ル
ー
ブ
ル
ま
で
増
額
す
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

な
お
、

七
六
年
に
は
、

一
ニ
月
一
〇
日
付
で
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
身
体
障
害
者
の
職
業
訓
練
と
就
職
斡
旋
の
組
織
改
善
に
つ
い
て 

の
追
加
的
措
置
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
受
給
者
と
と
も
に
身
体
障
害
者
を
社
会
的
労
働
に
積
極
的 

に
参
加
さ
せ
る
措
置
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

七
七
年
に
は
ま
た
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

一
〇
月
三
日
付
で
、
「
ソ
連
閣
僚
会
議
労
働•

社
会
問
題
国
家
委
員
会
規
則
」
を

承

認

し 

た
。

こ
れ
に
よ
り
、
労

働
•

賃
金
問
題
国
家
委
員
会
は
、
労

働
•

社
会
問
題
国
家
委
員
会
と
な
っ
た
。

こ
の
規
則
は
、

ソ
連
閣
僚
会
議 

労

働
•

社

会

問

題

国

家

委

員

会(
「

〇
с
к
о
м
т
р
у
д

 С
С

С
Р

)

は
連
邦
的
共
和
国
国
家
管
理
機
関
で
あ
り
、
労
働
、
労
働
支
払
、
労
働
資 

源
の
利
用
、
社
会
保
障
の
分
野
で
の
統
一
的
な
国
家
政
策
の
実
施
に
責
任
を
も
つ
、

と
定
め
て
い
る
。

そ
の
主
要
な
任
務
の
な
か
に
、
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「
杜
会
保
障
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
と
完
成
に
関
す
る
提
案
の
作
成
」
、「
労
働
と
社
会
保
障
問
題
に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
実
施
と
国 

内
で
の
調
整
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
任
務
に
従
っ
て
、

こ
の
国
家
委
員
会
は
、

「(к)
連
邦
構
成
共
和
国
社
会
保
障
省
の
仕
事(

財 

政
と
経
営
問
題
を
除
く)

、
そ
れ
と
社
会
保
障
分
野
の
そ
の
ほ
か
の
省
と
、
官
庁
の
仕
事
を
調
整
す
る
。 

社
会
保
障
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
完
成
に
関
す
る
提
案
を
作
成
し
、
年
金
受
給
者
と
身
体
障
害
者
の
物
質
的
状
態
の
恒
常
的
改
善
と
彼 

ら
の
労
働
の
国
民
経
済
へ
の
合
理
的
利
用
の
た
め
、
そ
の
提
案
を
ソ
連
閣
僚
会
議
の
検
討
に
持
込
む
」
な
ど
の
活
動
を
す
る
。

こ
の
第 

一
〇
次
五
カ
年
計
画
期
間
中
に
は
ま
た
、
社
会
保
障
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
憲
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
七
七
年
一 

〇
月
七
日
、
第
九
期
ソ
連
最
高
会
議
第
七
次
臨
時
総
会
で
、
新
し
い
憲
法
を
採
択
し
た
。

三
六
年
の
旧
憲
法
で
は
、
社
会
保
障
に
関
し
て
、
基
本
的
に
は
第
一
ニ
〇
条
で
定
め
て
い
た
が
、
新
憲
法
で
は
、
「
健

康

保

護

を

受 

け
る
権
利
」(

第
四
二
条)

を
新
た
に
独
立
さ
せ
、
「
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
」(

第
四
三
条)

と
と
も
に
内
容
を
よ
り
具
体
的
に 

し
、
ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
も
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「
第

四

二

条
ソ

連

の

市

民
は

健
康
保
護
を

受
け

る
権
利
を

有
す

る
。

こ
の
権
利
は
、
国
家
保
健
機
関
が
与
え
る
無
料
の
熟
練
し
た
医
療
援
助
、
市
民
の
治
療
お
よ
び
健
康
増
進
の
た
め
の
施
設
網
の
拡
大
、 

安
全
技
術
と
生
産
衛
生
の
発
展
と
改
良
、
広
範
な
予
防
措
置
の
実
施
、
環
境
の
健
全
化
対
策
、
教
育
な
ら
び
に
労
働
教
育
と
関
連
の
な 

い
児
童
労
働
の
禁
止
も
含
め
た
成
長
す
る
世
代
の
健
康
に
つ
い
て
の
特
別
の
配
慮
、
疾
病
の
予
防
と
疾
病
率
の
引
下
げ
、
市
民
の
長
命 

の
活
動
的
な
生
涯
の
保
障
を
目
指
す
科
学
的
研
究
の
展
開
、

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。」

「
第
四
三
条 

ソ
連
の
市
民
は
、
老
齢
の
と
き
、
疾
病
、
労
働
能
力
の
完
全
な
、
あ
る
い
は
部
分
的
な
喪
失
、
な
ら
び
に
扶
養
者
喪 

失
の
場
合
に
、
物
質
的
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

こ
の
権
利
は
、
労
働
者
、
職
員
、
な
ら
び
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
負
担
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に
よ
る
、
年

齢

年

金
(

筆
者
注
。

老
齢
に
達
し
な
い
で
受
け
る
年
金
と
い
う
意
味
で
、
老
齢
年
金
で
は
な
く
、

こ
の
年
齢
年
金
と
い
う 

用
語
を
使
用)

、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金
の
給
代 

労
働
能
力
を
喪
失
し
た
市
民
の
就
職
斡
旋
、
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
に
っ 

い
て
の
配
慮
、
そ
の
他
の
形
態
の
社
会
保
障
、

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
社
会
保
障
に
関
連
を
も
つ
広
範
な
諸
施
策
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
男

女

の

平

等

の

権

利(

第
三
五
条)

に
は
、
「
妊
婦
と
母
親
へ
の
有
給
休
暇
な
ら
び
に
そ
の
他
の
特
典
の
提
供
、
年

少 

の
子
供
を
持
つ
女
子
の
労
働
時
間
の
漸
次
的
短
縮
を
含
め
た
母
性
と
子
供
の
法
的
保
護
と
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
援
助
」
、
 

労

働

の

権

利(

第
四
〇
条)

で
は
、
「
ソ
連
の
市
民
は
労
働
の
権
利
、
す
な
わ
ち
天
分
、
才
能
、
職
業
教
育
と
一
般
教
育
に
適
合
し
、 

社
会
的
需
要
を
考
慮
に
入
れ
た
職
業
、
業
務
と
作
業
の
種
類
を
選
択
す
る
権
利
を
含
め
て
、
労
働
の
量
と
質
に
応
じ
た
、
国
家
の
定
め 

た
最
低
額
を
割
る
こ
と
の
な
い
支
払
い
を
伴
う
保
障
さ
れ
た
仕
事
を
う
る
権
利
を
有
す
る
。

こ
の
権
利
は
、
社
会
主
義
的
経
済
制
度
、 

生
産
力
の
た
え
ま
な
い
成
長
、
無
料
の
職
業
教
育
、
労
働
資
格
の
向
上
お
よ
び
新
し
い
専
門
の
習
得
、
職
業
指
導
と
職
業
斡
旋
の
制
度 

の
発
展
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
」

こ
と
、

ま
た
、
休

息

の

権

利(

第
四
一
条)

に
は
、
「
年
次
有
給
休
暇
と
毎
週
の
休
息
日
の
提
供
、
さ

ら

に

文

化•

教
育
施
設
と
健
康
増
進 

施
設
網
の
拡
大
、
大
衆
的
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
お
よ
び
観
光
の
発
展
、
居
住
地
で
の
休
息
の
た
め
の
恵
ま
れ
た
可
能
性
と
自
由
時
間
の
合 

理
的
な
利
用
の
そ
の
ほ
か
の
条
件
の
創
出
」
、

そ
し
て
、
国

家

に

よ

る

家

庭

の

保

護(

第
五
三
条)

で
は
、
「
広
範
な
子
供
施
設
網
の
創
設
と
発
展
、

日
常
生
活
サ
ー
ビ

ス

と

公

共 

給
食
の
組
織
化
と
改
良
、
分
娩
手
当
の
支
給
、
多
子
家
庭
へ
の
手
当
と
特
典
、
な
ら
び
に
そ
の
他
の
種
類
の
手
当
と

家
庭
援
助
の
提 

供
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
に
つ
い
て
の
広
範
な
、•
具
体
的
な
規
定
は
、
資
本
主
義
国
に
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
が
現
実
に
実
施
さ
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れ
て
い
る
点
も
社
会
主
義
国
の
憲
法
の
特
徵
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
憲
法
は
、
社
会
的
権
利
の
一
つ
と
し
て
、

ソ
連 

市
民
の
社
会
保
障
を
受
け
る
権
利
を
よ
り
具
体
的
に
定
着
さ
せ
た
。

フ
ォ
ン
ド
《

6) 

翌
七
八
年
に
は
、
ま
ず
、

一
月
二
七
日
付
で
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
新

し

い

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
規
則
」
を
承 

認
し
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
規
則
は
、
六
四
年
一 

ー
月
六
日
付
の
旧
規
則
に
修
正
を
加
え
た
内
容
で
あ
り
、

一
般
規
定
の
と
こ
ろ
に
は 

こ
の
基
金
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
、
数
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
お
よ
び
組
織
か
ら
の
控
除
金
、
な
ら
び
に
国
家
予
算
か
ら
の
毎
年
の
支
出
金
に
よ 

っ
て
形
成
さ
れ
、

こ
の
基
金
か
ら
、⑻

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
へ
の
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年
金
、⑹

女
子
—

コ
ル 

ホ
ー
ズ
構
成
員
へ
の
妊
娠
と
出
産
手
当
、⑹

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
の
う
ち
の
年
金
受
給
者
お
よ
び
労
働
契
約
に 

よ
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
働
く
労
働
者
と
職
員
の
低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
、

が
支
給
さ
れ
る
、

と
定
め
て
い
る
。 

つ
づ
い
て
、

ソ
連
閣
僚
会
議
労
働•

社
会
問
題
国
家
委
員
会
は
、
六

月

二

〇

日

付

で

「
老
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
模
範
規
則

(7)

承
認
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
模
範
規
則
は
、㈠

一
般
規
定
、㈡

ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
の
任
務
と
機
能
、㈢

入
所
、
給
養
お 

よ
び
ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
か
ら
の
退
所
の
条
件
、㈣

ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
の
指
導
、

か
以
構
成
さ
れ
て
い
る
。
模
範
規
則
に
よ
る
と
、
老
人 

と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
は
、
看
護
、

日
常
生
活
上
お
よ
び
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
の
定
住
の
た
め
に
予 

定

さ

れ

た

医

療•

社
会
施
設
で
あ
り
、

タ
イ
プ
、

サ
ー
ビ

ス

受

給

者

数(

寝

台
•

席)

お
よ
び
所
属
に
よ
っ
て
異
な
る
。

タ
イ
プ
に
よ 

る
と
、
「
ホ
ー
ム
•

寄
宿
舎
」
、
「
労
働
ベ
テ
ラ
ン
賄
付
宿
泊
所
」
、
「
精
神
神
経
症
寄
宿
舎
」
、
「
子
供
の
ホ
ー

ム•

寄
宿
舎
」

と
い
う
名 

称
に
分
か
れ
る
。

ホ

ー

ム•

寄
宿
舎
は
、
所
属
の
上
級
機
関
と
人
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
そ
の
活
動
を
行 

な
う
。

ま
た
、

ホ
ー

ム
•

寄
宿
舎
は
、
共
和
国
あ
る
い
は
地
方
予
算
で
維
持
さ
れ
、
法
人
と
し
て
の
権
利
を
享
有
す
る
、
と
定
め
ら
れ 

て
い
る
。

(8) 

ま
た
、

七
月
に
、

ソ
連
最
高
会
議
は
、
六

日

付

で

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
保
障
の
一
層
の
改
善
に
関
す
る
」

ソ

連

法

を

採

択

し
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た
。

こ
の
法
律
は
、

ハ
〇
年
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
が
、
ま
ず
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
お
よ
び
扶
養
者
喪
失
年 

金
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
引
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
老
齢
年
金
と
第
二
等
級
障
害
年
金
の
最
低
額
を
月
額
二
〇
ル
ー
ブ
ル
か
ら
二
ハ
ル
ー
ブ 

ル
に
、
第
一
等
級
障
害
年
金
の
最
低
額
を
同
じ
く
三
〇
ル
ー
ブ
ル
か
ら
四
五
ル
ー
ブ
ル
に
増
額
し
、
扶
養
者
喪
失
年
金
の
最
低
額
は
、
 

三
人
以
上
の
労
働
不
能
家
族
員
の
場
合
、
月
額
で
三
〇
ル
ー
ブ
ル
か
ら
四
五
ル
ー
ブ
ル
、

二
人
の
場
合
、

二
〇
か
ら
二
ハ
ル
ー
ブ
ル
、 

一
人
の
場
合
に
は
一
六
か
ら
一
ー
〇
ル
ー
ブ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
た
。

ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
第
一
等
級
の
身
体
障
害
者
に
は
、
労 

働
者
、
職
員
と
同
一
の
額
と
手
続
き
で
年
金
に
、
介
護
の
た
め
の
付
加
金
を
追
加
支
給
す
る
。

さ
ら
に
、
元
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
た
い
し 

て
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
、
あ
る
い
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
、
国
営
そ
の
ほ
か
の
企
業
、
組
織
、
施
設
で
、
必
要
と
さ
れ
る
労
働
勤
務
期
間
を 

も
つ
場
合
に
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
同
じ
条
件
と
規
準
に
よ
る
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、

コ 

ル
ホ
ー
ズ
農
民
と
労
働
者
、
職
員
の
年
金
保
障
は
い
っ
そ
う
接
近
し
た
。

七
八
年
に
は
、

こ
の
ほ
か
、

一
ー
月
三
〇
日
に
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
大
祖
国
戦
争
の
関
係
者
の
物 

質

的

・
日
常
生
活
上
の
諸
条
件
の
よ
り
一
層
の
改
善
措
置
に
関
す
る
」
決
定
、

ソ
連
最
高
会
議
が
、
「
大
祖
国
戦
争
に
よ
る
第
一
等
級

(
〇)

と
第
二
等
級
身
体
障
害
者
に
た
い
す
る
税
金
へ
の
追
加
特
典
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
二
つ
の
決
定
は
、
と
も
に
第
二
次 

大
戦
の
犠
牲
者
へ
の
物
質
的
保
障
の
水
準
を
よ
り
高
く
引
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

老
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
模
範
規
則
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
老
人
と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
に
関
連
し
、

ー
ニ
月
四 

日
付
で
、

ソ
連
閣
僚
会
議
労
働•

社
会
問
題
国
家
委
員
会
は
、
「
連
邦
構
成
共
和
国
社
会
保
障
省
老
人
お
よ
び
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
の 

従
業
員
へ
の
、
仕
事
上
で
の
よ
い
結
果
の
達
成
に
た
い
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
支
給
に
関
す
る
」
規
則
を
承
認
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
と 

身
体
障
害
者
に
質
の
高
い
医
療
を
与
え
る
、
年
に
一
回
以
上
徹
底
し
た
身
体
検
査
を
実
施
す
る
、
合
理
的
な
給
食
を
組
織
す
る
、
高
齢 

者
と
身
体
障
害
者
の
年
齢
と
関
心
を
考
慮
し
て
文
化•

大
衆
的
仕
事
を
組
織
す
る
、
な
ど
の
指
標
を
定
め
、
施
設
が
こ
れ
ら
の
指
標
を
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遂
行
し
た
場
合
に
、

そ
こ
で
働
く
従
業
員
に
プ
レ
ミ
ア
ム
を
支
給
す
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
規
則
は
、
仕

事

の

「
効
率
と
質 

の
向
上
」

と
い
う
全
ソ
連
的
政
策
の
一
環
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
に
い
る
人
び
と
へ
の
医
療
お
よ
び
文
化•

日
常
生
活
上
の
サ
ー 

ビ
ス
の
水
準
を
引
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

七
九
年
に
は
い
る
と
、
第
二
五
回
党
大
会
で
の
基
本
方
向
で
定
め
ら
れ
た
政
策
に
沿
っ
て
、

五
月
二
三
日
付
で
、

ソ
連
共
産
党
中
央 

委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
の
物
質
的
保
障
の
改
善
に
関
す
る
」
爵

を

採

択

し

た

。

こ

れ

に

よ 

り
、
ハ
〇
年
一
月
一
日
よ
り
、

ニ
ハ
歳
に
達
し
た
、
子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
へ
の
每
月
手
当
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
引
上
げ
ら
れ 

た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
等
級
身
体
障
害
の
場
合
に
は
、
月
額
一
六
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
手
当
を
三
〇
片1

ブ
ル
に
、
第
二
等
級
身
体
障 

害
者
に
は
、
同
一
六
ル
ー
ブ

”
を
二
五
ル
ー
ブ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た
。

同
時
に
、

一
六
歳
未
満
の
年
齢
に
あ
る
、
子
供
の
時
か
ら 

の

身

体

障

害

の

子

供(

「
子

供
•

身
体
障
害
者
」)

に
た
い
し
て
も
、
月
額
二
〇
ル
ー
ブ
お
の
額
の
手
当
を
新
た
に
導
入
し
た
。 

こ
の
年
に
は
、

シ
ベ
リ
ア
と
極
東
の
区
で
、
医
療
科
学
を
よ
り
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
、
理
論
的
お
よ
び
大
学
付
属
病
院
的
医
学
の
分 

野
で

の

科

学

的•

研
究
の
仕
事
を
拡
大
し
、

こ
の
区
で
も
っ
と
も
重
要
な
社
会•

衛
生
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ハ
月
一
三
日
、

ソ 

連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、
「
シ
ベ
リ
ア
と
極
東
の
区
で
の
医
学
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
関
す
る
」
海

定

を

採

択

し 

て
い
る
。

ま
た
、
七
九
年
の
九
月
に
は
、
国
民
経
済
で
の
年
金
受
給
者
の
労
働
の
利
用
を
よ
り
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
目
的
で
、

ソ
連
共
産
党
中 

央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

ー
ー
日
付
「
国
民
経
済
に
お
け
る
年
金
受
給
者
の
労
働
を
物
質
的
に
刺
激
す
る
措
置
に
関
す
る
」
決 

定
を
行
な
っ
た
。

こ
の
決
定
は
、

ハ
〇
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ 

ち
、⑴

連
邦
構
成
共
和
国
閣
僚
会
議
、

ソ
連
の
省
、
国
家
委
員
会
お
よ
び
官
庁
は
、
国
民
経
済
で
の
労
働
、
と
く
に
、
完
全
で
な
い
労 

働
時
間
で
、
主
に
生
産
分
野
で
、
さ
ら
に
、
商
業
企
業
と
そ
の
ほ
か
の
企
業
、

お
よ
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
で
の
労
働
に
、
よ
り
広
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範
に
年
金
受
給
者
を
参
加
さ
せ
る
追
加
的
な
措
置
を
と
る
、⑵

年
金
年
齢
到
達
後
の
労
働
に
た
い
し
て
年
金
へ
の
付
加
金
を
導
入
す
る 

こ
と
が
目
的
に
適
っ
て
い
る
と
認
め
、
働
い
て
い
る
年
金
受
給
者
に
、
労
働
の
期
間
に
年
金
を
支
給
す
る
か
わ
り
に
、
希
望
に
よ
っ
て 

年
金
年
齢
到
達
後
の
労
働
の
各
一
年
に
一
〇
ル
ー
ブ
ル
の
額
で
付
加
金
を
裁
定
す
る'

た
だ
し
、
付
加
金
の
総
額
は
月
額
で
四
〇
ル
ー 

ブ
ル
を
越
え
な
い
こ
と
、
付
加
金
と
年
金
の
合
計
額
は
月
額
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル
を
越
え
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
、
こ
の
付
加
金
は
、
労 

働
を
や
め
た
後
に
裁
定
さ
れ
る
。

こ
の
付
加
金
を
受
け
る
権
利
は
、
ま
ず
第
一
に
、
労

働

者
(

下
級
サ
ー
ビ
ス
職
員)

と
職
長
と
し
て 

働

く

年

金

受

給

者(

労
働
場
所
に
関
係
な
く)

、
そ
れ
と
、
農
業
の
国
営
企
業
の
農
芸
と
畜
産
で
班
長
と
し
て
働
く
年
金
受
給
者
に
提 

供
さ
れ
る
、⑶

働
い
て
い
る
年
金
受
給
者
に
は
、
裁
定
さ
れ
た
年
金
の
五
〇％

、
七
五％

お
よ
び
一
〇
〇％
 
(

ソ
連
閣
僚
会
議
で
承
認 

さ
れ
る
従
業
員
部
類
一
覧
表
に
も
と
づ
い
て)

が
支
給
さ
れ
る
、⑷

老
齢
年
金
に
移
行
し
た
、
働
い
て
い
る
祖
国
戦
争
身
体
障
害
者
に 

は
、
労
働
場
所
に
関
係
な
く
、
裁
定
さ
れ
た
年
金
の
一
〇
〇％

が

支

給

さ

れ

る(

た
だ
し
、
年
金
と
賃
金
の
総
計
は
月
額
三
〇
〇
ル
ー 

ブ
ル
を
越
え
な
い)

、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
決
定
に
よ
り
、

ハ
〇
年
一
月
一
日
か
ら
、
年
金
受
給
資
格
年
齢
に
達
し
た
後
の
労
働
に
た
い
し
て
年
金
に
付
加 

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
働
く
年
金
受
給
者
は
、
働

き

な

が

ら

年

金

を

受

け

る(

職
種
に
よ
っ
て
老
齢
年
金
の
ー 

〇
〇％

、

七
五％

、

五
〇％

)

か
、
年

金
を

付

加

金
で

増

や

す

権

利(

労
働
を
や
め
て
か
ら
受
給)

を
取
得
す
る
か
を
、
自
分
の
希
望 

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
日
、
こ
の
決
定
と
同
時
に
、
「
年
金
受
給
年
齢
に
到
達
後
の
労
働
に
た
い
す
る
年
金
へ
の
付
加
金
の
実
施
に
関
す
る
」

ソ

連

最

高 

会
議
幹
部
会
の
指
令
が
公
布
さ
れ
、
ま
た
、
「
労
働
期
間
に
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
権
利
を
も
つ
従
業
員
部
類
一
覧
表
の
承
認
に
関
す 

る
」

ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
議
が
採
択
さ
れ
、

こ
の
一
覧
表
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
一
覽
表
は
、⑴

、
老
齢
年
金
の
一
〇
〇％

を
受
け
る
権
利
を
も
つ
従
業
員
、
(a)
賃
金
と
無
関
係
、⑹

賃
金
と
合
せ
月
額
三
〇
〇
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ル
ー
ブ
ル
の
範
囲
内
、⑹

賃
金
と
合
せ
月
額
一
五
〇
ル
ー
ブ
ル
の
範
囲
内
、⑵

、
老
齢
年
金
の
五
〇％

、
た
だ
し
ウ
ラ
ル
、

シ
ベ
リ
ア 

お
よ
び
極
東
の
区
で
は
七
五％
 
(

こ
の
場
合
、

ソ

連

「
国
家
年
金
」
法
で
定
め
ら
れ
た
老
齢
年
金
最
低
額
を
下
ま
わ
ら
な
い)

を
受
け 

る
権
利
を
も
つ
従
業
員
に
、
賃
金
と
合
せ
月
額
三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
の
範
囲
内
、

に
分
け
て
従
業
員
の
部
類
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち 

⑴

の⑻

は
ハ
〇
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、⑹

、⑹

、
お
よ
び⑵

は
、

ハ
五
年
一
ニ
月
三
一
日
に
実
施
さ
れ
る
。 

主
な
従
業
員
の
部
類
を
具
体
的
に
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(a)
五
六
年
ハ
月
ニ
二
日
付
ソ
連
閣
僚
会
議
決
議
で
承
認
さ
れ
た
、
特
典
的
条
件
と
特
典
的
金
額
で
国
家
年
金
を
受
け
る
権
利
の
与 

え
ら
れ
た
労
働
の
、
生
産
、
職
場
、
職
種
お
よ
び
職
務
の
目
録N

P
1

に
よ
る
従
業
員 

目

録N
a
l

に
よ
る
、
現
存
お
よ
び
建
設
中
の
す
べ
て
の
石
炭
お
よ
び
ス
レ
ー
ト
鉱
山
で
の
地
下
労
働
に
従
事
す
る
従
業
員
、
 

目

録
长
一
に
よ
る
、
冶
金
、

コ
ー
ク
ス
、

コ
ー
ク
ス
炬
お
よ
び
熱
無
煙
炭
生
産
で
、
地
下
労
働
、
塊
状
集
積
お
よ
び
選
鉱
に
従
事
し 

て
い
る
製
鉄
企
業
の
従
業
員
、

目
録
多
一
に
よ
る
冶
金
生
産
で
、
地
下
労
働
、
塊
状
集
積
お
よ
び
選
鉱
に
従
事
す
る
非
鉄
冶
金
企
業
の
従
業
員
、
 

目
録
ア
ー
に
よ
る
地
下
労
働
に
従
事
す
る
、
鉄
お
よ
び
非
鉄
冶
金
の
鉱
山
と
鉱
坑
の
建
設
組
織
の
従
業
員
、
 

目
録
多
一
に
よ
る
地
下
労
働
で
地
下
鉄
建
設
に
従
事
す
る
従
業
員

⑹
 

労

働

者
(

下
級
サ
ー
ビ
ス
職
員)

、
お

よ

び

職

長(

生
産
訓
練
の
職
長
も
含
む)

—
!

労
働
場
所
に
関
係
な
い 

建
築
、
組

立

お

よ

び

修

理•

建
築
労
働
に
従
事
す
る
現
場
監
督
、

鉄
道
輸
送
の
現
業
の
企
業
、
組

織

の

技

師•

技
術
職
員
、

企
業
、
建
物
お
よ
び
設
備
の
建
設(

再
建)

の
設
計
と
見
積
の
審
査
の
た
め
定
員
職
務
に
省
と
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
専
門
家
、
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生
産
班
で
建
設
に
直
接
働
い
て
い
る
、
企

業

合

同

「
オ
ル
ク
テ
フ
ス
ト
ロ
」
、
規

準
•

研
究
組
織
、
科
学
労
働
組
織
セ
ン
タ
ー
お
よ 

び
生
産
教
示
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
先
進
労
働
方
法
の
教
官
、

ソ
連
国
立
銀
行
お
よ
び
貯
金
局
の
支
所
、
代

理

店

お

よ

び

営

業

所

の

市(

業
務)

局
(

部)

の
出
納
係
、
検
査
員
お
よ
び
会
計
係
— 

責
任
あ
る
執
行
者
、

住
民
へ
の
日
常
生
活
的
サ
ー
ビ
ス
の
企
業
、
第
二
次
原
料
の
集
め
、
お
よ
び
そ
の
第
一
次
加
工
の
企
業
、
組

織

の

従

業

員(

行

政

・
 

管
理
職
員
、
技

師
•

技
術
職
員
を
除
く)

、

保
健
施
設
、
就

学

前

子

供

施

設(

幼
稚
園
、
託
児
所
な
ど)

、
労
働
能
力
審
査
委
員
会
お
よ
び
老
人
と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
の
中
級 

お
よ
び
下
級
医
療
職
員
、
赤
十
字
社
と
赤
半
月
社
同
盟
組
織
の
家
庭
医
療
保
健
指
導
的
医
療
看
護
婦
、
治
療
予
防
施
設
、
労
働
能
力
審 

査
委
員
会
お
よ
び
老
人
と
身
体
障
害
者
ホ
ー
ム
の
医
師
、

農
村
地
域
で
の
普
通
教
育
学
校
の
教
員
、
農
村

地

域
で

の

職

業•

技
術
学
校
の
教
員
、

農
村
で
、
高
等
あ
る
い
は
中
等
専
門
教
育
を
も
ち
、
芸

術

独

自

活

動

集

団(

サ
ー
ク
ル)

の
指
導
者
、

ク
ラ
ブ
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の 

校
外
子
供
施
設
の
舞
台
監
督
、

パ
レ
ー
の
演
出
者
、
合
唱
団
の
指
揮
者
お
よ
び
第
一
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
専
門
で
働
い
て
い
る 

芸
術
従
事
者
、

©
よ
り
特
典
的
な
条
件
で
労
働
期
間
に
年
金
を
受
け
る
権
利
を
も
た
な
い
場
合
の
す
べ
て
の
従
業
員
部
類
、

⑵

技

師

・

技

術

職

員(

工
業
企
業
、
建
築
、
組

立

お

よ

び

修

理

「
建
築
組
織
、
輸
送
の
現
業
企
業
と
組
織
、
通
信
、
住
宅
企
業
お
よ
び
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農

業

企

業

の

技

師•

技
術
職
員
、
獣
医
施
設
の
獣
医
、
獣
医
の
助
手
お
よ
び
獣
医
技
手
、
 

鉄
道
輸
送
の
現
業
企
業
と
組
織
の
事
務
職
員
、
 

輸
送
文
書
の
評
価
人
、

パ
イ
カ
ル!

!

ア
ム
ー
ル
鉄
道
本
線
な
ど
の
建
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
に
従
事
す
る
従
業
員
、
 

企
業
、
施
設
お
よ
び
組
織
の
監
督•

審
査
小
部
門
で
簿
記
、
監

督•

審
査
労
働
に
従
事
す
る
従
業
員
、
 

ソ
連
国
立
銀
行
と
貯
金
局
の
営
業
所
の
支
所
、
代

理

店

お

よ

び

市(

業
務)

局
(

部)

の
会
計
係
、
 

企
業
、
建

物

お

よ

び

設

備

の

建

設(

再
建)

の
設
計
と
見
積
の
審
査
に
従
事
す
る
従
業
員
、
 

薬
学
従
業
員
と
そ
の
ほ
か
の
薬
局
従
業
員
、
 

市
と
労
働
者
部
落
で
の
普
通
教
育
の
教
員
と
職
業•

技
術
学
校
の
教
員
、
就
学
前
と
校
外
子
供
施
設
の
養
育
者
、
 

建
設
要
員
養
成
の
技
芸
学
校
の
教
員
、
 

基
金
の
保
管
主
任
、
基
金
の
保
管
者
、

ソ
連
文
書
保
管
局
の
古
文
献
学
者
、
古
文
書
学
者
、
古
文
専
門
家
、
 

都
市
と
労
働
者
部
落
で
、
高
等
あ
る
い
は
中
等
専
門
教
育
を
も
ち
、
芸

術

独

自

活

動

集

団(

サ
ー
ク
ル)

の
指
導
者
、
ク
ラ
ブ
お
よ 

び
そ
の
ほ
か
の
校
外
子
供
施
設
の
舞
台
監
督
、

バ
レ
ー
の
演
出
者
、
合
唱
団
の
指
揮
者
お
よ
び
第
一
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
専
門
で 

働
い
て
い
る
芸
術
従
事
者
、

官
庁
の
軍
事
防
衛
、
お
よ
び
内
務
機
関
付
属
の
官
庁
外
防
衛
の
軍
事
小
部
門
の
幹
部
で
な
い
構
成
員
、
 

農
村
と
町
人
民
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
議
長
、
副В

長
お
よ
び
書
記
。 

以
上
が
一
覧
表
に
含
ま
れ
て
い
る
主
な
従
業
員
部
類
で
あ
る
。

第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
の
最
後
の
年
で
あ
る
ハ
〇
年
に
は
い
る
と
、
ま
ず
、

一
月
七
日
付
で
、

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
「
同
一
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の
企
業
、
施
設
、
組
織
で
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
た
い
す
る
老
齢
年
金
へ
の
付
加
金
の
増
額
に
関
す
る
」
指
令
を
採
択
し
た
。

こ
の 

内
容
は
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
の
二
五
年
以
上
、
た
だ
し
子
供
を
有
す
る
女
子
は
二
〇
年
以
上
を
一
つ
の
企
業
、
施
設
、
組
織
で
労
働 

し
て
い
た
、
労
働
者
と
職
員
へ
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
た
い
す
る
、
老
齢
年
金
へ
の
付
加
金
の
額
を
、
も
し
、
同
時
に
彼
ら
が
総
労 

働
勤
務
期
間
に
た
い
す
る
、
年
金
へ
の
付
加
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、

一
〇％

か
ら
二
〇％

に
引
上
げ
る
、
そ
し
て 

こ
の
条
件
の
場
合
に
、
付
加
金
は
、
年
金
の
一
〇％

未
満
の
範
囲
内
で
、
定
め
ら
れ
て
い
る
年
金
最
高
額
以
上
に
加
算
さ
れ
る
、

と
い 

う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
指
令
の
実
施
は
、

ハ
三
年
一
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
一
月
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、

二

三

日

付

で

「
労
働
組
合
別
国
家
社
会
保
険
払
込
金
料
率
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
た
。

こ 

の
決
議
は
、

一
九
七
九
年
七
月
一
二
日
付
「
生
産
効
率
と
労
働
の
質
の
向
上
に
た
い
す
る
経
済
機
構
の
、
計
画
化
の
改
善
と
作
用
の
強 

化
に
関
す
る
」

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会
議
の
決
定
の
な
か
の
五
三
項⑴

「
労
働
資
源
の
再
生
産
に
た
い
す
る
支
出
の 

よ
り
完
全
な
補
償
、
新
技
術
の
定
着
に
よ
る
経
済
効
率
の
正
し
い
決
定
と
、
労
働
力
の
合
理
的
利
用
へ
の
刺
激
の
強
化
、
を
保
障
す
る 

た
め
、
国
家
社
会
保
険
現
行
払
込
金
料
率
を
第
一 

ー
次
五
カ
年
計
画
中
に
引
上
げ
る
」

と
い
う
規
定
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
組 

合
別
国
家
社
会
保
険
払
込
料
率
は
、
具
体
的
に
第1

表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

こ

の

新

し

い

払

込

料

率(

保
険
料
率)

は
、
八
二
年
一
月 

一
日
か
ら
の
実
施
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、

ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
連
閣
僚
会№

は
、
大
祖
国
戦
争
ソ
連
国
民
勝
利
三
五
周
年
と
関
連
し
、
戦
争
関
係
者
の 

物

質

的•

日
常
生
活
的
諸
条
件
を
よ
り
い
ら
そ
う
改
善
す
る
た
め
、

二

月

ニ
ー

日

付

「
大
祖
国
戦
争
参
加
者
の
物
質
的•

日
常
生
活
的

(
20)

諸
条
件
改
善
の
追
加
措
置
に
関
す
る
」
決
定
を
採
択
し
た
。

こ
の
決
定
の
主
要
な
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
、
祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者 

に
つ
ぎ
の
よ
う
な
追
加
的
特
典
が
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、⑻

第
一
等
級
と
第
二
等
級
の
身
体
障
害
者
に
は
、
年

に

一

回(

往
復)

、
 

鉄
道
あ
る
い
は
通
過
的
お
よ
び
地
方
的
河
川
艦
隊
の
船
で
の
無
料
の
旅
行
の
権
利
が
与
え
ら
れ
、⑹

第
三
等
級
身
体
障
害
者
お
よ
び
そ
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第1表 労働組合別国家社会保険払込料率（賃金に対する比率）

労 働 組 合 料率 労 働 組 合 料率

航空工業労働者 14% 石油およびガス工業労働者 14%
航空従業員 14 防衛工業労働者 14
а動・®送および舗装道路労 5 3 _般機趣作労働者 14
働者

食料品工業労働者 14
自動車用トラクター用および 
農業用機斜作労働者 14 教育，高等学校および科学施 

設従業員 7
地質調査作業労働者 7 無線電子工業労働者 14
国営商業および消費協同組合 
従業員 7 通信従業員 7

国家施設従業員 7 農業従業員 4.4

鉄道輸送労働者 10 建設および建設資材工業労働 
者 12

文化従事者
林業■紙および木材加工業労

7
8 酬工業労働者 14

畴 ヨ 繊維および軽工業労働者 14
機械製作および器具製造労働 
署

14 重機械製作労働者 14

医療従業員
石炭工業労働者 9

医療産業従業員 14 化学および石油化学工業労働 
者 14

保健従業員 7 発電所および電気工学工業労 14地方産業および公営・日常生 
活企業労働者

地方産業従業員 

公営•日常生活企業 
従業員

冶金工業労働者

海洋および河川艦隊労働者

12

4.7

10
10

働者

の
者
と
一
諸
に
住
ん
で
い
る
家
族
員 

に
は
家
賃
、
お
よ
び
、
暖
房
、
水
道 

ガ
ス
、
電
力
の
利
用
の
定
め
ら
れ
た 

料
金
、
そ
し
て
、
中
央
暖
房
を
有
し 

な
い
家
に
住
む
者
に
は
、
住
民
販
売 

に
定
め
た
規
準
の
範
囲
で
買
う
燃
料 

価
格
を
す
べ
て
五
〇％

割
引
で
提
供 

す
る
、⑹

第

三

等

級

身

体

障

害

者 

に
、
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
に
関
係 

な
く
、
そ
の
賃
金
の
所
得
税
の
払
込 

•

を
免
除
す
る
、

(d)
定
期
服
役
と
義 

務
期
間
以
上
服
役
の
兵
卒
と
軍
曹
、 

少
尉
補
と
准
士
官
級
軍
勤
務
員
の
う 

ち
第
一
等
級
と
第
二
等
級
身
体
障
害 

者
に
た
い
し
、
支
払
わ
れ
る
障
害
年 

金
の
額
を
一
〇％

引

上

げ

る
(

定
め 

ら
れ
た
最
高
額
の
範
囲
内
で)

、

と 

仍 

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
定
期
服
役
の
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兵
卒
級
軍
勤
務
員
の
う
ち
祖
国
戦
争
第
三
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
障
害
年
金
の
最
低
額
を
月
額
三
三
ル
ー
ブ
ル
か
ら
四
〇
ル
ー
ブ
ル
に 

引
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
、
な
ど
を
定
め
て
お
り
、

ハ
〇
年
五
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ハ
〇
年
五
月
三
〇
日
に
は
、
「
大
祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
お
よ
び
戦
線
で
死
亡
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
に
た
い
す
る
年
金 

保
障
の
一
層
の
改
善
に
関
す
る
」

ソ
連
最
高
会
議
幹
部
会
の
指
令
に
よ
っ
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
す

な

わ

ち

、⑴

ソ
連 

「
国
家
年
金
」
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
大
祖
国
戦
争
第
一
等
級
お
よ
び
第
二
等
級
身
体
障
害
者
の
障
害
年
金
を
一
〇％
 
(

年
金
最
高
額 

の
範
囲
内
で)

引
上
げ
る
、⑵

戦
線
で
死
亡
し
た
軍
勤
務
員
の
妻
に
た
い
し
、
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
扶
養
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関 

係
な
く
、
そ
し
て
高
年
齢
へ
の
到
達
時
あ
る
い
は
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
時
に
関
係
な
く
、
扶
養
者
喪
失
年
金
を
裁
定
す
る
、⑶

軍
勤 

務
員
の
う
ち
の
年
金
受
給
者
お
よ
び
軍
勤
務
員•

扶
養
者
喪
失
年
金
を
受
け
て
い
る
年
金
受
給
者
に
た
い
す
る
年
金
は
、
農
村
地
域
に 

定
住
し
、
農
業
と
関
係
を
も
つ
年
金
受
給
者
に
規
定
し
て
い
る
一
五％

の
減
額
な
し
に
、
全
額
で
裁
定
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

こ
の
指
令
も
、

ハ
〇
年
五
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

な
お
八
〇
年
五
月
二
六
日
に
、

ソ
連
閣
僚
会
議
は
、F

祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
と
、
戦
線
で
死
亡
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
の
年
金 

保

障

と

物

質

的•

日
常
生
活
諸
条
件
の
一
層
の
改
善
に
関
す
る
」
決
定
を
行
い
、
年
金
に
つ
い
て
は
、

五
月
三
〇
日
付
ソ
連
最
高
会
議 

幹
部
会
の
指
令
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
規
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
、
祖
国
戦
争
の
第
一
等
級
身
体
障
害
者
に
た
い
し
、
希
望
に
よ
っ 

て
、
年
に
一
回
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
あ
る
い
は
休
息
の
家
へ
の
利
用
券
の
代
り
に
、

ハ
〇
ル
ー
ブ
ル
の
貨
幣
報
償
金
を
支
給
す
る
こ
と
を 

定
め
て
い
る
。

第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
で
は
、

こ
の
ほ
か
年
金
受
給
者
の
増
加
、
年

金

制

度

の

改

正(

と
く
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
員)

に
伴
う
年
金
業
務 

の
増
大
の
な
か
で
、
年
金
業
務
の
質
を
高
め
、
年
金
、
手
当
の
裁
定
と
支
給
で
誤
り
の
な
い
、
遅

れ

の

な

い

仕

事

の

達

成
を

す

る
こ 

と
、

そ
の
た
め
業
務
の
中
央
集
権
化
、
機

械

化•

自
動
化
を
組
織
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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第9章 第20回党大会以降現在までの時期

⑯⑮⑭⑬⑫Ц 0 £1 ま
た
、
年
金
受
給
者
と
身
体
障
害
者
の
労
働
の
利
用
を
い
っ
そ
う
改
善
す
る
こ
と
が
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

注

(1) 

「
ソ
連
共
産
党
第
一
云
回
大
会
資
料
集
」
、

ソ
連
大
使
館
広
報
部
編
訳
、
あ
り
え
す
書
房
、

一
九
七
六
年
。

(2) 
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あ
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え
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書
房
、

一
九
七
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年
。
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編

「
世
界
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法
集
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三
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第
一
〇
章
結 

び

十
月
社
会
主
義
革
命
後
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
の
建
設
は
、
最
初
か
ら
き
わ
め
て
困
難
な
条
件
の
も
と
で
出
発
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
か
っ
た
。

経
済
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
面
で
ロ
シ
ア
は
遅
れ
た
国
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
、
帝
国
主
義
諸
国
に
包
囲 

さ
れ
、
そ
の
な
か
で
世
界
の
歴
史
で
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
社
会
主
義
の
建
設
と
い
う
未
知
の
道
を
す
す
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 

た
。

こ
の
困
難
さ
は
、

そ
の
過
程
で
の
誤
り
は
不
可
避
で
あ
る
と
い
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、

二
度
も
苛
酷
な
戦
争
を
強
い
ら 

れ
、

一
〇
年
以
上
も
そ
の
戦
争
に
よ
る
破
壊
の
復
興
に
力
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
が
ソ
連
に
お
け
る 

社
会
保
障
の
形
成
、
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

十
月
社
会
主
義
革
命
以
前
の
ロ
シ
ア
は
、
経
済
的
に
発
展
が
遅
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
が
き
わ
め
て
劣
悪 

な
低
い
水
準
に
あ
っ
た
。
社
会
保
障
、
社
会
保
険
の
本
格
的
な
実
施
は
、
社
会
主
義
革
命
後
、
社
会
主
義
国
ロ
シ
ア
に
な
っ
て
初
め
て 

開
始
さ
れ
た
。
社
会
主
義
の
も
と
で
の
社
会
保
障
の
具
体
化
は
、
も
ち
ろ
ん
世
界
で
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
の
実
施 

は
資
本
家
の
つ
よ
い
抵
抗
を
受
け
、
破
壊
さ
れ
た
経
済
、
き
わ
め
て
と
ぼ
し
い
財
政
力
、
社
会
保
障
の
専
門
家
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と 

い
う
状
況
の
も
と
で
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
、

こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
条
件
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、

レ
ー
ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
で
定
式
化
さ
れ
た
、
社
会

298
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保
険
の
分
野
で
の
諸
要
求
の
実
現
に
直
ち
に
取
組
ん
だ
。

具
体
的
に
み
て
も
、
完
全
な
社
会
保
険
の
実
施
を
革
命
直
後
に
宣
言
し
、

ソ 

ピ
エ
ト
政
権
は
、
着
実
に
そ
の
内
容
を
実
現
し
た
。

労
働
災
害
補
償
の
改
善
、
新
し
い
疾
病
保
険
の
実
施
、
失
業
保
険
の
新
設
な
ど
に 

そ
れ
が
み
ら
れ
た
。

帝
国
主
義
国
の
干
渉
、
国
内
戦
争
は
、
そ
の
実
現
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
た
。

や
が
て
戦
時
共
産
主
義
の
も
と
で 

全
勤
労
者
を
対
象
に
し
て
国
の
負
担
で
社
会
保
障
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た(

勤
労
者
社
会
保
障
規
則)

。

こ
の
時
期
は
、
国

の

す 

べ
て
の
活
動
は
、
敵
を
粉
砕
す
る
と
い
う
課
題
に
従
属
さ
れ
、
赤
軍
兵
士
の
身
体
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
貧
困
な
病
気
と
高
齢
の
勤
労 

者
、

孤
児
へ
の
物
質
的
援
助
が
社
会
保
障
の
重
点
で
あ
っ
た
。

外
国
の
干
渉
と
内
戦
の
終
了
後
、
新

経

済

政

策(

ネ
ッ
プ)

に
移
り
、
 

杜
会
主
義
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
、
社
会
主
義
の
建
設
者!
!

労
働
者
階
級
の
保
障
に
最
大
の
注
意
が
向
け 

ら
れ
た
。

そ
し
て
、

企
業
の
負
担
に
よ
る
労
働
者
、

職
員
の
社
会
保
険
に
再
び
戻
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
の
経
済
的
困
難
は
、

社 

会
保
険
の
実
現
に
一
定
の
限
界
を
お
し
つ
け
、

一
度
に
完
全
な
規
模
で
社
会
保
険
を
実
施
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
た
。
最
初
は
、

ー
 

時
的
労
働
不
能
の
保
障
、
妊
娠
と
出
産
の
保
障
、
分
娩
と
埋
葬
の
保
障
、
お
よ
び
失
業
の
保
障
に
限
ら
れ
た
。

同
時
に
障
害
年
金
の
改 

善
、
永
年
勤
続
年
金
の
実
施
も
徐
々
に
す
す
め
ら
れ
た
。
社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
集
団
化
の
開
始
後
も
、
特
別
な
注
意
は
、
依
然 

と
し
て
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
障
に
向
け
ら
れ
た
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
老
齢
年
金
も
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
。

ま
た
、

こ 

の
時
期
に
失
業
者
は
存
在
し
な
く
な
り
、
失
業
保
険
は
消
滅
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
「
生
産
を
注
視
し
た
」
社
会
保
険
の
再
編
成
が
始 

ま
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
生
産
の
重
要
度
、
勤
務
期
間
、
労
働
に
た
い
す
る
態
度
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
社
会
保
険
の
給
付 

に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
社
会
保
険
の
管
理
が
労
働
組
合
に
移
さ
れ
た
。
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、
労
働 

規
律
違
反
、
強
欲
お
よ
び
労
働
に
た
い
す
る
不
真
面
目
と
の
闘
争
、
誠
実
な
従
業
員
を
刺
激
す
る
政
策
に
社
会
保
険
は
従
属
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
。

三
六
年
に
第
二
次
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
が
、

こ
こ
に
は
、
社
会
保
障
の
権
利
が
定
着
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
情
勢
が
悪 

化
す
る
な
か
で
、
国
防
力
の
増
強
を
強
い
ら
れ
、
や
が
て
、
第
二
次
大
戦
を
む
か
え
る
。

こ
の
条
件
は
、
社

会

保

障

の

前

進

を

妨

げ 

た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
時
下
に
も
軍
勤
務
員
の
年
金
保
障
の
改
善
、
多
子
の
母
親
、
独
身
の
母
親
へ
の
手
当
が
改
善
、
新
設
さ
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れ
る
な
ど
社
会
保
障
は
、
充
実
さ
れ
た
。
戦
後
、
復
興
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
国
民
経
済
の
重
要
な
部
門
に
労
働
力
を
引 

寄
せ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
部
門
の
指
導
的
職
種
の
従
業
員
に
た
い
し
高
い
年
金
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
従
業
員
の
保
障
が
、
 

祖
国
戦
争
の
身
体
障
害
者
と
戦
死
し
た
軍
勤
務
員
の
家
族
へ
の
保
障
と
と
も
に
重
視
さ
れ
た
。

長
期
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
を
刺
激
す 

る
政
策
が
社
会
保
険
に
も
反
映
さ
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
国
民
経
済
は
、
や
が
て
復
興
し
、

そ
の
結
果
、
国
民
の
福
祉
を
高
め
る
措
置 

を
系
統
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
社
会
保
障
の
根
本
的
改
善
の
た
め
の
経
済
的
前
提
が
よ
う
や
く
つ
く
ら
れ 

た
。

そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
の
一
つ
が
第
六
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
け
る
五
六
年
の
「
国
家
年
金
法
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
労
働
者
、
 

職
員
を
主
な
対
象
と
し
た
が
、

つ
ぎ
の
第
七
次
五
カ
年
計
画
期
間
の
六
四
年
に
は
、
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
構
成
員
年
金•

手
当
法
」

が
制
定
さ 

れ

、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
そ
の
家
族
に
も
年
金
が
統
一
的
に
実
施
さ
れ
始
め
た
。

さ
ら
に
第
八
次
五
カ
年
計
画
の
な
か
で
、

コ
ル
ホ
ー
ズ 

員
の
年
金
年
齢
は
五
歳
引
下
げ
ら
れ
労
働
者
、
職
員
と
同
一
に
な
っ
た
。

ま
た
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
も
発
足
し
た
。

繊
維
工 

業
の
女
子
従
業
員
、
極
北
区
な
ど
で
の
就
業
者
の
年
金
年
齢
の
引
下
げ
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
保
障
に 

も

大

き

な

影

響

を

与

え

た

「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
保
健
立
法
基
礎
」
、
「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
労
働
立
法
基
礎
」
も 

公
布
さ
れ
て
い
る
。

第
九
次
五
カ
年
計
画
で
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
も
労
働
者
、
職
員
と
同
じ
年
金
算
定
方
法
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、 

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
は
、
労
働
者
、
職
員
の
そ
れ
に
よ
り
接
近
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
の
額
は
、
す
べ
て 

賃
金
全
額
と
な
り
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
も.
三
人
以
上
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
、
労
働
勤
務
期
間
に
関
連
な
く
賃
金
全
額
支 

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
も
新
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
の
期
間
に
は
、

コ
丹
ホ
ー 

ズ
員
の
年
金
最
低
額
が
引
上
げ
ら
れ
、
第
一
等
級
身
体
障
害
者
の
年
金
に
、
そ
の
介
護
に
た
い
す
る
付
加
金
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
元 

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
、
あ
る
い
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
国
営
企
業
、
施
設
、
組
織
で
、

必
要
な
労
働
勤
務
期
間
を
も
つ
場
合 

(

混
合
職
歴
通
算)

、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
同
じ
条
件
と
規
準
で
年
金
が
支
給
さ
れ
る
、
な
ど
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
障
の
改
善
が 

す
す
み
、

い
っ
そ
う
労
働
者
、
職
員
の
社
会
保
障
に
近
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

子
供
の
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
に
は
、
手
当
が
引
上
げ
ら
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れ
、

一
六
歳
未
満
で
も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
新
し
い
憲
法
も
、

こ
の
期
間
に
採
択
さ
れ
、
社
会
保
障
の
権
利 

は
、

よ
り
具
体
的
に
い
っ
そ
う
拡
充
さ
せ
ら
れ
た
。

以
上
は
、
す
で
に
詳
述
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、

ソ
連
に
お
け
る
社
会
保
障
の
形
成
、
発
展
の
特
徴
を
大
ま
か
に
つ
か
む
た
め
に
整
理 

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、

ソ
連
で
は
、

工
業
国
へ
の
転
化
、
社
会
主
義
的
工
業
化
、
同
時
に
国
防
力
の
強
化
、
 

国
内
戦
、
大
戦
に
よ
る
経
済
復
興
の
た
め
、
急
テ
ン
ポ
の
経
済
成
長
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
龙
大
な
資
金 

を
必
要
と
し
、
そ
の
こ
と
が
、
財
政
的
に
社
会
保
障
の
前
進
に
と
っ
て
一
定
の
プ
丫
キ
を
か
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
 

経
済
の
そ
の
よ
う
な
発
展
の
た
め
の
政
策
の
実
現
の
た
め
に
す
べ
て
の
力
が
集
中
さ
れ
、
社
会
保
障
も
そ
の
政
策
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る 

面
を
つ
よ
く
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
特
殊
性
は
、
た
と
え
ば
、
他
の
社
会
主
義
国
で
は
、
年
金
保
障
で
ソ
連
と
異 

な
り
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
は
意
義
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
わ
か
る
。

そ
の
ほ
か
、
革
命
、
戦
争
と
の
関
連
で
戦
争
に
よ 

る
身
体
障
害
者
、
戦
死
者
の
家
族
へ
の
保
障
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
ソ
連
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
社
会
主
義
国
ソ
連
の
社
会
保
障
の
歴
史
は
、
大
き
な
流
れ
で
み
れ
ば
、

い
か
な
る
困
難
な
時
期
に
も
社
会
保
障
は
拡
充
さ
れ 

経
済
力
の
高
い
安
定
し
た
発
展
と
と
も
に
着
実
に
前
進
し
て
お
り
、
社
会
保
障
は
、

レ
ー

ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
の
発
展
の
な
か
で 

国
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
主
要
な
手
段
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

貧
困
、
失
業
は
、
革
命
後
ま
も
な
く
一
掃
さ 

れ
、
社
会
保
障
は
こ
れ
ら
の
場
合
の
保
障
と
は
無
関
係
に
な
っ
た
。

ソ
連
で
の
社
会
保
障
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
復
興
が
終
り
、
社
会 

主
義
経
済
が
発
展
す
る
も
と
で
、
よ
う
や
く
系
統
的
、
計
画
的
、
そ
し
て
全
面
的
に
拡
充
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
ま
だ
、
 

そ
の
よ
う
な
政
策
は
実
施
さ
れ
始
め
た
段
階
で
、
社
会
保
障
を
完
成
さ
せ
る
途
上
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

拡
充
の
テ
ン
ポ
は
急 

速
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
改
善
、
発
展
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
こ
と
は
生
成
期
に
あ 

る
社
会
主
義
と
い
う
こ
と
と
も
関
連
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
主
義
国
ソ
連
の
社
会
保
障
の
歴
史
と
現
行
制
度 

は
、
資
本
主
義
に
た
い
す
る
社
会
主
義
の
制
度
的
優
位
性
を
事
実
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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第1章社会主義の社会保障

第
三
部 

ソ
連
の
現
行
社
会
保
障
制
度

第
一
章 

社
会
主
義
の
社
会
保
障

社
会
主
義
社
会
で
は
、

労

働

者

階

級

が

「
い
っ
さ
い
の
労
働
手
段
—

土
地
、

原
料
、

機
械
、

そ
の
他
—

の
所
有
者
と
な
り
、

そ
れ 

に
よ
っ
て
ま
た
、

自
分
自
身
の
労
働
の
全
生
産
物
の
所
有
者
」
(

エ
ン
ゲ
ル
ス)

と
な
り
、

「
社
会
の
全
成
員
の
完
全
な
福
祉
と
自 

由
な
全
面
的
発
展
と
を
保
障
す
る
」
(

レ
ー
ニ
ン)

こ
と
が
生
産
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
こ
の
社
会
で
は
、
社
会
保
障 

は
生
産
の
発
展
の
な
か
で
国
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
意
識
的
に
計
画
的
に
改
善
が
す
す
め 

ら
れ
る
。

社
会
主
義
の
社
会
保
障
の
理
解
の
た
め
に
、

ま
ず
社
会
主
義
に
新
け
る
分
配
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て 

い
る
の
は
、

よ

く

知
ら

れ
て

い

る

よ
う

に

マ

ル
ク

ス

の

「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
(

マ
ル
ク
ス•

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
ヽ
大
月
版
、
第
一 

九

巻)

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
社
会
主
義
社
会
で
は
生
産
手
段
は
国
有
拧
よ
び
勤
労
者
の
共
有
財
産
に
な
り
、

労
働
の
成
果
は 

彼
ら
自
身
の
も
の
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
社
会
的
総
生
産
物
の
す
べ
て
が
直
接
、
個
々
人
の
あ
い
だ
に
分
配
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
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ま

ず

「
勞
ー
、
心
、

消
耗
さ
れ
た
生
産
手
段
を
置
き
か
え
る
た
め
の
補
塡
分
。
第
二
に
ゝ
生
産
を
拡
張
す
る
た
め
の
追
加
部
分
。
第
三 

に
、
事
故
や
天
災
に
よ
る
障
害
に
も
そ
な
え
る
予
備
積
立
ま
た
は
保
険
積
立
」

が
社
会
的
総
生
産
物
か
ら
控
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

こ
の
よ
う
な
控
除
の
あ
と
に
残
る
も
の
は
社
会
的
総
生
産
物
の
う
ち
消
費
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
が
ヽ
こ
の 

部
分
全
体
も
個
々
人
に
直
接
分
配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
つ
ぎ
の
も
の
が
そ
こ
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
第
一
に
 ヽ

ぜ
接
心
は
産
に
馬
さ
な
い
一
般
管
理
費
。

……

第
二
に
、

学
校
や
衛
生
設
備
等
々
の
よ
う
な
い
ろ
ん
な
欲
求
を
共
同
で
み
た
す
た
め 

心
あ
で
る
部
分
。

…
…
第
三
に
ゝ
労
働
不
能
者
等
の
た
め
の
元
本
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

マ
ル
ク
ス
が
、
第 

ー
ー
の
「
い
ろ
ん
な
欲
求
を
共
同
で
み
た
す
た
め
に
あ
て
る
部
分
」

は

ヽ

新

し

い

社

会

に

な

っ

た

「
最
初
か
ら
今
日
の
社
会
に
く
ら
べ 

て
ひ
ど
く
ふ
え
、

そ
し
て
新
社
会
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
ま
すt

す
ふ
え
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
控
除
を 

う
け
た
残
り
の
部
分
が
、

「
労
働
に
応
じ
て
」

各
個
人
の
あ
い
だ
に
分
配
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
社
会
で
は
、

社

会

の

欲

求

を

共

同

で

み

た

す

た

め

の

部

分(

学
校
ヽ
保
健
施
設
な
ど)

も
労
働
不
能
者
の 

た
め
の
郵
針
を
つ
く
る
に
予
定
す
る
部
分
も
社
会
的
総
生
産
物
の
一
部
か
ら
支
出
さ
れ
る
。

社
会
主
義
国
で
の
社
会
的
総
生
産
物
と 

国
民
所
得
の
分
配
は
ヽ
具
体
的
に
は
、

第
一
図
の
よ
うK

行
な
わ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
国
で
の
社
会
保
障
、
 

保
健
な
ど
は
社
会
的
消
費
基
金
の
一
部
で
あ
り
、

国
民
所
得
の
一
部
と
し
て
無
償
で
働
く
人
び
と
に
与
え
ら
れ
る
。
社
会
的
消
費
基 

針
は
、

労

働

に

応

じ

た

支

払

い

基

金(

賃
金)

と
と
も
に
国
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
挣
り
、
社
会 

主
義
生
産
が
た
え
ず
発
展
し
、
国
民
所
得
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
な
か
で
大
き
な
割
合
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

現
存
の
社
会
主
義
国
に
拧
け
る
社
会
保
障
の
一
般
的
特
徴
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に1

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴

す
べ
て
の
勤
労
者
に
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑵

保
障
が
全
面
的
で
あ
り
、

そ

の

種

類

の

多

い

こ

と(

た
だ
し
、

失
業
者
が
存
在
し
な
い
た
め
失
業
保
険
は
な
い)

。
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第1図

社会主義社会の総生産物

消費された生産手段の補塡 国民所得
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第3部 ソ連の現行社会保障制度

⑶

保
障
の
水
準
が
高
く
、

生
産
の
発
展
の
な
か
で
計
画
的
に
た
え
ず
向
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑷

労
働
に
応
じ
た
分
配
と
い
う
社
会
主
義
の
原
則
を
一
定
程
度
、

反
映
し
て
い
る
こ
と
。

⑸

社

会

保

障
(

医
療
も
ふ
く
め)

は

す.
へ
て
国
の
費
用
負
担
で
実
施
さ
れ
、

勤
労
者
は
い
っ
さ
い
負
担
を
し
な
い
こ
と
。

⑹

社
会
保
障
が
被
保
障
者
自
身
に
よ
っ
て
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
現
存
の
社
会
主
義
国
に
共
通
し
て
い
る
。

第
一 

一
章
現
行
制
度
体
系

ソ
連
に
存
い
て
も
ま
だ
社
会
保
障
の
概
念
、

範
囲
に
つ
い
て
統
一
さ
れ
た
見
解
は
な
い
が
、

一
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
制
度
全
体
を 

広
義
で
社
会
保
障
と
称
し
て
い
る
。

⑴

労
働
者
、

職
員
、

そ
れ
と

若
干
の
そ
の
ほ
か
の
人
び
と
を

対
象
と
す

る
「
国
家
社
会
保
険
」
。

⑵

「
コ
ル
ホ
ー•
ス
員
社
会
保
険
」
。

⑶

コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
に
よ
る
「
コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障
」
。

⑷

種

々

の

社

会

組

織(

作
家
同
盟
な
ど)

の

特

別

基

金

に

よ

る

保

障(

個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
基
金
、

芸
術
基
金
、

文
学
基
金
、
音 

楽
基
金
お
よ
び
映
画
同
盟
基
金)

。

⑸

国
家
予
算
か
ら
の
直
接
支
出
金
に
よ
る
社
会
保
障
と
し
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。

⑷

狭
義
の
社
会
保
障
、g

無
料
の
医
療
、2

:

子
供
の
施
設
で
の
子
供
の
扶
養
と
養
育
。

以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
主
要
な
内
容
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
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第2章現行制度体系

第1表老齢年金受給資格

U

国
家
社
会
保
険

こ
の
制
度
は
、

労
働
者
、

職
員
を
主
な
対
象
と
し
、

企
業
、

施
設
あ
る
い
は
組
織
か
ら
の
保
険
料
と
国
家
予
算
か
ら
の
補
助
金
を 

主
な
財
源
と
し
ヽ
従
業
員
の
負
担
な
し
で
、

労
働
組
合
の
管
理
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

な
拧
保
険
料
率
は
従
業
員
に
支
払
っ 

た
賃
金
総
額
へ
の
一
定
比
率
で
あ
っ
て
産
業
別
に
異
な
り
、

四

・
四

〜

九
(

ハ
一 

一
年
よ
り-

四)
％

の
範
囲
に
あ
る
。

給
付
の
種
類
は
、⑷

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
扶
養
者
喪
失
年
金

年齢
労働勤務 
期間

地下、有害条件、または高熱職場 

での労働従事者 …

男子.............

女子.............

僚）

50
45

（年）

20
15

困難な条件のもとでの労働従事者 

（きつい労働条件、極北地区など） 

男子.............

女子.............

55
50

25
20

5人以上の子供を生み8歳まで養 

育した女子............... 50 15
盲 人

男子.............

女子.............

50
40

15
10

そのほかの労働者と職員

男子.............

女子.............

60
55

25
20

コルホーズ員

男子.............

女子.............

60
55

25
20

繊維工業、農業機械で働く女古 50 20

年齢
労働勤務 
期間

地下、有害条件、または高熱職場 僚） （年）

での労働従事者 …

男子............. 50 20
女子............. 45 15

困難な条件のもとでの労働従事者 

（きつい労働条件、極北地区など） 

男子............. 55 25
女子............. 50 20

5人以上の子供を生み8歳まで養 

育した女子............... 50 15
盲 人

男子............. 50 15
女子............. 40 10

そのほかの労働者と職員 

男子............. 60 25
女子............. 55 20

コルホーズ員

男子............. 60 25
女子............. 55 20

繊維工業、農業機械で働く女古 50 20

そ
れ
と
一
部
の
職
種
で
の
永
年
勤
続
年
金
ヽ
冋
一
時
的
労
働
不 

能
手
当
、
妊
娠
と
出
産
の
手
当
、2

:

分
娩
手
当
、
埋
葬
手
当
、
 

㈡

サ

ナ

ト

リ

ウ

ム•

療
養
地
治
療
、

予
防
施
設
と
休
息
の
家 

で
の
サ
ー
ピ
ス
、

治

療
(

栄
養)

食
、

ピ
オ
ー
ー
ー
ル•

キ
ャ 

ン
プ
で
の
子
供
の
給
養
な
ど
で
あ
る
。

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
は
、
一
般
に
は
男
子
の
場
合
、
六
〇 

歳
で
労
働
勤
務
期
間
二
五
年
、
女
子
は
五
十
五
歳
で
二
〇
年
で 

あ

る(

第1

表)

。

労
働
の
種
類
、
労
働
条
件
そ
の
ほ
か
に
よ 

っ
て
、
こ
の
年
齢
の
五
〜
一
〇
歳
、
労
働
勤
務
期
間
の
五
〜
ー 

〇
年
の
引
下
げ
、
短
縮
が
あ
る
。
な
お
、
年
金
申
請
直
前
の
三 

年
間
審
む
五
年
以
上
の
労
働
勤
務
期
間
を
も
つ
者
に
も
、
減
額 

(

労
働
勤
務
期
間
に
比
例
し
て
年
金
額
が
き
ま
る
が
、
完
全
年 

金
の
四
分
の
一
を
下
ま
わ
ら
な
い)

で
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
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第3部 ソ連の現行社会保障制度

第2表 老齢年金の年金額の決定比率（1956年法）

年 金

毎月の
地下労働、有害労働条 地下労働、有害労働条

件の作業、高熱職場で 件の作業、高熱職場で
賃金 働いていたものを除く 

労働者と職員

働いていた労働者と職 

員

（ノーブル） 賃金に 

たいす 

る％

年金の最低額 

付加金なし 

ルーブル

賃金に 

たいす 

る％

年金の最低額 

付加金なし 

ルーブル

35以下 100 30 100 30
35〜50 85 35 90 35
5〇〜60 75 42.5 80 45

6〇〜80 65 45 70 48
80-100 55 52 60 56
100以上 50 55 55 60
注現在の年金の最低額は45ルーブルになっている。

老
齢
年
金
の
額
は
、

稼
得
賃
金
に
た
い
す
る
比
率
で
定
め
ら
れ
、

五
〇
〜
一
〇 

〇％

の
範
囲
内
に
あ
っ
て
、

稼
得
賃
金
の
低
い
も
の
ほ
ど
、

こ
の
比
率
は
高
く 

な

っ

て

い

る(

第2

表)

。

ソ

連
全
体
で

の
こ

の

比

率

の

平

均
は

、

六
〇
〜
七 

〇％

と
い
う
水
準
に
あ
る
。

一
般
に
年
金
の
最
低
額
は
月
額
四
五
ル
ー
ブ
ル
、
 

最
高
額
は
同
一
ー
ー
〇
ル
ー
ブ
ル
と
定
め
て
い
る
が
、
職
種
、

労
働
条
件
で
最
高 

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

年
金
額
計
算
の
算
定
基
礎
と
な
る
平
均
稼
得
賃
金
は
、
 

最
終
の
ー
ニ
カ
月
、
あ
る
い
は
最
終
の
一
〇
年
間
の
う
ち
の
任
意
の
五
年
間
の
そ 

れ
ぞ
れ
の
平
均
一
カ
月
稼
得
賃
金
の
高
い
方
を
受
給
者
の
希
望
で
き
め
る
。
前 

述
の
最
高
額
の
範
囲
内
で
、
一
五
年
以
上
の
継
続
労
働
勤
務
期
間
を
も
つ
者
、
あ 

る
い
は

受
給
資
格
に
必
要
な
労
働
勤
務
期
間
を­

〇
年
以
上
こ
え
て
い
る
者
に 

は
年
金
の
一
〇％

の
付
加
金
が
、

浚
た
、

労
働
能
力
の
な
い
家
族
員
一
人
に
た 

い
し
年
金
の
一
〇％

ヽ
二
人
以
上
に
同
一
五％

の
付
加
金
が
支
給
さ
れ
る
。
年

金
に
課
税
は
な
い
。

ま
た
、

年
金
受
給
者
は
自
分
の
希
望
に
よ
っ
て
年
金
を
受
け
な
が
ら
働
く 
(

賃
金
を
得
て)

こ
と
が
で
き
る
。
そ 

の

場

合
(

在

職)

、
年

金

は

職

種

に

よ

っ

て

全

額(

在
職
年
金
受
給
者
の
う
ち
九
五％

以
上)

、

あ

る

い

は

半

額(

ウ
ラ
ル
、

シ
ベ
リ 

ア
、

極
東
地
区
な
ど
で
働
く
と
き
は
年
金
の
七
五％
)
 

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

障
害
年
金
は

、
労
働
能
力
の
恒
久
的
あ
る
い
は
長
期
の
喪
失
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。

こ
の
年
金
の
受
給
に
は
労
働
災
害
ヽ
職
業 

病
、

あ
る
い
は
戦
争
に
起
因
す
る
場
合
に
は
労
働
勤
務
期
間
に
関
係
し
な
い
。

し
か
し
、

一
般
の
傷
病
に
よ
る
場
合
に
は
、

短
期
で 

あ
る
が
ヽ
性
、

年
齢
、

労

働

条

件

に

応

じ

た

労

働

勤

務

期

間

を

必

要

と

す

る(

第3

表)

。
身

体

障

害

者

は

、
労
働
能
力
の
喪
失
の
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第2章現行制度体系

第3表 障害年金の受給に必要な労働勤務期間

労 働勤務期間（年）

男子 女 子
地下労働、有害労働条件と 
高熱職場の労働者と職員

2〇〜23歳 2 1 1
23 〜26 3 2 2
26 〜31 5 3 3
31〜36 7 5 5
36 〜41 10 7 6

41〜46 12 9 7
46 〜51 14 11 8
51〜56 16 13 10
56〜61 18 14 12
6!歳以上 20 15 14

し
た
作
業
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
。

程
度
に
応
じ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
第
一
等
級
か
ら
第
三 

等
級
ま
で
の
三
つ
の
グ
ル
ー
ブ
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
等
級.
.

自
分
自
身
で
用
を
足
す
こ
と
が
で 

き
ず
、

常
時
、

介
護
、
援
助
、

あ
る
い
は
監
視
を 

必
要
と
す
る
者
。

第
二
等
級
…
…
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し
た
機
能
障 

害
を
も
ち
ゝ
常
時
的
な
援
助
を
必
要
と
し
な
い
が
、
 

完
全
な
労
働
能
力
の
喪
失
、

あ
る
い
は
特
別
に
っ 

く
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
の
み
、

い
く
つ
か
の
労 

働
の
で
き
る
者
。

第
三
等
級
…
…
身
体
機
能
破
壊
の
た
め
、

著
し
く 

低
い
労
働
能
力
し
か
も
た
ず
、

具
体
的
条
件
に
適

障
害
年
金
の
額
は
、

こ
の
身
体
障
害
等
級
ヽ
稼
得
賃
金
、
障
害
の
原
因
お
よ
び
労
働
条
件
で
き
ま 

る
(

第4

表)

。

そ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
の
介
護
、
労
働
能
力
を
も
た
な
い
家
族
員
、

一
定
の
継
続 

労
働
勤
務
期
間
に
た
い
し
て
付
加
金
が
支
給
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
ヽ
働
い
て
い
な
い
第
一
等
級
身
体 

障
害
者
に
た
い
す
る
障
害
年
金
に
は
、

介
護
に
た
い
し
月
額
一
五
ル
ー
ブ
ル
の
付
加
金
、
第
一
等
級 

と
第
二
等
級
の
身
体
障
害
者
に
は
、

労
働
能
力
の
な
い
家
族
員
が
一
人
の
場
合
月
額
一
〇
ル
ー
ブ
ル
、

第4表 障害年金（付加金を除く）額

身体障害 

の程度

身体障害の原因
最低額 最高額

労働災害・躅碟病 一般の疾病
页

級
級 

一

等

等

等

1
2
 
3

h

第

第
1

^

老齢年金の110% 
〃 100 

月額賃金の40ルー 
プルまでの65%と 
その残りの賃金部 
分の10%

老齢年金の100% 
〃 90

月額賃金の40ルー 
ブルまでの45 %と 
その残りの賃金部 
分の10%

月額70ループル

45
21

（ただし、労 
働災害・職業 
病の場合25）

月額120ルーブル

120
60
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第3部 ソ連の現行社会保障制度

第5表 扶養者喪失年金（付加金を除く）額

労働能力の 
ない家族員数

扶養者の死亡原因
最低額 最高額

労働災害•職業病 一般の疾病

3人以上

2 人

! 人

老齢年金の110%

〃 100 
月額賃金の40ルーブル 
までの65%とその残り 
の賃金部分の10%

老齢年金の100%

" 90
月額賃金の40ルーブル 
までの65%とその残り 
の賃金部分のЮ%

月額
70ルーブル

45

23

月額
120ルーブル

120

60

同
二
人
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル
、

第
一
等
級
で
同
三
人
以
上
の
場
合
に
三
〇
ル
ー
ブ
ル
の
付
加
金
が
定
め
ら 

れ
て
い
る
。

扶
養
者
喪
失
年
金
は
、

死
亡
し
た
労
働
者
、
職
員
な
ど
と
年
金
受
給
者
の
家
族
で
、

死
亡
前
に
扶 

養
さ
れ
て
い
た
労
働
能
力
を
も
た
な
い
者
に
支
給
さ
れ
る
。
家
族
に
は
子
、

孫
、

兄
弟
、

姉
妹
、
配 

偶
者
、

父
母
、

祖
父
母
、
義
父
子
ヽ
義
父
母
、

継
子
が
は
い
る
。
労
働
能
力
を
も
た
な
い
者
と
は
、
 

⑷

祖
父
母
、

ロ
第
一
等
級
、

第
二
等
級
、

そ

れ

に

通

常

ヽ

第

三

等

級

身

体

障

害

者

ヽ

の

高

齢

者(

男 

子
六
〇
歳
以
上
、

女
子
五
五
歳
以
上)

、㈡

一

六

歳

未

満(

学
生
は
一
八
歳
未
満)

、

的
死
亡
し
た
扶 

養
者
の
ハ
歳
未
満
の
子
、

兄
弟
、

姉
妹
お
よ
び
孫
を
世
話
し
、

働
い
て
い
な
い
両
親
の
一
人
ま
た
は 

配
偶
者
で
あ
る
。

こ
の
年
金
の
額
は
ヽ
労
働
能
力
を
も
た
な
い
家
族
員
の
数
、
扶
養
者
の
死
亡
原
因
、
 

扶
養

者

の

働

い
て

い

た
と

き

の
労

働
条
件
お
よ
び

稼
得
賃
金
で

き

ま
る(

第5

表)

。 

年
金
で
は
以
上
の
三
つ
の
種
類
の
年
金
が
柱
と
な
っ
て
い
る
が
ヽ
こ
の
ほ
か
、

永
年
勤
続
年
金
と 

い
う
名
称
の
年
金
が
一
部
の
職
種
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

永
年
勤
続
年
金
は
、
教
員
、

医
師
、

飛
行
士
、

芸
能
家
な
ど
と
ヽ
そ
の
関
連
の
職
種
の
も
の
に

 ゝ

一

定

の

勤

務

期

間(

た
と
え
ば
、
教
員
ヽ
飛
行
士
で
二
五
年
以
上)

を
も
ち
、

そ
の
職
種
を
退
職
し 

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。

年
金
額
は
、

た
と
え
ば
ヽ
教
員
で
は
稼
得
賃
金
の
四
〇％

、

飛
行
士
は
同 

五
〇％

で
あ
る
。

一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
支
給
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、⑷

原
因
に
関
係 

な
く
疾
病
と
傷
害
の
場
合

㈡ゝ

病
気
の
家
族
員
の
看
護
が
必
要
な
場
合
ヽ
の
保
菌
者
と
し
て
一
時
的
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第2章 現行制度体系

第6表一時的労働不能手当の金額

継続労働勤務期間 手当額

3年未満
3年以上5年未満
5年以上8年未満
8年以上

賃金の50% 
〃 60% 
〃 80% 
〃100%

労
働
免
除
、

あ
る
い
は
隔
離
の
場
合
、㈡

結
核
に
よ
る
郊
外
で
の
休
息
の
た
め
の
追
加
休
暇
期
間
ヽ
囲
部
分

的
身
体
障
害
、

あ
る
い
は
医
療
上
の
理
由
で
他
の
作
業
へ
の
一
時
的
移
動
の
期
間
、W

病
院
で
補
装
具
を
っ

け
る
期
間
、

で
あ
る
。

手
当
の
額
は
、

労
働
災
害
と
職
業
病
の
場
合
と
、

一

六

歳(

学
生
は
一
八
歳)

以
下

の
三
人
以
上
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
は
ゝ
労
働
勤
務
期
間
に
関
係
な
く
ヽ
通
常
の
稼
得
賃
金
の
全

額
(

一
〇
〇％
)

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
一
般
の
場
合
に
は
、
継
続
労
働
勤
務
期
間
に
よ
っ
て
手
当

額

が

き

ま

る(

第6

表)

。
支
給
期
間
は
一
般
に
、
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
第
一
日
目
か
ら
回
復
ま
た
は
障
害

年
金
の
裁
定
の
日1

で
で
あ
る
。

妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
、

妊
娠
と
出
産
の
休
暇
期
間
、

す
な
わ
ち
、

産
前
五
六
日
、
産
後
五
六
日
、
合
計 

ー
ー
ー 

ー
日
間
、

た
だ
し
、

双
生
児
の
出
産
あ
る
い
は
異
常
出
産
の
場
合
に
は
産
後
休
暇
七
〇
日
間
に
た
い
し
、

労
働
勤
務
期
間
に
関

係
な
く
、
稼
得
賃
金
の
一
〇
〇％

で
支
給
さ
れ
る
。

分
娩
手
当
は
、

新
生
児
の
下
着
一
組
の
購
入
の
た
め
の
ー
ー
ー
ル
ー
ブ
ル
と
子
供
の
授
乳
の
た
め
の
一
ハ
ル
ー
ブ
ル
の
合
計
三
〇 

ル
ー
ブ
ル
で
、

一
時
的
に
支
払
わ
れ
る
〇

埋
葬
手
当
は
、
都
市
の
場
合
に
は
、

一
〇
歳
未
満
一
〇
ル
ー
ブ
ル
、

一
〇
歳
以
上
ニ
〇
ル
ー
ブ
ル
、

農
村
の
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ 

れ
五
ル
ー
ブ
ル
、

一
〇
ル
ー
ブ
ル
で
支
給
さ
れ
る
一
時
手
当
で
あ
る
。

国
家
社
会
保
険
は
、
す
べ
て
労
働
組
合
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
が
全
体
を
管
理
、

指
導
し
、
 

地
方
で
は
、
労
働
組
合
の
産
業
別
組
織
の
共
和
国
、

地
方
ゝ
州
の
各
委
員
会
と
、

共
和
国
ヽ
地
方
、

州
の
労
働
組
合
評
議
会
が
管
理 

し
て
い
る
。

企
業
、

施
設
ヽ
組
織
で
は
、

そ
こ

の
労

働

組

合

工

場•

現
地
委
員
会
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
社
会
保
険
委
員
会
、

年
金 

問
題
委
員
会
、

そ
し
て
職
場
の
保
険
代
表
が
社
会
保
険
の
実
務
を
担
当
し
、

関
連
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

311



第3部 ソ連の現行社会保障制度

⑵

コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
険

こ
の
制
度
は
、

コ
ル
ホ
ー
・
ス
農
民
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
、

各
コ

ル
ホ
ー

ズ
か
ら

の
労

働
支
払
基
金
の
二•

四％

の
保
険
料
払 

込
金
で
構
成
さ
れ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
中
央
連
邦
基
金
に
よ
り
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
ヽ
分
娩
手
当
、

埋
葬
手
当
を
支
給 

し
、

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
ヽ
休
息
の
家
な
ど
の
利
用
券
、

子
供
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
給
付
を
行
な
う
。

こ
の
社
会
保
険
は
、

農

業
•

調 

達

労

働

者

・
職
員
労
働
組
合
が
管
理
し
て
拧
り
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
労
働
組
合
委
員
会
が
各
コ
ル
ホ
ー.
ス
で
の
社
会
保
険
業
務
の
遂
行
で 

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

⑶

コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障

こ
れ
は
ヽ
各
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ
る
総
所
得
の
五％

の
納
付
金
と
国
家
の
補
助
金
で
構
成
さ
れ
る
コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障
中
央
連 

邦
基
一
金
に
よ
っ
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
へ
の
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
拧
よ
び
家
族
へ
の
扶
養
者
喪
失
年
金
、
そ
れ
に
妊
娠
と
出
産
の
手 

当
、

一
部
の
低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
を
給
付
す
る
。
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
ヽ
算
定
方
法
は
ヽ
と
も
に
労
働
者
、

職
員
と
基
本 

的
に
同
じ
で
あ
る
が
、

最
低
額
は
月
額
二
ハ
ル
！
ブ
ル
ヽ
最
高
額
は
同
一 

ー
ー
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
障
害
年
金
ゝ
扶
養
者
喪
失
年
金 

も
基
本
的
に
労
働
者
、

職
員
と
同
じ
で
あ
る
が
、

一
般
の
疾
病
に
よ
る
第
三
等
級
身
体
障
害
者
へ
の
障
害
年
金
が
ま
だ
な
い
こ
と
、
 

労
働
条
件
に
よ
る
特
典
が
な
い
こ
と
、

ま
た
、

第
一
等
級
障
害
年
金
の
最
低
額
が
月
額
四
五
ル
ー
ブ
ル
、

第
二
等
級
障
害
年
金
の
そ 

れ
は
同
一 

ー
ハ
ル
ー
プ
ル
で
あ
る
こ
と
が
障
害
年
金
で
労
働
者
、
職
員
と
異
な
っ
て
い
る
。t

た
、

コ
ル
ホ
ー
・
ス
員
の
扶
養
者
喪
失
年 

金
の
最
低
額
は
、
労
働
能
力
の
な
い
家
族
員
三
人
以
上
の
場
合
、

月
額
四
五
ル
ー
プ
ル
、

二
人
は
同
一 

一
ハ
ル
ー
ブ
ル
ヽ
一
人
の
場
合
、
 

同
一 

ー
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
妊
娠
と
出
産
の
手
当
は
ヽ
労
働
者
、

職
員
と
同
一
に
支
給
さ
れ
る
。

コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障
は
、

コ
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ル
ホ
ー
ズ
代
表
機
関
と
し
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
理
事
会
も
そ
の
い
く
つ
か 

の
職
務
を
担
当
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
国
家
の
社
会
保
障
機
関
の
参
加
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
。

⑷

国
家
社
会
保
障

⑷

狭
義
の
社
会
保
障

国
家
予
算
の
直
接
支
出
金
に
よ
る
社
会
保
障
の
形
態
の
一
つ
と
し
て
、

ま
ず
狭
義
の
社
会
保
障
が
あ
る
。 

こ
れ
は
、
国
家
予
算
の
支
出
に
よ
る
つ
ぎ
の
よ
う
給
付
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ヽ
軍
勤
務
員
と
そ
の
家
族
へ
の
年
金
と
手
当
、

功
労 

者
を
対
象
と
す
る
個
人
年
金
、

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、

大
学
教
授
な
ど
科
学
従
事
者
へ
の
年
金
、
そ
れ
と
多
子
の
母
親
、
独

身
(

結 

婚
し
て
い
な
い)

の
母
親
へ
の
手
当
、
低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
、
子
供
の
と
き
か
ら
の
身
体
障
害(

児)

者
へ
の
手
当
拧
よ
び
収
入
源 

の
な
い
身
体
障
害
者
と
高
齢
者
へ
の
手
当
、
身
体
障
害
者
の
訓
練
と
就
職
の
斡
旋
、

補
装
具
の
支
給
、
老
人
お
よ
び

身

体

障

害(

児) 

者
ホ
ー
ム
で
の
給
養
、
年

金

受

給

者

へ

の

物

質

的•

日
常
生
活
上
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
、

こ
こ
に
は
い
る
。

多
子
の
母
親
へ
の
手
当
は
ヽ
三
人
目
の
子
供
が
生
ま
れ
る
と
二
〇
ル
ー
ブ
ル
、

そ
れ
以
上
の
子
供
の
場
合
に
は
最
高
ー
ー
人
目
以 

上
の
一-

五
〇
ル
ー
ブ
ル
ま
で
の
範
囲
で
の
一
時
的
手
当
と
ヽ
四
人
以
上
の
子
供
を
も
つ
母
親
へ
の
子
供
の
数
に
応
じ
た
四
ル
ー
ブ
ル 

か

ら

一

五

ル

ー

ブ

ル(

ー
ー
人
目
以
上)

ま

で

の

毎

月

手

当(

子
供
が
五
歳
に
達
す
る
ま
で)

で
あ
る
。

独
身
の
母
親
に
は
、

一
人 

の
子
供
に
た
い
し
月
額
五
ル
ー
ブ
ル
、

二
人
に
同
七
ル
ー
ブ
ル
五
〇
カ
ペ
イ
ク
、

三
人
以
上
は
一
〇
ル
ー
ブ
ル
の
毎
月
手
当
が
、

子 

供
が
ニ
一
歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。

低
所
得
家
庭
へ
の
児
童
手
当
は
、

家

族

員

一

人

当

た

り

平

均

収

入(

家
族
全
体
の 

収
入
を
家
族
員
数
で
除
す)

が
月
額
五
〇
ル
ー
ブ
ル
未
満
の
低
所
得
家
庭
に
た
い
し
て
、

ハ
歳
に
達
し
な
い
子
供
一
人
当
た
り
月
額 

ー
ニ
ル
ー
ブ
ル
で
支
給
さ
れ
る
。

一
六
歳
に
達
し
た
子
供
の
と
き
か
ら
の
身
体
障
害
者
に
は
、
第
一
等
級
身
体
障
害
の
場
合
に
月
額
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三
〇
ル
ー
ブ
ル
、

第
二
等
級
の
場
合
に
は
同
一
一
六
ル
ー
ブ
ル
、
さ
ら
に
、
子
供
の
と
き
か
ら
の
一
六
歳
未
満
の
身
体
障
害
児
に
も
月
額 

二
〇
ル
ー
ブ
ル
の
手
当
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
収
入
源
の
な
い
身
体
障
害
者
と
高
齢
者
へ
の
手
当
は
、

都
市
ヽ
労
働
者
部
落
ゝ
お
よ 

び

療
養

地

部

落

に

住
ん
で

い
る
場
合
に
は

月
額-

〇
ル
ー
ブ
ル
ヽ
農
村
地
域
と
別
荘
部
落
に
住
む
場
合
に
は
同
ハ
ル
ー
ブ
ル
五
〇
コ 

ペ
イ
カ
の
額
で
支
給
さ
れ
る
。

こ
の
狭
義
の
社
会
保
障
は
ゝ
国
家
社
会
保
障
機
関
、

す
な
わ
ち
、
共
和
国
の
社
会
保
障
省
、

地
方
、
州
、

区
、
市
の
勤
労
者
代
議 

員

ソ

ビ

エ

ト
(

議
会
に
あ
た
る)

執
行
委
員
会
社
会
保
障
部
、

そ
れ
と
、

そ
の
管
轄
下
の
労
働
能
力
審
査
委
員
会
が
実
施
す
る
。

ー
 

連
の
機
能
は
ヽ
執
行
委
員
会
と
そ
れ
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
国
家
年
金
裁
定
委
員
会
が
直
接
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
機
関 

は
、

労

働
組
合
挣
よ

び

社

会

保

障

委

員

会(

勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
代
議
員
で
構
成
さ
れ
る)

と
協
力
し
て
そ
の
仕
事
を
遂
行 

す
る
。

д

保

健

・
医
療

ソ
連
で
の
保
健
は
、
疾
病
の
予
防
と
治
療
、
健
康
的
な
労
働
と
日
常
生
活
の
条
件
の
保
障
、
高
い
労
働
能
力
と
長
命
、

を
目
指
し 

た
国
家
的
、

社
会
的
措
置
の
社
会
主
義
的
制
度
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
は
、⑷

国
家
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、

冋
熟 

達
し
た
医
療
の
無
料
で
あ
る
こ
と
と
、

だ
れ
も
が
た
や
す
く
利
用
で
き
る
こ
と
、

の
予
防
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
こ
と
、㈡

保
健 

に
科
学
と
技
術
を
結
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
闲
労
働
組
合
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
ゝ
な
ど
を
原
則
と
し
て
い
る
。 

保
健
施
設
は
、

治

療
•

予
防
、

母
性
と
幼
児
の
保
護
、
衛

生
•

伝
染
病
防
止
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

治

療
•

予
防
施
設
は
ヽ
居
住
地
と
職
場
に
あ
る
。

地
区
、

分
区
受
け
持
ち
制
を
原
則
と
し
て
打
り
、
住
民
は
居
住
地
の
外
来
患
者 

診
療
所
ヽ
外
来
総
合
病
院
、

そ
し
て
家
庭
で
医
療
を
受
け
る
。

ま
た
、
企
業
、
施
設
な
ど
に
付
属
病
院
、
総
合
病
院
、
婦
人
相
談
所
 ヽ

職
場
の
医
務
室
な
ど
の
治
療
機
関
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
傷
病
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

労
働
条
件
の
調
査
、

従
業
員
の
健
康
状
態
の
系
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統
的
な
検
査
な
ど
予
防
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

ソ
連
で
は
ヽ
医
療
費
、

往
診
費
、

入
院
費
、

手
術
費
な
ど
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
無
料
で
あ
る
。

た
だ
し
、

医
薬
品
え
つ
い
て 

は
、

入
院
治
療
、

軍
勤
務
員
、

一
歳
未
満
の
乳
幼
児
、

応
急
手
当
そ
の
ほ
か
の
場
合
は
無
料
で
あ
る
が
、

外
来
の
軽
い
病
気
に
つ
い 

て
医
師
の
だ
す
処
方
箋
で
薬
局
で
買
う
医
薬
品
だ
け
は
現
在
、
有
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
薬
局
で
買
う
薬
品
は
多
く
な
い
し
、
 

そ
の
価
格
は
一
般
に
コ
ス
ト
よ
り
安
い
。

保
健
で
は
予
防
が
重
視
さ
れ
、

専

門

の

医

療

機

関•

公
衆
保
健
指
導
所
が
総
合
病
院
と
と
も
に
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

妊
娠 

し

た

婦

人

と

一

般

の

婦

人•

母
親
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
施
設
は
、

婦
人
相
談
室
と
産
院
で
あ
る
。

ま
た
、

主

要

な

衛

生•

伝
染
病 

防
止
施
設
と
し
て
は
、

衛

生

・
伝
染
病
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。

保
健
事
業
は
、

国
家
が
主
と
し
て
国
家
予
算
で
行
な
っ
て
挣
り
ヽ
保
建
省
が
す
べ
て
を
管
掌
し
て
い
る
。

住
民
に
直
接
責
任
を
も 

つ
の
は
、

各
共
和
国
の
保
健
省
、

そ
れ
と
州
、

区
、
市
の
勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト
の
保
健
部
で
あ
る
。

勤
労
者
代
議
員
ソ
ビ
エ
ト 

は

す.
へ
て
常
設
の
保
健
委
員
会
を
も
ち
、

こ
の
委
員
会
は
、

ソ
ビ
エ
ト
代
議
員
、

医
療
従
事
者
、

住
民
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、

医
療
施
設
に
あ
る
社
会
評
議
会
、

企
業
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
あ
る
衛
生
管
理
所
な
ど
を
通
じ
一
般
の
住
民
が
衛
生
知
識 

の
普
及
、
相
談
な
ど
保
健
活
動
に
日
常
的
に
広
く
参
加
し
て
い
る
。

赤
十
字
社
ゝ
赤
半
月
社
な
ど
の
大
衆
的
組
織
も
保
健
組
織
の
活 

動
に
日
常
的
に
協
力
を
し
て
い
る
。
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年年

表

莓 

手

ロ

シ

ア

の

建

国

と

い

わ

れ

て

い

る

。 

オ

レ

ー

グ

が

キ

エ

フ

国

家

を

建

設

。

ー

〇

分

の

一

税

に

よ

る

救

貧

法(

ウ

ラ

ジ

ミ

ー

ル

ー

世)

。

退

役

士

官

の

た

め

の

擬

似

的

年

金

制

度

。 

全

階

級

退

役

軍

人

の

た

め

の

国

立

養

老

院

。 

事

業

主

へ

の

労

働

者

用

病

院

設

置

命

令

。

救

貧

院

。
収

容

保

護

施

設

。

退

役

軍

人

ホ

ー

ム

の

管

理

責

任

を

王

室

財

政

部

に

移

す

。

各

県

に

慈

恵

院

を

設

置

。

元

高

級

士

官

中

の

心

身

障

害

者

に

年

金

制

度

。

元

士

官
挣
よ

び

兵

士

の

遺

族

に

対

す

る

年

金

制

度

。 

法

律

で

鉱

山
拧
よ

び

そ

の

付

属

工

場

に

病

院

設

置

を

義

務

づ

け

る

。

ニ
コ
ラ
イ
ー
世
、

ロ
シ
ア
帝
国
法
典
。

高

官

と

軍

人

へ

の

年

金

と

手

当

に

関

す

る

法

規

。

農

奴

制

の

廃

止

。

ラ

ザ

レ

フ

の

ペ

ル

ミ

領

で

「
老

齢

年

金
拧

よ

び

業

務

上

廃

疾

扶

助

金

規

則

」
。

工

場

主

に

病

院

設

置

を

義

務

づ

け

る

規

程

。

南

ロ

シ

ア

労

働

者

同

盟

。

ロ

シ

ア
労

働

者

北

部

同

盟

。 

臨

時

官

営

鉱

山

共

済

基

金

令

。

プ

レ

ハ

ー

ノ

フ

の

労

働

解

放

団

。 

南

ロ

シ

ア

鉱

山

労

働

者

扶

助

協

会

。 

モ
ロ
ゾ
フ
工
場
ス
ト
ラ
イ
キ
〇 

工

場

法

。
労

働

者

か

ら

医

療

に

対

す

る

支

払

い

の

徴

収

を

禁

止

す

る

法

律

。

罰

金

法

。

罰

金

基

金

支

出

規

則

。
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年表

九九九 九九 九 九 九 九 九ハハハ ハハ
------ 一〇 〇 〇 〇 〇 〇九九九 九九
七四三 二六 五 四 三ニー九八七 五三

鉱

山

、

鉄

道
拧
よ

び

海

軍

工

場

労

働

者

を

対

象

と

し

て

労

務

疾

病

・
障

害

・
死

亡

に

対

し

保

護

す

る

共

済

組

合

。 

労

働

者

階

級

解

放

闘

争

同

盟

。

レ

ー

ニ

ン

「
工

場

で

労

働

者

か

ら

徴

収

さ

れ

る

罰

金

に

か

ん

す

る

法

律

の

説

明

」
、
「
社

会

民

主

党

綱

領

草

案

」
。

重

症

な

肢

体

不

自

由

、

か

つ

貧

困

を

条

件

に

下

士

官

に

も

年

金

。 

ロ

シ

ャ

社

会

民

主
労

働

党

結

成

。

レ

ー

ニ

ン

「
わ

が

党

の

綱

領

草

案

」
。

官

営

鉱

山

労

働

者
(

業

務

上

障

害)

年

金

臨

時

規

則

。 

モ

ス

ク

ワ

に

機

械

産

業

労

働

者

相

互

扶

助

協

会(

ズ

バ

ト

フ

主

義)

。

繊

維

労

働

者

相

互

扶

助

協

会(

ズ

バ

ト

フ

主

義)

。 

レ

ー

ニ

ン

「
ロ

シ
ャ

社

会

民

主
労

働

党

草

案

綱

領

」
。

ロ

シ

ア

南

部

で

大

衆

的

な

ス

ト

ラ

イ

キ(

一
九
〇
二
〜
三)

。

労

働

者̂

害

補

噴
咗
〇

レ

ー

ニ

ン

「
貧

農

に

訴

え

る

」
、
「
改

良

の

時

代

」
、
「
労

働

者

災

害

補

償

法

」
。

最

初

の

党

「
綱

領

」
。

大

砲

部

門

労

働

者

廃

疾

年

金

規

則

。

共

済

基

金

模

範

規

約

。

勅

令

で

国

営

労

働

者

保

険

の

検

討

を

指

示

。

バ
ク
ー
で
労
働
協
約
成 

立
。

プ

チ

ロ

フ

工

場

ス

ト

ラ

イ

キ

。

血

の

日

曜

日

。

ツ

ア

リ

ー

は

災

害•

疾

病

の

労

働

者

保

険

の

準

備

を

命

ず

る

。

・
へ
テ
ル
ブ
ル
グ
市 

会

が

職

業

紹

介

所

開

設

。

モ

ス

ク

ワ

市

で

失

業

者

の

た

め

の

公

共

事

業

。 

レ

ナ

で

の

労

働

者

の

射

殺

事

件

。

ス

ト

ラ

イ

キ

の

高

揚

。

社

会

保

険

法
(

疾

病

・
災

害)

。

レ

ー

ニ

ン

「
ロ

シ

ャ

社

会

民

主

労

働

党

第

六

回

『
ブ

ラ

ー

グ

』

協
議
会
」
、
(

レ
ー

ニ

ン

の

労

働

者

保

険

綱

領)

。

「
保

険

問

題

」

誌

発

行

。

レ

ー

ニ

ン

「
マ

ル
ク

ス

主

義

と

改

良

主

義

」
。 

バ

ク

ー

石

油

労

働

者

の

ス

ト

ラ

イ

キ

。
第

一

次

世

界

大

戦

。 

二

月

革

命

。

四

月

テ

ー

ゼ

。

レ

ー

ニ

ン

「
党

綱

領

草

案

」
。 

社

会

保

険

法

の

改

正

。

職

業

紹

介

所

法

。

社

会

保

険

法

付

則

。

十

月

社

会

主

義

革

命

。

「
平

和

に

つ

い

て

の

」

布

告

、

「
土

地

に

つ

い

て

の

」

布

告

。 

労

働

人

民

委

員

部

創

設(

一

〇•

ー
 

ー
七)

。

社

会

保

険

に

関

す

る

政

府

通

達(

ー
ー 
•

一)

。

「
年

金

増

額

に

関

す

る

」
法

令
(

ー
ー 
•

八)

。
「
疾

病

金

庫

へ

の

企

業

の

す

べ

て

の

治

療

施

設

の

無

償

の

引

渡

し

、

あ
る
い
は
こ
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年表

九 九 九 九 九 九九九 九 九

九 八 七 六 五 四三ニー ハ

ー
九
三
〇

れ

ら

を

有

し

な

い

場

合

に

お

け

る

こ

れ

ら

の

設

備

に

た

い

す

る

貨

幣

額

の

支

払

い

に

関

す

る

」

法

令
(

ー
ー 
•

一
四)

。

「
広
範
な 

住

民

大

衆

の

罹

病

率

、

死

亡

率

再

よ

び

非

衛

生

的

生

活

条

件

と

の

闘

い

に

関

す

る

」

指

令
(

ー

ニ•

ー
ー)

。

失

業

保

険

規

則(

一
 

ーー •

ー
ー)

。

疾

病

保

険

規

則
(

ー
ー
ー •

二
九)

。

「
勤

労

被

搾

取

人

民

の

権

利

の

宣

言

」
(

一
 
•

一
八)

。

医

療

協

議

会

ソ

ビ

エ

ト
(

一
 
•

三

〇)

。

職

業

紹

介

所

の

国

有

化
(

一

・
 

三

一)

。
「
国

家

保

護

人

民

委

員

部

の

社

会

保

障

人

民

委

員

部

へ

の

改

称

に

関

す

る

」

法

令
(

四

・
二

六)

。

「
休

暇

に

関

す

る

」

決 

定
(

六
•

一
四)

、

ソ

ビ

エ

ト

憲

法

採

択(

七
•

一
〇)

。

「
勤

労

者

社

会

保

障

規

則

」
(

一
〇•

三

〇)

。

労

働

法

典
(

一
ニ•

二)

。 

新

経

済

政

策
(

ネ

ッ
ブ)

へ

の

移

行(

〜

一

九

二

五)

。

「
賃

労

働

に

従

事

す

る

者

へ

の

社

会

保

険

に

関

す

る

」

法

令
(

一
ー
・
ー 

五)

。

「
社

会

保

険

に

関

す

る

テ

ー

ゼ

」
(

九
•

四)

。

労

働

法

典
(

一
 

〇
•

三

〇)

。

社

会

保

険

法
(

ー
ー 
•

一
五)

。

ソ

ビ

エ

ト

連

邦

成

立

。

ヴ

ェ
•

イ
•

レ

ー

ニ

ン

死

去

。

科

学

従

事

者

と

労

働

者

大

学

予

備

校

の

教

員

に

永

年

勤

続

年

金

。

農

民

相

互

扶

助

組

合

規

則

。

都

市

と

農

村

の

初

等

学

校

の

教

師

、

農

村

地

域

の

図

書

館

員

な

ど

に

永

年

勤

続

年

金

。

労

働

人

民

委

員

部

付

属

連

邦(

共

和

国)

社

会

保

険

評

議

会

設

立

。

第

一

四

回

党

大

会
(

社

会

主

義

的

工

業

化

路

線)

。 

労

農

赤

軍

関

係

者

へ

の

国

家

保

障

規

則

。

子

供

の

家

規

則

。

一

般

の

疾

病

に

よ

る

身

体

障

害

者

へ

の

年

金

を

実

際

の

一

カ

月

賃

金

か

ら

算

出

。

「
労

働

英

雄

」
に

高

い

年

金

。

十

月

革

命

ー

〇

周

年

記

念

日

宣

言(

七

時

間

労

働

日

、
年

金

基

金

二

倍

増

な

ど)

。

第
一
五
回
党
大 

会
(

農

業

集

団

化

路

線)

。

老

齢

年

金

実

施(

繊

維

労

働

者)

。

障

害

年

金

の

障

害

程

度

を

六

つ

の

等

級

に

分

け

る

。

第

一

次

五

カ

年

計

画(

一
九
一-

八/

九
— 

ー
九
三
二/

三)

。

老

齢

年

金

の

適

用

拡

大
(

鉱

業

、

金

属

工

業

、
電

気

化

学

工

業

、

鉄

道

と

水

上

の

輸

送

の

労

働

者)

。 

女
子
へ
の
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
労
働
勤
務
期
間
一
一
五
年
か
ら

二
〇
年
に
短
縮
。

炭

坑

夫

の

老

齢

年

金

の

受

給

資

格

年

齢

を

五

〇

歳

と

す

る

。

「
社

会

保

険

に

関

す

る

」
共

産

党

中

央

委

員

会

決

定(

国

の

工

業

化

の

一

般

的

課

題

か

ら

の

社

会

保

険

の

立

遅

れ

を

指

摘)

。

ー
 

時

的

労

働

不

能

手

当

は

三

年

以

上

の

雇

用

を

条

件

に

支

給

。

老

齢

年

金

の

適

用

拡

大
(

印

刷

工

業

、

化
学

工

業

、

煙

草

工

業

、

ガ

ラ

ス

工

業

、

陶

磁

器

工

業

の

労

働

者

。

さ
ら
に
、

技

師
•

技 

術

職

員)

。

医

学

・
獣

医

学

従

事

者

、
農

業

技

師

な

ど

に

永

年

勤

続

年

金

。

第
一

六

回

党

大

会

。
失

業

保

険

の

消

滅

。
農
業
協
同
組 

合
(

ア
ル
テ
リ)

模

範

定

款

。
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年表

ー
九
三
一 

ー
九
三
ー
ー 

ー
九
三
三 

ー
九
三
七 

ー
九
三
八 

ー
九
三
九 

ー
九
四
〇 

ー
九
四
一

九九九

六五四

全

ソ

労

組

中

央

評

議

会

第

五

回

総

会

「
生

産

を

注

視

し

た

」

社

会

保

険

の

再

編

成

に

関

す

る

決

定

。

重

工

業
挣
よ
び
鉄
道
輪
送
な 

ど

に

特

別

保

険

基

金

創

設(

産

業

部

門

別

中

央

社

会

保

険

金

庫)

。

ソ

連

中

央

執

行

委

員

会

、
人

民

委

員

会

議

「
社

会

保

険
に
関
す 

る
」
決

定
(

生

産

の

重

要

度

、
勤

務

期

間

、
勤

務

態

度

を

社

会

保

険

の

運

営

に

と

り

い

れ

る)

。

作

家

と

造

型

芸

術

家

に

永

年

勤

続 

年

金

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

共

済

組

合

規

則

。

老

齢

年

金

を

全

労

働

者

と

技

師•

技

術

職

員

に

適

用

。

障

害

年

金

の

障

害

度

六

等

級

制

か

ら

三

等

級

制

に

か

わ

る

。

分
娩
手
当
規 

則

。

埋

葬

手

当

規

則

。

ソ

連

労

働

人

民

委

員

部

と

全

ソ

労

組

中

央

評

議

会

の

統

合

。

社

会

保

険

の

管

理

が

労

働

組

合

に

移

行

。

社

会

保

険

組

織
を

地

域

別 

原

則

か

ら

産

業

部

門

別

原

則

に

再

編

。

民

間

航

空

の

空

中

・
飛

行

員

に

永

年

勤

続

年

金

。

第

二

次

五

カ

年

計

画
(

一
九
三
三
—

七)

。

第

一

七

回

党

大

会

。

軍

勤

務

員

の

身

体

障

害

に

も

三

等

級

制

導

入

。 

農

業

ア

ル

テ

リ

模

範

定

款(

労

働

不

能

コ

ル

ホ

—X

員

へ

の

物

質

的

保

障

な

ど)

。

妊

娠

と

出

産

休

暇

期

間

産

前

産

後

各

八

週

間

。

多

子

家

族
(

七

人

目

か

ら)

へ
の
国
家
補
助
金
。

ソ

連

憲

法
(

「
ス
タ
ー

リ
ン
憲
法
」)

。

保

健

、

住
宅
、

不

就

労

年

金

受

給

者

へ

の

年

金

に

た

い

す

る

支

出

を

国

家

と

地

方

予

算

に

移

す

。 

不

就

労

年

金

受

給

者

へ

の

年

金

業

務

を

国

家

機

関(

社

会

保

障

部)

に

移

行

。

労

働

組

合

工

場

・
現

地

委

員

会

付

属

社

会

保

険

評

議

会

設

置

。

事

務

職

員

に

労

働

者

と

同

じ

条

件

で

老

齢

年

金

、
障

害

年

金

。

社

会

保

険

評

議

会

規

則

。

保

険

代

表

規

則
(

保

険

代

表

を

設

け

る)

。

第

三

次

五

カ

年

計

画(

一
九
三
八
—

四
一
ー)

。

「
労

働

規

律

の

確

立

、

国

家

社

会

保

険

実

務

の

改

善

、

お

よ

び

こ

の

問

題

で

の

濫

用

の

防

止

措

置

に

関

す

る

」

決

議
(

人
民
委
員 

会

議

、

党

中

央

委

員

会

、

労

組

中

央

評

議

会)

。

妊

娠

と

出

産

休

暇

産

前

五

週

間

、

産

後

四

週

間

に

短

縮

。

労

働

功

労

章

、

労

働

勲

功

章

。

第

一

ハ

回

党

大

会

。

医

療

予

防

機

関

の

協

力

評

議

会

規

則

。

第

二

次

世

界

大

戦

。

ハ

時

間
(

六
—

七

時

間

か

ら)

労

働

日

、

七

日
(

六

日

か

ら)

労

働

週

に

移

行

。

軍

勤

務

員

と

そ

の

家

族

へ

の

年

金

保

障

改

善

。 

労

働

組

合

機

関

の

保

険

医

活

動

規

則

。

医

療

機

関

の

医

療

協

議

委

員

会

規

則

。

独

ソ

戦

突

入

。

兵

役

義

務

者

の

動

員

布

告

。

年

金

を

賃

金

と

関

係

な

く

全

額

支

給

。

兵

卒

、

下

級

幹

部
軍

勤

務

員

の

家

族

へ

の

年
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年表

九九九 
四四四 
四三二

-

九
四
五 

ー
九
四
六 

ー
九
四
七 

ー
九
四
ハ

九九九＜ 
五五四 
二一九

ー
九
五
三

九九九 
五五五 
六五四

一
九
五
七

金

と

手

当

改

善

。

戦

争

身

体

障

害

者

に

最

高

額

の

一

時

的

労

働

不

能

手

当

。

戦

争

身

体

障

害

者

の

就

職

斡

旋

強

化

。

第

三

等

級

障

害

年

金

受

給

者

に

作

業

を

勧

め

る

。

結

核

病

の

労

働

者

、

職

員

の

就

職

斡

旋

。

多

子
(

三

人

目

以

上)

の

母

親

へ

の

国

家

手

当

、

独

身

の

母

親

へ

の

国

家

手

当

実

楣

。 

産

後

休

暇

六

週

間
(

四

週

間

か

ら)

に

増

加

。

育

児

用

品

手

当

の

引

上

げ

。

幼

稚

園

規

則

。 

対

ド

イ

ツ

戦

終

結

。

極

北

地

方

勤

務

者

へ

の

特

典(

年

金

受

給

資

格

勤

務

期

間)

。

授

乳

手

当

の

引

上

げ

。

第

二

次

世

界

大

戦

終

了

。

ハ

時

間

労

働

制

実

施

、

義

務

的

時

間

外

労

働

廃

止

。

復

員

者

、

戦
争
身
体

障

害 

者

拧
よ

び

戦

死

兵

士

の

家

族

へ

の

援

助

。

兵
卒
、

軍

曹

級

の

第

一

等

級

身

体

障

害

者

の

年

金

二

倍

以

上

引

上

げ

。

第

四

次

五

カ

年

計

画
(

一
九
四
六
—

五
〇)

。

個

人

年

金

規

則

。

視

力

障

害

者

の

就

職

斡

旋

措

置

。

石
炭
、

冶

金

、

化

学

…

…

鉄

道

な

ど

一

連

の

重

要

な

省

の

主

要

な

労

働

者

要

員

、

技

師
•

技

術

職

員

、

指

導

職

員

に

高

い

年

金

。 

多

子
拧
よ

び

独

身

の

母

親

へ

の

国

家

手

当

の

金

額

変

更

。

一

連

の

永

年

勤

続

年

金

の

新

た

な

実

施

と

引

上

げ

。 

ア

ス

ベ

ス

ト

工

業

、

化

学

工

業

の

労

働

者

に

炭

坑

労

働

者

と

同

額

年

金

。

社

会

保

険

の

一

部

業

務

を

企

業

、

施
設
の
管
理
機
関
に 

移

管

。

一
時
的
労
働
不
能
手
当
の
受
給
に
関
係
す
る
継
続
勤
務
期
間
を
ー
〜
ー 

ー
年
延
長
。

企

業

の

建

設

の

場

合

、

付

属

病

院

、

託

児

所

の

併

設

を

義

務

づ

け

る

。

労

働

能

力

審

査

委

員

会

規

則

。 

畜

産

と

獣

医

の

従

業

員

に

永

年

勤

続

年

金

。

科

学

従

事

者

年

金

保

障

規

則

。

第

五

次

五

カ

年

計

画
(

一
九
五
一
—

五
五
〇

第

一

九

回

党

大

会

。

機

械
•

ト

ラ

ク

タ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

、

森

林

保

護

ス

テ

—

シ

ョ

ン

な

ど

の

指

導

者

と

重

要

犠

員

、

専
門
家
に 

永

年

勤

続

年

金

。

イ
•

ヴ

ェ
•

ス
タ
—

リ

ン

死

去

。

機

械
•

ト

ラ

ク

タ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

す

べ

て

の

常

用

、

季

節

抄

よ

び

臨

時

労

働

者

に

社

会

保 

険

適

用

。

視

力

障

害

者

の

都

市

内

輸

送

機

関

の

無

料

利

用

。

国

家

社

会

保

険

手

当

の

裁

定
拧
よ

び

支

給

手

続

規

則

。 

第

二

〇

回

党

大

会

。

第

六

次

五

カ

年

計

画
(

一
九
五
六
—

六

〇)

。

妊

娠

と

出

産

の

休

暇

期

間

産

前

五

六

日(

三

五
日
か
ら)

産

後

五

六

日
(

四

二

日

か

ら)

計

一

一

二

日
(

七

七

日

か

ら)

に
延

長

。 

国

家

年

金

法

。

国

家

年

金

裁

定
拧
よ

び

支

給

手

続

規

則

。

個

人

年

金

規

則

。

一
時
的
労
働
不
能
手
当
、

妊

娠

と

出

産

手

当

の

最

低

額

の

引

上

げ

。
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年表

ー
九
五
八 

一
九
五
九 

一
九
六
〇 

一
九
六
一 

ー
九
六
二 

ー
九
六
三 

一
九
六
四

九九九—L- ■ - I -
ノ、ノ、/、

七六五

労

働

災

害

、

職

業

病

に

よ

る

一

時

的

労

働

不

能

手

当

を

非

組

合

員

に

も

賃

金

全

額

。

社

会

保

険

の

業

務

の

一

部

を

労

働

組

合

評

議 

会

に

移

行

。

労

働

組

合

の

委

託

医

師

規

則

。

作

家

、

作

曲

家

の

年

金

を

労

働

者

、

職

員

と

同

一

に

裁

定

。

機

械
•

ト

ラ

ク

タ

—

ス
テ
—

シ

ョ

ン

の

機

械

化

技

術

員

と

専

門

家

の

コ

ル

ホ

ー

ズ

で

の

作

業

期

間

も

年

金

の

労

働

勤

務

期

間

に

算 

入
。

年

金

受

給

者

を

社

会

労

働

に

参

加

さ

せ

る

政

策

強

化

。

労

働

組

合

製

作

所

、

工

場
•

現

地

委

員

会

規

則

。 

劇

場

、

サ

ー

カ

ス

な

ど

の

芸

能

家

に

永

年

勤

続

年

金

。

民

間

航

空

の

空

中•

飛

行

勤

務

員

の

年

金

改

善

。

第
ー 

ー
ー
回
党
大
会
。

七

カ

年

計

画(

一
九
五
九
—

六

五)

。

労

働

組

合

機

関

の

監

査

委

員

会

規

則

。

労
働
組
合
グ
ル
ー
ブ
組
織
者
規 

則
。

「
教

育

、

保

健

お

よ

び

農

業

の

従

業

員

へ

の

永

年

勤

続

年

金

に

関

す

る

」

閣

僚

会

議

決

議

。

「
ソ

連

住

民

の

医

療

サ

ー

ビ

ス

と

健

康

保

護

の

よ

り

一

層

の

改

善

措

置

に

関

す

る

」

党

中

央

委

員

会

と

閣

僚

会

議

決

議

。

自
己
都 

合

退

職

者

へ

の

一

時

的

労

働

不

能

手

当

の

制

限

廃

止

。

サ

ナ

ト

リ

ウ

ム(

結

核

を

除

く)

、
休

息

の

家

、
療

養

地

な

ど

の

管

理
を

国 

か

ら

労

働

組

合

に

移

行

。

旧

通

貨

の

交

換
(

一
〇
旧
ル
—
ブ

ル=
=

ー
新

ル
ー

ブ

ル)

。

産

業

協

同

組

合

ア

ル

テ

リ

元

組

合

員

へ

の

年

金

保

障

。

第
二
ニ
回
党
大 

会
(

新

し

い

党

綱

領)

。

労

働

組

合

工

場•

現

地

委

員

会

付

属

年

金

問

題

委

員

会

創

設

。

年

金

問

題

委

員

会

規

則

。

社

会

保

険

委

員

会

規

則

。

保
険

代

表

規 

則
。

勤

労

者

代

議

員

区
(

市)

ソ

ピ

エ

ト

執

行

委

員

会

付

属

年

金

裁

定

委

員

会

規

則(

ロ
シ
ア
共
和
国)

。 

労

働

能

力

審

査

委

員

会

規

則(

ロ
シ
ア
共
和
国)

。

定

期

服

役

軍

勤

務

員

の

子

供

へ

の

手

当

。

コ
ル
ホ
—

ズ

構

成

員

年

金•

手
当

法

。

コ

ル

ホ
ー

ズ

の

議

長

、

専

門

家

、

機

械

化

技

術

員

の

年

金

、

手

当

が

労

働

者

、

職
員
と
同 

ー
に
な
る
。

コ
ル

ホ

— 
・
ス
構
成
員
年
金
裁
定•

支

給

規

則

。

女

子

コ

ル

ホ

ー

ズ

構

成

員

妊

娠

と

出

産

手

当

裁

定•

支

給

手

続

規

則

。

コ
ル
ホ
ー.
ス
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
基
金
規
則
。

コ
ル
ホ
ー 

ズ

員

年

金

・
手

当

裁

定

委

員

会

規

則

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

障

評

議

会

規

則

。

医

療

施

設

付

属

社

会

評

議

会

規

則

。

第

一

等

級

、

第

二

等

級

障

害

年

金

と

扶

養

者

喪

失

年

金

の

最

低

額

の

引

上

げ

。 

第

二

三

回

党

大

会

。

第

八

次

五

カ

年

計

画
(

一
九
六
六
——

七

〇)

。

「
十

月

社

会

主

義

大

革

命

の

五

〇

周

年

」

テ
ー
ゼ
。

週

休

二

日

制

へ

の

移

行

開

始

。

「
ソ

ビ

エ

ト

国

民

の

福

祉

を

い

っ

そ

う

向

上

さ

せ

る

措

置

」

決

議
(

最

低

賃

金

六

〇

ル

—
ブ
ル
。

年

次

休

暇

の

最

低

日

数

延

長

。 

一

時

的

労

働

不

能

手

当

は

勤

続

ハ

年

以

上

で

賃

金

の

全

額

。

繊

維

工

業

女

子

従

業

員

の

老

齢

年

金

年

齢

五

歳

引

下

げ

。

コ
ル
ホ
ー 

ズ

員

の

老

齢

年

金

年

齢

を

労

働

者

、

職

員

と

同

一

化

。

コ
ル
ホ
ー.
ス

員

の

労

災•

職

業

病

に

よ

る

第

三

等

級

障

害

年

金

。

コ
ル 

ホ

ー
・
ス

員

の

障

害

年

金

最

低

額

の

引

上

げ

な

ど)

。
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年表

一
九
六
ハ 

一
九
六
九 

一
九
七
〇 

一
九
七
一 

ー
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
六

極

北

区

で

働

く

人

へ

の

特

典

拡

大

。

五

人

以

上

の

子

供

を

生

み

育

て

た

女

子

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

の

老

齢

年

金

年

齢

五

歳

引

下

げ

。

子 

供

の

時

か

ら

の

身

体

障

害

者

へ

の

毎

月

手

当(

一
六
歳
以
上)

。

劇

場

な

ど

の

芸

術

家

へ

の

永

年

勤

続

年

金

統

合

。

新

社

会

保

険

保

険

料

率

。

運

輸

機

関

利

用

の

場

合

の

盲

人

の

特

典

拡

大

。

社

会

保

険

資

金

計

画

の

効

率

向

上

を

め

ざ

す

新

手

続

。 

「
国

の

保

健

の

一

層

の

改

善

と

医

学

の

発

展

措

置

に

関

す

る

」

党

中

央

委

員

会

と

閣

僚

会

議

決

定

。

子
供
の
学
齢
前
施
設
な
ど

の 

食

事

支

出

基

準

引

上

げ

。

労

働
者
、

職

員

お

よ

び

そ

の

家

族

へ

の

年

金

裁

定

文

書

作

成

は

企

業

の

管

理

機

関

担

当

。

コ

ル

ホ
ー

ズ
模
範
定
款
。

ソ
連
お
よ
び 

連

邦

構

成

共

和

国

保

健

立

法

基

礎

。

老

齢

年

金

受

給

者

が

労

働

継

続

の

場

合

の

年

金

支

給

措

置

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

険

実

施

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

険

中

央

連

邦

基

金

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

険

手

当

裁

定•

支

給

手

続

規

則

。

コ

ル

ホ
ー

ズ

に

抄
け

る

保

険

代

表

規

則

。

戦

争

障

害

者

の

遺

家

族

の

生 

活

改

善

措

置

。

ソ

連

打

よ

び

連

邦

構

成

共

和

国

労

働

立

法

基

礎

。

妊

婦

、

多

子

お

よ

び

独

身

の

母

親

へ

の

手

当

裁

定•

支
給
手
続 

規

則

。

第
一
ー
四
回
党
大
会
。

第

九

次

五

カ

年

計

画(

一
九
七
ー
ー
七
五)

。

労
働

者

、

職

員

へ

の

老

齢

年

金

最

低

額

の

引

上

げ

。

コ
ル
ホ
ー 

ズ

員

の

年

金

算

定

を

労

働

者

、

職

員

と

同

一

化

。

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

の

年

金

最

低

額

の

引

上

げ

。

新

し

い

労

働

組

合

工

場

・
現
地
委 

員

会

権

利

規

則

。

漁

業

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

険

実

施

。

新

し

い

国

家

年

金

裁

定

・
支

給

手

続

規

則

。 

「
自

然

保

護

の

い

っ

そ

う

の

発

展

と

天

然

資

源

の

合

理

的

利

用

措

置

に

関

す

る

」

最

高

会

議

決

議

。

労

働

組

合

委

託

医

師

規

則

。

国

家

社

会

保

険

手

当

裁

定

の

場

合

に

お

け

る

労

働

者

、

職

員

の

継

続

労

働

勤

務

期

間

算

定

規

則

。

妊 

娠

と

出

産

の

手

当

は

勤

務

期

間

に

関

係

な

く

賃

金

全

額

支

給

。

病

気

の

子

供

の

看

護

の

手

当

支

給

期

間

延

長

。

老

齢

年

金

、
障
害 

年

金

受

給

者

の

労

働

に

追

加

特

典

。

障

害

年

金

、

扶

養

者

喪

失

年

金

を

老

齢

年

金

に

た

い

す

る

比

率

で

算

出(

第

三

等

級

と
-

人 

の

場

合
は

除

く)

。

こ

れ

ら

の

年

金

へ

の

付

加

金

を

固

定

額(

ル
ー
ブ
ル)

で
定
め
る
。

コ
ル
ホ
—
ズ

員

の
こ

れ

ら

の

年

金

も

労

働 

者
、

職

員

と

同

じ

く

変

更

。

低

所

得

家

庭

へ

の

児

童

手

当

創

設

。

一

六

歳

未

満

の

三

人

以

上

の

子

供

を

扶

養

す

る

場

合

、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
は
継
続
労
働 

勤

務

期

間

に

関

係

な

く

賃

金

全

額

支

給

。

女

子

機

械

化

専

門

員

の

老

齢

年

金

年

齢

五

歳

引

下

げ

。
戦

争

犠

牲

者

の

年

金

の

改

善

。

第
一
ー
六
回
党
大
会
。

第

一

〇

次

五

カ

年

計

画(

一
九
七
六
——

ハ
〇)

。

石
炭
、

ス
レ
—

ト

エ

業

関

係

従

業

員

の

老

齢

年

金

最

高

額

の 

引
上
げ
。

身

体

障

害

者

の

社

会

的

労

働

へ

の

参

加

促

進

措

置

。

労

働
•

賃

金

問

題

国

家

委

員

会

は

労

働•

社

会

問

題

国

家

委

員

会 

と
な
る
。
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年表

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
七
九 

一
九
ハ
〇

製

鉄

従

業

員

の

老

齢

年

金

最

高

額

引

上

げ

。

新

し

い

「
憲
法
」

制
定
。

新

し

い

コ

ル

ホ

ー

ズ

員

社

会

保

障

中

央

連

邦

基

金

規

則

。

老

人

お

よ

び

身

体

障

害

者

ホ

ー

ム

模

範

規

則

。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金 

引
上
げ
。

元

コ

ル

ホ

ー.
ス
員

に

混

合

職

歴

通

算

年

金

。 

大

祖

国

戦

争

関

係

者

の

生

活

諸

条

件

の

改

善

措

置

。

子

供

の

時

か

ら

の

身

体

障

害

者

へ

の

手

当

引

上

げ

と

、

子

供

の

時

か

ら

の

一

六

歳

未

満

の

身

体

障

害

児

へ

の

手

当

新

設

。

年
金
受 

給

者

の

労

働

を

物

質

的

に

刺

激

す

る

措

置(

年

金

年

齢

到

達

後

の

労

働

に

、

年

金

へ

の

付

加

金)

。

同

一

企

業

、

施

設

、

組

織

で

の

継

続

勤

務

期

間

に

た

い

す

る

老

齢

年

金

へ

の

付

加

金

増

額

。

大

祖

国

戦

争

関

係

者

の

生

活

改

善

追 

加

措

置

と

年

金

改

善

。
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